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御伽 草紙 


六 六 八 


節 こそ 蹄り け る- 

お 歸り あるか 名 古 三 さま は、  送り 申さうよ. i4 幟まで、 木 幟れ 路に 行き暮れて、 ふたり 伏 

見の 草枕、 八 千夜 そふと も 名 古 三 さまに、 名殘 をし き は 限な し。 

よくく 物 を 案す るに、 このお 國と 申す は、 恭 くも 大社の 假に 現れ 出で 給 ひ、 かぶき 踊 

を 始めつ i 、衆生の 惡を験 はんため、 か-るか ぶきの 一 節 を あら はし 給 ふば かりなり、 あ 

ら難 有の 次第 かな 
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六 六 六 


： い 方に ぉ國に 巾し 候 ふ、 これ はは や. 臭き 唄に て 候 ふ 程に、 めづ らしき かぶき を， ちと 

見 申さう. 今の 程は淨 田璃 もどき とい ふ 唄 を 歌 ひ 中し 候 ふ、 さらば 駄ひ 間せ. S. さんと， つ 

づ みの 拍子 打 揃へ、 調子 を こそう か r ひける。 

ほそみち 

わが 戀は 月に 叢 雪花に 風と よ、 細道の 駒， か； b て 思. ふぞ 苦しき。 

山 を 越え 里 を 隔てて、 人.^ も 身 を も^ばれ. & さん、，. ぶかく に 歌に 節と は 甲 5 ひ 候へ ど、 そ 

,れ 吹く 笛 は 宵の 慰み、 小 吸 は 夜中の 口す さみと よ、 あかつ きがたに 思 ひ 焦れて 吹く 尺八 

は， 君に いつも そふて ふ、 別れて 後 は 又 あ ふしき、 春雨の しだれ 柳のう ちし をれ たる を、 

. 見 るに つけても 此春 ばかり。 

世の中の 人と 契らば、 薄く 契りて 末まで 遂 ゆよ、 もみ ぢ葉を 見よ、 薄い が 散る か * 濃き ぞ 

まづ 散る、 散りての 後 は、 訪 はす 訪 はれす、 互に 心の 隔たれ ぬれば、 思 ふに 別れ 思 はぬ 

に 添 ふ、 なさけ. は 大事の もの かの。 

かぶき^ 踊 も 時す ぎて， （-、 見物の 貴賤 も歸 り： J:^ れ^、 名 古屋は 名殘の 惜しき まよに、 侍 

てしばしノ，.^、 歌へ や 舞へ や、 拍子に 合せて 打つつ r みの、 と r ろくと 鳴る 砷も、 思 

ふ 中 はよ も， さけ じと 言 ひし も、 い たづら に 別れに なれば、 お 國は名 殘を惜 みつ i、 又 ひ f 


ふし-ぎ 1 節^ か 

けて b ふ 


か， ふかん！ 浮れ 

^る を かぶく 

と. S ふ 

きの 毒！ 木と 氣 

と はかく 

くるく  I 来る 

來る 12 かく 

あか >^1.4？ 房 


さして それとも いは 代の、 松の 言の葉 かすく に、 袖を聯 ねて きた 野なる、 右近の 事と 

夕顔の、 花の 名殘の 玉鬉、 かけても 思 ひ 出で ざる や。 言葉の 末にて 心得たり， さて は 昔 

のかぶ き 人、 名古屋 どのに てまし ます か。 いや 名 古 屋とは 恥し や、 なごやか ならぬ 世 

の 交り、 人の 心 は むら 竹の、 ふしぎの 喧嘩 をし いだして、 互に 今は此 世に も， なご やが 

池の 水の 泡と、 果てに し 事の 無念 さよ、 よし 何事 も打棄 てて、 ありし 昔の 一節な、 耿ひ 

ていざ やかぶ かん、 いざや かぶかん。 

i* まき  なた 

あ 只う き 世 は 生木に 鉈ぢ やとのう、 思 ひま はせば きの 毒 やのう。 

あ 只お 國は 柚の 木に 猫ぢ やとのう、 思 ひま はせば きの 藥。 

淀の 川瀬の 水車、 たれ を 待つ やらく るく と。 

茶屋のお か-. -に 末代 そ は r、 伊勢へ 七 度 熊 野へ 十三 度. 愛 岩 さまへ は 月まゐ り。 

茶屋のお か i に 七つの 戀慕 よのう， 一つ 二つ は 痴話に も 召されよ のう、 殘り 五つ 皆戀慕 

ぢゃ。 

風 も 吹かぬ に はや 戶を さいたのう、 さ V はさす とて、 疾く にもお しゃら いで、 あ 只 つれ 

なの 君 さま やのう、 そなた 思へば 門に 立つ、 さむき 嵐 も 身に しまぬ。 
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六 六 四 


の 裳据を 染めて， 木の 下 ごとに 圓 居して、 歌 ふ もい と、 r 面白し。 そ もく 都 ほとりの 花 一 

めいしょ ぢ し S ごん ゆん  り ャ，， 'じゅせん  .1 

の 名所、 地主 權 現の 花の 色、 鷲のお 山に t; く 花 は、 靈驁 山の 春 かと 疑 はれ， 大原 ゃ小躐 

の 山の 花 盛、 今 も 御幸 や 仰ぐ らん。 さて 又 返り 眺 むれば、 大內 山の 花 盛， 近衞 どのの 絲 i 

せん ぼ A  あまみ  一 

千 本 ー 地名 機、 千 本の 花に しく はなしと 打 眺め、 天滿っ 神に ぞまゐ りけ るく。 

9 せんくん じゅ  」 

いかに し 候 ふ、 今日は 三月 二十 五日、 貴賤 群集の 社 參の折 柄 なれば、 かぶき 踊 を 始め. 一 

ば やと 思 ひ 候 ふ、 ま づく念 怫踊を 始め 申さう。 光明 遍照十 方 世界、 念佛 衆生 攝取 不捨ー 

南無 阿彌 陀怫、 なむ あみだ、 南無 阿彌 陀佛、 なむ あみだ、 はかなし ゃ鈞に 懸けて は 何 か 一 

せん、 心に かけよ 彌陀の 名號、 なむ 阿彌 陀佛、 なむ あみだ。  I 

念 佛の聲 に ひかれつ よく、 罪障の 里 をいで うよ。 のうく お 國に物 中さん、 • われ をば 一 

見知り 給 はす や、 そのいに しへの ゆかし さに * これまで 參 りて 候ふぞ や。  一 

思 ひ よらす や、 貴賤の 中に わきて 誰と か 知るべき、 いかなる 人に てまし ます ぞゃ、 御名 一 

を名乘 りお はし ませ。 いかなる 者と 問 ひ 給 ふ、 われ も 昔の 御身の 友、 馴れし かぶき を Arl 

とても、 忘る.. 事の あら ざれば、 これ も 狂言 猗語を もって 讚 佛轉法 輪の まことの 道に. J 

る なれば、 かやう に 現れいで しなり。 さて は此 世に なき 人の、 うつ. せに まみえ 給 ふか や、 I 
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六 六 n 


か へ b でて. 1,^ 

でての 訛 


阿 森 地獄一無 間 

地 獄 に 同 t 


はえ 5 で I 生え 

，すして 


一一 一如 來 11: 彌陀 

s 來、 狩迦 .S 來、 

藥師 

佛 くわ— 佛果、 

佛花 


卯の花の むらく t; ける 垣根 を も、 雪 間の 月の 影 かと ぞ眺 めあかされ、 色々 の 花 どもの 

色 を まじへ し 有様、 これ 天上の 樂み 目の前な り。 さて 春 は 靑く夏 は 茂り 秋 は 染め 冬 は 根 

にか. へる. 有 爲轉變 のこと わり、 元より 人間に か はる 事な し 。地獄と いっぱ、 あるひ は 

, しづ  、  .|^の*4さ^-り  づ め づ 

山林に おへいで て賤 がつ ま 木と なって、 斧鉞 のために 切り さいなまれ、 牛 頭！ iil 頭の 班 

i まさ  こが  あるひ  から  だ、 -is い 

に 載せられて、 民の 竈に 身 を^し， 或は 筏の ために 搦 めつな がれて、 漫々 たる 大海に 浮 

I  かしゃく  あび ぢ 一く  く ゆん  ゆ A 

け 沈められ 货責 のせめ を受 くる こと、 これ いづれ も 阿 鼻 地獄の 苦 患に あらす や。 又 弓、 

M、 ほうの 木、 木刀の なんどい はれて、 合戦の 巷に いづる こと、 これ 則ち 修, なり o」 


又は 岩巖 石の 嶮蛆に はえいで、 或は 人家の 堪 菜に 結ひ燒 めら れ、 長閑なる 春 を も あたら 


5 ろ  くさき  なか 

す、 雨露の 惠みを も 受け 難き 風情 は、 さながら 餓鬼道な り 。又 同じ 草木の 中に も 犬 横、 

犬黄楊、 或は 猿 すべりな どと 言 はれし、 只今 皆 畜生道に か はる 事な し。 此 六道の 外に 神 

道 あり、 佛道 あり 。まづ 開け そめし より 二 柱の 神 を 始めと して、 すべら 木の かしこき 御 

X  しんぼく  おんかた ち 

代に 至りて は， 色々 の 神木と 現れ、 ^佛 道と いっぱ、 三 如来の 御 形 を 始めと して、 或は 

あらゆる 木佛に 刻まれて、 佛 くわ を 開く 事、 これ 又 過去の 善根に よると 見えたり。 草木 

國土 悉皆 成佛と ii く 時 は， 谷の 枯木 も佛 なりと、， E 前に 悟 を 開き、 樣 彼の 八重 櫻 は、 終 
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 御 伽 草 -紙  六 六 〇  

ふこと 一 つもな し。 それ を 如何にと なれば、 種 を 蒔き そめし より 芽 を ひらき、 同じく 花 

ひミ ふし 

に 句 ひ をと r め、 口な しとい へど も 葉 も はえ、 聲 なしと いへ ども 一節 も あり、 耳な しと 

いへ ども 物 をき くら ゆの S がまし きをば 初めと して、 手に は 手 柏 あり， おのれ/^ に 

illM" り 股 も あれば、 お ほぢの ふぐり も 下れり、 欲な し. といへ ども 物 を みどりに する 緣も備 は 

^f0.  M り、 夫婦の道 を 思 ふこと 高 砂 住の 江に 相生の松 を 初めと して， その外 i 路の 道に は 丹花 

の 唇， 芙蓉の まな じり、 柳の 屑の いとわり なき 姿 を 見て は、 おも ひばの 色 を あら はし、 錦 

木の 戀衣を 重ねて 連理の 枝と ならん 事 を 誓 ひ、 又 かやう に 中 を わかれて は， 川柳の 歎き 

をな し、 あるひ は 萎める 花 も 水 を 注ぎ 露 をう けて は 忽ちに 開き、 喜びの 色 を あら はすと 

いへ ども、 終に は 老木と なって む もれ 木の 土に 還らん こと を かねて 思 ひ、 跡 をつ ぐべき 

繼木を もとめて、 殘る このみ を ゅづり はの 次第に 跡 を さかや かす。 この 道 いづれ も 人 問 

あいべつり く  .*^<ん,^ぅゑ く  じん でん 

人 天-人間 天上 の 愛別離苦、 怨憎會 苦に たが ふ 事な し。 次に は 地獄、 餓鬼， 畜生、 修羅、 人 天、 此 六道 

ほミけ  たが  あるひ  てな  なんで、 

佛の敎 へに 違 ふべ から や。 或は 玉樓 殿、 玉の 臺の內 にして， まづ南 殿の 花の 開け そめ 

^5^^B しょり， ぢぅ ぜんてい ぎょくの そばに 交り、 花の こす ゑの きさきの とか しづかれ、 色々 

け： ：7 十 善 帝 T ころもが へ  , 

£ 力  の 衣更も 過ぎ ぬれば、 うら 紫に ける ふぢ まづ 言の k に 契りお く 彌生も 末にな りし かば、 


つ らき思 ひ は I 

r は」 は 「の」 の該 

深き にも. I 深み 

はもの 親 か ；..！ 


知ら ，さる 事 I 知 

ら. さる 事 をの 誤 

なるべし 

やう は. I やうと 

の 設 か 


心ぞ あはれ なり。 薄 も 別れし 頃は彌 生の 梓弓 かへ らんこと も 難ければ、 かりの 玉章 を も 

つけて、 思 ひお く 花の * たより を も 聞き 傳 へんと. 枕に 聞え しその 言の 藥も打 過ぎて、 今 

なら  つま 

は 靜に播 の 葉の 皆 根に かへ ると 告ゅ しかば， 夫の 行く への 聞か まほし さに、 忍びて 都へ 

上られし が • 簿も かくな り 給 ひぬ と 間え しかば， そ も 夢 か 現 か、 夢なら ば さむる 現の あ 

f すぎね 

れ かしと， 花の 薄 衣 ひき かづき、 伏し 沈みた る有樣 は、 しほめ る 花の 如くな り。 やよ あ 

りて 口説かれ ける は、 执も 薄き 契 は 一重 櫻の つらき 思 ひ は、 八重 九重に かさなる 身 こそ 

悲し けれ、 せめて は 其 夫の S1- て 給 ひし 野原の 草の 露と も 消え、 又は 櫻 川の 深き にも 身 を 

沈め、 波の 花と も 散らば やと 思 ひしが、 待てし ばし 我心、 われさへ かくな りなば、 一 むら 

薄の 亡き 跡 を も 誰か は殘 りて とぶら ふべ し， 又は 多くの 草木 共の 秋の 霜と 消え はて 給 ひ 

しも、 ひとへ にみ づ から 故と 思へば， 後の世の 報い もお そろし、 是を 菩提樹の 種と して， 

あんじつ  つ ♦i  ひがんざくら 

庵室の 花と も 呼ばれ、 夫の 後生 善 所 を もとぶ らひノ 無常の 風に さそ はれば * 彼 1¥ 櫻の 岸 

にも 到り， 又は この 土に 歸 らば， 再び 草木の 契 を 結ばん と， 思 ひし 淚の ひまよりも，. 

この 世に て 菩提の 種 をう ゑつれば 君が ひくべき 實とぞ なりぬ る 

さても 浮世の 物語に、 物の 道 を 知らざる 事、 木の #の やうに いひ けれども， 人間に たが 
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搔 切り ちぐさ を 流す 有樣、 いづれ もみ そ获の もろき 露と なる も あり， 雪の下と 消 ゆる も 

あり、 ちりく 草 も 多 かりけ り。 物に よくく 譬 ふれば、 枯 野に 殘る冬 草の？ Bg に 吹く が 


如くな り。 す i き此由 見る よりも、 この 合戦 起り しこと 我等より いで 来り， 速に 討死せ 

ん といでた つ。 其 日の 装束に はかり やす 色の 水 干に 嫌の 大口き る まよに、 はよ きの 太刀 


を ひつ さけて、 さか ゆの 駒に 鞭 を あて、 蓬生の 露打拂 ふが 如く、 末 摘 花の 細 首 を拂ひ 切り 

にぞ 切ったり ける。 その 勢 は 集って 枝 を 交へ 葉 を^べ て、 簾の 如く 編み つれて、 薄 を 中 

にと りこむ る。 無 慚ゃ薄 は 花 籠の 花の 如く 德に いづべき やう もな し。 今 はこれ までと や 

思 ひけん、 跡と ひ 給へ 刈 薈ー の 道心 ばらとい ひさ まに， はら 一文字に 搔き 切って * 淺 茅が 

原の 露と ぞ 消えに ける。 うへ 木した 草 これ を 見て、 花の 袖、 草の 袂を しほりけ る。 さて 

ち たび も t たび  わざ 

も 薄 は 千度 百度 打 勝って、 一 戰に負 けし 事、 只 楠 木が 業な りと 感ぜぬ もの はな かりけ り。 

櫻 道心の 事 

さる 程に 彼の 八重 樱は、 われ 故 不思議の 軍いで きぬれば、 夫の 薄に 再びめ ぐり 逢 はん 末の 

契 もい さ 知らす と、 深き 思 ひは醱 竈の 煙と あら はれ、 袖の 上の 淚は あしたの 露と 爭 ひつ 

つ， ある 山に 深く つ ほめる 花の 形 も 色 外に 衰 へ て、 浮世の 靜 まるまで を 待 たれけ る。 花の， 


金 谷. I 晉 の石巢 

の 刖莊ぁ りし 

地、 こ I にて 客 

を會し 花見の宴 

を 開き 詩を斌 せ 

し 事 有名な り 


ぜ づ^き 1 未詳 


熊 野う ち S 々II 

ナギの 未 は 熊 野 

の 名産な 


旗の 手 かと 肝 を 消し， 坂 を 下る は 花 車、 いよく 草 はか つら 川、 つきせ ぬ 花 はお ほゐ 川， 

きんこく ゑんり  いちぢ や， フ 

波の 花 こそ さかり なれ。 f によく く譬 ふれば、 金谷苑 裏の 春の 花、 ー榻の 嵐に さそ は 

よ も  かん OJir-  いくさ 

れて 四方の 霞に 散り ゆきし 其^ 樣に 異ならす。 其 後草 は勝鬨 をつ くって， け ふの 軍の 花 

はこれ までと， 元の 陴に 立ち返り、 物 具の 露をぞ 乾しに ける。 

/、t のき かラ みや、 

楠 木 高名の 事 

かよりけ る 所に 楠 木 正 成と いふ もの： せづ ひきの 目 も 驚く 合戰 して、 味方の はな を あけん 

といでた つ 。其 日の 装束に は 唐錦の 鎧に 鍬 形 打った る 兜の 緖を しめ、 鋼よ きかいし のぎ 

の 刀 を さし、 駒の けやき 見事なる にき くらけ 置いて ゆらり と乘 り、 熊 野う ちの 藉刀を 

風車に 舞 はいて、 若き 葉 武者 を 百き ばかり 從へ、 思 ひも よらぬ 敵の 後より 開 を どっとつ 

くり かけ、 草の 陴へ釗 つて 入る。 八 花形と いふ ものに gl 方へ さっと かけ 散らし、 草 を 

刈る が 如く 散々 に 箱いだり けり。 その 翁樣 いにしへの 草 薙の劍 ともい ひつべし。 古木 ど 

も は 是にカ を 得、 挥び花 さく 心地して. われ もくと 立ち返り、 こよ を せんどと 戰 ひける 0 

草の 勢 はもと よりも 油斷 せし 事 なれば、 八重 揮し ゆるが 如く 1 所に 打 寄り 控 へたり。 こ 

わら ひぐ さ 

こ を 引く ものなら ば 笑 草 ともなりぬべし、 皆 德 原の 露と なれと 呼ば はって、 草の はら を 
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 御 伽 草誦紙  六 五六  

の り き *i つ さう の 兵 者 ども、 を どした てた る 鎧 を 著、 花 を 生 捕に せんとお つかけ て、 きり. の 

返き と * "クオ  す まふ ぐ さ  き. 9 も. 5, さ 

とりき I 虜と取 きにする も あり、 或はと りきに する も あり、 組んで おつる は 角力 草， 散々 に 切艾の 火花 を 

散らいて 戰 ひける が、 花 は 終に 打 負けて、 つめの 城に ぞ とりこ もり、 引きお くれたる 遲 

£^ ザ， i か、 むば 櫻 ども 草、 のけ ひばに 断け 散らされ、 . 將棊 倒し をす る 如く、 大手 を さして ぞ引 きに け る。 

たいこくの 花い くさ も、 かく やと 思 ひ氣の 毒な り。 

鞍馬お ちの 事 

さる 程に 草 は 綠の色 を か r やかし、 花の 袖 をく さり つれ、 敏の 城を圍 むこと、 七重 八重 

まがき  つ はもの  ふた ころ 

に 難 を ゆ ふが 如くな り。 か- -め ける 所に 花の 兵 者に さっきと て ありけ るが、 二心の 色 を 

t^^分けて、 味方の 城に 花火 を かけ 花と ぞ なりに ける。 をり ふし 風は嶮 しく 火花の 四方 

に 散る こと は， 秋の 螢の 如くな り。 城へ つ ほみ し 花 共 は、 けぶりに 迷へ る 火 櫻の、 色の は 

がれて 散る ほどに、 花の 勢 もつ き 弓の 引く に 力の あら ざれば、 老木の こども 姥 櫻は朽 木う 

ほら  あるひ  むち  き ぶね さ を  5 きき 

つ ほ 木の 洞に 身を隱 す。 或は 落花 を せんと 鞍馬に 鞭う つ 花 も あり 貴 船に 棹 さす 浮 木 も あ 

こ ち  -た より  さう く. C 

り。 4»iv 、外の 花 ども は 東風 ふく 風の 便 をえ， 西 を さして 散る 程に、 草花 ども はさ i がに の 梢 

ろ 川の 衍 が を 偉 ふ も かく やと、 逃ぐ る 敵 をお ほゐ 山、 嵐 山の 風 を も 鬨の聲 かと 驚き、 衣笠 山の 霞 を-^ 


たの もん一田の 

面、 他の 鬥 

よめが はれ だる 

I よめ •  か は ぎ 

(嫁菜) は "ひか 

まく は 形 II® 桑 

と鏃 形と はかく 

そのみ は 土  Si 埋 

む 云 々1 白 氏 

笳門原 上 土、 埋 

骨 不埋名 

若菜の 上下— 源 


は 上下に 分て り 

も- 股 を 桃に 

力 く 


駒に 打乘 つたり。 その外 われと おほしき 大剛の 兵 者 ども、 i 鏑矢 を 磨きた て、 うねめ 

なづな  .. 

に循 おひた るに、 たの もんに は § き齊、 ょめがはぃたる矢竿：Iの紋、il^o羽は萌黃、根は白 

絲の靱 草、 一 つの 口な どかいた る を. 木枯に 吹き散らさせ、 霞に 見 ゆる は 山 田の 偕 都、 鳴 

子の 如くに 控へ たり。 ：f„s ^瓜の 陣 よりも， まく は 形う つたる あ、 y たの を 猪^に 著、 絲瓜 

の 皮の 腹卷 に、 は "t, よき 太刀 をす るりと 拔き、 敵の 陣 にわって 入り、 瓜 切りに 切って ま 

はる。 是を 見て 北山の 宇が 子どもに 至る まで， 所々 に 討死して、 そのみ は 土に 埋む とも * 

名 をば 蔓 葉に 殘 しける 零餘 子ども こそ 悲し けれ。 若菜の 上下お しなべ てこれ を感 する 所 

に、 草の 勢 も 打 寄って、 こ- -を 引くな と ゆ ふだち の、 林 を 過ぐ るが 如く 篠根を そろへ て 

射 かけたり。 いた はしゃ 西 王 母、 その もよ を 射られて、 千年の 命 を ゆ ふべ の 露に ぞと， t 

めけ る。 脇に 控 へたる 九 年 母 も ほた つきに 突かれて むくろ ぢを さっと 流し、 同じ 枕に 伏 

みな くれな ゐ 

しにけ る。 野邊の 千草に 至る まで、 紅葉に そよ ぐ 雨の 如く、 皆 紅 とぞ なりに ける。 續 

く 味方 はありの 實の梨 切に せんとい ふま よに、 冬枯の 森の 梢の 如くき さき を 揃へ おつか 

くる。 草 も 矢種つ くれば、 茅 花の 稼の 如く 拔き つれて ぞ りけ る。 花の 靡く 時 も あり、 草 

の亂 る-折 も あり、 互に 勝負 は 見え ざり けり。 かよりけ る 所に 鬼百合、 鬼 薊な どい はれ 丄 
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- み， ち I 血に か？ 


かしら— 瓜 は 

かしら 二 かし 

ノと教 ふるより 

： ふ 


大納 f 一  rnl 小豆 の 

1 種に 此名 あり 


-St5- にか 


白^ —白胡麻！ 


廣 ゆて 組む も あり、 或は もみ ぢを 流す も あり。 物に よくく 誓 ふれば， 吉野初 瀨の花 紅 

葉、 嵐に 散る が 如くな り。 ある 合戰の 歌に、 

千々 の 秋 1 夜の 春に むか はめ や 紅葉 も 花 もと もに こそ 散れ 

敵 味方 東西に さっと 引き、 四方 を遙に 見渡せば、 麓に は 花ち る 里の けん ゆ ども、 いざや 

味方 を 申さん と、 旗の 手 を打揚 ゆ、 賤が緖 環い ろくに、 作りお いたる 唐 瓜の、 實數多 

き 鎧 を 著、 胄の星 瓜 か V. やいた る、 黃金 まく はの 太刀 を 佩き、 鴨 瓜の 靑羽 にて はいだ る 矢 

を， いとし ほらし く 取って つけ、 黃 瓜の 弓に 弦 かけて、 く はしめ し 口よ き 馬に 打乘 つた 

り。 胄 のしの びに 是を 見れば、 姬 瓜の 如く 薄 化 被に 眉 刷いたり。 あっぱれ 瓜 一 かしらの 

大將 やと 褒めぬ 者 こそな かり けれ。 

西 王 母 も..， を 射られし 事 

^  XE 'ん  あ づき  やなぐ ひ  S  .  * 

さて 後陣の 大將に は 小豆の 大納言 豆 男、 弓胡錢 かる <\. と、 そばに 續くは 小麥の わらべ 

ども、 著た る 袴 をぬ ぎお き、 麥の靭 にたい とうの 弓 を はる 過ぎて、 年より たる 秋の 茄子 

に 至る まで 若 やぎ 討死せば やと、 鬢鬚を 紫に 染め、 十八 さいたる さよけ の 矢の 節 近なる 

をつ まよって、 あ ひか はに ごまから まきの 太刀 を はき、 草の 種蒔繪 かいたる 鞍 匿いて、 白 
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.  ゐ らせんと、 時雨に 染 むる 紅 紫の 旗 を まっさきに 進まれたり。 

渡ら 龍 田 川 もみ ぢに 宿る つき 弓 を 射たら ば 錦 中ゃ絕 えなん 

^H^^i 其 後 菊の 大將 のがれ 難く や 思 はれ けん、 太白の 扇 をぬ きいだ し， まづ この 輪 を あそばせ 

と、 花壇の ヒ， にぞ立 たれたり 。相從 ふつ はものに は、 . 春菊、 夏菊、 さて 寒菊、 その外の 

より 菊 どもい くらと いふ 數を 知らす、 大將の 前後に 控 へたり。 か-' りけ る 所に 味方の 陴 

しゃ-つ， ^こ-": きく  から くれな. 0 

よりも 獲々 紅 菊と 名乘 つて、 唐紅の 鎧 を 著. 菊 一文字の 太刀 を 佩き、 青き 名馬に ゆら 

りと 乘り， 大將の 命に か はらんと、 亂れ足 を 踏んで 出で にけ る。 紅葉の 錦 これ を 見て、 閉 

くも 涼しき 詞 かなと、 あくまでち やう ど 放つ。 無慚ゃ 狸々 屑 間の まん 中 射られて、 鼻血 

をば つと 散らし、 馬より 落葉の I 路とぞ 消えに ける。 敵 も 味方 もお しなべ て、 あっぱれ よき 

紅 菊 かな、 是を 生けて おきた やと 惜 まぬ 者 はな かりけ り。 亂菊 ども は是を 見て、 安から す 

思 ひけれ； は、 拔 きつれ てぞ かよりけ る。 紅葉の 勢 も 一度に 大將 討た せて 叶 はじ， ところ 

どこ^の むら 紅葉、 狩り つれてくる は稻 荷の 薄紅 葉、 名 を も 雪 居に 通 天の 紅葉、 西に 小 倉、 

高 尾の もみ ぢ、 その外の 下 紅 紫に 至る まで、 命 をば いつの 用に かたった 山、 散らせ や 紅 

せんお、 -.'fj  ひゃくじつ こ- 3 

ひズ. If 手 葉と 呼ば はって、 敵の勢 仙 翁 花と 味方の 勢 百日紅 を 追う つ 追 はれつ 入り 亂れ、 かいで を 

に 力く  -  ' 


百な り 千な り I 

共に 魏 の 一種 


菊み.<^lきくナ 

6 の設蘐 な s ぺ 


より 大力 なれば、 枝 を 張り はがね を 鳴らし、 散々 に ひっきって、 藤繩に 絢うて ぞ 拾て にけ 

きしょくから ま つ  ひ -5.TVJ 

る、 その 氣色 唐松に て はめい ほくたい し、 我 朝に て は^を 從 へる 柊 も かく やと 思 ひ 知 

られ たり。 垣根 を 出で くる 勢 は 朝顔、 晝顏、 夕顔、 大將と 同じく 討死 せんと、 まづ 朝顔 は 

槿 花の 鎧、 晝顔は 照りに 照った る ひ を どし の 鎧、 さて 夕顔 は 干 の 腹卷， この三^？をさ 

いのち  かる  、ひち じじ 

きとして， 百な り 千な りと いふ 數を 知らす、 命 をば 瓢篦 よりも 輕く、 同じ 枕に 討死して 

さ 5*0  く 

夕顔の 露と ぞ 消えに ける。 草木 いづれ も是を 見て、 露 をした てぬ はな かりけ り。 

疆々 菊 射殺されし 事 

その後 草の 陣 よりも 菊廣 草の 鎧 を 著、 裾.萌黃の膝甲に菊.^;物打ったる胄の^をしめ、 菊 

ゆんで 

鍔 の 太刀に 黃 金目 貫 打った る を、 弓手の 脇に 結んで 下 ゆ 、大昔 あけて 名 乘られ ける は、 昔 


より 菊み づの 流れ を 汲んで 千歳の 齢 を 保つ 翁 草と は 我；？ 5. なり， よからん 敏と 討死して 菊 

みづの 流れに 名 を 流さん と， 敵の 陣 にわって 入り、 

いにしへ も か i るた めし を 菊 川の 淸き 流れに 名 を や 流さん 

又 敵の i; よりも 龍 田 山の 神木と 名乘 つて、 紅雜， の 錦の 鎧 を 著、 蘇枋 袴の そば をと り、 赤 

まんなか  そめ ま  かぶら. 

木の PP の眞中 握り、 染 羽の 鍋 打ちつ が ひ、 花をみて=^::_^名はぃまだ，：：1产約の大將に矢 一 筋ま^ 
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松 松 

一 と fz 

鹿 か 

う 

毛て 

: せ — - 

松 

隆 

と葡 
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國土 開けし より まづ 始まりぬ る 故に、 草木 國 土と は說 かれたり、 木 は 多くと も 草に こす 

こと あるべ からすと、 言 ふより 早く 蓆の 征矢 をぞ射 かけたり。 花 も 小 太刀 をす るりと 拔 

き、 ^！ゲ削り鍔を張り、 きさきよりも 火花 を 散らし、 木 草 も 枯れよ と戰 ひける。 その後 

風に がの 葉の 散る 如く、 四方へ さっと 引き 退き、 いづれ も小楣 をと つて ぞ控 へたり。 

老松 大將の 事 

お ほ あらめ  こけが な もの 

さて 二 陣の大 將には 老松と 名乘 つて、 大荒 目の 鎧に 苔 金物し けく 打ち、 松笠な りの 胄を 

ひミ かつ せん 

著、 ^か の Is^ に ゆらり と乘 りなら ベ、 お ほ まつの はやり を みどりに し、 一 合戰と 待つ twi 

,3 つ そ V  すり ごろ も 

に、 藤 原の 朝臣と 名乘 つて、 花やかに ぞ 見えに けれ。 若紫の 措 衣の 鎧に 紫の 藤 袴、 同じ 

く ふぢし まの 太刀 を 佩き、 根 曲り の 鞍に 八つ 藤の 紋 すって、 嘶え たる 馬に ゆらり と乘 り、 

相 從ふ勢 共に は征 にか- -る定 家 葛、 いつも 變らぬ 常夏の 装束、 さて は うらみの 葛 袴， き 

て 又 旅 をす るが なる 宇津の 山べ の 蔦 かづら、 わけて 上りし 軍に は 逢坂 山の さね かづら、 す 

ひ かづら る さいかち の鏈 に、 あけび S 顿當， あるひ は鐵仙 花の 鎖、， あるひ はつ r ら をり 

の 装束、 此 外ぶ だう だいいち ごの 花 かづら ども、 數へ ていふに 限な し。 此 勢を從 へて 藤 波 

の 松に か i るが 如く、 前後左右より 道 ひかより. 枝に か； ら卷き 葉に まつ はる。 松 はもと 


かき まった  から ごろ も 

に 八つ橋の 杜若、 名 をく のかみ に殘 さんと、 さわやかに こそいで たち けれ。 花 紫の 衣 

きつよ 馴れに し 駒に 乘り、 菖蒲 づ くりの 太刀 を 3| き、 の 笠 印 を 川風に 吹き 流させ， 

澤邊の 氣菰、 沼の 河 骨 ひき 具して、 くもで 川 を 渡る が 如く * つ いて 軍 をし なの はすみ 

をぬ け、 いでたつ 鎧に は 莲絲の をり 装束に 蓮の 葉 形の 胃 をき、 莲 木刀 をす るりと 拔き、 

よす 5r- り  たの も 

^切に せんとい ふ 波に、 れん けん 蔵 毛 を 打 入れたり。 扨 は 田 面の 早苗と 名乘 つて、 ふし 

ねか ぼし  な はレろ 

繩 目の に 糠 星の 胄を 著、 やきごめ 籐の 弓に みつばの 稻を隨 へて、 まづ 苗代 をいで たる 

は、 水際た つて ぞ見 えに ける。 

秋の 田 を 人に まかせて 我 は ロハ 花に 心 をつ くるけ ふかな 

これ をみ かたの 先陴 として、 大勢 一度に さっと 入り. 花 筏 を 組む が 如く、 草 もうら 箬 元 

苦と りちが へ， 向 ふの 岸に ぞっきに ける。 大將 これ を 見て、 味方の 陴を まっさき わけて 

驅 けいで、 大音聲 にて 名 乘られ ける。 花 多し といへ ども、 我等が 櫻い にこす はなし、 草 

したぐ さ  いち： b 

は 木に 從ふを もって、 花の 下草と は傳 へたり、 ある 經 にも 一華 開け ぬれば 天下 皆 春と は 

說 かれたり と、 梢 も 響く ばかりに ぞ名 乘られ ける。 さて 又 難 波津の _ 慮. も 駒 を引据 ゑい ひ 

むかし  ゆん, «i  く 

ける は、 我等が 先祖 をい へば、 葦原の. 昔より その 眷屬 多ラ して、 いくらと いふ 數を 知らす、 
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せ  らんぐ ひさ か 

木の 梢に ひるが へって、 山 を 五色に 染めな せり。 麓に は 鴨 川 を 要害に 堪き 入れ、 亂杌逆 

茂 木 を 引い たれば、 鳥なら では 通. ふべき やう もなかり けり。 

難 波 津の蘆 先陣 

ぼ たんが らくさ A  くが らくさ きく 卞, 0 

さる 程に 草の 陴を 見渡せば、 霧の 幕、 霞の 慕. 牡丹 唐草、 菊 唐草、 菊 水、 藤色、 山吹色、 

すきま 

枯梗 紋を はじめと して、 色々 の 幕 ども を 透 間もなく 打った る は， 錦 を さらす に 異なら 

す。 さて 花の 方の 旗頭に は 棕櫚、 同じく 銀杏、 ならびに 蘇鐵、 一所に 打 寄り 控 へたり。 ま 

づ棕櫚 は 花 を 招く 園 扇の 旗、 銀杏 は 風 を 含める 扇の 撫、 さて 蘇 鐵は敵 を きりさきの 旗、 

いづれ も 毛深き" if に乘 り， 鴨 川 を 見渡せば、 花の 色 は 水に うつろ ひ、 草 は 色々 に 生 ひ 渡 

つて ノ 梅花の 林に 入る 如し。 その後 七草 を はやす が 如く、 鬨を どっとつ くって、 敵 は 桑 

よも ざ  ミ もぐさ り  は- U 

の up を 引き、 草 は 蓬の 矢 を 放つ。 いづれ も 共 草 指 を ゆり 合せ、 東西の 岸に 臨んで、 し 

かねた る 所に、 草の 陣 よりも 水 を 得た るつ はもの 共 先陣に 進んだり。 まづ難 波津の 藤、 其 

そ ャ はず だか 

日の 装束に は 水色の 鎧 をき る ま よに、 藤の 征箭 を笞 高に とってつ け、 弓の ひ しづる くひ 

しめし、 よしみつの 太刀 を はき、 藤 毛の 馬に ゆらり と乘 り、 菅の小 笠 を かたぶけ て、 濱荻 

を さし かざし、 元より 水 は 我物と， 白波 を 立てて ぞ 泳がせけ る。 つ r く 勢に は 三 河の 國 


やかん さう I 射 

千草 を 夜間の 意 

^かけた ジ 

みく さ I みちく 

さの 誤 か 


. かん ひ 1 岩菲 

(仙 翁 花) と b ふ 

草の 名 を. K にか 


あゆ やら &| 原 

本！. あやらぬ」 と 

あり、 今改む 


地して、 手 毎に 花 を 手 折りつ 人 皆 家路に ぞ歸 りけ る。 かくせし 程に^ 日 もやう く暮 

れ そめて， 弓 張 月の いる. ゃ彌 生の 山の端に かよりし かば、 今 f おは 花の 下 臥して、 あす は 

軍と 相 定め、 おのがさ ま < ^陴を 取る。 其 後 花の 方に ふれた る は、 敵陴 に^えた る 葛 か 

づら やかん さうな どと て、 夜 討に 馴れたる もの あり. 足元より 這 ひか i り取卷 くこと も 

ありぬべし、 篝を たけとい ひければ、 谷の 早 藤 もえ いづる 峯の 檜の 木 もお も ひば を 

く。 草の 陴に もこれ を 見て、 さらば 篝 をた かんとて、 野 邊 のみく さ をた きものの、 焚きつ 

づけた る 空 性 は， 鎧の 袖 や 句 ふらん。 更け ゆく ま. -に是 を 見れば、 足 曳の山 高き 雪の 原、 

さてがん ひ を 焚く 麓の 野 避に 見 ゆる 火 は、 賀茂白 川に 立つ 波の、 花 を 焚く かと 怪 まる 0 

かくせし 程に 草の 枕 をと る 程 もな く、 しのよ め やう 明けければ、 大將を はじめと し 

て、 いづれ も 弓 を はるの 野に、 駒 かけち らし 打 出で て、 波う ち 際に 控 へたり。 敬 も 城より 

おりさが つて、 白 川 表に 陣を 張る。 扨 其 日の 物見に は、 芭蕉の 大助靑 葉の 旗 を さし あゆ 

て、 草の はたて をつ き拉 ベ、 まだ あけ やらぬ 朝霧の 晴 間より、 花の 城 を 見 あぐれば、 5t に 

は あると あらゆる 花 ども、 枝 を 交へ て 色々 に 雲 か 雪 かと 疑 はる。 總 じて 山々 を 見渡せば、 

白 旅、 赤魏、 紫， 縹色、 花菱， 花輪ち が ひ、 桐のと う を 初めと して、 色々 の S 、ども は 木. A 
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花に て 酒の 意 Si 

用 ふ 
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草木 太平 記卷 


さる 程に 京 わらび ども 寄 合 ひて 言 ひける は、 都 家々 の 櫻 晚 きも 殘ら ぬ、 また 山里に 契り 

おく 花 もい くさ をす ると 閒く， いざさら ば 行きて 見ん とい ふ 顔の、 瓢簞に 酒な ど 入れて 

はな- *M ろ も 

もつ まよに， 花 衣の 袖 を つらねて 行く 程に， 程 もな く 北山の 麓に つきぬ 。こ. - かしこの 

山々 を 見渡せば、 kn しゅの 花 を つらねたり。 誠に 輿 ある 見物 かなと て • いづれ も 芝居の 

うへ につく しと 拉みゐ て * かたはらより 聞え し は， 

いにしへの 奈 良の 都の 八重 櫻け ふ 九重に 句 ひぬ るかな 

又 あるかた より は. . 

春の 野に いくたび やり をつ くぐし 共 草 措に 花 を 散らす か 

などと 折に ふれた る草耿 など 口す さみ. 看 杯と り <\» に 遊ぶ ほどに、 やうく かう じの 

花 も あがりし かば、 たん ほ-とて 鼓な どうち はやし、 時の 小唄な どい と 面白く 耿ラっ 舞 

うつ 戯れて、 その後 酒の 燜に 焚き 殘 したる 靑楓の 燃え いづる を も、 時なら ぬ 薄紅ぎ の 心 


ss の しま I しま 

は 芝の 3S か ； 

む t やう. I 無 

上、 無常 


も控 へたり。 其、 外 あると I 散 釜に 至る まで 星 兜 を 猪首に 著、 鎖の 鎧 を 長々 と欽 付と つて ひ 

つろ かけ  て OJJ- 

つたて、 弦掛 おいた る 淨頗梨 をて まへ も □ におし 握り、 やいばよ きか ま 檢を手 取に した. 

る破签 共， 敝に尻 矢 をい かけられ、 猶 洩らす もの. ならば 末代の 疵 にもなる ベ しと， 沸え ふ 

ためいて 九輪 签、 そのせ いほうろ く千騎 にて、 まっかな わに 陴を とり、 こぶ を 茶せんと 一 

かみ じ ざいてん もく  くれ、， 

渡に たてた る 時の 聲， 上 は 自在 天 目まで も 聞え、 下は鑲 子の 底まで も 響き渡って おびた 

だし？ 其 外^勢 共 は， 橘の 小島が 崎に 夜もすがら 螢火に 胄の直 を 輝かし、 宇治川な がれに 

花.^ 散らす も あり、 或は 茶 舟に とりの つて、 焙爐 にかけ る 茶の 旗 を、 横の 島に あぐる も あ 

り。 これ ぞ かな. めの 合戦と、 扇の しまに 賴 政の そのいに しへ も かく やと， はかり、 閒 くに 花 

香 も かう ばし く 、見る に 其 色む じ やう やと， 宇治山す りと 褒めた る も 道理 かなと、 その 茶 

を もち ひぬ はな かりけ. _ 


草木 太平 記 卷ヒ， 
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あ ふり— 障 泥 


い 二 千ぎ ばかり 前後左右に 從 へて、 白雲の 風に 靡く が 如く、 宇治 晒の 白撫を まっさき 

び タ、 7 ゐん  ゆん づる！  、 

に 進ませて、 まづ 平等 院に 降 を据 ゑ、 茶の 木の 弓 杖に すがって、 みな やり を 月 こそ いづ 

れ 朝日 山と、 輝く ばかりにいで たったり し は、 あっぱれ 大將の 勢 やと、 ちゃ どき を揚 け 

てぞ 褒めに ける。 

茶壺 加勢  . 

さる 程に さて 國々 の 茶壺 共に 至る まで、 大 將に從 はんと、 愛宕山に つめよる 程の まつ ほ 共 

吊 輿の 荷ひ荼 星のと 打乘 り，/^ 引き も ちぎらす くだ つ て、 大勢 か らば こぐち を 切拂ひ 

たて をす て、 ひき 色に 見えた る 敵 あらば、 なつぎり に 切り散ら さんと、 壺尻 かろく 家 を 

そめつけ  かぶ W 

いづる は、 藤四郞 茶碗 色の 鎧、 染 付の はいだ てに、 丸壺の ほりいだ しう つたる 胄を 著、 備 

前の うちもの さす ま i に、 信樂の 弓に 弦つ けて、 葉茶 屋體を かるぐ と 負 ひなし ふゆ か 

ん よきし りぶ くらの ぶんりんと 跳ねた る 馬に、 青磁の あ ふり を かけさせ、 その 鞍 11^ に ゆ 

ら りと 乘り * われ もくと 驅 けいで たる は、 なつめ も 驚く ばかりな り、) 相從 ふつ はもの 

に は、 島燒の 目利き 物、 匯摩燒 の やらう ども、 今燒の 土に つか ゆる 太刀 を はき、 敵よ せ 

來 らば 肩つ きに つき はって、 だいかい に はめんと 言 ふま i に、 水 こ ほしの 瀨戶に いづれ 


上 休 Is? る ひしめ いて、 上 林の 許に 森の. g  く 第り て、 ま づ著到 をつ くるに、 閉き 俥へ/、 何千き とい 

茶 、-' ゑ ごみろ じ 

ふ數を 知らす、 植込路 次まで つめよって、 腰 かくる 所 もなかり けり。 さて 此事 いか r あ 

づんぎ cis るべき と、 とり <\- に 評定し ける は， 敏 寄せ 來 らば 宇治橋 を 引き 切って、 一 々に づん ぎり 

にかけ て V ふ  ミ, - 

にせん と 云 ふ も あり， 又 かしこへ なかだちして 言 ひける は、 我等が 綠^ のす まひす る枬 

の 尾に 打 寄って、 ひく 敵 を 茶臼の 如く とりま はし、 立て かけて 討たん とい ふ も あり、 

外す い 茶の こい 茶の、 或は 薄茶のと、 すきぐ にい ひければ、 中に も ふるき こ 茶 ども はい U 

持った る 柄杓に てな かっきの 上 を 丁 どうち、 いかにも たぎって 言 ひける は- さやう に ^3 

茶の 煎じ茶のと、 敵の 氣を 汲み はからん こと、 皆 新茶の 若氣 にて 靑き 分別と こそ 存じさ 

むらへ、 それ をい かにと 申す に、 われらが うぢ は 昔より 木に も あらす、 wi- にも あらねば， 

お まな 

いづかた へつ かんと も 中し 難し、 只 この 所に 控 へて わびに 力 を そへんと、 大人し やかに 

ベち ぎ  さ 

1 度に 茶をぞ b いひければ、 いづれ も別義 ある まじと て、 1 度に 茶 を ぞいで にけ る。 さて： 5n の 茶將軍 

•yj  t 少る 1 は  ほし かぶ ミ 

茶 i の？ I 股 クバる 極上 之 助 うぢよ しのいで たちに は、 茶絲の 腹卷に 茶巾の 大口、 茶の 實 なりの 星 §= ^を 猪 ti 

に 著、 そぐ つて 上帶丁 どし め、 一 そり そった る さ しゃくど うづく りの 太刀 を はき、 茶の 

糟 毛なる 駒 引 寄せ、 海松 茶の 手綱 を 結んで さ ゆ、 茶の みから けに ゆらり と乘 り、 ちゃせ 
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著 長 I 原本 「き 

せが」 と あり、 今 

改む 

は" だて 1 膝 甲 


づんば ；： lis 

ゆ r 此^ 毛な し 

故！： £ 毛 ぎれ マ 

と^ ヘリ、 § 

をづん ばれと；！ 

ふより 敏 にあた 

ると も 5 ふな り 

このみ，/^ IJK 

の資と 好み 

くるみ I 來る 身 

と 胡^ 

あせ ぼ， I 汗の fe 

め 肌に 生ずる 小 

瘡をぁせばと^; 

ふ、 それ を 馬醉 

木に かく 


れなゐ の 著 長に 枉 目の はいだ て を 著 ごみに し， いための 籠手 を さす まぶに、 堪 木の 弓 


かるぐ とき ほうの 矢を笞 高に とってつ け、 丈よ き 牧の駒 ひきよせ、 このみ かろけ に ゆ 

らうむ しゃ 

ら りと 乘り、 どゐの 原に ぞ控 へたり。 老 武者に は 西 王 母、 ひたう の 腹卷に 桃色の 鎧き、 い 

f  ん なか  ざくろ 

ろに ふし かゆと つたる 矢 も、 花し ゅ籐の 弓の 魔 中 握り、 柘榴の 馬に こがな しの 鞍 置かせ、 

こ. i ちに おもむく 郞 等に は、 楊 梅、 杏， 敵に あたる はづん ばい、 毛 ぎれ したる 鎧 を 著た 


り。 同じく 橘の あつ そん 九 年 は、 陳皮の 腹 卷に柑 子の 皮の ひっしき： たいく 傳 はる 金柑 

作りの 太刀 を はき、 みかんよ き 馬に 乘 つたる は、 誠に 一き 千 本のき ほひ やと、 離さぬ 若 

はな かりけ り。 其 外 果物 ども はこの みく の 鎧 を、 われ もく きなりに する。 えの みて 

になら ばなれ 木 は 掠の 木と， いろくに 爭 ひつれ てく るみ ども， すぎた て を 持ち か ねて、 

あせ ほ を 流す 谷川の 橡 がらに 至る まで、 そのみ を 捨てて 寄る 程に、 總 じて 山々 里々 木の 

下草の 蔭まで も、 花なら すと いふ 事な し。 誠に 九て う を も 花の^と いひし 事、 始めて 驚 

く. ま かりなり 0 

宇治 茶合戰 一 

かくせし 程に 都 近き 宇治の S にも， 此事 かくれな かりし かば、 茶園 ども はされば こそと 


".T^^iw を 綠の色 を か， r やかし、 音 羽の 山の 松まで も 力 を ゑぬ は 無 かり けれ。 麓に はいろ くの 與 

力 ども， 騎馬の 鼻 を そろへ たり。 まづ あきばの 中將、 葉 室の 屮將、 紅 旬 ひの 鎧に 朽藥 

i は？ f 巧^ の 直垂、 もみ 烏 幅 子に 薛繪の 細 太刀、 いづれ も 柏木の 衞門を ひきつく ろ ひ 出 でられたり。 

i-l «>  ,  々7=? ぐり： &  あるひ あやす ぎ び や. 、だんみ が 

し "—四 位.，， 椎 其 外む くけ しいの 位. は圍 栗毛の 馬に 乘 つたり。 或は 綾 杉、 白 擅 磨きの 鎧に、 弓. 取り 八 千 

代 を こめし 玉桥、 蒲 色の 装束に、 拔 けば 白玉 散る や うなる を さし かざし 出で たつ。 賀 茂の 

山より はだんの つ i じと 名乘 つて、 さっき 色の 馬に のり、 さみだれ 燒 刃の 太刀 を 佩き- 

今 を 盛と さきつ r いたり。 さて 山中の 葉 武者に は、 丹 波の 國に朝 倉の 宰相、^ 車の 腹卷に 

唐 織の 直垂、 唐 太刀に さんしゃ うの 目 貫う ちいで て、 唐 鞍 をお いたる 駒 ひきよせ \ お：^ g 

の もみた びに はりがね やって、 あぐち 高に はいたる は， あっぱれ 山椒の 氣色 やと， 口に 

^^^.^^-^.M かけぬ はな かりけ り 。伴 ふ 勢に はて. -フち 栗、 いかものの 具 を 著る ま- -に、 栗^の 馬に 

ゆらり と乘 り、 け ふの 軍 を かち 栗に せんと 言 ひつれ たる は、 かき をの 柹核 よせ 具足 をき 

る まよに、 こ ねりぎぬの 大口に， きざ はしの 弓の 中 握り、 はりそめるは^^紙のへたけに 

軍 をし ぬるな と， 漆の 木に 至る まで、 負け じと いでたつ 鎧に は、 靑漆 色の 腹 卷に黑 漆の 太 

刀 を はき、 ぬりでの 弓 をと りかた め、 錡月 毛の 馬に 乘り、 つ r いて 木 曾の 山より は、 皆 ひ 
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におつ とって、 かいとうの 弓に 手 柏の 征箭 をと り そへ、 はな かけ を 乗りいで て、 八重 一重 

5 ず V/ くら 

に 討死 せんと 進まれたり。 さて 北山の 鞍馬の 雪珠 櫻、 使 は 来たり 馬に 鞍お けと、 騒いで 

毘 沙門 どうの 鎧 を 著、 黑 木の 柄に はなし 目 貫の 太刀 を はき、 黑 文字の 母 衣ぎ ぬ 開いて さ 

つと かけ、 黑秭の 弓に かや おっとり、 こか ゆの 馬に 乘られ たり。 此外都 あたりの 名木に 

は、 大原ゃ 小鹽の 花、 ならびに 嗟峨、 仁 和 寺、 御室の 花、 小 原、 賤原、 宇治、 醍醐、 伏 

旯木幡 の 山 櫻に 至る まで、 ^^^後れじと寄る程に， 其數千 本の 花 も 過ぎたり。 さて 國々 

おそ ざ くら  か みぢ やま  ふ r き 

の遲 櫻に は 越後 櫻、 信 濃 櫻、 伊勢の 國 に神路 山の 櫻、 昔 を 忍ぶ 志賀の 花、 花の 吹雪と 口 

すさみに 山 を 越え、 花の 都に つきに けり。 年 はふれ ども 若木の 櫻、， 浪華の 梅 さきがけて、 

しろに 冬 ごもらん とくる、 程遠き 向殿の 櫻に 至る まで、 一門の 大事 此時 なりと、 吉 野に 

て 勢 揃へ をす る 程に、 百 萬 騎の勢 どもち くばの 花 を 揃へ て、 け ふ 九重に 句 ひ 来に けり。 

總 じて こよの 山、 かしこの 里の 家 櫻、 軒端の 梅に 至る まで、 手 毎に 素 槍 を もちばな の 引 

きも ちぎらす 續 いたり。 さて 松の 大將に は 加 賀の國 に 安宅の 松、 やがて 軍に あ ふみ 路ゃ， 

志 賀街畸 の 一つ 松、 名 も 一 ni 砂の 松、 墨の 江の 松、 五葉に たつ は 子の 日の 松、 總 じて 松 ふぐ 

り を さ ゆた る 程の 若松 小 松 を 引きつれて、 まづ東 山に て 小 松が 峯に陣 をと る。 いづれ も 


ml 傍訓 原本に 

從ふ 


だち一. 小 太刀 

と 木 15! と 2^ かく 


うの はの や I う 


あり， ^ 1 鬆 

の掛 15-^ よそ へ 

W ふ 


思 ひも よらす. さらばく わさんの ゐんを 花の ちゃうに 構へ よと て、 一門 を 集む るに， まづ 

栴、 櫻、 松、 楓、 柳、 桃花 を さきと して、 名所々々 の 古木 ども、 夏山の 茂みの 如くう ちょつ 

くわ ざん 

て、 馬 を 華 山に 控 へたり。 さても 梅 は 匂 ひ 深くて 枝た を やかなら す、 櫻 は 色 ことなれ ど 

も その 香 もな し、 柳 は 風 をと r むる 綠の 絲. 露の 玉ぬ く 枝 ことなれ ども、 句 ひもな く 花 も 

なし。 梅が 香 を！ r か 色に うつして、 柳の 枝に 晚 かせた るらん も、 このた とへ なるべし。 

まづ 梅の 薰大將 その 日の いでたちに は、 楊 梅 桃李の 腹卷に 、梅の こだち を 結んで さけ、 

紅梅 月 毛の 馬に 乘り、 素 槍 おっとり 出 でられたり。 公達に は 白梅のに ほひ、 ひょうぶ の 

しら /It 

花 を どし の 鎧に、 うの はの や 白木の 弓に 白 栗毛の 馬 ひきよせ、 ゆらり と 乘られ たり 0 そ 

のき やう はくばい の 頃より 深き 句 ひかな と、 褒めぬ 者 こそな かり けれ。 絲 柳の 裝 束に は 

靑 柳の いと 珍しき 鎧 を 著、 柳の 細 太刀 佩く ま よに、 葛 袴の 裾 をと つて、 鞠の 如く 肥えた 

る 馬に 沓を かけ、 ありく と 出 でられたり。 誠に 其 姿 未 央の柳 も かく やと 思 ひ 知られた 

り。 さて 東 山に 地主の 櫻、 ならびに 雙林 寺の 花、 いづれ も 花やかに こそ 見えに けれ。 地 

からた ち  はなう つぼ 

主の 櫻 は 花 橘の 鎧 を 著、 唐 太刀 を 佩く ま- -に、 花靱を さも やさしく 員 ひなし、 樺 月 毛に 

お ほぐち 

さくら 打 き 乘られ たり。 雙林 寺の 花 は 小 櫻 を どし の 鎧に、 花色の 大口の そば を 高らか 
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後賴は 二 處づっ 
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あまのり I 尼に 
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かよりけ る 處に須 磨 明 石の 藻鹽草 ども 寄 合 ひて つぶやき ける は、 此 程の 風の 便に 言 問へ 

ば、 都に は 木 草の 爭ひ 半と 閲く、 われく 潮瀬に 年 を ふるとても、 流れ は 同じ 草 なれば， 

近き あたりに 聞きな が.： rN、 さて あるべき にあら す、 陸地の 軍 は 知らね ども、 蟹の 刈 藻に 

身 を 焦さん より は、 波の 討死せば やとて、 寄せく る 草を數 ふるに、 軍の 花 を 散らす は 櫻 

のり  &ろ  わかめ  ちからが ュ  しほで  あ をの り 

海苔、 海松 も 和布の 春 駒に 力革、 せよ の 靈手を はや かけて. 靑 海苔き たる 鎧に は、 いつ 

ものの ぐ  ねれぎ ね 

も變 らぬ大 あらめ、 ひじき 物 具 著る ま-に， 波の 濡衣 はる ふのり、 皆し ほくび を 取り 

どり に、 いづれ も 槍 をつ くも髮 、 そる あまのりに 至る まで、 礎 菜 を あけん と ゆ ふ 波に、 

* ヒさ 5- のり  M,o ミ 

時 をつ くる は雞冠 海萏， 此海苦 ども を ほんだ はらと して、 南 は 淡路綺 島が 崎 、鳴門の 沖、. 

はり ま ^0  かいさ -っ  &  i 

西は播 磨路須 磨の 海草 共 聞きった へく、 弓の 濱に 三^の. せ きづろ 掛け， てへ て， 射る や 

八 島の 浦風に、 に 昆布の 海 旗 吹き さらさせ、 潮 どき を どっと 作って、 波間々々 に控 へた 

り。 

よしの 山勢ぞ ろへ 

さる 程に 此事 かくれな かりし かば、 梅の 薫る 大將、 こ はいかに と 騒いで、 さても 憐 みを垂 

れ 助けお きければ 、敵と なるこ そやす からね、 それ 草の かす 多くと も、 木の 勢に 勝つ こと 


(蓬) の it 


ゆまん Isliw 


にほ^く る- 

な ひくる か 


腹卷、 龍 膳の 弓に え もぎの 矢 負 ひ、 菖蒲 作りの 太刀 を はき、 とう 駒に さ. -き を かけい 

でたり。 その外の つ はものに は、 芙#  S 菊、 葵、 しもつ け、 紫陽花、 けしの 花、 

さくらぐ さ 

紫苑、 龍膽、 藤 袴 二 桔梗、 岩 藤. 櫻 草、 花 かけ ちらす 駒つな ぎ、 くる 小 率の 忘れ 草、 し 

のび 音に よる 鶉 草、 立ち こそつ *i け足曳 の、 大和撫子、 街 撫子、 がんび おどしの 鎧に 石 

竹の 征箭、 法師 武者に は 萱草を さきと して、 水仙、 きい せん、 鳳仙花、 このぎ ほうし ど 

も、 いづれ もしそう 色の 鎧に、 けまん の 旅 を さし つれて、 靜 にくる 姬 百合の、 さそ ひつ 

び じん さラ  くれ. C ゐ むらさき も- *Jy に ほひ 

れ たる 美人 草、 から あやめ、 紫蘭の よろ ひに、 あるひ は 紅、 紫、 萠黃 句， 色々 染めつ く 

したる 鏝を 著たり。 いづれ も 其 姿た とへ て 言 ふべき 花 もな し。 さて 其 外の 下草に は 河原 

だ， わ i いたさり こて  そ や  からくさ  たうた で けたで  ほ 

の 大黄、 虎杖の 楣を つき、 しのね の征箭 をに ほひく る、 唐草に は 唐藝、 毛 蓼、 犬 藝の吠 

え いづる 聲 につ r く は ゑの こ 草、 あとに は 杉菜、 木賊まで、 綺羅 を 磨いて ぞいで たちけ 

る。 總 じて あると あらゆる 小 草 共に 至る まで、 さう かう を 振 立てて 寄る 程に、 紫 野、 -2： 

野、 宮城 野に すき まもなく 入り 亂れ て、 尾花が 末に 吹く 風 は 草の 婉を 靡かし、 野 邊に住 

む蟲 まで も、 喊の 聲をぞ 添へ にけ る。 

もし ほ 草 加勢 
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波 も 色 ある— 後 

鳥 羽院 「玉 川の 

岸の 山吹 iJJ みえ 


わが 接 もに き 1 

古今 「名 は め.^ 

て 折れる ばか リ 

ぞ 女郎花 われ 落 

ちに きと 人に 語 

るな」 

i  r ら.. を 被 

はかけ て；； ふ 


花 さく 春 を 知らぬ 身と なり、 末の 露 本の I 下と 消えぬ とも、 草 蔭 にても 忘る まじき は、 さま 

みなへ し  し を 

は 霜に しほめ る 女郎花、 風に 從ふ絲 萩の ゆ ふべ の 氣色も かく やらん と、 見る に 萎れぬ 花 は 

なし。 其 後す よきが たくみけ る やう は、 我等が 本 國武藏 ^に 下り、 草の ゆかり を 催し、 

旗 を あゆん と 忍 ひ、 よろ づの草 共 を かり 集めけ るに、 まづ新 玉の 年た ちか へ れば初 草 や、 

せり なづな ご ぎ やう 

^ 赛、 五 形、 たびら こ、 佛の 座、 【鈴 菜、 す ぐしろ、 これ ぞ 七草、 J の 若草 を 初めと し 

て、 あるひ は 月もう つろ ふと もと あらの 小获、 波 も 色 ある 井手の 山吹、 あるひ は 遍昭憎 

正の わが 落ちに きと 人に 語るな と、 たは ぶれし 嵯哦 野の 秋の をみ な へ し、 光る 源氏の 大將 

の、 おく 晚 ける はと 名 を 問 ひした そがれ 時の 夕顔の 花、 見る に 思 ひの 深 見 草 を さきと し 

て、 いづれ も 作り 花の 如くに ぞ出 たちけ る。 ま づ小获 のいで たちに は、 秋の 野に 草づく 

しの を 著、 藤 紫の 袴に 刈 萱を害 高に 負 ひなし、 露 重 藤の 弓の まん 屮 握り、 葵 作りの 太 

刀 を はき、 花 月 毛に もぐら いて ぞ乘 られ たり。 その 次に は 木 曾の 山吹 巴の 残 刀 持つ 儘 

に、 うら 山吹の 下 重ね、 紫苑 唐草の 鎧 を 草摺 長に さ つ くと 著、 菖蒲の 鉢卷 結んで さ ゆ、 

黃月 毛の 馬に のられたり。 さて 女郎花の 装束に は、 忍ぶ 文字 措た かにと つて 付け、 ゑん ど 

うの 弓を橫 たへ、 黑 駒に 蓳の 手綱 を かけられたり。 执深見 草の いでたちに は、 牡丹 花の 


千夜 を 一 夜に 1 

伊勢 物語 「秋の 

夜の 千夜 を 一 夜 

にな， すら へ て 八 


く 時の あらん」 

睦言 を ー 睦ー 13 も 

の設か 

互に 聞 5 て- lae 

股 ある ペレ 

折り えても  ー}:1 IT 

l 新續 古今、 下 

句 「さ そふ as の 

あり も 乙 そす 

れ」 

梅の 推し 1 推に 

酸， S を かく 

白玉 か何ぞ I 伊 


何ぞと 人の 問 ひ 

し 時？ 5 と 答へ て 

消な ま しもの 

を」 


も 今 は 花の 下鈕打 解けて、 苦の 筵に 露 をし き * 連理の 枝に 花 さく 春 はありぬ とも、 心の 

.? タ人： t 

花の 散る 時 は 勿れと、 かねて 別れ を悲み 給へば、 す. - きも 優鸶 華の 花 まちえた る 心地し 

て、 草の 枕 をと りか はし、 千夜 を 一夜に なす 巾 もがな と、 思 ふ 心の かひ もな く、 しのよ め 

やうく 明け ぬれば、 花の 袂に すがりつ v 

睦言 を まだ つきせ ぬに しの-めの 明けぬ と告ぐ る鳥ぞ 悲しき 

花 もとり あへ す、 

かりそめに 伏 見の 野 邊の草 まくらす i き 忘るな われ も 忘れ じ 

梅い くさ を 思 ひたつ 事 

かやう にた はぶれ て、 互に 聞いて こ は 口惜しき 次第 かな. 折り えても 心 ゆるすな 山樱と 

は是 なるべし、 その 義 ならばす よきが 野 邊に火 を かけて、 根 葉 を 枯らさん とぞ 怒りけ る。 

花 も 薄 も 打 聞いて、 包む にあ まる 花の香の、 洩れても 梅の 推しけ るかと， 嵐の つてに 散 

る 花の、 袖に かよれ る 心地して、 かろやかに 花 を搔負 ひ、 白玉 か 何 ぞと問 ひしい にしへ 

も、 かく やと 思 ひ 知られつ i、 草 むらの 中に 隱 しおきければ、 花 かぎりなく 打 詫びて、 

、_ 'もれぎ 

武藏野 はけ ふ はな 燒 きそ 若草と * 言 ひした ぐ ひに も 成りぬ る もの かな、 我 身 かく 埋 木の 
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六 三 四 


せ 5  ?(-«  1 少ー 

少、 少將 


ベ しと、 或 時 は 目 を 怒り、 或 時 は 枝 を 垂れて いひ 怨み、 さて 彼の 玉章 を 取りいだ しければ、 

花 も 歌 を 見て あはれ にや 思 ひけん、 つくぐ と 案じけ る は、 さても 錦 木の 千 束に 茂る こ 

も t ミせ は 13 くら 

ひす i き， 殊に 思 ひ は 深 草の、 露の せう くつ もりな ば、 若木 も 終に 年の 姥 櫻と もやつ 

れ はて、 梢の 霜と 消 ゆなら ば、 長き 罪 ともなりぬべし、 今 は 只 花の かごと に 露の 情 を も 

かけば やと、 思ふ氣 色に 打 現れ、 終に 返事 をぞ せられけ る。 

いろくに 花の たつみ はつら けれど 今 はしの ぶの 草 結び せん 

萩 は此返 1^ 賜 はり、 急ぎす i きが もとに ぞ歸 りけ る。 すよ き は 亂れ心 を 空に して、 よれ 

つもつ れつ 获の戶 を、 明けぬ 暮れぬ と 待ちわびて I つゆ まどろみ ける 其 中 は、 簿が 氏神 

深 草の 明 神 は、 是を あはれ と 思 召し、 枕 上に 立ちより て、 何 歎く 終に あ ふべき 花す よき 

と、 あらたに 閲 えて 失せ 給 ふ。 す i き は 夢 さめ 打 驚き、 是ぞ祈 も 深 草の 頼もしき 神の 御告 

なりと 伏し 拜 みける 折節に、 つての 小获 は打歸 り、 す i きに 返事 をぞ さし 出す。 す i き 開 

ぃて宫 城 野の なさけ も 深き 小获 かなと、 さま <\» にぞ 感じけ る。 かくて 其 日 も くれな ゐ 

の 花 まつ 程に なりし かば、 す i き は 草の葉 衣打拂 ひ、 荻の 葉のお とづれ、 戀 草の 招く もも 

君 かな どと 侍ち ゐ たり。 其 後 花 もた そがれ 時の 嵐 と共にす. - きが 許に ぞ散 りか よる。 櫻 
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六 三 二 


山吹色の 薄樣 にかく ぞ、  ， 

思 ひやる 花の 玉章 かすつ き. て 何と 薄が 言 の 葉 もな し 

小 萩つ かひに 行きし 事 

获 はこれ を 薄 紫の 袂に 入れて、 花の もとに ぞ 忍びけ る。 折節 花の 匂 ひくる 櫻 花の 風に さ 

そ はれて、 離の 外に 散り かよる 其 姿、 みるに 心 もさみ だれの、 ふるき 薄が 思 ひそめけ る も 

； J  わり 

道理 かなと 思 ひ、 ま づ小執 とりあへ す、 

もろとも にあ はれと 思へ 山楼 花より 外にと ふ 人 もな し 

かくた はぶれ て 詞に花 を 晩 かせつよ、 さてく かやう の事& しいだ す もい と获 の、 したば 

に餘り 候へ ども、 餘 りに 色 ふかき 花の 御け しき、 外 山の よそに 見 奉りし も、 堪へ 忍び 難 

き 事に て 候へば、 せめて はっての 御 返事 をな りと も 賜 はり 候へ かし、 さの み 度重ならば こ 

.， きな 

そ 藤の うら はに 引く 網の、 まづ 首の 葉に 浪れ im え、 憂 名の 立つ 事 も 候 はめ、 淀の 小條の 

一節 も、 露 か-る 事 あり とても、 皆 くちなしの 何とて か 言の葉に かけ 候 ふべき、 ゆに ゆ 

おんけ しき  おに あや J み 

につれ なき 御氣 色に て 候 は r、 す-きも 露と 消えなん 後に は、 必す鬼 薊の 形 を あ ら はし、 

死 出の 山吹 山茶花 を、 くらり ノ. \» と 小 *f の、 うさ も つら さも 後の世に、 思 ひ 知らせ 中す 


の ベ の ！„_1 野 

邊、 延ぺ 

"づれ か 秋 は I 

手 家 物語、 妓王 

「肪ぇ h づ る も 

枯る I も 同じ 野 

邊の草 nu」 


花の 色 は 移 《 'に 

けりな I 小町の 

歌、 下句 「わが 身 

世に ふるながめ 

せし まに」 

W ひし かば， I 原 

本 「れ ふかば」 と 


ども、 尙 つれな き靑 柳の 靡く けしき も あら ざれば、 薄 も 今 は 藻賺草 かすかく まじと こ ひ 

枕に 伏 沈み、 夜もすがら 案じけ る は、 我身數 ならぬ 一 むら 簿の 風情して、 かやう の 色 こ 

となる 花に 亂れ そめけ る こそ 由な けれ、 色に うつり 香に 染 むは 皆 これ 浮世の たは ぶれ、 

暮れ ゆく 秋 を 思へば、 枕に すだく 虫の 音まで も 思 ひの 數と なるべし、 とかく 浮^ をい と 

簿の 細き 命 を 何に かけて か はの ベ の 草、 いづれ か 秋に あはで 某つべき と 言 ひし 首の 雜ま 

でも、 今 身の上に しら 露の 消え か へ るよりも 仇 なれば、 我らが ゆかり 刈 S の、 道心 坊を頼 

み、 ひとへ に 草木 莲 華の 臺 にも 到らば やと 思 ひ 草、 かき 集めた る 春の 夜 も 程なく 明けて 

朝露の、 袖 を爭ふ 折節に、 宮城 野の 小获、 薄が いほりへ 音づれ たり。 簿 かたはらへ 招いて 

いひけ る は， 爱に文 をつ くれ ども 返事 を もせす、 便の なさけ を も 懸け ざり しつれ なき も 

の ありけ ると， 打 萎れ 語りければ、 小获此 e 打 ii いて、 たと へばい かなる 花、 又はぬ し 

ある 木な りと も， 花の 色 は 移りに けりない たづら にと 言 ひし 事の 候へば、 みづ から 言の 

紫 をつ くして、 言 ひ 靡 けんに いと 易 かるべし、 いかなる 花に か亂れ そめ けん、 怪しと 問 

ひければ、 其 時す-き は 限な く 打 笑みて 胸の 蚊 遣 火 ほに いでて ぞ語 りけ る。 もとより 小 

萩 かやう の 事に さかし き 者 なれば、 少しも 子細 ある まじと 言 ひし かば、 练を 執り そめて 
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せき やう I 夕陽 

か 


送られた る蓳の 色， みるに 思 ひの 深 見 草、 花 散る 里に 宿 木の、 身 をつ くしても 明 石 潟、 と 

わたる 舟の 梶の 葉に， かくと もつ きぬ 言の葉 を、 たれ か は 花に 夕霧の、 立つ 名 を 流す 川 

竹 や、 淚 ひまな きかけ ろ ふの、 日影 まつ まの 露の 身に、 深き 思 ひ を 推が 本、 末 摘む 花の 

宴と なり、 胸の 薄雲 はる 風の、 吹き も 定めぬ つま 故に、 歎く 胡蝶の ね も 高き、 ふぢの 裏 

葉に おく 露 を、 拂 ひかね たる 蓬生の、 」：w にかたぶ く 枕 だに， 夢の 浮 橋中絕 えて、 ふみ 迷 

ひゆく 玉章の、 結ぶ 契と なれ かしと、 祈る 杯の 色 ふかき、 若紫の 戀衣、 怨みが ちなる 君 

を だに、 せき やうに かけて 松風の、 吹く に亂 る- "玉 葛、 長き 思 ひなす i きさへ、 戀のぁ 

にぞ 臥しに ける と窗 きと *i め、 

しけき 野の 草の根 ごとに われ ぞ なく 一  むら 薄う ゑ そめし より 

小获 す.. きに 力 づけ 

す.. き 此文を 風の 便に 送りければ、 花 は此由 をみ づ蔡の 結ぶ 二 獲の むかしより， 梅の か 

をる 大將に 匂 も 深く 相 馴れて 候 へ ば、 四方の 霞に 散らん こと 思 ひも よらす とば か りに て、 

氣色も 强き花 垣の 言 ひよ るべき 言の葉 もな し。 す き此 由き くよりも、 いかなる 堅 きん 

竹な りと も、 情に し をれ ぬ 事 や あるべき と、 往 きて は 還る 小 車の、 し ぢに心 をつ くせ 


草木 太平 記卷上 


草木 元年ち やうし ゆん 半の 頃 かとよ， 不思議の 軍ぞ 起り ける。 故 をい かにと 尋 ぬるに * 大 

和の 國み吉 野の 里に、 色 異なる 八重 櫻の 一本 ありけ り。 いにしへ 若木の 花よりも 尙色深 

く枝溺 かなり。 誠に 其 姿繪 にかくと も 筆に 及び 語る に詞 もなかるべし。 又せ、 里 近き とこ 

ろに 年 ふるき 一 むら 簿の ありけ るが、 此 花の 姿 を ® の 隙に 見 そめし より、 4:1;、 色 深き 戀 とな 

り、 或 日の 雨中の つれぐ 草に、 つくぐ と 案じけ る は、 それ 人間 は 巾す に 及ばす、 

頻 畜類に 至る まで 此 道に 心 を かけすと いふ 事な し， たと へば 草木な りと もい か r は^あ 

るべき、 此事 をた r に 止みぬ る ものなら ば、 あだし 野の 露と 消えなん 後まで も 長き 障と 

もなる べし、 いかなる 風の 便に も 露の 玉章 を 送らば やと 思 ひくら して、 視に， 问ひ 花染の 

* つす や、 T  たか ** 

こがれた る薄樣 に、 言の葉 をつ くして ぞ えけ る 0 视も高 間の 山の 峰の 花、 よそながら 

み吉 野の、 こ ひそめ 簿德 にいで て、 亂れ心 をつ くくし、 杉菜の 立つ も つらから じと • 書き 
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ぞ 申しけ る。 斯くて 其 年の 秋に、 北方た *i ならすな り 給 ふが， 月日に ゎづら ひなく、 明く 

る 五月に、 玉の 如くなる 若君の 出で 來給 ひ、 それより 打 續き姬 君 若君の 數五 人まで こそ 出 

で來 けれ。 何れも 容顔 勝れければ、 或は 后に 立ち 給 ふ 御 方 も あり、 或は 關白 殿の 緒に なら 

かくれ ざミ 

せ 給 ふ も あり、 めでたし とも 中々 に、 譬 へん 方 もなかり けり。 去 程に 大臣 殿は隱 里に て 

t{  おんよ は ひも ミせ  すがた かたち 

羞め ける 不老 不思議の 藥の 酒の 威德 にて、 御 齢 百年に 餘り 給へ ども、 姿 形 は 老い もせ 

す。 元より 北の 御 方 は 天に ii けたる 事 なれば、 御 年 重なるに 從 ひて、 花の 顏容 麗しく， 

御惠 みの 深き 事、 水に 影 さす 月の 如し。 されば 聖人 一 人世に 出づれ ば、 萬 民心 素直に な 

せいひつ  をん ごく は たラ  r$  はこ &っぎ Ar9 

りて、 いと 靜謐 なれば、 遠國 波濤 も穩 かにして 頼み あり。 民の 竈も賑 しく、 運ぶ 貢の 道 

直に、 閼の閉 さぬ 御代と なりに けり。 是を以 つて 思 ふに、 只假 初に も 夫婦の 緣を 結ぶ 事、 

. のち 

前世の 契 3 からす、 後の^ かけて 賴 もしく、 神の 定めし 中 なれば、 互に 隔たる 心 もな く、 

交す 情の 末遂 ゆて、 望まざる に 位 を 進み、 貯 へざる に財寶 をう け、 出で 入る 人 は 袖 を 連 

ね、 ますく 富貴 繁昌の 家と ぞ なり 給 ふなり。 

寬文 1  一 五月 吉日  三條逋 菱屋町  ぬ 星 仁兵衞 


ふたぶ び 生れ あはん と ぞ思ふ 

と あり。 初めの 短册と 引合せけ るに， 紙 も 同じ 紙に て、 歌の 言葉 を 讀み續 くるに、 

いつはらぬ 111 曰 葉の 末 をた のみに て ふた i び 生れ あはん と ぞ思ふ 

と讀み 合せければ、 君 を 始め 奉り、 御前に あり 合 ふ 大臣、 公卿 も、 あっとば かり 感じつ 

つ、 暫く 物も宣 はす。 

や.. ありて 勑詖 ありけ る は， 御身 心 素直に して、 慈悲心 深く ある 故に、 佛 神の 御 惠と覺 

えたり。 內 大臣 それく 明し 侍れと 仰せければ、 初めよりの 事 ども、 詳しく 語り 給 ひ 

ける。 か. -る 不思議の 事 ども は、 昔 も 今 も 末代 も 有るべき 事と も覺 えす、 急ぎ 吉日 を 選 

し， < 'ゆん  ちり ほ 

ひ 祝言 有るべき とて、 昔の 屋形 をし つら ひ、 金銀の 鏤めて、 玉 鶴 姬を迎 へ 給 ふ。 姬君は 

世の 人に 見々 えん 事 を、 疎ましく 思 召しければ、 此 宰相と は 前世の 契の 事 なれば、 など 

か は 隔て 有るべき ぞゃ、 何時よりも 御 心 も 浮き やかに、 悅び給 ふよ そ ほひな り。 宰相 毆 

は 見 給 ひて、 昔 契りし 面影の、 少しも 變ら ざり ければ、 懷し とも 愚な り。 か-. る 目出度 

き 事 あら じと、 ^くも、 君よりの 贈物、 大臣、 公卿の 捧物， 山の， 如くに ぞ 積み 上 ゆて、 

、f 表く る ミころ せ 

門前に は 馬車の、 所狹 きまで 見えたり けり。 やがて ionffi を 賜 はり、 左大 E まさ あきらと 


鶴の さ、 つし 下 
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三位の 宰相の 装束に て、 君の 御前に 出で 給 ふ。 帝。」 li へ 近く 召されて、 其 後 御物 語 ども 

暫く 冇 りて、 偖 も 此の 手 を 見知りた るかと て、 彼の 短册を 出し 給 ふ。 宰相 是を見 袷 ひて、 

もみ； つ 

はっと 思 ひければ、 時なら す顏に 紅葉 を 散らし、 其 事と なく 淚 浮びて、 何とも 御返し を 

ば 申さす、 頭 を 地に つけて ぞ おはしけ る 。人々 色 を 見て.、 偖 は 疑 ふところ なし、 1:^ に 

て 包み 給 はんも 恐れな り、 思 合する 事 あらば、 ありの 儘に 語り 給へ と、 1 ぺ. &し ±t "へば、 

宰相 申されけ る は、 偖 此文は 如何なる 人の 持ち 来り、 御 に は 留^ 候 ふや、 それにつ き 

思 合する 事 を も、 御物 語 申し 上 ゆ 候 はんと 宣 へば、 先づ 御 身の 言葉 を閗 きて、 f.".!!^ にて 

.& すべし、 僞 なく 語り 侍 れと 仰せければ、 ありの 儘に 申さん と 思へ ども、 鶴の 變 じて 

契 を こめた る 事， 誠し からぬ 事 なれば、 少し 僞の巾 さば やと 思 ひ， 今 は 何 を か 包むべき， 

- =»* づ ノ  お 30J ころ 

某 貧しくな り 果てて 身の 置 所な き 儘に、 此 十五 年 以前より、 片山里に 忍び 居て、 明暮 

おんき やう  のち よ  いづく  こよし p.r*  jj,  ，  ^ 

钢 經を讀 み、 後の世 を 願 ひしに、 何處 とも 知らぬ 女性の 來 りった 自らが 妻と なり、 |< 

を 數多與 へけ るが、 明くる 年の 春の 頃、 我 は 誠の 人なら ねば、 "か ゲ變 へて 夫婦と なり， 

二世の 契 を 結ばん とて、 互の 形見 を 取 交し、 其 人の 手 || は是に 持ちて 候 ふとて、 i 叫 

より、、 短冊 一 つ 取 出し、 御前に こそ 置きに けり。 人々 あら 不思議 やとて 見 仏？ ふに、 


今年 十 五 年に 罷り 成る、 內 大臣の 姬は 十四になる なれば、 生れぬ 先の 事なる べし、 彼の 

人世に 無き 事 はよ も 有ら じ、 急ぎ 尋ね 給へ と、 奏閒^ されければ、 帝 愈々 不思議に 思 召 

し， ^らば 官人を もって 尋ねよ とて、 日本 六十 餘 州に 宣旨を 下し、 其國々 の 守護に 仰 

しづ いほり  さ^ 

せて、 谷、 峰， 賤が 庵まで 殘る處 なく ぞ 探しけ る。 近 國の官 人 は 其 日に 歸 りて 無き G を 

申し、 遠 國の國 司 は 五日 十日 を 隔て、 さやう の 人 は 無しと いふ。 诸は此 世に 亡き 身と な 

るか やと、 せん 力なく 思 召す ところへ、. 或 代官の 申しけ る は、 是 より 北山 若狹の 境の 山陰 

ふ h- びミ  あ ひだ  はんべ 

に は、 天よりの 降 人と て、 此 4- 五 年が 間、 富み 滎 えて 侍る が、 此人 こそ 怪し けれと 奏 

しければ、 偖 は それなる らんと て、 急ぎ 勑使を 下されけ り。 其 時の 勅使 は 花 Hi の 左中辨 

い ミ こ  あんない 

とて、 宰相の 爲 には從 兄弟な り。 彼の 處に 下り 案內 もな く 入り 給へば， 宰相 はいに しへ 

二十 一にて 世 を 厭 ひ 給 ひし 姿、 少しも か はら ざり ければ、 左. E. 辨な じか は 見損 じ 給 ふべ 

き， 如何に 御身 はこの 所に おはす るか や、 此程 さる 子細 ありて、 秋津島が 其 中 を 殘る虚 

なく 尋ね 給 ふなり * はやく 參內 あるべし とて、 取る もの も 取り 敢 へす、 馬に 召され 

ければ、 宰相 殿 は 夢にも 知らぬ 事 なれば、 以ての外に 驚き 給へ ども、 勑使 許し 申さす、 

急ぎぎ に 上りけ り 。今まで は 世 を 厭 ひし 人 なれば、 五位の 装束 召されし が， いにしへの 

鶴の さう し 下  六 二 五 


御 伽 草 紙  六 二 四  

を 見 奉る に、 附き添 ひたる 腕の 延びさせ 給ふぞ 不思議な り。 父母、 傅、 乳母、 めでたき 

事な りと て、 悅び ける 事斜 ならす。 さりながら 身に 取り付く 事 もやと、 御 肌に 白粉の 煉 

ケ すり  わき した  ひ W くだり 

藥を つけ 給へば、 腋の 下に 玉章 あり。 あら 不思議 やとて に 押 開き 見 給へば、 只 一行、 

惯らぬ 首 葉の 末 を 頼みに て 

とば かり あり。 愈々 不思議に 思 ひ 給 ひつよ、 姬 君に 尋ね 給へ ども、 前の世の 事 をば いか 

で 知 召さろ べき、 自ら も 知らす 候 ふとて、 顏打 赤め てお はしける。 €： 大臣 殿宣ふ は、 

い か さま ゆ ゑ  さいらい 

此姬は 天より 與へ給 ふ 子 なれば、 如何 樣故 ある 人の 搏來 なるべし、 か i る 不思議の 事 ど 

した  そ もん  ちょく ぢ やう  たつ 一一 

も を、 下にて 計ら ひ 申さん より、 ありの 儘に 奏閒し 奉り、 勅 に 任せて、 兎も角も 方 付 

はんべ 

き 侍らん とて、 彼の 短冊 を 持ちて 急ぎ 參內 申し、 初めよりの 事 ども 詳しく. &し 上け 給へ 

ば、 帝 不思議に 思 召し， 短册を 取らせ 給 ひ、 打 返しく 歡覽 ありけ るに、 未だ 新しき 筆 

の 跡 なれば、 もし 見知りた る 者 や あると て、 大臣、 公卿の 御中へ 出し 給 ふ。 其 比 才學優 

長な りし、 其 後大將 とい ふ 人 熱々 と 給 ひて、 あら 不思議 や、 此筆 は、 むね まさの 左大 

將の 一 子、 宰相 右兵衞 督が 手跡に 似た る處の 候ふぞ や、 此人は 慈悲の 心 を 主として、 七 

ちんまん は-..'  ゆきが た  はんべ 

珍 萬寶を 非人に 施し、 いつしか ハ身衰 へて、 行方 知らすな り 侍るな り 年 號を數 ふるに 


一 r^fi 


鶴の さう し 下 


六 二 三 


御伽 草紙   . 六 ニニ  

給へ、 是 孝行の 一 つなり、 偖 亡き後 は尙 々頼み 申すな りと て、 二位の 中將 殿への 營みも 差： 

置きて、 其 年 も 暮れ、 十四の 春に ぞ なり 給 ふ。 雨の 晴 間の 朝日影、 長閑な りけ る 花の 色、 

うつろ ふ 東の 窓の 前に、 簾 几帳 を か. - ゆて、 蕾め る 花に 心 を 痛ましめ、 散りぬ る 撄に怨 

た A ざく 

を 添へ、 思 ひくに 花の 短册 つけ 給 ふ。 內 大臣、  - 

ガく 散る を 見て はくやし きさくら 花 またく る 春 は 待た じと ぞ思ふ 

北の方、 

雨のう ちに ほころび そむら 花の 色 朝日に 散る ぞ しづ 心なき 

玉 鶴姬、 

あ ひいでし 若木の 櫻 さかり ぞと 見せ まく ほ しき 花の いろかな 

と 詠み 給 ひければ、 父母 も 怪しの 歌の心 かな、 如何なる 思 ひの 有りて、 かやう に 歌 をば 

詠み けんと 思 ひながら、 心 を 問 はん 由 もな し。 

各の 歌 を、 姬 君の 筆 取りに て、 短冊に 書き留め、 庭に 下り立ちて、 機の 枝 を 引き 撓め 

て、 結び付 けんとし 給 ひし、 其處 の枝强 くして、 姬 君の 取り付き 給 ふ 左の 御手 を 引き 上 

お  お V モーへ 

けて こそ 見えたり けれ。 人々 驚き、 いかに 御手の 痛み 候 ふやと て、 庭へ 走り 下り、 御 肌 


かやと、 藥を與 へて 揉み合せ、 色々 養生し 給へ ども、 其 甲斐なくて 憂き 事と 思 ひながら、 

世の 人の 見ろ 事なら す、 只 眉目 容貌の 類な きをば、 かた へ の 公卿 殿上人 ii き傳 へ く，  P 

ひ を 掛けぬ 人 も 無し。 やう^- - 十三に なり 給へば、 父母 宣 ふやう、 姿 かよりより 心樣も 

優しければ、 女御に 供 へ んと思 へ ども * 手の 叶 はぬ 事の 恥が ましければ、 御 目に 掛 くるに 

及び難し、 されば とてみ なくの 人に 見せん も 心 憂し、 如何せんと 歎き 給 ふ 折節， 關白殿 

の 御子に 一 一位の 中 將と閒 えし 人、 此姬君 を 思 ひ 掛け、 人して 斯 くと 宣 へば、 内大臣 嬉しき 

いひ あ +*  そのい タ J なみ 

事と 思 召し、 北方と 談合せ、 此 年の 八月に は 必す參 らせんと、 御返し ありて、 其 用意 をぞ 

し 給 ひける。 

姬君は 此事閒 召し、 父母に 宣ふ、 我 は 身に も 不具 候へば、 何處へ も參る まじ、 ロハ 御 暇 を 

賜 はれ、 片 山陰に 引き籠り、 佛道を 願 ひて 靈山淨 土に 生れん と 思 ふなり、 女御、 后 も此世 

ばかりの 樂 みなれば、 羡 しく 思 はれす、 まして それより 下の 人に 相 馴れ 侍らん/ 1 は、 更 

に 思 ひも 寄らす とて、 歎き 悲み給 ふなり。 父母 もい とほし き姬君 なれば、 さの み 愛で 諫 

めて、 目の前の 憂き 別れ も 有らん かと 思 召し、 兎も角も 御身の 計ら ひなるべし、 さりな 

がら 御身 偶々、 儲けし 事 なれば、 片時 離れて 有るべき かや、 我々 世に ある 程 は 慰めて 給び 


のさう し 下  六 二 一 


御， 伽， 草 紙  六 二 〇 

鶴の さ、 りし 下 

ねャ  、つちき  なか い をり から ごろ も  仁ま くら 

诸 宰相 はありし 闺に 立ち 歸り、 枕、 liT へし 床の 上、 打 著せし 中の 香の 唐衣、 今 は^の 手枕 

1? ざめ  み t  や も か. U  , 

は、 寐覺 のたびに 別れつ-"、 夢にも 姿見々 えねば、 遣 方 もな き 思 ひの 程、 せめて 慰みに は 

み、 つち  も！ 

身内の 者 を 近づけ、 里人 を 語ら ひ、 春 は 花の 下にて 日 を 暮らし、 秋 は 月の 前にて 夜 を 明 

かし、 年月 豐 かに 住み 給 ふ。 其 比 三 條の內 大臣と 申す は、 君の 御 伯父に て 時の 覺ぇ、 他 

に 異にして、 家の 繁昌 肩 を 龍ぶ る 人 もな し、 され ども 御子の 無き 事 を 欵き給 ひ、 天に 祈 

誓し 給へば、 御納 iK ましくて、 北の 御 方 懐胎し 給 ひて、 程なく. 她君を 儲け 給 ふ。 され 

モな  ち， た ♦* づる ひめ 

ば 天より 具 ふ 形 なれば、 耀く 玉と も. E. すべき。 父母 悅び給 ひ. 御 命 長 かれと て、 玉鶴姬 

め 、-っ か しづ  ぃミ けな 

と 名 づけつ-^、 數 多の 乳母 をつ け、 齋き 傅き 給 ふ 程に、 愈 光^ さりけ り。 幼き 時 は 其 心 

もっか ざるが、 成人ら せ 給 ふに より、 左の 腕の 肘の かぶりまで 身に 添 ひて、 御手 自在な 

らす。 父母 御覽 じて、 大人しくなる ならば、 さも あら じと 思 ひしに、 年月に 從 ひて、 斯 

li に 取 付きて ある 事 は、 胎内に ての 事なる か、 產み 落した る 其 時に、 荒く 當 りし 故なる 


あら 恥し や 我 身 

かな I 「あち 恥 

し の 我 身 かな」 

の as^ や 


つきて、 暫し 留め 給 ひければ、 我 をば 誰と 思 召す、 澤邊 にて 徵師 に. 術ら， 2- し ig; より、 

き は  おんさく 

極まる 命 を 助け 給 ふ 其、 恩德を 報ぜん ため、 人間と なりて 來 りたり、 あら 恥し や 我 身 か 

なと、 もとの 姿 を 見えん とて、 虚空に 飛びて ぞ歸 りけ る 。宰相 はいと r 哀れ こ ひつ 

ふた ミせ なさけ  なつ.？ '  .5 ミ 

つ、 此ニ 年の 情の 程、 思 ひ いづれば 懷 しく， 後 を 見送り、 只 然と 立ち， ゆ" ふ 0 


鵪 のさう； J 中 


六 一 九 


御 伽， 草.. 紙  ■  六 一 八  

ち tut もミ  かりそめ 

時 北方 宣ふ は、 申す につけて 恐れ なれ ども、 今 は 父母の許へ 歸 るべき と 思 ふなり、 假初 

そ  なさけ  しゃ ラ ？ t 'せ t 

に 馴れ初めて、 此 年月の 情の 色、 生々 世々 に 忘る まじ、 御名 殘 惜しく 候 ふとて、 打 伏 

して 泣き 給へば、 宰相 聞 召し、 あら 思 ひ 寄らす の 御言 葉 かな、 後の世 かけて と 思 ひしに、 

仇なる 人の 心ぞ や、 我淺 ましき 折に 問 ひ 寄り 給 ふ 志、 今更 何に 見落され、 捨て 給 はんと 

の 言葉 ぞゃ、 よしく それ も 力なし、 御身の 父母の 有樣 は、 我等 如きの 凡夫の 身 を、 昆 

そ  むつご *、J 

届け 給 はんと も 思 はれす、 され ども 御身 は假に 浮世に 現れて， 語ら ひ 初めし 睦言 は、 隔 

てぬ 中と 思 ひしに、 せめて 三年 も 添 はすして， 殘り留 る 憂き 程 は、 絕 えて 存 ふべき なら 

すと、 泣き 口説き 給へば、 北方 聞 召し， その 御 心の 痛 はし さに、 今まで 斯く とも 申し 得 

t 我 は 誠の 人間に あらす、 「遂に 添ひ果 つべき 身なら ねば、 先 づ此度 は 立ち 別れ、 生 を 

つ ♦*  ひ？ i ふで  しるべ 

變 へて、 誠の 妻と なるべき ぞゃ、 御 形見の 一筆 を 賜 はり、 それ を知邊 とし 尋ね 給へ、 

ち S 

自ら も 尋ね 奉り、 思 ふ 事な く暮 すべし、 父母の許 にて 聞 召されし 酒 は、 不老不死の 藥に 

ヒし ききんら-, ； i 

て 候 ふ、 照影 も變ら す、 命の 終る 事 も 無し， 錦 金襴の 卷物 は， 如何程 裁ちて 取り 給 ふと 

も、 盡 くる 事 も 有る まじ. 黃金は 使 ふに 從 ひて、 跡 見 ゆる 事なら じ、 いつまで 語り 侍る 

とも、 名殘は 愈. i^" さるべき、 暇 申して さらばと て、 廣歐に 出で 給 ふ を、 御 袖に 取り 


れ ば、. 5 海の 珍 物に、 國 土の 薬 子 を 調へ て. 三々 九 度の 土器 は舉 ぐるに 暇 こそな かりけ 

くわん： b ん  び は こミ 

り。 か. -る 不思議の 處に 入らせ 給 ふ 御 慰みに、 管 終 をして 聞かせ 奉らん とて、 琵琶、 琴、 f 

和 # 蕭、 第 築、 思 ひくに 音 を 取りて、 樂の數 をぞ盡 しける。 昔 としをけ とい. ふお、 麼 

こし  つ せみ ま る  ほち おさ ょラ 

土に て 習ひ傳 へし 琴の 爪、 蟬 丸と いふ 世 捨人 逢坂 山に 引き籠り、 琵琶 を 彈ぜし 撥音 用 

*、 て 、めう  ，フは そら  ，1 ち • ね 

明 天皇の いにしへ 上の空なる 戀 をして、 さんろ と 呼ばれし 時、 思 ひ を 晴らす 雨の 中に 音 

ね  一く らくせ かい  ぼさつし しゅ くわん >0 

を 取り 袷 ふ 笛の 音 も、 是に はいかで 勝るべき、 只 是極樂 世界に て 菩薩 聖 衆の 歡 喜の 時、 

音 樂の曲 難 有 かりし 事 どもな り。 

ぁナが I 一  こがね  しろがね 

かくて 夜 も 明 方に なりければ、 今宵の 御 引出物 參 らせんと て、 黃金 千兩、 銀 の 盆に 積 

り よ、 _ 'らき \ し， f まきもの  おんまへ 

み、 綾羅 錦 繡の卷 物 を、 山の 如くに 積み 上 ゆて、 御前に 差 置き、 夜明けば 人目つ. - ましけ 

れば、 御名 殘 惜しく 候へ ども、 はやく 歸らせ 給 ふべ し、 我 隱家を 初めてお 目に 掛 くる 

事 恥し く 候 へ ども、 、此後 は 常に 入らせ 給 へ と、 暇 乞して 出で 給 へ ば、 それく 送り 奉 れ、 

承る と ゆして、 虚空 を 翔る 車に、 二人の 人々 乘り 給へば、 引出物の 數々 を 鳥の 翼 に乘 

せ、 或は 力士に 負 はせ て 雪に 乘 せて ぞ 送りけ る。 片時の 程に て、 ありし 館に 送り 著き、 

皆々 立ち 歸り けり 。愈 其、 家 繁昌して， 近 國他國 の もの どもの、 附き從 ふ 事 限りなし。 或 


鶴の. 
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告らせ 給へ と 有りければ、 いやと よ、 自らが 計略に あらす、. 御身 心 素直に して、 慈悲 

深き 人 なれば、 佛 神の 力 を 添へ 給. ふ 事の 難 有さよ、 いざさら ば 自らが 父母の もと を 見せ 

やま ぢ はろ ナは  くだ 

奉らん とて、 夜に 紛れ、 只 二人 忍び 出で、 山路 遙々 と 分け入りて、 嶮 しき 谷に 下り 給へ 

ば、 數千丈 高き 巖 より 白き 布 引延へ たる 如くなる 瀧の 白波 湿りて 落ち、 岸 根の 松 は 枝 

/  すご , ほそみち  かた やまぎ は ほら うち  くラ でんろ ラ 5- く いら か 

乗れて、 心 凄き 苔の 細道 踏み分けて、 片 山際の 洞の 中へ 入る と 思へば、 宮殿 樓閣 は甍を 

しつ！ しゃ， r- つ 一ん ま き ほしら  かんや， f 'き， ゥ だいだいり 

拉べ、 七 寶莊嚴 の眞木 柱、 舍 銀の 瓦 を 敷き 拉べ、 咸陽宮 の. K 內 裏と 申す とも、 是に はよ 

も 勝ら じと 思 ひつ-、 踏む 足 もし どろに て、 めでたう 遙 かに 入り， 洽 へば、 內 よりも 靑侍 

くわん ぢょ ぉぱ  さ V- め 

官女と 思しき 者、 我先にと 微 語き. 北方に 取附 きて、 珍しく も 人ら せ 給 ふ もの かなと 

ぁミ さき  かい こやく  しゃ 3  くぎ や、 r- てんじゃ、 <■ 'びミ 

て、 前後に 立って 介錯 申し、 奥の間に 請 じければ、 又 公卿、 殿上人と 思しき 人々 走り出 

しきだい  きら 》.\ .  てい  そのな か 二よ- r- ご 

で、 宰相 殿に 色 代して、 是も 同じ 座敷に 直し、 煌々 しき 體 なり。 其 中に： i« ^御と 思しき 人、 

よろ づ  ミビ  いつ  ミ 

宰相 殿の 前に 寄り、 萬 恥が ましき 我姬 を、 留め 給 ふ 御 志， 何時の 世に か は 忘るべき、 疾 

く 入らせ 給へ と. S. すべき を、 一 日々々 と 打 過ぎ 參ら せ、 明 暮御姿 を 見 まほし く 思 ひしに、 

はる， 4\  つ- ゆん ざん  い か  よ t« ベ  おん 

遙々 是 まで 渡らせ 給 ひ、 御 見参に 入り 奉り、 自らが 心の 内 如何ば かり 嬉しく 侍る と、 御 

おしはかり  によ，，' ほ 5 たち  二 が ね て *フ し 

推量 あるべき、 それく と宣 へば、 女房 達 承り、 黄金の 銑 子に 盃 取り 添へ て 出で け 


鶴の. 


中 


六 1 五 


たちすく  き .tj い ね おつ 

に 及ばねば、 馬 諸共に 立 竦み、 我 助け 給へ と， 天に 祈誓し 念佛 巾し、 さも 哀れなる ぉ樣 

なり 0 

され ども 田 邊の七 良 は 文武 二道の 者 なれば、 大將の 前に 馳せ歸 る。 されば こそ 初めより 

由な き 事と 思へ ども、 仰せ を 背き 難き により、 是 まで 御供 申すな り、 天より 降ん と ii き 

い か さまぶ つじん け しん  ； J 』：y5 '、ゥ 

しが、 僞 ならす 覺 えたり、 如何 樣佛 神の 化身なる べし、 佛の 怒る を鎭 むる に は、 心經に 

おんき ャラ ぞくじゅ 

若く はなし、 心の 内に 祈念して、 御 經を讀 誦し 給 ひて， 悪魔 を鎭め 給へ と、 高らかに 讀 

みければ、 次第々々 に 雲 晴れて、 變 化の もの も 失せに けり。 人々 悅 びて 危き命 助かり、 

我先にと ぞ歸 りけ り。 館に 歸り 誰々 討 たれた ると 思 ひ 給へば、. 殊に 御經 のが 德 にや、 i!h 

負うた る 者 一人 もな し。 宫崎悅 び 給 ひ、 我 邪 の 働きして、 かょる奇^^を見る事ょ、 i 

へに 佛の 方便 なれ、 是を 菩提の 種と して、 今日より 浮世 を 厭 ひつ V 佛道を 願 はんと 

ざい は， T  し &'ラ ぞ しょ 

て、 日 比貯へ きたる 財寶 を、 貧なる 者に 與へ、 慈悲 第一 の 人となり 後生 善 所の 營 みは、 

難 有 かりし 發 心なり。 惡に强 き 人 は必す 善に も强き 事、 今に 始めぬ 事 どもな り。 去る 間 

宰相 殿 は 不思議の 難 を 逃れ 給 ひ、 北方に 宣 ふやう、 初めより 御身 は tsK 吊 M とは覺 えぬ に、 

只今の 事 ども は 人間の 業なら す、 いかさま 佛の 化身と 拜み 奉るな り、 此上は 包ます 名 を 名 

鶴め さう し 中  六 一 三 


 御 伽 草 欲  六 一二  

討って 參ら せよ と、 くも 宣旨 を帶 して 參 りたり、 誡は 身の. 咎の 有るならば、 尋常に 腹 

あるじ  そのこ ミ わり 

を 切り 給へ.、、 さも 無く は 生に 出で て、 其 理由 を 申し開き 袷へ と 呼ば はりければ、 籠り 

居た る若黨 ども 驚き 騷ぎ、 寄 手 は 雪 霞の 如く 近づきけ るに、 何とて 臆し 給ふぞ や、 はや 

打 出で 給へ と犇き けれども- 宰相 殿、 北方に 諫められ、 少しも 驚き 給 はす。 暫く ありて 北 

方、 はや 斂の 寄せ 來 りたる やらん、 物騷 しく 間え ける ぞゃ、 いで さらば 防がん とて、!： 時よ， 

みな くれな ゐ  こ くラ 

り も 尋常に 出立ち、 皆 紅 の 扇 を 持ち、 廣橡に 立ち 出で て虛， さも 招き 給へば、 宮崎是 を. 

御迎へ S れセ 見て、 人々 靜 まり 給 へ 、 わが 思 ふ敲の 立ち 出で て、 此方 を 招く は降參 すると 覺 えたり、 御迎 

良と I 「御迎 へ  ひミ りる！ &  やま か *-  くろくも ひ 2 ひら 

きれと 七 5- は」 へに 參れ、 七 良と、 獨 笑して 悅び けり。 あら 不思議 や、 俄に 山風 烈しく 吹き、 黑雪 一群 

の該 なる ぺ I た び  やかた  お ほ  い るゐ いぎ ゃラ  & め 

棚引きて、 館の 上に 立ち 覆 ひける が、 雪の 內に 異類 異形， の 物 こそ 见 えたり けれ。 眉目よ， 

によ- r は、 r- ぐ そく かぶ ミ よろ  やしゃら -t- つ かたち  ほこ 

女房の 具足、 胄を錢 ひつよ、 弓矢 を 持って 進む も あり、 夜叉.：，： 羅钊. の 形に て、 矛 を 持 

ひミ わ！ 3  つるぎ  てき 

つて 振る も あり， 鷲， 熊 臢 の 人 業に、 劍.^ 植ゑ たる 如くに て、. 敵の 前に 飛び 行きて、， 弓 

弦 を はせ $ る. ー の 弦 を はせ 切る ところ も あり。  - 

弦 をば せ さの 衍 て ふ ミん ゆ.,， よろ ひか a-w すき *  ねら  まなこ ふさが  もの， ふ 

か . 蝶、 蜻始は 甲胄の 隙間 を 組 ひ、 眼に 塞り て、 さし もに 猛き 武夫 も、 働く. べき やう もな し。 

. あき は  た 九い 

. 寄 手の 人々 呆れ果てて、 心 も 消え、 その. まぶ 絕 人る 者 も あり、 退く 事 も 叶 はす、 まして 進む. 


二世の 契な りレ 

と 聞 さければ 1 

「二 世 の 獎 なり 

と 聞きければ さ 

のみ 力 とし 給 

ふな」 など の ズ 

句 股 落せし なる 

ぺし 

1 度の たのしみ 

II 度た のみし 

の衍か 


寄せ 來 りたる 人 

If. たる」 の 二字 

K- 用なる ぺ レ 

かみよ 1 かみ 

がみ Gt々) の 一?£ 

力 


變らす は、 二世の 契な りしと 聞きければ、 愚なる 人の 言 紫 かな * 賢臣 二君に 事へ す、 貞 

女兩 夫に 見えす と 申す 事の 候 へ ば， 一 度の たのしみ 御身 を桧 て何處 へ か 行く ベ きぞ や、 も 

し 軍勢の 寄せ 來 らば、 御身 を 先に 立てて、 切って 出で、 思 ふ 儘に 軍して、 叶 はぬ 時 は 引 

さしち が  う. bf* ご. ij 

き 籠 り. 剌違 へて 死 出の 山 三途の川 を、 手に 手 を 取りて 行くならば、 何の^ 事 か険ふ 


べき、 其ヒ千 萬餘騎 寄せ 來る とも、 自らが 謀 にて 追ひ拂 ひて 見せ. S. すべし、 太刀 も 刀 も 

いるま じと て、 一間 所に：；^ き 籠る 0 さも ゆ i しき 姿に て、 寄す る 敵 を 待ち 給 ふ 。去 程 

せいざん  さ <R  つ はも のぞ も た ち なぎなた さや 

に 日 も 西 山に 傾けば 時分よ しとて、 宫崎を 先と して、 百 五十 騎兵 等、 太刀、 藉 刀の 翰 

はづ  さが  やまみち  がけ  のぼ  や た 

を 外し、 さし も險 しき 山路 を、 谷 も 谷と も 崖と も 言 はすして、 三方の 峯に馳 せ k り、 館 を 

目掛けて 弓 取り直して、 下り 拳に 差 詰め 引 詰め 散々 に 射たり けり。 其、 中に 田 遣の 七 良 進 

み 出で、 味方の 軍兵に 向って 言 ひける は、 方々 はいか *i 心得 給 ふらん、 弓矢 を 留め 給へ， 

い ^ か うら ごミ  この ミころ  お Oj  てき 

是は聊 の 怨言 せんた め、 此處へ 寄せ 來 りたる 人 を 威さん 其、 爲の 謀な り、 よし 敵 を 射殺 

さば 動 功は执 置き， かみよの 御 不審 を 蒙るべし、 今日の 軍の 大將 は此七 良が 承りたり 

とて、 只 一人 門外まで 馳せ來 り、 大音揚 ゆて 言 ひける は、 只今 こよに 寄す る 事 別の 子細 

に 候 はす、 -此 山中に 隱れ給 ひて、 夜 k 强ぁを 業と して、 いみ じき 有樣を 、彫 召されて、 


鶴 の 


うし 中 
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賴 みし 吾 戀の、 空しくなる こそ 無念 なれ、 我領. 2： にありながら、 上 も 恐れぬ 女 は、 押 寄 

せて 犛ひ 取り、 無情き 心に 思 ひ 知らせん、 はや 打つ 立てと 怒り 給へば、 七 良. H なき 事と 

け しき か は 

思 へ ども、 氣色變 りて 見えければ、 尤も 然るべ き 御 計ら ひなり、 某 一 人な りと も 忍び 行き、 

奪 ひ 取らん はいと 易き 事 なれ ども、 彼 もさす が 故 ある 者と 間 えければ、 欺く に 及ばす、 軍 

I もよ ほ  いつほう  かた あ  ふ.？ か .b-r- じ 5 

勢 を 催して、 一方の 山より 攻め 下り、 東の 方 を 開けて おくならば、 定めて 夫婦 郞從も 落 

ちて 行くなる べし、 行かん 處を 道に 兵 を 伏せて、 男 をば 切って 桧て、 女 をば 抱き 取り、 

この 御館へ 齋ひ 入れ 奉らん 事、 今日の 日 を 過す ベから す、 御 心 易く 思 召せと て、 賴 もし 

けに. S. しければ、 宮崎悅 び 給 ひ、 片時 も 早く 見 奉らん に、 軍勢 を 催せと て、 きらの 兵 三 

ざ ふ ひや 5  ぐんび や、 r-  け ふ  くら 

十八 騎、 雜兵 合せて 百 五十 騎の 軍兵 を 揃へ、 今日の 暮 方に 押 寄せん とて、 馬に 鞍 を 置 き、 

庭騎 する もの も あり、 太刀、 刀 を 磨ぎ、 弓の 弦 を 食 濕しパ 日の 暮 るよ を こそ 待ちたり けれ。 

此 事隱れ なかり ければ、 里へ 急ぎ 宰相 殿に 參り、 只今 押 寄せ. a. すと 告け ければ、 宰相 

は 夢にも 知らせ 給 はす、 此方に 云々 と 語り 給へば、 元より 我 故と 思 召し、 初めよりの 事 

ども 語り 給 ふ。 力なき 次第な り、 誠に 御 志 難 有く 侍れ ども、 我 故に 御身の 命 を 失 ひ 給 は 


きらのお、 —綺羅 

の 意に て 精選の 

武士 をれ ふ 


んも心 憂し、 一先 づ 彼の 方へ 行き 給 ひ、 人の 心 を 慰めて、 夢の 浮世 を 暮らし 給へ、 御 心 


まぎら 

言 を 言 ふ 人 かなと 打 笑 ひて、 鬼角紛 かし 給へば、 重ねて 言 ひ 出すべき. 5 もな く、 日 も 

暮れければ、 また こそ 參 るべ けれと て 立ち 歸る。 宮崎 殿に 斯 くと 申しければ、 扨 は 我 文 

を 御手に 取り 見 給 ふか や、 歌の心 を 感じ 給 ふ 上、 など か 御 心の 無情 かるらん、 又 明日 も 

參 りて 御返し を 取りて 給べ と 聞 ゆれば、 局 も； & 何にもして と 思 ひければ、 それより 日毎 

に參 りて， 包む 氣色 もな く、 初めよりの 事 ども 仄かし、 あはれ 浮世の 習 ひに、 人の 心 を 

ベ  たすけぶね  ，11- か ii 

慰め 給 はく 頼む 方な き 我 身まで も、 寄る 邊も 波の 助 船、 こがれて 消えん 泡沫の、 怨みの 程 

も盡 くべき か、 其 上 思 ひ 染めし 薆人 は、 此國の 主 なれば、 一つ は 情と 言 ひながら、 處 にて 

は 處に從 ふ 習 ひなれば、 もし ー輋の 御返し もまし まさす は、 誰か： HC 怨み を 忘るべき と 申 

しけれ ども、 人の 問かん も 憚 あり、. 今日より 局參 るべ からすと、 簾 中 深く 入り 給 ふ。 力 

なく 立ち 歸り ける。 官崎 殿に. e. しける は 、一如 何なる 雪の 上人 も、 情の 道 は 知る もの を、 此 

人 は 眉目 容貌 こそ 生れつき たらめ、 心 はさす が田舍 人、 物 を も 知らぬ 人 なれば、 言葉の 色 

を も. 聞き 知らす、 自らが 使に は， 叶 ふべき とも 覺 えす、 只 思 召し 留り 給へ かし， 面目な 

たより 

く 候 ふと 言 ひ 捨てて、 走り 歸 りければ、 今まで は 使の 歸るを 便に て、 少し 心 も 慰みけ る 

に、 賴み 寄るべき 綠も なし、 せん 方な く 思しければ、 田 邊の七 良 を 呼び出し、 もしゃと 

鶴の さう し 中  六 〇 九 


 御 伽， 草， 紙   六 〇< 

事 別の 子細に て 侍らす、 自ら 住み 荒した る 蓬生 も、 舂は 隔てぬ 花の 宿、 夕つ 方 入らせ 給 

お v< ろ づきよ よもすがら 

ひて、 朧月夜の 終夜、 慰め 奉らん と 申さん 爲に參 つて 候 ふと 申しければ、 北方、 誠に 切 

はんべ  り 

一 なる 志に て 侍れ ども、 假 にも 立ち 出で たる 事 もな し、 又 殿の 心 も 取り 歸 ければ、 叶 ふま 

J 一^ 

じきと 仰せけ り。 局た くみし 志 違 ひて、 斯 くと 言 ひ 出すべき 言葉 もな く、 暫し 浮^の 物 

語し ける が、 懷 より 玉章 を 取り 落した る體 にて. これく 御覽 候へ や、 P 、今 參る途 にて、 

此文拾 ひ 候 ふが、 いかさま 故 ある 人の 手 遊 やらん、 やうが ましく, めたり、 御 慰みに 御覽 

候へ と. & しければ、 北方 受け取り 給 ひ、 開きて 見 給 ふに、 r 誠に 御言 葉を盡 しつよ、 奥に 

1 首の 歌 あり、 

はろ ぐと とめよ る 宿の 櫻 花した しからぬ も隔 つべき や は 

1X1 と 有りければ、 面白き 歌の心 かな、 古き 首 葉に、 遙 かに 人家 を 見て、 花 あれば 入る、 責 

.^K^^M 賤と親 練 を 論ぜす とい ふ 詩の 心 を 引き直して 詠みた る、 いかさま 是は又 初々 しき 人に 思. 

^ 疎/論 貴賤 與 ひ亂れ たる 人の 文なる らん、 見る につけても 痛 はしく 侍るな りと て、 Si に 返し 給へば、 局 

便宜よ しと 思 ひて、 よしく 誰 人の 文な りと も、 御手に 觸れ させ 袷 ふ 事、 他生の 機 綠深か 

るべ し， 捨 文の 返しと 思 召し、 只ー箪 遊ばして、 自らに 賜 はれ かしと 申しければ、 戲~, 


世 を 亂れし ー 世 

を亂 りしの 該な 

るべ し 

よも 勝るべし 11 

よも 膀るペ きと 

ありた し 


惜 まで や 有るべき、 唐土の 幽 王の 世 を 亂れし § ^姒が 姿、 趁王 の 一き び國 をく  g へされし » 

施の 面影と 言 ふと も、 是に はよ も 勝るべし、 聲 いと 句 やかに、 愛，^.! i§ りし は、 如 rs- 

なる 島の 夷な りと も、 心 を 迷 はさで は 有るべき、 あはれ 殿の 御 目に 掛けば やと、 言 赌に花 

を かせて. & しければ、 いと *i だに 煤へ 難き 物 思 ひに、 此 物語 を 間く よりも. 忍ぶべき 

心 もな く、 扨 も 其 人 を 如何にも 申し、 媒介して、 同じ 枕の 赙寐 こそ 叶 はすと も、 此思を 

告 けて 給び 給へ、 さらば 御身の 爲も いかで か 疎略に 思 ふべき、 是は當 座の 引出物な りと 

て、 側に ありし 綾の 小袖 を 取らせ 給へば、 局 嬉しく 思 ひながら、 ね i?: ある 人に いか V- して 言 

ひ 寄らん、 由な き 事 を. 語り 出し、 行末い か ，i あらんと 思 へ ども、 さらば 先づ 御文 を 遊ばせ、 

便 も 有らば、 御 目に 掛け 侍らん と ゆしければ、 宮崎視 を 取り出し、 紫 の 簿樣に 梅花の 

句 を 焚き染め たるに、 思 ふ 心の底まで も、 細々 と 書き流し、 せめて 一 i. の 御 返事 もがな 

と、 淚を添 へ て 渡し 給 へ ば、 局 文 受け取りて、 急ぎ 我家に 歸り、 色 も 妙なる 花 を 折り、 宰相 

殿 へ 參り ける。 北方 出で 給 ひ、 あら 珍し や、 如何なる 風の 誘 ひ つ よ、 思 ひ 寄らす の 花の 色、 

たつ 力  さナさ V ぶ  もてぶ 

懷 しき 局 かなと て、 奥の間に 召し入れて、 先 づ酒看 を 調へ て饗應 し， 洽ふ。 ほ 申しけ る 

>  かな. y こなた  おんお！： づれ 

は 此程は 彼方此方と 打 紛れ， 御 訪問 も絕ぇ てて、 仇なる 者と や 思す らん、 只今 參る 


鶴の さ 


中 
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其 句 ひなつ かし 

けれども I 此下 

に 「核の さま こ 

もた く 柳 は」 な 

ど h ふズ 旬股蒋 

せし なる ペレ 


處の 傍 に、 さる 者と 語ら ひて 侍る が、 常に 彼の 家に 參る^ を 承る、 此人を 呼びて、 事 

の 心 を 尋ね 給へ と 申しければ、 宮畸悅 び 給 ひ、 それ こそ 然るべき 神の 御 引合せと 覺ぇ 

たれ、 急ぎ 呼び寄せ 侍れと 聞え ければ、 やがて 使 立てられ けり。 局參 りて、 何事の 御 

用 なれば、 自ら をば 召し 給ふぞ や。 宮畸殿 枕元 近く 呼び寄せ、 扨も此 山の f な. に、 いみ 

いへ る  あるじ 

じく 作りし 家居に は、 如何なる 者の 住みけ るぞ や、 主の 名 をば 何と 云 ふぞと 問 ひけれ 

ば、 局 承り、 自ら も 去年の 冬より 折々 參り候 ふが、 主の御名 は 誰と 知りた る もの も 候 は 

す、 北方 も、 * 年の 秋 迎へ給 ふと 承る、 誠に 家榮 えて、 今 長者と ぞ 申しけ る、 只 天より 

の 降 人の やうに こそ 言 ひ 習し 侍る と 語りければ、 宮崎 間き 給 ひ、 扨 も 其 北方 は 年 は！ I： 

歳に なり 給ふぞ や、 さ こそ 情の 深 からん、 覺束 なしと 問 ひ 給へば、 局 承り、 されば 御 

年 は 二十ば かりにて もや 候 ふべき、 容顔の 美しき 事 中々 賤 しき 口にて 言 ひ 難し、 我い お 

都に ありし 時- 數 多の 女御 更衣 を 並べ 置き、 花の 譬に せられし が、 御名 は 定かに 言 ふに 及 

ばす、 先づ 初春の 梅 は 雪の 內 より 唆き 出で て、 其 句 ひなつ かし けれども、 枝た を やかな 

れ ども 旬 ひもな し、 花 もな し、 されば 何れに よそ へても、 思 ひ 所 は ある もの を、 此 人と 

申す は、 梅が 香 を 櫻の 花に 匂 はせ て、 柳の 枝に 晚 かせても、 春の 過ぎん 事 をのみ、 見る 人 


鶴の さ、 つし 中  , 

北方 御覽 じて、 あれ は！^ なる らん、 あら 恥し とて、 宰相 諸共に 内に 入り 給 ふ。 せ い 崎 殿 

は 今 ひ S 見る 由 もがな と 佇み 給 ふ を、 人々 參 りて、 やうく 雨 も 晴れ 候へば、 ^らせ 給 

.:. へと いさめ けれども、 ロハ_^ 然として、 物 も 更に 宣 はす、 御 心地 怪しき とて， 駒の 口 を 

取り、 御懷を 抱き、 御 の 人々 前後に 立ちて、 我家に 歸り給 ひけり 。今 は 管戀の 病と 

た なべ  よろ づさか 

臥し 沈み、 せん 方 もな く 思 ひければ、 御內の 侍に 田 邊の七 良と て、 萬^ しき 者の りけ る 

ぴん  あるじ 

を 呼び出し、 言 ひいだ すに つけて 便な けれども， 狩 場の 山の 屯-の 女 を、 一目 見し より 

其 面影の 身に 添 ひて、 か i る 病と なりけ る は、 いか，. - して 薰る烟 の 胸の 中、 思 ひ 消えなん 

tg_ "ゲ、 よきに 計ら ひて 得させよ と 有りければ， 七 良 承り、 是は理 なき 事 を 思 ひより 

もの & 'ふ 

仏ぬ ふ もの かなと、 思 ひながら、 さも 言 は *i、 ， いと *i 物 病に やなり 給 ひなん saL 慰めば 

やと 思 ひ、 それ こそい と 易き 事なる べし、 男女の 習 ひ、 慕 ふに 靡かぬ 荐 はなし、 我々 が 

ほ, *、 しュ？ みや づ かへ  よろ づゃさ  この 

ほに 内侍の 局と 申す もの は、 元は 都に 宫 仕して、 萬 優しき 人なる が 此三ク 年 は、. 此 
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か ぞ；： JCI 父母 


かた ひ C かず 


打 渡り、 內の體 を 見 給 ふに、 四重に 稱を かけ • 屋 形の 棟 數數多 あり。 あら. 不思議 や、 我 

領内に か i る ゆよ しき^の 冇り ける ぞゃ、 如何なる 者の 住む やらん と、 小 柴垣の 陰に 休 

t  ，ず  き ii のか. U  みなみお. 0 て ひろ 

ら ひて、 暫く 佇み 給 ひける。 宰相 も 北方 も 見る 人 ありと も 知らす、 南 面の 廣椽に 立 出で 

て、 庭の 花 を 見 給 ふに、 梢 色 添 ふ 初 櫻、 かつ 散り 初む る 眺めつ V 北方 取敢 へす、 

か ぞいろ の 育て あけに し 甲斐 もな くいた くも 雨の 花 を うつおと 

と 口吟み 給へば、 宰相 殿 も 思ひ續 けて、 北方 を 熟々 と 見 給 ひて、 如： 1: ばかりの 事 か 思 ひ 

出で 給 ひけん * 

初 櫻い ろに そめぬる 春雨 は 花の 紐と く つまに ぞ ありけ る 

と、 打 詠 じ 給へば、 北方 打 笑みて、  " 

春雨 は 同じけ しきに す さめ ども あだに も 散りし 花の 色 かな 

と 戲れ給 ふ を、 左 衞門督 熟々 と 見て、 あらぬ 思 ひの つき 添 ひて、 立ち 忍ばん 山 もな く、， 

さし 現れて 視き 給へば、 


あり、 時の 景物 なれば とて、 某實を 數を盡 して、 我 劣ら じと 參 りつ i、 今日より 御内の 

者と なり 侍らん と、 敬 ひける 事 限りなし。 其 品々 の 引出物、 絹 小袖 を 賜 はる 希 も あり、 

金銀 を 賜 はりて、 悅ぶ事 は 限りなし。 去 程に 其 年 も 暮れ、 新 玉の 春に もな りければ、 其、 

し g- ゴ みや V/ ，さ ゑらん の "み  5  、ひち ミ n**  あさ ti か り 

國の守 護 宮畸左 衞門督 とい ふ 人、 身 內外樣 の 者 百餘人 召し 具して， 朝 g 狩に 出で にけ り。 

すその  せこ  に か.,.'  t は  ゆき 

裾野の 原の 勢子の 者、 二 行に 立って ぞ 狩り 廻る。 峯 とも 谷と も 分かす して、 雪 間の 草 を 

菜と し、 尾 上の 松 を 目に 掛けて、 四方の 谷より 狩り 上る。 岩 を 飛ばせ、 古木 を拂 ひけれ 

ば、 維、 山鳥 は 言 ふに 及ばす， 野 干 臥 猪の 床まで も、 隱 れん 方 もなかり けり。 大鷹小 魔 

ちゾ  ち 5  .yp むじ な 

の 飛び違 ひ、 中 有に て 組んで 落つ る處 を、 押へ て 取る もの も あり、 鬼、 格 を 目に 担け て、 

たけ  .0 のし t むか ふさ ** 

弓矢 を 取って 追 ふ も あり、 太刀、 刀 を拔き 持って、 猛 りて か よる 猪 を 向樣に 打つ も あり、 

み  - つま  さが  ；ちミ  ミ りけ だもの  い 

巳の 時の 初めより 午の 刻の 下りまで、 打 留めた る 鳥 獸、 數 ふるに 遑 あらす、 面白 かりし 

けんぶつ 

見物な り。 

は. 0 さめ  こ かひ 

各立歸 らんと せし 時に、 春雨し め やかに 降り注ぎければ、 思 ひくに 木蔭に 稱を 借り、 

岩の 洞に 立ち 隱れ て、 雨 を 凌ぎて 居たり けり。 宮崎殿 は、 馬に 乘り 谷に 降り 給 ふが、 と 

のぼ 

ある 山陰に 烟の 立ち上りければ、 人里 や あると、 只 一人 駒 を 早めて 行き 給 ふ。 堀の 船橋 

鶴の さう し 上  六 〇 三 
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ひ  ひ to たび ゑ  も， - こ 

妃は、 一度 笑めば 百の 媚、 君が 心 を 迷 はして、 世の 政道 を亂 すと なり。 我 も 浮世 を 厭へ 

ども、 心 は 空に 憧れて、 覺 えす 寄り添 ひ 給 ひつ i 、苔の 筵を褥 とし、 早稻 田の 稻を 枕に て 

寢亂髮 の 打 句 ひ、 梅の 小枝に 降る 雪の、 消え か i りたる 肌の 色、 い をね もなら はぬ 下紐 を、 

ま  むつご ミ  ミほ やまでら 

解けて 寢ざ りし 宵の 問の、 ， 悔し かりけ る 睦言 は、 まだ 何事 も 語ら はぬ に • 遠山 寺の 鐘の 

ものす さま  やもめ がらす 

聲、 物凄 じく 聞え ければ、 孀 烏の 浮かれ 聲も、 今宵 しもさか しらと 聞きな し 給 ふ。 誠 

に 昨日まで は、 秋の 夜の 長き 怨みの 床 S 上、 今日は 引き かへ て • 千夜 を 一夜と 願 ひ 給へ 

ども、 軒端の 山に 橫 雪の、 引く 月 星の 光 も 旭日の 影に そば ひ、 夜 は ほの <\» と 明け けれ 

ぉミづ  ミざし すだれ か t  つく， i.\ 

ども、 訪れ 通 ふ 者 も あらねば、 一局の 簾 揭 ゆつ-、 尙熟々 と 見 給 ふに、 言 はん 方な くらうた 

けて、 雅 やかなる 面影 は、 立ち 離れん 由 もな し。 

女房 も 心 打 解けて、 下女に 持せ たる 袋の 內 より、 黃金 千兩取 出し、 是 にて 萬 計ら ひ 給へ 

と 言 ひければ、 宰相 悅び給 ひ、 今まで 手み し 里人 を 近づけ、 此由 かくと 宣 へば、 里人め 

でた き 事な りと て、 黄金 を 受取り、 番匠數 多 呼び寄せて、 御殿 を 結構に 作り、 衣裳 を 調 

^ミこ をん なめ *♦ た そろ  あるひ  こしら  ちゃ、 r- じ や 

へ • 召使 ふ 男女 數多 揃へ、 或は 道具 を斿 へ、 俄に 長者と なり 給 ふ。 此事 里々 に 隱れな 

さ ぶら ひ  さけさかな 

かりければ、 處の 侍 は. & すに 及 はす、 土民 百姓に 至る まで、 酒肴 を 調へ て 、參る もの も 


を 明かさ， せて 給び 給へ、 野邊の 千草の 葉每 にも、 露の 宿れ は 有る もの を、 森の 茂みの 

隱れ は、 翼の 宿と なる ぞ かし、 まして や 御身 は世捨 人の 身の、 問 ひ 寄る こそ は 他生の 綠、 

庵の 內に叶 はす はハ 軒端の 下の 轉寐 に、 何 か 無情く まします と、 怨み 顔に 見えければ、 

宰相 も 流石 岩 木の 身なら ねば、 餘り 見苦しき 庵の 內の 恥し さに 否と は .5. しつれ、 さらば 

こなた  .  せ は わら や 

此方へ 人ら せ 袷へ とて、 庵 を 開きて 入れ 給 ふ。 狹き！ f 屋の內 なれば. 女房 二人 をば、 奧 

やさ  f ぼ そ  さそ  はビへ 

の 間に 宿し、 我 身 は樞の 前に 臥し 給 ふ。 其 夜 は 殊に 物淋しく、 軒端 を 誘 ふ 秋風、 肌 はい 

え r 狹 筵の、. 露 微睡まん よし もな し 。藻屑の 烟 焚きす さび、 世の、 @事 を 語り 給 ふ。 4„f 房 

すがた  た r  ながされび 5 

言 ひける は、 御身 & 容貌：^ 見 奉る に， いかさま 通常 人と も覺 えす、 流窗 人に てまし ます 

みづか  ■ け ふ  これ ミ r  つま 

か、 自ら も 故 ある 者 なれば、 今日より 是に 止め 置き、 妻と 定め 給 ふなら ば、 費を與 へ 奉らん 

とぞ. & しける。 宰相 怪しく 思 ひながら、 元より 誠の 道心なら す、 身の 貧なる に從 ひて、 世 

の 謗 をつ よまし く、： 暫し は隱れ 給へ ども、 未だ 御年廿 一、 盛の 花の 山 櫻、 雪に 隱 るに 

さそ  め  つく  ひ すゐ  あ を £>■>> 

にて、 誘 ふに つ ひて 色に 愛で、 熱々 と 見 給へば、 薪翠 のかん ざした を やかに、 靑 柳の 風 を 

ふく  ，《 そ ほ ，. 'ち、.' な だ  かほ ほせ  かい いにしへ せいり や、.' 

含める 裝ひ、 打 項 低れ たる 顔容 は， 雨に 薛 ける 海棠の、 眠れる 花の 姿な り？ 我 古 の淸凉 

でん ぎょいう  あ t た  によ、 ひごき さき  すが； i  もろこし くわ， つてい やうき 

殿の 御遊の 時、 數 多の 女御 后 を 見し かど も， か.^ る めでたき 貌 はなし、 廚土 皇帝の 楊 貴 

鶴の さ、？ し 上  •  六 〇.1 
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ちょうは * フ  こつ じ ひ にん のち  は i-  さき 

はる 重寶 なれば、 乞食 非人の 後まで も、 肌 を 放さ じと 持ち 給 ひし かど も.、 慈悲の 心 を 先と 

して、 獵 師に與 へ 給 ひし 御 志、 例少き 善根な り。 宰相 暫く 鶴の 後 を 見送り 給へば、 鶴 も 心 

ありけ るに や、 後を昆 返りくて 雲路遙 かに 上りければ 、嬉しく 思 召し、 柴の 庵に 歸り給 

ふ。 明くる日の 夕暮 に、 さも やん ごとな き 上臈の、 下女 1 人 連れて来り、 此 庵の 內に 案内 

申さん とこ そ 呼 ば はりけ る。 誰なる らんと ていで 給へば， 年の 程 I 一十ば かりなる 女房の、 

濃き 紅 の 五つ 重に、 綾の 鞋に 顏隱 して 立ち 給 ふ。 宰相 御覽 じて、 あら 淺ま しゃ 、如何な 

る變 化の ものなる ぞ や。 か i る 山中に 斯樣の 人の 來 るらん 事 * 思 ひも 寄らぬ 事 なれば、 

身の 毛も彌 立って 覺ぇ けれども、 臆した る氣色 もな く、 如何なる 人 ぞと問 ひ 給へば、 女 

房 立ち寄り、 我 は 都の 者に て 候 ふが、 故な き 人の 妬 をう け、 何處 ともなく 出で ける が、 

焚く 火の 光に つきて、 この 處に迷 ひ 来りたり、 一 夜の 宿 を 貸し 給へ と しければ、 宰 

きこしめ  いづく  こ { 

相 聞 召し、 よし 何 處の人 にても おはせ よかし， 此處は 人里 遠き 處 にて、 我なら で 住む 者 

し t けだもの す さま  いかづち 

もな し、 夜更け ぬれば 鹿 獸 の 凄じく、 嵐 烈しき 山彥 は、 雷 の 如く なれば， いかで か 明 

かさせ 給 ふべき、 何處 へな りと も、 御 志の 方の 侍らば， 送りて 參 らせんと 言 ひければ、 

いづく つ ひ すみか  いちや 

女房 聞きて、 いやと よ、 何處を 終の 住所と も 定めす 、頼むべき， 方 も 有ら ざれば， ひらに 一 夜 


大きよ せんちよ 

I 大屬千 町 か 
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ば、 宰相 間き 給 ひ、 實に 道理と 思へ ども、 昔 も 去る 例 あり， 釋 尊の 昔、 薩埵 王子と 言 ひ 

ラち  あ しらふ 

し 時、 御 懐の 中へ 山鳩 一つ 飛び 人り ぬ、 後より 白斑の 鷹 追 ひ 来り、 其 鳩 出し 給へ とせめ 

ければ、 力 及ばせ 給 はす， 鳩の 代りに 御身の 肉 を 切りて 鷹に 與へ 給へば、 流石 心 あ 

ぜんこ 八  けうし S しゃか ひに； >" つ 

りて、 御 志の 難 有さに 鳩 を 助けて 歸 りしな り、 其 善根に て、 一代の 敎主釋 迦牟尼 怫と生 

れ給 ひ， 鷹 も 優しき 心に. て、 成佛 したる と說 かれたり、 御身 殺生し 給 ふ 事、 五 逆の 罪に 

むり や v  めつ  へ. >く らくせ かい  か はり 

は 勝れ ども， 今一 念の 慈悲心に て 無量の 罪を滅 し、 極樂 世界に 生れ 給 ふべ し、 鶴の 代に 

f:u い ま もり  はに  こがね づく 

は 我 重代の {寸 なれ ども、 是を參 らせんと て、 肌に さした る 金 作りの 刀 を こそ 與へ給 ふ。 

じつ こ  しろ  いちご  たく はへ 

执 元より 慾 心 深き 者 なれば、 紫 爾と打 笑 ひ、 此刀を 代な して は、 一期の 蓄 あるべき と 

思 ひければ、 今日より li 師を 止むべき なり、 鶴 を！： 身に 參ら するとて、 急ぎ 我家に 歸 りけ 

り。 宰相 嬉しく 思 召し、 鶴 を 抱き 取り， 汝心 あらば 物を閗 け、. 大きよ せんちよ に いづれ は 

もろこし ほうわ ラ せいじ 人 ！ 0 きょ 

獵師の 憂 へ 有る と は 此事ぞ や、 唐土 の 鳳凰 は 聖人の 時世に 出で， 賤 しき 者の 見る 事な し、 

汝は 日本の 鳥の 王と して、 此淺澤 に 降り 居つ. -、 神ら れ ける こそ 淺ま しけれ、 今より 後人 

お  せんちゃ、 7  あさり  だ  いな^き 

なき 島に 下り、 千 町が 野 邊に求 食して， 人 近づかば 飛び去り、 小 田の かた へ の稻垣 は、 天の 

網と 思 ふべ しと、 能くく せめう を 含めつ よ、 鶴 を 放ち 給 ふなり。 彼の 刀と 申す は 家に 傳 


鶴の さ 


五 九九 


御 草 


五 九. < 


の 御 法に も、 人 問と 生れん もの、 五戒 を 保ちて、 佛 を 得る、 殺生、 ^盜、 邪娌、 妄語、 

おんじ ゆかい  ♦! つせ ぢ よくらん 

飲酒 戒是 也、 上代の 事は执 Si き、 五 百戒も 保ち 給へ ども、 末世 濁亂の 我々 は、 一 戒をも 保 

ねす ぴミ  ！ * 

ち 難し、 それ を 如何にと 言 ふに、 先 づ偷盜 戒は盜 人の 事、 手 を 出して は 取ら ざれ ども、 欲 

ねん  にち ？- ャ I  し ふぢ やく 

しきと 思 ふ 妄念 は、 日々 夜々 に絕ぇ 難し、 此 執著の 盡 きざれば、 1^ 盜戒も 破るな り、 邪 

娃戒は 夫 >J 最愛の 事 なれば、 俗體 にて は 保ち 難し、 妄語戒 は 虚言 を 言 ひ、 人の 交情 を 避 

くる 事、 さがな き 人に 交れば、 是も 保つ に 難 かるべし、 飮酒戒 は 酒 を絕っ 事， 上 一人より 

下 萬 民に 至る 迄， 悅 びの 處には 酒を以 つて 富贵 をな し、 哀慯 憂への 座敷に も醉に 化して 

忘 るれば、 是も 在家 は 叶 ひ 難し、 其 内 殺生 戒を 第一と して、 殊に 是. を 戒め 袷 ふ、 御身 如 

何なる Ej^ 報に て、 世の 營みも 多 かるべし、 生きた る ものの 命 を 取り、 明日 を も 知らぬ 露 

せんねん t は ひ 

の 身 を、 助からん と 思 ふ 心の 罪深 さよ、 せ： (上 鶴 は 千年の 齢 を 保ち、 人間に は 勝りたり、 

假令我 身 は 鶴に 代りて 死す ると も、 助けて 給べ と宣 へば， 獵師愈 腹 を 立て、 我は賤 しき 

者 なれば、 五戒 も 十戒 も辨 へす、 只價も いらぬ 魚 を 漁り、 人 も 咎めぬ 鳥 を 柳り、 調味し 

て 食 ふ 時 は 罪 も 報も覺 えぬな り、 御身の 命に 代り 給 ふと も、 我が 骶食 ともなら ば こそ、 

由な き 人に HD- 付けられ、 時 を 移して 妻 や 子供の 待つべき に、 こ. - 放し 給へ と 怒り けれ 

鶴 のさう し 上  五 九 七  , 


御伽草^ 


五 九 六 


1 誇 命 せんく わ I 

せんく わ は 遷化 

力 


^aの憂き日を慰まんと、 岸の 隱に 佇みて、 驚かさ じと 見 給 ふなり。 かよりけ る處 に、 男 

1 人堤傳 ひに 忍び寄り、 15^ の 網 を 引延へ て、 彼の 鶴 を 手 柿り にして * 首 を捩ぢ て、 1^ 

の にぞ 敷きに けり。 無慙 やな 醮鶴 は、 今まで 虚空 を 翔り、 水 を 渡り、 思 ふ 事の 有りけ 

にも 無き に、 彼の s- に 生 铺 られ、 今 を 最後の ー聲 は、 壽命 せんく わと 間え たり。 宰相" -ぁを 

聞き 給 ひ、 ロハ 今の 鳴く 聲は、 千年の 鶴 命 終る と悲 めり、 是を きながら 目の前にて、 殺さ 

ん事我 * ま 船 ：0 なるべき と St ければ、 する くと 走り 寄り. 如何に 御身 は、 何とて ^4、 鶴 

をば 取りて、 害し 給ふぞ や、 我に 得させ 候へ、 鋭の 孝養に 放つべし と t- はり 給へば、 

^ぞ 聞きて «爿 と 打ち 笑 ひ、 驴^ は 何者 なれば、 l^.柿りたる此鷂を、得させょと乞ふこ 

か 广- よら  あけくれ-ザ r が -7 ろく づ す.： さ さん 0. け^: S の 

そ 不思議 なれ、 我は此 里の 係 に 住む 獵 師な るが、 明暮 江河の 鱗 を 漁り 山野の i 

をぎ りて、 1 生 を 過ぐ るな り、 此四 五日 は 如何した りけん、 沖の 鷓、 機 千鳥の、 一つ も 神 

り 得すして、 iiv. か飢に 臨みし なり、 今日 偶铺 りたる 此鶴 は、 天の 與 へと 思 ひしに、 く 

れ よと 言 ふこ そ 心得ね、 k けて 匿く にこ そ 人の 怨み も 有る ベ けれと 言 ふまよ に， 鶴の 

細 首 引き延べ、 S3 が 小脇に 引き 敷きて、 力 を 出して 締めたり けり。 宰相 愈 悲しく 思 召 

し、 ig 師 に^り 付き、 暫く 待ち 給へ、 假令 殺し 給 ふと も 我が 言 ふ 事 を 間き 給へ、 釋尊 一代 


田 面の，^  く. I 田 

面の 此の 如くの 

衍か 

荣 ふる I 榮 ゆる 

の 訛 


も 其 儘 色づく 秋と なりに けり。 里人 是を 見て、 あら 不思議 や、 我々 終 夜 漉 返 を 立てて 

鹿 を 追 ひ、 鳴子 を 引きて 鳥 を拂 へど も， 荒れ E1- てに たる 田而の 如く、 初めて かやう に榮ふ 

る 事、 御身の 惠 みと 覺 えたり、 是 菩薩の 化身な りと て 悦ぶ事 限りなし。 漸 うに 手み けれ 

ども、 粟の 飯 稗の 粥に て- S へ 置け る 物 もな し。 晝は來 りて 慰め 奉り、 畑 を 打ち 稻を 刈り、 

御 目に かけ 日數を 送り 給 ふなり。 

いほり  た づら なかみち 

或 日の 事なる に、 柴の庵 を 立ち 出で て、 田 面の 中道 を 踏み分けて、 落 秘を拾 ひ、 袖に 入 

れ、 霜の 下草 打ち 拂ひ、 うつら ふ 菊 を 摘みた めて、 昔の事 を 思 ひ 出で、 今の 浮世 を 慰み 

て、 ii がの I を 眺め 給 ふ。 錦 彩 る 山の端 は、 染 むる 時雨 ゃ默 ふらん、 雪 井 を 渡る 雁 音 

た  たま づ ふ もさ ミ  ひミ； i び 

は 誰が 玉章 や 掛けつ らん， 忍ぶ 甲斐な き 故里 も、 今更 思 ひ 出で けれども、 一度 厭 ひし 浮 

世 なれば、 立ち 歸 るべき 心地 もせす、 柴の 極 の 屡々 も、 住めば 都の 心地して、 日 も 暮れ 

方に なり ぬれば. ありし 庵に 立ち 歸 らんと し 給ふ處 に、 何處 とも 知らす、 纖鶴 一つ 飛び 

さはべ  を だ  かた ふち お  ゐ  もさり  つく， 5.^ 

來り、 澤遷の 小 田の 片 淵に 降り 居つ. -、 漁して こそ 居たり けれ。 宰相 熟々 と nisi ひて、 あ 

ら ゆ.. しの 鳥の 姿 かな、 費 長 房と いふ 仙人 は、 鶴の 翼に 宿 をと り、 虛{ や； を 翔る 例 あり、 

衞の懿 公と 言 ふ 者 は、 鶴 を 愛して 一 生を暮 すと かや、 我 はせ めて 野鳥の 鶴 を 愛しつ-^、 今 


鶴の 


上 


五 九 五 


御伽 草紙 


五 九 四 


ちゃ 3 さう 1 未 

詳 

$ へ し 者 ひ 

レ 者の 訛 


も、 御身の 姿に て 田の 草 を 取り、 畑 打つ 事 もなる まじ、 只 何 處へも 行かせ 給へ と 申しけ 

れば. 力 及ばぬ 次第と て、 庵の 內を 出で 給 ふが、 やうく 力 弛み 足 も 立た ざり ければ、 

一足 踏みて は畔に 倒れ、 二足に は巖の 苦に 打ち 轉び、 行き やらぬ 風情 を、 里人 哀れと 思 

ひければ、 如何に 聞 召せ、 我々 一 日の 營 みだに も 容易から ねば、 御身 を 養 ひ 奉らん 事 も 叶 

ひ 難し、 さりながら 餘り御 痛 はしく 候へば、 是に留 り 給 ひて、 晝は稻 葉の 鳥 を 追 ひ、 夜 は 

小男 鹿を拂 ひて 給 はらば、 此 所に 留め 申さん と 言 ひければ、 如何にも 孚 みて 給び 給へ、 

嬉しき 人々 の 志 かなと、 淚を 流し 給へば、 里人 も 情 深く、 柴の 庵を設 ひて 留め 奉る。 

おの  もの 

己が 食 を 分けて 其 日の 飢 をば 助けてけ り。 日 もやう く 暮れければ、 里人 は皆歸 りて、 物 

す 々》*  あ かぜ  レ  たま くら 

荒涼 じき 山陰に、 只 一 人 臥し 給 へ ば、 秋風 烈しく 身に も 染みて， 露の 手枕 安から す、 事 問 ひ 

交す ものと て は、 虎狼 野 干の 叫ぶ 聲、 耳に 從ひ 目に 觸れ て、 昔の 夢 も 結ばねば、 何に 樂む 

世の中 ぞゃ。 傳へ 聞く 唐土の ちゃう さう とい へ し 者、 一世の 交り を 疎み 果て、 七 珍 萬 寶を捨 

さミり  ぢ よくせ ぼんぶ  くわん ねんざ ぞん 

て、 山中に 籠り 居て、 悟の 道 を 得る とか や。 我 は 濁世の 凡夫に て、 觀念坐 禪のカ もな し、 只 

く りき  ちん や、 f じ や、  <- さ  ,c やうが、 フ 

1 念の 功力に て、 安養 淨 土の 營 みに は、 佛の 名號に 若く はなしと て、 高らかに 念佛 して 夜 

わせに  おくて  ほ なみ 

を 明し 給へば、 鳥類 畜類 も其聲 にや 靜ま りけん、 早稻 田の 稻も食 ひ 荒さす、 晚稻 の秘並 


かけ 給 ふ ー. 兼ぬ 

10 をね ふ 


の さ 


0 


し 上 


情 深う して、 富貴の 家と 榮 ゆる 事、 中 比 宰相に て 右兵衞 督を かけ 給 ふ 人 ありけ り。 父 は 

だお m がね まさとて， 世に 覺 えいみ じかり しが、 此 宰相 は 殊更 慈悲心 深く、 飢ゑ たる も 

のに 食を與 へ、 鑾れ たる 人に 衣装 を 取らせ、 我 身の上 を 忘れ 袷へば、 何時しか 家 貧しく 

あさ 尹 ゆ ふ >  ** ろな つ ころも  おの づ から まじ はり 

なり、 朝鍮 夕餉の 烟も絕 え、 春 夏の 衣 を も 脫ぎ更 へんた よりもな し。 自然人の 交際 も 節 

くな り、 親しき も 遠ざかりければ、 かくて 世に 生存へ、 時め く 人に 嗤 はれん も 心 憂し、 

いかなる 山林に も 籠り、 身の 隱家を 求めん とて、 只 一人 そこと も 知らす、 迷 ひ 出で 給 ふ。 

いほり  いちや やさ 

或 山 蔭に 草の 庵の 有りけ る を、 一 夜の 宿と 頼みて 夜 を 明し 給 ふ。 

さ ミびミ きた これ  ^1 め す が， た • 

夜明けて 里人 來 り、 是は 人の 住む 家なら ぬに、 如何なる 人 なれば、 艷 きたる 容姿に て 

この 內に はお はします と 咎めければ、 我 は 行方 もな き 世捨人 なれば、 汝等心 ありて 孚み 

て くれよ かし、 我 身に 叶 ふ 事 をば、 如何なる 奉公 を もし 侍らん と宣 へば、 里人 阳 くより 


鶴の さ 


上 


五 九 三 


I 


の 
さ 

1 

し 


御伽 草紙 


五 九 二 


る戀 の^ 世に た 

めしな き 契 をば 


菜の 跡 ぼかり 乙 

も 由な け れ J と 

ありて 滿尾 せり 


港り なき 世—： K 

歌の 上旬 觖 けて 

なし 


よう 思 召し I 世 


と， ちめ！ 終局の 

意 

打傳 への 爲 にも 

くな リ ！打傳 へ 

ル爲 にかき おく 


また 3^ なき 

心に て 

岩根 を いづる 

ミころ  せ 

處 狭き 


たぐ ひ を も 

只 書 き す さむ 

山川の 

快の 露 を 


思 ひ 出で よの 

みづ  ケき 

水 室の 

谷水よりも 

^は 知ら じな 


色に 出て 言 はぬ 思 ひの 哀を も此 言の葉に 思 ひ 知らなん 

獨 りなき 世に 君 を 守らん 

かやう に 歌 を 書き 奥に 一 一首の 歌 を 書き 付て、 此箱は 人に 厭かれ す、 年 經れど 添 ふ 人に 愛 を 

增す箱 なれば 奉るな り、 君に 添ひ參 らせん 程 は、 此懸子 を あけさせ 給 ふなと &し 置きつ る 

如く、 よう 思 召し 離れん とぢ めな どに は、 開けても 御覽ぜ させ 給へ など、 細々 と 書き 

て參ら せた るに、 哀淺 からす 思 召しけ る。 玄 E 顏 ながら か i る やさしき 心の、 哀深 きを 打 

傅への 爲 におくな り。  i 


變ら t と I 紅 菜 

合に 「忘れ c」 と 


人知れず 1H々I 

意 眛通ぜ ず、 紅 

楚合は は 「人知 

れず思^3入りけ 


何時の 世まで も 

帘に 出て 

蟹の 焚く 藻の 

なつかし や 

蟹の 子どもに 

袖の 上に 

靡く 氣色を 

身の程 も 

た 一  筆 を 

身に 添へ て 

ミぶら 

常に 弔 ふ 

掛 橋と 

か.. る 憂身 を 

をのの やま 


變ら じと 

潮 千の 貝 も 

夕け ふり 

島傳 ひして 

有らね ども 

訪ひ來 る 風 も 

餘 所に 見て 

遂に 甲斐】 なき 

すさみ 置く 

長き 思 ひの 

心 あらば 

なりても 劳を 

人知れ す 

またたつ いなや 


思 ひ 明 石の 

拾 ふかな 

柳 引く 方 も 

みるめ 为る 

かわ 

乾く 間 も なき 

ほし かねて 

思 ひ 知られぬ 

心地して 

玉章ば かり 

しるし ぞと 

後の-世までの 

守り てん 

と X ^らまし と は 

花に 出で て 


玉 水物 語 下 


五 九 


御伽 草 欲 


五 九 〇 


すれば、 此卷 物の 奧』 

束の間 も 

君 を 逢 ひ 見て 

あこがれて 

はかなき 物 は 

物 ゆ ゑに 

潜ぎ 渡れ ども 

篠 蟹の 

過ぎし 月日 を 

成りに けり 

君 さへ 長き 

由な さよ 

身の 類ぞと 

別き 難く 


I 長歌 をぞ 書き付け ける- 

去り 難 かりし 

その後 は 

うはの 空に も 

數 ならぬ 

す r ろに 身 をば 

啧れ やらで . 

糸 筋よりも 

數 ふれば 

我 身一つ は 

恨み をば 

朝夕^ を 

慰 - め て 

明かし 暮らしつ .， 


わがす みか 

しづ こ t ろ 

靜 心なく 

迷 ひつ.^ 

憂身 なりけ る 

つくし 舟 

た *t よ 

浪に漂 ふ 

微かに て 

唯 夢との み 

如何に せん 

員 ひなん 事の 

見る 事 も 

夢現と も 

面影 を 


官の ill 太攻官 

の正廳 


君 さらぬ 樣 にて、 此箱を 引き 隱し給 ひけり。 

扨 御內參 りの 紛れに 車に 乘 るよ しにて、 何處 ともなく 失せに けり。 殿に は內へ 御供な り 

と 思す、 內には 心地 惡 しと 常に 言 ひし かば、 里に 止り ぬらん と 人々 も E、w ふ 0 姬 1^ も：！^ か 

しく、 如何 もな りつる ぞと、 心 元な う 思 召し、 二三 日 過ぎて、 何方へ も 無しと^ えければ、 

親の 方此處 彼ぎ 尋ねさせ 給へ ども、 行方 も 知らす 。五日 十日の 程 は、 さりと も 聞き出で 

ん、 餘 所より ゃ歸り 來んと 待ち 給べ ども、 見えねば、 何處に 失せぬ るぞ、 人の 隱 したる 

かと 思し 給 ひければ、 御悦びに御心の內の御歎ぞ^？させける。 諸 卿の 女房 達 打 託ち 歎き 

合 ひけり。 何事に つけても 此人 あらまし かばと 思しけ る 0 宰相 殿 は中納 言に ぞ 成り 給 ひ 

ける。 玉 水の 事 常に 名高く、 いみ じき 事 も れば、 如何に 成りぬ る 事- ぞと 歎き 袷 ふ。 姬 

；^？^は此箱の中ゅかしく思さ るれども、 御門のお はします 事絕 えす、 暇なくて 明かし 暮 

らし 給 ふに、 或 時 官の廳 へ 御幸 あり、 よき 暇と 思 召し、 忍びて 開けて 御覽 すれば、 始め 

より 終りの 事 を 書き付けたり。 こ は 如何になる 亊ぞ と、 御 胸 打 騒ぎ、 恐し くも 哀 にも 思し 

けり。 我 故 かやう に 化けたり し を、 遂に 色に も 出さで 過ぎし 事の 、畜類ながら 無慙 さよ， 

覺 えの 志 を 見せつ. - せし 事の 哀 さよ、 難 有き 心 かなと、 思 召し 續 けて 打ち 淚 ぐみ つ >M 御覽 


玉 水物 語 下. 


五八 九 


御伽 草紙 


五八 八 


見届け 給 はま じ 

■ き や一見届け 給 

ふま t き やの 訛 


ん、 とても 御. 2： 參り あらば， 其 時 こそ 紛れ 失せめ、 わが 化けたり し 姿 を、 今まで 見つけら 

れざ りつる こそ 不思議 なれと 思 ひ 廻らして， 風の 心地と て、 我 住む 局に 閉ぢ 籠り、 初 

めより 思 ひ 染め 奉りし 我 有樣， 今までの 事 を 書き集め、 小き 箱に 入れて、 姬君 にもて 參 

ぁぢき 

り、 何と やらん 此頃は 世の 屮咮氣 なく 仇なる 物と， 思 ひ 知られて 物憂く 侍れば、 もし 夜の 

間に も 消え失せ 侍る 事 もやと 覺 えて、 此箱を 奉る、 我い か齓 にも 成りなん 後此箱 を御覽 

ぜ よと 申して、 潸 然と 泣きければ、 姬君は 怪しく、 如何に 思 ひ 給へば 斯 くは宣 ふぞ， 此 

儘 わが 行 先 をば 見届け 給 はま じき やと 打 怨み 給 へ ば、 御 h 參り にも 御供 申し 奉る ベ けれ 

ど、 もし 如何なる 事か冇 らんと 心細くて、 是を 奉り 置くな り、 儀式の 折 は 人 0 繁 くて、 此 

箱 を もえ 參ら せぬ 事 か あらんな どと、 思 ひ 奉りて など 言 ひ 紛ら かしつ V 構へ て/、 

たぐ ひ  や 5 

此箱を 顔な く 思 召し、 又 親しく 思 召さる i 月 さえな どに も 見せさせ 給 ふな、 檨 ある 箱に 

て 候へば、 左右な く 人に 見せさせ 給 ふま じ、 中の 懸子 をば 御 年 積り 批を思 召し 放ちたら 

ん時、 明けさせ 給へ と 申せば、 打 泣き 給 ひて、 ぜ 時まで も 候 はんと こそ 思 ふに、 斯く末 

の 世の 事まで 宣 へば、 心 元な く. いと 憂き 心 こそす れと宣 ひながら、 此箱を 受け取り 給 ひ 

て、 互に 淚に 咽び 給 ふ。 月 さえ も參り 人々 忙 しゅ なれば、 紛ら かしつ i 立ち去りぬ 。姬 


有か见 たり- -ss 

股 あるべし 意 妹 

通せず 


に 亡き後 を 弔 ひ 給へ、 我 は 人道して 山. 深く 閉ぢ 籠り 念佛 巾すべし とて、 病^の 許 を 立ち 

返き けり。 母 は 娘の 人と 物語す ると ぞ思 ひける。 扨 病 者 は心輕 くな りて、 物な ど 言 ひ、 物 

見入れな どし ける 由 聞き、 同じ 畜類と 言 ひながら、 おか 見たり とて 語りければ、 實 にさ 

い ころ  ぁミ  け- 'や、 フ 

る 事 ありと て、 彼の 射殺しつ る 狐の 後 弔 ひ、 樣々 の 孝養したり。 扨 玉 水 は 心：^ く 見 き 

て 御所へ ぞ歸 りけ る。 

旣に 霜月に なり ぬれば、 御内 參 りの 御 儀式 目 も 驚く ばかりな り。 女房 達 童 三十 人、 巾に 

も 此玉水 をば 中將の 君に なし 給 ひて、 一 の 女房に 定めら る。 され ども 是を 勇し くも 覺ぇ 

ちし og  まぎら 

す、 $e は 打 萎れた る を、 如何にと 怪み 給へば、 何となく 風の 心地な ど 言ひ紛 はし、 いかさ 

まに も 物 思す らん • かば かり 隔てな く 思 ふ を、 など か 心に こめて 一一 一一 〔ひ 出で 給 はざる らん、 

語りても 慰み 給へ かしと 宣 へば、 打 泣きて、 遂に は 知 召さるべき 事 なれ ども、 今 は 語 

り 奉ら じ、 亡 からん 後に も 哀とは 思 召し出 させ よな ど 中せば、 心苦しう 思す。 御内 參 

り も 近づく 儘に、 玉 水 熱々 と 思 ふやう、 我 畜類と 言 ひながら、 近づき 參 りて 契り 奉らん 

事 は 痛 はし さに、 ロハ 斯 くながら 見 奉り 添 ひ 奉る に、 心 を 慰めつ る 事の はかな さよ、 姬 君の 

御 耳 へ は かせ 參ら せば やと 思 へ ども、 今まで 知らせ 奉らで 思 ひの： sJ: に 恐し とや 思され 


玉 水物 Si 


五八 七 


御伽 草 欲 


五八 六 


1 業 所感 ー 前世 

になせ る 1 作業 

が 現世に て 其 結 


佛の 力に はけ 給 

ふ 字 あるべ 

し、 lim 眛通ぜ ず 

耳に 留めて 覺ぇ 

きかんと；： ふ は 

ヨ々. I 紅葉 合に 

「耳 に と/ s»»<n\ 

て 候 ひし は惡 を 

知ら. さると こ る 

を， さ ぜんす と 申 

す 也 罪 は 理非 を 

わくべ かちず」 

と あ ジ 

善惡 けっしゃう 

は I けっしゃう 

. は 決定 か、 乙の 

あたり 文章 謅 は 

ず 


隨 ひて、 無 間の 底より、 炭 頭の 如くなる を 金鉄に て はさみ 出し 給 ふと こそ 巾せ、 斯 かる 

ごふ  まねが  はり ♦* しょしゃ  、つ は 

めでたき 御門 だに 前世の 業 をば；！^ れ給 はす、 又播 磨の 書寫に 住みけ る 蟒 、 雀の 子 を 尊 

ぬると て， 法 華 經の聲 を 聞きし 故、 聖武 天皇の 后と ならせ 給 ひしな り、 今 悪念 を 拂ひ， 菩 

ざ い- -ん  み だ  みや-,' が 5  -*ー  しゃ、 r- 

提心を 起し、 十惡 逆の 罪人まで 導き 給 ふ 彌陀の 名 號を賴 み 奉らば， 後生 は 疑 ひ おら 

じ、 然るに 汝も獸 なり、 我 も 畜類 なれば、 1 業 所感の 身と して、 何れ を敎 化すべし と 

いふ。 お、 時 若 狐 理 はいと 能く 知り 給 ひて， 佛の 力に はけ 袷 ふ 謀 一 旦の 事な り、 法然上 

人の 仰せられし 事 を、 耳に 留めて 覺 えきかん とい ふ は、 善 惡を嫌 はざる 處 なり、 罪に 理 

じ 0-、.'s* んゎ、 r-  しった たいし  わう ぐ、 f 

非 は 入る ベから す、 淨像 王の 王子 や ^ 達 太子と 申せし も、 王宮 を 出で 給 ひし 故に こそ、 今 

かたき 

の 釋迦佛 とも 成り 給へ、 又 善悪 を 分け 給 ふ はかう こそ； るべ けれ， 子の 敏を 取り 袷へば 

惡 なり， 助け 給へば 善な り、 爱に 於いて 善. 年) けっしゃ うは、 是を 殺さん と E、w ひ 給ん は 念な 

らす や、 爰に 於いて は拂 はぬ 念な り、 彼是 を 思 ひ 捨て 給へば 悟な り， 卽 身成佛 こそ おら 

まほし けれ、 十惡五 逆を盡 して、 阿 彌陀佛 の 敎化を 頼み 袷 はん 事 は 然るべ からす、 此上 

さるね ぶり  、r 'ち、 rM づ 

に それ を 思 ひ 取り 給 はすば 力なし と 巾 せば、 其 時 古狐、 猿 眠して 打 頷き， 斯 かる 不思議 

に 逢 ふ 事前 世の 幸な り、 誠に 殺し たれば とて、 戀 しき 我子歸 るべき にあら す、 今 は 一筋 


しゅしゃ うむし^ 

やくしゃ 3|宋ー 

一一 一途一地 2S,  S 

生、 餓鬼 

など か 乙ん ど. I 一 

「乙ん ど」 は 「来ん 

度」 0^ 


目 を 見出して— 

HI を 九く して 


かふ や 上人一太 

平 記に は 日藏上 

人の 事と せ ttN 


れば、 など か 思 ひ 知らせ ざらん、 我も此 娘を惱 まし、 命 を 取りて、 思 ひ.^ させんと s、u ふなり 

と 語る。 玉 水、 理 なれ ど しゅしゃう むしゃくしゃう 化 城 品と 名付けたり、 ^りながら、 

に 引かれて、 六道に 迷 ふ 罪に よりて、 元の 三 途に歸 る 事、 身より 出せる 焰 なり、 我等 畓類 

なり、 未だ 業因 盛な り、 然 りと 云 へ ども、 善根 を もせば- など こんど 人體を 受けざる べき、 

又 人體は 佛の體 なり、 心 違 はすば、 など かこん ど佛 になら ざろ べき、 幾程 あらぬ 世の中に、 

一日 一の 念に 引かれて、 忽ちに 此病者 を 失 ひ 給 は r、 彼の 罪と 言 ひ、 又 多くの 人の 歎き を 

受け 給 ひなん、 何事 も 報いの もの なれば、 さあら ば、 獵師の 手に も 掛り給 ふか. 然らす 

は 三 途に歸 り 給 はん 事の はかな さよ、 唯 然るべ く は、 立ち退きて 助け 給へ と 言へば、 古 

みいだ  さ  た .( 

狐 目 を 見出して 申す やう. 人界に 生る- -も 佛の敎 によりて なり、 然れ ば佛も 度々 現じて、 

忽ちに 人の 命 を も 斷ち給 ふ、 我に 起す 罪なら t 彼等が 招く il なれば， 1^ 爿 身に IS な 

し， 終日に 坐禪 H 夫 をして 我心 を 見る に、 心に 種な し、 理を 知りて 心と す * 理を 計って、 

そこと 案す るに、 起らざる 念を理 とす、 念を拂 ひて 功德 とす、 此仇を 知らす して、 思 は 

んんぎ  みか ，ど  く,' こ  しゅく ごふ 

ん事は 力なし、 延 喜の 帝と &す は、 末代まで 忍ばれ させ 給 ひし 帝 なれ ども、 過去の 宿業に 

よりて、 無 間の 底に 沈み 給 ふ、 帝の 皇子 かふ や 上人と て 世 を 背き 袷 ひし 人、 御 K ふ のおに 


玉 水物 語 下 


五- <五 


 御 伽， 草、   五 < 四 

初花の nul 此  初花の つ ほめる 色の くるしき にい かに 木の葉の 色 をみ きくに  -ー 

歌 紅葉 合に 「初 ，  一 

花の リぽ める！^ と、 かよる 事 を 見聞く につけても、 思 ひの 色 は 晴れ やらす 。御 返り は， \j ^き 御哀み 申，：^ 

^^^.0^^^ 盡し 難う、 筆に も 及び難う 侍るな り、 心に 掛らぬ 折な く參 らま ほしう 侍れ ども、 見捨て S 

難くて なん、 少しもよ ろしけ ならば、 參 りて よろ づ 自ら こそ 申し 侍らめ とて、  _ あ 

ちりぬべき 老木の 花の 風 吹けば 殘る梢 も あら じと ぞ思ふ  一 

月 さえに も 同じく 誊き て、  ；ぁ 

•  蔭た のむ くち 木の 櫻 朽ち果て ばつ ほめる 花の 色 も 殘らじ 

など 書きて 參ら せけ り。  i 

かよる 處に 母の 物怪 起り ければ、 一所に 集りて 歎. くに、 又 少し 怠りた る樣 にて 寢 たれば、 1 

、r 'ちゆる  ひミす S  5*  ふるぎつね, 

皆 打 緩み、 夜更け 人靜 まりて、 此娘 ばかり 起きて 居た るに、 毛 一條 もな く 禿け たる 古狐 一 

1 つ 立ちより て 見 ゆ。 よくく 見れ は 我 父方の 伯父な り。 是を追 ひ 返け ければ、 病 者 は 一 

我 g— 妆 g の 意 微睡みけ り。 互に、 こ は 不思議なる 事 かな、 如何にと いふ。 我 狐 われ 聊かの 便りに よ 一 

りて、 この 病 者 を 親と 頼む 事 あり、 然るべ く は 立ち退きて 此 苦み を 止め 給へ と 言へば、 i 

ゆめ 叶く ふま じき、 其 故 は 彼の 病 者の 父、 我賴 みたる 子 を、 さした ろ咎も 無き に 殺 し た. 一 


玉 水物 語 下 

ひミ l*j こち  おこ  もの- « け  、つつ 

此母 少しも 人心地 ある 時 は 心細け なる 事 ども 言 ひ， 又 起る と 思 ふ 折々 は物怪 めきて、 現 

にも あらぬ 風情な り。 起り て 又 少し 押鎭 めて 言 ふやう、 我は斯 かる 有檨 なれば、 遂に は 

消え失せなん、 痛 はしゃ 御身 も 我 世に 無くなり なば、 又 誰 を か 母と も 賴み給 はん 我 母 

の讓 りに て 鏡 一 つ 持ちたり、 日 比 命の 限りと 思 ひし もの なれば、 是を 形見に 御覽ぜ よと て 

參ら せけ り。 今 はは ゃ歸り 給へ と勸 むれ ど、 見捨て 難くて 一 日 二日と 過ぐ る 程に、 旣に三 

日に なりに けり。 姬 君の 御 方より 文 あり、 母の 惱み 心苦し かるらん、 少しもよ き樣 なら 

こなた つれ *^  かき くら 

ば， 早く 歸り給 ふべ し、 此方の 徒然 思 遣り 給へ、 播嗜す 心地なん すと 窨 かせ 給 ひて， 

年 を經る はよ その 風に さそ はれば 殘る梢 はいかに なりなん 

と 遊ばした る を、 母す こしの 間 心よ く 見 奉りて、 恭 くも 仰せられた るかな、 御宮 仕な 

らす は、 いかで 世に ある 荐 とも 知られ 奉らん、 とにもかくにも 難 有し、 身より 出で たる 

子供よりも， おろか 無く 思 ひ 奉る ぞと悅 びけ り。 月 さえ も 細々 と 書きて * 

玉 水物 語 下  . .  五八 三 


御伽 草紙 


五八 二 


身 匿き 奉らん ヨ 

ml 御身 を あと 

に 匿き て 先立つ 


くと 傳へ 申しけ るに- いと 哀と思 ひて、 暫 しの 暇 を a. して 參 りければ、 悅ぶ事 限な し。 

如何なる 前の世の 契に か、 唯 朝夕 御 事の み 心苦しく， 御宮 仕 も 何 時まで かと 痛 はしく 思 

ひ 奉る、 御身 故に 心 易く 過し 侍れば、 難 有く 嬉しく も覺ぇ 奉る， 思 ひ 掛けす か-, る 病 を 

受け ぬれば、 千に 一 つも 助かり 難し、 身 置き 奉らん こそ 悲し けれと て、 衰 へたる 手 を 差 出 

して 搔 撫で 泣きければ、 此人は 物 も 聞え す、 泣く より 外の 事ぞ なし。 側に 付き添 ひ 給へ 

ば、 殘 りの 子供 は 少し ある 心地して、 此處彼 處に打 休む 程な り。 


並ぶ，？ なかり け 

り. I 姐ぶ ものな 

かりけ りの 衍か 


御き そ く. 1 00 

色 

かく 田 I 紅 紫 合 

はは 「の だ」 と あ 

ほか 5 所 1 紅葉 

合に 「け は 所」 


化粧料の 意な り 

樣々 恨み 仰せら 

れ ければ —紅葉 

合に は 此 下 に、 

やむ を 得， ナ 受け 

取りて ハ久 母の 方 

へ 預け fegft, の 

文 あり、 さなく 

て は 聞え 難し 

.^1ほざ子ども| 

.,5ほ，ちは^2|<の 

意 


幾し ほに 染め かへ して か 紫 の 四方の 枘を 染め わたす らん 

となん 翁き 付けられ ける。 殘り は姬君 書かせ 給 ふ。 扨 其、 日に なりて 合せ 給へば、 色々 心 

を盡 して 讀 みいで、 えならぬ 枝 色 を 調へ 給へ ども、 姬 君のに 並ぶ もなかり けり。 五合 度 

せ 給へ ども、 度 侮に 姬君ぞ 勝せ 給 ひける。 此事 隱れ なく、 內 にも 閲 召され、 彼の 紅 猪 御 召 

ふか OJ*? いらん 

しあり。 惜み給 ふべき か はとて、 やがて 參らせ 給 ひければ、 帝 歡覽 ましまして、 やがて 其 

姬君參 らせ給 ふべ きょし、 時の 關 白に 仰せ 下されければ、 定めて 參らせ 給 はん 事 は 悦びな 

るべ けれど、 宰相 微 なる 住居に て 候 へ ば、 出し 立てん 事 難く やと 中 させ 給 へ ば、 やがて 心 

得させ 給 ひて、 三 ケ所を 賜び にけ り。 かねて 願 ひし V なる に 悦び 給 ふ 事 限な し。 やがて 

その 御營 みめで たかりけ り。 玉 水の 前の 御き そく 類な し。 津の國 かく 田と い ふ 所 をば、 

玉 水の ほかい 所に 賜び にけ り。 我 身 は 無 緣の身 なれば、 た *t 哀を かけさせ 給 はんこ そ媳 

はんべ  さ ま.^ 

しう 侍らめ、 斯樣の 御 事 は 思 ひ 掛け 侍らす と 度々 申し 返し 奉れ ども、 樣々 恨み 仰せられ 

ければ、 さらば 父母 悅ぶ 事斜 ならす。 或 時 彼の 母物 怪 めきて、 惱み 渡る、 多くの 祈 をし 

けれども、 月日 重なる 儘に 重く のみ 見 ゆれば、 ぉほぢ 子ども 歎きけ るに、 御所に 候 ひ 給 

ふ 娘に、 <fr 一  度 逢 ひ 奉ら まほし う、 常に 戀し きを 見て 止 み なん と 言 ひければ. 此 .£ か 
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所 や ある！ 紅葉 

合に 「われ く 

が山に，^>きて到 

ら； JS 所の ある ぺ 

きか」 と あり、 此 


也 


心地 はし 侍らん 


ん」 は 「待らぬ」 の 

さしつ ぎの： Ewi 


の 營みを こそ； gfilif はし つれ。 此程 御所の 邊に候 ふなり、 靜 かに 語り 巾すべし、 扨 は 明 

^ 1 大事の 用 あ りて、 紅 紫 尋ね 來り たり、 各 如何に もし て 尋ねて 給べ と 言 ひけ れば、 

所 や 有る、 易き？5^.かなとぃふ。 嬉しく も あるかな、 さらば 高 柳の 御所 南の 對の椽 に 差 

き， 洽へ といへば、 易き 事な り、 さりながら 犬 やおる と 問 ふ 。犬 は 侍らす、 心安く おは 

いづか 4* 

せな ど 言 ひ きて 歸 りぬ。 姬君 月 さえ は、 例なら す 何方へ 出で 給 ひし ぞ とい へ ば 

打 笑 ひ、 怪しき 者に 戀ひ 契りて 出で 逢 ひつる など 戲れ ければ、 實 にさ やおり つ らん、 

いと 久し かりし などい へば、 姬君、 さも あらば、 如何に 憎 からん、 移れば 變る習 ひな 

れ V5、 我 ま， 必す思 ひ 捨てら れんと 戲れ 給へば、 なく 嬉しい み じと 思 ひて、 あな 傍 痛 

J  J ミ び ミ 

や、 ^にある まじき 人と 言 ふと も、 御 側 を 立ち 離れて 他人に 添 ふべき 心地 はし 侍らん も 

♦ ぁぢき 

の をと 巾せば、 知れ 難き 事と 打 笑み 給へ るを旯 奉れば、 身に 染む 心地して いと 味氣な 

し。 さて 彼の. t^sk 山へ 人り て紅楚 tss けり。 中に もさし つぎの 弟、 五寸 ばかりなる 枝 

に， 色 は 五色に て、 紫 每に法 華經の 文字 を！ S りたり。 鮮に 磨き 付けた る 如くなる を、 明 

^3の5_*の時に、 玉 水 出で て 見れば、 枝 ざしの 斯 かる もの 有りけ る や、 まだ 見す とて、 愛 

で 悅び給 ふ 事 g< なし。 外よりも 數多 奉らせ 給へ ども、 是に 並ぶ や 有るべき。 扨 面々 に 紅 


玉 水物 mi 上 


五 七 九 


御伽 草紙 


五 七 八 


目 局 一く 1 兄ぐ る 

しから. ナ 

みやう とく I ゆ 

うとくの 衍か 

我も覺 束ながら 

一 IU1 ズ章調 は 

ず、 我も覺 束な 

く 思 ながら 過 


かけて など か 思 

は. さらん の 意 


と訪 へば、 姬君 閒 き 給 ひ、 

お ほかた の哀は 誰も しらす やと 身に は 習 はぬ 戀路 なりと も 

はや 夜 も 更けぬ らん、 入らせ 給へ と宣 へば、 泣く く歸 りて、 月 さえ 諸共、 姬 君に 添 ひ 

臥し 奉れ ども、 思 ふ 心の もと 言 ひ 現 はさねば にや 微睡ます。 

斯くて 月 も 立ち行く 程に 八月ば かりに 成りぬ。 初 雁 音の 告ゅ 渡る 聲も身 に染む 心地し 

て、 哀を訪 ふと 覺 えたり。 養母の 方より は絕 えす 訪が、 誠の 親よりも 愛しく 當り けり。 

あざやか  ふみ 

《おの 衣裳の 外に も 鮮 に 目 易く 代 立てお こせけ り。 文に も、 など や 時々 は 出ても 慰め 給 

よる ね ざめ 

はぬ、 我 はかく 夜の 寢覺 にも、 生. まぬ 親 なれば、 みやう とくの み もてなし 給 ふと 恨み けれ 

お ぼっか  わび 

ば、 我も覺 束な. から 過ぐ る 朝の 心に は 思 は ざら なん、 誠の 親なら ねばと、 承る こそ 侘しけ 

こミ わり 

れ など 言 ひて、 返事 をし ければ、 是を て、 けにく さぞ 有らん、 理 ぞ かしと て 打 泣 

み to せ  ちまた  もみ V^G- はせ 

きぬ。 去 程に 三年と 申す 神無月に、 姬 君の 親しき 人々 數多 寄り 蕖り給 ひて、 紅葉 合 あるべ 

あ す  あまた 

しと * 定めさせ 給 ふ。 明日に もな り ぬれば、 色 美しく 葉數多 有らん 紅葉 を 尋ね 侍る に、 此 

に  みな A おもて  * じお 

玉 水 夜更けて 打 紛れ 出で、 元の^ になり、 鳥 羽 殿の 南 面 の 塚に、 兄弟な ど ある 處へ 行き 

なのめ  いづく  -フ  ぁミ 

たりければ 見付けて 斜 ならす 悅び、 如何に ゃ何處 より 来れる ぞ、 失せぬ ると 覺 えて 後 


心から雲みー！^ 々 

1 紅葉 合 はは 

「もの •  つ から 雲 

.0 を h  , つる 望月 

の 袂に影 をさナ 

ぞ物 うき」 と あ 


哀をぞ I 紅 集合 

に 「哀 とぞ」 と あ 


さみだれの 程 は 雪ゐの 郭公.； i がお も ひねの 色 をし るらん - 

玉 水 やがて、 

心から 雪ゐを 出で て 郭公 いつを 限り と 音 をゃ嗚 くらん 

月 さえ、 

覺 束な 山の端 いづる 月よりも 猶嗚 きわたる 鳥の 一 聲 ， 

など 言 ひか はし、 夜 も 更け ぬれば、 內へ 入らせ 給 ひぬ。 され ども 玉 水 は 月殘り 多く 侍る 

とて 殘り 居て、 来し方 行く末 打 案じ、 扨 も 我 はいつ を 限りに 何となる べき 身の 果ぞ と、 

漫に淚 漏れ 出で て、 袖 も 絞る ばかりに 成りに ければ、 

いなり 

思 ひき ゃ稻 荷の 山 をよ そに 見て 雲ゐ はるかの 月 を 見る と は 

心から 雪ゐを 出で て 望月 の 袂に影 を さすよ しも かく 

心から 戀の淚 をせ きとめて 身のう き 沈む こと ぞ よしなき 

いと 久しく 歸ら ねば、 月 さえ 心 もと 無くて 立ち 歸 るに、 かく 吟むを 聞きて 怪しく 覺 ゆれ 

よそ にても 哀をぞ 間 く 誰 ゆ ゑに 戀の淚 に 身 をし づ むらん  - 
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供御 I 食事 


-內々 の 誤 


御 乳母に 伺へば、 さらば 唯 やがて 參ら せよ と宣 ふ。 悅 びて 引 装ひ參 りぬ。 見檨 容貌 美し 

かりければ， 姬 君も悅 ばせ 給 ひて、 名 をば 玉 水の 前と 付け 給 ふ。 何 彼に つけても 優に や 

ふ ザい  おんて うづ  く ご 

さしき 風情して、 姬 君の 御遊び、 御 側に 朝夕 馴れ 仕ラ まつり、 御手 水參ら せ、 供御 參ら 

せ、 月 さえと 同じく 御衣の 下に 臥し、 立ち去る 事な く 候 ひける。 御 庭に 犬な ど參り けれ 

ば、 此人 顔の 色 違 ひ、 身の 毛 一 つ 立になる やうに て、 物 も盒ひ 得す、 けしから ぬ 風情 なれ 

ば、 御 心苦しく 思され て、 御所 中に 犬.^ 置かせ 給 はす。 餘 りけ しからぬ 物 怖 かな、 此 人の 

御覺 えの 程の 御 羨し さよな ど、 傍に は 嫉む人 も あるべし。 斯くて 過ぎ行く 程に， 五月 

み 4*  さよち. St 

半の 頃、 殊更 月も隈 なき 夜、 姬君 簾の 際 近く ゐ ざら せ 給 ひて、 打 眺め 給 ひける に、 時鳥 

お とづれ て 過ぎければ、 

郭公 雲井の よ そ に 音をぞ 鳴く 

と 仰せければ、 玉 水取敢 へす、 

ふかき 思 ひの たぐ ひなる らん 

やがて わがの 心の 內と 口々 申しければ、 何事に か 有らん 心の中 こそ 懷 しけれ、 戀 とやら 

んか、 又 人に 恨む る 心な どか， 隆 しく こそと て、 


行き、 我 は 西の 京の 邊に 在りし 者な り， 無綠の 身と なり、 頓む 方な き 儘に、 足に 任せて 是 

あ もじ 

迄 迷 ひ 出で ぬれ ど. 行くべき 方も覺 えねば 頼み 奉らん とい ふ。 主の 女房 打 見て、 痛 はし 

や 尋常 人なら ぬ 御 姿に て、 如： 1: にして 是. まで 迷 ひ 出で けん、 同じく は 我 を 親と 思 ひ 給へ、 

男 は數多 候へ ども、 女子 を 持たねば * 朝夕 ほしき にと いふ。 さやう の 事 こそ 嬉し けれ、 何 

こ  なのめ  い S ほし 

處を 指して 行くべき 方 も 侍らす といへば、 斜 ならす 喜びて. 愛 み 置き 奉る。 如何にし 

て さもお らん 人に 見せ 舉 らば やと 營 みける。 され ど此 娘つ やく 打 解く る 氣色も 無く、 

ns ふ 君 ー きひ 折々 は 打 泣きな どし 給 ふ 故、 もし見給ふ1^?^など険は*.-、 我に 隱 さす 語り 給へ と 慰め けれ 

ャ y! ふ 人. 

ば、 努々 さやう の亊 は恃ら す， 憂身の めざましく 覺 えて、 斯 くむす ほれた る樣 なれば、 人 

おんそ は 

に 見 ゆる 事な ど は、 思 ひも 寄らす、 唯 美しから ん姬 君な どの 御 側に 侍りて、 御宮 仕 巾し 

たく 侍るな りと 言 へ ば、 よき 所 へ 有り付き 奉らば やし， J そ 常に. & せ ども、 さ も 思 召さ 

わら は 

ば、 鬼 も 角 も 御 心に は 遠 ひ 候 ふま じ、 高 柳 殿の 姬君 こそ 優に やさしく おはし ませば、 妾 

御^て う I 宋& が 妹， この 御所に 御 ひて うにて 候へば、 間き てこ そ. & さめ. 何事 も 心 易く 思 されん 事 は 語 

此 由と sf り 給へ、 違へ 奉ら じと 言へば、 いと 嬉しと 思 ひたり。 

^.^0^0 斯く 語ら ふ 所に、 彼の 者來 りければ、 此. ra と 語れば、 其樣を こそ. e. さめと て. 立ち 歸り 
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聞に 狐 一つ 侍りし が、 姬君を 見 奉り、 あな 美しの 御 姿 や、 せめて 時々 も かよる 御有樣 を、 

にても 見 奉らば やと 思 ひて、 木蔭に 立ち 隱れ て、 靜 心なく 思 ひ 奉りけ る こそ 淺 ましけ 

れ。 姬君歸 らせ給 ひ ぬれば、 狐 も 斯くて あるべき 事なら すと 思 ひて、 我 塚へ ぞ歸 りけ る。 

と , 禮 して 身の 冇 樣を觀 する に、 我 前の世に 如何なる 罪の 報に て、 か i る 獸と生 

れ けん、 Ik しき 人 を 見 染め 奉りて * 及ばぬ 戀路に 身を悄 し、 徒らに 消え失せなん こそ 恐 

しけれと 打 案じ、 潜 1 と 打 泣きて 伏し 思 ひける 程に、 よき 人に 化けて 此姬 君に 逢 ひ 奉らば 

やと 思 ひける が、 又 打 返し 思 ふやう、 我姬 君に 逢 ひ 奉らば、 必す 御身 徒らに 成り 給 ひぬ 

ベ し、 父母の 御 歎と 言 ひ、 世に 類な き 御有樣 なる を、 徒らに 爲し 奉らん， ^ と 御 痛 はしく、 

兎や角 やと 思 ひ亂れ て、 明かし 暮らしけ る 程に、 餌食 を も 服せ ねば、 身 も 疲れて ぞ 伏し 

t ろぶ  あるつ、 >  て 

暮らしけ る。 もしゃ 見舉 ると， 彼の 花園に 蹌踉ひ 出れば、 人に 見られ， 或は 飛礫 を 負 ひ 

或は じんどう を 射掛けられ、 いと V. 心 を 焦し ける こそ 哀 なれ。 中々 に 露霜と も 消え やら 

ぬ 命、 物憂く 思 ひける が、 如何にして 御 側近く 參 りて、 朝夕 見 泰り心 を も 慰めば やと 思 

ひ 廻らして、 或 あ 家の 許に 男ば かり 數多 ありて、 女子 を 持た で、 多き 子供の 中に ひとり 

il より  か. U ち あ 3 や 

女なら まし かばと、 朝夕 歎く を 便に て、 年 十四 五の 容 鮮 かなる 女に 化けて、 彼の 家に 


t んど う 1 祌 

頭、 頭な どの 

学 を あつ、 雜の 

1 種 


一一 不二 相 —原本 

「二十 五 相」 と あ 

P, 紅葉 合に よ 

りて む 


なほ Vv りば かリ 

は 一 H 々I 只 その 

ま-,^ Is- におく は 

殘 念に 思 ひ 
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中 比の 事に や 有り けん、 鳥 羽の 邊に高 柳の 宰相と ホ す 人お はせ しが、 三十に 餘り給 ふま 

で， 御子 もな く、 如何 なれば とて 歎き 給 ひて、 佛 神に 祈り 申し 給 ひければ、 ：HC 效驗 にや 北、 

の 方た r ならす 見えさせ 給 ふ、 御悅び 限りな かりけ り。 ^神無月の 初めつ 方に、 姬 君出來 

か しづ そだ  ？ 7 お、 かたち 

給 ひけり。 手の 上の 玉と 傅き 育て 奉り 給 ふ。 三十 二相の 御容 めでたく 誠に 傍ら 光ろ ばか 

りに 見え 給 ふ。 斯くて 年月 かさなる 儘に 十四 五に 成らせ 給 ふ 。吹く 風 立つ 波に つけても、 

>  ►』  おんす さび  たぐ ひ 

、も を かけて 歌 をよ み 詩 を 詠 じ、 何とな き 御遊 にても 類 難 有く おはしければ、 父母な ベて 

ならす 思し 傅きて、 なほ ざり ばかり は 痛 はしく 思 召し、 御宮： H にや 出し 立てん と 思す。 御： 

心樣 優に やさしく おはし ませば、 前栽の 4^ ども 喚き^れ、 四方の 山邊の 霞み 渡り， いと 

おんめ のミ な 

面白き を、 或 夕 暮に御 乳母 子の 月 さえと 巾す 女房 只獨り 御供に て 花園 へ 立 S で 給 ひつ、 

花に 戲れ、 何 心なく 遊び 給へ り。 此邊に は 狐と 中す もの 多く 住みけ る處 なり、 折節 比 花 
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し、 暫く 兩眼を ふたぎ ゐ給 へ ば、 頃し も 秋の 草花の 喚き 亂れ たる 中に、 時なら ぬ 藤， 山吹、 

すみれ はちす 

靈 、蓮、 其 外さ まぐ の 花の、 今 を さかりと 句 ひ 深く 露 を 含みて 月に 色めき 渡りけ り。 聖 

は御覽 じて、 さて はめんの 體を あら はしける ぞと思 ひ 給 ひて、 煩惱卽 菩提. 生死 卽. 报樂 

とい ふ 文 を 重ねて 示し 給 ふ。 たと へば 烦惱と 菩提、 又 生死と 淫槃は 水と 氷との 如し、 又 

響と 聲に 似たり、 しかれ ども 煩惱は 生死の 源 なり、 かるが 故に 思 ひの まよに 烦惱を 起さ 

ば、 生死つ くる ことなし * されば 只 一 心 不亂の 所に こそ淫 *K の 妙 諦は讚 歎 すれ、 過去の 因 

によりて お 情 非情の か はりあり とも、 この 妙 文に ひかれて 佛果を 得ん こと 疑 ひなし と囘 

向して、 もとの 庵室に 歸り 給へば、 束 雲の 空 も ほのかに 明けす ぐると かや。 心なき 草木 

のた ぐ ひだに も， 誠の 道に 入り ぬれば 佛に 成る こと 疑 ひなし。 此 草子 を 見 給 はん 人 は、 慈 

悲 正直 を專ら にして、 貪欲 邪見 戀慕 愛執、 もろく の惡業 ほんの 大敵の き ほひ か.. る 時 

にんにく じ ひ  て  しづ 

は、 忍 辱 慈悲 を循 にっき、 名號の 利劍を もって 是を鎭 め 給 ふべ し。 
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座 具— 佾の用 ふ 

さ 敷物 

くわし I 觀 じの 

なる ペレ 


葛 

葛の 葉の うらみ もな どか 殘 るべき 心の 秋の 風し 立た すば 

忘 草 

たをり つ i 三世の 佛に手 向 して 花に 薆 きを もい ざ 忘 草 

尾花  ， 

よろこびの 淚 なる らし 片 岡の 招く 尾花が 袖の露け さ 

荻 

秋風に そよ ぎいで つる 荻の 聲も おの づ からなる 法の ことわり 

たんじ やく  おんまへ 

かやう に 心々 のさ ま を 一 曾づっ 短册に 翁き つけ、 上人の 御前に さし 證き、 御い とま 申し 

て 立ち いづる かと 忍へば、 柴の戶 ほそ を さそ ひくる 嵐と 北ハ に、 播き 消す やうに 失せに け 

り。 上人 思 召しけ る やう は、 かく 心なき 草木まで、 和國の 風俗 を 知りけ るぞ やと、 いとお 

難く 思 召し、 かやう に 口す さみ 給 ふ。 

草 も 木 も皆佛 ぞと閉 く^はたれ か は 漏れん 法の 誓に 

かやう によみ て^ 野の 原に 立 出で 給 ひ， 座 具 をのべ 香 をた き、 一切 非情 草木 成佛 とく わ 
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短冊， I 傍 1,。 原本 

に從 ふ 


都に 御座 ありし 時 は、 あけくれ 寵愛せられ 中せ しに、 いつしか 捨てられ まゐら せて、 其 

妄執 深き 故に、 これまで 參り御 結綠に ひかれて * 佛某 をう くる 事 こそ 有難 けれ、 いざや 

めん/—  たんじ やく 

面々 のちまでの 御 かたみに、 腰折 歌な りと も 一首 づ つつら ね 申さん とて、 袂 より 短册を 

取りいだ して、 

夕顔 

問き うくる 法の 光 は 玉 かつら かけて ぞ 頼む 花の 夕顔 

思ひきゃ露を結べ る絲^^のこょひし花の紐とけんとは 

女郎花 

つ ひに 又 消 ゆべき もの を あだし 野の 露 をみ なへ し 手 向に やせん  . 

桔梗 

二つな く 三つな く 法 を 一 すぢ にきよ やうく ると 尋ね 來に けり 

百合 

のり  5 さん 

あ ひがたき 法の 敎は匿 疆 華の 花 も 心 を ゆりて こそ 問け  . 


二つな く 5  T 

は 歌！ JiF 棵の字 を 

隠したり、 以下 

^-の類多し 一 々 

註せず 


き 


六道 四 牛 ：1 前に 

？ -っ 


けながら 惡業 烦惱の 闇に 迷 ひ、 地獄に は墮 つるな り、 l¥lTi^I "ぎ-虻^?^ i、 

ミ 3 ざい か しょ- r- なんぼく  る てん 

柬西、 何 所有 南北と も あり、 迷 ひの 故に 三界の 流 轉 あり、 悟る 故に 十 方 も 空し、 本來の 

面目 を 明に 見れば、 東西 も 南北 も あるべ からすと 思 召し、 心の 玉 を 磨き 給 ふべ し、 たと 

へば 惡業 S 惱の おこる こと は大 洪水の 如し、 いかにと して これ を堰 きとめん や、 只 其 水 

を 切り 流しく せば、 終に は 水つ きぬべし、 その 水に 溺れ ぬれば 卽ち 地獄な り、 を以 

て 地獄 遠から す 極樂. まのあたり なり、 されば をの こなり とも 物 毎に 執著し、 あるひ は 叶 

はぬ 事 を 願 ひ 、又は 戀恭 愛執に ひかれ、 一念 を 切る ことなき もの は、 六道 四 生に 輪廻す ベ 

し、 女人な りと も 妄念 を 切りす てて、 ひとへ に 佛に賴 み 給 は， i 、何 を 疑 ひ あるべき ぞと、 

さまぐ に敎 へ 給へば、 此 女房た ち は皆隨 喜の 淚に袖 をうる ほし、 上人 を拜し 奉り、 あら 

お 難の 敎化 やな、 忽ち 輪廻 妄執の 雪晴れて、 眞如實 相の 月お のづ から 澄める 心地して、 

お 難く こそ 覺ぇ 候へ、 御い とま 給 はり 候へ とて、 皆々 座 を 立ちければ、 聖 怪しく 思 召し， 

さも あれ 力々 はいかなる 人々 にて おはします ぞ、 御名の り あれと 仰せければ、 此 女房 達 皆 

もとの 座に 直り、 上人の 仰せ こそ 御 ことわり にて 候へ、 身の 一大事 を 授かり まゐら せて、 

いつまで 我 名 を 包むべき、 いでく 我 名 を あら はさん、 我等 は 皆 花の精に て 候 ふ、 上人 
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おもて  やしゃ 

面 は 菩薩に 似て、 內心は 夜叉の 如しと も說 かれたり、 しかるに よっても ろくの 佛 にも 

嫌 はれ、 十 方の 淨 土へ 生る よこと も 叶 はすと， 一切の 經々 に 嫌 ひ 疎まれた る こと 其數を 

知らす、 そ もく 我 朝 は 粟散邊 地の 小國 とはい ひながら、 欽明 天皇の 御代に はじめて 佛 

. 法 此國に 渡り、 聖德 太子 これ を 弘め給 ひしょり ノ」 のかた、 佛法 流布の 國 となり、 惡 魔!： 道 

おの づ から 返き、 民の 煩 ひなく 國 おだやか なり、 津の國 天 王 寺 を佛法 最初の 御寺と して、 

11 藥師の 1 比 叙 山 延曆寺 は傳敎 大師の 開闢， 桓武 天皇の 御 建立、 藥師醫 王の 佛像 あり、 又 南都の 束大 

名  こうぶく じ  だいが らん  かさぎ  ごぐ わんし よ 

寺 興 福 寺 は三國 一 の大 伽藍、 聖武 天皇の 御 建立、 笠 置の 寺 は天智 天皇の 御 願 所、 高 野の 峯 

し. おやま たて や たけ  だけ た フミ 

は 弘法 大師の 御 開闢な り、 其 外 白山、 立山、 富士 の嶽、 戶隱 山、 釋迦 の嶽、 尊き 山々 峯 

M^^A 峯 寺々、 靈佛靈 社數を 知らす おはし ますが、 峯を さかへ 谷 を 限り、 女人 を 深く 嫌 ひ 戒め 給 

ほか  さんしよ、 フ  たう 

ふ， そかし、 誠に 內には K 障の 罪深く、 外に は三從 のさ はりあり と ii く、 又 唐の C 樂 天が 詞 

にも、 人生れ て 女人の 身と なること 勿れ、 百年の 苦樂 他人に よれり と あり、 誠に かやう 

に內典 外典に 嫌 はれ、 かく 淺 ましき 罪業の 人々 の、 いかで 怫に 成り 給 ふべき を、 釋迦如 

無量 5! 無量 來の御 慈悲の 有難 さは、 一念 隨 喜の 功德 して 無量 ざいの 罪を滅 し、 卽身成 佛と說 き 給 ふ、 

又 法 華の 名文に、 草木 國土 悉皆 成佛 とも 說 かれ たれば、 有情 非情に 至る まで、 皆佛性 をう 


多 牛； 劫— 多くの 

生死 を 《 たる 遠 

き 昔 

方々 の 有樣を l 

此下 は股玄 あお，， 


一條、 ii 司、 伏 見^の 姬宮 か、 菊亭、 築 室、 西阁 寺、 その外 家 高き 人の .败 君なる らん、 し 

からば 玉の 簾、 錦の 帳の 內 にて、 常 は 琵琶 を彈 じ、 琴 を 調べ、 歌 を 詠 じて おはす らん、 


又假 初の 物詣 などに も 御輿 車 花 を 飾り、 舍人雜 色 あたり を拂 ひ、 上 菔、 侍、 御供 巾し、 

鞍 の 山の 樱狩、 賀茂ゃ 八幡の 物 まう でな どに こそ 出で させ 給 ふべ けれ、 かよる いぶせ 

き柴の 庵の 內へ、 しかも 夜 ふけ 物凄き 折 ふし、 御供 中す 人 もな く. かち はだしに て 來り給 

ふ は、 只 人間に て はよ も あら じ、 愛 {R: の 山の 太 郞坊、 比 数の 山の 二 郞坊、 鞍 2? の 奧惜正 

が 谷に すま ひ をな す 小 天狗の 通力 をめ ぐらし * 此聖が心を迷はせて魔^^ へ 引 入れん とて 

来りた るか、 さらす ば此 山に すむ 虎狼 野 千の もの どもが 餓を 助からん ために、 此愤 をた 

ばかり 命 を 奪 ひとり， しぶ むら を 服 せんとて， 女に 變 化て 來 るらん、 よし それ とても 力 

なし， たと ひ 魔緣の # なりと も、 又 虎狼 野 千 にても あれ、 _此界へ生をぅけたらん^|^の、佛 

法に 近づく は 多生 劫の 緣ぞ かし、 一 倡 一句の 功 i^i にて、 無骨： 無邊の 罪を减 し、 佛果 菩提 

に 到らし めんこと 疑 ひ あるべ からす， 方々 の 存樣を * 佛の 戒め 給 ふところ を， あらく 示 

し 巾さん、 まづ 槃經に 見えた る は、 三千 大千 世界の もろく の 男子の 烦惱を 合せて、 

女人 一 人の 業 障と すと 說き袷 へ り、 あるひ は 又 女人 は 地獄の 使な り、 長く 佛の種 を 絶つ、 
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を蔡ひ 參り候 ふと、 淚に 咽び 申しければ、 聖も 君 も 墨 染の袖 をぞ濡 されけ る。 又 その 

あとより つ， ごき、 二十ば かりなる 女房の 二十 四 五 人い ざな ひ 來るを 見れば、 いづれ も 花 

を 飾りた る有樣 なり。 

あるひ は 紅 に. E き 袴 をき、. 白 綾に 紫の 袴 ふみしだき、 十二 一重の 衣に 花づ くし 縫 ひて、 

又 唐 綾、 錦、 色 をつ くして 飾り立て、 次第々々 に 拉みゐ たり。 中に も 少し 年た けたり 

と 見えた る 女房、 上人に 向 ひ 申す やう、 これまで 誘 ひ 參り候 ふ 人々 は、 御 覽ぜら れ候ふ 如 

く、 いづれ も 若く 候 へ ども、 罪業 深き 女の 身ながら、 月 花に 心 を そめて 明かし 暮らす のみ 

にて、 身の 後の 審をも 知らす 候へば、 都の うちにて いかなる 知識 をも賴 みま ゐらせ * 御 

示 もも 受け まゐ らせんと 思 ひながら、 心ならざる 身の 悲し さは、 いっとな く 打 過ぎぬ、 今 

この 上人の 御 事 世に すぐれさせ 給 ひて、 た ふとく 有難き 御 慈悲とう けた ま はり 及び 候へ 

ば， 皆々 これまで 誘ひ參 りて 候 ふ、 か よる 愚痴の 迷 ひ を 夢ば かり はるけ てた び 候 へ とて、 

いと あはれ けに ぞ見 えけ る。 聖聞 召し、 こ は 不思議なる 御 事 かな、 方々 の 御 有 樣を見 奉 

おつ ぼね 

るに 只 人なら ぬ 御よ そ ほひな り、 雪の 上人に て 御 渡り 候 ふか や， 十二 人の 御 局の 中 

にても、 女御 后 にても おはす らん、 さらす ば 公家の 屮 にても _ 近衞殿 か、 九條殿 か、 ニ條、 


受け まゐ らせんた めに、 これまで 參 りて 候 ふと 申す ところへ、 又 の 程 は 二八ば かりな 

る 女房の、 柳 色の 衣き て、 薄 紫の 小袖 上に かづき、 する くと さし 入り、 彼の 尼 君の 脇に 

直り、 みづ から も 御 跡 を 幕 ひま ゐり候 ふ、 五 障 三從の 雲 M: うして 真如の 月 を 澄ます こと 

なし、 今 遇 ひ 難き 緣に ひかれて、 是 まで 參 りたる こそ 嬉しう 候へ、 いかさま にも 上人の 

御敎に まかせ、 末の 闇路 を はらし まゐ らせんと て、 露に 萎れ 淚 にむ せびて ぞ禮拜 しける 0 

か. -る 所に 又 十四 五ば かりなる 女の、 薄 萠黃の 衣き て黃 なる 小袖う ちかづき、 足. U ゆく 

內へ 入り、 いと 面 は ゆ ゆにて 尼 君の そばに 打ち そばみて ぞ居 たる 有樣、 いはん 方な くら 

ふたけ て 見えけ る。 聖御覽 じて、 いかなる 人々 なれば 召し つれら るよ 人 もなくて、 かく 淺 

ましき 庵の 內 へ は 渡らせ 給ふぞ との 給 へ ば、 かの 女房し ばし は 御 返事 を も S. さで や よ あ 

ち は t  みなしご 

りて、 みづ から は 父母 もな き孤兒 にて 候 ふが、 いとけ なき 時より 物 思 ふ 事絕ぇ やらで、 道 

芝の 露と も 消えぬ ベ く 思 ひつる に、 繁 がぬ 月日た ち 行く ま-. に、 いと r 思 ひ はます 鏡， 面 

あけくれ  あか  f 

影に たつ 父母の ことなつ かしき 明暮 は、 煩惱 の！ あつく 積り、 拂ふ 心の 風絕 えて、 猶妄 

しふ くもき り  おんち f 

執の 雪 霧 を、 いかにもして 晴らし やせんと 來り 侍るな り、 上人の 御 値遇に ひかれ、 輪廻の 

ふ  む ゐ ほふらく うてな  かた t  _ 

業 を 免れ、 父母 われら 諸共に 無 爲法樂 の臺に 到らん と 思 ふ 心 を しるべに て、 力々 の 御 跡 

胡蝶 物語  、  五六 一 


御 _ 伽 草紙 


五六 0 


五 逆十惡 I 前に 

r つ 


深き 4=f の 身に て 候へば， 今上 人の 御敎 をう け、 後の世 を 助かり まゐ らせんと 思 ひ、 これ 

まで 參 りて 候 ふとい ふ。 聖聞 召し， 仰せ はさ も あるべ けれども、 かやう に 世 を 捨て はて 

いほ h-  にょにん 

たる 庵の 内へ、 女人の 御身なる に、 しかも 夜更けて いかで 入れ. e. すべき ぞ、 急ぎ 歸らせ 

袷へ と 仰せければ、 此 女房き i て、 上人の 仰せに て 候へ ども、 罪深き 女の 身に て 候へば 

こそ 法の 庭に は 近づき 候へ、 五 逆 十惡の もの、 女人、 非情 草木まで も 助け 給 はんとの 佛 

の 御 誓願に て 候 はす や、 そのうへ 我 身 かやう に 老いた る 尼の 事に て 候へば、 何 か 苦し かる 

べきと て、 かづける 衣 を 引きの けたる を、 柴の編 戸の ひまより もさ やけき 月に 見 給へば， 

,f 'すめ *sy きぬ ね h- ねき  た， *f 

六十に 餘 りたる らんと 思しき 尼の、 薄靑の 衣に 練 貫かみ にう ちかづき、 露に し をれ て \ ィ 

みたり。 聖見給 ひて、 さて は 苦しから ぬ 者 ぞと思 ひ、 柴の 編戶. ^開き 給へば、 此尼 やが 

て內に 入りぬ。 

聖 仰せけ る は、 この あたりの 人と 仰せ 候 ふが、 こ- -は 人里 遠き 所なる に、 夜 ふけて しか 

も 女の I 人 渡らせ 給 ふこと、 かた， ^不審に こそ 候へ と 仰せければ、 誠 は 五條 あたりの 

者に て 候 ふ、 都に て は 常に 參り 仕へ しことの 候 ひし、 昔 を 語り 申さば 思 召し あはす る 事 

の 侍るべし、 それ はま づ さしおき、 か i る 迷 ひ 深き 身の ゆく へ、 ー偈 一句の 御 示し を も 


鏺 さだかに 閒 えければ、 又もや 聞かん 入 合の 鐘と 詠せ し 歌 を 思 ひいだ して、 

いつの まに け ふの 日 もはや くれは どり あや しき 程 の 入相の 鐄 

かやう に 折に ふ れ 事に 隨ひ、 心 を 澄まし 明か し 暮らし 給 へば、 都の うち は 云 ふ に 及ばす、 

近 國他國 の 者まで も傳 へ ii きつよ まう で 来り、 この 聖を拜 し 奉り、 末世の 泶生を 助け 給 は 

ん とて、 彌勒佛 の 生れ 來り給 ふと 云 ひなら はしける が、 おの づ から 彌勒 上人と ぞ 人の. & 

しける。 あまりに 人の 多く 築り ければ いと はしく 思 ひ 給 ひて、 • 

聲を きょ 色 を 見る にも 世の中に 心と まらぬ 墨 染の袖 

. ひとり 世 をの がれて すめる 庵 なれば 軒 もる 月 もい と はしき かな 

かくて 猶も 浮世 遠 からん が を もとめん とて、 北山の 奥へ わけ 入り、 人氣 稀なる 峯に柴 の 

^ を 結び、 行 ひすまして おはしけ るに、 或 夜夜 半ば かりに 柴の 編戶を ほと くと 叩く 音 

す。 野 分の 風の さそ ふに やと 思 ひ、 ともし 火 を かよけ 心 を 澄まし 開 きゐた るに、 重ねて 

お W  きた  てんま はじ d ん 

物 巾さん とい ふ 音す o。 晝だに 人のお とづれ ざるに、 いかなる 者の 來 るべき、 只 天魔 破 旬 

の わが 道心 を妨 けんとて 來 るらん、 よし 何者 にても あれ、 澄ましつ る 心の 月 は 蘗らじ も 

の をと 思 召し、 誰なる らんとの 給へば、 これ はこの あたりの^ にて 候 ふが、 元より 罪 ^ 

胡蝶 物 ,  五 五 九  . 
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うつつら. I 提^ 

尊者と 交際 あり 

し i ^咀羅 (ゥ プ 

タヲ) を. S ふに 

キ 


悲願 I 怫が 衆生 


を 起し 願 を 1 卫て 

行を修 し諸顙 を 

滿 てた まふ 意に 


f  ^ 


はす、 況ゃ 人間に おいて を や。 東方 朔が九 千歳、 うつつら の 八 萬歲も 名のみ 殘れ るば かり 

なり。 か ぶ る敎 をう けながら、 色に そみ 香に めでて、 一 一度 輪廻の 業に か へ らんこ そ淺 まし 

けれと 思 ひ 定めて、 前栽に 植ゑ おきし 花に も 心 をと めす、 日 比 あつめお きし 資財 雜艮を 

こみ も  い i り 

も打棄 て、 麻の 衣の 墨 染を 身に まと ひ、 東 山の かた ほとりに 草の 庵 を 結び、 夕べに は 3 県 

如實 相の 月 をす まして、 春の 花のう つろ ひ、 秋の 木の葉の 散りつ くす につけても、 いよ 

いよ はかなき 世のお 樣を觀 じて， 

生ける もの 草木の みか は 何 かさて 此 世に 殘る物 や あらなん 

きょみ づ 

かやう に 口す さび、 溃水 のかた を 眺め やり、 南無 大慈大悲の 観世音、 悲賴 たがへ 給 ふな 

と 伏し 拜 みける に、 南に あたりて 煙 ほのかに 見えければ、 ゆに 是は鳥 部 野に てぞ あるら 

ん、 主 は 誰と もしら 雪の 消えて さきだつ 夕烟、 いつ 身の上に なるべき ぞゃ、 末の 露 本の 

I 下と 詠 じけ ろ 彼の 遍昭が 言葉 も 思 ひいだ されて、 いと あはれ なりければ、 

見れば ゆに 心細く も 鳥 部 野に 絕 えぬ 烟の あけくれの 空 

あした  こ、 っ^ん  せいろ  ！ * こ 

誠に 朝に は 紅顔 ありて^ 路に 誇る といへ ども、 夕べに は 白骨と なりて、 郯 原に 朽ちぬ と 

ひ V しほ  ,S ち こち 

つらねお きし も、 今一 入の あはれ をぞ -M しける。 さる 程に 夕陽 西に 倾き， 遠近の 寺々 の 


こんで 5 駒 I 馬 

の 名、 金泥、 乾陟 

などの 字 を あつ 

舍匿 大臣— 大臣 

と あ る $ ぶ か 

レ、 童子、 舍 人な 

ど W ふが 常な り 


1 一一 世 了 達 I 過去 

現在 未来の 11 一世 

を 分明に 達觀す 


もい と  一 i なほ、 秋の 哀は 知られけ り。 入り日の 殘る 山の端に、 錦 を さらす もみ ぢ_ 架 も、 化 

あかつき  さもし ぼん tli 

濃き より や 散りぬ らん。 曉 かけて 小男 鹿の 妻 戀ふ聲 を 聞く につけても、 烦惱の に 迷 

きたし 

ふらんと 打 詠め 給 へ ば、 や うく 秋 も 暮れ、 冬の けしきに 變り來 て、 木の 紫 を さそ ふ 北 時 

ひれ 4. のへ  すみがま  やまがつ 

雨、 尾 ヒも峯 も 白妙の、 雪 ふり うづむ 炭 竈の、 煙たえ たる 山賤の 住みか も 思 ひ 知られつ 

つ、 いと r 哀は まさりけ り？ 是を見 彼 を 10^ るに つけても、 皆 菩提の 種なら すと いふ こと 

なしと て、 いよく 發心 修行の 御 志 深く 成り 給 ひて、 十九の 御 年の 八月 十五 日の 夜、 內 iaS 

yA  しゃの くだい しん ひミり  だ A タ くせん 

を 忍びいで 給 ひて、 こんでい 駒に 召され、 舍匿 大臣 一人 召し つれ、 櫥特 山の さかし き路 

を 凌ぎ 給 ひて、 阿羅々 仙人 を 師と賴 み、 やがて 菩提樹の もとにて 御飾り をお ろし 給 ひて、 


あさ ころも  * 

花の 快 を ひき かへ 麻の 衣に 御身 を やつし、 御名 をば 8^ 曇沙 彌とぞ S. しける。 曉は 谷に 下 

りて 11 伽の 水 を 汲み、 晝は ひめ もす 峯に 上りて 花 を 摘み、 つま 木 を 採り、 夜 はよ もす が 

ら座禪 の ji^ に 御 まなこ を さらし、 衆生 濟度 のために 難行苦行し 給 ひて、 終に 正覺 ならせ 

給 ふ。 昔 は淨钣 大王の 御子 悉陀 太子と 申せし、 ；今は 三界 獨 尊の 釋迦 如来と 現れ 給 ひ、 】 

切の 衆生、 有情 草木 國土 までに. 成 佛の緣 を 結び 給 ひて， 御 年 八十 にし て 一 一 月 中の 五日に、 

頭 北面 西に 臥し 給 ふと かや。 されば 三世 了 達の 御佛 だに も、 無常の 捉は のがれさせ 給 
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五 七 
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須彌の 四洲— 須 

彌 山の 四方に あ 

さ南瞻 部洲、 東 

膀 祌洲、 西 牛 X 

洲、 北 俱盧洲 を 

$ ふ 


しせつ 1結 夏、 

解 夏、 冬至、 元日 一 

の 年中 四大 行事 

を 四 節と h ふ 


え 衰へも 又 かくの 如し。 須彌の 四洲の 中に も、 此 世界 は 老少不定の 境 なれば、 一代 敎 主の 

じ 9.、1 ぼんだい わ， r- 

釋迦 ほとけ 末世の 衆生に 生死 無常の 定めな き 事 を 知らし め 給 はん 御 方便に、 淨飯 大王の 

后摩耶 夫人の 胎内 を かり 給 ひて、 假に 人間に 生れ 悉陀 太子と 申し 奉りし が、 十九の 年の 

御 年より 發心 修行の 御 志 ありければ、 御 父淨钣 大王 これ を 歎き 思 召して， いかにもして 御 

心 を 慰め 給 はんため に、 都の ま はりに しせつの 四季 を 擧び給 ふ。 太子 は 之 を叙覽 あるに、 

まづ東 表に 出で 給へば、 改まりぬ る 春の 空， こち 吹く 風に さそ はれて、 梅が 香 ふかき 山 

の 端に 晚 き亂れ たる 初 櫻、 今 を さかりと 岩つ よじ、 松に か i れる藤 波の、 よせく る 井手 

の 山吹 も、 散り 亂 れつ i 飛ぶ 蝶の、 はかなき 夢 や 頼む らん、 霞の 離隔て つ i 百 囀りの 鳥の 

0, きく も 長閑け き 景色な り。 され ども 時 移りな ば 花 も 散りう つろ ひなん、 誠に 是も菩 

* ヒきは かき は 

提の種 ぞと思 召し 過ぎさせ 給 ふに、 南 表 を 見 給へば、 常 磐 堅 磐に 繁りぁ ひ、 卯の花 さける 


木の間より、 歸 らんに は 如か じと 鳴きす てて 行く 時鳥、 あとな つかしき 橘、 のか をり も 深 

さは A づ  かきつ ゆた  はちす 

き 紫の、 雲 を ひたす か澤 水に、 色 も 異なる 杜若、 風 さへ 薰る莲 の 絲のノ 濁りに しまぬ 御 心 

地に て是 にも 更にめ で 給 はす。 西 を 遙に見 給へば、 秋の 景色の いろくに、 千草の 花の 

きつ r く、 裾野の 原の 絲薄マ び もとめす 散る 露に、 萎れて 蟲の聲 さやぐ、 鳴きす がるに 


胡蝶 物 語 


屮比の；？^-にゃぁりけん、 都 近き あたりに こて ふと 云へ る 人 あり。 いかなる 故に や、 此人 

は 妻 を も かた •  らふ 事な かりければ、 愛すべき 子 もな く、 只 春秋の 花に うき 身 を や つし， 色 

せん 

色 さまぐ の 草木の 花の 種 を 第め て、 ，；1 栽に う ゑお き、 是を樂 みければ、 京 わらん ベ ど 

も 此人を 胡蝶と 名 づけけ るな り。 胡蝶】 人の 母 を もちけ るが、 世に こえて 孝行 をな し • い 

つき かし づきし に、 五十 ぢ あまりの 秋の 比、 假 初の 風の 心地と ていた はりつき、 程なく 

十日が うちに 空しくなりぬ。 此人 よその 歎きに だに 深く いた はる 人 なれば、 まして 恩愛 

深き 一 人の 母に 別れし 事 なれば、 天に 仰ぎ 地に 伏し、 是を 歎き 悲 みけれ ども 其 甲斐な し 0 

る？ しゃ ぢ やうり 

誠に 會者定 離の 習 ひなれば、 誰か この 道 をの がれぬ べきと 思 ひとり、 せめて の^に 花 固 

にいで て 心 を 澄ましけ るに、 あしたに 盛な りし 花の ゆ ふべ にう つろ ひ、 夕 露 を 含みて 笑 

し.. ズ  おきて 

める 花 も 明くる日 影に 散り 萎れぬ。 誠に 盛^ 必衰の 捉 まのあたり なり。 ^の 巾の 人の 榮 
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にて 髮を 剃り、 それより 三 熊 野に まゐ り、 三つの 御山 を 伏し 拜み、 その後 諸國 をめ ぐり 

つよ、 かやう に 成り Ei^ てぬる も、 誰 ゆ ゑぞ、 露と 消えに し 骨姬の 菩提 をと はんため なれ 

ば、 恨みと 更に 思 はぬな り。  * 


くろふ  五 五 三 


御伽 草， 欲 


五 五一 


たう 3 う 神 I 道 

陸 神に て 道祖神 

の 事な . 

术宮 薬師— 本宮 

は 薬師の 衍 

ひれう 稱 現- 1 飛 

攏 なり 瀧 を本讲 

として rs^ る 


さんてんの 中の 

fe か ゑ ぼし— 未 

詳、 しさんて 

んは 摩利支天、 

大黑 天、 辨財天 

の 三 天なる ペレ 


鎭 守 八幡 大 菩薩、 春 日、 住吉、 . 北 野天 満大 自在 天神. 伊勢 天照大神， 山に は 山の 神、 木 

に は 木魂の 神， 地に はたう ろう 神. 河に は 水神， 熊 野 は 三つの 御山. .jl 宮 藥師、 新宫は 

阿 彌陀. 那智は ひれう 權 現. 瀧 本 は 千手観音 • 熱 田の 大明 神、 富士 の^ i, ガぃ! fc、 信 濃 

に は諭訪 卜： 下の 大明 神、 善 光寺の 阿彌陀 如來， 南無 三世の 諸 佛を請 じ おどろかし 候ふぞ 

や 0  • 

さてく <r 生の 花の 緣、 かやう に 散り はて ま ゐらせ 候 ふべき と は、 夢にも 更に 知ら ざり し 

、  A づき  みづた む 

に 甲.； ひも よらぬ 梓の 聲の水 手 向け かたじけな や、 誠にく 偕老同穴 のかたら ひも、 綠 

つきぬれば 甲斐 もな く、 比 巽 連理の 言の葉 も、 かれぐ になる さ.. め 一一 isl、 誠にさん てん 

の 中の たか ゑ ほしに、 中 したき 事の 海山 語りても く盡 きせ じ、 かつく： 14、 時名殘 惜し 

きこと、 後 ffi の 障に なり 候ふぞ や、 さても./ \» 不思議なる 事に て， かやう に 候 ふや、 さ 

りながら 思 ひ 切り、 これく も 思 ひ 候へ ども、 九泉に か-り ま ゐらせ 候 ふ 間、 夜 六 度、 

晝六 度、 十二時の 苦み、 御 推量し 給へ、 語る ははても なし、 閻魔の 前 を 忍びて、 これ ま 

で參 りて 候ふぞ や、 いざや 魂 彌 陀の淨 土へ いそぐべし。 その後 ふくろ ふ猶々 歎き まさ 

りけ り。 はや 浮世に よし もな く、 元 結 切りて 西へ 投 ゆ、 高 野の 峯 にあがりつ../ 奧 の-お 


御伽 草紙 
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あは 逢 は 

&と 引合 は & と 

兩意 

R なら &s々.l 

鶴の 歌な り、 雀 

の 千 SW より、 鶴 

の 1 聲の諺 に 依 

る 

見し ょリも S な 

1 雀の 歌 なり、 

躍る と. S ふに 歌 

主 知 ちれた リ 

此 君の  一 K々l か 

うぶ WN てに 幅 蟻 

を かく レ たる 也 

»s とか けられ 

て I ほる は 雉の 

鳴 聲なリ 

とって こ う 

の 鳴 聲を瞎 した 


梓 I 梓 巫に 口 寄 


神お K1 し. 佛 

の 名 を 呼， ひて 其 

來降を 乞 ふ を h 

ふ 


四十から 今 この 年に なりぬ まで あはぬ 戀に ぞ身を やつし ぬる 

ラそ姬 を 思 ふ 心 は 深 草の 野邊 にいつ までね. を や 鳴きなん 

數 ならぬ 雀の 多き 聲 よりも わが 一 聲に 靡. け う そ 【娘 

見し よりも その 面影に あこがれて 躍り ま ゐれど 逢 は ぬ 君 かな 

此 君の なさけ を 深く かう ぶりて 末た の も しく 臥す 巾 も. が な 

な さけ 

うそ 姬の情 を ほろ とか けられて 世に なき 鳥と 人に いは れん 

思 ひき や つれな き 君を戀 にして 夜半に かたみ をと つて、 ^ うと は 

その後 壁に 耳、 岩の 物言 ふ 世の なら ひ、 此事上 見ぬ 鷲 さまへ 洩れ え， ふくろ ふの 方へ 

はい 鷹の ころく を 討 手に 向けられ けり。 然るに ふくろ ふ は 早く 木の 隆 におち にけ り。 料 

簡 なくして うそ 姬を 害し 給 ふ 0 此由ふ くろふう けた ま はり、 起臥な けき 沈みけ る。 目 も あ 

ふ ぞい  か たな  ん， んる. 0 

てられぬ 風情な り。 せめて 腹 を 切らん とて、 に 手 を かけ 給 ふ 所 を ふくろ ふの 緣類 みよ 

づ くの きすけ 意見. & しける は、 腹 を 切り 候 はんより うそ. g の 亡き 跡 を 御と ぶら ひ 候 へ と 

のち  あづさ 

申しければ、 ふくろ ふけに もとて 思 ひと r まり、 その後 彌陀を 頼みて 梓に かけに ける。 


まづ 神お ろし をぞ 始めけ る。 上 は 1^ 天帝 釋、 四大天 王、 閻魔 法王、 五 道の 冥官、 王城の 


乙が るく lir 

焦の 兩意 

あ ふみ Igsl  < 

身、 近； 1 


歸り ま. 0 らせん. 

1 歸り ま. Q らせ 

んの 

せん 時， I せし 時 

の SS 

くる. I 来る、 0 

る 

よる Al、 as る 


翼 連理の 契をぞ こめければ、 ふくろ ふ餘 りの 嬉し さに • 中に も かやう にき 姬の寢 物語の 

やう は、 蟹の しわざ ゃ藻鹽 草、 火屋の けぶりに あらね ども、 はや 浦風に 打膨 き、 さ， どめ 

言 さま < ^なり。 そのの ち ふくろ ふ も、 扨々 此 程の 君に 心 をつ くし 舟、 こがる-ことの 悲 

お ミ 

しかりし に、 終に あ ふみの 鏡 山、 むか ふ 心の うれし さよ、 又 そ もじ は 昔に き i し 瀧の 水、 

かやう に 落ち あ ひま ゐ らせんと は、 夢にも 更に 知ら ざり し、 悠々 と 御物 語. E. したく 候へ 

ども、 人目 を 忍び ま ゐり候 ふ、 はや-/ \ -歸 りまゐ らせんと. 十ニひと へ の3^をひきか へ、 

はや 歸 らんと せん 時、 ふくろ ふ餘 りの 悲し さに、 泣く/. -耿 をよ み 侍りけ る。 

片絲 のく る ほどなら ばと まれ かし 深き なさけ はよ るに こそ あれ 

とよみければ、 又鴛. g の 御 返歌に、 

かりそめに ふしみ の 野べ の 草枕 露 ほど とても 人に 知らすな 

こレ をれ 

とよみす てて、 急ぎ. M へぞ歸 りけ る 。もろく の 鳥 ども 此由 を^ 及び、 鬱 の 方へ 腰折 

なりと も 一 首お くり まゐ らせんと、 思 ひ/^ に 歌 をよ み 侍りけ る。 

君 ゆ ゑに 身 を 墨染に そめな して 深山烏と なる ぞ 悲しき 

我戀 をた がしら 鷺の 願 ひに は 君と 岩屋に ふた-り 住まば や  . 
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五 四 八 


さとらん 11 さ ， 

ら ねの 訛 

あかくな *; 乙 - 

I. あかなる 己 _ 


逢 はんと— お 下 

に 「なりと て」 の 

文字 あるべき 所 

なジ 

さ こ そしる しな 

り. ー さて 乙 そ M 

なれの 意 

け わ 乙 レ— ゆり 

こ しの 設 にや 


よ ひ は 待ち- 1 古 

歌な リ 


さろ 程に ふくろ ふ餘 りに 事の 物憂 さに、 木の 藥 かきょせ 枕と し， 少し まどろむ ところに 

夢をぞ 見たり ける。 われ は 山の 藥師 なり、 さても 鱟姬の 方より よき 返事に て 候 ふ を、 そ 

れを 知らす して さとらん ことの 不便 さよ、 こんよ 過ぎて 又 こんよ と は、 明日の 夜の 事な 

り、 天に 花 さきと は、 e: 星いで させ 袷 ふこと なり、 地に 實 なると は、 ほのかに あかく. な 

きこと なり、 西方の 彌 陀の淨 土と は、 これより 西の 阿彌陀 堂の 事な り、 それにて あすの 夜 

の 月いで 候 はぬ に 逢 はんと、 起させ 給 ふと 夢に 見て、 かっぱと 起きて いふ やう、 さ こそし 

るし なりと 思 ひ、 俄に 支度して 阿彌陀 堂へ ぞ 行きに けろ。 さる 間 かの 所に 夜もすがら 待 

ちに ける。 夜中の 時分に 少し まどろむ 所に、 鴛姬 十二 一重 を 引き 飾り. めのと の 女房 ひき 

つれて、 阿彌陀 堂へ ぞ 行きに ける。 ふくろ ふま どろむ 姿 を 見て けお こし、 そこにて 一首 

の 歌 をよ まれたり。 鷺"败 の 御 歌、 • 

思 ふと は 誰. かいつ はりのう そぞ かし £0 はねば こそ まどろ みぞす る 

とよみければ、 ふくろ ふ 返歌に、 

ょひは^^ち夜中は怨みぁか つき は 夢に や ん とまどろ み ぞ す る 

とよみければ、 駑. 败此歌 をき こしめ して， 打 け顏 にて 御物 語いた しま ゐ らせんと、 比 


ズの中 .5 そ 3 し 

く. ー 种怫を 起請 

にたてた るより 

恐し と h ふなり 

み Xn ほの あはの 

—瑶 穂の 粟 を 水 

の 泡に Mis かゆ 

たり 

こんや I 乙の 世 

の 誤 か 

山 雀に 渡し ゆり 

I 原本 「山 雀の 

渡し けり」 と 0 

. ^りたし なみ 1 

「*5 り」 の 二字 誤 

ある ペレ 

ふせ 1 風情なる 

\レ 


とよみければ、 脅姬 返歌に 及ばす、 山 雀に いふ やう は、 誠によ くく 間き 給へ、 年 比 上 

みぬ 御 方より さまぐ の 御 ことの 限 あらね ども、 御 返事 も 申さす 候へ ども、 そ もじの 御 

つか ひに まし ませば、 事 かりそめの 水 塞 もい かで はかなく 洩 すべし とて、 御 返事 をぞぁ 

そばし ける 0 

あからさまなる 御言の 葉， 誠に 水 紫の あと 打 匿き 難く、 ながめ ま ゐらせ 候 ふ。 さて は數 

ならぬ 身に 心 を かけさせ 給ム かや。 返事に 及ばす 候. へど も、 文の 中 おそろしく  ひま ゐ 

こミ かりそめ  かつら & 

らせ 候て、 事假 初の 巾し 事に て 候へ ども、 我 身は賤 しきもの にて 候へば、 そ もじ は 葛 城 

山の 神の ゆかりに てまし ませば、 誠し からす 思 ひま ゐらせ 候 ふ、 みづほの あはの 假 初に、 

末 も 通らぬ 物 ゆ ゑに、 仇名 立ちて は 何 かせん、 なかく 人に は 始めより 問 はれぬ 怨みの あ 

らば, .>  そ。 さりな • から そ もじと こんやの 幾綠 うすくして、 契りし， 〕 ともよ も あら じ、 來ん 

世す ぎて 又 来ん 世、 天に 花唤き 地に 實 なり、 西方の 彌 陀の淨 土に て 契りなん と 喪き と *i 

め、 山 雀に 渡しけ り。 山雀斜 ならす に 思 ひつよ、 急ぎ 歸 りて ふくろ ふ 殿に ぞ 奉りけ る。 ふ 

くろふ 戴き 開いて 見る に、 おりたし なみた る 言の葉な り。 山 雀 もさ も 曲な けなる ふせに 

て歸 りけ る。  -- . -,^ 
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彼の 鶯姬の 云な 

I ズ章 調 はず、 

「彼のう そ 姬 へ 

わが 玉章の 誠に 

と-^ き」 の な 

る ペレ 


たと へ ぱ 使 

用法 一 種 特^な 

り 申して 兌れば 

の 意と 聞 ゆ 


もな き 浮 草の、 苔の 袂も 朽ちぬ ベ し、 まつこと わり も かれぐ になり ゆく 袖 も， LC 雲の， 立 

ち 迷 ひゆく 有樣 にて、 肇 をと r め 巾すな り。 かやう つ 書き 認めて 山 雀の こさく 殿に 渡し 

ナ り。 

ぶっしんさん は .3 き せい 

その後 ふくろ ふ佛神 三寶に 祈誓 中し ける 中に も. みやまの 藥師へ 願 害 を 認めて こめけ る 0 

南無 藥師 gs? 光如 來、 彼の 鷺姬の わが 玉章の 鴦姬へ 誠にと つき、 よろしき 御 返事 を 給 は 

ゑ  ちり ほ こ が， a  p. つらく 

り， それがしに 笑み を 含ませ 給 ふ ものなら ば、 藥師の 御 寶殿を 金銀 を 鏤め、 黄金の 瓔珞、 

けた はり  W ちゃ、 3  きりいし  いさ, *j 

瑪瑙の ゆき 桁、 玻璃の 柱、 錦の 戶帳、 水晶の 切 石、 金銀の 砂 を 敷き， 池に は 玉の 橋 を か 

け、 極 樂淨土 を まなぶべし と、 頭 を 地に つけ 祈誓 & さる 閒、 山 雀 こそ 彼の 宿へ ゆき • 色 

色の 物語 を 始めつ. -、 その後 申しいだ しけり。 誠に これまで 參る こと、 別の 子細で 更に 

なし、 たと へば かめ わり 坂の 麓に ふくろ ふ、 そ もじ さま を戀 にして、 あけくれ 袖 を ぬらさ 

せ 給 ふ、 つよむ に 包まれす して、 それがし を 御 頼み 候 ふ 程に、 參 りて 候 ふとて、 かの 御 

文 をと りいだ し、 まゐら せければ、 鶯姬 これ を 受け取らす、 山 雀の かたへ 投け 返す。 山 

雀 とりあ へ す 一 首の 歌 をよ まれたり。 

ふくろ ふの 我 を 頼みし 玉章 を 空しく いかで 返し はつべき 


I 伊勢 物語 「信 

^なる 淺 間の fe 

け は 立つ！ g をち 

乙 も 人の 兄 や は 


返事な きものな らば、 浮世 は 不定の なら ひ、 互に 消え はて まゐら せて、 今生に ての 怨念、 

又來 世に ての 怨み、 生々 世々 に 至る まで、 地獄、 0^, 畜生、 修羅、 人 ii、 天人、 この 

み ぢん はさ 

六道 を ありかん とき、 德塵程 も 離れす して、 くろり/ \» と 追 ひめぐ り、 憂き も つらき も 

のち 

後の世に て. & すべし。 もし此事上見ぬ鹫さまへ漏れきこぇ、 死卵に及ばん：J:^Wは、 死 出 

の 山、 コ 一途の 河 を こす 時に、 手に 手 を-取り組んで 刹那が 間に 打 渡り、 閣魔 6； 廳に ま. Q り 

つ よ、 阿 仿羅釗 に I 可責 せられん こと ど. も、 うらみと 更に ふま じ。 さて/^ 此事 巾し 傅 へ 

ん そのために、 生滅 減已. の鏠. ^き V 八 聲の鳥 を 打 過ぎて、 是生 減法の 鎩、 朗々 とうち 饗 

き、 はや 東 雪 li 立ち あかしつ- -、 終に. いづと も 見え もせす、 君 ゆ ゑ 誠の： もな き 神 ゃ佛を 

怨み つよ、 ： 君 ゆ. ゑ 身. を もや つれそ ひ 、- 人目 をつ よむ 事 なれば、 あはれ と 問 はん 方 も な し 0 

たけ  さんしゅん 

かよる 思 ひ をし なのなる 淺 間の 嶽に 立つ けぶり * 胸より や 立ちぬ らん。 花に 三春の 約 あ 

り、 いかで 情： を かけ ざらん、 されば 浮世の なら ひに は 風に 靡く 條 竹も^ 蝶に 親むなら ひ 

あり、 水に う もる，.^ 浮 草 も螢に 一 夜の 宿 を かす、 虛 {4.: を 照らす 月 だに も 桂 ヌ に. M を か 

す、 ひとと ほり 一 村雨の 雨宿り も 他生の 緣 とうけた ま はる、 一 河の 流 を 汲む こと も 他生 

の 綠と閲 きぬれば、 及ばぬ 戀を する 人 は 神 も あはれ と 思す らん。 數 ならぬ 我 袖の. 乾く ま. 


くる ふ 
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くよ く譬 ふれば、 み 山の 木の葉、 空の 星、 岸う つ 波と 眞砂 をば 數 へば 限 ありぬべし 。そ 

^外 唐土、 天竺、 我 朝、 鬼界、 高麗， 契 丹國、 三千 大千 世界の 畜類 も、 蟲 けだものに 至 

ほ け， や、 f  くわん  ばん もじ かず 

るまで、 數 へば 限 ありぬべし。 法 華經は 一部 八卷ニ 十八 品、 文字の 數は六 萬 九 千 三百 八 

十四 字に つもれり、 大 般若 經は六 百卷、 文字の 數は 五十 九 億 四十 八 萬 字に つもれり。 束 

方 朔が九 千歳、 龍 智ぎ尙 がー 千歳、 浦 島 太郞が 七百歲 も、 限 ある 由う けた ま はり 候へ ど 

おりひめ みな 

も、 翁 を 思 ひし こと は 限な し。 物に よくく 譬 ふれば、 春の 花、 秋の 月ぞ と、 熾姬 か， 皆 

づる  いも、 っミ きちし や 5 てんにょ まつら ひめ 

鶴 か、 小 野の 小町 か、 毘 沙門の 妹. に 吉祥天 女 か、 松 浦姬、 紫 式部 か、 小 式部 か、 和 泉 式 

部 か、 杧 仏の sT 大織 冠の 乙 g、 立宗 皇帝の 三千 人の その 中に、 第 一 の妃椽 貴妃、 源氏 

六十 帖の 女房 達、 この 外遊 女 かすく 多し と 巾せ ども、 君に 及ぶ 人 はなし。 されば 古き 

歌に もよ まれたり， 

なさけに は賤 しき 袖 はなき 物 をから さで { 伯れ よ ひの 月影 

とよみお かれ けん も、 かやう の 思 ひよりも 始まれり。 上 は 玉 擅 金 殿、 下 は 賤が伏 星まで， 

野に ふし 山 を 家と する^ 狼 野 干の た-ぐ ひまで、 情 はありと こそ 聞け。 一切の 生類の その 

,  お ぼ 

中に、 この 道 知らぬ もの はなし 。かやう に & す ことの 築 を、 只お ほかた に 思すな よ、 御 


ば、 殊に かしこき 方 なれば、 定めて 一往の 御 返事 あるべき と e. しければ， ふくろ ふけに 

もと 思 ひ、 山 港の 宿へ ゆき， いかに 山^ 殿 間き 袷へ、 粗忽なる 巾し ガ にて 候へ ども、 あ 

ね はの 松 出 鳥の 院 にて、 月並の 管絃の ありし 時、 驁姬の 琴 ひき 給 ふ 御 姿 を 一 目 見し より、 

由な き戀 となり、 身の やる かた もな く 候 ふ、 及ばすな がら 世の 嘲 を 顧みす、 彼の 御 方へ 

たま づさ  ふみった 

玉阜を 送り まゐら せた く 候 ふ、 わりな き 巾し 事ながら、 文傳 へて たび 給へ と， 打 歎き 申 

しければ、 山 雀 申しけ る やう は、 鱟 娘の 御 事 は 上み ぬ 御 方より 御 心 を かけさせ 候へ ども、 

終に 御藤き もな き. s、 うけた ま はり 候へ ども、 餘 りに 御 心のう ち 痛 はしく 候 ふまよ、 

御つ かひ 申すべし と. S. しければ、 ふくろ ふ 喜び、 义 さまぐ と 書きに けり。 

さてく 何に とりて か， たかまの はらに 餘 所ながら 見 染めし よりこの かた、 何と やらん 

たね  あまな ぶね 

心の 內の 亂れ «r 思 ひの 種と なりに けり。 入江に 近き 蟹 小舟、 こがれて 物 や 思 ふらん、 何 

ぉミ なしが は 

しに 君 をみ 熊 野の、 音 無 川の 淵瀨 にも 沈み はつべき と は 思へ ども、 君に 名殘ゃ をし 鳥の、 

思 へ ば 命ながら へ て、 神 や 怫の惠 みに も、 賴む假 寢の聲 を 間き まゐ らせん。 そのため にか 

,1- ぐる ** 

き 集めた る藻轡 草、 うつよ にも 見る 旅 寢の小 車の、 めぐり 逢 はんと 思 ふ 君、 思 ひし こと 

の 葉 草 こそ、 譬 へん 方 もなかり けり。 されば 浮世の その 中に 限 あらざる 事 はなし、 物に よ 

ふくる ふ  五 四 一 一一 


ュ /\  ろ  >^ 


中 昔の事な るに、 加 賀の國 かめ わり 坂の 1^ に、 ふくろ ふとい ふ 烏 あり、 年 を せば 八十 

三。 ある 日の 雨中の つれぐ に、 ふくろ ふ 心に 思 ふやう、 我此 年になる まで 榮華 をき は 

めす、 所詮 榮華を せんと， 51 の 九 郞左衞 門、 鷺の 新兵 衞を 近づけて、 いかに 皆 々聞き 給 

へ、 あね はの 松 山と りの 院 にて， 月拉の JlD 鞍の ありし 時、 鷺姬の 琴 ひき 給 ふ 御 姿、 しづ 

• 心なき 戀 となりて、 心 も 心なら す、 一 包む に 包まれす、 いやましの 思 ひ 草と なる ま-に、 彼 

の 御 方へ 玉章 ことづけて 給 はれと 申しければ、 烏の 九 郞左衞 門、 鷲の 新兵 衞、 詞を そろ 

へて 言 ふやう は、 仰せに て 候へ ども、 彼の 鱟姬の 御 事 は、 七つ 八つの 年よりも 今日に 至 

るまで、 上 見ぬ 鷲 さまの 御 口説き 候へ ども、， 終に 御 返事 もな き s、 うけた ま はり 候 ふ， 

我等 如きの 靑が 御文 づ かひ を 巾す とも、 いかで 御 返事 あるべき ぞ、 只 同じく は 山 雀の こ 

： さく 殿 を 御賴み 候へ、 それ をい かにと 巾 すに、 を さなき 時よりも 同じ 所に て 御 育ち 候へ 

ス くろ 五 四 ！ 


ふ 

ろ 

ふ 


御 
伽 
草 
紙 


五 

〇 


〔め 給 ふ I 原本 

「か め 給 ふ」 と 

あり、 今改む 


眞淨の 道 |眞 如 

浮 土の 道 


く 思 ふに やと 上に いひし に つけて、 見る 人なら ば こそ， 見-もせぬ 人の 何し に戀 しき- ■^.^ 

らんと 咎め 給 ふ 心に ぞ あらん 。それ を こぶ は鹽 ならぬ 海 なれば、 蟹の 刈る みる ふさ わかめ 

やうの たぐ ひも 無き にと いふ 詞に よそへ て、 みるめ も 無き にと 續 けたり。 此 歌の 一 ふレ 

に 鬼神の 如くなる 國守の 心を柔 ゆ、 佛 力の 深き を 驚き、 菩提の 道に 人る こと 誠に 鹰劫 >^ 

思議に あらす や。 郡 司 も 佛カを 頼みて 妹 背の 中絶え す、 家 ゆたかに して 佛道 を修 し、 ニー 

世 安藥を 得る。 あだなる 迷 ひの すぢを 深き 佛 像に 引き かけ、 終に 一 大事の 因綠と 成就す. <^ 

事 を 思へば、 いづれ の 門より して 眞淨の 道に 入らざる べき、 利 生の 方便 量りが たし * 

いでた ふとぶべし 0  一 


伊香 物 マ は i 


五三九 


御伽. 草紙 


五三 八 


ら みたまの！ iSiii 

て、 荒 御 魂の 神 

(守)とっ^* けし 

なる ペレ 


園の をの 子 姬- 

該字 あるべし 


くて 石山の 觀世 音の 敎 へ に まかせて 付 V- ると 答 へ ければ、 さし も あらみ さきの it の 心 も 

とけて、 佛の 力なら では 及ぶべき か はと， 人々 の 上に 召しの ほす。 今より は國を 分ち. &す 

た 9i 

べし ともかくも 心に まかせ 給へ といへ ど、 はいか *i 有らん と迎 るば かりなれば * 武 

士の 癖に て、 言 ひ 出で たる 言の葉 を 違 ふ は 道の 恥辱な り、 人の 思 はんも 恥し く、 且は私 

に はから ひ 約 をた が へ なば、 觀世 音の 咎め も 恐し と、 しるしの 文に、 いろくの 絹 五十 匹、 

太刀、 かたな、 砂金 百兩、 馬、 鞍な ど、 引出物に 相 添へ て、 け ふより 半國を 計ら ひ 給 ふ 

べしと、 盃 とりて 勸め、 おのれ も悦 ぶこと 限な し 。男 は 面目 を 世に あら はし ノ 家に 歸り 

て 妻 を 初め 家の 內 上下 悅 ぶこと たぐ ひなし。 かくて 橫 しまな く おきてし、 民草 ゆた けく 

に V」 は  ひミ かた 

家の €： 富み 榮ぇ賑 しく、 あまさへ 國の をの 子姬 一 力 生 ひいでて， 夫婦 悦び を 重ね、 行末 

長き 樂 みとな りに けり。 これひと へに 賢き 妻の 諫 により 観世音に 歸侬 し、 信 を もて 祈れ 

ば、 大悲 無邊の あはれ み を 施し 給 ふ 靈驗、 豈疑 ふべ けんや。 郡 司 は 観世音の 厚恩の 報ぜ 

ん ために， 石山 寺に 一日の 法 會を行 ひ， これ を 恒例と して 今にた えす、 子孫 相續 いて 勤 

めけ り。 

つらく 此 歌の心 を 案 すれば、 所 は 近 江の 伊加 胡 郡 なれば， それによ そへ いか なれば か 


き 

?^<学不用なるべ 

レ 

かため 1 獎 i2 


沛 島が 子の 玉手箱、 明けて かひな き 恨 は あら じと、 うちまかせ たる 佛の誓 ひ を 力に て. 夫 

に 渡せば、 七： n とい ふ 夕つ かた、 國の 守の 館に 參り、 仰せのお もければ 何の 徑路は 知らね 

ども、 歌の 下つ けけ ると 案内 さすれば、 守 はお そし 來れ、 その わたり 名 ある 侍、 家の 子 

ども ある 限り 召し集め、 興 ある あらが ひに 郡 司が 窭を とられん k. 便 さよ、 よも 歌の 本末. 

？ くべき やと. 喜びて 待ち 居たり。 

程なく 參れ ばよ くぞ 違へ す參 りたり と， いかに 人々 も^き 給へ、 此 歌心 詞っー i きたらん 

において は、 彼に 國を 分ち てし らしむべし、 つ *i かぬ 時 は 彼が 妻 を 我に 贈らるべき かた 

めな り、 必す此 事 違 ふべ からす、 其證 人に もな り 候へ かしと、 おしなで て 居たり 0  Ef- 

恐れく 心の 內に はな も 觀世音 ほさく と 念じ、 文 営 を さしいだ せば、 封 を 切りつ ょ改 

むる に、 遠 ふこと あらん や は。 ^我方よりの 歌 を 高く 吟す るに、 近 江なる いかごの 海の 

いか なれば とて、 下の 封 を 開きて 讀み あゆたれば、 

みるめ もな きに 人の 戀 しき 

と吟 する に、 おのれ も 人々 も はっと 言 ひて、 暫く 感 する こと やます。 守も餘 りの 不思議 

さに 男 を 近くよ せて、 いか なれば かく 思 ひ 寄りし にやと、 頻に 問ひ資 むれば、 せん 方.；^ 


伊香 物語 


五三 七 


御 伽， 草.. 紙  •  五三 六  

ひに もれて、 せん 方な さに 歸る なりと 語りければ、 彼の 上 藤す るく と 立 寄りて、 それ 

ばかりの 事 はいと 易 かりけ る もの を、 疾く 語ら ざり ける 人 かな、 其 和歌の 末 は、 

みるめ もな きに 人の 戀 しき 

と 言 ひやる べしとの 給 はす を 間く に、 嬉しき こと 限な し。 さる にても 君 は いづこに おは 

する 御 方、 御名 は 何と. & すぞ、 承りて こそ 重ねてよ. ろ こび も 申さめ といへば、 武蔵 野の 

かりそめ 

ゆかりの 草も假 初の 名 なれば、 いかで それと 打 出 でん、 折節 は 御堂の 東の つまに 住む ぞ， 

能く こそ ひける と 打 笑み 給 ふ 顔の 光、 衣のに ほひ 移る ばかりに 芳しくて、 堂の かたへ 

歩み 給 ひしが、 立ち 隔たる 朝霧に 隱れて 見失 ひぬ。 男 はま さしく 救世 菩薩の 我 を 助け 給 

ふと、 御堂の 甍 のかく るよ までに 顧みて、 拜 みく 口に はかの 歌 を 誦しつ i 歸 りけ り。 

家に は 女房 心 もとな さに 湖の 方 を 眺め やりて、 南無 觀世 音と 唱 へて、 門に 出で ゐて 待ち 

居け るが、 夫の 顏を 見る より、 いかに 驗 やといへば、 佛を賴 みて しるしなくて 有らん や 

と、 かしこけ にいら へて 内に 入りつ V しかぐ の 事共 を 語れば、 女房 餘 りの 嬉し さに 

せ  くり. a- へ  たけ 

聲打 上け て、 さと 泣きつ- -淚も 更に 堰き あへ す、 繰返し 吟す るに、 言葉の つ， i き 長 あり 

て 頼もし ゆなれば、 綠の に 筆の あや 淸 ゆに 書きて、 上 を 包み 封つ けて 推し 戴きく、 


ね も •  ひれた る- 

ね とぱ けたる 


はげし かれと 1 

千毅、 俊賴、 「うか 

りけ る 人 を初懒 

の 山 あるし 烈し 

かれと は 祈ら & 

もの を」 

三十 一一 一應 の 身— 

觀昔の 化身 一一 一十 

三體ぁ S を 5 ふ 


くまで も 佛の告 はなくて、 あま， さ， へ國 の， ani 態 はれ 妻 を 《# ひ とられ， 我 身 もいた くさい， 

まれて 追 ひ. 拂 はれつ V せん 方な さに をう とわが 泣く 聲の我 耳に 入りて 夢は覺 めぬ。 

，こ， は 何のし. るし ぞ や、. 身 は 汗 I 下にな り.、 われ かの 氣 色に 呆れ 染 てた 力。 かなたに はから 

しきみ め ^ 

かち， 0 鳩る 花 血の 音して、 機 閼伽 奉る 法師 ばらの、 をの このね おびれた る顏を 見て、 笑 ふ 

が 恥，^ さに ぺゃ をら 這 ひいでて、 怨 しきに 物言 ひも やらす、 堂.^ く， だり て 家に 歸 るに.、 

參る， 人 も 多ぐ、. 出 づる人 も ある 中に、 怪む人 はさし 寄りて、 .g: を 歎く 人 ぞと問 ふに、 何 を か 

歎かん， 答.， へづ よ、 樓門 にさし か る 程、 いと 氣 高き 上 藤の 面 は 白く 光る や うにて、 まみ 

G ^あため 打ちけ ぶりた るが、 紫苑 色の， 衣に 紫の 綾 ひき 重ね、 濃き 柏. m き きぬ かづきて： 

市 女 笠き たもに 供の 女 三たり 四たり 後に さがりて 步 みく る。 かの 夫 を 見て 何 を 歎く ぞと 

いか  > ご- ほり 

SI はせ た. るに、 は ゆし かれと. は 言 はま ほし： b れ ど、. 何 を 歎かん、 伊香 郡より 參 りたる に 

と 答 ふ。 猶， 思. ふ 事 あらんに. E. さしめ， 給へ と、 頻に問 ふに こそ、 ふと 心 づきて、 佛智 不思議 

の 方便 は 順逆の 量め がた く、 三十 三 應の身 は いづれ にか 託し 給 は ざらん、 よし それなら 

す 1 も 道の 巷に 行き かふ 袖の 追風、 そよ と 身に しむ も. M 世の えに しなり、 ま I て あはれ 

と 思-へば こ. そ 問 ほせ もし 給 ふらめ と、 しかぐ の 事 ありて 歎く 事 を 祈りし に、 菩薩の 誓 
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ゆする i 水つ 


施 無 gl 觀昔は 

一切 群 類の 畏怖 

t5 を 股せ しむる 

功德を 有する よ 


したてて， I ひた 

しての 衍か 


で？ 潔齊 

ゆ ふつけ P1— 雞 


わね 諸 北ハに いづち の 山の 奧、 谷の 隈 にも 影を隱 し、 身 こそ わびしき 住ま ひなら め、 朽ち 

ぬ 契 は 心の中に 變らじ もの を、 諫 むべき 夫の 諫められ 給 ふ は、 餘 りに いふ 甲斐な き 迷 ひ 

ざま かなと、 いと 面な ゆに 恥 しめられて、 夫 はやう くに 人心 出で 來て、 挺く 淚. を 押さ 

へけ る。 さらば そこの 計ら ひに 從 ひてんと て、 今 臼より 家の 內淸ま はりて， 下人 はした 

に 至る まで 精進う ちし、 石山の 方に 向 ひ 観世音 を 念じて、 夜晝 となく 額 づきぬ。 さて 三 

日と いふ. 日に、 男 夜の 程より ゆする して、 明けた つと もに 立ちいで て、. 世 は 安から ぬ 軒 

洲 川に すむ とて 人の 渡り かね， ！« るか 影の 鏡 山、 長き 思 ひの 勢 田の 橋、 かけし 願 ひ を 見 

ぬ 歌の あ ふ 事 かたき 石山 寺、 大悲の 誓 ひ あやまた す， 驗を あら はし 給へ、 救世の ゆ さち 

施 無 畏の德 を 施し 給 は r、 歌の 本末 を 示し、 . 恐 しきま 守のに， くさ ゆなる 面ば せ を 解き： 

れれ に半國 をし らしめ、 後の世 は 佛の國 に 生れ、 ほさち に 逢 ひ 見 奉る. まで、.. 朽ちぬ 契の 

妻 諸共に、. 此世 後の世 助けさせ 袷へ と， 淚を 袖に したて.. て 念 顧し, 其 夜は內 陣 に 通夜し 

ける。  - - ： - ： - 

此 頃の 物 思 ひ、 習 はぬ いも ひの 心づ くしに、. 道の 疲れさ へ 添 ひて、 後の 分ち もな く 打 臥 

して、. 更け ゆく 鐘の 響、 曉の 鈴の 音に も 目.. を さまさす 寢 入りた.^ しが，. ゆ ふつけ 鳥の 嗚 


六く さ 1 和歌の 

六義 をお ふ 

昔物薛 ->:£ 勢 物 

語 を さす 


わたれる 1 る 文 

字 ネ用か 


きての ち、 と ありか かりと わきても 答へ め、 疾く 語り 給へ といへば、 泣く，/ \»國 の 守の 

もてなしより 始めて、 しか の 由 語れば、 女房とば かりた めら ひて 巾す、 さはよ く 開き 

給へ、 か. - る 難題に あたり、 國の { 寸にハ 叩 をめ し 取らる ベ きしぎ に 成る とも、 それ 猶 前世の 

しゅく  |*) ふ  まね が  なん  すご 

宿業な り、 今更 悔 むべき にあら す、 さりと て 免るべき 難 を その ま に 過して、 おろかなる 

そ さの をの A こミ や くも 

名 を 取るべき や， つらく 思 ふに 我 國の歌 は 素轰嗚 尊の 八 雪 を はじめ、 三十 一 文字の 數 

はか ぞ へて 知る とも， 六く さの 深き 道に 尋ね 入る 事 は 更なり、 まして 見ぬ 本 歌に 叶 ふべ 

き 末 をつ がんこと、 敷 島の 道に 名高き 雪の 上人に も あるべき 道理 か は、 昔 物語に 又 逢坂 

さか づき  つい まつ 

の關と 書きし に、 かち 人の 渡れ ど 濡れぬ と、 觴の 底に 續 松の 炭して 書きつ けし は、 見た 

りし 歌の 上下に こそ あれ、 とにかくに 國の守 へ 我 を召铺 らん 謀 に陷. ^給 ひ しこ そせん 

かた  おろか 

方な くうた て けれ、 かぶる 事 を 愚なる 人の 心 を もてめ ぐらす とも 甲斐 あるべ き 事 か は， 

佛 菩薩 こそ 一 切 衆生 を憐 みわたれ る 心に 誡を發 して 頼み 申せば、 業 を も 特じ給 ふとな 

り、 中に も 大悲觀 世 音 は 救世の 誓 ひ 深く して、 もろく の 苦 を 拔き樂 を 與へ給 ふ、 然れ 

ば 遠く 外に 求む ベ からす、 此國 の內に まします 石山 寺の 観世音 こそ 殊に 靈驗 いちじるし 

誠に もて 頼み 給へ、 もし { 伯 因 深く 驗 なき 時 は、 憂き 事し ゆき 此國に 住まぬ ばが り、 われ 


伊香 物語 


五三 三 


御伽 草紙 
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たへ： S たき I 堪 

へ と絕 えと； か 


片手に は 面 Jli さ 

し當て IT は」 文 

学 K. 用なる べし 

痛 揮 女 Isf 紀 

にある 神の 名 


女房 はかくと も 知らで、 常に も あらす 國 守に 召されて、 程 過ぐ るまで 遲 きこと よと 心 も 

となくて、 更け ゆく 夜半 も 春 なれば， さなき だに 霞める 月に 浮 雲の か i る隈 さへ 怨 しく 

て 慰む かたのな きまよ に、 枕に 近き 琴 を播き 鳴らし 調ぶ るから に、 中の 緒の たへ. か 4^ き 

す さ み も 由な しと 置きて、 

春の 夜の なら ひに 霞む 月影 もい と， r 淚に 優り はてぬ る 

あなうた て やと 衣う ちきて 臥しぬ。 むかひの 寺の 鐘の音 も 夜半 過ぐ る IT 男は歸 りて 寢 

ミ  こミほ  かたて 

星の 外にた よすみて、 言 もいです 片手に は 薛鎗の 文 営 を もち、 片手に は 面に さし 當て、 

さめぐ と 泣く。 女房 は 呆れ はてて、 こ は 何事 ぞ やと 胸う ち騷 ぎしが、 もて 鎭め たるけ 

は ひに て、 や-言 ふ 事 あらば. S. しもし 給 はで、 只 泣きに 泣き 給 ふ は、 啼澤 女の 神に やお 

そ はれ 給 ふらん、 怪しき に疾く 語り 給へ といへば、 男 は 知らぬ 事と て 何 を かの 給 ふ、 此年 

かた ミき 

月 そこ をば 片時 去ら す^れむ つれて、 薆 きも 喜び もうらな く 語り 慰み、 あはれ と 思 ふ ふ 

しぐ も 月に そ ひて まさり 草. まさる 思 ひの うらがれて、 見 もし 見られん 事 も、 今 五六 

日と 思 ふが 悲しければ， 泣かる- - なりと いふ 言葉の あや も續 かす、 只 妻の 顔 を 守りつ V 

又 雨 と 泣く。 女房 は 思 ひ よらぬ 事 なれば 輿 さめて、 何の ためにし か あらん 、事の. やう 聞 


和歌の 本 }H の 

句 

末 —下の句 


口 かためて 1 契 

約しての 意 は 用 


駟も 舌に 及ばず 

—論語 i 篇亿 

さ 


らん 書き 認めて 上に 封 じて、 梨 地に 松の むらだちて 千鳥の 騷ぐ 方に 捨 小舟の 蒔 繪 かき.. U 

る 文 営に 人れ、 上に も 封つ け 印 押して さし 出し、 是 をい とも 開く ベから す、 此 内に は 和 

歌の 本なん 書きて ある ぞ、 此末を 同じ 心に 詠み 合 はせ よ、 汝が 家に もて 歸り 11 かすして、 

これに 添へ 七日と いふに もて 參る べし、 和歌の 上下 付合 ひたらば、 速に 此國を わけてし 

らしむべし、 都 方の 事 は 我に まかすべし、 もし 歌の心 ことに 樣 あしく ば， 汝が妻 をまゐ 

ら すべし と 言へば、 夫 ふとむ ね打騷 ぎ， 心の 內に いかで われ、 神に も あらぬ 身の 草深き 

鄙の 土に 生 ひたちて、 早苗と り 籾 打つ 歌なら では 言 ひいでん 言の葉 もな し、 たと ひ あら 

はに 見聞く とも 何程の 事 かいふべき、 まして 堅く 封 じて 見せ も閒 かせ もす るに こそ、 よ 

しなき 醉 ひの 上に 心よ く 口 かためて， 年月 馴れたる 一 日 片時 もえさらぬ 屮の隨 垣 を、 人 

のために 押し 隔 つべき か はと 思 ひて、 我ら 賤 しき 心に て 和歌の 文字の 數を だに 知らす、 何 

しに^に 勝つ 事 あらんと、 とかく 言 ひて すま ひけれ ども、 されば とよ、 とくより 言ひ定 

めしもの を、 上 を かろし むる にやな ど、 むつ かしゅに 言 ひて、 駟も 舌に 及ばす、 むくつ 


けき 顔の 鬚 さ へ あれば、 見 あぐ る も 恐し くて、 我に も あらぬ 心地して 泣 

ぬ。  - 


家路に 歸り 
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御 枷 草紙 
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物す ペ I 物の す 

ベの 意 か 

ひ うら-るく  I 腹 

藏 なく 


h みに 1;: み t 

きの 衍か 

知らね 1 この 下 

に、 どもな どれ 

ふ 語络 もしに や 


ぞ たくみけ る。 まづ國 守の 御館に のた ま はす 事 ありと、 人 をして 召し寄せ ける 。郡 司の 夫 

何事の 仰せに やと、 急ぎ 參 りければ、 しかぐ の 由. S. して 奧に 召し入れけ るに、 常に 參 

お ウー そ  モら 

るより 事嚴 かにい と をし くも あ ひしら はす、 心 も 空なる に國守 出合 ひてい ふやう、 此國 

の 內に人 多 かれ ども、 物す ベ 「知りた らん 人と は汝を こそと 思 ひ 侍る、 然れば 何事に つけ 

く  5.! もの 

て も 心ラら なく 昔 今の 事 ども 問 ひ W かんれ うに 呼びいで ぬると て、 珍ら かなる 果物 を 初 

め、 酒 看 もてなして， いかめしければ、 夫 よろこびよ-と 飮 みつ、 昔 今の 事 心 ゆく か 

ぎり 打 語りて、 國の內 の 面目 身に 餘 りて など 醉ひ 泣きして めで 惑 ふ。 かく 打 解けた る 時 

國の， ザ 曰く、 何事に つけても わが 言 ひいでん 事 承り 届けつべき やと。. 男の 曰く、 こ は 仰 

せと も覺 えぬ 事 かな、 時の 御門の 命 をう けて 此國 にある とし ある 事 „s ハを、 心に まかせて 

計ら ひ 給へ との 事な り、 しからば 守の の 給 ふ 事 を 否み 中 さば、 御門の 旨に 忤 ふこと わりな 

れば、 國法を 背きて いづれ の 所に か 足 をと， f めん、 何事 にても 申させ 給へ とい ふ。 然ら 

ば汝と 我い みに 爭 ひせん、 必す我 を 憚らす 計ら ふべ し、 汝 勝ちたら ば 我國の 所領 以下 

を 半分ち てし らしむべし、 其 上 は 心の ま- -に 計らへ、 われ 勝ちた らんに おいて は 善き も 

ふ づくゑ  い かけ ぢ 

惡し きも 知らね、 汝が妻 を 我に 得さすべし とて、 文 机に ある 沃戀 地の 硯と りよせ， 何 や 


か はる 窜 1 か は 

れる事 はて 普通 

なち g 意 か 

くも やみね gl 

朽も終 &る意 か 


伊 香 物. 語 


いづれ の 御門のお ほん 時に や、 近 江の 國 伊香 郡の 司なる 人に， いみ じう ゆた けき 者 あり 

なさけ 

けり。 其 妻 かたち 世に 拉び なきの みならす， 心 やさしく 情 ありて、 花 紅^に 心 をよ せ， 

四季 折々 の ながめに 大和歌 を 口す さみ、 絲竹を もて あそび、 手なん ど を かしく 寄き て、 

i み 縫 ふ 業までお ろかなら す、 その わたりの 人 思 ひかけ ざろ はな けれど， 心 正しく 貞嫌 

の 道 を 守り、 五つの 德を 修めて， いさ i かざれた る 由 もなければ、 皆 人類な き 事に 言 ひ 

わたりけ り。 其 國の守 か はる 事に 傳へ閒 きて、 いかにもして、 此女を 得 まほし く 思 ひて 

いはでの 森の いはで や はと、 Aii の繼橋 ふみ 通 はぬ 事 もなければ， 善き にも あしきに も 

重ね そめに しつ まなら で、 又 こと 人に まみえ す、 手に だに 觸れぬ 玉 くち やみぬ る亊 

t ち ,0  こミ 

となりぬ。 このたびの 國守 もみぬ めの 浦の 思 ひ 深く、 波の 立 居に 心 をめ ぐらし， 言に い 

でて は .ir ふべき やうに も 有ら ざり ければ、 いかにもして 此女を 取り てんと、 一 つの 謀 を 
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六 趣 I 地 餓 

鬼、 畜生、 修羅、 人 

間、 天上 


つまこ. I 妻子 か 

慈眼 視| 原本 


今改む 


語の 誤 を ひるが へして、 紫 式部が 六 趣 苦 患 を 救 ひ 給へ。 南無 當來 導師 彌勒慈 尊、 必 す轉 

法 輪の 綠 として、 是を もて あそばん 人 を 安養 淨钊に 迎へ給 ふこと 豈疑ひ あらん や。 され 

ば 光源氏の 名目 五十 四帖に 分て りと いへ ども、 大數の 名 は 三十 七卷 なり、 これ 大日の 三 

十七 尊 を 表せり。 その 卷々 に 好色 ゆ ふ ゑんの たは ぶれ 言 を 書き 列ね たりと いへ ども * 又 

無上 菩提の 妙なる 理 を 含めり。 しかれば 諸佛の 御內證 にも 卟 ひて 佛染を 成せし めんと 

いへ ども、 末代の 衆生に 千々 の綠を 結ばし め、 隨 喜の 功德を もって、 解脫の 因と なさし 

めんた めの 方便に て、 つまこの 大會を 行 はしめ、 M 諸人の 參詣 をす よむ る 也。 誠に 有難き 

御 利 生に て， 慈服視 衆生の 御 誓願 たのもしき 御 事 也。 


明 暦 四 仲： 農 上^ 


0 井 五兵 衞 


つみ 木 —罪と 積 

みとに かく 


善 逝 I 佛十號 の 

1 つ、 好 去と 譯 


て、 淨 土の 藤の 裏 葉 を もて あそぶべし。 彼の 仙 洞 千年の 給 侍に は 若菜 を 摘みて 世 尊の 供 

養せ しかば、 成佛 得道の 因と なりき。 夏衣た ちゐ にい かにして か 一枝の 柏木 を ひろ ひて、 

む しく ゎラ, ラ  ほん、 r- じ や 

妙法の 薪と なして、 無始 曠 劫の つみ 木 を 亡し、 本 有 常住の 風光 を 輝かして、 聖衆 昔樂の 

橫笛 をき かん。 うらめし きがな や、 佛 法の 世に 生れながら 家 を 出で 名 をす つる 砌に は， 

鈴 蟲の聲 ふりすて 難く、 道に 入り 飾り を. おろす ところに、 夕. 霧の むせび 暗れ 難し。 悲し 

きかな や、 人間に 生れながら 御 法の 道 を 知らす して 苦 海に 沈み、 幻の 世を默 はすして 世 

ろ  か "るたい しゃ ラ V  しゃ、 つれん 

路を營 まん こと。 しか じ 只 薰大將 の 香 を 改めて 靑 蓮の 花ぶ さに 思 ひ を 染め、 匂 ふ 兵 部 卿 

ひるが へ  か 5  たけが は  ぼん. yi 

のに ほひ を 翻 して は、 香の 煙の よそ ほひと なし、 竹 川の 水 を むすびて は 烦惱の 身 をす よ 

ぎ、 紅梅の 色 を かへ して は 愛 著の 心 を 失 ふべ し。 待つ 宵の ふくる を 歎き けん 宇治の 梳娘 

5 ほ そく  しひ もミ 

に 至る まで、 優 婆 塞が 行 ふ 道 を しるべに て、 椎が 本に と r まること 勿れ。 北 の 野邊の 

II  ！&, だつ あ ！ 'たい  さわらび  あした  せん 

泡 雪と 消えん ゆ ふべ に は 解 脫の總 角 を 結 ひ、 柬 aw の 山の 早藏の 煙との ほらん 朝に は、 栴 

だん  ゃタ りぎ  ぁづ t や  .rs ふね 

擅の かゆに 宿 木と ならん。 司 位 を 東 星のう ちに 遁れ て、 樂み榮 え を 浮 舟に 譬ふ べし。 是 

かひろ ふ 

も蜻 蛤の 身なり、 j:? るか 無き かの 手 習に も 往生 極 樂の文 を 寄くべし。 かれ も 夢の 浮 橘の 

世な り、 朝な 夕な に來迎 引接 を 願 ひわた るべ し。 商 無 西方 極 樂彌陀 IS 逝、 願 はくば 狂 首 綺 
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あふひ， ー 努、 逢 
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t や う せ つ I 

刹释 (淨 土) 

四 智圓妙 ー 大圓 


妙觀 察智、 成 所 

作 智の四 智圓備 

して 微妙なる を 

？ ふ 


そ もく 桐 寇のゅ ふべ の 煙、 速に 法 性の 空に 至り， 箒 木の 夜の 言の葉 は 終に 覺樹の 華 を 

開かん。 空蟬の 空しき 世 を 厭 ひて、 夕顔の 露の命 を觀 じ、 若紫の 雲の むか へ を 得て、 末 摘 

花の に 坐せ しめん 。紅葉の 賀の 秋の ゆ ふべ に は i 葉 を 望みて 5? 爲を悲 み、 花の 宴 春の あ 

したに は 飛 花 落葉 を觀 じて、 無常 を 悟らん。 たまく 佛敎に あふひな り、 榊 葉の さして 

じ やう せつを 願 ふべ し。 花 散 里に 心 をと、 r むと いへ ども、 愛別離苦の ことわり を 免る i 

ためしな し • 只須 らく は 生死 流浪の 須 磨の 浦 を 出で、 四智圓 妙の 明 石の 浦に み を 

は， ん>  ぶ や 


つくし、 關屋の ゆき あ ふみ ぢを 遁れて 7; 般若の 淨 きみぎ りに 赴き、 蓬生の ふるき 草 むら 

を 分けて、 菩提の 誠の 道. を 尋ねん。 何 ぞ彌陀 の 尊容 を寫 して 槍 合に して、 松風に 業 障の 

、r- すぐ も 

薄雪 を拂は ざらん。 生 老病 死の 身、 朝顔の 日影 を 待たん 程な り、 老少不定の 境、 乙女 子 

が 玉 葛 を かけても 猶賴 みがた し。 谷た ち いづる 鶯の 初音 も 何 かめ づら しからん、 亮雁 

まん あ.，'  * がき  しゃう し 5J 

鴛鴦の 囀りに はしか じ。 籬 にた はぶる.^ 胡蝶 只 暫くの 樂 みなり。 天人 聖 衆の 遊び を 思 ひ 

ミこな つ  かビ りび  の わき 

やれ、 澤の螢 のく ゆる 思 ひ 常夏な りと いへ ども、 忽ちに 智 惠の篝 火に ひき かへ て、 野 分 

み ゆき  じャ う ぼん れんだい 

の 風に 消 ゆる ことなく、 如來覺 王の 御幸に ともな ひて、 慈悲 忍 辱の 藤 袴 を 著、 上品 蓮臺 

ほ 5 レャ、 rM..^ ん 

に 心 を かけて * 七 寶莊嚴 の 横 柱の もとに 到らん。 梅が 枝の 句 ひに 心 をと *i むる 亊 なくし 
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五 二 四 


傅へ 給 ひ、 又 我 朝の 傳敎 大師 もろこしに 渡りて、 台 州 臨海 縣 の 龍 興 寺？ 1^ 邃和 尙を師 とし 

て 仕へ 給 ひ、 此法 を傳受 して 歸 朝し、 我 山 を 建立し、 丁； "三 觀の宗 3：： 始め 給 ひけり。 た 

やすから ぬ祕 法な りと ぞ 示し 給 ひける。 この 澄憲 石山の 觀音を 信じて、 常に 參詣 せられ、 

或 時 夜もすがら 祈念せられ ける に、 觀音 夢中に 告 けての 給 はく、 その かみ 紫 式部と いひし 

お M 常 寺に 參 籠し、 光源氏 物語と いふ 草紙つ くれり、 其、 詞ゅふ ゑんに して 心 菩提 を勸 め， 

義理 殊に 深し といへ ども、 いまだ 供養 をのべ ざる 故に、 善 所に 到る ことなし、 汝 才智 世 

にす ぐれたり、 速に 供養 をのべ て 彼 の佛 5^ を 成 すべ しと ぞ 示し 袷 ふ。 澄 驚き 夢 さめ 

て 寺 中の 僭 衆に 此. £ を告け 給へば、 各 奇異の 思 ひ をな し、 さらばと くく 說法を 始め 供 

養 を遂ゅ 給へ と ありし かば、 澄憲 喜悦して、 佛 前に 高座 を 構へ、 旣に 源氏の 供養 を 始め 

給 ふ。 此事 四方に 閒ぇ しかば、 京都より 公卿 殿上人 官女 以下の 女房た ちに 至る まで さし 

集 ひ 給へば、 道す がら 馬車に せき あうて、 人の ゆきき もた やすから す。 H 、外 大津、 松 本、 

志賀、 唐 崎、 矢 橋、 草津の 土民 等 、湖上に 舟 を 浮べ、 陸路に 駒 を 早めて 參り集 ひける 程 

に、 石山 寺の 繁昌 時 を 得たり と 見えに けり。 澄 憲の說 法 は 富 奠那の 辯 舌に なら ざれば、 

信心 微妙の ことわり 花を暌 かせての ベ 給 ふ。 その 表白の 詞に 曰く、 

紫 式部の 卷  、  五 二三 
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五 ニニ 


こうせん. I 廣宣 

ニ乘 はむ t やう 

.1 未詳 

そうしんの やく 

Issf 進 の 盆に 


を增 進す る 利益 

の 意 か 

き々 うたう一 行 

道なる ペレ 


一の 内に て 


庭に 打 たれ、. 淺 ましき 事共な り。 武士 は 多勢 を 入れ か へ く 攻め 戰 へ ば、 大. 衆 遂に 叶 はす 

して、 神輿お ふりすて 奉り、 泣く く 本山へ ぞ歸 りけ る。 夜に 入て 三 社の 神輿 をば 紙 園 

A. しろ  ゆきり A 

の 社へ 入れ 奉り 給 ひけり。 御門 大きに 逆鱗 ましくて、 則ち 其 時の 天台 座中： 明 雪 大僧正 

を 流罪の 宣旨 下されけ り。 大佾正 はこん ど 御輿 ふり 奉りし 事、 衆徒の しわざな り、 度々 な 

だめ 給 ふといへ ども、 用 ひすして か. -ろ 大事に 及べり. されば 座主の 御身に は 暴り なし 

といへ ども， 敕命 なれば 力なく して、. 追 立の 官 使に 具せられ て、 本坊を 泣く く 立 出で 

て 配所へ 赴き 袷ふぞ あはれ なる。 年 比 曰 比 御身 近う 參り つかう まつりし 人々 あまた 冇り 

しか ども、 恐れ をな して 御供. e. す 者 もなかり しに、 此澄憲 僧都ば かりこ そ 御名 殘を惜 み 

0P, .國 分 寺と いふ 所まで 送り 奉り 給 ひけり。 座主 澄憲を 御前に 召されて、 汝 われに 名 

殘を 慕うて 是 まで 来る 志 こそ やさし けれ、 その 報恩に 天台 祕密の 法文 一 心 三觀の 血脈 を 

こ しん しょしゃ、 3 

付屬 すと 宣 ひて、 授け 給 ふこ そお 難 けれ。 此法は 是諸佛 己 心の 所 生 なれば、 如来 四十 

餘 华祕密 して 是を說 き 給 はす * たまく 一  乘 こうせんの 時、 1 1 乘は むじ やうの 悟 を 開き， 

菩薩 はそう しんの やくに 預り給 ふ。 されば 天台 大師 は 大蘇 山の 法 花-三 昧の 道 揚 にし 

り や、 r ぜん いち ゑ  た はラ 

て、 きゃラ たう 修行せ しとき に、. 靈 山の 一 會 現じつ. -、 多 寶の塔 中， 釋 尊より この 法 を 


〇 平家物語の 祌 

輿 振 及 •  ひ 座主 流 

の條を 見よ 


しが、 說法 いみ じく せられし 故に、 龍神 感應を 垂れ 雨 夥しう 降りて、 .K 地 をうる ほしよ 

かば、 飢饉の うれ ひ をと めて、 安樂の 思 ひに 住しけ り。 さて こそ 其 世の 諺に、 澄 

憲の說 法に は 龍神 感應 を" 辆れ、 首 露の 雨 を 降らしけ ると も 巾すな り。 その あした 俊惠法 

師 よみてつ か はしける。  . 

雪のう へに 響く を^けば 君が 名の 雨と ふりけ る 音に ぞ ありけ る 

澄憲 かへ し、 

あま てらす 光の 下に うれしく も ありと 我 名の ふりに ける かな 

又 一 とせ 白山 妙理權 現の 神輿 御とう さん ありし 時、 山門の 大衆 蜂起して 林. ^ 庭に 嗷訴 をい 

たす といへ ども、 敢て御 許容な かりけ り。 是 によって 衆徒い きど ほり をな して， 八 王子、 

客人、 十 禪師三 社の 神舆を 飾り 奉り、 禁 庭に 振り 奉る ベ しと 詮議す るよ し^えし かば、 君 

も臣も 大きに 騷ぎ給 ひて、 敕使を もってな だめ 給 ひし かど も、 衆徒 敢て宣 in を も 用 ひ 奉 

ら すして、 旣に西 坂 本 をく だり て， さがり 松た- - すの 邊 まで 祌幸 をな し 奉りぬ。 さる 閒 

武士に 仰せて 是を 防がせら る。 大衆 神人 事と もせす して、 軍勢の 屮へ御 _ 典 を かき 入れ 奉 

る 程に、 武士と 大衆と 互に 矢先 を そろへ 挑み 戰ふ 程に、 あるひ は 創 を 被り、 あるひ は 矢， 
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優艷 又は 幽遠 か 


ためあきち 1 爲 

顯 


有無の 二 偏 S や 

無二 偏の 差 

^觀 を脫 却した 

る もの を 中道と 

？ ふ 乙の 中道 £ 

も字宙 人生の 資 

相な リ 


貴賤 男女の もて あそび、 天下の 至 寶とぞ なりに ける。： さて 此 物語 は 天台の 六十 卷と いふ 

書 を舉ん で、 五十 四 帖に卷 を 分ち， 筆法 は史 記と いふ 赛 を かたどれり。 日本 紀を考 へ 書 

おつ ぼね  1>( 

きつ r けたる 故に、 紫 式部が 異名 を 日本 紀の御 局と ぞ巾 しける。 總 じて 卷々 にせ ぞく ゆ 

ふ ゑんの 詞多 しとい へ ども、 皆 これ 敷 島 大和 言 _g なり。 歌は詞 すくなう して 心 深く、 多 

くの 義理 を 411 めり、 則ち これ 風 言の 陀羅尼 をう つしたり、 大日の 三十 一品 を 表して 三 

十 一 字の 詠と す。 減 罪 生 善の 德 あり、 この ゆ ゑに 神明 佛陀 歌に は感應 をな し 袷へ り。. 又 

紫 式部 は 越 前の 守た めあきら の 娘、 一 條の院 の 御め のと 子な り。 敷 島の 道に すぐれたる 

のみに も あらす、 佛； 道に も おもむきて 天台宗の 許可 を かう ぶろ といへ り。 さて こそ 此 

物語に もま づ 好色の 事 ども を 書き あら はすと いへ ども、 人 を 仁義 の^に 引 入れ、 又は 菩 

提 心を勸 めて、 終に は 中道 實 相の 妙理を 悟らし めて、 出世. の 善根 を 成就す べしとの 方便 

なり。 

さる 程に 卷の はじめに 春 木、 卷の 終に 夢の 浮 橋と 立てた る こと、 冇 無の 二 偏 を 離れて、 

こ ミ わり . 

巾道實 相の 理 を あら はした る 物な り。 その ゆ ゑ 义諸法 は 無き かと へばし かも 存り、 

又有るかと思へば無き.^.のなり。 おる にも あらず、 無き にも あらす、 お 無の 1 1 法 を 離れて 一 
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五 一 八 


大悲 ー 観音 を h 

ふ 


る HW 

せら sfK は 奏せ 

ら るか 


となんよ みて やりけ る。， -此人 石山の 觀音を 信じて、 折々 參詣 せられけ り。 あるとき 賀茂 

の 齋の宮 より 上 門院へ めづら かなる 物語 や 侍る， 見 給 ひたき よし 御所 望 ありけ り。 

,  せんし ないしん わ 5  さい .0 ん 

彼の 齋の宫 と 申す は 村 上 天皇 十の. 宮選子 内親王に てお はします。 賀 茂の 齋院は 御門 御代 

の はじめ 殊に 代らせ 袷 ふ 事 なれ ども、 この 齋院は 圓融院 の 御 時 天 綠 二 年に 齋の宫 に備は 

り 給 ひて、 旣に 御門 三代に 及びし かど も、 齋はぁ ひか はり 給 はす、 是 によって 大齋院 と 

-W ん t へ 

は 申すな り。 上 東 門院、 紫 式部 を 御前に 召して、 うつ ほ、 竹 取な どの ふるめかしき 物語 は、 

定めて 目 馴れ 給 ふべ ければ、 新しく 作りて 奉れと 仰せければ、 式部 仰せに 從ひ舉 りて、 ま 

づ石 山寺に まう でつ i、 夜もすがら 大悲の 御名 を唱 へて、 此 事をぞ 祈りけ る 。をり しも 

八月 十五夜の 事なる に、 月の 影 湖水に うつりて、 心の 澄み渡る まよに、 物語の 風情 心 

.9 ゃラ くわん 

に 浮み ければ、 ま づ須磨 明 石の 兩 卷 を 書き そめし が、 その おもむき を 忘れぬ さきにと 

て、 怫前 にあり ける 大 般若の 料紙 を 本尊に 申しう けて， ひるが へして 寄き とめけ り。 こ 

の 故に 罪障 憶悔 のために、 大 般若 一 部 六百卷 を 自筆に かきて 佛 前に 納め 奉る、 今に 常 寺の 

寶藏に 納めお き恃 ると ぞ。 次第に 書き 加へ て 五十 四帖の 草子と なし、 光源氏の 物語と 名 

； 1^ け、 则ち 大朁院 へま ゐらせ 袷 ふ 。齋院 なのめ ならす 悅び さう せらる。 およそ 物語の 最上 


上 東 門院 I 一  條 


上 東 門院の 女房 

小 少将 


あまの 戶の. I 新 

勅撰に は 「h か 

なる 浦に」 と あ 

り 

横の 戸の I 同 集 

に 「槻 の 戸 も」 と 


紫 式部の 卷， 


一 條の院 の 御 時 上 東 門院の 官 4^ に 紫 式部と いふ 賢 女 あり。 その 姿 妙に して 楊柳の 風に 靡 

き、 薪翠 のかん ざし、 蟬の 羽の 透きと ほりた るが 如し、 亂れて かよる 髮の はづれ より 顔 

の 匂 ひ 薄雲に 月の すきた るが.^ し。 唇 は 芙蓉の 如し， 胸 は 玉に 似たり。 姿 は 園 生の 中の 

花の 夕 映 、喚き こ ほれた る 梅 櫻の 如し。 心ば へ幽立 尋常に して 世の常の 人に すぐれたり 0 

管 被の 道喑 からす、 和歌 達者に して 衆に つらなり、 旣に 歌仙に のれり。 こよに こせう し 

ゆ ふづきよ  くひな 

やう 夕月夜 を かしかり ける 程に、 水難の 鳴き 侍りければ、 紫 式部が 許へ よみてつ か はし 

ける。 

かよ ひ S  ^ t 

あまの 戶の 月の 通路 さ. -ね どもい かなる 方に 叩く 水雞 ぞ 

と あれば， やがて 紫 式部、 

横の 戶の さよで やすら ふ 月影に 何 を あかす と 叩く 水雞ぞ 
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草 
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五 

UK* 


名 をな つかしみ 

I 原本 「猶 なつ 

かしみ」 と あり „ 


時 すぎ 1 時ナぎ 

ての 設 股 


罪障の あつく し ：| 

て 一 H  Iris 本 は？ 

「罪障 S は あ. 

つくと も 徴悔の 

功徳に 閣 暗れ 

て」 と あ s 方 よ： 

無上 菩提 I 原本 

「無常 菩提」 と あ 

り、 今改む 


なつかしみ 吹く 風の. 花 散 鬼 を 過ぎぬ らん、 猶 こりす まの 物 思 ひ， 竹 あめる 垣の^ もす 

がら、 月に あかしの 沛傳 ひ、 猶み をつ くし 思 ひゆく、 左 や 右の 檢 合に 爭ひ 騒ぐ 松風 や、 


き，， て いづく に簿 雪の、 煙の はても あはれ なり、 世 を槿の 花の 露、 猶む つかしき 少女 子が、 

たま.？ -づら 

形見に のこす 玉髮， 我が身に とむ る 梅が 枝の、 藤の 裏 葉 も 時す ぎ， 若菜 も 老いと なりぬ 

ベ し、 われ 先立た ばな き 跡 をと へ かし、 いきの はかなく も 夢に 傳 へ し橫箔 を、 吹きよ わり 

たる 山風に、 夕霧 はる t 小 野の 里、 そ もく 敎屯， 釋尊は 御 法の 道 を 尋ねつ よ， 夢 幻の 夜半 

の 空、 終に；？ f 槃の 雪が くれ、 いざ 諸共に 罪障の あつく して、 闇 晴れて 心の 月 を あら は rtf. 


き や 5 ゆ A きぎよ  んん 

ん、 嬉しき かな や、 只今の 狂言 綺 語の 戲れに 花鳥風月 を綠 として、 無上 菩提に 到らし め ，一 

生死 卽 槃、 烦惱卽 菩提と も 今 こそ 思 ひ 知られ たれ、 暇 申して 人々 とて、 花 烏 座敷 を 立つ 一 

と 見えし かば、 鏡の 影 も 消え はてて、 巫 も 元の 姿と なりけ り。 是を見 く 人 も 夢幻の 心 一 

ひ S かた  .1 

地して、 うつ.. とも 更に 思 はれす。 面 .m さとい ひ、 一方ならぬ 不思議 なれば、 奇特 讚 M 

なのめ ならす、 小袖 十 かさね、 沙金 十兩賜 はりて、 巫は歸 りけ り。  .^ 


慶安 三年 孟春 吉日； 


花 烏 風月 


五 一 五 


御伽 草紙 


五 一 四 


花の 宴 I 原本 

「花の 緣」 と あり、 

今 む 


精 を 不審に よりて 昔 語に 承りし 事 ども を、 まのあたりに 御影に 拜み 奉る こと 他生の 病緣 

なれば、 御 菩提 ねんごろに とぶら ひ e. すべし、 - 委しく 御物 語り 候へ と 申しければ、 源氏 

仰せけ る は、 易き 事な り、 何事 も 尋ね 給 へ と ありし かば、 そ もく 彼の 源氏の 物語に^ 王 

何 代の 事 を あかせる ぞゃ。 答へ て 曰く、 まづ 前代の 事 はさて おきぬ， 桐^！^の御門ょり始 

めて、 朱 雀院、 冷泉、 今上、 春宮 五代のう ち を 沙汰せ り。 后た ちの 御 次第に 不輕 あり， 

まづ 朱^ 院の御 母 はいかなる 人に てお はしける やらん。 二 條關白 、 惡 大臣の 御 娘。 冷 CI^ 

院の御 母 は。 先帝 四の せ " 薄雲の 女院 とも、 又 藤 壺の赫 く 日の 宮 とも 申す 也。 さて 宇治の 

十 帖の事 は。 我 光 かくれし のち 句 兵 部 宮の御 事、 薰大將 の 事。 作り 添 へ たる をよ そ へ て. e. 

すべき 人々 は。 ま づ桐康 の 秋 を 思 ひの はじめにて、 名 をのみ 殘す箒 木の 心 も 知らで 旅寢 

かたた が  かたみ 

せし、 こ t は 淚の方 違へ、 ひ 懲りても 扨 あらで、 猶 人が らぞ なつかしき、 形見の 袖 を 

すゑ は 

又 ぬらす、 タ 顔の 末葉の 露と iw きしょり、 人の 命 は 老いた る も、 若紫 も 頼まれす、 心 を 

さなき はごくみ も 見る 甲斐 ありし さま なれ や、 靑海 波の 舞 人の 立 居に か けて 忘れぬ は、 

紅葉の 賀の御 あそび、 心に かよる 膝壺 の、 あたり ゆかしき 花の 宴， 賀茂 のみ あれの 藥草， 

审 をかざる 爭 ひも • 後の 夢と やなりぬ らん、 被の 野の 宮の旅 衣、 一枝 折りし 榊 葉の 名 を 


普賢 菩薩の 乘物 

If  ^ ふ、 末 

摘 花の 森の 長き 

に SM 


衣う へに 著て^ 腎 菩薩の 乘 物と 喪き 留められし 笨の跡 • 身に 知られつ. -恥 しければ こ 

きづな 

の 日 比の 愛 念の 针をも 引 切り、 嫉妬の 思 ひ を ひるが へし、 過ぎに し 方の はづ かし さ、 我 

と 心に 懺悔して、 後悔の 淚 せき あへ すと、 袖 をし ほりて. & しければ、 大將の 給 ひける は、 

やさしく 思 召し とられけ る もの かな、 そ も/.^ 御身 を 今 尋ね 巾す 人 もな し、 何 しに 是ま 

で來り 給ふぞ や。 いまだ 知り 給 ひ 候 はす や、 n ハ今 不審 をな す 扇の 繪は、 いつぞや 雪の あ 

したの 御歸 りに、 松の 雪を拂 はせ て、 

か. J ら 

ふりに ける 頭の 雪 を 見る 人 も^らす ぬらす あさの 袖 かな 

と 詠み 給 ひし 時、 わら はも 諸共に 簾の 邊 まで さそ はれ 出で たりし 所 を、 窨 きたる 鎗 にて 候 

へば、 此 物語 をた よりにして 現れ 出で て、 日 比の うらめし さ を 巾すな り、 是 まで なれ や、 

いとま 申して 歸る なり、 只今の 物語 さいし やう 懺悔して なき 跡 を もと ぶら ひて たび 給へ 

とてな りと， 淚を 流し. S. しければ、 鏡に うつりし 影 もな く、 風月 は 又もとの 心に なりて、 

夢の さめた る 如くな り。 

さる 程に 人々 奇特の 思 ひ をな して、 源氏 御影 はい まだ 鏡に あり、 花鳥 も 幽靈の 去る 風情 

もなかり ければ、 葉 室の 中納言 進み出で て 中され ける は、 あり 難き 御綠 かな、 この 扇 0 


花鳥風月 


五 一 コ】 


I  御 -伽 草 ，紙    五  一 二   

菜の 卷に 失せ 給 ひ、 世の 歎き 騒け ども われ は それ 程 思 はす、 花 Is と えし は、 麗景殿 

の 妹， いと 數 ならで まし ませば、 いと をし と 思へ ども、 よかれ とまで は 思 はす、 明 石の 上 

は屮宮 のかく めでたき につけても、 あなづり にくよ 成り 行けば、 閲き 見る たびにす さま じ 

や、 六 條の御 息 所 は 物の怪に 現れて、 よろ づの 人の 仇と なる， 心の 深さ も 恐し や、 何と 

思 ふと 此人を 僧まで いか *i あるべき、 女 三の 宫， 父御 門 殊に かなしく し 給 ひて、 彼の 憂 

き 人に ゅづ りしに、 衞門督 の 思 ふこと けぶり くらべに 顯れ て、 御 心に も 入ら ざれば、 ん 

に は 言 はす 心に は を かしと 閗 きて さて 過 ざぬ、 御繼 母の 藤壺、 朧月夜の 御 事 を 思へば、 

言 ひ ちらさん も 情なし、 さすが 人の 御た め も 痛 はしければ、 世が たりに 人 もこ そ 間け、 

申す まじ、 中に も 物の 憎 かりし は 夕顔の 娘な りし を 養 君と かし づき、 夕闇の 比と かや、 

かビ りび  、， 'つせ み 

篝火 すこしと もさせて、？^ きさす 琴 を 枕に て、 御うた ょ寢 のっきな さよ、 空 蟬の尼 君數に 

も あらぬ 人まで もさる ぞと 聞けば、 人知れ す 嫉妬の 心 炎と なりて 胸 を やき、 愛 念の ほむ 

こが  たれ 

ら身を 焦す、 又う ち 返し 按す るに， 物の 嫉きは 誰 ゆ ゑぞ、 よし 何事もう ちす てて 怨み は 

末 も 通ら じ や、 せめて 鏡の 影 にても 戀 しき 人 を 見る やとて、 鏡に よりて 影 見れば、 あた 

す こ *<■ 'ちぎ  かよ 

り も 光る 御影の 句 ひみち たる 御 そばに、 又お 影を拉 ぶれば、 煤け 赤め る 小 桂に ふるき 皮 


もの ゑ h むじ. I 

物怨 f 乇 \ ェム 

ジ) の 訛、 別 本に 

は 「ねたみ 心の」 


御よ せ ゑ. I 御餘 

情 (ォ ンョ セィ) 

力 


院に候 ひて 數 多の 數には 入り 候 ひし かど も、 名 さ へ 賤 しき 蓬生の かれぐな りし 契の 末、 

うらめしければ 人知れ す嫉き 心の ありし かど も、 只數 ならぬ 身に 恥ぢ て、 知らす 顔に て 

さて 過ぎぬ、 たと ひ 生を隔 つと も 愛 念の 終 切れ ざれば、 猶爱き 人に つきそ ひて、 あな 離る 

まじの 御身 やとて， 猶も 御身に 添 ひ 給へば、 大將の 給 ひける は、 彼の 伊勢の 御 息 所 を こ 

そ 物語の 表に も、 もの ゑいむ じお はせ しう たてしき 事に も旷 せし か、 末 摘 花の 御 事 は 物 

嫉 みし 給 ふと も、 彼の 物語に も 見えぬ もの を、 されば 何事の 御 怨みに より、 これまで 來 

り 給ふぞ や、 はやく 御歸り 候へ と 仰せければ、 物語に こそ かよれ ね ども、 今の 世まで 

も 末 摘 花の 名 を 得た る も、 見 そめ 給 ひし 時の 御よ せ ゑに 恥し くも、 

なつかしき 色 ともなし に 何に この 末 摘 花 を 袖に 觸れ けん 

と 御よ み 給 ひし 御 歌 ゆ ゑな り、 見たり ともなき 姿と は、 あら 怨めしの 言の 築 や、 いでい 

です きたる 事 なれ ども、 物嫉 みして 狂 はんとて， 一 勞の上 と^えし は、 攝政 太攻大 l£H の 御 

娘、 ときめき 給 ふ 御 事 を淺 ましとの み 見し 程に、 夕霧の！^；；を生みぉき， 程なく かくれ 給 

ひし 嬉し さよ、 紫の 上と 申せし は、 ゆかりの 草 を 尋ねった いとけ なきよ め迎 へと り、 

はごくみ 給 ひし 事 なれば、 御 志 もた. ぐ ひなく 時め き 給 ふ 御 事と 羨し とのみ 思 ひしに、 若， 


花 風月 


五 一 一 


御伽 草紙 


五 一 〇 


思 ふ 入 はは 苦む 

10 


香 を かざり、 高き も 卑しき もお しなべ て、 主 ある も 主な きも 隱れ 顯れ、 思 ひし 女の 思 ひ 

や 積り けん、 思 ふ 人に は 苦む とて 我 身ながら もお ろかな りと、 迦陵頻 伽の 聲 にて 泣きく ど 

き 語りければ、 皆 面白く も 不思議に も 思 ひ 給 ひけり。 

さる 程に 妹の 風月 は氣色 少しう つ-. なき 風情に て、 あれく 見 給へ、 鏡の 影に わら はも 

すゑつ ひ はな 

現れ 出で 候 ふぞ、 恥し き 末 摘 花の 數 ならで、 思 ひや 色に 出で に けんと * おし 返しく 二 

三遍歌 ひければ、 扇に かける 繪の 如くなる 女 口お ほひして、 源氏の 御影に 立ちより 給 ふ 

と 見えし かば、 彼の 女 巾 しける は、 1^|;はぃづくへとてぉはするぞ、 此世 にて こそ 練 まれ 

ま ゐらせ 候 ふと も、 其途 にて は 愛 念の 執心の 鬼と なりて ノー 影の 如くに 離る まじき もの を 

とて、 猶も 御影に 立ちより けり。 さる 程に 花 烏 は、 源氏の 御 姿に なりて 物 をい ふ、， 風月 は 

末 摘 花の 幽靈 になり て 問答す。 

そのと き 源氏の 大將の 給 ひける は、 そも^, \» いかなる 人に てまし ます、 ぞ、 見たり ともな 

き 人の 姿 かな、 面 は ゆければ こそ ロ掩 ひし 給 ふらん、 これ 程 人の 御覧す るに 見苦しき 御 

ふるま ひや、 とく 立ち去らせ 給 ふべ しとの 給 ひければ、 我 をば 誰と 知らぬ とや、 知らす ば 

御 心 知りの 大輔の 命 i に 問 ひ 給へ。 さて は 常 陸の 宫の御 娘の。 なかく に。 われ 六條 


又の 年 1 翌年 


撫で 物 I 身を撫 

• てて 稳を祓 ふ 人 

形 

員の 外 1 定員 外 


身に 積みて、 又の 年の 春播 磨の 明 石に 浦 傳ひ、 問はす語りの夢をさへ語り51^:3人もなし、 

み ミせ  t ぢか あらが S 

さる にても 三年 は須 磨の うら さびしく、 何と 靈屋 の. M: も 問 近き 荒 垣の、 竹の 編 戸の あけ 

すが ひしろ  ひな 

くれ を 憂き ふし 何と 菅筵、 習 はぬ 鄙の す. まひして、 人 離れなる 里 なれば、 都の たよりも 

絕ぇ はてて、 淚に 曇る 月の 顔、 ち ひさき 舟 を 眺めても、 墜燒く 烟に身 をいた め、 柴と いふ 

もの 折り敷きて、 思 ひを須 磨の 山お ろし、 上野に 通 ふ 鹿の 音 は. うしろの 山に 程近く、 

波 こ.. もとに 降る 雨 は、 潮の 落つ る聲 なれ や、 旅 衣 うら 悲しく も 見渡せば、 淡路島 山 ほ 

のみえ て、 誰が 住む 里ぞ 横の 戸の、 塵 まさりぬ るす まひまで、 思ひ殘 さぬ 事 もな し、 港 

の 苫屋に 音す る は 友よ びか はす 浦 千鳥， 蟹の 囀り 水雞 の聲、 肘 笠 雨の しめぐ と、 思 ひ を 

そへ ていつ となく、 間き 馴る 丄咼 潮の、 せめて 思 ひや 慰む と、 移し 植ゑ ける 若木の 樱、 吹 


けど も 花 は田舍 にて、 すむ 我 さへ にいつ しかと、 山賤 めきて 鄙 人の 倔ぶ 都の かたみに は， 


巳の 日の や 撫で 物の 贈物に て 笛の 音 も、 引く 玉 琴 もな つかし や、 さる 程に 天下に 奇特 

の告 ありて、 程なく 都に 召し 返し、 もとの 位に あらたまり、 員の 外の 大納首 にあがり、 打 

み をつ くし  め 

續き霧 標の卷 に 内大臣、 少女の 卷に 太政大 HIT 藤の 裏 葉に 太 上 天皇、 かくの 如きの 染み 

を 極めし に， 紫の 上の 別れ ゆ ゑ、 光 を かへ す稻 妻の 程な き 夢 の^の 中に、 色 をた しなみ 


花 患 風月 


五 〇 九 


御伽 草紙 


五 〇< 


相の 露し と 1 額 

詳 し 

人 ト も， げ 1* 源 を 

や 

1 すさきし 氏 そ 

人し そ 浅く 欄へ 
相 ふ 虫 f て 

y. 

見 る 生の， 5i 

雲に 音 々 

未 

花鳥風月  五 〇 七 


召さば 我 身 を 光源氏の 有様に 祈りな して、 かの 鏡の 影に 寫 して 人々 に 見せ. £■ さんと て、 

m 隱れ せし よはの 月、 光 を 又 や あら はさんと、 おし 返しく 二三 遍歌 ひければ、 まの あ 

たりに 鏡の 影に 扇に かける 槍の 如くなる 上 藤の 直 衣、 冠 を 著して 見えけ る 事ぞ不 議な 

る。 人々 稀代 不思議の 思 ひ をな して 見る 所に、 花鳥、 鏡に うつりけ ろ 源氏に 代りて. E. しけ 

る は、 桐壺の 天皇 第二の 御子 六 條の院 と 巾す は 我事な り、 たやすく も 名のら じと は 思へ 

ども 雪が くれせ しのち は、 愛別離苦の 罪に 沈みて、 いまだ 浮ぶ たよりなし、 されば あり 

し 世の 事共 物語り 巾さん、 懺^の 功德 によりて 少しの 罪 を 免れん がた めに、 ひ 今の しゃ 

うように 鏡の 影に あら はれた る， これ 又 他生の 綠 あるに よて 也、 人々 構へ て 跡と ぶら ひ 

てた びた まへ、 罪障 懺悔 申さん、 われ 三 歳と 申せし 秋の ころ. 御^ 更衣に おくれ 奉り、 淚 

あさ ぢ ふ 

を そ へ ていと r しく 蟲の 音し けき 淺茅 生の 露け き 中に 生 ひいでし を、 御 みいと も S き 

勅に より、 源氏の 姓 を 賜 はりて、 十二に て 元服す、 高麗 國の相 人 光 と 巾す 名 をつ けし 

は t  ，ぎ まさ  じ や. つさん， t あふひ 

より、 光源氏と いひし 也， 箒 木の 卷に 中將、 紅葉の 贺の卷 に 正三位、 藥の卷 に 大將、 榊 

み か 

の 卷に年 一 一十一 一にて 父の 御門に おくれ 奉り、 かの 花の 宴の 春の 夜に ゆく へ も 知らで 人る 

月の攏ゅならぬ^^ゅゑ、 二十 五に なりし 時、 律の 國須 磨の 浦に 移され、 あまりに 歎き を 


御伽 草紙 


五 〇 六 


人 を もって 

唐 書 「以人 爲録、 

荀 明 得失」 

七德の ほまれ 1 

太宗 が七德 の！ 3^ 

を 制せ しこ と を 

^ ふ 

す M とさん I 未 

詳 

しくん ー. 止戳の 

誤なる ペレ 

二け 丄 一花 (革 

木 花、 嚴身 花) ヌ 

はニ假 (無體 情 

假、 有體施 S ほ假) 

か 

々うめ hi 永 

明、 宋の人 

しんさ々 う l;w 

境 か 

せ h を hfe して 

11^ を 致して ズ 

は 精 を 出して か 

〇 以下 下卷 

とせれ すお— 宋 

詳 

I 歸命 


ちせ れ + 


鏡 を かけて 遂に 障 礙を從 へ、 唐の 太 宗は人 を もって 鏡と せし 故に、 天下 七德の ほまれ を 謳 

ひき、 阿房 宫に たてし 鏡す いとさん の 深き を 知れるな り、. 誰か 鏡 をし やうせ ざるべき、 

しくんに 二け 圓融 のた とへ あり、 華 嚴に十 境 一とう にあら はす、 やうめ い 禪師は 宗鏡錄 

を あつめて しんき やう を證 し、 心 を 明 鋭の 臺 にたと へ、 

年 を へ て 花の 鏡と なる 水 は 散り か よ る を や 曇る とい ふらん 

不思議 やな、 彼の 紫の 上の 須 磨の 別れ を悲 みて、 鏡 を みても 慰みて ましとよ み^ひし、 

いにしへの 言の 薬 心に うかび 出で て， あはれ 光源氏の 御 事 を 御 SI ひ 候 ふ、 御 待ち あれ、 

猶々 せい をいた して 祈り あら はし 巾さん する にて 候 ふなり。 

それ 明鏡に 照らさす してと せいすいに 見る と は、 濁れる と淸 める とに よて なり。 こよに 

たな- *HJ ろ  きょ ラく わ- T  きょ、 rvx*  けいしゅ 

われく きみやう の 掌 を 合せて、 恐惶と をの.^ き、 恐々 と 恐れ、 稽 曾と 敬 ひ、 -#拜 と 

伏し 拜み. & して、 申さく、 願 はく は 早く 一面の 鏡の かけに、 只今 尋ね 給 ふ 亡 靈の形 を あ 

ら はし、 たちどころに 諸人の 不審 を e; め 給へ、 しかれば 則ち 尋 ぬる 所の 昔 語 は、 これ 辱く 

も 神武 皇帝の 御 末ち せいふ さう の^ 君の 御名 はわ ざと 巾す まじ、 彼の 物語に も いづれ の； 

御 時に か あり けんと 作り 給 ひし 事 なれば、 左右な くい かで か あら はさん、 猶も 不審に 思 


した ふり 1 舌 を 

报, 3 恐る I なり 


此御ま へ I 別 本 

此下^ 「にて」 の 

二字 あ n- 


ぎ や 311 行 

ほんし ゆ I 本 主 


人な ほも隱 して 業 平と もの 給 はねば， いやく さの みな 御 隱し候 ひそ、 巫の 竹 折に はや 

はや 明かさせ 袷 へ 、 まさしく 御 心のう ちに 御 尋ね 候 ふ 人 は、 業 平の 事に て 候 へ ば f  J そ、 か 

おん、 つら おもて  まへ 

やうに 申し 候へ、 人た がへ にて 候 ふま じ、 さ 候へば こそ 御トの 面、 梓の 前に も あら はれ 

出で 給 ひて 候 ふらめ と 中 しければ、 人々 これ を^き 給 ひて、 目と 目 を 合せて した ふり を 

して ぞゐ たりけ る。 

さて 源氏の 縫と いひし 人 進みいで て 巾され ける は、 御 卜の 合 ひ 合 はぬ 事 は 扨お きぬ、 lil:^ 

語道斷 きょ ごとに てこ そ 候へ、 それがし 又 tsi^ ね 申した き 事 候 ふ、 これ 構へ てく ねんご 

ろに 占 ひ 候へ、 人た がへ 無くい かやうな る 人の 來り給 ふらん、 よくく 不審 を はれ 候 ふ 

や うに 聽聞 中し 候 はんとの 給 へ ば、 誠に 御大 事 を 御 問 ひ 候 は *i、 我 鏡 をき や うし あがめ 奉 

いきり T し h- ャ、， 

りて 持ちて 候 ふ、 此御 まへ 生 謹， 死靈、 人間、 畜額、 佛种 三寶、 何事 にても 候へ、 現れす と 

いふ ことなし、 御 尋ね 候 ふ 人 を 只今 此 鏡のう へに 祈りう つして、 奇特 を 見せ S. すべきに て 

候 ふ、 多年ぎ やうり きを 入れ 奉る 神鏡の 御前に て、 鏡の 奇特 を. & さんす るに て 候 ふ、 そ も 

そ も 鏡 は 日 域 朝廷の ほんし ゆ 天 照お ほん 神 を內侍 所に 移し 給 ふより このかた、 神 鋭の 威 

光 ほがらか にして、 濁世の 闇 を 照らし 給 ふ もの を や、 遠く 上. fn を 案す るに、 黄^^は軒に紳， 


花. 鳥 風月 


五 〇 五 
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五 〇g: 


ひるし Is 本に 

「ひるよ し」 と あ 


きつね はめな， て 

I. 「夜 も あけば 


くどかけ のま だ 

きに.^ きて せな 

を々 りつる」 

selsis あるべし、 

^本に は 「筑前 

の 守 中原の ちか 

むねが 娘」 と あ 

り 

きう さ 


^始めて 逢 ひ 奉る、 かへ る あしたの おも ほえす、 

君 や 來し我 や 行き けんお も ほえす 夢 か うつ ぶか 寢て かさめて か 

と ありければ 返事に 

かき くらす 心の 闇に まど ひ にき 夢 かう っぷか 世人 さだめよ 

ち 44 き 

と 仰せられ しも かたじけな や。 さて 飾り 綜の 女と えし は 誰 やらん。 それ こそ 兄 行 平の 

ふ やす- fJi ころ 

御 娘、 さだかす の 親王の 御 ：3 にて まします 0 さて へ んの御 息 所と 閒 えし は 0 ひろしの 御 娘、 

仁 明 天皇の 御 息 所。 なま 心 ある 女と 間え し は. 誰 人の 事 やらん。 それ こそ 其 比 天下に な 

よし ざね 

らび なき 色好みの 出 羽の 郡 司 小 野の 良眞が 娘 小 野の 小町が 事に て 候 ふ。 きつね はめな で 

とわび し 女 は。 みちの くの 坂の 上の つらお が 娘。 又染 河の 女と 閗 えし は 誰ぞ。 筑 前の 國 

あき かもと しな か はらの ちかむ ねが 娘。 九十 九 髮の女 はいかに。 治 部の 少輔藤 原の 定夏 

がきう さいなり。 さて 振 分 髮の女 はいかに。 在 原の むね やすが 母し けが 事な り。 よしや 

草葉と いひし 女 は。 きよこが 事な り。 世人 は 誰ぞ。 それ こそ 伊勢が 事に て 候へ。 この 外 

數々 多 けれど 事し ゆければ 申す まじ、 およそ この 人々 の 御 事 は 詮議 まち ビ、 にして、 家 

のロ傳 一つなら す、 いづれ の 家の 歌 を か 用 ひ 給 ふべき と、 ねんごろに 問答し ければ、 人 


かんれ b をう 1 

宋詳 


鬼 1 口に I 原本 

「に」 の 字な し 別 

本 はより ズ稀ふ 

武藏野 W 々 1 

「武藏 野 は 今日 

はな 燒 きそ 若草 

の 妻 もこ もれり 

我 も, J もれり」 

隅 m 川 S 々I 

「名に レぉ はた 

さ 乙と 問 はん 

都鳥 我 思 ふ 人 は 

あり やなし や 


らは 梓に かけて 答へ 中 さん、 風月と ひて になり て ひ 給へ とて， 梓の 擠 nr 打^らし * 一 

酋の 歌に かくば かり、 

思 ふこと 言 はでた r にや 止みな まし われに 等しき 人し なければ 

そ もく 我 はこれ かんれい をう のまめ の 名 を 得て、 一 生涯の 問に 契 を 結びし 人の 数 三 

千 三百 三十 三人な り。 その 時 風月、 わら は 尋ねて になり て 人々 に^かせ まゐ らせん、 さ 

て も 五條の 后 太 政 大臣 冬嗣 公の 御 娘、 仁 明 天皇の 后， 御 年 三十 八、 業 平 二十 二に て 始め 

そめ タの  A づの 4- 

て 逢 ひ 奉る、 さて 染 殿の 后 は 誰 人ぞ。 太攻大 良 房の 御 娘、 文德天 .SI の 后、 水 尾の 御門の. 

御母是 なり。 さて ニ條の 后と 巾して、 あづまの 奧 まで 盗みと り、 殊に 御身 を^め 給 ひし 

は、 いかなる 人の 御 事ぞ。 あらな つかしの 人の 名 や、 嬉しく も 尋ね 給 ふ もの かな、 それ 二 

そ中納 一一 一一 〔 長 良の 御 息女、 淸和 天皇の 后、 御 年 十五、 業 平 三十 二に て 后 立より は 逸 かに さ 

きょり 忍びく に 近づき. 奉り、 或 時 は 鬼  一口 おそろしき 目 を 見. 又 或 時 は 武藏野 はけ ふ 

はな 燒 きそと， もの.. ふ を 怨み、 隅 田 川に て は 都鳥に こと を 問 ひ、 宇 律の 山に て は 人に 

言傳 をし、 そこば くの 思 ひ をつ くし. a. せし 人の 御 事な り。 さて^勢齋せ：！の御；？^-は。 あな 

事 も かたじけな や、 文德 天皇 第五の 御 息女に て 渡らせ 給 ひし を、 長宽十 業 平-むの 使の 


花鳥風月 


五 〇 三 
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五 0. 二 


御 事 

1 然るべき 有名 

なる 人 

うけ 給 ひ 候 ふ I 

別 本 「うけ f 

はり 候 ふ」 と あ 


乙れ まで 申して 

1 これまで 御田 

を 請 >5 申しての 

意 


さる 程に 人々 仰せ ありけ る は、 さる 名き の 御 事とう け 給 ひ 候 ふ 間、 尋ね 申した き 事 候う 

て、 、 〕 れ まで 申して 候 ふなり との 給 ひけり。 名譽 まで は 候 はね ども、 召しに よりて 參 りて 

候 ふ、 若 上 藤の 嬲り 草に なり まゐ らせんす るに て 候 ふ、 何事 にても 候 へ と. S. しければ、 さ 

て 業 平の 方の 人々 S. されけ る は、 所詮 只今 心のう ちに 尋ね 申し 候 ふ 人 は、 此世 にある 人 

にょう は 5 

か 無き 人 か、 その 名 をば 何と 申し 候 ふ、 また 男 か 女 房 か、 く はしく 占 ひ 給へ と あり けれ 

ま、 姊の 花お 一 W はずり 候 ふとて、 短冊 一つ 取 出し、 つくぐ とま ほりて. e. す やう. あら 面 

白の 術、.^ や、 名 はいに し へ のなら の 紫の 木末の 露の たまさかに、 跡と ふ 人 もな きもの を、 

何し に 尋ね 給ふぞ や、 われ はこれ 天 長 二 年 三月 二十 一日に 誕生して、 淳和、 仁 明、 文德， 

淸和、 陽 成、 代の 朝に 仕へ 奉り、 元 慶四年 五月 二十 八日に 年 五十六に て牢 一し くな りし 一 

荐の あとな りと、 御トの 面に みえて 候 ふ、 これ は 疑 ひもな きいに しへの 業 平の 御 事 を 御 

尋ね ri^ ふ 御 心 あてに て 候 ひける やと. B. しけり。  ， 

人々 是を 間き 給 ひて、 あと 目 を 見合せ て、 あまりに 不思議にて、 いやく これ は 御 空 事 

にて 候 ふ、 何し に 今 業 平の 御 事 をば 尋ね 中すべき、 よくく 占 ひ 給へ との 給へば、 花鳥. 

比 U 打 ？w きて、 いやく 千度 占 ひ 候 ふと も、 ちが ひ 候 ふま じ、 猶も 不審に 思 召さば、 わ 


五 

〇 


鼴 聊 


御伽草^ 


五 〇〇 


さすの 巫. I 安信 

泰 親の 卜占、 掌 

を 措す が. S きょ 

り此名 あり 

けんて 31 厳重 


後の 御く われ I 

別 本に 「後日の 

御く わ と あ 

P. 「くわ；"」 は 

會なリ 


名に し 負 ふ 風 DC 

本 「名 

にし 負 ふ 風月げ 


ばかり なり」 と 

ある よるし 


妹 をば 風月と &し候 ふが、 空飛ぶ 鳥 を も 祈りお として、 1: 過去 未来の 事 を も 明かなる 鏡の 

如く. 何事 も 暴な く 申せば、 さすの 巫と も 中すべき 程の 物の 上手に て 候 ふ、 とり わき 人 

を 梓に かけて 口よ する 事， 神變 不思議 けんて うの 巫に て 候 ふ、 此程 この あたりに 候 ふよ 

し 申し 候 ふ、 是を召 寄せて ま づ此相 論の やう をば、 つやく 申し 候 はで 占せ 候て、 口 

よせさせて 不審 を はれ 候 は r やと 申しければ、 山 科の 少將 申されけ る は、 是は近 比 一 興 あ 

るべき にて 候 ふ、 源氏、 業 平 相 論の 勝負 もっけて、 後の 御 くわいに なさるべし、 さらば 

源氏、 業 平お しわ かって、 源氏と 仰せら る.. おは， 業；^ の 事 を 今の やうに 御 tsf ね 候へ と 

き や，， 'だい  さくらぎ a 

e. されけ り。 さる 程に 花鳥風月 兄 弟の 者まゐ りたり。 姊は柳 裏の 櫻 衣の 句 ひこと なる 

くれな .0  せいた、，'  いろね  はつ J*,OJ* つ 

に、 紅 の 袴き て、 丹花の 脣 あざやかに、 靑 黛の まゆす みほの ぐと、 色 音 も 深き 初春の 初 

ね  ら みぢ がさ 

音の け ふの たまさかに、 開き そめた る 花よりも 猶 めづら かなり。 妹の 風月 は 紅葉 重ねの 

二つ 衣に 紅の 袴き て、 白雪の 膚 すきと ほり、 玉の 髮ざ しゅり かけて、 蘭 鼯の匂 ひかう ばし 

, で みなへ し  ふ せい 

く、 嚼峨 野の 原の 女郎花， 露 おもゆなる 風情に て、 ゆるぎ 出で たる 有樣 は、 名に し 負 ふ 

風月 もけ ふと 思 ふば かりなり。 人々 是を見 給 ひて， あな 不思議 や、 あづまの 奧の 片田舍 

にも か-. る 女房 ありけ るよ と、 今更 目 を 驚かす ばかりな り 0 


相 諭 I 爭 論に 同 


花鳥風月 


はぎはらの 院の御 時、 都 西 山 葉 室の 屮納言 の 御所に て、 雪の 上人、 生 上達部 あまた 築り 

て、 梅 は 散り 櫻 はお そき 折節に、 雨 さへ いたく 降りつ ごき、 春の 日く らしが たきぎ 然の 

あ ふ 51- あはせ  かんか ほ， C てう 

あまりに、 扇 <in をし 給 ふ。 漢家 本朝の 物語、 古今 萬藥の 歌の心、 さまぐ 樂を つくし 

たる 色々 の 扇 どもの 巾に、 山 科の 少將の 出された る 扇の 繪に、 稀代 不思議の 繪を ぞ^きた 

ようがん こび  かたはら 

りけ る。 1:^ 顔媚 をつ くし、 „f„ ^形い ふば かりなく いつくしき 公家 上菔ー 人、 又 傍 に 女の 

ロ掩 ひした ろ 所 を、 肇をづ くして 書きたり ける。 人々 是を見 給 ひて 各 不審 をな し 給 ふ。 

あるひ はこれ はいか さま 業 平にて こそ あれと いふ 人 も あり、 あるひ はい や/、： は 光源 

氏に てこ そ あれと、 座敷 二つに おし わかって 相 論し 袷 ふ 巾に も、 葉 室 巾納首 仰せに は、 所 

詮 この 繪の 不審 を はれ 候 はんする やうの 候 ふ、 それ をい かにと 巾す に， こ.. 1 に 稀代の 物 

の 上手 S 巫-候 ふ、 もとは 出 羽の 羽黑の 者に て 候 ふなり、 女巫兄^§;候ふなるが、姊は^^:?.:|* 
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鳥 
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れば、 野 もせ 姬 より 繼 母御 前 へ 抉 持し， 邊 近き 處に 置かせ 給 ふぞ難 有き。 偖 少將殿 は御悅 

びの 爲に、 姬君を 相 具し、 住 吉へ參 り 給 ひて、 百日 御 籠り あり、 御寶殿 作り 参らせて、 

御 下向 ありけ り。 それより 悅び かさなり、 若君 を 一 一人、 姬君 一 人出で 來 させ 給 ひ、 行末 繁 

^-t^iy ザん  ねん 

昌し給 ひけり。 彼の 繼母 御前 は、 年 一年 もまし まさす、 自害して 失せ 給 ふ。 是は 情なく 

當り給 ふに よって、 その 天罰 逃れす して、 我と 空しくなり 給 ひ、 名 を 聞く だに も 悲し さ 

よと、 人に 疎まれ、 亡き後まで 惡 しき 名 を 殘し給 ふ。 又 彼の 尼 君の 事帝閒 召されて、 則 

ち 本國信 濃の. 2:、 所領 を 賜 はりけ り。 是を 見、 彼 を 開く 時 は、 只 人に は 情. れ。 此 物語 

を 見ん 人 は， 能くく 心得 分け、 只 慈悲 情 を 掛け 給 ふべき なりく。 
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て、 少將殿 かくなん、 

あは ざらん 時 こそ あらめ 逢 ひ 見て は 何の 思 ひに 袖 ぬらす らん 

とおりければ、 -败 君、 

ことわり やい かで か 袖の ぬれ ざらん 逢 はぬ ひごろ を 思 ひつ V, けて 

ねし  いつ か しづ 

さて 伏屋に 四 日お はしければ、 信 濃の 國の主 は是を 間き、 少將 殿へ 參り， 齋き 傅き 奉り， 

程なく 上洛 まし ませば、 三千 人 を 召 連れ、 少將 殿の 御供. & されけ り。 又姬 君の 御供の 女 

はしため  か  おびた？ 1» 

房 達、 下婢に 至る まで、 御輿 三十 梃 Sk き續 けて 夥 しくお はします。 少將殿 宣ふ樣 は、 尼 

君、 か.^ る田舍 にお はして 何 かせさせ 給 はん、 都へ 御供 C. さんと て、 姬 君の 御輿 等しく 

用意し、 3^ 君を乘 せま ゐら せて、 都へ 連れ 上り 給 ふ。 少將殿 斯ー樣 の 次第 を奏閒 申され 

ければ、 哀れなる 事 かな、 さほど 心 深く 信 濃の 伏屋まで 尋ね 行きけ る 不便 さよ、 此 程の 

思 ひ を 慰め 給へ とて、 丹 波の 國 にて 三 郡、 元の 本領に 添へ て、 下し 給 ひぬ。 少將 殿御 

悦び は 限な し。 又姬 君の 父 宰相 殿の 御 悦び 言 ふ もお ろかな り。 かの 不 得心なる 櫃 母御 

前 を、 失 はれん と 有りし かば、 野 もせ 姬宣ふ は、 仇 をば 恩に て 報す る 習 ひ ありと て、 

おんわび *ゴ ミ  おん ゆ & し 

さま < ^帝王へ も、 父 宰相 殿へ も， 御 詫 言 あり。 此 上は姬 次第な りと て、 御宥 ありけ 
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たち そめて. 一立 

ち、 裁ち 

さたる. ー 來 る、 

著た る 


. 都に てこち くと 見えし 笛の ね を 泣く，/^ 吹きて 尋ねき にけ り 

と宣 へば、 姬君^ は 誠の 夫に てまし ます ぞゃ、 難 有き 事 かなと 思 ひ、 君に 此由 申させ 

い がき ひま  はたち ぁ** り  やさ 

給へば、 やがて 尼 君 忌垣の 隙より 見 給へば、 御 年 二十 餘 なる 山伏、 誠に 氣 高く 優しけ に 

見え 給 ひて、 いかなる 公卿 殿上人に て 渡らせ 給 ふぞ， 只今の 笛の 音 怪しく 思 ひ 奉る、 も 

し姬 君の 馴染み 給 ふ 人に て 候 ふやと 見 參らせ 候 ふなり と宣 へば、 姬君 誠に 恥し ゆにて、 

哀れに 立た せ 給 ふ 。客僧 此方へ 入らせ 給へ と宣 へば、 恥し く は 候へ ども， 君 を 戀ひ是 

せんそく 

まで 尋ね 參 りたり。 あるべき に 有ら ざれば、 御- 2： へ 入らせ 給 ひぬ。 さて 洗足 參ら せ、 や 

がて 烏帽子、 直 1^ 取 出し パ御 装束 參ら せ、 裨 休み 給 ひける。 姬-君 物 越に、 

ごろ も 

都 をば いっから 衣た ちそめ て 冬 にか t りてきた るな りけ り 

く. u びれ  • 

と 有りければ、 少將殹 旅の 草 臥なら せ 給 ひて 

都 をば もみ ぢの 錦き てし かど 日 かすつ もりて 冬 ごろ も きん 

と 有りければ 又. g 君 

山伏の ころも を 見る にい かなれば 泣きて 来れば 袖 はぬ れ けり 

さて 尼 悅び袷 ふこと 限な し。 二人の 人々 も 夢の 心地に て、 互に 物も宣 はす， 淚に 咽び 給 ひ 


しめ .f\v- 11 ^.ら 

V の か 又はし 


こちく， I 此方 來 

と 胡 竹と にかく 


日本の 弓矢の 守護神、 住吉 の明祌 なり 、- .. 我 昔 凡夫な りし 時、. 戀 をして 身 を^した る 故に， 

神と 現れ、 津の國 難 波の 浦に 跡 を 垂れ、 戀 する 人 をば 斯く憐 み を 運ぶ 故に， 是 まで 具し 

で 來^ たり， 汝獨 りに 限る ベから す、 汝が尋 ぬる 人 は、 あの 楝角 高き 內に まします ぞ 

と 直へば、 其方 見遣る 問に、. 搔 消す 樣に 失せ 給 ふ。 其 t 不思議 さよ 難冇き かなと て、 

- 住吉の 神と もさら に 知らす して 目 なれけ る こ そ はかな かり けれ 

诸大明 神の 敎 のま よに、 楝角 高き 2: へ 入りで 御覽じ けれ * は、. 姬君は 夢にも しめらで、 都 

の 事 を 思 召して： . 

夏び きの 絲 ほど だに もと ふ 人の なき かなしみ をい か r 忘れん 

と t 吟み 給へば、 少將殿 は. S 君の 御聲と 開き 給 ひて、 胸打騷 ぎ、 嬉しき 事 限な し。 少し 

立 寄り 笛 を 取 出 じ、 吹き 鳴らして かくなん：  . 

, なつび きのい と あはれ なる 戀 をして われ こそ 來て は訪 はんと はする 

と 詠 じ 給へば、 姬君是 は そ も 夢現と も覺 えぬ もの かなと、 胸打騷 ぎかくなん、  . 

あやし さよ わが 聞きな しか 都に てこち くと 見えし 笛の ねかと よ 

と 詠 じ 給へば 少將 殿、 . -  , 
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すてし こ. I なで 

しこの 設 なる ぺ 


おさ 》^ め— 此語 

の 本義 はかり そ 

め とれ ふ 意な 

り、 乙- i に は at 


なき 人の 姿 を I 

「を」 は 「の」 と あ 

るべき 所な リ 


風 吹く 方の 埋 となり， 噌き 道に は燈 火と なり、 影身に 添 ひて 悲む なり、. 餘り汝 が 事 を 深 

しふ しん  ，1 せ ： ミぶら  め. *i 

く悲み 候へば、 執心の 罪深 かるべし、 後世 をば 弔 ひ 候へ とて、 潜 然と 泣き 給 ひて、 かく 

なん， 

すてし この 花 をば 常に 來てぞ 見る あさ ぢが 原の 草の かけより 

係姬君 夢のう ちに、  /- 

なでしこの 花 をば 常にい さ よめて など は irfi きに 散りて ゆく らん 

偖 夢 醒めて 打 驚き、 淚を 流し 悲み給 ひて、 

なき 人の 姿 を ゆめに 見え つれば さむる うつ. - のうら めしき かな 


しほ や  あ i,* ぶね 

諸少將 殿、 鹽 星なる 海 小舟に 召され、 照 澤の方 を御覽 じて、 

こ ひのみち 喑 きをな ゆ く 我 なれ や てる さは 水に 心す まさん 

と 言へば，、 翁 も、 

懇の路 いか r はさの み 暮らす らん あ ひ 見ての ちはいと， てる さは 

斯樣に 打 詠 じ 急がせ 給 ふに、 信 濃の 伏 舉に 著き 給 ひて、 翁宣 ふやう、 此程 君が 戀ひ悲 み、 

逸々 尋ね 給 ふ 人 は， 此 伏屋に まし ましき ふぞ * 此翁 をば 如何なる 者と 思 ふ ぞ、 我 はこれ 


都に てこ ひしき 春 はき たれ ども われに 見馴れし 花人ぞ なき 

斯 樣に宣 ふと 思しくて、 少將 殿の 返しに、 

戀 しさに 逢 ふうれ しさ も えぞ 知らぬ おつる 淚 にこ ゑの むせび て 

また 姬君、 

あし 引の 山が くれして 訪ふ人 もな きぞ 悲しき ひとり ふせやに 

斯 樣に宣 ふと 思しくて， おどろき 給 ひて 少將 殿、 

あ ふと 見る 夢 うれしくて さめ ぬれば 逢 はぬ うつ i のうら めしき かな 

たか， 54 

と 有りければ、 姬 君の 御 夢にも この 如く 見え 給へ り。 又 少將殿 富士の 高嶺 を 見 給 ひて、 

年 を へ ん逢 ひみぬ 戀を する がなる 富士 のた かね をな きと ほる かな 

もミ  ね 

佬斯樣 に 尋ね 來り給 ふと は、 姬君 知らせ 給 はす、 都の 事 を 思 ひて、 花の 一本、 鳥の 音まで 

も、 都に 變ら ざり ければ、 かくなん、 

鳥の ね も 花 も 霞 も か はらねば 春ぞ みやこの かたちな りけ る 

去 程に 姬君 微睡み 給 ふ 夜の 夢に、 母御 前此 世の 姿に て、 さの みな 焦れ 給 ひそよ、 今 三日 

す ゆ ふべ 

が內に 悦び 給 ふ 事 あり、 自ら 九夏 三 伏の 夏の 夜 は、 涼しき 風と なり、 玄冬 素 零の 夕に は、 
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遠 江 I 原本 「， 

をと をみ ち」 ， 

あり、 今改む 


は 只、 甲斐 も 波間の 事 なれ や、 こ 

の 音をぞ 鳴く と、 新 樣に吟 み 袷 へ ば、 . 翁 も か 


よるひる みぎ は  かた 

のみ、 波の 晝夜 汀に て、 都の 方 を遙々 と * 思 ひ 遣る より 遠 江、 濱 名の 浦に 引く 網の、 迷 

なる 1N 

は ざり せば 斯く ばかり、 薆き 言の葉 も 露の 身 も、 何に か i りて 君が つる， 思 ひ 鳴 尾の 今 

忘れて 信 濃なる、 R 更 科と 思へ ども， 逢 はねば 鹿 

なん、 

戀路に はいかで か 袖の ぬれ ざらん か. ば かり 物 は 思 は ざら まし  - 

見 そめても 通 ひそめす ばかくば か り 歎 かじ もの を さよの 中 山 

駿 河の 國 宇津の 山に て、 少將殿 かくなん， 

あ を やぎの 絲ヶ ちとけ て 寢られ ねば 思 ひ亂れ てね を、 の みぞな く 

と ありければ、 翁 も かくなん、 

み^たせば よもの 梢 も みどりに て あはれ ぞま さる 宇津の 山み ち 

淸 見が 瞬に て少將 殿、 . 

空 晴れて さやけ き 月 をな が むれば 心の 關も はれて こそ ゆけ 

^其 夜の 夢に、 姬君 紫 裏の 白き 葷 衣に、 紅 の 袴 ふみ. しだき、 花園に 立 出で 給 ひて、. 心 

凄 ゆにて、 


夏， 1 そ はあった ともい へ 冬 くれば 水 も 凍りて さむく なりけ り 

偖 それより 遠 江の 國橋 本に 著き 給 ひ、 宿の 體を 御覽 すれば、 束に 人 江の 魚の^る を 待ち、 

南 は 南海 遙 かにて、 海人の 小舟 拉 ベり， 西は遙 かの 東へ 通 ふ 人 あり， 北 は 琴彈き 鳴らす 

松 立てる 中には、 宿々 の 遊君の あれば、 軒を竝 ベて 面. E や 前の 人 江に は， 反 橋 を 架け 

しに、 少將 殿、 

おきの 波つ r み 打ちよ る はし もとに 琴 ひき そふる 峯 のまつ かぜ 

波のお と峯の 松風 身にしみて 心のと まる はし もとの やど 

去 程に 習 はぬ 旅に あく がれて、 思ひ續 けさせ 給 ふ。 住 吉の夢 を 頼みて ts- ぬれ ど， 逢坂 山に 

よ は  よる 

君 もや 來 るき 逢 ひ 見ねば、 い. 心の 炭 竈の、 焦るょ^sfs淋しきに、 君 もや 来る を白絲 の、 も 打 

絲の— 「を」 は  いか？, 

「と」 の衍 なる. <  解け 給 はねば、 亂れ くる 夜の 近 江なる、 伊香の 海の いか なれば、 罪の むくいに 我ば かり、 

みるめ もなくて 何時と なく、 戀 をのみ して 醴寵 の、 澄まで も 底に 見えす して、 か i る 思 

ひを駿 河なる， 淺ま しかりし 宿りして、. 心 は 空に あく がれて * 袖 は淚に II れ ながら、 胸 は 燃 

そらの 尾！^ み えつよ 熊 るれば、 何時と も 知らぬ 戀 をして、 過， やる 我 身 も そらの 尾 張、 何と 鳴 海の 浦々 を， 

の 尾 張の 該か  なぎさ 

尋ね 行け ども 甲斐 ぞ なき。 戀と 見る目の かたければ， 慰む 事 も 猪なる、 3t の 岩根 をな きて 
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震《^.傍訓原本 

のま i 


け；" たん. I 契 丹 


拍原 1 近 江に あ 

せき と I 開址 

(せき 1 か 


申す やう、 御身 は 正しく 戀路に 迷 ひ 給 ふと 覺 えたり。 尉 も 若く 候 ひし 時、 戀 をして、 十 

年の 間 身 を 徒らにな して 候 ひし 程に， 戀 せんする 人 をば、 如； 1： なる 天竺 震旦まで も、 行 

はて  ふだら くせん 

きて 訪 はば やと 思 ふなり。 是 より 東 は津輕 の涯、 蝦夷が 島、 南 は 南海， 補陀落 山、 西 は 

-， かいか，？ らい  こく  こし ぢ  モミ 

鬼界 高麗、 けいたん 國ま でも、 北 は 越路、 外の 濱 まで、 此國々 を 御 tsf ね 候 ふと も、 御供 巾 

と， せば、 一 少將殿 翁を禮 し、 嬉し さ 限な し。. 或 松原 を御覽 じて、 

. わが 思 ふ 人 やきたり しこの 程に せんの 松原 さきに 尋ねて 

と ありければ、 翁 も かくなん、 

年 をへ て路の ほとりのお いたれば 人 もこす ゑの たれ を 松原 

其 後柏原に とまり 給 ひ、 明 くれば せきと にて 少將 殿、 

たづね ゆく 人に は 逢 はで このほどに 心と， r めよ 美 濃の せきもり 

又 翁 も かくなん、 

戀路に はと r む； 9 人 もな きも の を 逢 はんと 思 ふ 心の みして 

偖 尾 張の 國に 著き 給 r は、 雪降りて 冷 かりし に、 少將殿 かくなん、 

を はりなる 熱 田の 宫も雪 ふれば 水 もこ ほり てつめ たかりけ る 


くる I 來 ると 繰 

ると Si かく 


くる 人 更に 渚なる  水の 中なる 濁り あ ひ 

澄む ことなき 身の 物憂 さよ 

と打咏 め明暮 過ぎ 給 ふ。 此 世に まだ ある. を 知らせ 給 はす、 父 宰相 殿、 姬 の 御 孝 $S をな 

され、 百日に 當る 時、 六 萬 本の 卒堵婆 を 立て、 五部の. K 乘經， を し、 樣々 の 御 弔 ひ 

有りし なり。 偖少將 殿は大 津の濱 にて、 舟の 便 を 尋ね 給ふ處 に、 ，^1 の 舟 さして 來 りたる 

に、 召されて かくなん.，. 

乘りて行く.^とぉもひのぁ^4れこそ水の上にはこがれ 行く らん 

翁、 今の 御詠歌 面白く 覺ぇ候 ふとて、 感じけ り。 55 日暮れ ぬれば、 舟より 上り 給 ふ 時、 翁 

こんや  じょ ラ 

e. す や う、 今夜 は 尉が 家に 御と ま り へ 候と 申しければ、 少將殿 嬉しく 思 召して、 御と まり 

こがね  しろがね  しゃく ミ り 

あり。 七 間 造りの 家に 請 じ 金の 盃、 銀 の 铫子取 出し、 酌 取に は 十七 八ば かりの 女房、 飽 

くまで 氣 高く 出立ち て少將 殿に 酒す よめけ り。 夜 も 明けければ 翁 申す やう、 御 尋ねの 御 

方 は 東に とこ そ 承りて 候へ、 何處を 指して おはします ぞと 申す。 何處を すと も 無 けれ 

ども、 只 出家の 習 ひに て 候へば， 諸國を 志し 候 ふと 言へば、 又 翁、 如： 1： 樣 只ならぬ 御 

たびび ！= 

心に て、 遠き 旅人と 見えさせ 給 ふと. & せば、 少將毆 いと 恥し く 思 召し， ほふ。 翁 重ねて 
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な i„il なが 

き 言葉の 誤なる 


の 頭 地に 投 ゆて 祈り 給へば、 七日に 满 する 曉 方の 御 夢想に， 神 勃.；；： りけ る やう， 

君が こふ 人 はこれ より 國遠 く あづまの 方 を たづね て も 見よ 

と 御 夢想 ありければ、 少將殿 夢 打ち 醒めて、 

あづまに はいく 國々 の ある もの を戀 をす るが か いか にし なのか 

斯樣に 御返し をし つると 思 召しつ るう ちに、 御 夢 醒めて、 扨 は此姬 未だ 世に ある やと 嬉 

しく 思 召して、 愈 祈誓し 給 ひて、 都へ 歸り、 御所 を密に ロハ 一人 忍び 出で、 淸 水の. 迸に て、 

ひに れ  み ぐし  -- 3 ん i> づ  は， <:タ うがた 

山伏に出^=^たせ給ひ、 指の 直垂を 召し、 御 髮を亂 し、 兜 巾 被き 給 ひ、 坂 東方へ 赴き 給 ふ。 

先づ 江に 著き 絵 ひて、 

逢坂の 關 にも 心と め られす あはれ 戀路の いそがしの 身 や 

斯樣に 打 詠 じ 急がせ 給 ふ。 『去 程に .ま 君 は、 稿 濃の 伏屋に て 月日 を 送り、 都の 御蔡戀 しさ 

限な く、 父 宰相 殿、 夫の 少將 殿の 事の み、 思 ひ 出 だして、 なき 言葉に 打 怨み させ 給 ふ。 

空摄 曇り 時雨して  峯 の 木枯し ゆしくて 

梢 淋しく なりはてて  錦と 見えし 紅 ば も 

思 ひの 中に 散り 失せて  訪ふ人 も 無き 悲し t^u.  ^ 
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去 程に 丹 後の 少將殿 は、 野 もせ 姬の事 を 開 召して、. 憧れ 悲み給 ふ 事 限な し。 せめての 事に 

姬 君の 常にお はせ し 所に 入らせ 給 ひて、 琴彈き 鳴らし かくなん、 

ひきなら す 琴の 一音き けば もろともに たもとの 露 を はら ひこ そせ ね 

又 鏡の ある を御覽 じて、 . 

ます か V- み 曇り はてなば いかにして 迷 ふ 心 の やみ を 晴らさん 

くちずさ  こ..， ろ. すご  は .《  ノで ミこ をん な 

斯樣に 口吟み 給 ひて、 誠に 心 凄 ゆにお はしければ、 繼母思 召す 樣は、 男 女 の 契、 何れ 

劣るべき ならねば、 自らが 姬 を參ら せば やと 思 ひ、 人して 申されけ る は、 野 もせ 姬に離 

れ給 ひて、 さ こそ 思 召し 候 はん、 また 紫蘭の 姬を 召し 置かれ 候へ と 申されければ、 中々 

閗 きも 敢 へす、 恐し の 女 やとて、 御 返事 もな し。 少將殿 思 召す は、 妻の 野 もせ 姬、 まだ 

浮世に ある やらん、 又 露と も 消えて 亡せ 給 ふらん、 祈誓 をせば やと 思 召し、 住 吉に參 り 

七日 籠り 給 ひ、 南無 住 吉大明 神、 願 はくば 夫妻の 野 もせ 姬の 行方 知らせて 給べ と、 五 度 


に 仰ぎ 地に 伏し 祈誓し 給へば、 繼母 御前 は 侘びた る氣 色に て、 蕖を擂 り 目に 塗り、 俯伏 

に 伏ん て 、目顔 匿ら して ぞ僞り 給 ひける。 帝王 も 哀れと 思 召し、 御幸 ありて は 弔 ひ あり， 

こミ わり 

誠に 歎く は 理 なりと て、 

おとに きく 言の葉 だに も あはれ なりまして 身のう へ さ， 】 そ あるら め 

と 遊ばし、 是 迄の 御幸 も姬 ゅゑぞ かしと て、 

をし きぞ よきの ふけ ふまで 撫子の 花 は 夜風に ちらし こそ すれ 

帝王 仰せけ る やう は， 斯， 程まで さ こそ 思 ふらん、 唯 後世 をよ くく 弔へ とて、 還 御な り 

たつ S 

給 ふ。 宰相 殿 は宣旨 忝し とて、 御 弔 ひの 儀式に て、 尊き 僭 を 供養し、 樣々 の 御 弔 ひ 目 を 驚 

ぉほぢ n  く yo-f たち 

かすば かりなり。 野 もせ 姬の 祖父 御 三 條殿を 初めと して、 一 門の 公卿 達、 御 弔 ひの 座に 連 

り 給 ひ、 惆悵 としたる 御有樣 にて、 悼みの 歌な ど 遊ばし 給 へ る 中に、 彼の 糰母 御前の 目に、 

寥を擂 りて 塗り 腫ら し 給へ る 目元 は、 何と やらん 變 りたれば、 人々 皆顏を 不審 さよと 言 

はぬ ばかりに 見ぬ 人 は 無 かりけ り。 御 弔 ひも 過ぎ ぬれば， 父御 は 所詮 自害 を やせん、 又 

發心を やせんと、 思 召す こそ 哀 なりけ る 次第 なれ。 
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又不 破の 關に 著き 給 ひて， 

秋の 野に 蟲 のこ ゑ ぐ さへ づれば 心と まらぬ 不 破の 關 かな 

斯樣に 打 眺め 給 ふ 程に、 信 濃の 伏屋に 著き 給 ひて 御覽 すれば、 五 間 三 間の しゅてん あり， 

七 間 そへ とのに 中 門 を 造り 添へ、 總 じて 家の 數は七 軒 造り 拉 ベたり。 誠にき わうな ろ 人 

いでいり  みなみお もて  4* し  かもめ  みぎ は 

百 人ば かり 出入し けり。 南面に は 池 を 掘り、 鴛鴦、 鷗、 浮う だり。 池の 汀に は、 柳、 梅 

ぼ たん しゃくやく あふひ なでしこ きき ゃミ .？*ろ^*ゃ みなへ し 

櫻、 行末 久しき 姬小 松、 草花 は、 牡丹、 ^藥、 葵、 撫子、 桔梗、 刈萱、 女郎花、 其 外 花 

ミ i の  しろ： S ね かなもの  け ふそく  こがね 

の數を 調へ、 四季の 色 を 揃へ たり。 裏に 入りて 見 給へば、 銀 の 金物した る 脇息に、 金の 

て...' し  ひさ ゆ  そ は  こ きん ** んん ふし ム せんざい ゆん じ  い せ ものがたり よろ づ さ、.^ し 

铫子、 提 子を拉 ベたり。 側に は 古今、 萬 葉 集、 千載、 源氏， 伊勢 物語、 萬の 草紙 を 取り 

&  ？》  そ 

拉べ、 又 碁、 雙 六の 盤に 至る まで、 見事 は 飽くまで 多 けれど、 御 心に も 染ます、 只 都の 事の 

み 思 召すな り。 诸 都に は 父 宰相 殿 日數經 るに つけて、 愈姬 君の 事 歎き 堪へ かね 給 ひて、 

花 圜に立 出で おはし まし、 色々 の 花は兒 つらん、 語れ かし， わが 思 ひ 子の 行 閗か まほ 

しさと て、 かくなん、 

あだなり と 思 ひし 花の きたち ていかに このみの なり て ゆ くらん 

しょぶ つ  じゅ ふや、 めん.？ -ん 

斯樣に 詠 じ 給 ひて、 南無 十 方 三世の 諸佛、 願 はくば 野 もせ 姬が壽 命 安穩に 守り 給 へ と、 天 


うづみ し 1 う ジ 

さじの 衍 なる ぺ 


おんか ほ はせ いろは， はだへ 

尼君近く立^^^りて見給へば、 御 年 十五 六ば かりにて、 誠にい つくしき 御 顏容、 色 雪の 肌、 

L すゐ かん  おんかた ち fc ぐ ひ 

薪 翠の髪 ざしまで、 三十 一 一 相の 御 容貌、 類 少き姬 にて ぞ候 ひける。 尼 君 思 ふやう、 いかさ 

ま 只 人に て はよ も あら じと. 1- しさ 限な し。 偖 も 如 ：！： なる 人ぞ、 試みば やと 思 ひて、 

ノ あはれ なる 言の葉 みれば もろともに たもとの 露を拂 ひこ そせ ね 

と 有りければ， 姬君も かくなん、 

露の 身の きえても 失せで かよる 世に うき 言の葉 をき くにつ けても 

くちず き  いづかた 

斯樣に 口吟み 給へば、 尼 君 申しけ る は、 偖 何方へ 心 ざして 行かせ 給 ふぞと 問へば、 姬 

君、 何處 へな りと も 具して おはし ませと 宣 へば、 是 こそ 熊 野の 御 利 生 なれと て、 長 持 

より 綾の 袴 を 取 出して) 者せ 參ら せ、 わが 身 は 馬に 乘り、 我乘 りたる 舆に乘 せ參ら せて 下 

りけ り。. 诸姬君 は、 鏡^ 山 を 通り 給 ふ 時 かくなん、 

近 江なる か、 r みの 山 はく もらね ど戀 しき 人の か け は うづみ し 

近くなる うみと ほければ 都な る 人の 姿 はいか でう つらむ 

とうちす さみて、 美 濃の 國府に 宿り 給へ り。 風 身に 染み 給 ひければ かくなん * 

旅の空 ふぐ 浦風の 身にしみ ていと r 都の 人ぞ， J ひしき 
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^^もほのぐと明けぬれば、 と ある 家に 立 寄り、 亭主 を 頼み， 上に 召した る 小袖 を脫ぎ 

さ ごろもう へ  あ 0- す ゆが 5  わらん づ 

給 ひ、 麻の 狹衣 上に 召し 更へ、 綾 菅笠に て顏隱 し、 召し も 習 はぬ 草鞋 はき、 杖つ き 給 ひ， 

行方 何處 とも わかす して、 よろくと 歩み 給 ふ は、 目も當 てられぬ 冇樣 なり。 斯くて 都 

に は、 野 もせ 姬の 見えさせ 給 はぬ 事 は、 天魔の 業 かとて、 父 宰相 殿の 御 歎き は 言 ふ も 愚な 

りけ り。 繼 母も虛 泣して 歎き 顔、 ぞし給 ひける。 痛 はしゃ 野 もせ 姬は、 勢 多より 東 を 指し 

て 下り 給 ひしが、 習 はせ 給 はぬ 事 なれば、 步 みかね 給 ひ、 十 町ば かり 行きて、 と ある 所に 

暫く 休ら ひ 給 ひけり。 頃 は 葉月 十日の 事 なれば、 初 雁 の 鳴きて 行きけ る を御覽 じて、 

斯 くなん、 

- かりがね はしばし とまりて 旅の空 こし ぢ のか た を 物が たりせ よ  , 

わが 住みし 都へ ゆかば かりが ねよ この ありさ ま を 物が たりせ よ  ， 

斯樣 に打咏 めて おはしけ る處 に、 信 濃の 國 より、 熊 野 へ 參 りて 下向 G. す 尼 君、 三十 人ば か 

た r ひ！, Jo 

り 連れて 通りけ るが、 此野 もせ 姬を 見參ら せ、 如何なる 人に てまし ませば、 只 一人 か i 

る路 中に おはします やらん と 申せば、 姬君 泣く く宣 ふやう、 我 は 都の 者に て 候 ふが、 主 

の 勘當を 蒙りて 候 ふ、. 何處 とも 知らす 迷 ひ 出で 露の命と 消えん 程 を 待ち 候 ふと 宣 へば ゲ. 


花園 庭— 花園の 

庭の SS 股なる ぺ 
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邪なる にね はさ 

れて —邪なる 人 

Si 言い伏せられ 


月 を 眺めよ と. S. すべし、 其、 時 荒け なき 樣 にて、 しどろ に 走り出で、 .E. 有に 取って 行けと ぞ 

仰せけ る。 月 もはや 羊の 歩みに 暮れ ゆく、 有 明 も 東の 山の端に 出で 殊更 さやけ し。 紫 竹 

の 局 は 野 もせ 姬を勸 め S. し、 いざや 月 を 眺めん とて、 花 S 庭に 出で ければ、 約束の 如く 

くだん  たけ  み ケ し いぶせけ  つ ち、 f  めの ミ 

件の 武夫 走り出で、 丈なる 御髮 を租悍 なる 手に て摑 み、 中冇に 取って ぞ 失せに ける。 乳母 

の靱 負の 局是 はくと 言へ ども、 はや 行 力 知らす 成りに けり。 32 武夫 は 姬君を 4 して、 

近 江の 國勢 多へ 參り、 旣に 橋の 上より 落し 奉らん とせし 時、 野 もせ 姬 仰せられ ける は、 

如何に 武夫 共、 しゃう あらば 物を閗 け、 繼 母御に 頼まれ、 今 自ら を 失 はん 常 座の 

依 te なり、 邪なる にい はされ て， 咎 なき 自らが 命 を 取らば.、 など か 天罰 逃るべき、 又 助 

し-つ  てんた *f  fcto-J' り 

くる こと 汝 等が 爲に 自ら は 主 なれば、 義を 重ん する に 似 たるべし、 然 らば 天道の 冥利に 

ふ ？ a  くしん 

叶 ふべき ぞ、 自ら 命 惜しくて 斯く言 ふに は 布ら す、 汝 等が 餘り不 得心なる 者 北 (なれば， 

人間の 五常 を 言 ひ ii かするな り、 此 上は汝 等が 心に まかせよ とて、 快 を 顔に 押し 常て、 

清 然と ぞ 泣き 給 ふ。 猛き 武夫 も此 道理 を 承り、 淚を 流して 巾す やう、 實 にく 誤り 巾し 

たり、 此上は 御 命 助け 參 らせん， 何方へ も 見えぬ 國へ 忍び 候へ、 都へ 歸り糰 母御へ は、 

勢 多の 橋 へ 沈め 申した る. S を 中す ベ し と ぞ言ひ ける。 姬君は 夢の 醒めた る 心地して、 \ 
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召し、 折々 忍びく に 通 ひ 給 ひて、 少將 殿よ き 折からに 母上に 中し 候 ひて、 ^ へ 入れ 奉る 

べきとの 誓 ひ を 立てさせ 給 ひ、 深く 契 を こめ 給 ふ。 か. - りし 處に繼 母御 前此事 ii き 給 ひ、 

紫蘭の 姬を差 置き、 野 もせ 姬 に 契 を こめ 給 ふ 事の 腹立ち さよと、 胸 を 焦し 給 ひ、 乳母の 紫 

竹の 局 を 召して 宣ふ は、 今夜 野 もせ 姬を失 はんと 思 ふなり、 武夫 を 召せと ぞ 仰せけ る。 

承り 候 ふとて、 武夫 二人 具して 參 りければ、 御臺宣 ふ樣、 如何に 武夫 ども、 首 ふべき 子 

細 有り、 叶へ て 得さすべき かと 仰せければ、 武夫 承り、 是は いまめかしき 事 を 仰せ 候 

ふ もの かな、 假令 火の 中 水の 底まで も、 御： HM をい かで 背き. & すべきと 申し 上 ゆければ、 

御 臺斜に 思 召し、 別の 事に て はなし * 野 もせ 姬を、 深く 人知れ す 失 ひて くれよ と 仰せけ 

れば、 武夫 申す やう、 餘 所の 御 方 にても 候 は r こそ、 三代 相 傳の君 を 失 ひ 奉るべき や 

と. & しければ、 繼母 御前 大きに 怒り 給 ひ、 されば こそ、 初めより 言 ひし 時、 何事 にても 

叶へ 巾すべき よし 中せ し 程に、 頼もしく 思 ひて、 斯 程の 大事 を 言 ひ 出しつ るに、 時に 當 

つて 虛 言 を 巾し ける と、 荒々 と宣 へば、 彼等 心苦しくて、 兎も角も 御意 次第にて 候 ふ 

t. 'は- « なのめ  す *•  しゃきん  すか 

と &す。 その 時繼母 斜に悅 び， 彼等に 酒を羞 め、 砂金 を 取らせて 賺し給 ふ。 偖 武夫 中す 

やう、 何として 亡 ひ. & すべき ぞと. & しければ、 今脊紫 竹の 局に 具せ させ， 花 3^ に 出で 


野 もせ 姬 だに. I 

野 もせ 姬 にだに 

の 意 

野 千. I 狐 


らす、 野 もせ 姬だに 相 馴れば， 如何なる 山の 奧、 野 千の 住む 野の 末な りと も， 諸共に 住 

むべ けれ、 はやく 行きて 忍. ふ 人の 返事 を 取りて 來る べしと 宣 へば、 使 重ねて 来り、 野 

もせ 姬の 乳母 靱負の 局に、 彼の 玉章 を參ら せければ、 靱 負の 局 は、 野 もせ 姬に此 斯く 

と& して、 玉章 を參ら せければ、 野 もせ- 姬 * 乳 ほに 仰せけ る は、 偖是は 何とか あらん 

と宣 へば、 乳母 一す やう、 此 程の 美人 くらべに、 勝た せ 給 ふ 事の めでた さよ、 御 兄 15^ と 

けぃ^^  わら は 

はかしながら、 繼 母の 御 事 なれば、 常々 僧 ませ 給へば、 妾 如き の^まで、 腹の 立つ 寧の 

みに てお はせ しに、 少將 殿への 緣の 道. 思 ひの 儘なる 御 事な り、 はゃく御返^9.ぁれとぞ 

申しけ る。 やがて 姬君 返し、  . 

わが 袖 はし ほひに 見えぬ 沖の 石の 人 こそしら ね 乾く まもな し 

^9ー1曰ながら御返事&しまゐらせ候ふと書きて、 送らせ 給 ひけり。 使 返事 を 取りて、 少將 

なのめ 

殿へ 參ら せければ、 少 將殿斜 ならす 思 召し、 開きて 御覽 すれば、 古き 歌 あり、 其 心 はわ 

が戀は 知る 人 もな し、 又 思 ふ 人に も 言 ひも 出さす、 打 語る ベ き 友 もな し、 沖の 石なる 程に， 

人 こそ 知らね、 心の中 は 乾く まもなく、 此方に も 思 ふなり との 心なり。 少將殿 此歌を 御 

覽 じて、 先づく 美しき 筆の す さび かな、 又 斯樣に 相思 ひなる 事 かなと て、 愈淺 からす 思 


美人 くらべ 上 


四 七 七 


御 ， 伽 I 草— 紙  ,  1 四 七 六  

花なら ぬ 人に 心のう つろ ひて なに はの 蓆の ほのめ かすらん 

斯樣に 書き 給 ひて、 乳母の 正木に 遣 はされ ければ、 正木 御玉 1*. を もちて、 £條 の 宰相 殿 

:t んざん  ^り ふし 

へ參 り、 靱 負の 局に 見參 申した き 由 申しければ、 折節 妹の 乳母と、 紫 竹の 局 あり 合 ひて、 

何方よりの 御 使ぞと 問へば、 丹 後の 少將 殿より 參り候 ふ、 この 玉章 を 野 もせ 姬へ 參らせ 

て 給べ と S. す。 暫く 御 待ち 候へ とて、 野 もせ 姬へ は參ら せす して、 御臺 所へ 此由 かく 

と 申しければ， 御 臺所は 此文を そと 開きて 見 給 ひ、 偖は淸 水に ての 美人 くらべに 負けた 

りと て、 乳母 も 共に 安から す 思へ ども、 力 及ばぬ 次第な り。 御 臺所宣 ふ は、 先 づ其使 を 

此方へ 召せと て、 巾の 庭へ 呼び寄せられ、 使に 御臺所 e. されけ る は、 あの 毋 もせ 姬は、 

しも お ほが さ 

腰より 下に 大瘡 出で 來 候て、 時々 死に 入り 給 ふなり， 顏 ばかり こそ 人に て 候へ、 同じく は 

紫蘭の 姬を 仰せな つけさせ 給 へ , 形 は 軒 もせ 姬には 勝りて 候 ふと 中され ければ、 此使. a. す 

やう、 偖淺 ましき 事に て 候 ふ もの かな、 其 由 を こそ 中し 候 はめと て歸 りければ， 袖 を 

控 へて、 よき やうに 御 申し 候 は r、 祝を& すべし と 申されければ、 いかで わたくしに 

て は 申すべき とて、 使は歸 りて 少將 殿へ 此由 申し 上け ければ、 少 將殿宣 ひける は， 紫 

蘭の 姬へ相 馴れて、 其 日のう ちに 十 善の 位に は卽 くと いふと も、 宿綠 無ければ 叶 ふべ か 


なきと 思 召し、 少將殿 は是を こそと 思 はれ けれ。 又 其 次に 妹の 紫 繭の 姬、 御舆 より 下り 

給 ふ を 見 袷へば、 花 山吹の 上に、 薄紅 梅の 桂、 紅の 袴 踏みし だき、 是も Mii^lK し、^ 

少き装 なり。 然れ ども 姊には 劣りた ると、 少將殿 心に 思 召されけ り。 储少將 殿 は それよ 

り 御 下向 あれば、 姬 君達 もやが て 御 下向 ありけ り 。二人の 乳母； 曲 ぺに思 ふやう は、 今日 

の 美人 くらべに は、 何れが 勝り、 何れが 劣りた るな らんと、 少將 殿よりの 便を閗 かま ほ 

しく ぞ思 ひける。 去 程に 少將殿 は、 野 もせ 姬を迎 へんと て、 先づ御 母上に 此事 申させ 給 

へば、 毋 上は閗 召し、 五條の 宰相 殿の 姬は、 事の 子細の あれば 叶 ふま じき m 仰せられけ 

り。 少將 殿は此 m 開 召し、 偖是は 如何すべき ぞゃ、 たって 巾せば 不孝な り、 又 此姬の 外 

浮世に 迎 へんと 思 ふ 人な しとて、 深く 思 ひに 伏し 沈み 給 ひけり。 かよりけ る虛 に、 少將殿 

の 乳母に 正木の 局 申す やう、 御 心地 は 何と まします ぞ、 野 もせ-娘の 御 事に おいて は、 自 

ら 叶へ て參 らせん、 急いで 御文 を 遣 はされ とぞ. E. しける。 

少將殿 は 此由閗 召し、 御 枕 を あけさせ 給 ひ. 嬉しく も 巾す もの かな、 さらば 文 を 參らせ 

/  くれな ゐ 、つす や、..' ひき かさ 

ん とて， 紅 の 薄樣に 引重ね て かくなん。 

淸 水の そこにて 君 を ゆめば かり 見し おも かけの 色 はわ すれ じ 
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りし を、 繼 母御に. S. す も 如何 あらん、 父御に 申すべき やと 思案し 居たり。 又 妹の 乳母 は 内 

しよ ラ  ， 

證 申し 來 りし 事、 母御に 申し聞かせ 候へば、 母御 は悅 びて 申させ 給 ふやう、 丹 後の 少將 

しょけい  むこ さの 

殿と 申す は、 器量 世に 勝れ、 諸藝 達し、 時め く 人な り、 是は思 ひの 儘なる 婿 殿 なれば、 急 

ぎ 見せ 參ら すべし、 淸水詣 によ そへ て 見せ 參 らせん 由 申しつ が ひ 候へ とて、 刖ち 乳母 方 

より 少將 殿へ 其 通り. &し遣 はしけり。 靱 負の 局 は 是を閒 き、 やがて 父御へ 申しければ、 

父 宰相 殿 仰せられ ける は、 娘 を 見 するとい ふ 事 如何な り、 何れも 物詣の 時分 知らせ 申べ 

モのは 

き 由、 せハ 方が 心得の. ra にて、 申し 遣 はすべき との 御 事に て、 則ち 申し 遣 はしけり。 偖 

丹 後の 少將殿 は、 彼の 姬 君達の 淸水詣 を、 今や 遲 しと 待ち 給 ふ。 斯くて 彌生 十八 日の 事 

なりし に、 宰相 殿の 北の方 御 娘 御 二人 召 具し、 御輿 十 挺ば かり 遣り 續け、 ざ. - めかいて 

淸水詣 ありけ り。 丹 後の 少將 殿は此 由を閗 召し • 女の 姿に 出立ち て、 先に 立ちて 參り給 

ひ、 觀 音の 御前の 傍 に、 輿 を 立てさせて 彼の 人々 を 待ち 給ふ處 に、 宰相 殿の 北の方、 御 

お  さくらが さね  もんぎ うちぎ 

輿より 下り 給へば、 次に 野 もせ 姬 御輿より 出で 見 給 ふ を 給へば、 櫻 重 の 上に 萌黃 の挂、 

くれな, 0  ち、 r もん  み ぐし  おんか ほ a せ 

紅 の 袴 踏みし だき、 中 門より 歩み 給 ふ 御 姿、 御髮は 桂に 等しく 御顔 容の 美し さ、 目元 口 

付、 姿い とらうた く 言 ふ も 愚な り。 廣き 都の ¥2: に& 程の 美人 は、 遂に 目 馴れたろ 事 も 


类.. ^くら， へ 上 


g; 七 


御 

草 
紙 


四 
七 


さ^ *?^-^f" 一 


遠 國波禱 I 遠國 

々波濤の 末なる 
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古 の 事 かとよ， 都に 隱れ なき 丹 後の 少將 殿と て、 時め ける 人 あり。 器量 骨柄 人に 勝れ、 

しいかく わん *>ん  はたち  み；. 1 い >*- ころ 

詩歌 管紘 何に つけても 喑 からす、 御 年 二十に 餘り 給へ ども、 御臺所 まし まさす、 都廣し 

と 申せ ども、 御 心に 入りに し 方な くして、 遠國 波濤まで 御 尋ね 候へ ども、 未だ 何れと も 

は 


定まり 難し。 爱に 五條の 宰相 殿の 御 娘 御 二人お はします、 姊御は 御 年 十六に なり 給 ひし 

が、 其 頃 世に 類な き 美人に てまし ます、 母上に 後れさせ 給 ひて、 繼 母御に か i りて おは 

いも-.'!^ J  のち ほら 

します。 又 其 妹 十四に ならせ 給 ひし は、 後腹の 御子な り、 是も 美人に てまし ませ ども、 

姊 御に は 劣り 給 ふと 閗 えし。 姊御 をば 野 もせの 姬、 妹 を 紫蘭の 姬とぞ 申しけ る。 丹 後の 

少將殿 は、 兄： iS; の姬 君の 事閗 及び 給 ひ、 只 一 目 見た きと 思 召し、 姊野 もせ 姬の 乳母、 靱負 

っぽね  》^ ん  ないしょ ラ  し ちく つぼね  ない 

の 局の 方へ、 緣を 尋ねて、 內證 仰せ 遣 はさる。 又 妹 紫 藺姬の 乳母 紫 竹の ml の 方へ も， 内 

證 仰せ 遣 はされ、 一 目御覽 ありた きとの 御 事な り。 靱 負の 11^ は少將 殴よりの 證 申し 來 
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末の 露 もとの f. や 世の中の 後れ 先 だ つなら ひなり けり 

よもの 海濱の まさご を數へ つぶ 君が 千年の ありかす にせん 


むにん， I 無き 人 

の 音 請なる ペレ 


又 一つの 文 御 父の 方へ と あり、 首 ip- はなくて 欹 ばかり、 

をし まれぬ 身 は 山陰の さくら 花 散る と もた れか 哀と は 見ん 

かやう に 書きお かせ 給 ひける 程に、 此由を 里へ 告 ぐる 程に、 岡 部され ば こそ 不思議の 事 

いでき ける と 思 ひて、 急ぎ 寺 へ 上りければ、 是非の 次第な かく 言葉に 及ば ざり ければ、 

孝養 營み、 空しき 野 邊の夕 煙 となし * 月光、 大ふ、 し i う 殿、 まつわう 丸と もに 行きが 

た 知らすな りに けり 0 別當も 又う き 世に ありても 何 かせんと て、 ある 山 深く 閉ぢ こもり、 

行 ひ 澄まして おはしけ り。 さる 程に 岡 部 も 花み つに は 死して 別れ、 月光に は 生きて 別れ， 

彼是 せん 方 もなければ、 髻 を 切りて 猶も 子どもの 行末の 悲し さに、 別當の 住み 給 ひける 

山の 奧を 尋ね ゆきて、 花 を 摘み 香 を 焚き 薪 を 採り 水 を 汲み、 亡者の 菩提 をと ぶら ひける 

は、 現世 後生の 然るべき 善知識と ぞ おほえけ る。 

たかの さん 

月光、 大ふ、 しょう、 まつわう 丸 四 人の 人々 は、 高野山へ 上り 奥の院 近く 閉ぢ こもり、 難 

行 苦行して むにんの 御 あと をと ぶら ひける こそ やさし けれ。 昔より 今に 至る まで 櫪子 1 

母 ほどう たてしき 事 はなしと 言ひ傳 へ たり。 さりながら 順綠逆 綠皆佛 菩薩の 御 方便 なれ 

ば、 此人々 の發心 修行し ける も、 誠に 頼もしく お 難く こそ 思 ひはんべ り けれ。 


花 み 


ゥ 


四 六 九 


御.. 伽.. 草 誦紙  四 六 八  

き 給へば、 一山の 老若 は 申す に 及ばす、 賤 しき 者まで も 皆 感淚を 流しけ り 。さる 程に t 

ども 數多 あり、 一の 文 は 坊主の 御 方へ と あり、 見れば 幼少の 時より 今まで 人と なされ ま 

ゐらせ 候へば、 朝夕 御手 を も 引き ま ゐらせ 候 ふと 思 ひ、 又 後の世 を もと ぶら ひ 申さん と 

思 ひて 候 ひし かど、 かやう にことの 外なる 有樣、 誠に 生々 世々 の 御 うらみと こそ 思 ひ 候へ 

とて、 二 首の 歌 あり。 

花 はちり 跡 はさび しくな り ぬればし もうらめ しき 心 こそ すれ 

さ こそな ほ 月をぞ 人の もて あそぶ 花 は あだ なる 物と 思 へ ば 

叉 一つの 文は大 ふし i う 殿へ とて、 さても 御手に かよりか やうに なり 候 ふ 事、 後の世 を 

ば 頼み入り 候 ふとて、 二 首の 歌 あり。 

久方の あま 照る 月に 名 をと めて 散る 花み つと たれ か 言 はまし 

二つ あらば 一 つの 命の こしおき 君が なさけ を 思 ひ 知らば や 

あにお ミ. - 

又 一 つの 文 は 月光 殿へ と あり、 又もな き 兄弟に かやう になり ゆき 候へば、 さ こそ 思 はせ 

給 ふらんと、 それの み 心に かよ ケ候 ふとて、 一首の 歌 あり。 

花の 雲 風に 散り なば 月 ひとり 殘 らん 世 こそ 羨し けれ 


乙れ 又た- >  なか 

な <yl これ 又た 

だな くば かりな 

りの 誤脫か 


失 はんめ I 失 は 

めの 音便 


やう をし I 孝 

養し の 誤なる ぺ 


二人の 法師 は 今 は 何 をか隱 し. S. すべき、 花み つ 殿 をば 我等 二人が 殺し. S. すなり、 いつ ぞ 

やの 頃 本堂に て 我等 を 頼み 給 ふやう は、 弟の 月光 を 害して くれよ、 其 子細 は餘 りに 母の 

うたて しく 我に 常り 給 ひ 候 ふ 事の 僧ければ、 子 を 殺して 思 ひ 知らせん と ありければ、 か 

く 仕り 候 ふといへば、 別當 何事 かわが 心中に 變り候 ふべき、 さ こそく 思 はせ 給 ふらん、 

此老佾 を さへ 打 棄て給 ひ， 自害 をし 給 ひ 候 は、 r、 悲 みの 中の 悲み を、 何と なれと か 思 ひ 

給 ひしゃらん、 今 はた *i いかにも 共々 に此人 をと ぶら ひ. S. すべ けれとの 給へば、 これ 义 

た-なか なり 0 

か i りけ る 所に 月光 殿、 此事は 面々 の 道理な り、 花み つ 殿と われと 比 ぶれば、 月光 を こ 

そ 失 はんめ と 思 召し 候 ふ 心中 御 ことわり なり、 我に おきて は 更に 怨みと も 思 ひ 候 はす、 今 

は ロハ われら も 共々 にい かやう にもと ぶら ひ すべし と、 泣く くの 給へば、 これ 又理を 

わけての 給 ふ もの かなと て、 自害 をば やみぬ。 只 一 筋に き やう をした てまつ りて、 その 

後發心 修行 を も 仕り 候 ふべ けれと 思 ひ 直し、 一 一人の 法師 別當 ともに 死骸 をと り、 孝養 せん 

しんぷ 

としけ る。 泣く/. -別當 申されけ る は、 此兒十 歳と いひし とき 親父に 請 ひ. 5. し， 十六^ 

の 今に 至る まで 露お ろかな く 育て 奉る に、 かやう に 憂き目 を 見せ 給 ふ 事の 悲し さよと 歎 
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へと いへば、 子細な しと 領承す。 さらばと て 皆々 夜 こめて 歸り けり。 二人の 法師 は  一 1^ 

にゐ て、 さてもう き 世の なら ひとて、 かよる 憂き目 を 見ん 事よ、 さりながら 力なし、 後 

の 世 を こそと ぶら ひ 巾 すべ けれと、 ぞ言 ひける。 兒 はわが やに 歸り けり 0 露 消えん 花の 朝 

顔い つまでと、 はかなき 命 ありあけの、 月 も 傾く 名殘 にて、 月日 を 待つ こそ 悲し けれ。 

さる 程に 十六 日の 暮 方に 入相の鐘 もつ くぐ 嗚り、 月影 も 山の端に 忍びて 出で もやら ざ 

るに、 二人の 法師 は 用意して、 わざと 具足 は 著す、 打 刀ば かりにて、 花み つ 殿の： 11! の 前に 

立つ。 花み つ 殿 は 月光 殿の 姿に 身 をな して、 暫く 叩き 給 ひければ、 內 より 聲 もせ ざり け 

X そ  ひ- t りご ！0 

れば、 餘 所へ 御いで かと、 獨 言 をい ひ 歸り給 ふ 所 を、 大 ふは餘 りの 悲し さに 走りより、 

足 を むん すと 抱きつく。 し i うは 思 ひ 切らで はとて、 肘の か より を I 一刀 さしてす て 奉る。 

二人の 希 泣く く歸 りて、 さても くわれ は 情なき 事 をした る もの かな、 法師の 身に て 

兒を 殺害す る 事 は 例な き 次第な り、 祖し 後の世 をと ぶら ひ e. すべ しとて、 泣き 悲む 所に、 

こ はいかに しつる 事ぞ や、 花み つ 殿 を 今宵 人の 殺した るぞ とて、 . 上下 騒ぎければ、 二人 

の 法師， 一れ を 間き、 見 まが ひて ぞ あるらん と 思 ひながら、 行きて 見れば 花み つ 殿な り。 さ 

て は此兒 にたば かられて こそと て、 一 一 つ ともなし、 自害す るより 外 はなしと 思 ひ 切りて、 


おとへば Is を 


討って 賜 はり 候 

へ と I との 字不 

要なる ペ し 

これ はよ もと I 

これ は 決して 口 

外せ じと 


定 1. きつ と 


思 ひ 切りて- 1 決 

心して 

領承し 1 領承す 

の衍 

よし それ も S 々 

丄 一人の 語 


の 御 事 を 申し 候 へ と、 ねんごろに 葚 びて、 たと へ ば 弟の 月光 討って 賜 はり 候 へ と、 これ、 J 

そ 一大事の 御ようと は 申し 候へ といへば、 二人 返事に 及び難く * 赤面して あり。 兒， され 

ば こそ これ はよ もと 思 ひつる もの を， 心 易く ゆ ひいだ したる くち をし さよ、 此事 湄れて 

聞 ゆるならば、 坊主に も 里に もさ こそ あらめ、 今 はな かの 坊へ も歸る まじと いへば、 と 

かくする 程に、 夜 も 更け ゆき 候 ふに、 皆々 御歸り 候へ： 御名 殘を しく は 候へ ども、 とて 

、，ら わ 

も 長ら へ て 添 ひ はて 申す ベ き 身と も 思 ひ 候 はねば、 われ はこれ より いづく の 浪曲 の 末、 

山の 奥まで も、 身 をす ごし 候 ふべ き、 さすが 棄て 難き 命に て 候 へ、 長ら へ て 候 は r 互に 見 

え 申すべし、 もし 露の 身の なら ひに て、 消えぬ と 聞 召し 候 は r、 後の世 を 頼み入り 候 ふ 

といへば、 此兒は 一定 自害 をすべき、 さなし とて 此人を 失. V 、へきに あらす、 火に 入る も、 

水に 入る も、 前世の 因 某な り、 二人の 兒 をば いづれ とも 思 はね ども、 そ も 此兒を 無體に 

失 はんより、 彼の 月光 を こそ とにもかくにも なし 參 らせんと て 同心し 思 ひ 切りて、 さら 

ば 子細な しと 領承し、 花み つ 殿淚を 流し、 さ こそ 面々 不 得心に 思 召し 候 はん、 御 心中 ど 

も恥ぢ 入り 候 ふ。 よし それ も 今 はいらぬ 事な り、 さても いっとい へば、 兒は我 所へ 十六 

日に 定めて 來り候 はん 時、 われ 聲 もせす して ゐ候 ふべ し. -歸り 候 はん 所 を 討た せ 給 ひ 候 
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月， 人 路板橋 霜 


意 


御 里の 樣の事 は 

—御 《 家の 例の 

I 件の 事 は 


h かケ とし 給 ひ 

しが 1 色々 と b 

たはり しが 
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〇 以下 下卷 

背く ぺ きと I と 

の 字 不要なる ぺ 


折節 人 もなかり しに、 比 は 八月 十五夜 中の 事 なれば、 茅 店 まさに 明かに して、 板 橋お の 


づ から 靜 かに、 松風 颯々 と 吹いて 谷川の 聲 りんく と 響きけ る は • 言語 道 斷の 次第な り。 

皆 諸共に 心 を 澄まして、 いと 信心に 念誦し， その後 はこし 方 行く末の 物語 どもまで 言 ひ 

け. 0 や、 r- 

いだして、 淚を 流し、 假令 月影 も 兒の袂 に 浮ぶ 程に 見えければ、 二人の 法師 怪しく 思 ひ 

て、 兒の心 を 慰めん とて、 何事 にても 候へ、 われく かくて 候 ふ 上 は 御 心安く 思 召せ， 心 

を殘 さす 承り 候へ、 御 里の 樣の事 は、 今一 旦の 人の 申しな しにて ぞ候 ふらん、 やがて 思し 

直さるべし、： H 、外 は 何事 を か 御 心に かけさせ 給 ふべき、 いか やうの 御 事な りと も、 我等に 

深く 御 心を殘 させ 給 ふなと 申せば、 兒も 暫く 打 案じて、 今 は 何 を か 包むべき、 母に て 候 

ひし 人世に ありし 時 は、 坊主 も 人々 も われく をい か *i とし 給 ひしが、 今 此頃は 人々 の 

心 も 變り候 ふ、 面々 樣 ばかり こそ、 われら を 不便と 思 召し 候へ、 それの み 御 嬉しく 候 ふ 

情に て 候 ふとて、 かきくどきの 給へば、 二人 諸共に 袖 をぬ らしけ り。 

稍 久しく ありて、 所詮 面々 に 申した き 事 候 ふ、 閗 召し入れ 候 は V* 申すべし、 一大事の 事 

つゆち り 

にて 候 ふといへば、 何事 を か 仰せ を 背くべき と 一命 をす つる 事 にても 候へ、 露麈 とや 思 

ひ 候 ふべき と、 誠に 思 ひ 入った る體に 申せば、 さて は 嬉しく 候 ふ、 誠の 御 志と はか やう 


as 板. I 板屛 


大 ふし，， う— 二 

人の 名と 聞 ゆ 


いだされ ざる 事よ と 思へば， 酒 も 心に そます して、 座敷 を 立ちければ、 花 みつは 父の 戀 

しさに 鰭 板の すきより 次第に 見送りて 見れば、 岡 部も淚 ぐみ， て， 無 慚ゃ此 子 われら を戀 

しと 思へば こそ、 彼 所の 蔭よりも ゃ視 きて 見る らんと *  、  > よかし このす きょり 見る 程に、 

鰭 板の すきより： a と 目と 見， 合せけ り。 岡 部され ば こそ 此子 よと へど も、 何とい ふべき 

樣 もなければ、 、さながら にて 歸れ ば、 兒遙 かに 見送りて、 稍久 乙く 立ちて、 遂に 泣く ぐ 

部屋へ 歸 りて， つくぐ 案じて 思 ひ 給 ふやう は， われ は 父の 不興の みならす、 坊屮， の 御 

心に もちが ひ、 僧 まれ まゐら せて ありけ る もの を， たと ひ 我 親 は 人の ゆ ひなし により 不 

興との 給 ふと も， 坊主 だに とりもちて 御 詫！ 一一 一 n あらんに、 など か 許されざる ベ けれども、 坊 

主の 御氣 にち が ひ S. すに よりて 二 そ、 ロ疋 程に うたて しく あるら めと 思 ひ 人り ければ、 わ 

れは今 は 母親 はなし、 父親 は あれ ども 不興の 咎を 蒙りて、 師匠に も 憎まれぬ る 上 は、 . う 

き 世に ありても 何 かせん、 とにもかくにもな るより 外 はと 思 ひ、 • 召使 ふまつ わう 丸 を 呼 

びて、 大 ふし i う 二人の こしの 方へ 此夜 この 月の 面白さに 社に 參り 巾し、 面々 諸共に 月 

を 眺めて， 御 心 をむ 慰めば やと 思 ひ 立ちて との 給へば、 I 1人同じく、易き-3^.とぃふまょに 

1 一人が 一 人 は 前に、 一 人 はう しろに 立ち、 まつわう 丸 を；？ 具して、 如意 輪 堂に まゐ りけ り 0 
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四 六 二 


上り たれば i 上 

p たちばの 意 


疾 くして I 早- 


I  二と II 乙と 

の設 なる ペレ 


は 候 はじ、 もし さも あらば よき やうに 巾 させ 給へ、 やがて 某 も 下りた く 候 ふ、 下らせ 給 へ 

ば 心安くて 候 ふとて、 うち 涙ぐみて、 さすが 人目 も 恥し ければ、 露に 爭ふ 袖の 上、 打 添 ふ 

母の 而 影の、 今更い と r 戀し くて、 わが 住む 部屋に 歸 りつ i 、さめぐ と 泣きければ、 餘 

所の 袖まで も あはれ にて * 皆 感淚を 流しけ り。 月光 も 兄の 心 もとな さに、 泣く く 里 へ ぞ 

下りけ る。 岡 部 は 月光が 成人した る を 見る につけても、 花み つかく こそ あるらん、 猶も 

ぉミな 

大人しく ぞ あるらん、 彼の 母の 草の 蔭 にても、 不興と いふ 事 を さ こそうた てく 思す らん， 

ゃラ  お i か *P 

所詮 寺 へ 上り たれば、 定めて 事の 樣は 知る ベ し、 别當に 大方の 事に て 言 ひ 許して 見せん す 

る もの をと 思 ひて、 やがて 月光 を 打 連れて 上りけ り。 別當 いで あ ひ、 雜餉 とり はやし、 自 

餘の兒 達 も 座敷に 直られ けれども、 花み つ 殿 はさし いづる 事な し。 別當 花み つに 仰せけ 

る は、 機嫌 を 窺 ひ 御身の 事 を&し 許し まゐ らせんと 言 ひ 慰めて ありけ り。 岡 部 所詮 只今 

急ぎて 上る も 只 我 子の ゆかしき にこ そ あれ、 疾 くして 別 當の此 事 ゆ ひいだ して 許せと あ 

れ かし、 思 ふ 事なくて 酒 をのみ て歸 らんと 思へ ども， 別當も 心中に 此事 をのみ 思 ひけれ 

ども、 岡 部 殿の 機嫌 打 解けぬ 體を 見、 心 をと りかね て ゆ ひ 出 ださ r りけ り。 

岡 部 思 ひける は、 無 慚ゃ此 子 は 別 當の氣 にも 誠にち が ひける ぞ、 此 者の 事 を  一二と ゆ ひ 


つぎな g 小袖一 

上等なら & 小袖 


乙し 1 御 師か尚 

考ふ べし 


讒奏， I 護 訴の轉 

訛 


案の 如く 月光 殿の 母 卜： は 本の 家に 移りて、 よろ づ思 ふやうな り。 か i りけ る 所に 京都 又 

亂れ 天下 亂世 となりし かば、 國 土の 軍兵 共 京へ 上りければ、 赤松 殿 も 上洛 あり、 岡 部 も 

御供 申して 上りけ り 。多くの 日數 積り しかば、 繼子繼 母の 事 なれば、 花み つのが へ は 月 

に 一 度 も 何事 か ありと だに も 問 はす、 たま：/, 小袖 風情の 物 を 仕立てて 上す る 時 も、 つ 

ぎなる 小袖 をの ほせけ り。 月光 殿の 方へ はよ き 小袖 を數 をつ くして 上せけ り 0 これ は坊 

主の 御 方へ、 これ はこしの 御 方へ とて、 雜餉 かまへ 送りけ り。 人の 心の つたな さは 皆 月光 

殿と 賞翫 す。 されば 花み つ 殿 は： n 事に つきても よろ づ物 ぁぢ きな くして、 一 日 二日と 過 

ぎ 給 ふ。 岡 部 都より 下りけ るに、 女房 語りけ る は、 花み つ 殿 は 坊^の 御 方より 哲 くの si 

不興 あるべし と 語りければ、 岡 部 思 ふやう. 繼子繼 母の 事 なれば、 空言 にても あるらん 

と 思へ ども、 まづく 女の 心 を 破ら じと 思へば、 寺へ 人 を 遣して、 月光が かたへ 文 を 上 

せて いふ やう は、 急ぎ 此 使と 下るべし， 花み つに は 思 ふ 子細 あり、 此方より. S- さん 時に 

下るべし と ありければ、 花み つ 殿 我ら こそ 兄 なれば、 ま づ文を も 賜 はりて 下るべき に、 月 

かた 

光が 力 へ 铜文 ありて 下さる よに、 なん ぞ怨 しゃ、 仰せ ごとのう たてさよ と 言 ひければ， 月 

光 申す やう は， 定めて 母の 讒奏 にて ゃ険 ふらんと て、 打ち 涙ぐみい へば、 花み つ 殿に もさ 
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小 こ 

恥、 我家の 恥ぞ かし、 思へば 山寺へ も 上せば やと 思へ ども、 よろ づの 事共 案じけ る 時、 書 

寫山 へ まゐ らば やと 思 ひ、 花 みつをば 輿に 乘 せて 別 當の御 房へ、 ぞまゐ りけ る 。別 護 代 

たからもの 

御上り とて 座敷 を 飾り、 寶物を 調 へ 待ちけ る 程に、 花み つ の 輿 をば 橡 近く か よ せければ、 

別當も 同宿 も 怪しく 思 ふ 所に、 年の 齢 十 歳ば かりと 見えた る兒の 色白く 美しき が、 色 小 

お ほぐち 

乙 精 好 125 袖に こ 精 好の 大口た わくと 著な し， 薄化粧し たるが 輿の 內 より 出で 給 ひければ、 別當喜 

色 濃く  ；®l めた る  てい  せ i じん 

を こか びて、 やがて. 坊 中の 兒達を 請 じ、 座敷の 體美々 しく 見えけ り。 盃三献 に 及びければ、 少人 

を 初めと して 打 亂れ、 旣に酒 盛に なりければ、 別當旣 に酪酊 して、 酒 を 飲み 得す。 岡 部 

心に 思 ふやう、 花 みつを 兒に 請へ かし、 請 はれば このまよ なりと も 置くべき もの をと 思 

ひければ 〔 別當に 酒を强 ひて、 今 一 つ 聞 召せ、 御所 望の 事 御座 候 は *i  、何事 にても 承り 候 

へ、 奉公 ゆすべき とい ひければ、 別當 酒た ふくとう けて、 法師 は 別して 何も 所望に も 

候 はす、 只今 これに 御座 候 ふ少人 は、 定めて いづかた へ も 御 約束 候 はんすれ ども、 暫くの 

こラ けん  いちわ、 フ  さいへん 

再 通 I 再度 問 別 當に御 預け 候へ、 後見 申した く 候 ふと 仰せければ、 岡 部 一 往は辭 返しけ るが、 1^ 迎 

に 及びければ、 子細な しと 領承し けり。 別當餘 りの 嬉し さに 三盃 飲みて. 花み つ 殿に 思 

ひざして、 其 盃を祝 著して、 われ 又飮 みて 岡 部に さしけ り。 色々 の藝能 をつ くして、 旣 

花み つ  •  四 五 九 
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四 五八 


ゎが殿！足^;^， 

の 意 か 

ゆ ひが ひ lb ひ 

が ひの 凱 


はかなくな らんよと、 思 ひながら も 下向す る。 岡 部が 見る 夢にも 盛なる 花 一 枝 賜 はると 

ありければ、 靑き 葉の 風に 散る と 見る 程に、 われに 子 を 賜 はる 事 は 疑 ひな けれども、 葉の 

散る と 見る 事の 心 もとな けれと. 思 ひながら 下向す る。 程なく 女房 懐妊して 產の紐 をぞ. 

なんし  なのめ  よろこ 

解きに ける。 男子な りければ 斜 ならす 喜う で、 名 をば 花み つ 殿と ぞっけたり ける。 

かよりけ る 所に、 赤松 殿 岡 部 を 召して 仰せけ る は、 われ 三年 三月の 大番を 仰せ 下され 

たり、 某 上る ベ けれども、 御邊 某が 苗字 を 名のりて 御番 勤めよ と ありければ、 主の 苗字 

を 許さる i 所 面目 これに 過ぐ ベから すと、 急ぎ 都へ 上り 御番を うけとり、 日數を 送り ゆ 

く 程に、 傍輩の 方より、 暫く 在京の 程 召使 はれ 候へ とて、 優なる 女房 を 一 人つ か はしけ 

り。 心 ざま 人に 勝れければ、 岡 部 在京の 程 愛して 比翼連理の 思 ひ をな しければ、 程なく 子 

を 一 人 まう けたり。 比 は 九月 十三夜の 事 なれば、 月に よそ へ て 月光と ぞ名 づけけ ろ。 

大番も 過ぎければ、 月光 同じく 母上 を 相 具して 下り、 始めて 家 を 作り * あたらし 殿と、 ぞ 

S. しける。 花み つが 母に も 劣らす もてなし けり 。やうく 月日 を 送り ゆく 程に、 花み つ 十 

歳に なりけ る 時、 岡 部 思 ふやう、 赤松 殿 は 久しく わが 殿の 御 一 族 なれば、 大殿 久しく わが 

殿の 奉公 仕りけ り、 二人の 者 共 を 相 具して 其 時 ゆ ひが ひなく ふるま ひたらん 時 は、 主の 


に 及ばず I 威光 

は 申す は 及ばず 


レ 5 レん のき も 

よく I 主 臣の義 

もよ く か 
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尊氏將 軍の 御 時、 旣に 一 天下 親子に なり 給 ひし かば、 尊 氏 都に こらへ 難く して、 筑紫を 

さして 落ちさせ 給 ふ 所 を、 菊 池 大勢に て 追 かけ 奉る。 尊 氏の 御 勢 僅に 一 千 餘騎に は 過ぎ 

た t らょま  t くい ラ 

ざり し。 され ども 御 運 いかめしく 鞴濱の 合 戰に打 勝ち 給 ふ。 其 故 は 赤松の 妙 善 律師 刖祐 

とい ふ 人、 手を碎 き合戰 し、 高名 大きに 勝れたり。 されば 赤松 は播磨 十六 郡 を 賜 はりて、 

じふ こく  しん ざ 

入國 のいこく はつ 申す に 及ばす、 一族 若 黨其數 を 知ら 中。 こよに 岡 部と いふ 新 參の者 一 

きり やう こつがら 

人 はんべ り、 器量 骨柄 人に 勝れて 文武 二道の つ はものな り。 しう しんのき もよ く 心に 相 

叶へ り。 しかれば 播磨西 八 郡 を 賜 はって、 草木 を 靡かし 給 ひける が、 一人の 子 を もた すし 

**、 つし ご  ほっけ じ 

て、 或 時 心に 思 ひける は、 申 子 をせば やと 思 ひ 立ち、 やがて 女房 は 法 華 寺に 參り、 岡 部 は liH 

寫 山に 參籠 巾し、 深く 祈請 を 申しけ る。 七日に 満 する 夢に 蒼め る 花 を 一房 賜 はるに、 靑 

わら は 

き 葉の ISf に 散る と 見て、 夢 はさめに けり。 さて は 子 を 賜 はらん 事 は 疑 ひな けれども、 妾が 


花み 


： つ 
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ft、 


われ もくと 參り、 分々 所領 を 給 はりて 榮ぇ けり。 さる ほどに 月日 かさなりて、 お 君 十 

九に て 大政 をう け 給へ り。 姬君は 女御に 參り給 ふ。 對の屋 は 北の 政所と 巾して めでたく 

榮ぇ給 ふ を、 遠き は 聞きて うらやみ、 近き はたの しむ。 出入の もすそ を つらね、 ひかり 

を かざし、 富貴 萬 福た と へ ん かた もまし まさす。 か よ るた ぐ ひすくな き-嗽^ は、 上古 も 今 

ゆん ザ みん 4* ん I ごしゃ、 < 'ぜんしょ 

も 末の世 も、 有難し とぞ おほえけ る。 人 だめに よき もの は 現世 安穩、 後生 善 所と、 佛も 

說 きて おき 給へ り。 御ち ぎり 淺 からすして、 後に はもろ ともに 往生の 素懐 をと け 給 ふ、 

世の ちぎり こそめ でた けれ。 


はやの さう し 下  四 五 五 
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四 五 四 


一む ys やう ー. 未 

詳 

神 は非禮 をう け 

給 は す| 性理字 

義 「神 不飮非 種」 


る 時 は 參し、 又 ある 時 はよ そながら 御聲 ばかり を 聞きな どして、 歸 りた まふ 事 も あり。 

大納肯 殿の 心の 內 のうれ しさ、 たと へんかた ぞ なかり ける。 北の 御 方 はふる さとへ 行か 

すして、 直に 稻 荷へ こもり、 南無 大明 神、 ねが はくば 對の屋 にさむ ひやう をつ けて たび 

給へ と、 祈られけ る こそお そろし けれ。 神 は非禮 をう け 給 はすして、 對の星 はう け 給 は 

で、 繼 母狂亂 して、 都 を 狂 ひ ありき 給 ふ。 京 わらん べ是を 見て， むくいの 程のお そろし 

さよと て、 笑； i 打 擲 す。 四十 二と. a. すに は、 終に 狂 ひ 死に ぞ たて 袷 ふ。 對の屋 きこしめ 

し、 あら 痛 はしの 次第 やとて、 御 菩提 ねんごろに とぶら ひ 給 ふ。 御 乳の 人 をば いよく 痛 

はり 給 ひけり。 殿下 明 石の 海士人 をめ しの. ほせ 給 ふ。 無官に て は 5： 裏へ 参らぬ； as;. なれば、 

掃 部の 助に なされて 參る。 明 石の 浦 を 子々 孫々 まで 給 はりけ り。 女 をば 大 床まで 召され 

て、. 晚君 見參 なされ、 紫のう す 衣 七 二 かさね、 紅 の 袴 そへ て、 これ はみ づ からに 添 ふと 思 

かんか ほ. <  てう た^-らもの  えいぐ わ 

へと て 下さる i。 其 外漢家 本朝の 寶物、 数 をつ くして たびにけ り。 榮 花に ほこりけ ると 

かや。 藤 左 衞門を 召して、. 伊豫の 目 代 をた びければ、 御 恩 はかた じけ なけれ ども、 何 

す  、つけ. U ま は  もミひ 

の よろこびに 榮 花に は 誇るべき、 世に 住めば かよる 事 を 承 ると て、 元 結き り 高野山へ 

上りし を、 ほめぬ 人 こそな かり けれ。 -败 君の 母 宫の御 の 人々、 此 よしをう けた ま はり、 


うらめし さよと ぞの給 ひける。 さて 又 姬君明 石の 浦に て 岩の 上に 五日 潮に う. U れし 事、 

來 世に まします 母宫 の御聲 きこえし 事、 海士 つれて かへ り、 つれぐ 慰めし 事、 色々 か 

たり 給へば、 日も暮 方に ぞ なりに ける。  . 

帥 殿 は 御い とま. S. し 給 はりて、 明日 又 こそ 參上 仕るべく 候へ とて、 我屋 にかへ り 給 ひけ 

り。 北の方の 給 ひける は、 みな 人々 はとく か へり 給 ふに、 などお そく か へり 給ふぞ との 給 

へば、 されば とよ 人に すぐれたる 喜び あり. てとの 給へば、 扨 は 我 子 御 乳に 參り たるに より 

てと 思 はれ、 さぞお はします らん、 美しき 若君、 姬君を 見 給 ふらん、 うらやま しゃとの たま 

ベば、 やよ ありて 帥 殿、 北の方 は 何の 咎 ありて、 對の屋 をば 明 石の 浦に て 海へ は しづめ 

給 ふぞ、 今まで 知らざる 事の 返す ぐ も 口 をし さよと て、 やがて ふる 里へ 送り 給 ふ。 拔 

帥 殿 次 日中 將殿 へ 參り給 ひて、 姬 君に 見 參 ましくて、 昨日 は 夢の 心地に て、 さらに 前後 

を も わき まへ す 候 ふ、 今日の 見参 こそ 誠に うれしく 存じ 候へ とて、 姬君 ちと こなたへ た 

たせ 給へ、 そなたへ ゆかせ 給 ひ 候へ とて、 御 姿 を かみから 下へ、 下から かみへ 見く だし 

見 あゆて、 十一 年が 間の 思 ひ、 今 こ i にて 晴れぬ とて， 又 淚をぞ 流し 給 ふ。 それより 每 

日 通 ひ 給へば、 あまりに 人目 もつ まし や、 中將 殿の 御 心の 內も いか. r と 思しめ して、 あ 

いはや. のさう し 下  四 五三 


御伽 草紙   ^  四 五 二   

し を、 巾將 殿御 覽 じて、 つれて 都へ 上り 給 ふと 仰せ 出 だされ 候へば、 御門 を はじめ 奉り、 

殿下、 北の 政所" 中將 殿、 大臣、 公,、 殿上人、 子 を もちた る も、 もたざる も、 一同に 

聲を あけて ぞ 泣き 給 ふ 。帥 殿 は あまりの 事に あきれはて、 ^もこれ は 夢 かや、 うつよ か 

や、 夢なら ば さめて 後 はいか r ならん、 誠 はう つ i なる 間、 うれしき 今の 淚 とて、 一入 

ぬる-. 1 快 かな。 大臣 殿 も 此人ゅ ゑに こそ、 少將も 世. をう き 事に 思 ひて、 遁世 修行に 出で け 

しゃ ラ  ゆん 13 ん 

ると て、 ふしまろびて ぞ悲び 給 ふ。 さて 帥 殿 をみ すの 內へ請 じて、 姬 君見參 ましく、 色 

色の 引出物、 巾將 殿より たび 給 ふ。 ^姬 君、 大納言 殿に の 給 ひける は、 都に 上りし 事、 と 

くに も 申した く 候 ひつれ ども、 繼母 御前の 不興の 咎 おそろしくて、 かくと も 中 し 侍らす、 

後の 親 を 親と すべし とい ふ 法文の 候へば、 今まで 申さで 過ぎし かど も、 みづ から あの 

若君 姬君 いつも 見れ どもめ がれせ す、 いと ほしく 思 ひ 奉る につけても、 さて こそ 我 ハ乂も 

明 暮みづ から を 玉の ごとくし 袷 ひしに、 行く へ なくなりて 後、 いかば かりもの を 思 ひ 給 ふ 

べきと 思へば、 け ふ 喜びの ついでに、 かくは 知らせ 奉るな りとの 給へば、 帥 殿 も 東西 を 

も わき ま へ 給 はで、 さめ ^と 泣 きゐ 給 ふが、 や i ありて 仰せ 候 ふ は、 1： ことわり は. さる 

事に て 候へ ども、 老いた る 我に かく 今まで 物 を 思 はせ 給 ふ、 あまりに 御 心 ふかき 故な り、 


ぢ さう ゐんの 刑 部 卿 参り 給 ふ。 天下の 御子の 袴 著 なれば、 大臣 公 g 殿上人、 一人 もの こ 

らす參 り 給 ふ。 姬君思 召しけ る は、 か. -る めでたき わが 身の しぎ， 父 帥の 大納言 殿に 何 

きんだち 

ともして 知らせ 奉りた く 思 召し、 二人の 公達に の 袷 ひける は、 刑 部 卿 御 袴の 腰 ゆ ひ 給 ひ 

て 後、 i; 座に なほら せ 給 はで、 公卿の 內八 番目に まします 堀 河の 大納首 殿 を、 三度 づっ 

をが ませ 給へ と 敎へ給 ふ。 扨 刑 部 卿の 宫御 袴め させ 給へば、 公卿の 中へ はるかに おりさ 

せ 給 ひて、 帥 殿 を 三度 づっ拜 し 給へば、 帥 殿お どろき、 こ はいかなる 事ぞ と， かぶりの 巾 

子 を 地に つけて こそ まし まし けれ。 皆 人 不思議に 思 召しけ り。 殿下 も 不思議に 思 召し、 

何の 故に 大納言 を拜み 給ふぞ とい ひ 給へば、 公達、 母上の をが めと 仰せ 候 ふとの 給へ は、 

左 近の 丞を めして、 このい はれ を 簾 中 へ 尋ね 給 へ ば、 簾の 内に は淚 にくれ て、 しばし は 物 

もの 給 はす、 や i ありて みづ からか やうの めでたき しぎになる 事 も、 まことに 父の 御 恩 

なり、 みづ から は 五 人の 親 を もちたり、 誠の 父 は 帥 殿 也、 母は大 田の 御門の 二の 宫 なり， 

やしな ひ 親 は 明 石の あま 人 夫婦な り、 今 一 人 は 佐 藤左衞 門な り、 十三の 年 帥 殿筑紫 へ 御 下 

りの 時、 明 石の 浦に て繼 母御 前に 海へ 沈めら るべき を、 i^i 左衞 門が なさけより、 岩の 

上に 助けお きたりし を、 海士 見つけて わがやに かへ り、 四 年が 問 月 星の 如く あがめ 養 ひ 

いはやの さう し. ト  四 五 1 


御 伽， 草， 紙  四 五。  

幡へ 神馬 を參ら せらる 。何事の 祈ぞ ときく に、 娘 君た r ならす 渡らせ 給 ふが、 はや 五月 

になら せ 給 ふ 其 祈の ためと ぞ閒 えけ る。 その後 殿下の 仰せに は、 巾將殿 あまの 子に 具 

なんし  によし 

し ぬれば、 わが 子に あらす、 生れた らん子、 男子 にても 女子 にても それ を 我 子に すべ 

し、 生れた らん 時 母が 膝に おかす して、 いだき 取り これへ 渡すべし と 有りけ り。 ほどな 

く 月 曰か さなり て、 御產た ひらか にせさせ 給 ふ。 あたり も か やく 程の、 しかも 若君に 

に で、 7 にしの ミ うゐん 

てぞ ましく ける。 大納言の 助 絹の 袖に つ i み 取り まるら する。 二 條西洞 院の中 納言殿 

を 御め のとに 召されて けり。 御 車に は 大納言の 局いだ きま ゐら せて 乘せ給 ふ。 御太刀 は 

きに は、 よき 諸 太夫 百餘人 ざよ めき つれて まゐ りけ り、 けだかく ぞ覺 えけ る。 殿下 大き 

に 御 よろこび ましくて、 御產 湯殿 下の 御所に てせ させ 給 ふ。 去 程に 御 乳の 人に は、 ま 

ま のむ すめ ぞ參 られ ける。 あまりに あしきと のの 所へ 母 やり 給へば、 子ながら も あし 

きふる まひ さがな しとて、 大納言 殿 不興し 給へ ども、 殿下の 御子の 御 乳に 參り給 ふめで 

たしと て、 御 不興 ゆるされて 參 りけ り。 かくて 月日 かさなりて、 又姬君 出来て 是 は中將 

殿に 置き 奉りて、 -败 君し ろしめ したる 事 ども 敎 へんと て 止め 置き 給 ふ。 つながぬ 月日の 

程な さは、 わか 君 七 歳、 姬君五 歳の 八 月 十日に、 御 袴 著の 御用 意な り。 御 袴 著の 親に は、 


御 心に か i ちね 

ば —御、 5 5- か- - 


かもめ I 荒 布の 

一種 


曰々 にも 御 入り ましくて、 みづ から 慰めて たび 候へ、 中將 にぐ し 給へば、 子供に か は 

る 事 はなく 候 ふ、 又此者 ども 見ぐ るし く 候へ ども、 年來 のめし つか ひど もに て 候 ふ、 恥 

ぢ させ 給 はで 御つ かひ 候へ とて、 おくられ ける こそ 有難 けれ。 -败君 御文 ごらん じて、 今 

はすこし のた よりも ありと 御喜び ましくて、 世に すぐれたる 御手 跡に て、 御 返事 をぞ遊 


きた -* んさ ころ 

ばし ける。 北の 政所 四 人の 公達と もに 御らん じて、 扨 もい つくしき 御手 かな、 墨 付攀の 

たて ど 文字の ならびに 至る まで. 人 問の わざと は IB^ え ざり ける とぞの 給 ひける。 その 時 

中將殿 仰せけ る は、 今 は 何とて かほ どまで つよませ 給 ふべ からす. ありの まよに 語り 給 

へ、 みづ からに さの みに 物な 思 はせ 給 ひそとの 給へば、 姬君 さめ </» と 打ち 泣き 給 ひて、 

親 なれば あまの そ *i ろに 戀 しくて、 袂の かわく ひま もな し、 御 心に かよらねば 理な 

り、 我らが ために は 親 なれば、 忘る- -事も 候 はすと、 なほ もつ よませ 給 ひけり。 去 程に 

明 石の あま は、 出家の 志 ふかくて、 所の 目 代 ゆるさねば 力なく して、 女の あまば かり 髮 

そり、 御 孝養 さま <\ 'いたす。 總 じて 生 ある もの をば 取らす して、 わかめ、 かちめ、 あ 

まの り、 こぶの りな どのた ぐ ひ を 採りて 世をぞ 渡りけ る。 をり./^ は 山に 入り 野に まよ 

ひ r  あけくれ  か 6 

ひ、 花 を 手 折り 水 を 掬 ひて、 明暮姬 君の 御 菩提 深く とむら ひけり。 ある 時 中 將殿贺 茂 八 


はや のさう t 下 


四 四 九 


御伽 草紙 


四 四 八 


生涯 I 原本 r 生 

界」 iap 


手書 擧匠 にて 歌 連歌の 道、 何に つけても 喑 からす、 琵琶、 琴、 和 琴な ど をば、 十 歳より 內に 

&なも W  ぼんぶ 

て その 源 をき はめら る V さらに 凡夫と は覺 えす とて， 人々 心 を かけられし、 我 も 中 

將 のために こはんと せし かど も、 四 位の 少將 にこされ て 力 及ばで ありし に、 其 頃 大納言 

太宰府へ 下りし に、 明 石の 浦に て 日本に 相 i せす とて、 龍宮， へ とられて， 扨 こそ 四 位の 

少將は 書寫の 山に ありと は 間け、 其- 她君も 今夜の あまの 娘に はよ もま さら じ、 にくし と 

思 ふ 我等 だに、 あしき 所 は 見出さす、 見れ どもく あく 事な し、 何とい ふと も中將 この 

人 をば よも 捨て じ、 すてぬ もの ゆ ゑに 憎みて かひ もな し、 右大臣の 娘 も中將 のみねば 嫁 

ならす、 あまの 子な りと も、 我 子の 見る こそ 嫁 なれ、 此人 にっきた る 人な し、 痛 はしゃ 

ゑ もんの か,^ ひや ラゑ すけ 

さ こそた よりのな かるらん、 人 をつ か はすべし とて、 衞門督 、兵衞 の 助、 衞門 のつ ほね、 小 

女房 三人、 はした もの 三人、 う へ わら は 三人、 十一 一 の 者 ども を、 車三輛 にの せて つか はし 給 

ひけり 0 

ぶ 3  4? ん V- ん 

おくり 文に、 ゆ ふべ は 見參に 入り 參ら せ、 うれしく こそ 候へ、 誠に さまぐ の 御い となみ 

に 心 も 消え かへ り、 生涯のお も ひでと こそ 存じ 候へ、 はじめての 見參 なれ ども、 百年 も 

なじみた る 心地して、 御 かへ りさの 名殘 をし さ、 いかばかり とか 思 召す、 今よりの ち は 


被 玉ち る —被た 

ばし るの 靴 

ひの 御座- 1 禁裏 

以外 はなし、 例 

の 文 ia; なり 

り や 5 ぜん. I 琉 

泉 

はう けう 1 方 整 


て 鳴らし 給 ふ 撥音 横の 板 戶を, J とぐ しく、 霰 玉ち る 音よりも、 なほ 氣 高く； viw えけ る。 

^ひの 御座の 上に， Q なほり、 盤 涉に音 をと り、 りゃう ぜん „ ^木の 三曲 二 返まで こそ 引か 

れ けれ。 雲の上まで も 澄みの ほり、 天人 も 天降り 菩薩 もこよ に 影 向 あるか や、 神 もめで た 

く ゑみ 給 ふらんと、 閗 きしらぬ 苦まで も、 そ r ろに 袖をぞ しほりけ る。 屮將 殿の 心のう 

ち 何に たと へんかた ぞ なき 。扨曉 にもな りければ、 御迎 の車參 りぬ， いとま. & してと 

の 給へば、 今し ばらく と 引きと r めて、 其 哧麗景 殿 は 琴の 役、 御 息 所 は 琵琶の 役、 その 

ほか はう けう、 蓽榘 とりぐ にて， 姬君は 和 琴 を 參らせ 給 ひて、 榮をぞ 始めた まひけ る。 

まことに 極樂淨 土に て、 廿 五の 菩薩た ちの あそばす 樂も、 かく やと 思 ひ 知られたり。 夜 

おんな ごり 

も ほの ぐと 明けければ、 いとま ご ひましまして、 御 車に ぞ めし 給 ふ。 人々 御名 殘を しさ 

に， 御 車よ せまで 出で 給 ひ、 是 まで 參 りて 候 ふとの 袷 ふ。 さだめて おそれ 入りて 候 ふとの 

給 はんと 思 ひしに、 さはの 給 はで、 車の 下す だれ を あけて、 何事 も 善悪 二つの なら ひ， む 

くいある 事に て、 まゐる まじき と 申しけ る を、. 頻に 召しつ るむ くいに、 是 までの 御出で 

はとて、 旣 におり させ 給 はんとし 給 ふ 御け しき， 言葉の 品に いたる まで， 優に やさしく お 

はします。 北の 政听の 仰せに は、 不思議な りと よ、 中頃 堀 河 大納言の 宫 ばらの 姬 君 こそ 一 
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りょうかく— 籠 

角、 奪の 頭の 方 
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仰せ けれども、 知る 人な かりければ、 御 返事 申す 人 もな し。 後に 多 武の峰 のれう れん 偕 

がくしゃ 3  つぼ 

都と て、 學匠 まします を 召して 問 ひ 給 ふに、 さる 事 候 ふと. S. されけ るに ぞ， こらう 壺 

おんこ わいろ きん  かりよ びんが  えう もん  こる 

をば 皆し り 給 ふ。 姬君 物の 給 ふ御聲 色、 琴の しらべ 迦陵頻 迦の要 文吟 する 聲 よりもな 

ほ 面白き 御 こわねな り。 其 時 麗景殿 琴 をと り. 出 だし、 ちと 遊ばし 袷へ とおりければ、 姬 

君の たま ふ は、 磯に しぐ る. - 松の 風、 沖の 驗の 友よ ぶ聲 より ほか は、 聞 きなら はぬ 身に 

こミ  いたじき 

て 候へば、 かやう の 琴と やらん は 思 ひも よらぬ 事との 給へば、 中 將殿板 敷の 下にて きこ 

しめし、 かほ どの 事と かねて 知りな ば、 など か 琵琶、 琴敎 へざる べき、 よし，/, \- 琵琶 琴 引 

ぷん H ん 一、 

けす とも、 九 品 蓮臺の 雪の 上まで も はなれ まじき 物 をと おほしめ して、 扨 聞き 給へば 、魔 

景殿、 是非 遊ばせと ありし かば、 姬君、 爪 もな く 候 ふ 物 をとの 給 へ ば、 御手 をり ようかく の 

もとに 添 へ られ ければ、 背きが たき 仰せ やとて、 御 膝の 上に かきの せ 給 ひて、 琴柱た てな 

ほし、 二 七の 緖 かき 合せ 引き 給へば、 心 ことば も 及ばれす。 つ ひに かほ どの 琴の 上手 は 

きかす と 皆々 思 召しけ る。 おもしろき 事 申す ばかりな し。 扨 又 琵琶 を參ら せて、 これ 遊 

ばせ と 有りければ、 思 ひも よらす 候 ふと、 頻に辭 返 ありし かど も、 御 琴の やうに 遊ばし 給 

へ とて、 御 琵琶 を さしよ せ 袷 へ ば、 あらそむ きがた やとて、 御 琵琶 をと りな ほし 緒 合 をし 
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めかれせ ず- 

を 離さず 


とうりん IWSJr 

天の 衍 なるべし 


ちゃう あんせ h 

I 長 安城 か 


こしら へ 給 ひしに まさりたり とも 覺 えす、 昔 を こふる 淚っぷ むにた へぬ 亂 れ髮， かぞふ 

ろ 袖に あまれろ を、 さらぬ 體 にもて なし 給 ふ 御け しき、 たと へんかた なくら うた ゆなり。 

け だか  きんだち 

北の 政所 御覽 じて、 白き 装束 はな かく 氣 高く 侍る ものな り、 わが 四 人の 公達 を あまの 

子に 見合せ ぬれば、 ゆすし さ 限な し、 されば 世に はかよ る 人 も ありけ るよ、 中將の つれ 

こミ わり  つ く 

て 上りし も 理 なりと， 笑 ひ 憎むべき 事 は 忘れて、 めかれせ すま ほり 給 ふ。 55 蓬萊の 作り 

物 を 取 出しみ せ 給へば. 一目 御らん じて 又と も 見 給 はす、 日頃 見馴れた る 我ら だに も 面 

白く 飽く 事な きに、 何と 思 召して 又 と も旯給 はぬ ぞ、 物 をの 給へ かし、 聲を きかんと 思 

召し、 麗景 殿の 給 ひける は、 かやう の 物め づ らしから す 候へ ども、 見せ 奉らん ためにと 

させ 給へば、 姬 君よ く御覽 じての 給 ひける は、 とうりんと 申す は 雲の上の 都、 蓬萊 山と 

は 海の 底の 都な り、 仙人 來 りて 藥 をと らんと せし ほどに、 五つの 峯 六つに くづれ て、 殘り 

三つになる， 彼の 蓬萊に 一 つの 家 あり、 不老 門と 名付け、 長生 殿 これな り、 不老の さか ひに 

一つの 市た つ、 ちゃ あ うんせいの 市と いふ、 此 市に 一 つの 車 あり、 藥を しる 車な り、 其 車 

のうちに 壺 あり、 此壺ぐ づれて われ ぬれば、 あらぬ 月日 出づ るな り、 俱舍の 二十 五卷め 

に、こらぅが藍とぃはれしは此l^ffiの事なり-されば此蓬萊にはこらぅ•か^w^はなきゃらんと 


下 簾 I 車の 簾の 

下に かけた る帷 


ふき^れ c ふき 

亂リの 訛 


さ こんの ゆか I 

さ 乙ん の 語 解し 

がた し 


のきて かしこまる。 *f よせの つま 戶の 前に は 高 燈臺に 火 かきたてて、 女房 三人 手 ごとに 

紙燭 ふとくし てもち たれば、 九夏 三 伏の 夏の 日、 草 も ゆるがす 照る 日よりも 猶 明かに く 

まなし。 女房 さしより て 下籐を かき あゆ、 はや. おりたち 給へ と 中せ ども、 返事 もし. 

すだれ  くうでん 

給 はす， いかにも 簾 をお さへ てかき あけ 給 はねば、 おの/,^ さ. * やき 5. しける は、 宮殿 

樓閣 玉のう てな 夢にも 見 じ、 さうな くお りかね たる も 理 なりと ぞ. & しける 0 やよ しば 

らく ありて、 今 は 人々 思 ひ 忘れたり と 思 ふ 折 ふしおり させ 給 ひて、 たれ かいしゃ くも 巾 

さねば * みづ から 衣の つま^ 合せ 袴の きぎ は 引きつく ろ ひ. 御ぐ しかき 撫で 小袖の 上に 

ゆりな がし、 扇 かざし 給 はす、 おした. - みて ぞ もたせ 給 ふ。 ^^屋のみすの前を上殿はる 

かに あゆみ 給 ふ 御す がた は、 五月雨に 水 まさる 六 田の 淀の 川柳の， あやめ a 與菰の 上 を こ 

すより なほた を やかな り。 薪翠 のかん ざし は 衣の すそに あまりて、 八 K 豐に椽 の 上をぞ 

引かれけ る。 柳の 絲を 春風の ふき 亂れ たるより なほ 細く た を かなり。 あはれ 御 姿 を繪に 

かきて、 あまねく 人に 見せば やな、 いかなる 繪師も 筆に うつし 難く ぞ おほえけ る。 ^御 

座の 上に 直り、 うち そばみて ぞ おはします 。さて 見 ま はし 給へば、 錦の しとね 殺の 几 

帳 • さ こんの ゆか、 玉の すだれ、 一の 人の 御所 なれば、 心に て 思 ひしに、 我 父の 西の 對を 


いはやの さう し 下 
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 御 伽 草.. 紙  ^  I 四 四 二  

こ 来ん の衍 事な り、 扨 はこ じと 思 ふか や、 いざや まう けせん とて、 こ i を はれと 出立ち ^ふ。 麗景 

なるべし  も 九 ぎ  ひミへ 

は をみ なへ しの 十五に、 萠 黄に ほひのう ちぎ、 くれな ゐの葷 にくれ なゐの 三重の 袴め し 

み やす タ ころ もみ ぢ  5 すく. ei*.o 

たり。 中宮の 御 息 所 は 紅葉が さねの 十五に、 はじのに ほひのう ちぎ、 簿 紅の 一重に、 

お" 擊ぁ これ も 三重の 袴め しぬ。 闢 白の 北の 政所 は、 いもりの 御ぞ 十五に、、 薄 紅 の 三重の 袴め さ 

に！ i ひ  くひな fQ 

れ けり。 內 大臣 殿の 北の 御 方 は、 菊の 句の 十五に、 紫の 一重に、 是も 紅の 三重の 袴め 

したり。 一 人の 公達に 三人 づ つの 女房 を附 け、 色々 こしら へ 花 を むすびて 出で たちけ り。 

たな ほた ひこ ぼレ 

四 人の 公達 をなら ベ 置き 母上 御覽 じて、 七夕 彥 星の あまの 川原に 立ち 出で て 鵠の橋 を わ 

^やうの 林-未 たし、 しゃう の 林 を 遊び 給 ふ も、 我 公達に はよ もま さら じ、 まして やい はん、 田 <iS の も 

の、 しかも 海士の 子， さ こそ かたくな しく を かし かるらん、 はやこよ かし、 見て 笑 はんと 

. ^ゆ てん I 主 殿 の 給 ふ 所に、 御 車 近くな りぬ ると 申せば、 中 門 へ 寄せさせよ、 母屋の 簾の ま へ を しゅてん 

«  らうに やく 

へ、 上 殿 はるかに ねらすべし とさ だめら れ たり。 老若 を きら はす、 上 藤， 女房 われ もく 

と、 あまの 子 見ん とて ひしめき ける よそ ほひ、 中將の 御た め 恥が ましく ぞ覺 えけ る。 さる 

いたじき 

ほどに 屮將殿 は此人 はいか r あらんと、 お ほつ かなく 思 召して、 御 さま を やつし、 板 敷の 

下に 入りて あそびの やう を 聞き 給 ふ。 姬 君の 御供に は 左 近の 丞 なり。 御 車よ せて 遙 かに 


の もの は 東西 を も わき まへ す 候 ふ、 八重 だつ 雪の 外 はみ す、 都の まじ はり 思 ひも よらす 

候 ふ、 かくて 一 日 も 候へば， 中將殿 i. ため 恥が ましく 候 ふ 程に、 思 ひも よらす との 給へ 

ば、 大覺 かへ りて 此由を 申せば、 言葉の つ *t き はお もしろ し、 され ども 聲は なまりて を 

かし かるらん、 た r 呼びよ せて 拂 はんとて、 かさねての御使には、ぉき装束くに^^綾の袴そ 

へて、 御 乳の 人に もたせ、 又大覺 をつ か はさる。 四 人の 公達の 仰せに は、 御 つれぐ お 

し 量り 參ら せて、 かやう にたび く 申す に、 など や 御出で まし まさぬ ぞ、 中將 殿御 ゆる 

かま ひて I かま しなき やらん、 かま ひて とく/ \» 渡らせ 袷へ、 又 北の 政所の 仰せに は、 これに も 若き 女房 

へての 訛 

の あまた 候へば、 何 か は 苦し かるべき、 かま ひなく 御 入り ましくて 遊. はせ 給 ひ 候へ と 

の 仰せに て 候 ふと & しければ、 中將殿 まことに 度々 仰せ 下さる よ 事 恐れ入りて 候 ふ、 み 

. づ からい かで 制すべき、 はや 御 返事 申させ 給へ と 有りし かば、 姬 君の 給 ふ は、 殿上のう て 

きんか く— 金閣 なの 住 ひ、 きんかくの 御 わざ、 かりそめにも 耳に ふる- 1 事なければ、 は *i かり 參らせ 候 

へど も、 千 引の 石 をう ごかして と ©. させ 給へ と ありし かば、 大覺歸 りて 此由を 申す。 四 

んさ ころ 

人の 公達 千 引の 石と はいかなる 事 やらん との 給へば、 政所の 給 ひける は、 千 引の 石 をう ご 

かしてと は、 千 人して 引く とも 動く まじき 石 なれ ども、 仰せの 重さに ゆらぎ 出づ ると いふ 

いはやの さう し 下  四 四 1 
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四 四 〇 


わん ざん 人 I 侫 

辯 者 


め/ \- 叶. ふま じき 御 事と、 色々. &し 給へ ぱ、 御 不興 は 許されけ り。 さて 北の 政所 四 人の 

公達 をめ して、. 此事 をな ゆかせ 袷 ふ。 四 人の 公達と 申す は 中將殿 あね 君 三人、 妹 君 一人 

なり。 】 に は 時の 女御 麗景 殿、 二に は 中宮の 御 息女、. 三に は 長 岡の 閼白 殿の 北の 政所、 四 

に は €： 大臣 殿の 北の かた。 此 公達に 向 ひ 歎きお ほしめ す やう を 語り 給へば、 きんだち 仰 

せけ る やう は、 やすき 程の 御 事な り、 中將殿 はき はめて 物はぢ する 人な り、 思 ふ 中 を さけ 

さんりん  ちお ラャ ゃ& 

ぬれば、. 其 思 ひに あく がれ、 山林に 入れば 親 も 子 も 共に 身 をい たづら になし、 長夜の 闇に 

まよ ふ 事 あり、 た r この あまの 子 を 思 ふよし にて、 われらが 中へ 呼びいだ し、 かたくなし 

き 事 を 見 あら はし、 聲々 に 笑 ひの- - しらば、 など か 恥 ぢて棄 てざる ベ き、 いづく の あ. 46 の 

子なる らん、 はる <\- つれての ほり 棄て さるべき 事よ との 袷へば、 ゆに もとて、 さらばめ 

づ らしき 作り物な さんと て、 蓬 萊の山 を 物の 上手に つくら せらる。 扨大覺 のす けと 申す 

女房 世に すぐれたる 物 わら ひの わん ざん 人な り、 これ をつ かひに て中將 殿へ 參り 申す ベ 

き やう は、 四 人の 公達の 御 使に まゐ りて 候 ふ、 さ こそ 御 つれぐ にぞ険 ふらんと おしはか 

られて 候 ふ、 、 J なた へ 入らせ 袷 ひて 御遊び 候 へ と ありければ、 大覺參 りて そのと ほり をぞ 

申しけ る 中 將殿姬 君に それ，^ 御 返事 申させ 給へ との 給へば、 姬君 仰せけ る は、 遠 i 


いはや のさう し 下 


さる ほどに つぐ 日 内裏へ 參り給 ひて、 御門に 御 見 參し給 ひて 後 は、 花見の 御幸、 月見の 

御會 にも 出で 給 はで， .天 にす まば 比翼の 地に あらば 連理の 枝と ならん と， 生々 世々 

,  かんだちめ 

はなれ じと こそ 契られ けれ。 たが ひの 心 ざしな のめなら すぞ深 かりけ る。 皆々 の 上達部 

の 人なら ば、 あまの 娘ぐ したりと て 笑 ひの よしる ベ けれども： 一の 人の 公達 なれば、 と 

かくの 沙汰 もなかり けり。 

执 北の 御 方 へ は、 伊豫べ 下りて 歸 風に 吹かれ 色く ろみ 見ぐ るし く 候 へば、 み i えん 事 も は 

づ かしくて 參り候 はす、 いかばかり 御 つれぐ にぞ候 ふらん、 ふる 里 へ ましくて 御な ぐ 

さみ もや 候 ふべ しと、 文つ か はし 給へば、 北の方 思 ひまう けたる 事な りと て、 時 をう つ 

さす 出で 給 ふ。 殿下と r め 給へ ども、 終に 出で させ 給 ふ。 其 後 殿下 殿中 將殿を 不興と あ 

りければ、 北の 政所の 仰せに は、 みろく 御め みせて こそお かせら るべ けれ， 御 不興 は ゆ 


は 0- の ， さ、 PVL 下 
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四 三 八 


乙が —山城の 久 

我 

作 道 I 鳥 羽の つ 

くりみ ち 

ちせ hszl 羅生 


御 かひな 

さきに 港 馬の た 

めに 怪我せ し E 


に閼 守す わらす、 とかくし つら ひ 行く ほどに、 淀へ ぞっかせ 給 ひける 。人々 我 もくと 

御 迎に參 る。 田舍 女房 は 車に はなら はじと て、 御馬に のせ 給 ふ。 御供に は 左 京大 夫、 六 

しん  やん ぢん 

位の 臣、 左 近の 丞、 先陣に ぞ參 りけ る。 御馬に は 少しもた まり 給 はねば、 こがと 云 ふ 所 

にて 御 車に のせ 奉りて、 作 道 をら せい 門へ と はやめけ る。 姬君稻 荷 を ふし をが み、 御前 

にて 車の 物見 を あけて 念誦し 給 ふ。 人々 あやしく ぞ覺 えけ る。 扨 殿下の 御所へ 入れ 奉る 

ぞんじ 

ベ けれど. も、 それに は 大臣 殿の 姬君、 此 三年む かへ 置き まし ませば、 飛 驊の前 司が 家に 

ぞんじろ 1 もん かみ  さむら ひ 

, ^れ奉 るべき と 有りければ、 前司衞 門の 督と いふ 侍 の 家に うつりて、 我家 をば ゅづり 

r ぐ ひ  ir;i まん タ ころ けんざん 

まゐら せけ り。 次 日中 將殿 殿下の 御所へ 參り給 ひて、 御 母 北の 政所に 見參 ありければ、 

人々 申し：^ る は、 中將殿 は： そ r ろに 嬉し ゆに わたらせ 給 ふ は， いかなる； el. にかと いへば、 

あろ 女房 達の 申しけ る は、 はやく 御 かひな 直らせ 給へば、 さ こそ あらめ と 申し あ ひけり。 

&巾將 殿の 北の 御 方へ まるり、 巾將殿 こそ 只今 これへ 渡らせ 給 ひ 候へ とて、 皆々 簾 几帳 

を あゆ、 まう けして ひしめきけ る。 中將殿 北の 御 方 へ は 目 も 見やり 給 はで、 いそぎ 飛驊の 

前 司の やかたへ 入らせ 給 ふ、 みな 人 不思議に ぞ思 ひける。 


住み 侍る ぺ きと 

の 給へ ば Itt 下 

に股^^<ぁるぺし 

意味 連續 せず ： 


ば 御船 ども 出 ださる. 又い ましめ 置かれた る あまど も 許さる。 あま は 我 身の いましめ 

られ たる 事 をば 歎 かで、 さ こそ 姬君 待ち かね 給 ふらんと て 走り 歸り、 さても 不思議の 事に 

て、 今まで 參り候 はす、 さ こそた よりな くお はします らんと. & して みれ は 居 給 はす。 い つ 

のなら ひに 片時 も 出で させ 給 ふべき、 悲しき かな やとて、 走り ま はり もだえ こがれけ り 6 

あまりの 事に 海の かた へ 向 ひてい ふやう、 たと ひ龍宮 へ 御 歸り候 ふと も、 海の 上に て 今 一 

度 をが まれ させ 給へ、 天 人の 影 向なら ば、 雪の 上に て 見えさせ 給へ、 此四 年の 間 月 の 如 

り-フ てい 

くに あがめ 奉りし 事、 御な さけの 程 をば、 いつの 世に か は 忘れ 候 ふべき と、 流涕 こがれ 

けれども かひ ぞ なし。 さる 程に 姬君 をば やかたの 中に て、 綾羅 錦繡の ふすま 引きき せ 奉 

りて、 とかく なぐさめ 給へ ども、 泣かせ 給 ふば かり 也。 中將 心ぐ るし く 思 召し， 御顔 だ 

にも 見せ 給 はす、 かほ どに 練 まれ まゐら せて 、浮世に ありても せんなし， 海に も しづみ 

て 底の 藻屑と ならん との 給へば、 姬君淚 の ひまよりも、 かくみ づ から を 召し つれられ 候 

て、 親の あま を も 召しぐ したまぬ ぞ、 あとに 殘 りてい かば かり 歎かん 事の 物う さよとの 

給へ. ば、 中將 殿い やく あまの 子に て は まじまさぬ もの を、 何とて つよませ 給 ふ ぞと有 

りければ、 姬君 あまの ずな もす ば、 何し にかよる 所に は 住み 诗 るべき との 給へば、 月日， 


いはやの. さう. し 上 


四 三 七 
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四 三 六 


fe らち を 1 ハ久の 

意に 用 ふ 


さて ほの と 明けければ、 かの 所の あま 人 を 召して、 かづきせ よとの 給へば、 きの ふ 

の 大風に 波 しづ まらす 候へば 叶 ふま じと ぞ 申しけ る。 仰せ を 背く は 不思議の ものと て、 

汀の 松に いましめ 付けて、 扨 左 近の 丞と Rl 一人、 彼の 岩屋 へ 御 入り ありて、 さし 入り 見 給 

へば、 ゆ ふべ 御覽 せじ は 物の 數 ならす、 けさ は猶 みまさりて 雪の 膚の隈 なさ は、 いふべ" 

き樣 もなかり けり。 岩屋の 巾に あまた ある 歌の 中に、 

月 はさし 波 はよ せ來 てた i く戶を あるじ 顏 にも あくるし の- -め 

たらち をに いかに 知らせん 浦に きて ちひろの 底 をの がれた る身ぞ 

月 かゆ は あまの 岩屋に やどれ どもな がらへ はてん こと ぞ 悲しき 

いかに せん 浦の あま 人な かりせば 波の 底に て 朽ち や はてなん 

かくて 姬君咋 日 今日と は 思へ ども、 はや 四 年まで こそお はしけれ C 执屮將 殿 さしより て、 

かりぎね 

おきさせ 給 へ との 給 へ ば、 君う ちお どろき 給 ひて 見 給 へ ば、 織物の 狩 衣に、 かね-ぐ ろな 

るに うす 化 被、 •  太 眉つ くりて あて やかな ろ 人 なれば、 都の 御 事き つと 思 召しいだ させ 給 ひ 

きュ 

て、 夢 かやと 衣 引き かづき 臥し 給 ふ。 竿なる 御 小袖う ちかづき まゐら せて、 左 近の， 丞 かき 

いだき 負 ひ 奉ろ。 黃金づ くりの 御 佩刀み づか らもた せ 給 ひて 歸らせ 給 ふ 。执虱 も しづ まれ 


とうち あがめ 給 ひて. 御淚 はら^, \» となが させ 給 ひて、 見 ま はし 給 ふ 御 E のうち、 あく 

まで 氣高 くらうた き 事 かぎりなし 0 岩屋の 內を よく 見 給へば、 北と 西 は 岩屋な り、 の 

方に 竿 をつ り、 うら 山吹の 十三に うはが さね、 紅 の 袴 そへ て かけられたり 。岩の 上に は， 

来迎の 阿 彌陀の 三 尊 墨 槍に か i れけ り。 御前に は 麻の 絲 にて 四季の 花 を 結びて 立てられ 


こんでい ほ けき ゃ5 みなず ゐ しゃ ラ CSV 

たり。 金泥の 法 華經皆 水晶の 珠數 もたれ 給へ り。 あるかな きかの 薄墨に て、 要 文法 文經 


かき 殘 せる まも 論 力 よれたり.。 かき 殘 せる. もな し。 暴 繪を かしき 

なし— 「き は 者 一 ほそ さ n  S 

の設か  I 


始終の 人 I 末 長 

くつれ そふ 人 


浦 5^ こ.！ 浦 底の 


色々 か.^ れ たる 風情、 弘徽 殿の 

せいりょう でん 

細 殿の か. -れ し淸涼 殿の 屏風 も かく やと 思 ひ しられたり。 中將 不思議にお ほしめ し、 左 

近の 丞. & しける は * よく 御覽 じつる かと. S- せば， よくく 見つ るな り、 .此 人 を 見る より 胸 

うち さわぎ、 あはれ 一 つ 蓮と も 生れば やと、 心ち もうかく しうな るぞ や、 いざや. 2： へ 入 

らんとの 給へば、 御覽 じて うち 捨てん とお ほしめ さば 人ら せ 給へ、 もし 始終の 人に おほし 

めさば、 まづロハ今は歸らせ給ひて、 明けてともかくも御はからひ^^- へ と. & せば、 けに もと 

て 歸り給 ふ。 その 夜の 明くる を 待つ も 久しく 思 召して. 左 近の 丞に 仰せられ ける は、 さる 

にても 浦 そこの あま 人に、 かほ どいつく しき 人 あるべ しと も覺 えす、 たと ひい かなる 魔 

えん 

綠の ものに て、 我た め あしくな りなん とも、 つれて 上らで は 叶 ふま じと ぞ 仰せけ る。 


はや のさう し 上 
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人 を あかして— 

火 を あかく して 

の 意 か 

藻椅 ひとり I 藻 


ちて， 心詞 もお よばれす、 物 ごとに おもしろし。 此 程の 思 ひ 出な ど、 めんく に 口す さ 

み 袷 ひけり。. さろ ほどに あまの 岩屋に ありつき 給 ひて、 いざや 田 舍の下 藤の 住居み ん、 

人 多 X て はよ しなし、 - 二三 人づ. i. 見ん とて、 左 近の 丞、 六 位の HH を つれて、 中將殿 あま 

の 岩屋 を 忍びやかに のぞき 給へば、 口に は 刈 藻 かきつ みて、 きりめ も 見えぬ くひせ を碎 

きくべ て、 袖 ももす そ もなかり けり。 あまの 衣 を 腰の ほどに ぬぎ かけて、 男 あませな を 

あぶり、 女 は あとに ゐて 釣の 絲 をより たりけ り。 三人の 人々 是を ごらん じて、 いざや 歸 

らん、 E 舍の下 藤の 住家 は、 犬の 臥 戸に さも 似たり、， こも を 軒に かこ ひたれば • 藁屋の 

うちの むくつ けさ、 土 を ふしどの 埴生の 小屋の いぶせ さよ、 さりながら 上の 岩屋 みん と 

て、 ひそかに 上り 給へば、 六 位の 臣は はや E りぬ。 左 近の 丞 とた *i 二人 のぞき 給へば、 思 

ひも よらぬ さもい うなりし. 败君、 御 年 十五 六と 見えつ るが、 髮 のか t りより 初めて、 姿 

有樣 みめいつ くしき、 あ ひか， t やく 氣色 にて、 ひとり 火 を あかして おはしけ り。 こ はい 

. かにと 思 召して、 まぢかく よりて 見 給へ ども、. 败君は 知らせ 給 はで、 御聲 いと やさしき 

を 打ち あけて、 

おも ひき， や 身 を あま 人に なし はてて 藻屑 ひとり あかす ベ しと は 


下 1 原本 天 T 


うたの かしま I 

： 歌 島 か 

あ. ち I 鴨 G  I 種 


ゆられし かば、 御 よろこびに 大納言に ぞ なされけ る。 

辭返 申し 給へ ども、 綸言 なれば びの 中に もさき 立つ もの は淚 なり。 さる ほどに 殿下の 

さむら ひ 

御子に 二位の 中納 言と 中す 人、 八月 十五夜の 隈 なきに、 侍 あまた 召し ぐんて、 賀 の 

河原に 立ち 出 でて、 駒 くらべして 遊び 給 ふが、 中將 馬より 落ちさせ. 袷 ひて、 左の かひな 

をつ き 損じ 袷 ふ o_ 伊豫の 國は 御領 なれば、 療治の ために 下り 給 ふ 。いくほど なくして よ 

くなら せ 給 ひて、 都へ はやくの ほり 給 ふが、 備 後のう たの かしまより， 怖嬅の 室に つき 

給 ふ。 月の m しほの 夕な ぎに， ぁぢ， の むら 鳥渡るな り， 害 寫の嵐 は ゆしくて、 暮れ ゆく 

ま i に 風 あらく、： しどろ もどろ に 波た ちて、 五艘の 船 どもみ だれけ り。 心！ S そ さは 限な 

ん、 觴權も 舵 も 叶 はすして、 風に まかせて ゆられ 行く。 され どもと ある 島へ. 肷き 付く る。 

みぎよ 

其 時 船のと もづ なをと り 汀へ おりさせ 給 ひて、 浦の 者 どもに 此浦は 何とい ふへ ぞと 尋ね 給 

へば ノ 島 の^これ は 明 石の 浦と. e. す。 扨 は 間 ゆる 名所な り、. 月の 光 もお もしろ し、 た. *i い 


まの 風に 命た すかる 悦， に， 是 こそ 西 海の 思 出に、 いざや 浦 ま はりして 遊ばん とて、 御め 

し. A さ こん じょ v  •， き f たいふ つね はる  から ヌし 

のと 子の 六 位の 臣左 近の 丞、 右京の 大夫經 春、 左 京の 大夫 これはる、. 御い とこの ゆ ：； 橋^ 

みぎ は 

少將 殿、 中 山中 納 一一 一一 〔殿、 此 人達 を 引きぐ して、 汀の かた をめ ぐり 給 ふ。 機べ の 松の むら だ 


は や の さう し 上 
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；ぅき S れ給 ゆ 

一り .一 うき 別れし 

ひけり の設か 


しき 人の かたみと 思 ひ、 つくぐ となが めて おはします。 帥 殿の 給 ひける は、 筑紫 へく 

だり し 時、 さま -姬 をお とめ ありし に、 つれて 下りし 事 か i る 難に 遭 はんため かや、 今 

さら 後悔 千 萬な り、 よし それ とても 前世の 事、 還らざる 身と は 思へ ども、 はかなき 親の 

まよ ひに. て 候 ふ、 姬 うせに し 時 とにもかくにも ならば やと、 千度 百度 思 ひし かど も、 我 

さへ 空しく 成るならば、 草葉の かゆに て姬 がお も ひ、 重きが 上の さよ 衣、 かさねて うき 

目 を三瀨 川に、 しづみ はてん も 悲しければ、 せめて. 殘り あとの 營 みし 侍らん と、 かひな き 

此身 は, t.r まりぬ との 給へば、 少將は 只 泣く より 外め 事 ま-しま さす。 帥 殿も辨 孝養 さま 

ざました まへ ども、 少將 はい まだ 逢 ひみぬ 御 かた ゆ ゑに、 かくと ぶら はせ 給 ふ、 . あはれ 

なりし 御 事 ども、 よその 袜も も. ほり かねた る 有. 樣 なり。. 扨い とま ご ひして 立ち 別れ 給 ふぶ 

筑 紫へ 御く だり の 時 はの 3S りの 時と 契りし に、 け ふ 離れての 其 後 は、 又 いづの 世に め. 

ぐり あ ふべき、 戀 しき 人^ かた， みのい とま、 互にぬ る.. -袂 かな。 おつる 淚も權 の しづく 

りん ゑ しや-つじ  ふるさ ミ 

も、 わき へ かねた る 風情な り。 今 を かぎりと 甲？ へば、 輪廻 生死の 道の 古里 を、 此たひ 

長く へだてぬ る 心地して、 うき 別れ 給 ひけり。 少將 は書寫 山へ. G ほり 給 ふ、 殿 は 都へ 

上り 給 ひ、 御門に 出家の いと あ を 頻に乞 ひ 給へ ども 叶 はす。 宇佐の 宮の 勅使 ゆ ゑな くと， 


めかぶ I 海藻 


くる 罪なければ 地獄に もお ちす、 六道に た r よ ひぬ、 朝夕 守る かひ もな く、 何の によ 

り 對の屋 をば 明 石の 海へ は 沈め 給 ふぞ、 あら 本意な やうら めしやとの 給 ひて、 さめぐ 

とぞ 泣き 給 ひける 0 

かやう に 名のり 給へ ども、 北の 御 方 對の屋 の 御 事 をば 深くな けく 色 をみ せて、 il^^ さ 

する  じドけ 

まさました まへば、 さる 事と 椎 したる もの もな し 。然れ ども 邪氣 かく あら はれて、 後よ 

く 成り 給 ひけり。 ^も 明 石の 蟹は姬 君の 御ぞ、 うら 山吹の 十三う はがさね、 御 袴な ど 1^ 

ちく さ を 

竹の 竿に かけお きて、 朝な 夕な かし づき 奉る。 をつ との 蟹 はつり をし に 出づれ ば、 女の あ 

まお とぎ を. &し、 又 男お とぎ をして 女靑 海苔め かぶ 取りに 行く も あり、 たが ひに の 如 

くそ ひ 奉りけ り。 明けぬ くれぬ と 過ぎ ゆき 給 ふ。 扨 帥 殿 は 三 と せ にも 成り ぬれば、 姬君 

の 第三 年 を も 明 石の 浦に てと て、 急ぎの ほらせた まひけ り。 尾 上 高 砂の 沖 を 通らせ 拾へ 

ば、 海中に 大きなる 旗ぞ 見えけ る。 あれ は 何ば た ぞと問 ひ 給へば、 四 位の 少將 近き 里の 

上人た ち を 請 じて、 莊嚴 道場 を こしら へて、 八 軸の 法 華 i ，；^ か.^ れけ るみせば たと ぞ 

.& しける。 對の屋 このへん にて 沈ませ 給 ふらんと て， 海の 中， へ 御 法 樂し給 はりけ る。 1 

殿. さて はとて 恥 かしながら、 御對面 ありければ、 少將 みるより 淚 はら となが し、 
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より まし 1 物径 

をよ せ 移す 人 


る 人に てまし ます ぞ、 か i る 岩の 上に 只 一人お はし まし 候 ふぞと 巾せば、 是は 都の 者な 

るが、 通 舟より 桧 てられた りとの 給へば、 さも 候 ふか や 御 痛 はしく こそ 候へ、 さらば 我 

等が 住所へ 入り 給へ と 巾し ければ， 嬉しく こそ 候へ けれとの 給へば、 舟に いだき 乘せ奉 

り、 我 在所へ 漕ぎ 良り、 ^よりかき おひ 奉り、 おのれが 岩 尾 は 住み あらした ると て、 う 

へ の 岩屋 をし つら ひ 置き まゐら せけ り。 

さる 程に 帥 殿 太？^ 麻に つかせ 給 ひて、 北の方の 風の こ.^ ちとて、 邪氣 ありて 物く る はし 

くお はし ませば、 さるべき 行者 を 請 じて 祈らせ 給へば、 より ましに つかす して、 北の 御 

きち ゃラ  ぎよ、 r- じ や  じ S ず  じ や 

方み づ から 几帳のう ちょり とび 出で、 行者の^^へぉはしければ、 行者 數珠 おし もみ、. 邪 

氣は 物語に ぞ來 るらん、 何も のぞ、 名のれく と赏 めければ、 北の 御 かた 恥 かしゅに て、 

衣 引き かづき、 さめ と 泣き 給 ふ。 や.^ しばらく ありて かく ぞ のた まひけ る。 

ゎれはこれ都の^^^なり、鎭西^の行^にみゅべ からす、 され ども あまりの 苦し さに た r 今參 

りたり、 大 田の 御門の 二の 宫 なり、 對の やの 母に て 候 ふ、 恩愛の 道 こそ 悲し けれ、 對の 

屋十歲 にて 無常の 風に さそ はれて、 はかなく なりて 候 ふ、 姬を すておき 冥途の 旅に 赴く 

まう ねん ぼ だい  け； ゃラ  わう じ や、 r- 

事の かなし さよと、 思 ひし 妄念に 菩提の 道に 入らす して、 孝養 すれ ども ：！£ 生せ す、 又つ 


は 0- のさ- 
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墨 染の裝 li^ を 肌に かけさせ 給 ひて、 御念 佛 ありけ り。 扨 有るべき にあらねば、 泣く く 

筑 紫へ 下り 給 ふ。 姬君は 岩の 上に 五 B まで 潮に うたれ てお はしける。 片時 も 生きて おは 

します まじき 事 なれ ども、 佛の御 はから ひと ぞ覺 えけ り。 た r 夢の 心地に てお ほしけ る 

は、 いかなる 罪の むくいに て、 か i る 憂き目 を 見る 事 ぞ* なかく 佐 藤左衞 門に 海へ 沈め 

ちれな ば、 今の 思 ひ は ある まじき にと、 いつまでもの を 思 ふべき、 此 度み ちくる きに 引 

かれて 海へ 入りなん とお ほす に、 来世に まします 母宫の 御聲廐 空に ありて、 海へ 人り な 

ん とな 思 召し そ、 今し ばし 待ちた まへ、 よるひる 我た ち 添 ひて {寸 るな りとの 給へば、 扨 

は母宫 にて まします かや、 何 とて 命 をと り 給 はで、 いかさせて 物 を 思 はせ 給 ふぞ、 とく 

.-f^i..- 迎へ とり 給へ と、 祈誓して こそお はしけれ。 さる 程に 明 石の 蟹 潮の 满ち 千る を 窺 ひ 

て、.、 あさりし に 出で ひるが、 岩の 上 を 見ければ、 输 にかけ る 如くなる 上臈 見え 給 ふ。 蟹 

思 ふやう、 こ はいかに 只 人に は あら じ、： 天人の 影 向か ノ龍 女の 遊び 給 ふか、 か i る 人 を 

ばい まだ 見やと 思うて、 舟 さしと *i めつ くぐと まほり けり。 姬君は 又 か-る 者 をば 見 

習 はせ 給 はねば、 人に て は あら じ、 我 を 失 はん てぞ來 りたる らんと、 恐し くて よくよ 

く 見 給へば、 人な り。 -晚君 さめ < ^と 泣き 給へば、 あま 舟を濟 ぎよせ. S. す やう、 いかな 


をし V は 候へ ども、 心づ よくもて なし、 ，泪 とともに 漕ぎて ぞ歸 りけ る 。姬君 は 岩 ほの. M 

に 捨てられて、 天に あ ふぎ 地に ふし、 流涕 こがれ 給 ひけり。 はるかの 波 をへ だてて、 御 

聲 ばかり 閒 えて、 ^^藤左衞門も泣くノ\舟さしもどりけり。 さる ほどに 明 石に は、 上 藤 

海 へ 入り 給 ひぬ とて 騷 ざければ、 帥 殿お どろき、 急 ざ. 败 君の 御舟に 乘 りうつ り， やかたの 

內を旯 給へば、 た- 今までお はしける とお ほえて、 ふすま も 床 も あたよ かなり。 急ぎ 女 

房 達 を 起し、 姬君 はいかに、 まづ ともしび を かき 立てよ とおり たれば、 めのと、 女房 達、 

し ー そく  かなた こなた 

皆々 あわて まど ひ、 やうく 紙燭 一 つもち 来って、 彼方此方と たづね けれども 見え 給 は 

ねば、 一 度に わつ と 泣き あけければ、 その 聲何 にたと へんかた もな し。^ 廢 の-》 網 を 百 

しがい  そつ の 

ちゃうお ろし、 その あたり を 引かせ けれども 死骸 もな し。 帥 殿の 給 ひける は、 少將 淀ま 

で來 てと V. めし を 閲 かすして つれて 下り たれば、 もし 盗み取りて や 上る らんと て、 急ぎ 

り 5 てい 

都へ 人 を 上せら る。 少將 かくと き i て、 流涕 こがれ 給 ひて、 綠の髮 をき り- 御 年 二十： 九 

一ん せいしゅ！ 1J,. ゃラ  ず. 0 じん さ ぶら ひざ ふしき 、つし かひ 

と 申す に 遁世 修行に 出で 給 ふ。 隨身 侍 雜色、 牛 飼に 至る 迄、 皆 修行に ぞ出 でに けり。 

明 石に は、 めのと 初め 皆々 もと r り 切り、 思 ひ/ \» の 寺々 に 上りけ り。 帥 殿 も 御 さま か 

へたく 忍 召し たれ ども、 宇^の 宮 の御勑 使に たち 給 ひて、 心に まかせ 給 はねば 力なく、 

いはやの さう し 上  四 二 七 
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腹々 に I 原本 

「は，^ ら は」 と あ 

り、 今改む 


觀じ、 思 ひける は、 何し に をの こと は 生れ けん、 をの この 身なら すば、 か. メる 憂き目 は 

よも 見 じと 淺 ましく こそ 覺ぇ けれ。 われ も 腹々 に 子 を 六 人 持ちた るが、 一 人 見えぬ だに 

心 もとな く 思 ひつる に、 まして 此父 ロハ 一人 もち 給へ る- 败君、 御 姿 心ば へ 優に やさしく ま 

しませば. さ こそ は 歎 かせ 給 ふべき と 出、 5 ひつ V- けて 申しけ る は、 いかに 姬君 きこしめ 

せ、 北の かたさ まの 仰せ は そむきが だく 候 ふ、 これまで 具し 申して 候へ ども、 あまりに 

御いた はしくて、 海 へ も 人れ 奉らす 候 ふ、 ともかくもみ づ から 御 はから ひ 候 へ と 申せば、 

さやう に 中され 候 ふ 事 嬉しく はさ ふらへ ども、 自害 は 罪深き 事 なれば、 とにもかくにも 

i{ は. ぜん 

汝か 手に か i ら ではと 思 ふなり， 夜 も あけ 人 もしら ば、 繼 御前の 御名 もた ちなん ぞ、 

早と く/.^ との 給へば、 まことに 上 藤の 御 心 ほど いかめしき 物 はなし、 下 藤なら ば、 叶 

はぬ まで も 助けよ とこ そ 云 ふべ けれ、 かやう の 仰せられ 事 こそ まことに 有難き 御 わざな 

； しぐれ  み：； T- は 

れ。 きこ ふる 明 石の くまな き 月 も、 泪 にくれ て 定かなら す、 松に 時雨る 風の 音 汀の 波 

にあら そ ひて、 琴の しらべに 異ならす。 とかく 漕がれ ゆく ほどに、 淡 路の繪 島が 礎へ ぞ 

ゆられ 行く。  ^^滕左衞門海の面を見ゎたせば， 大 なる 岩 ほ あり、 うれしく 思 ひて、 此岩 

穴のう へに いだき あけ 奉り、 是 にて ともかくもみ づ からにて 御 はから ひ 候へ、 御な ごり 


きこ ふる— 原本 

のま i 

時雨る I 傍訓 原 

本の ま i 


湯 を あびせ 給 ひし かば、 そのく たびれ によりて、 け ふ は御經 よみ はてす、. 請み， はてなば 沈 

めよ とお ほせければ、 佐 藤 左衞門 ふと：. C より 御 經數珠 とり 出 だし 奉る 0姬 君 うれしく 

おほしめ し、 视御經 一 一一 卷ぁ. V ばして、 一 卷の御 經は此 世に まします 父、 ^^^安8-後生^^ 

しょ  ならく  く りき 

所の わめ、，； i とひせ (身 は 奈落に 沈み 給 ふと も、 此御經 の 功力に て われく 一  つ はちす の 

うてな  ft^ly ぜん 

臺！ 4 迎へ とり 給へ，、. 故な きこと に繼， 母御 前に、.， u ハ今 海へ しづめ られ候 ふ、 此 世に まし ま 

十 悪五 逆 ー 殺 さば、 か i る 憂き め は 見 候 はじ もの をと、 戀 しく 思 ふば かりなり、 今 一 卷 の御經 は、 十 怒 

生、 倫盜、 邪淫、 妄  3 いにん  じ や，， ぼん れんだい  ちひろ 

語、 綺 gs^; 兩 五 逆の 罪人 をもパ 上品 蓮臺 にや どし 給へ.、，..；. i とひ 此身は 千尋の 底に 沈む とも、 御手のう 

、瞩 患、 愚  いちぶつ じ や-.'! >j  *! ん 

へ あな うら をむ す 、位せ 給 ひて、 諸共に.. 一 . 佛淨 七-の 綠 となし 給 へ とて 伏し をが み、 さての 給 

ll^l^。J^ 逆 ひサ るね、 何事 も 思 ひお く 事 はな けれども、 今一度 父御 前と めのと を 見た きば かりなり、 

とす  見ん といぶ とも 見せ じ、 よし それ とても 彌陀 の來迎 にあ づ からば， いと をし， き 人々 に そ 

ひ 奉るべし と、 つい 立ち あが 力 袴の そば 高く. <J り、 装束 引きつく ろ ひ、 きぬの 袖 引きむ 

すび て 肩に かせ、 舟ば たに 立ちより 念 佛百ぺ ん ばかり 申して、 今やく と 待ち 給 ふ。 思 

召した る體 見る に淚 もと r まらす、 貞家 つぐ </» と 見 奉りて、 よそながら 開きし は 物の 

數 なら や、 雪の はだへ 隈も なし。 あまりの 御いた はし さに 海へ も 入れ 舉ら す、 わが 身 を 

いはやの さう 乙 上  .  四 二 五 
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やわら. ー や をら 

に 同じ 


三月 十八 日の 夜の 事なる に、 母 宮の御 命日と て、 來迎の 阿彌陀 の糟像 一 幅 かけ 奉り、 燒香 

に ほひ  おんまへ  くれな to 

の香薰 じて、 姬君は 御本尊の 御前に， うら 山吹の 十三 萠黃 のうちき、 濃き 紅 の 袴め して、 

こんでい ほ けき やう みな f るし ャ、 つ じゅず 

御手に は 金泥の 法 華經、 皆 水晶の 珠數 とり そへ もたせ 給へ りと おほしき が、 御 湯に くた び 

れ させ 給 ひて、 机に よりか-り ねぶり まします が、 御 經數珠 机に おちて ぞ ありけ り。 

佐 藤 左衞門 やわら さしより、 御經珠 數まづ とりて 袖に さし 入れ、 ともしび 打消し かきい 

だき 奉る。 めのと かとお ほしめ し、 御手 を さしのべて いだかれ 給 ふ、 つやく 御 目 も あか 

させ 給 はす。 ^^藤左衞門ぉのれが舟に乘りぅっり、 はるかの 沖へ 漕ぎ出. つる。 a このま 

ま 海に. 入れ 奉るべき か、 いやくお こし 奉り 臨 1^ をす i め. & さんと 思 ひ、 おこし 奉りけ 

れば、 姬君 おどろかせ 給 ひて， あたり を 見 給へば、 召した る 御舟に は あらで、 いやしき 

男 一人 ゐ たり。 是は夢 かやと おほしめ し、 いかなる 事ぞ との 給へば、 これ は繼 母御 前の 

おん ミが 

御 かたに、 佐 藤左衞 門と 中す ものに て 候 ふが、 いかなる 御咎 やらん 海へ しづめ よと 仰せ 

ご りんじ ラ ねんぷつ  V- が 

候 ふ、 御 臨終の 念佛 S. させ 給へ と 申せば、 姬君 きこしめし、 我な にの 咎 ありと もお ほえ 

す、 さりながら 汝こ i ろ ありて 臨終 を 知らす る 事の うれし さよ、 とてもの 情に しばし の 

いとま を 得させよ、 母上に おくれ 奉りて 後 、毎日 御經 よみ 奉る に、 ま i 母御 前け しからす 


みうら 1 たか- 

の  衍 なる  ペレ 


せが 51- 舟の 左 

右の 端 


そ 本意な けれ、 末の世 こそ 思 ひやら るれ、 何ともして 對の屋 をぬ すみ 出し、 海へ しづめ 

よと ありければ、 やすき 御 事な りと 申す 。北の方 此事 かな ひて あらば、 みづ から 母上よ 

り 賜 はりた るみ うら を汝が 心に まかせよ との 給へば、 ^家 それまで も 候 ふま じ、 さらば 

夕 さり 盗みいだ し 參らせ 候 ふべ し、 御 心得 渡らせ 給 へ と 申せば、 なのめ ならす 悅び給 ふ。 

おん ゆ タの  f 

扨播 磨の 守餘 りの 御 もてなしに、 けっかう に 御 湯殿 こしら へて、 對の星 を 人れ 奉る。 繼 

母よ き 事と 思 ひ、 われ も 御 湯殿へ 參 らんと て、 いろくの 肴に 酒 そ へても たせ 參り給 ひ 

て、 めのと、 かいしゃく、 其、 外の 女房 達に 至る まで、 よくく 酒な しひ 給 ひし かば、 皆 々中 

しける は、 繼母 にて 渡らせ 給へ ども、 父 大事に おほしめ す姬 君なる により * かやう にか 

いしゃく 遊ばす、 か i る繼母 世に あら じと 思 ひける こそ はかな けれ 0  ^皆々 は 前後 もし 

らす醉 ひければ、 繼 母の 給 ふ は、 人々 は 酒に ゑ ひ 給 ふ、 みづ から 御 かいしゃくし 奉らん と 

て 入れ 給 ふ。 さて あがらん とし 給へば、 今ち とと 引きと めて、 消え入る ほど あっき 湯 を あ 

びせ 給へば、 泣く くやう く あがらせ 給 ふ。 七日に もな り ぬれば、 あかつき 御舟いだ 

すべし とて、 各々 舟に めしぬ。 去 程に 夜更け ぬれば、 佐 藤 左 衞門は 小舟に のり、 對の屋 

の 御舟に 漕ぎつ き乘 りうつ り、 おのれが 舟 をせ がいに つなぎて、 やかたの 内 を 見れば、 


は や のさう し. t.; 


四 


御伽 草紙 


四 ニニ 


藻 憩た れつ. -1 

「わ く ら はに 問 

ふ 人 あらば 須磨 

の 浦の もし ほた 

れつく わぶ と 答 

へん」 


• わん ざつ 1 宋 


詳 


そぶ く-— 背く 


羅錦繡 を數を 知らす たびにけ り。 西の 宮 なんぐうの 沖 をす ぎて 筑 紫へ 通り 給 ふが、 帥 殿 

は播 磨の 國司 にて おはしければ、 播 磨の.： 寸明 石に て 御 まう け を かまへ もてなし 奉る。 七 

n の 逗留と 披露す 。聞 ゆる 明 石の 浦 なれば、 色 ある 袖に ぞ やどりけ る。 光る 源氏の 大將 

の須 磨より 明 石の 浦づた ひ、 よせく る 波 をな が むれば、 くだけて 月ぞ やどりけ ると、 な 

ミ **  みぎ は 

がめ したくな は 立つ 煙、 春霞に， ぞ 似たり ける。 松 吹く 風波の 音 厭 ふ 嵐の 5： 占 やかた、 汀に 

たつえい ゃ聲、 あまの 釣 舟お もしろ く、 かの 行 平の 巾 納言藻 避た れつよ と 詠 じし も、 蟹の 

たく 藻の 夕け ぶり、 さながら 薄墨の 繪 そ 似たり けり。 當國 書寫の 山、 ひろさ はより 淸 

ゆなる 遊君 ども 參 りたり。 對の 星の 舟 を もてなせと ありければ、 彼の 御舟に ぞ あつまり 

ける。 くわん ざつの 袖 を ひるが へし、 ばんみん 曲 を もよ ほし、 希代の あそびな り。 其膽 

北の方め のとの 佐 藤 左 衞門を 召しての 給 ふやう、 我心に 思 ふ 事 あり、 叶 へんと 思 は r 知 

らせんと ありければ、 貞家 かしこまりて .0. す檨、 千 騎萬騎 のかた きの 中、 又い かなる 磐 

石を碎 きわり て 入る 路 なりと も、 仰せ をい かで そぶ くべき と 申し けれ， は、 北の方う ちゑ 

み 給 ひて、 此事 ゆめ^^ 人に 知らすな、 心の うらみと いふ は、 我 も 人 も R ひとり づ i も 

ち. U る姬ぞ かし、 我姬 をば 親子と も 思 はぬ 冇樣 にて、 た 對の屋 をのみ もてなし 給 ふこ 


き 右大臣の 一 人 子に て 御座 候へば、 おろか 候 ふま じ、 御 同心 あれ かしと せば、 さらば 

とて 領承 中 させ 給 ひけり。 されば いかなる 不思議の 事に や、 對の屋 十三^ 御 年、 父 中納首 

そつ  JP や 二 

筑 紫の 帥に 成り 給 ふが、 太宰府の 旅に 赴き 給 ふが、 北の方 親子、 たいの やの 君 を も 具 

し 給 ふべき よし 閗 えければ， 四 位の 少將 めのと して 中納言 殿への 給 ふ は、 鎖 西まで は 波 

の 上お ほつ かなく 侍れば、 對の屋 をば 都に 留め 給へ かし、 とても 御約朿 の； ss- にて 候へば 

と 申されければ、 中納言 仰せられ ける は、 太宰府へ 下るべき に は あらね ども、 對の屋 母- 

上に おくれて 後、 いっとな く 露お もけ なる 有樣 をい つか は晴 るべき、 しのび かねた る 袖の 

上、 ほし あへ ぬ さまの かなしみ を、 いつ 慰むべし ともお ほえねば、 引 具して 浦々 島々 を 

も 見せん ため、 北の 御 方 親子 を も、 對の屋 のとぎ に 具す る なれば、 對の屋 と めん； は、 

ゆめ- vz» 叶 ふま じきょし をのた まふ。 少將 力お よばす。 扨郤を 立ちて 淀へ つき 給へ ば 

少將も 淀まで 下りて、 さま と r め 申され けれども 叶 はすして、 旣 にと もづな 解きて 

御舟 どもいだ しければ、 少將 見送り 給 ひて、 泣く く 都へ 歸られ けり。 さて 帥 殿下り 恰 

かん すき ぃラ くん 

へば、 江 口； S 崎の 遊君 ども 參り をり、 帥 殿御らん じて 我 を 思 は、 r， 對の 尾の 舟 を もてな 

せと ありければ、 遊君 ども 對の屋 の 御舟に 參り、 今樣 おもしろく 耿ひ すましければ、 線 

いばやの さう し 上  g 一-一 
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四 二 〇 


にかけ て、 常は御本尊の御前に^^り、 無常 を觀 じ、 あはれ み をな し 給 ふ。 されば^;^1の 

化 現と 皆 人 申し 合 ひに けり。 さる あ ひだ 此. 晚君、 十の 御 年 三月 十五 日の 曉 より、 母宫 風の 

心地と て 惱み給 ふが、 次第にお もりて 十八 日の 曉 終に はかなく 成り 給 ふ。 御 年 二十 八、 

惜し かるべき 御よ は ひなり。 中納言 同じ 道に と悲み 給へ ども、 姬 君の 御 ゆく へ覺 束な く 

て 力 及ばす。 牛； 死 無常の なら ひ、 鳥邊 野の ほとりに 送り、 御 跡の いとなみ 樣々 とり 行 

ひ 給 ふ。 御 かたみに は姬君 を明暮 まほり 給 ふ。 繁 がぬ 月日 なれば、 程なく 一 周忌、 第三 

年 も 過ぎに けり。 さて あるべき 事なら すと て、 御 一門の 人 々すぶ め 給 ひて、 はじめて 北 

の 方を迎 へさせ 給 ふが、 姬 君に 一 っ姊 なる 御 娘 を もち 給へ り。 我姬 君、 人の 姬君 もへ だ 

てな くお ろかなる まじと て、 迎へ給 ひけり。 扨 北の方め やすく もてなし 給へば、 中納 1ー11 口 

世に うれしく ぞ 思しけ る。 北の方 入らせ 給 ふ 日より、 西の 對を しつら ひ、 玉の 如く 磨き 

みや はら  ぁナく  e> 

たて、 宮 腹の "败 君 をす ゑお き 給 ひけり。 それより 對の 屋の姬 君と は 申し けれ。 明 暮母宫 

の 御 事の み 思 召して、 御本尊の 御前にば かりお はします。 さて 間近く おはします 右大臣 

とホす 人の ひとり 子 四 位の 少將と 申す 人、 かの 對の屋 の 御 事 を ii き 給 ひて、 めのと を 語 

らひ 巾納言 殿に 中し 給へば、 いか、 r あるべき と 思 召して 申しけ る は、 何 か 苦しう 候 ふべ 
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結句 所領 を 賜 はって、 一 門 共に 引 具して 所 知 入りす るぞ めでたき。 


や II 病 


月の た". I 月の 

g か 

なかさ 1 中座 か 


とて、 常 座の 恥を與 ゆる これ 一つ， 又駿 河の 國吹 上檳 にて 不慮の やまう^み し を 左右な 

く見棄 てて 下る 事、 何よりも つて 恨みな り、 士ロ 次い かにと 仰せけ る。 秀衡此 由 承り、 さ 

れば夢 か 現 か、 昨日まで も 今日まで も、 只 一 人 下らせ 給 ふかと こそ 思 ひしに、 あの 賤 しき 

吉 次が 供 をして、 あらぬ 風情に て 下らせ 給 ふかよ、 其義 ならば 人手に かけて 何 かせん、. 

討って 君へ 參ら せんとて、 藉 刀の 鞘 は づし吉 次に とって か- れは、 露の命 は危 けに ぞ見 

えに ける つ 元より 御曹子 は 早業の 事 なれば、 秀， フっ if 刀 を 中 有に て楚ひ 取り、 ：E を 

き ちく ぼくせ. 3 

きけ 秀衡 恩の 得て 恩 を 知らざる は 鬼畜 木石に 譬 へたり、 港な うして 船つ かす、 梳 なく 

て 渡りな し、 それ をい かにと 中す に、 我ら 鞍馬の 寺より はるぐ これまで 下る 事、 ひと 

へに 吉 次が 故ぞ かし、 思 ひと r まれ 秀銜 殿と ぞ 仰せけ る。 秀衡 承って 進む に 及ばす、 錄 

刀 鞘へ ぞ 納めけ る。 御曹子 はこれ は 一 旦の侬 みまで、 それく 吉 次に 盃 いだせ と 仰せけ 

る。 承る と 申し、 月の たいに 日の 盃な かさに いだせば、 御 普 子 御 1{ ^取 上け させ 給 ひて、 

吉 次に 下さる-。 吉次餘 りの 有難 さに、 御盃賜 はって 三度まで こそ 汲んだり けれ。 御曹 

子 は 墨す り 流し 筆に そめ、 薄樣 をと つて 一 重ね、 一のへ いの 傍 に 八 百 町の 所 をば 吉次 

に 下さる よと， 御 判 を あそばし 賜 はりけ る。 吉次御 判 を 戴き， 命 を 助かる のみなら す、 
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I 十四 五ば か „ 

なる の設股 か 


ざ ふだ I 雜駄に 


そくけ さする I 
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さんく う を參ら せて 候 ふが、 奧 よりも の 齢 は 十四 五ば かりな 少人 一人いで， 御身 はい 

づ くの 者ぞと 問うて ある 程に、 其 時 某 巾し ける は、 これは^ 藤秀衡 殿の 御代 官金 寶吉 次 

と はわが 事 也と 中し ければ、 都三條 室町 絲屋が 小路の こめやが 息子に て 候 ふが、 父母 

の 勘當を 得て、 いづく の 力へ も 行かん 方の 候 はぬ が、 あはれ 連れて 下りて たび 給へ、 其 

義 ならば 道の 問の 御 奉公 をば 隨分. & さんと^され けろ 程に、 誰 やの 人と も 知らす して， 

名 をば き やうとう だと 付け、 太刀 を かつがせ、 馬 追と なして、 これまで 連れて 下りて 候 

ふが、 今 聞けば 源氏の 御大 將牛 若樣と 聞いて あり、 牛 若欉の 御手に か より 討た れん 事 は 

治定 なり、 空しくなるならば 死 出の 山に て 待ち 申さん、 名殘 をし の 母上 樣ゃ、 い LJ ま 申 

して さらばと て、 御所 を さいて ぞ參 りけ る。 遙 かの 末座に 畏まり、 上座 をき つと 見て あ 

れば、 案の 如く 鏡の 宿に てきやう とうだと なした る 君に て あり。 はつと リ 5 ひて 物 を もえ 

言 はで、 赤面して こそ 居たり けれ。 御曹子 は御覽 じて、 いかに あれなる は 吉次信 高 か。 

さん 候 ふ。 いかに 吉次、 只 人に は 情 あれ、 情 は 人の. ためなら す、 ま はれば 我 身に 報ふぞ 

かし、 それ をい かんと 申す に、 近 江の 國 鏡の 宿に て 四十 二 匹の ざ ふだ 共に 水 を そく. けさ 

するとて、 鞭 ふり 上け しこれ 一つ、 又 美 濃の 國靑 墓の 宿、 長者の 前にて 酌と り 損じた る 


とも 催して、 驕る 平家 を 平 ゆ、 源氏の 御代と なして まゐら すべし、 若君 樣とぞ 申しけ る。 

それ は ともあれ かく も あれ、 まづ 風呂 を 結構に 飾って、 旅の 御 やつれ を 直し 巾せ や 人々 

と 仰せけ る 。御曹子 は 聞 召し. なのめ ならす に 思 召し、 御 風呂へ 入らせ 給 ふ 。昨：！： まで 

も 今日まで も、 只 一 人す ご^ \» と 下らせ 給 ふと はい へ ども、 風呂の 御供 は 三千 餘騎 と、 ぞ^ 

えけ る。 秀衡 の總領 錦戶、 次男 泰衡、 三男 5^ の 三郞を 初めと して、 五 人の子 ども は 弓手 

めて  あが  さんかい ちんぷつ  くわし 

馬 手より 御 垢に まゐ りけ る。 かくて 風呂より 上らせ 給へば、 山海の 珍 物、 國 土の 菜 子 を 調 

へ もてなし 奉る。 酒 もなかば と 見えし 時 、よき 女房た ち 十一 一 人す ぐり て 巾の 出： H5 へ 出し， 

順の 盃 めぐらし、 逆の 盃 飛ばせ、 七日 七夜の 御遊び、. S. す もなかく おろかな り。 

奥方の 者 共 これ を 聞き、 鞍馬に おはします 源氏の 御大 將牛 若君の 下らせ 給 ふと 聞いて あ 

り、 いざや 行きて 拜 まん、 尤も 然るべ しとて、 日々 に 出仕 は 隙 もな し。 御曹子 は 御覽じ 

いくさぶ ぎ やう 

て、 軍 奉行の てるい を 召して、 かほ ど 多き 人中に 何とて 吉次 は參ら ぬぞ， それく 吉次 

しゅく  ゃタ 

が 宿へ 使 を 立てよ と 仰せけ る。 承る と 申して、 吉 次が 宿へ 使 を 立てられ ける。 吉次 大き 

に 驚き、 胸 打 騒ぎ 母の 御前に 參 りつよ、 いかに 申さん 母上 さま、 某 は秀衡 殿の 御 代官と 

して、 年に一度 づ i 都へ 上り 候 ふが、！！ 東への 往来の 道の 祈禱と 存じ、 鞍 へ參 りかね の 
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旗 宿 村の 首尾に 
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に從 ふ 

とうく. 鞍 

馬の 別當東 光房 


せ 候 はんもの を、 御代に 渡らせ 給 はぬ とて、 遙々 の 此道を 只 一人 下らせ 給 ふ 事 こそ 何よ 

もよ ほ  しら か はに しょ せき 

り もって 口惜し けれ、 秀衡 夢にも 存じ 中 さば、 ~ 三千 餘騎を 催して 白 河 二 所の 關ま でも 御 

迎 ひに 參 らん もの を、 夢にも 御 下向 を 存じ 申さす、 何より もってくち をし けれ、 御 許さ 

せ 給へ とて、 淚を 流して. 5. しければ、 御曹子 開 召し、 いや 苦しう もな きぞ. とよ、 われ 遙 

遙 これまで 下る 事 別の 子細 にても 候 はす、 我ら 二 歳に て 父に 後れ S の 懷 に^かれ、 大和 

hir- もん  さ みん はくせいら  まじ は  のち  かたき 

の國 宇陀の 郡 龍 門の 牧 へ 遁け 上り、 土民 百姓 等に 交りし より 後 は、 敏の中 へ 母 諸共に 生 怖 

くらま 

られ、 七齒 まで 甲斐な き 母に 育てられ、 【七 歳の 年 鞍馬へ 上り、 とうく わう を師と 頼み、 生 

年 十五まで 舉問 致して 候 ふが、 都に 平家の 誇る を 見れば、 手に とる 筆 も 身に します、 擧問 

心に します、 餘り にくち をし さの まよに、 鞍馬の 寺 を 忍びいで、 遙々 これまで 尋ね 下り 

て 候ふぞ や、 萬 事 は 御身 を賴み 申す^、 せめて 十 萬 餘騎を 催し、 都へ 攻め上り 驕る 平家 

を 平け て、 源氏の 代と なして たべ 秀衛 殿と ぞ 仰せけ る。 承りて 秀衡 は、 をよ 有難の 御 誌 か 

な、 御代が 御 代に てまし まさば、 御 目に かよりた きと. e. すと も、 いかで か 御： w にかよる 

.  ひ？ i しほ 

べき、 御代に てまし まさねば こそ、 我に 從 はせ 給 ひて 頼まん なんどとの 御 事 は、 一入 有難 

う存 する 也、 御 心安く 思 召せ、 秀衡 かくて 候へば 十 萬餘騎 はさて おきぬ、 百萬騎 をな り 


へ h— 閉伊 

まふし さは I 未 

詳 

え， ひす * かしゃう 

1 夷が 城 か 

It ゆう I 御 恩 又 

は 御 ゆ ゑの 設か 


大 にす そ I 

設股 あるに々 通 

ぜず 


め、 越後 七 郡、 ^渡 三 郡、 出 羽 は 十二 郡、 奧州 五十 四 郡、 合せて 七十 六 郡の 所 下さる V 

源の 義朝 刺と あそばして、 某に lA- されけ る。 御 判 を 戴き 急ぎ 此 所に 下りつ き、 へい まふ 

しさ はえび すがし やうに 至る まで、 百萬騎 をた なびき 所 知人り して、 今にお いて 土 御門 

の 御所 檬と 仰がれ. S. す も、 ひとへ に此 君の 御 ゆう ぞ かし、 はやく 參 りて 拜み & せ、 あ 

さのうと ぞ g; せけ る。 さる 程に あさのう は 時の 面目 施して 急 ざ 座敷へ かへ りつ-、 三代 

承 恩の 君と 聞く よりも、 頭 を 地に つけ 三度まで こそ 拜 みけれ。 

高く 物 をば 申さす 啤き It にて、 相 構へ て あやまち ばし すなと ぞ ふれに ける。 其 後 秀衡殿 

は御對 面の そのために 風呂より あがらせ 給 ひ、 淸 ゆ なる 者 を 七 八 人 つれ、 大籍 刀に すそ 

なかの 出 居 へ ゆらり くと 出で ける が、 御曹子 を 一 nl 見る よりも、 雜刀 かし、 J へ からりと 

捨て、 椽 より 下へ 飛んで おり、 頭 を 地に つけ 畏まる。 人々 は 此由を 見る よりも 飛びお り 

飛びお り、 或は 椽 より 下へ まろび 落ち、 頭 を 下へ とひし めきけ る。 御曹子 は御覽 じて、 い 

かに あれなる は 秀衡禪 門 か、 これへ くと 仰せ けれども、 暫く 恐れて 參ら す。 重ねてい 

かにと 仰せければ， 御座 間近く に 畏まり、 淚を 流し 頭 を 地に つけ、 三度 拜み、 こ は淺ま 

こし くるま 

しき 次第 かな、 御代が 御代に てまし まさば、 ；輿 車に 召され 御供に は 大名 小名つ きま ゐら 
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に、 これまで 參 りて 候 ふと ぞ申 しける。 

さる 程に 秀銜殿 はった と 橫手を 打ち、 これ は 夢 かや 親 かや、 それ こそ まが ひなき わがた 

めに は 三代 承 恩の 主君に てまし ます ぞゃ、 いか にゃあ さのう、 物 を 語って 聞かせん、 よ 

くく それにて 承れ、 某 一 とせ 奥州 五十 四 郡の み 年貢 を 供 へ ん ために 都 へ 上りて 候 ふ 也、 

年號を 申せば， 平 治 元年 正月 一日の 事なる に、 義朝 めでたき 若君 一人 まう けさせ 給 ふ、 義 

朝よりの 御 読に は、 奧秀衡 は 果報 めでたき 者 なれば、 此若 を汝に 取らす るぞ、 よくば 主 

•  しち さ 

とも 仰ぐべし、 あしく ば 子と も 思へ とて、 鎌 ffl 兵 衞を御 使と して 七 度の 御 使 を 下されけ 

くだ  ひミ まさころ 

る、 某 隨分辭 返 申せし かど も、 重ねて 御 読の 下る ゆ ゑ 一問 所へ 立 寄りて， 指 を 折り 數ふ 

ひの！ 0  f 

れば、 其年は丁の丑の年のpj=^の日の丑の刻、 則ち 丑の 方へ 向 はせ 給 ひて、 御產 ならせ 給 

ひし 君 なれば、 御名 を 牛 若君と つけん とて、 さて こそ 牛 若君と は. & すなり、 かくて 若君 

への 御 祝言に 名馬 を 揃へ て 千 匹、 鞍 を 千 口、 錯 千領、 胄千 はね、 薙刀 千 枝、 太刀 千振、 

ちゃ、 フ ま は  ；ゥぼ  レ to, 

刀 千 腰、 槍 千 筋、 弓 千 張、 眞 羽の 矢す ぐって 一 萬 筋、 靱千 ほへ、 白 綾 百 反、 卷絹千 匹、 

沙金 千兩、 料 足 千 貫、 白銀 千 枚、 こふくの 綿 八 千 は、 かやう の 祝 を まゐら する。 義朝二 

の. m 御覽 じて、 御喜び は 限な し、 いでく 秀衡に 知行 を 取らせん とて 墨す り 流し 擎に染 


十二 ほかけ たる 

I 未詳 

ほ i 眉 I ぼうぼ 

う 眉毛 

化 1 さきと つ て I 


た * ひ あま か は 1 

旅 雨 皮 

を b ふ 


ども， ちっとも 動 顚し給 はす、 知らざる 由に てお はします。 

か i りけ る 所に こ.. にあ さのうと て 生年 十九に なりけ るが、 折節： JTis 、日の 奉行な り。 何 ふ 

騷 ぐぞ、 鎭 まり 給へ 方々 たち、 こ i に 思ひ赏 りたる 事の あり、 今 は 都 は： 牛 家に て 源氏の 

御代と て は 一つ もな し、 自然 都に おはします 牛 若君なん. ど 下らせ 給 ふ 事 も あるらん、 慌 

てて 事 を 仕 損すな， まづ これ をば 秀衡樣 へ 伺 ひ. 5. しての ち、 湯と も 水 ともなさん 事 はい 

と 易しと て、 奥へ つつと 入り、 秀衡樣 はと 問へば、 御 風呂へ とぞ 答へ ける。 あさのう は 

やがて 御 風呂へ まゐ り、 いかに e. しあ ゆ 候 ふ、 只今 不思議なる 事の 候 ふ、 年の 程 十四 五ば 

かりの 少人 十二 ほかけ たる 編 笠に、 物見の 窓 を 明けさせて 深々 と 召したり ける が、 ほよ 

か ね ぐろ 

眉に 薄 化 被、 齒 さきと つて 鐵槳黑 なり、 およそ 此人を 見. S. すに 百萬騎 が大將 と. S. すと も 

一 ご しき  な ミころ  ひたたれ 

是に はいかで 勝るべき、 召した る 衣裝は 十八 五色の 絲を もって 七 所に 縫物 縫うた る直垂 

*^りめ  こ がね づく  おん はかせ  わらん v 

を 折目 氣 高く 召したり ける、 黃金 作りの 御 佩刀 をた び あま か はに て 包ませ、 や^ を はき 

ながら i< 勢の 大名 小名の 中 を 憚らす 通らせ 給 ひて、 とつ ひ の 御座に 直らせ 給 ひ 候 ふ を、 

皆 この. E を 見、 御座より 引きお ろせ、 打て はれなん どと ひしめき けれども、 ちっとも 動 

こんにち 

領し給 はすお はします、 今日の 御座 敷の 御番は それがし にて 候 ふ 程に、 伺 ひ 中さん ため 
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てる hi 義 記 

に 照 B 太郞 たか 

はると ある 人な 

るべ し 

から. r- と.一 唐櫃 

かった I. 刈 田 
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とつ ひ I 未詳 

むら 雲 やって- 


未詳 


きん t よ 1 近所 


れば、 てるい 殿が 奉行に て 八 百 八十 八つのから うとよりも 物 具 共 を 取 出 だし、， 名つ が ひす 

る 所 も あり。 其 次 を 見て あれば、 番揚、 醒井、 か. つた、 柴田、 にたって かさいで はの 御屋 

形 を 初めと して、 以上 大名 達の 其數 は.^ 千餘騎 のつ もりなり。 御曹子 は御覽 じて 、あつば 

れ大 果報なる 牛 若 かな、 かよ る^の はてまで もよ き 郎等 を もちた るよ な、 當時 都に とき 

めき 給 ふ 平家の 淸盛も かほ ど ゆ.^ しき 事 はなし。 さても 其 次 を 見 給へば， 四十 二 坪の 座 

敷 あり、 巾に も秀衡 殿の いつもの 座敷と 打 見えて、 紫 擅で 床 を 張らせつ よ、 疊に とりて 

何々 ぞ、 MMi に 1ilil、 錦の 緣、 綾の 緣、 此. i 緣に 虎の 皮に 豹の 皮、 as 、毛 木綿 S 、と 

つ ひの 御座 を 初めと して、 段々 に むら 雲 や つて、 さつ/、 とま はり 敷きに ぞ 敷かれけ る。 

うしろに は 白銀の よりか. -り、 ぶんどう 添へ て 置、 R れ たり。 御曹子 は 1： 覽 じて、 あれ こ 

お ほぜい ゆん し ラ さも  わらん ぢ 

そ 牛 若 直るべき 座敷よ と 思 召し、 大勢の 番衆 共が 心 を ひき 見ん そのために、 草鞋 を はき 

ながら 編 笠 を 召し、 大勢の 其 中 を 揮ら すすぐ に つよと 通らせ 給 ひて、 とつ ひの 御座に む 

すと 直らせ 給 ひ、 遙 かの 末座 を はった と 睨まれければ、 きんじょ 外樣の 人々 が これ を 見 

ふ  ふ 

て、 あれ は 天から降りた るか、 又は 地よりも 湧きた るか、.； 4 とひ 天よりも 降らう とも 

たと ひ 地より^か うと も、 急ぎ 白洲に 引きお ろせ 打擲せ よ、 打て 攝め よと， ひんめ き けれ 


ぎ は， 7 し 

の 門 を 見て、 あれが 入口に は 玉の 反 橋 五十 glSi にかけ させて IF 璃の 擬寶珠 磨きた て、 そ 

の 橋の したに は 弘誓の 舟 を 繋-かせ ける。 天より 桂 SR が 天降り、 法 華 經八卷 帆に かけ 黃 <^ 

の 掉をさ よせつよ、 西方へ きり. - くと 漕がせた る は， 法性眞 如の 極樂 世界と 中 すと も、 

これに はいかで 勝るべき。 其 次 を 見て あれば、 番の者 三千^ 騎ぞ すゑら れ ける。 御曹子 

は御覽 じて、 是を すぐに 通る ものなら ば、 彼奴 めら が 眼に 霧の 印な 結びて かけ 候 はで は 

通る 事なる まじき と 思 召し、 彼の 者 どもに 霧の 印 を かけ、 我 身に は 小 魔 をめ され 中 有へ 

飛んで 舞 ひあがり、 高き 築 土 ひらりく と 飛んで 越え、 屋形を さいて ぞ 入られけ る。 さて 

其 次 を 見て あれば、 釣鐘が 七十 五、 調子が ねが 七十 五 あり、 华鐘 細工が 百餘 人、 宵 細工が 

百餘 人。 其 次 を 見て あれば、 秀衡 殿の 若黨 共と 打 見えて 二三 百 人集りて、 慕 目く つたり 

箭矧 いだり、 恭 將棊雙 六に 心 を 入れた る 所 も あり。 又 傍 を 見て あれば、 相 僕 を 習 ふ 所 も 

あり。 その 次 を 見て あれば、 年寄 共と おほしき が 集りて、 弓矢の 評定と りぐな り。 そ 

ち n たち  ？ I 

の 次 を 見て あれば、 十四 五なる 兒 達が 四 五十人 集りて、 耿ゃ 草子に 心 を 人る よ 所 も あり。 

その 次 を 見て あれば、 上下 を 著た る 者 共が 四 五 百 人集りた る を、 あれ は 何者 ぞと 人に 問 

へば、 あれ こそ 秋 田、 坂 田の 者 共が 秀衡樣 への 訴訟の 荐 よと ぞ 語りけ る。： を 見て あ 

秀衡ス  四 0 九 


御， 伽， 草 欲   .   四 0 八  

言 ひごと かな、 辱 くも 秀衡 殿と 巾す は田舍 において さすが 上 こす 人 もなければ、 兩國に 

たれ  fi しょさよ  み 

誰か 爭 ふべき ぞ、 土 御門の 御所 樣 とて あだに t さぬ に. 旅の わつ ぱが 分と して 秀銜 がな 

ん どと 言 ひける 事 こそ 推參 なれ、 こ-は 一つ 咎めば やと 思 ひしが、 待てし ばし 我心、 今 

は 平家の 世に て 源氏の 御代と て は 一 つもな し、 自然 都に おはします 源氏の 大將 三代 承 恩 

の 御主 牛 若君なん ど 下らせ 給 ふ 事 も あるらん、 是を咎 むる ものなら ば、 我等が ％ は ある 

まじき、 ロハ 敎へ 中 さんと て、 いとこ ま とぞ. 5. しける。 

秀衡殿 を 御 尋ね ある、 秀衡殿 は あの 壕の 巾に 見えた る、 壕 のうち 星 形の 數は六 萬 九 千 三 

百 八十 四 あり、 御所 檨 をば 八 町 四方に 建てさせ、 四方に 門をぞ すゑら れ ける、 束の 門 は 

御成の 門、 西の 門 は上菔 達の 御いで ある 門、 北の 門 はい やしき 希が 出入る 門、 南の 門 は 

いね *0 

朝夕 大名 高 家の 御 出仕の 門、 乾に たったる 門 は あれ こそ 都に おはします 源氏の 大將 三代 

承 恩 主君 牛 若君なん どの 下らせ 給 ふ 事 も あり、 その 殿 入れ 奉らん とて、 常に 人の 出入る 

そり t レ 

事な き 門 なれ、 則ち 名 をば あけす の 門と も 申す 也、 かの あけす の 門の 口に、 玉の 反 橋 五 

けん 

十四 に 掛けさせたり、 いとま 申して さらばと て 通りけ る。 御曹子 はなの めなら すに 思 

召し、 雲 ゐに屆 くば かりにて 急がせ 給 ひける 程に、 i^i の 館に ぞっき 給 ふ。 彼の あけす 


にげ 松 s  4-1 盛 

衰 記に 八 松原と 

へ さ 所なる ぺ 


^^は^かねど樱 

川 身 は 著ね ど 

も 衣川— 此句十 

二 段 草子 はも あ 


わつ ば —童 


秀衡ノ 


さても 御 ini 子は駿 河の 國吹 上の 濱を立 出で て、 あづま を さして ぞ 下られけ る。 通らせ 給 

ふ は どこく ぞ、 に ゆ 松、 おい 松、 さがり 松、 いその 松原 打 過 ざて、 武藏 の國へ ぞっか 

れ ける。 御曹子 は 一 首の 歌 を あそばし ける。 

武藏野 は 行け ども 秋の はても なしい かなる 風の 末に 吹く らん 

と あそばし、 下らせ 給 ひける 間、 あし がら 山 を 左手に 見て： n 光山 を 4^ 手に 見て、 花は晚 

かね ど 櫻 E. 、身に は 著ね ども 衣川 を も 打 過ぎて、 都 を 出で て 昨 R 今日と は 思へ ども、 七十 

五日と 申す に は、 遙 かの 奥に 聞え たる 奥州 平 泉 磐 井の 郡に ぞっかせ 給 ふ。 . か. -り ける 所 

に 一 一十ば かりの 男 隼 鷹 一 もと 据ゑ させて 通りけ る。 御曹子 は御覽 じて なのめ ならす に審 

び 給 ひ、 左手の 袂を控 へつ よ、 のうい かに、 みづ から は 都の 者に て 候 ふが、 遙 かの 奥に 

開え たる 秀衡が 館を敎 へて たべ やとの 給へば、 此者 聞いて 腹 をた て、 推參 なる ねっぱが 
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^も 俵 藤 太 秀鄉は 宣旨を 頂戴し、 一 門 を 引 具して、 下野に 下りつ 、本領に 安堵し 給 ふ。 

たてさ  ひお  まんみ 人 

其 繁昌 は 月日に 增 りて、 門外に 駒の 立 所 もな く、 堂上に 酒宴の 暇 もな し。 國屮の 萬民忠 

ある 者 をば、 望まざる に 過分の 恩賞 を 當て行 はる。 罪 ある 者 をば、 逨 かに 是を 懲らさし 

め、 賞罰 正しければ、 人の 懷き從 ふ 事 際限 もなかり けり。 其 上 子孫 も ゆよ しくて、 後將軍 

に 任す。 次に 小山の ニ郞、 宇都 宮の 三郞、 足 利の 四郞、 結 城の 五郞 なんどと て、 男子 數 

いかめ  九 い わ 

十 人に 及べり、 嚴 しかりし 榮華 なり。 

抑 も 俵 藤 太 秀鄉の 將門を 打 亡 ほし、 束國に 威勢 を 施し 給 ふ 事、 偏へ に 龍神の 捥 護し 給 ふ 

けん： & 

なるべし。 それ を 如何にと 申す に、 龍神 は 女人に 變 化し 給 ふなれば、 彼の 小 宰相の 御： 11、 

又 時雨と 申す 女房、 いさしら 雪の 餘所 にして、 秀鄉 大切に ik. 愛み、 大事 を 語り^かせて， 

高名 を 極めさせし 事、 能くく 思へば、 彼の 女の 心に 龍神 入り 代り 給 ふか、 覺朿 なし 0 

=1:=^; 上 三 井寺の 御本尊 彌勒 薩埵の 御惠み 深き 故、 子孫の 繁昌 相績 す。 日本 六十 餘 州に 弓 矢 

を 取りて、 藤 原と 名告る 家、 恐らくば 秀鄕 の後亂 たらぬ は 無 かるべし、 嚴 しかりし 例 也。 
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御伽 草紙 


四 〇 四 


抽ん でら る > ^に 

は— 抽 んでち 

る、 武士に はの 

誤なる べし 


も 八 坂の 淨藏 貴所 は 今度 將 門が 攻め上る とい ふ 事 は、 全く もって 虚言なる べし、 若し さ 


もな くば、 法驗徒 事なる べし、 伹し 彼の 首の 上り 候 ふに やと 勅答 申されけ るが、 し 

て 四月 廿 五日、 貞盛秀 鄉の兩 人、 將 門の 首 を 持ちて 上洛せられ けり。 是 によって 君 も 御 

物 思 ひ を 安め られ、 臣も 悦び 勇みつ- -、 一 天 四海の 人民 安堵の 思 ひ をな したりけ り。 則ち 

け ぴゐし  お ほ * ち  ごくもん 

檢 非違 使 を 遣 はされ、 將門 以下の 首 受取ら せて、 大路 を 渡し、 左の 獄門の 木に 懸けさせ 

ける に、 將門 一人の 首 は、 未だ 眼 も 枯れす、 色 も變ぜ す、 時々 は切齒 をな して 怒る 景色 

也、 恐し とい ふば かりなり 。是 を或從 者の 者が 見て、 

將門 はこめ かみよりも 射られけ りた はら 藤 太が はかりごと にて 

と 詠みければ、 此曾呵 々と 笑 ひて、 其 後 色も變 じ、 眼も閉 がりけ ると かや。 

ビ いり  くぎ やう てんじゃう びミ さんだい  モラ 

去 程に 內 裏に は、 八ム 卿、 殿上人 參 S し 給 ひて、 今度 兇徒 退治に つき、 恩賞 を 行 はる。 憎 

衆に は 尊意 佾正、 佾都淨 蔵 貴所な り。 是皆 武士の 賞に 抽ん でら るよ に は、 ギの貞 盛 無位 

より 正 五位 上に 任じて 將 軍に 任す ベ き 由の 宣旨を 下され、 籐 原の 秀郷 は從四 位下に 任じ 

て武藏 下野 兩國を 賜 はり、 貞盛秀 鄉の兩 人 を 召されて 宣旨を 賜 はる。 儀式 誠に ゆよ しさ、 

子々 孫々 弓矢の 面目と ぞ！ 1^ えし 0 


ば、 藤 太よ くく 閒て、 天！！ 大事 を も 聞きつ る 物 かな、 是 こそ 誠に 我 生 國の大 神 御託 

かた  きしょく 

宣 にて あるべし と、 いと 有難くて、 そなたの 方に 向って、 祈念の 氣色 をしたり けり。^ 

は 此後將 門 を、 只 一矢に 射 伏せん 事 は、 案の 內と思 ひとり、 # 、後 は 夜な く 彼の 御！ li へ 

ひそか  わき はさ 

參 るに は竊に 弓と 矢 を 挾 み、 忍び 窺 ひけり。 案の 如く 又將門 彼の 御 3i| へ 入らせ 給うて、 

打 解けて 御物 語な どし 給へ り。 藤 太 物の 隙より 能くく 見れば、 實 にも 六 人に は燈 火に 

映る 影 もな し、 本 體には 影の ありと 言 ふに ついて、 目 を 澄まし 見れば、 時々 彼の 蛑ハ 4： とい 

もミ よ 4* い 

ふ 所 動きけ り。 藤 太 天晴幸 かなと 弓と 矢 を打番 ひ、 ひょうと 射たり けり。 元 來秀鄉 は 精 

兵の 巧手、 養 由が 百 歩の 藝 にも 越えた る 上、 矢 頃 は 間近し、 何 かは以 つて 射 損すべき、 小 

耳の 根と 思 ふ 所 を 彼方へ づんと 射通しければ、 さし もに 猛き將 門 も 仰向に 倒れて 空しく 

でんく わ. 7 せきく わ 

なれば、 殘る六 人の 形 も 電光石火の 如くに て、 光と 共に 失せに けり。 

いけさり タも 

去 程に 將門 亡び ぬれば、 貞盛 秀鄕は 悦びの 眉 を 開き、 打取る 處の 首、 拉 びに^ 隨共を 召 連 

れざ. - めかいて 上らる よ 威勢の 程 こそ ゆよ しけれ。 道 遠ければ、 王城へ は 誠の 左右 は 未 

V さ 

、：^ 間え す、 官軍 は 戰に打 負け、 將門は 巳に 帝都 へ 攻め入る などと 聞え ければ、 主上 大きに 

驚かせ 給 ひつ. -、 諸 寺 諸 山に 勅使 立て、 調伏の 法 頻に行 ふべき よし、 宣下 せらる. -。 中に 
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四 oil 


m に vra ひ I.:! 本 

「日に 向 ふ」 と あ 

， 今改， む 


に此 女房の 扮 装御覽 じて、 御 心に 染みて 思しければ、 時々 は此御 3i へ 通 はせ 給 ふが， 折 

節 親王 此局 にお はしける. 時、 秀鄉參 り 合うたり。 怪しく 思うて 物の 隙 問より 窺 ひ 見れば、 

なんたい  そく  i  一！； 

同じ 體の上 藤束帶 にて 七 人 ひとしく 座し 給 ふ 。こ は 不思議の 事 かな.^ 思うて、 其 夜は歸 

りけ り。 明の 夜 また 御 局へ 參 りて、 檨々 に睦 じき 事 も 言 ひか はして 後， 藤 太、 执も過 ざし 

夜 この 御 局に 人 音の しける を， 誰 人 やらん と 差 寄りて、 物^ 隙より 0- て あれば、 さし も 

氣高き 上 藤のお はしまして 候 ふば、 誰 人 やらん と 問 はれければ、 小 宰相、 それ こそ 將 門の 

君に てお はし ませ， 見 紛ひ給 ふに やと 宣 へば、 藤 太 重ねて す やう、 殿なら ば 只 御 一人 

こそお はすべ けれ、 同じ 體 配の 上 菔七人 見えお はしつ る こそ 不思議 なれと 巾す 時に、 小 

宰相、 扨 は 未だ 知し 召さす や、 殿 は 世の常に 越え、 御 形 は 一人 なれ ども、 御影の 一 ハ體ま 

します 故に、 人目に は 七 人に 見え 給 ふなり。 藤 太 奇異の 思 ひ をな し、 さて 御 本體に 

見知の 候 ふやと 問 はれて、 女房、. 夢現 人に 語らぬ 事 なれ ども、 御身 なれば 申す 也、 うは 

の 空に 思 召し、 他人に 漏し 給 ふなよ、 かの 將門は 御 形 七 人に て、 御 振舞 か はる 事な しと 

いへ ども、 本 體には 日に 向 ひ、 燈 火に 向 ふ 時、 御影う つり 給 ふ、 六 體には 影な し、 扨乂 御 

身體 悉く 金な りと いへ ども、 御 耳の 側に、 蟀谷と いふ 所 こそ、 肉 身なりと 語らせ 給へ 
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t ゆつ ばが I じ 

ゆつ ばかが の衍 

なさ ぺ し、 天竺 

の衔樓 伽と h ふ 

夫、 王女 を戀 

^て 照 死し たる 

； fn 大智度 論に あ 


と 書きて、 引 結びて 渡しけ り。 時雨 この 玉章 を 取りて、 小 宰相の 御 方へ 持ちて 參り、 是 

是の物 を 拾 ひて 候 ふ、 讀 みて 給 はれと S. しければ、 小 宰相 何 心 もな く 開きて 見 給 ひつよ、 

は 忍ぶ 戀の心 を 詠める 歌な りと 仰せられければ、 時雨 さし 寄りて、 何 を か 包み 巾す 

べき、 云々 の 方より 御前へ 捧ゅ 奉り、 一筆の 御 返事 を も 伺 ひて 得させよ と 頼む に 辭み難 

お ほそ  1  おんな さけ 

くて、. 恐れながら 捧ゅ 奉るな り、 何 か は 苦しう 候 ふべき、 笹の 小笹の 露の 問の 御 情 は あ 

れ かしと 柁 ぶれば、 女房 顏打 赤め て、 中々 物も宣 はす。 時雨 重ねて. 5. す やう、 夷 心の 

分く 方なくて 戀ひ 死なば、 長き 世の 御物 思 ひとなる べし、 天竺の じゅつば が 后を戀 ひ， 

思 ひの 滔に身 を^し ける 例 思し 知らす やと.、 漸 うに 言 ひ 慰む る 程に、 女房 も 流石 岩 木に 

あらねば、 人の 思 ひの 積り なば、 末 如何な らんと 悲しくて、 かの 玉章の 端に、 一 筆 蔷 き 

て 引 結びて 出されたり。 時雨 嬉しく 思 ひて、 やがて 藤 太の 許に 来りて 渡しけ り。 藤 太 取 

る 手 もた どくし く、 開きて 見れば、 

人 はい さか はる も 知らで いかばかり 心の すゑ をと けて 契らん 

と 遊ばしけ る を 見て、 喜ぶ 事 は 限な し。 それより 忍びく に參 りつ i、 わりな き 中とぞ 

なりに けり。 此事 深く 包み 隱し ければ、 御所 巾に 知る 人 更にな し。 去 程に 平 親王 將門常 


思 ひ らしけ る 

かま へ て 暫時 I 

思 ひ 過ら しける 


なる ぺ 


御 事 ー 御 方 


へ かし * 力に 叶 ふ 事なら ば、 叶へ 奉るべし， 御 心 をお かせ 給 ふなよ と 懇 に .5. すなり。 藤 

太此. Eiw て 嬉しく も 問 ひ 寄る 物 かな、 人の 心 はい さしら 雪の 餘所 にして、 わりな き 事 を 

語り 出し、 とても 叶 はぬ 物故に、 身 を 亡き 物と 成し 果てな ば、 後代の 嘲なる べしと 思 

めぐ  し はし  よは ひ  んんぷ 

ひ 廻らし ける、 かまへ て 暫時 我心 誰か 百年の 齢 を 越えし 人 や ある、 露と ならば 閻 浮の 崖 

秋の 鹿の 笛に 寄る も、 妻戀 ふ故ぞ かし、 我 も 此人ゅ ゑと 思 は *-^、 捨 つる 命 も 借から じと 思 

ひ 定めつ- -、 起き 來 りて 私語き ける は、 恥し や、 思 ひ 内に あれば 色 外に 現 はる-と は、 

斯樣の 例 や 申す らん、 自らが 思 ひの 種 をば 如何なる 事と か. & すらん、 日 外 御前へ 參 りし 

御 局の 簾 中より 見出され たる 上膊の、 御 立 姿 を 一 目 見し より 戀の 病と なり、 死生 定めぬ 我 

身の 風情、 誰か 哀れと 問 ふべき やと- 潸 然と 泣きければ、， 時雨 此. e 間き て 慌 ならぬ 思 ひ 

の 色 哀れに 思 ひ、 されば こそ 自らが 賢く も 見知り 參ら せた る 物 かな、 ：！：：！； の 御 事 は 我が 主 

おんめ の ミご  こ Vl いし 0-5  t 

の 御^ 母子に てお はします 小 宰相の 御 方に てまし ますな り、 色に は 人の 染む举 も f. 

思 召す 言の葉 あらば、 一 筆 遊ばし 給 はれ かし、 參ら せて 見ん と 言へば、 藤 太いと 嬉しくて、 

取る 手も薰 るば かりなる 紫の 簿樣 に、 中々 首 葉 は 無くて、 

戀ひ 死なば やす かりぬべき 露の 身の あ ふ を かぎりに ながらへ ぞ する  ， 
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事 程近く 候 ふべ し、 物の 數には 候 はね ども、 此藤 太が 身 を も 一 方の 御 役に 召使 はれ 候 は 

ば、 弓矢の 本意に て 候 ふべ しと、 誠し かやに 申しければ、 將門心 淺く悅 びて 申さる よ、 

殊に 各々 の 力 を 頼んで 一 天 を 治め 侍り、 先祖の ぶきう を耀 かさんと 思 ふなり、 御邊 とて 

たんかい こミ かれ  ♦* つりつ J ぜ J 

も 先祖 を 問へば、 正しく 淡 海 公の 流ぞ かし、 國土 太平の 後 は、 君臣 和合の 政 を爲 すべ 

す こん きょ、 つ  こ ミ.：^ り  かたき 

し. とて、 數獻の 興に 及びけ り。 理 なる かな、 將門は 我 身 悉く 余體 なり、 敲 にあうて 恐 

る i 所 無ければ、 今 藤 太-か 来る を. ->惲 り 給 はぬ は、. 兎角 申す に 及ばす、 運命の 末と 淺 まし 

やかた  しんでん  あさ S ふ 

かりし 有樣 なり。 藤 太 は 館の 陶 なる 寢 殿を預 りつ i、 朝夕ば かり 出仕し けり。 或 時 藤 太 

、7 ち ざ ぶら ひ  V- は ひ  い， 7 やさ  たい 

內侍 へ 出たり しに、 年 の^は 二十ば かりと 覺 えし 上臈の、 優に 鴕 しきが、 西の 對の簾 

中より 見出し 給 ふ 事 あり。 藤 太 此有樣 を 一目 見參ら せ、 夢現 やる かたなく、 そ r ろに 覺 

えければ、 宿所に 歸 りて 前後 も 知らす 臥したり けり。 是ゃ 誠に 夏の 虫の 焰に身 を 焦す 思 

こひぢ  .^-i ませ 

ひなれば、 由な かりけ る戀路 なりと 思 ひ 返せ ど、 さすがに 猶そ よと 見 染めし M 容の 忘れ 

もやら す 苦しければ、 せめて は斯 くと 知らせな ば、 死ぬ る 命 も 惜しから じと、 思 ひ 沈み 

しぐれ  やかた  もミ 

て 居たり けり。 爱に また 時雨と 申して 館より 通 ひ 物す る 女房 あり、 秀鄉の 許に 来りて 言 

た rl*) ミ  わらよ 

ふやう は、 . 御 有樣を 見參ら する に、 徒 事と も覺 えす、 思 召す 事 あらば、 妾に 仰せられ 1^ 
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の 爾吗！ Ifef 一つ あり。 將 門に 相 も變ら ぬ人體 同じく 六 人 あり。 されば 何れ を將 門と 見 分 

けたる 者 は 無 かりけ り。 將門 打って出で 給へば、 將武、 將爲 以下の 軍兵 一千 賒人、 前後 

5/  まんぶ か る-しゃく  け しき  かう わう 5/ しゃ *<.- 

左右に 從ひ. 寄 手の 眞 巾へ 會釋 もな く 打って 入る 其氣 色， 魯 陽が 日 を 返し、 主が 三將を 

靡け し 勢に も 越え たれば、 面 を 合する 敏 もな し。 されば 未の 時より 申の 刻に 及ぶ 迄、 討 

たるぶ 官軍 八十 餘人、 &を 蒙る 者數百 人、 其 外 半 落ち 失せて、 今は戰 ふに 術 無 かりし か 

ば、 貞盛は 後 t: を 待ちて 戰 はんと 思 ひ、 其 夜武藏 の國へ 引返き ぬ。 將門は 元 來鷓れ る 人 

なれば、 官軍 を あざむき、 何程の 事 か 有るべし とて、 その ま. -逃 ぐる を も 追 はす、 勝 I 

をつ くりて 城の 中へ ぞ 入り 給 ふ。 

去 程に 膝 太秀鄉 は、 將 門の 冇樣を 見て、 これ は 人 問の 振舞に はおらす、 n 本國を 合せて 

戰ふ とも、 此 人に 勝 M を せん 事. は 叶 ふま じ、 元より 將門は 謀 短う して 智餘^ き 人 と^け 

ば、 如. にも 方便 を 廻らし、 たばかり 討たん に は 如か じと 思 ひ、 貞 盛に 能くく 首 ひ 合せ， 

たち  も てな さ 

自ら は 只 一 人相 馬の 館へ 行かれけ り。 將門は 藤 太に 對 面して 樣々 に 饗應る i。 膝 太韶ひ 

て. S. す やう、 君の 御 有樣を 見る に、 誠に 四天王の 御 勢に も 越え 給 ふ、 ^上 正しく 葛 IS の 

級 の 御子 孫に てまし ませば、 十 善の 位 を 踐み給 ふに 憚りな し、 一天四海 を^め 袷 はん 


後藤. K 物語 下 


三 九 七 


御伽 草紙 


三 九 六 


1 對應 


力 

かつ- 


一一 一途 I 和 剥 菜に 

「骨相 の 三 行な 


S に 11 一封と 見え 

たり 盛衰 記に は 

さう - つと も 見 

ゆ」 と あり 

つる もち 1 玄茂 

の _貞 なる ベ し 


i!>? 長， -大將 の 著 

る 館 を；； ふ 


、伏せ、 兜を脫 いで、 君の 御 方に 參る べしと 呼 はりけ り。 將賴閒 て呵々 と 打 笑 ひ、 正しき 

兄弟 を 捨てて 君に 參 らば、 忠 e とや 巾すべき、 聖代の 昔 は 王位 も 重く まします らん、 當 

時將 門の 威勢に、 十 善の 君と 申す とも、 いかで かたいよ うし 給 ふべき、 かつう は 軍神の. 

issf. 向に、 R 一矢 受けて 見 袷へ とい ふま i に， 五 人 張に 十五 束、 劍の やうに 磨いた る を 取^ 

つて、 からりと 打番 ひかな ぐり 放ちに 放ちけ り。 胸板に 弦 や 塞かれ けん、 思 ふ 矢 登に は 

中ら す、 良 盛が 乘 つたる 馬の 三途に 中って つと 貫け にけ り。 "if は 屛風を 反す 如くに 倒れ 

ければ， 貞盛は 副 馬に 乘 つたり けり。 將賴 一の矢 を 射 損じ、 安から す 思へば、 三尺 八寸の 

打物拔 いて、 貞盛を 目に 掛けて 打って 掛る。 官軍に は貞 盛の 兄弟 村 岡の 一 ー郞忠 頼、 同三郞 

より ij か X  h  これ もりこれ もち  、  x*,^ 力に 

賴高、 余 五の 維 盛 維茂なん どと て、 一 人當 千の 兵 三百 餘人 打って 掛る。 敵の 力よ り も， 

將賴 討すな とて、 常 陸 守つ る もち、 武 藏守與 世、 坂 上の 遂高 以下の 兵 一 萬 餘騎、 我 もく- 

へいしん わう  き- - しめ 

と 攻め 戰ふ 程に、 山河 草木 動搖 して、 ゆよ しかりし 有樣 なり。 平 親王 將門 は此. m を閒召 

'つ ら  ひづめ  きつく わい  か やう やつ はら 

し、 左程の 奴輩 を 我領. s: に 引き入れて、 駒の 蹄 を かけさす る こそ 奇怪 なれ、 斯樣 の 奴輩 

.  おんき せな が  あしゆ 

を 一, 々に 首 切って 捨てん とて、. 御 著 長 を 召されつ. -、 葦毛の 馬に 打乘 つて、 鞭 を揚け 

て 出で 袷 ふ、 その 有樣 殊に 世の常なら す、 身長 は 七 尺に 餘 りて、 五體は 悉く 鐵 なり、 左 


ぬ 儀な り、 彼の 藤 太 は 謀 緊 き^^なるが、 先陣に 向うたり、 若し 彼 一人の 高名と なし 

なば、 我等 弓矢の 殺 纏なる べし、 然る 時は悔 ゆと も 益 あら じ、 いざや な酏せ 過ぎ 

て、 夜 を 日に つぎて 藤 太が 勢に 加 はらんと 宣 へば、 兵北ハ 實 にも 此儀尤 なりと 巾して、 

駒 を 早め 打ちに ける 程に、 足 柄 箱 根の さかし き 山路 を、 朧月夜に たどくと 駒に 任せて 

急ぎけ り。 

て 人， や、.' 

去 程に 平の 貞盛 は、 官兵 ニ千餘 騎を從 へ、 足 枘箱根 を 夜の 中に 打 越え、 天慶 九： 小 二月 十 

三日と ゆすに は、 武藏 野に 著き にけ り。 ， ^ よに して 秀鄉の 勢と 合せて 三千 餘騎、 利根 川 を 

しもつ さ  わが じ や， 

下總 ー 傍訓 原本 打 渡して、 明 くれば 二月 十四日 下 總の國 磯 橋に 陣を 取る。 將門此 .Eiw くよりも、 我 城へ 

入らせて は 叶 ふま じと て、 舍弟 下野 守 將賴、 同じく 大 葦原の 四郞將 平に、 上總常 陸の 勢 

らし 

四千 餘騎を 相 添へ、 同じ 日の 午の 刻に 辛 島の 郡 北山と いふ 所に 出して i: を 取らる。 ft 盛 

敵の 陴に馳 せ 寄せ、 大音揚 ゆて 申す 樣、 R 今 こ i に 進み出た る 兵 を、 如何なる 者と か 思 

はれけ^ i. 君 「4 ふらん、 近く は 目に も 見よ、 遠 からん 者 は 音に も 開け、 人 王 五十 代の 帝の 後胤 鎭守府 の 

^s^il^; 將軍 平の 國 香が 一男 上 平太貞 盛な り、 枭 賊の亂 逆を靜 めん 爲に、 一天の 君の 宣旨を 蒙り、 

お の 古歌 只今 爱に 向うたり、 土 も 木 も 我 大^の 國 なれば， 何 i か 兇徒の 住處 ならん、 逨 かに 弓 を 

俵 藤 太 物語 下  •  三 九 五 
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を 賜 はり、 弓揚 殿の 南の 小 門より 瑤 めいて 出ら る V 嚴 しかりし 有樣 なり。 

す ざく るん  て 八き？ フ 

時 は 朱 雀院の 御宇、 天慶 三年 正月 十八 日 巳 午の 刻の 事なる に、 今日 諸大將 朝敵 追 伐の 爲 

あたり 

•  に、 東 國へ發 向 せらる. 聞え しかば、 近き 邊は 申す にや 及ぶ、 遠 國他國 の 道俗 男女 上 

下問き 及ぶ に從 つて、 袖 を 連ね 踵 をつ いで、 我 もくと 巷 51i 群！! す。 都 を この fej. 安城へ 移 

この.？' た  け きら， fS  ぶ し 

されて より 以來、 未だ 四海の 激浪 もなければ、 武士 は 弓矢 を 知らざる が 如し、 今 初めて 

ものの ぐ  あこり 

干戈 を 動かす 珍し さに、 馬、 物 具、 太刀、 刀、 邊も 輝く ばかりに 出立ち ければ、 何れも ゆ 

けんぶつ  ろ じ  きさらぎ 

ゆしき 見物な り。 路 次に 少しも 障りなければ、 多くの 難所 を馳せ 越えて、 やうく 二月 

の 初めに は駿 河の 國淸見 ケ關に 著き にけ り。 此處 にして 大將忠 文 は 暫く 休ら ひ、 富士. の 

レ つくり ー 者つ 絕景、 三 保の 入海、 田 子の 浦の 眺望 を 見物し 給 ふ 折節、 淸 原の しゅふち といへ るし つく 

り大將 軍に て 侍りし が、 此 浦の 有樣を 感じて、 漁 舟の 火の 影 はす さま じうして 波を燒 

感演 をな して—  く、 驛路の 鈴の 聲夜山 を 過ぐ と 作られければ， 大將も 士卒 も感淚 をな して、 びの 袖 を 

なし はなが して  こ *  ら，， じ 5 

の 誤 か  濡らし 給 ふ。 玆に 副將軍 平の 貞盛 は、 家の 子 郞從を 近づけ、 汝等は 何とか 思 ふ、 かく 

せん IKS か て大 軍と 同じく 路 次に tn 數を經 るなら-は、 大 事の せんに は 遇 ふべ からす、 殊更 此將門 は 

朝敵た る 上に、 我 身の 爲には 親の 敵 なれば、 自餘 に抽ん でて、 勝負 を 決せす して は 叶 は 
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右に 向へ る 獅子 犯 犬 も 動く 氣 色に 見えければ、 藤 太 難 有く 尊く 覺 えて 信心 1^ 拜す。 それ 

だいり  く んぎ 

よりも 藤 太 は 駒に 鞭 を 打って、 束國 指して 下りけ る。 去 程に 内裏に は 公卿  <1^. 議ま しまし 

らんぎ やく  お 5  一 M  せいひつ 

て， 今度 將 門が 亂 逆につ いて、 神怫の 擁護 を賴 ますば、 速 かに 靜謐 すべから すと て、 諸 

寺 諸 山の 碩德に 仰せて、 調伏の 法 行 はせられ 給 ふべ しとて、 先づ 天台 座主 法 性 房の 阿閎 

り そん、，' そ 5 じ や、 ゥ  こんが、 フじ  じ f フズラ P レょ k が は 

梨 尊意 佾正は 比 叙 山に 壇 を 構へ、 大威德 の 法 を 行 はる。 金剛 寺の 淨蔵 貴所 は^ 川に 壇な 

がう さんぎ  た  めいたつ じんぐう じ 

構へ て、 降 三世の 法 を 行 はる。 根本 中堂に は硯德 こん さ を 焚き、 美 作の 明達 は祌. 宮 寺に 壇. 

を 構へ て、 四天王の 法 を 行 はる。 是皆 朝家 有 驗碩德 なれば、 行 法 何れも 成就して、 i 減 

、つって  》.>  <J  く 

亡 疑 ひ あら じと、 賴 もしく ぞ覺 えけ る。 斯くて 東 國の討 手に は 源平 兩 家の 氏族の 中に， 文 

武 二道の 器量 を 選んで、 大將 軍の 宣旨を 下され、 せつと を 賜 はるべし とて、 先づ 宇治の 


民 部 卿 藤 原の 忠文を 召さる。 又 鎭守府 の 將軍國 香が 嫡男 上 平太貞 盛、 父が ぶよう をつ い 

で， 殊更 多勢の 者 なれば、 副將 軍に ぞ 召されつ る。 それ 將 軍に せつと を 賜 はり、 外 土へ 

ilt! くに は、 定まれる 儀式の 侍れば、 主上 南 殿に 出御なる。 關白殿 はおの よ 殿に 出させ 給 

かい * ちん  ちう y せち S 

ふ。 大臣 は九條 殿、 其 外 大納言 中 納言八 座 七 辨諸司 八 省、 階に 陴を 張り、 中 俄の 節會 を. 

行 はれ、 せつと を 出さる。 時に 大將軍 副 將軍烕 儀 を 正しくして 參內 し、 禮儀 をな して 是 
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三惡 道に 返し 1 

返し はおとし の 

衍か 


此上 は猶豫 すべから す、 秀鄉は 柬國の 案内 を 存じた る 者 なれば， 先 づ彼を 討 手に 差 下さ 

れ、 其 後 大勢の 討 手 を 遣 さ る ベ き かと 有りし かばに 此 議ー尤 も 然 るべ しとて、 乃ち 藤 

太を禁 庭に 召され、 今度 桌賊追 伐の 事、 然しながら 汝が謀 を 賴み思 召す 也、 急ざ罷 下り 

て、 能くく 手段 を 廻らし、 逆臣 を 誅伐し、 君豐 かに 民 安から しめよ， 軍功 は i による 

べし、 如何 樣諸 軍勢 を 重ねて 後より 下さるべし、 汝は夜 を 日に つぎて 急ぎ 下るべし と 

宣 へば、 藤 太 宣旨を 承り、 弓矢の 面目 何事 か是に 若かん と、 勇 をな して 返 出す。 さらば 

時刻 を 廻ら さす 急ぎ 下る ベ しとて、 都 をば まだ 夜 を こめて、 白 川 や 粟田口 を も 打 過ぎて- 

ひの 15.* かたう け さし か-?  よ そ  せき p§ 

日 岡 時に 差掛れ ば、 夜 は ほの-^ と 明けに けり。 四の 宮 河原 を餘 所に 見て、 關の 山路に 

さし か /-  •  お まへ か、 7 ベ  み ろく だいぼ 3 つ 

差 担り 三 井寺に 參 りつ-、 講堂の 御前に 頭 を 傾け、 南無 や 彌勒大 菩薩、 此度 もし 秀鄉 

かたき  く りき  さん あくだ ラ  き 

が 敵の 爲に 討た る i とも、 頼み を 掛けし 一 念の 功力に よりて、 三惡 道に 返し 給 ふなと 祈 

念し、 それより 新羅 大明 神の 御前に 參り、 歸命頂 禮大明 神 * 願 はく は 藤 太が 謀に 御 力 を 添 

へられ、 難なく 敵 を 打 平け、 君も豐 かに 民榮 え、 國土 安全 長久の 御世と 爲し 給へ、 然 らば. 

我々 がー 門 永く 當 社の 氏子と なって、 社頭に 頭 を 傾け 奉るべし と、 丹心の 誠 を 抽んで 

て 暫く 祈り 給へば、 誠に 神慮 も 御 納受 ましく、 御風な うして、 御前の 斗 隈も搖 めき、 左 


秀鄉 御れ うの 御 目に か-. り 申した き 事 侍りて、 是 まで 參 りて 候 ふと 中し ければ、 禁門释 固 

の 侍 某此. £ を將 門に 巾し 上け けり。 折節 將門 は髮を 亂し梳 りて 居 給 ひしが、 如何 s、w しけ 

.^i わら ♦* く 4*1  *^ihA  もミょ む 

ん、 取敢す 大童に て、 而も 白衣の ま i にて 中 門に 出合 ひ、 秀鄉に 對而し 給 ふ。 元 來藤太 は 

ほ i!i き 人 なれば、 此冇樣 を 見 留めて、 はかぐ しからす と 思 ふ 所に、 將門秀 郷を锲 さむ 

爲に、 椀-像 を搔据 ゑて 是を あむ。 將 門の 食 ひ 給 ふ 御料 袴の 上に 落ち 散りけ る を 自ら 拂ひ 

y  や， フ  S や 5 こっし ごく 

拭 はれたり。 藤 太 心中に 忍 ふ樣、 是は 偏へ に 卑しき 民の 振舞な り、 さて 餘り 輕忽 至極な 

れば、 日本の 主と ならん こと、 思 ひも 寄らぬ 事なる べしと、 初對 面に 心が はりし、 中し 語 

らふべき 言 紫 も 出さす、 、^み 果てて ぞ歸 りけ る。 それよりも 秀鄉は 夜 を 日に ついで 都に 

ほ A; ぎゃく 

上り、 案内 申して 奏聞. 5. しける やう は、 相 馬の 小 次郞將 門が 叛逆 を 企て、 束 八ケ國 を潢領 

し、 剩へ 軍勢 を 催し、 王城へ 討って 上るべし と 結構 仕り 侍るな り、 速 かに 追討 使 を 下さ 

るべ し、 若し 事 緩 mlli 及ば V ゆ M しき 朝家の 御大 事と 罷 成り 候 ふべ し、 それに 就き 候 

ふ f  せん >  はかり ごミ めぐ 

て は、 秀擲が 身 不肖に 候へ ども、 一 方の 大將を も 宣下せられ 候 は *i、 鬼 も 角 も 謀 を 廻 

ちう. S つ  みか ュ J  くぎ や、 * 'てんじゃ 、つび ミ 

らし、 誅^ 仕る ベ きょし. & しければ、 帝 大きに 驚か せ 給 ひて、 公卿 殿上人 を 召され、 此事は 

II： あるべし との 僉議 まちくな り 。北 ハ上將 門 叛逆の 事束國 より 重ねて 奏 iis. しければ、 


俵 藤 太 物語 下 
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三 九 〇 


园香 —原本 此所 

のみ n ッ 力と あ 

〇 將門 記に は將 

賴を 下野 守、 0 

明 を 上野 守、 •  0 

原ダ茂 を 常 陸 

介、 興 王 を 上 

總介、 文屋好 1 ュ 

を 安房 守、 將文 

を 相 摸 守、 將武 

を 伊豆守、 將爲 

を下總 守に 叙す 


俵 藤 太 物語 下 


扨 も iiM 藤 太秀鄉 は、 下&; の國に 居住して、 國巾を 治めし かば、 其 勢 近 國に振 ひけり。 か 

さう ま  *3 かさ  おんす 101 かつら はら 

かりけ る 所に 下 總の國 相 馬の 郡に 將 門と いふ 人 あり、 此人 は桓武 天皇の 1: 裔葛 原の 親王 

そ., *  よしまさ  はくふ  だいじょうく にか 

に は、 四 代の 孫、 鎭ゅ- 府の將 軍 良將が 子な り。 承 平 五 年 二月 伯父 常 陸の 大椽國 香 を 討つ 

、-, ci し  しんわ， フ 

て 勢 漸く 八州 を^み、 相 21 の 郡 磯 橋 を 限りて 王城 を 構へ、 我 身 自ら は 新 皇と號 し、 百臣 

み くり  *♦ さより  i さ ひら  かう づけの すけ  まさた め 

を 召使 ふ。 舍弟 御厨の 三 郞將賴 をば 下野 守、 同 次郞大 葦原の 將平 をば 上野 介、 同 五 郞將爲 

をば y^l^、  yass 総附 V は 常 陸 介. 藤 原の 春 道 をば 上總 守、 籐 原のお 4 世 をば 安房 守、 

もよ ほ  てい ミ 

文屋 のよ しかね をば 相 摸 守に 赴任せ しむ。 斯くて 大軍を 催して. 帝都へ 打ちて 上り 日本 

國の? 4t なるべし とて、 其 催 有りけ る を、 藤 太秀鄉 熟々 と閒 きて、 實 にも 誠に 大剛の 勇 

士 なる うへ、 11 を 靡げ 從 へり、 此 人に ni 心し、 日本 國を 半分 づっ 管領せば やと 思 ひて 

相隱の 郡に 下りけ り 。が Jl^ にも 著き しかば、 館へ 人 を 差遣 はし、 下野の 國の 住人 俵 藤 太 


らせ袷 ふ 時、 一人の 老佾 立ち 出で て名告 りて 曰く、 我 はこれ 敎待 和尙と 言ふ荐 なり、 此寺 

に 住して 大師 を 待つ 事 二百 餘 歳と 言 ひ 終って、 四 至の けんけい を 授けて、 窳 穴,.； を さして 飛 

び 去りぬ。 大師 は 奇異の 思 ひ をな し， 此 寺に 住持して 眞言 秘密の 敎法を 行 ひ 給 ふ。 大講 

堂 は 八 問 四面、 三重 一基の 寶塔、 七間四面の阿彌陀堂、四0^ー5^の寶殿には山王權現§^ 

請 す。 廚 本の 一 切經七 千餘卷 をば、 廣院 にこめ 給 ふ。 其 外 今 熊 野 御社 ik 法 善 神の 御拜 

しゃ- r- り...'. OA そんじゃう わ- 7 た ふ 

殿， 普賢 堂、 靑龍 院、 尊 星 王 塔、 大法 院、 四而の 廼廊、 十二 間の 五輪 院、 總て堂 舍の 

數は六 百 三十 餘、 佛の數 は 二 千體、 淸淨堅 I の靈地 なれば、 大師 此 寺の 井 花の 水 を 汲ん • 

で、 三部 灌 頂の 關伽 として、 慈 尊 三 會の曉 を 待ち 給 ふ 故に、 三 井寺と は 中す とか や。 新， 

程 めでたき 道場、 如何なる 事の 仔細に よって 囘祿に 及ぶ ぞ といへば、 彼の 大師 御 入滅 ま 

しまして 後、 御門 徒の 大衆、 戒壇 興隆の 事 を 巾し 行 ひしに よって， 山門の 大衆 嗷訴 をな 

し、 柔和 忍 辱の 衣 を 著し、 志賀唐 崎に 断け 合うて， 或は 討 たれ， 組んで 落ち， 道場に 血 を 

あへ し 修羅の巷と 爲す事 は、 法 滅 の 基と 淺ま しかりし 寧 どもな り。 


俵 藤 太 物語 上  三 八 九 
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11 ー密琉 伽， ー 行者 

の 身 口 意の 三密 

2^  く. S 来の 三密 

と 相 背離せ ず卽 

身 成怫を 成す を 

P ふ 

1 乘圓頓 I 賢愚 

を tSS ぜず 皆一 樣 

は 佛果を 得べき 


教法 を；： ふ 


e. しつよ、 彼の 寺 を 移して、 父の 家 跡に 造りつ. -、 闺城 寺と 改め 給 ふ。 此 寺の 傍 に淸 

潔なる 岩 井の 水 あり、 此水を 持って、 天智， 天武、 持統 三代の 帝の 御產 湯に 用 ゆる 故に、 

み る でら  * いさ 5  なんな  ちしょう だいし 

御井 寺と は 申すな り。 斯くて 星霜 を 經る事 漸く 二百 年に 垂ん たり。 時に 智證 大師と e. レ 

かのこ ほ. i 


て 有 德碩學 の 名僧 まします、 此人は 弘法 大師の 御甥讃 州那賀 郡の 住人 宅 成の 嫡男 也。 竹 

ほ  その さ 5  おんまな こ ひミみ 

馬の 比よりも：；：： j (相 世人に 勝れ、 兩の御 眼に 各 瞳 二つ ぞ おはします。 御 年 十四に て 都に 入 

り 給 ふ。 十五 歳に て：^ 山に 登り、 天台 座 主義 眞和尙 の 門弟と して 髮を 剃り， 三密瑜 伽の 

いら じょ -r- ゑんさん け-.' ぼ ふ >  U  にんじ ゆ  ぐ ほふ  にった リ 

道場の 中に、 一 乘圓頓 の 敎法を 極め 給 ふ。 其 後仁壽 三年の 秋の 比、 求 法の 爲に、 人 唐し 

給 ふ 所に、 惡風 俄かに 吹き 來 つて、 海上の 御船 忽ちに 覆 らんと せし 時、 大師 舷 に 立 

いち，. t い せいしゃ、 フ  こんじき しんさ ラ ：t ん 

出で て、 十 方 を 一 禮し誓 請 を爲し 給へば、 佛法 護持の 不動明王 金色の 身 相 を 現じ、 船の 

へさき  しんら：，！ いみ や、 フ じん まの みたり  まら け ん  かぢ 

舳に 立ち 給. ふ。 又 新羅 大明神 目前 船の 艫に 化 現して， 自ら 舵 を 取り 給 ふ。 是 によって 御 

つ t が  みや、 f じ、 r-  もつ ぐ わい  りャ、 ，しょ し T 

船 恙なく 明 州の 津 にっきに けり。 御 在 唐 六 年の 其 ST 國淸 寺の 物 外、 開 元 寺の 良諝， 靑 

.c- うじ たい ミく こ、 つ ぜんじ  ち けいりん  あ. r-v-  6. んし  き は 

龍 寺 大德、 輿 善 寺の 智慧 輪、 か i. る明德 高僧に 顯密の 奥義 を 學び、 立 as を 極め 給 ひ つ i、 

天 安一 一年に 至って 御歸朝 まし ましけ り。 斯くて 御 法 流 盛に して， 一 朝の 綱領 四海の 倚賴 

として 寶 酢の 護持 を 爲し給 ふ 程に、 帝より 詔して 31 城 寺 を 賜 はりけ り。 大師^ 城 寺に 入 


へ ！• 

へ C. 

■71' a 

P 城し 

ば ぶ 

> ^輪 輪 

Itti 寺 ゆ 

の ら 

る 5§  1 

名歷ぐ 

意へ 

故す 衆 

兄 代わ 

ば 

にぺ生 

え 長/ V 

v»  の 

If 吏 1 

問 

ふ 苦 生 

中 園 

み； J 'す さ ころ  ゑ  けちえん  ？， 

御 息 所、 女御、 更衣に 至る まで、 三 會の曉 慈 尊 出世の 結 綠の爲 と 思しければ、 道場に 車 を 礼 

らし、 佛 前に 踵 をつ きて、 五 障の 雲を霽 らし 給 ふ。 旣に 時刻に もな りし かば、 乃ち 供養の 

儀式 嚴重 也。 當寺 導師 は當 寺の 長 吏大佾 正し ゆぐ わん は 天台 座主と、 ぞ聞 えし。 其 外諸考 

. めい ミ くせき がくす にんる ？ つらな  あが . ほつ 力ん ， ，， ，.|  ,  -  f) 1 

の明德 碩舉數 千人會 座に 連り 給 ふ。 導師 高座に 上り 發 願の 鐘 i;;; 鳴らし 秀鄉の 朝 こ 

の 善根に ぎへ て、 ゲ生 にて は 無比の 樂みを 極め、 來世 にて は 上品 蓮臺に 生れ、 乃至 七 世 

く  h- ん  け らく き は  ほふ かいし S じ やうび やう さ- 7 りゃくしゅ つり レャ.フ じミん 

の 父母 逨 かに 三界の 苦 輪 を 出で て、 天上の 快樂を 極め、 法界 衆生 平等 利益 出 離 生死 頓 

生 菩提と、 囘 i の 聽閒難 有く、 皆感 淚をぞ 流しけ る。 

ザゐき  ぎ をん しゃ、 r- じャ 

聽閒の 道俗 おしなべて 隨 喜の 淚を 流しけ り。 難 有 や、 此 鐘と 申す は 祇園 精舍の 無常 院に 

しょぎ ャぅ むじ ャ5 ぜ しゃ-.' めつ 》 ふ しゃ 5 めつ めつ い じゃくめつ ゐ らく  •， ， 

響くな り、 諸行無常、 是生 減法、 生滅 減已. 寂 減 爲樂の 四 句の 音を寫 され たれば 是 

むみ やうち や、 r- や  ほっしん ぼ だい  9 さく 

を 聞く 人 おしなべて 無明 長夜の 夢を醒 し、 發心 菩提の 岸に 到る。 誠に 末代 不思議の 奇特 

なり。 抑 も當寺 草創の &觴を とぶらへば、 昔 人皇 三十 九 代天智 天皇の 御 時、 此 湖に 近き 大 

津に都 を 移し 給 ふ。 爱に帝 御 夢の 告ゅ まします により、 皇子 大 友の 太子に 詔 して、 樂 

なみ  はなみの れいち  こんり ふ  あんち 

浪ゃ 志賀の 花園に 靈地を 占め、 一 の 伽藍 を 建立し、 丈 六の 彌勒 薩埋を 安置 せらる、 其 名 

かく  よ たのお ほぎ みみ かさ 

を壽福 寺と 號す。 其 後 皇子 大友 事に 遇うて 崩れ 給 ひし かば、 その 御子 與多 王 帝へ 奏し 

俵 藤 太 物語 上  .  三 八 七 


御伽 150- 欲 


三 八 六 


千 常— 秀 縛の 子 

長 吏 I 三 井寺の 

主長た る 僧 をめ 


井寺へ 參ら すべし とて、 寺へ 遣 さる。 千 常 三 井寺へ 參り、 時の 長史. K 憎 正に 謁し 

て、 件の 趣 IB. しける。 

し S ミ たち  せんぎ 

佾 正大い に 悦び 給 ひて、 寺 中の 衆徒 達を會 合し 贫議 まちくな り。 佾正 仰せけ る やう は、 

當寺は 伽藍 草 姓 > の後大 檀那 繁昌して、 佛法 最中の 道場 なれば、 鳧 鐘の 響 は 心に 任せて、 

て 八 か お f  € かう 

龍宮 より 取りて 歸 りし 鐘 なれば， 天下 無 雙の重 寶、 末代の 名譽 なり、 兎角の 沙汰に 及ば 

す、 報謝 を 受け 給 ふべ しと ありし かば、 满 座の 大衆 一同に 皆尤と 領承し、 吉日 を 選 

んで、 彼の 釣鐘 を 寄進し 給へ、 卽ち 供養 をな すべし とて、 千 常 をば 返されけ る。 藤太此 

.S 承り、 唐 崎の 濱へ 行き 見れば、 夜の 間に 龍宫 より 上 ゆ 給 ふと 思しくて、 件の 釣鐘お は 

も また にんぶ  ， たやす  — 

します。 是 より 三 井寺へ 引きつ けんに は、 數 多の 人夫 を 持ち 給 はすば 容易く 引きつく 

まじと 案じけ る處 に、 明日 供養と 相 定めし 今宵、 海より 小き 蛇來 りて、 彼の 釣鐘の 龍 頭 を 

へ、 大 講堂の 1< 庭まで いと 易く 引きつけ て、 搔 消す やうに 失せに けり。 偕 正大 衆 達 

も、 奇異の 思 ひ をな し 給へ り。 去 程に 園 城 寺に は龍宫 より 釣鐘 上りつ く、 今日 供養し 給 

ふ 由 兼ねて 諸國に 間え しかば、 近國は 中す に 及ばす、 遠國の 道俗 男女、 われ 劣ら じと 參 

きせんら *， にやく くんじ S  く  5! ャラ . :i 

詣す。 都より は 殊に 程近ければ、 貴賤 老若 群集して けり。 時の 閼白、 大臣、 公卿 女院 


去 程に 龍 女 は 俄 藤 太秀鄉 を樣々 に 饗應し 慰め 給 ひける 程に、 漸々 時刻 も 移りければ、 藤 

あよむ —歩む 太 は 大王に 暇 を ハ乙ひ 龍宮を 出られけ る。 海中 を あよむ 事 刹那の 程と 鬼 ゆれば、 勢 多の 橋 

もミ 

にぞ著 かれけ る。 それより 父の 許に 行き、 村 雄 朝臣に 對 面して、 此^^のぉ樣始めょり詳 

しく 語り 給へば * 父 a 不思議の 思 ひ をな し、 斜 ならす に 悅び給 ふ。 それに 就き 龍王の 引 

こパ. 'ね づくり つる ざ こがね ざね  しゃく- ゴラ 

出物に 金 作の 劍、 金 札の 鎧、 赤 鋼の 釣 鏠を賜 はりたり， 劍、 鎧 は 武士の 重寶 なれば、 末 

S お^? 又 代 子孫に 相傳 すべ し、 鐘は梵 ぜんの 物 なれば、 俗の 身に 從 へ 詮も なし、 三寶へ 供養す ベ し， 

されば 南都へ や 奉らん、 比歡 山へ や 奉らん と 中され ければ、 父の 朝臣 此由を 聞きて、 實 

にも 誠に 一々 の 稀代 重寶 なり、 巾に も 彼の 突 鐘 を 精舎に 寄進し 奉り、 當來の 値！ i を 祈 

y ないしょう  ほ ぞ. C: 

らんこ そ 難 有 けれ、 諸佛 菩薩の 御内 證 何れも ー體 方便と 言 ひながら、 殊更 三 井寺の 本尊 

い か  ちんじゅ しんら にい, ^や， _ 'じん  ： 

へ 奉り 給へ、 それ を 如何にと いふに、 一つ は當國 なり、 又 彼の 寺の 鎭守 新羅 大明 神と 申 

一 *j ほ. f ん み ろく さ つた 

す は 弓矢 神に てお はし ませば、 子孫の 武藝を 祈る ベ し。 さて 又 彼の 寺の 御本尊 は彌 勒薩埵 

く さく  さ， C ま  じ そん 

0f00 にて おはします、 此 度の 功 德 によりて、 五十六 億 七 千 萬 歳 三 會の曉 • 慈 尊の 出世の 御 時、 

けんぶつ もん ほふ けちんん  ほくれい 

«lw 見佛閒 法の 結緣 ともなるべし、 其 上 都 も 北嶺 も 突 鏠旣に 成就せ り、 彼の 三 井寺と 申す 

ふしよ ラ 

に 今に 亮鍾の 響 もな し、 速 かに 思 ひ 立ち 給へ と 有りし かば、 藤 太 委細に 承り、 さらば 三 

俵 藤 太 物語 上  三 八 五 
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此由 承り、 鎧 ひ, は 誠に 家の 寶 なり、 釣鐘の 事 はわれ 武士の 身 なれば、 さの み 望み 申す 

に は. 有らね ども、 .3 來を 詳しく 承れば、 末代 吾 朝の 寶何 か是に 勝らん、 是猶以 つて 難 # 

し、 さりながら 斯 程の 重き 釣鍾 を、 いかで か 賜 はり 歸 るべ しゃ、 是ぞ 難儀な りと. &さ 

れ ければ、 其 時 龍王 微笑みて、 いみ じく も s. された る 物 かな、 弓矢 を 取って 强き者 を 威 

て だて  かた， *\  もてち つか  _ 

す 手段 こそ、 方々 に は 及ばす とも、 斯樣の 物 を 持 扱 ふ 事 は、 吾眷 雇の 自. e なり 、もに 力 

け 給 ふ 事 勿れと て、 乃ち 異類 異形の i 輩に 仰せて、 水中に 引かされ けり。 旣に 時刻 も 

移りければ、 藤 太 心に 思 はれけ る は、 昔 丹 後の 國與 謝の 郡 水の 江の 浦 島が 子と やらん も、 

がに 遇 ひて、 偶然に この 常世の 國に 到りし に、 か i る 快樂に 耽りつ i 往 にしへ 行く末 

を 忘れて 年 を 經る事 三&. なり、 或 時 故 1 の戀 しさに、 少女に 暇 を 乞 ひ、 水の 江に 歸 りて 

見て あれば、 住みし 故 i も變り 5^ て、 見知れる 人 も 無き 程に、 新く 有るべし や はと 訝し 

く、 能くく 問へば、 それ 昔 三百 餘 年の 事な りと いふ 人 あるに 驚きて、 遂に 空しくなる 一 

と 間く、 か i る 例 も 有る、 ぞ かし、 我 は 殊更 朝 奉公の 身なり、 殊更 故鄕に 年老いた る 父 

のまし ませば、 時の 問 も 見 まほし くて、 早々 御 暇 を. & されければ、 龍神 は猶も 名殘^ 

しけに て、 樣々 の 興を盡 して 慰め 給 ふ。 


さん？ J い ちんく わ  もてな  か しづ 

さし 受けく 飲みけ るな り。 山海の 珍 菜 を 蓬萊の 如くに 積み 上 ゆて 饗應し 傅 きけ る 上 

に、 樣々 の 引出物 をせられ ける こそ ゆ. - しけれ 。藤 太 心に 思 ひける は、 扨も斯 程の 樂 みは， 

だいぼん くわ，，' たい  か ほ 9j  こく さ  く 

大梵 皇帝の 榮 華と 申す とも、 是 にや 及ぶべき、 斯程難 有き 國土 にも 苦 は 侍る かと 問 ひ 給 

へば、 其 時 龍王の 御諫に は， 中々 の 事 申す にや 及ぶ、 天上の 五衰、 人 問の 八苦、 龍宮の 三 

,、 ゆん  ，へん  しんべ \ 

熱と て、 何れも 苦の なき 國は 無し、 就中 此國に 年 比重き 苦 患の 侍りし を、 御遒此 度神變 

を 振 ひ、 たやすく 減 亡し 給 ひける 事、 佛 神の 御 助けに 等しく、 難お く覺ぇ 侍るな り， 一 

死 萬 生の 悅 びと は、 然しながら 是をぞ 申べき、 この 御 恩 は 報じても 報じ 靈し 難ければ， 

T C  こがね ざ ね i ろ ひ 

未來 永々 に 限る まじ、 御身の 子孫の 爲に、 必す恩 を 謝すべし と宣 ひて、 金 札 の 鎧、 同じ 

く 太刀 一 口取り 添へ、 藤 太に 與へ給 ふ。 此鎧を 召し、 一 此劍を 持って 朝 敏を滅 し、 將 軍に 

しゃく タぅ つりがね  つきが ね  たいしゃ うし やかに よらい 

任じ 給 ふべ し。 又 赤銅の 釣鐘 一 つ 取り出させ、 此突 鐘と 申す は 昔 大聖 釋迦 如來屮 天竺に 

出世し 給 ふ 時， 須達 長者と 中す 人、 祇園 精舍を 造りて 佛に 供養し 奉りし 時、 無 院の鍾 

ね  ひ， C やう ぼんな 5 

の 着 をば 寫 したる 鐘 なれば、 諸行無常と 響くな り、 此 鐘の 聲を閉 く 時 は、 無明 烦惱 忽ち 

に 消 減し、 菩提の 岸に 到るな り、 か. -る 不思議の 重寶 なれば， 此國 に：！^ 霜 久しく 保つ 

さ. もの  たから 

と 言へ ども， 此 度の 捧 物に 是も 同じく 奉る、 日本 國の寶 に爲し 給へ と宣 ひければ、 藤. K 

俵 藤 太 物語 上  三 八 三 
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種の 樹木 花唤き 開けて、 一 々の 花の 中よりも 七寶 の果實 蒲ち たる、 極樂 世界 も かく やら 

か-' ほ  き だはし  し しい でん  す せん ゆん 

ん。 扨 樓門を 打 過ぎて、 歩む 足 も 香し き 玉の 階 攀ぢ 登れば 紫宸殿と 思しくて、 數千間 

くうでん  る り  いさ Oj しんじゅ いさご ほミり  こ がね 

に 造り 磨け る 宮殿 あり。 庭に は 璃の 砂、 眞珠 の桫、 際 もな く 馓き满 てり。 黃 金の 柱、 

二 じり  らんかん  いし ビ. U みあた y てん  tT ごん 

玉の 鏜、 七 寶の攔 千、 玉の S 溫 かなり。 御殿の 奇麗 さは、 莊嚴は 目に 見る 事 は 巾す 

まんなか  きょくろく 

に 及ばす、 曾て 耳に も 間き 及ばす。 龍 女 藤 太の 袖な 控へ、 神殿の 真中に 玉の 曲录を 構へ 

て、 是へ と言うて 据ゑ 置かる。 暫くあって 音樂を 奏する 事 あり。 其 後八大 龍王の 第一 婆 

伽羅 龍王、 八 萬 四千の 眷屬を 引 連れ、 玉座に 直り 給 ふ。 龍 女 も 同じく 玉座に 直り 給 ふ。 

さう くゎ卞 佐 玉座に 定まって 互 ひの 一禮 こと 濃 やかな り。 時に さう くわん の 龍 女 百味の 珍 膳 を 錄け出 

る。 龍王の 御前に 据ゑ、 其 次に は籐 太、 其 次に は 龍 女に 据 ゑたり。 其 飲食 世の常なら す、 

L  f  た ひ  こがね a ん  やう.？ -J- はい  しろがね て. - 'し 

-.f^lfEil ほ 服す るに 心よ く、 香し き 事 類な し。 暫 しおりて 又 金の 盤に、 沆 儘の 杯を据 ゑ、 銀の 銑 子 

丄ぁハ f  If と に、 天の こんすい 盛りて 出たり。 これ も先づ 龍王の 飲み 初め 給 ふ 事 三度、 其 後藤 太の 前 

バ. Ttiltd に 持ちて 參る。 藤 太 も 同じく 三度 受けたり。 其 味 ひ 天の 甘露 なれば 申す にや 及ばす、 ふ 

なるべし らんぅっ ょらが八萬^^を經たりしも， 此 酒の 德 にこ そ 有り つらめ と、 いと 難 有く ぞ思 はれ 

ける。 酒宴の 儀式 日本に は樣變 りて 盃 も廼 さす、 思 ひざし もなければ， 只 心の ゆく 程 


もよ か. I 直下な 

るべ し 


五 t やう 12 城 

か 


かと、 初めて 驚く ばかりな り。 执も龍 女の また ふ樣 は、 最前に. &し i 如く、 ハヰ 比の 大敞 

をた やすく 亡し 給へ る 事、 吾等が 一門 眷屬 共に 悅び 侍る といへ ども、 數 多の 物の 悉く こ 

れ まで 現れ 來 りて、 御 恩 を 報じ .5. さん 事い と户 W き樣 にて 障 あり、 されば恐れ多き；5^>なり 

わが ふるさ ミ ぐ 

といへ ども、 君 を 吾 故鄉に 具し 參ら せば やとの 願 ひに て、 これまで 妾 は御迎 ひの 爲に參 

.  *ヒ て  は、 ブし  M 

りたり、 、迚もの 芳志 を 蒙りし 上 は、 御 心 を 匿 かせ 給 ふま じ、 疾 くく 御 出 あれ かしと. 5. 

しければ、 藤 太此由 承り、 是 程に 大切に 侍る なれば、 よも 我 身の 爲は惡 しから じと ひ 

て、 彼の 龍 女と 打 連れ 龍宫 へと 急ぎけ り。 

去 程に 龍 女 は 俵 藤 太 を 伴 ひ、 漫々 として 泥 もな き 湖水の 中に 入りに けり。 ちょ かと 見れ 

ども 底 もな く 泥 も 見えぬ 海底の、 烟の波 を 凌けば、 雪の 波靜 かなら す、 雲の 波 を 分け 行 

けばが 輪 際 も 極まりぬ。 水 輪 際 を 打 過ぎて 金輪際に 及べば、 風 輪 際に 近くな り、 風犏際 

を も 過ぎし かば、 浮世の 中と 思しき 國に 出で にけ り。 これなん 我 住む 所と 言 ふに つ けて 

見れば a じ やう 峙ち、 七 i の 宮殿、 黄金の 樓門赫 き. 渡れり。， 龍王の 眷屬、 異類の 異形の 

^  . は 、あ々 に從， つて 樓門 楼閣に 徘徊す。 我 日 域の 帝 城 禁門警 固の 衞士に Br, ならす。 藤 

太 を 伴 ひし 龍 女の 門に 入らせ 給へば、 諸々 の 龍神 は 頭 を 傾け をな す。 門より C に は？ i 


俵 藤 太 物語. 上 
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肯 結うた る I 俵 

e 口 を 強く くび 

り 結 jS たるな り 

候へ ける I 候 ひ 

ける の m 

みやう I 妙 か 


るに ものな し、 せめて は 私 に 持つ 所の 物 にても， 先 づ：/ /. 進ら せんと w>5 ひて 來 りたり と 

*、.>c?  -. ぶび S  し 0.  くさ 7  i  ， ， 

て、 藤 太が". 1 に据ゑ 粒べ たる 物 を 見れば、 卷鍋 二つ、 首 結うた る 俵、 赤銅の 鍋 一つ そ 候 

へけ る。 田 原 籐太は 此由を 見る よりも、 誠に 難 有き 御 志 かな、 然れば 今度の 御， 事 はみ や 

うの 方便に よって 高名 を 極め 候へば， 御身の 悅びは 申す に 及ばす、 我等の 家の： €u:i: 事 

か是に 若かん や、 其上斯 i に 御 寶物給 はり 候 ふ 事、 悦びの 中の 悅び にて 侍ろ と、 色 代して 

されければ、 ^女房 も 心よ けにて、 さらば 先づ 今^は 歸り 侍るべし、 返す ぐ も 今度 

の悅 び、 吾 身 一 人に 比 へ 難し， - 千 萬 人の ためによ ろしければ、 重ねて ：}4 、德を 報じ 巾さん 

とて、 女房 は 何 地 ともなく 歸 りけ り。 秀鄉 件の 女房に 得たり し卷 鍋 を 取 出し 衣裳に 仕 立 

つる 處に、 裁て ども/、 盡 きす。 又 米の 傻を 開きつ. 米 を 取 出す にノ これ も 遂に 靈き 

しょくもつ 

すせ。 さて こそ 藤 太 をば 傣藤 太と は 巾し けり。 扨 又 鍋の 内に は 思 ふまよ の 食物 佛き 出で 

ける こそ 不思議 なれ。 藤 太 は尙も 奇特 を 見る 事 もこ そと 思 ひて 待つ 處に、 紫の 如く 月明 

ぉミづ  ち 5 もん しゃ ラ 

き 夜の 更け 方に、 件の 女性 訪れ 給 ふ。 藤 太 急ぎ 立ち 出で て、 中 門へ 請 じつ.^、  ^一お 樣を 見 

て あれば、 美麗なる 事前の 姿に は樣か はれり。 傅へ 承る、 天竺の 耶 輪陀羅 女、^ の 西 施、 

李 夫人と 申す とも、 これに はいかで か 及び 給 ふべ ければ、 只 喜 見 城の 天女の 天降り 給 ふ， 


俵 藤 太 物語 上 
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一筋. 是を射 損じて は 如何せんと、 とりぐ に 思ひ廼 しつ V 此 度の 鏃に は、 唾 を^き 

掛け 打番 ひ、 南無 八幡 大 菩薩と 心中に 祈念して、 又 同じ 矢壺， と 心掛け、 よつ びいて ひ 

謹と Is? やう ど 放ちければ、 手應 して はたと 中る と覺 えしより、 二. 三千 見えつ る 松明 一 度にば つ 

の か  ぃ^*づち  もつ  しも 

と 消え、 ぼ 千 萬の 雷 の 音 も 鳴り 止みけ り。 扨 は 化物 は滅 したる 事 疑 ひなし と 思 ひ、 下 

部 共に 松明 點 させ、 化物 をよ くく 見れば、 紛 ふべ くもなき 百足な り。 二三 千の 松明と 

見えし は 足に て や あるらん、 頭 は i}. 鬼の 如くに て 其形大 なる 事譬 へん 方 もな し。 件の 矢 

は 眉間の 只 中 を 通って 喉の 下まで 拔け 通りけ り。 急所 なれば 理 と 言 ひながら、 斯 程め 

火き なる 化物 一 筋 通る 矢に 痛み 威び ける 弓. 勢の 程 こそ ゆ i しけれ。 去 5^ に 初め 一 一筋の 矢 

^！鐵 を 財る 如くに て 立た す、 後の 矢の 通りし 事 は 唾 を鏃に 塗りた る 故 也。 唾は總 じて 百 

足の^|$なればなり。 日 比 勢 を 振 ひし 物 なれば、 尙も仇 をな す f  J とも やとて、 ^の 百 をば 

しゅくしょ  あけ 

すたく に 切り捨て、 湖水に こそ は 流され たれ。 藤太は^！^所に歸り給ひけり。 明の 夜 又 

此度 はの 夕べ の 女性 來り けり。 此度 すぐに 出 居まで 入りて、 藤 太 殿に 見參 せんと 言 ふ。 藤 太 やがて 

いでみ  き f ゆ，？ りき  かたき 

"け やか I うら 出 會ひ對 面しければ、 女房ぅらゃか^る聲にて、， 扨々貴方の勇カにてョ比の献を平^-、 

ひと 同 f る 安全の 代と なし 袷 ふこ そ 返す ぐ も 神妙な り、 悦び 身に あまりて はん ベれば、 恩 を 報す 


關弦 I 伊勢 鈴 鹿 

郡の 繭に て 製し 

たる 弦 


US る i ばかり- 

長き 間 


を 蒼海の 龍神に 現し 給へ りと 承り 及ぶ 時 は、 異議に 及ぶ まじと 思 ひ 定めければ、. 刻 を 

廻 さす、 <fr 夜の 中に 罷りて、 かの 敵 を 亡し 侍るべし と 申しければ、 女房 斜に 悦びて 播消 

す やうに 失せに けり。 去 程に 藤 太 は 約束の 時 を 違へ じと、 重代の 太刀 を 佩き、 一 生身 を 

しけ ク J.--  せ きづ. 0  わき はさ  そく  A つぶせ 

離た す 持ちたり し 重籐の 弓の 五 人 張 ありけ るに 關弦 かけて 挾 み、 十 五來 三 伏 ある 三^ 

お ほや やじりな かほす  た ft さ  ll  Ay は 

竹の 大 矢の 鏃 半 過ぎた る を 三 筋 手 挾んで、 勢 多 を さして 急ぎけ り。 湖水の 汀に お臨み 

て、 三 上の 山を眺 むれば、 稻光 する こと 頻 りなり。 されば こそ 件の 化物 來 るに こそと 守 

<?  .  おびた 1«  たかね かた  たい まつ 

り 居け る 所に、 暫く 有って 雨風 夥 しくす る 程に、 比 良の 高嶺の 方よりも. 松明 二三 千 あ 

まり 焚き 上 ゆて、 三 上の 動く 如くに 動搖 して 來る事 あり。 山 を^ かし ハ 介 を 響かす 音 は、 

、„ かづち 

百 千 萬の 雷 も かく やらん、 恐し なんど はは かりなし。 され ども 藤 太 は 少しも 騒がす、 龍 

宮の 敵と いふ は是 ならん と 思 ひ 定めて、 件の 弓矢 を 差 加へ、 化物の 近づく を 待つ 程に、 矢 

み けん まんなか お ぼ  て ご； i へく ろが ね 

頃に もな りし かば、 飽くまで 引き、 屑 間の 眞 中と 思しき 所 を 射たり しに、 その 手應鐵 の 

板な ど を 射る やうに 聞え て、 笞を 返して 立た ざり ければ、 安から す 思 ひて， 又 二の矢 を 

取って 番ひ、 折れし 矢壺を 心掛け、 忘る よば かり 引 絞りて 射たり ける が、 此矢も 又 *g り 返 

つて、 身に は 少しも 立た ざり けり。 只 三 筋 持った る 矢 を 二 筋 は 射 損じたり * 頼む^ は 只 
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水に を 占め、 七 度まで 桑原と なりし にも、 形貌を 人に 見せす、 しかると ころに 人皇 四 

みか 9j  こ- す も ほ？ 《 ふ か A 

十四 に當 つて、 元 正 天皇と 申す 帝の 御 時に、 日本 第二の ゐん この 神、 彼の 湖水の 邊 三 上 

こけ あまく. --  じかで  の や ** 

の li に 天^らせ 給 ふ、 それより をち つかた、 かの 山に 百足と いふ もの 出で 來て 野 山の 

け^、 の 江河の 麟を 食る 事 年 久し、 これに 妾が 類 度々 彼に 服せられ、 三 熱の 苦み の 上に、 

愁歎の 淚乾 くひ まなし， 如何にもし てこの 敏を 亡し、 安全の 古 へ に爲 さば やとば かり、 事 

を といへ ども、 妾が i ビ してた やすく 平 けん 事 叶 ひ 難し、 若し 人 問に 然るべき 器量 

の 人 まし まさば、 因み 緣 りて 頼み 侍らば やと 思 ひ、 勢 多の 橋に^ はって 往来の 人 を 窺 ふ 

に、 遂に ^¥ へ 近づく もの もな し、 か， -る處 に 今日の 御 邊の御 振舞 誠に^へ 難き 御 心根 

かな、 此上 はかの, を 亡さん 人 は 御身に 限りて 有る ベから すと、 頼み 巾して 來 りたり、 

我國の1^^^は御言葉にょるべ しとて、 誠に 餘儀 無き 有檨 也。 

藤 太此由 を^ W と 聞き 侍りて、 さても 難儀の 事 かな、 世の常 ならぬ 物の 頼みて 来りし を、 

1^ 歡 する も 獄^り、 又 大事 を 仕損じた らん は， 先祖の 名 折、 末代の 恥辱なる べし、 さり 

ながら 我賴む 神の 惠 のまし ませば こそ， 日本 六十 餘 州に 袖んで て 我 を目當 て. -來 るら め， 

就中 龍 宫と和 國とは 舍胎兩 部の 國 なれば、 天 照 太 神 も 本 地 を 大日の 尊像に かくし、 垂跡 


いづく  けんざん  のた ま 

鄉問 きて、 あら 思 ひ 寄らす や、 そ も 何處の 人に てまし ませば、 我に 見參 せんと は 宣ふぞ 、更 

にこ そ 心得ね、 さりながら 思 召す 仔細の まし ませば こそ、 是 まで 御 出 あれ. 尋ね 給 ふべ 

こなた  あるじ  によし や、 rs 

き 事 あらば、 此方へ 入らせ 袷へ と；！？ りければ、 主 彼の 女性に 斯 くと S. す 時に、 女性 首 

ふやう は、 いやく 是は 苦しから す 都の 力の 者なる. か、 此處 にて 聊か 申し 入るべき 事 有 

り、 恐れながら これまで 御 出 あれ かしと 申す 0. 去 程に 秀鄉辭 i?^ する に 及ばねば， 居た 

る 所 を 突立て、， 門外に 出て 見て あれば、 二十 餘 りの 女性 只 一 人 ii; み 居たり。 その 形貌を 

よ 5 がんび. れい.  あたり  a  a 

見る に、 容顔 美麗に して、 邊も耀 く 程な り。 髮 のかより 麗しう、 さながら 此 世の 人と は 思 

はれす、 怪し さは 限な し。 面 は ゆけ にて， 日顷物 巾したり とも 覺 えぬ 人の、 夜更けて 殊 

そま  こ  一 J ゑ 

更 尋ね 給 ふこ そ覺束 無く 候へ どもと 中され ければ、 彼の女_据膝太が側に差^_^り， 小聲 に. 

わら は  こ 1= わり  け ふ 

申す やう、 誠に 妾 を 見知り 給 はぬ こそ 道理 なれ、 われ はこれ 世の常の 人に あらす， 今日 

しも 多^ 唐 橋に て、 見え 申せし 大蛇の、 變 化した る 女な りと ぞ 巾 しける。 藤 太此. 5 

問き て、 されば こそと 思 ひ、 さて 如何なる 事の 仔細に か、 變 化して 來り給 ふと 申され 

.  きこしめ  わら は  ，"づ う ふ 

ければ、 女房 巾す やう、 日 比 は 定めて 閒 召し 及び 給 ふべ し、 妾 は 近 江の 湖に 住むな り、 

昔久 力の 天の 道 開け、 あらがねの 土 固まりて、 この 秋津 洲の國 定まりし 時より、 かの 湖 
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御伽 草 姚，. 


11 一七 四 


〇 こ の 所の ズ太 

平 記卷 十五 一一 一井 


に 差 置かれければ、 秀鄉此 由 承り， 餘 りの 事の 嬉し さに、 三度 戴き 謹んで 返 出す。 され 

この. つるぎ  の... -  t-f  ラち もの 

ば此劍 を相傳 して 後 は、 いよく 心 も 勇み、 何事 も 思 ふ 儘な り。 打 物 取っても、 弓 を 引 

や Jvb  おん レャ， プ 

くに も、 肩を拉 ぶべ き 輩 もな し。 君の 御爲 忠孝 を勵 ます 事甚 しければ、 . 下野の 國に 恩賞 

を 賜 はって、 罷 下るべき にぞ 定まりけ る こそ 難 有 けれ。 然るに 其 比 近 江の 國勢 多の 橋に 

だいじゃ よこた ふ  9 せん S きな *• 

は、 大蛇の 橫 はり 臥せりて、 上下の 貴賤 行 惱む事 あり。 秀鄕 怪しく 思 ひて 行きて 見れば、 

モの たけ  お ぼ  まなこ ケびゃ 

誠に； pj; 丈 一 一十 丈. P や 有る らんと 思しき 大蛇の 橋の 上に 横 はり 臥せり。 二つの 眼の 耀 ける 

さま は、 天に 日の 拉び給 ふが 如し。 十二の 角の 鋭利なる 事 は、 冬枯の 森の 梢に 異ならす。 

くろがね き ほ  お  ちが  くれな fO  ふりだ  H の は 

鐵 の 牙 上下に 生 ひ 違 ひたる 中より、 紅の 舌 を 振出しけ る は、 焰を 吐く かと 怪. まる？. も 

き.. ofc まし ひ  もミ より  だいが ラ をの こ 

し 世の常の 人 見るならば、 . 肝 魂 も 失 ひ-. 其 儘 倒れぬ ベ けれども、. 元 來秀鄉 は. K 剛の 男子 

たいじ や せなか  あなた -. 

なれば、 少しも 揮ら す、 彼の 大蛇の 背 をむ すくと 踏んで 彼方へ. 通りけ り。 

され ども 大蛇 は、 敢て 驚く 氣色も 無し。 秀鄉も 後 を 顧みす、 遙 かに 行き 隔 りぬ。 それよ 

り 東海道に 赴き、 日 も 西 山に 入り ぬれば、 或 猪の 出 居に 病ら れ ける。 旣に其 夜 も 更け 行 

かりね  あるじ 

くまよ に、 夢 も 結ばぬ 假寢の 枕 傾けん とし 給 ふ 所に、 宿の 主の 申す やう、 誰 人に やらん、 

旅人に 對面 巾さん と. & して、 怪しけ なる 女房 一人、 門の 邊に 佇みて おはし ますと 巾す。 秀 


體 JKl. 態度 


俵 藤 太 物語 上 


朱 茶 院の御 時に、 俵 藤 太 秀鄉と 申して 名高き 勇士 侍り。 此人は 昔 大織冠 鎌足の ズ臣の 


0 安部の 左大臣 ^かがより a 代の 孫、 從 五位の 上 村 雄 朝臣の 嫡男 也。 村 雄 朝 K 田-原 


の S1 に 住しけ り。 然るに 秀鄉 十四 歳に 成りし かば、 初 冠 を させて 其 名 を 田 原 藤 太と ぞょ 

ばれけ り。 5^範 ザ 比より に 召され、 ？ ぬい 侍る 事 年 久し。 或 峙秀鄉 父の 許に 行きけ 

れば、 村 雄 朝臣い つよりも 心よ けにて 秀 鄉に對 面し、 御酒 を樣々 に羞 めて 申されけ る は、 

人の 親の 身と して、 我 子 をい み じく 申す こと は、 鳴 呼が ましく や 侍らん、 さりな 力ら 御 

*  V  p^7^ こ、 J、  いかさ おこ W 

、よ 世の 人の子に 勝れて、 行儀、. 體配 ゆ- - しく 見え 給 ふ もの かな， 如！： 樣に御 事 は ^ 

祖の IS が 繼ぎ給 ふべ き 人と こそ 見れ、 それに つき 我家に 鎌足の 大 ほより 相 傳し來 りし 鼸 

i あり、 我 ii の 身と して、 從へ 持つべき に 侍ら じ、 只今 御邊に 譲り 侍るべし * 此劍を 

持って、 S お、 ゲ S め 袷/とて、 三 K 餘りに 見えた る 金 作 の 太刀 を 取 出して、 秀鄉の 前 
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三セ 〇 


ゆす I 倚子 


5 そやく 1 未詳 


ぎャ， つ H?, 'さぐ わじ しょしょえ 八 


ベ 給 ふ。 されば 汗 穩不淨 を も きら はす、 行住座臥 時 所諸綠 とて、 ねても さめても 他事な く 

念佛を だに 申せば、 三 擊中輩 を こえて、 淨 土の 往生 をと けんこと 何のうた が ひ 候 ふべき、 

又 念佛誹 誘の 者 は 阿鼻大 城に おちて、 長く 苦惱 をう く、 か へ す も 諸 法 を 謗す る.、 J とな 

かれと、 迦陵頻 の御聲 にて、 午の 時より 說法 始まりて の 時まで 御說法 あ， る。 近き も 遠き 

も 御聲の 及ばす と 云 ふ 事な し。 聽閗の 人々 も 袖 を ぬらさぬ はな かりけ り 。鐘う ち 鳴らし ゆ 

こし くるま  ぶしら  かりぎね そくたい 

すより おりさせ 給へば、 公卿 殿上人 輿 車より おり、 又 武士 等 は 狩 衣 束 帶の袖 を 合せて、 各 

禮拜 したて まつる 處に、 惡佾 進み出で て 聖人に 申す やう、 謗 法の 罪人 は S: 鼻大 城に 墮ち 

て 長 時に 苦 惱を受 くると 說き 給へ る は、 いづれ の經 の文ぞ やと 問 ふ。 聖人 とりあへ す大 

ぶつち o-.r き がっし やう -*) しゃ， つ  らい 

佛頂經 の 文な りと 答へ 給へば、 此佾台 掌して 後生た すけ 給へ と、 聖人 を 禮 したて まつ 

れば、 粗 鼻う そやき てぞ 見えた まひけ る。 さて 其 後 あぶら くらに 入れ 奉り、 もてなした 

てまつ る。 御 布施に は大將 殿より 御馬 六 百疋、 北の 御 方より は 長 持 三 KII 枝、 その外 大名 

達 御馬 十疋 二十 疋、 長 持 十 枝 二十 枝 まゐら せら るれば、 いくらと いふ 數を しらす。 され 

しゅり れ、 フ  おん ミ， 、ぶん 

ども 奈良 へみな 修理 料に 參ら せられて、 聖人の 御德 分に は 一 つもめ され 給 はす。 さてし 

も あるべき 御 事なら ねば、 いそぎ 大將^ 闢 東へ 下向 ましく き。 ！ S すべし 


入りて、 無 生 忍を證 語す、 又 一 切の 女人 もし 彌陀の 名 願 によらす は， 千 劫 萬 劫 恒沙劫 

を ふると も、 つ ひに 女 身を轉 する 事 を 得べ からす、 まして 知るべし、 いま^ 俗 ありて 女 

人淨土に生まる -_5^^をぇす.0ぃはビ、 よく 忌惡 すべし • 信ずべ からす、 女性た ちょくよ 

く此法 を^き たもち 念怫巾 させ 給 ふべ し、 油斷 して 地獄へ おちさせ 給 ひ 候 ふな、 それ 女 

人の 惡名 をた て. S. すに は あらす、 又 天女 成 佛經に は 女人の 方 人 をせられ て 候 ふ、 天な 

くして 雨 ふらす、 地な くして 草木 生 ひす、 天と地との めぐみに よりて、 草木 は 出 生し 

くら 

候へば、 それにた が はす、 女人 は 三千 他界の 佛の藏 とこ そ 說き給 ひて 候へ、 女人な から 

もん  にょにん ひ はう ざいぶつ ひ ま だん 

んに はいかで か佛 のた ね をば つぐべく 候 ふ、 されば 文に は 女人 誹謗 罪佛 誹謗 斷 とて、 女 

人 一人 を, じつれば、 諸佛を 謗す ると も說 けり、 たのもし きかな や。 又觀 無量 導經 に. 三 

輩 を わけられたり、 上 蒙の 令^ 佛は 讀誦. K 乘解 第一義 如法 如 説に、 勇猛 精進に して IH 七 

日 一 心不亂 に. & す念佛 は、 大乘 の念佛 ときこえ て 候 ふ、 中 輩の 念 佛は戒 を 保ち ゆ をして 巾 

す念佛 にて 候 ふ、 下輩の 念 佛は阿 彌陀佛 の 仰せに、 そ もく 人と なる は 種々 の 不淨を あつ 


めて 人と はなれる 物な り、 身の きたなき こと 大海 を かたぶけ てす t ぐと 云 ふと も， いか 


でかき よくなる べき、 阿 彌陀佛 の 誓に は 不論不 淨， 不論 心亂、 但念 彌陀则 得^ 生との 


大佛 供養 物語. 
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御伽 草. 欲-  三. 六 八  

人の 項 に §i あり、 - 肩に 火 毒の ほむら あり、 腹に 韧 ほくの つるぎの 山 あり、 か. くの ごとく 

の 不淨惡 業のと-か を 心中に つよめ るに， よって、 女人 をば 深く 忌まれけ る ものと 說 きた 

まへ り、 されば 女體の 御門 は此 涅槃 經を 御覽 じて 不當 の佛の 仰せ かな、 さながら， 女人 

のま^-かたて 給 ふ 事の 口惜し さよと て、 ^1獎經四十卷をみな燒.^^仏，もはせ給ひた，りしを、 ， 

御子の 德 一. 大師 頃學 にて わたらせ 袷 ひし かば、 空に 覺 えて 寄き 留め、/ 日 .i^ 國に. 力ろ >| ひ 

し 御 事 也、 女人の 業 障の 深き 事 かくの ごとし， 淺 ましき ことかぎ り 無./ X.O い-へ、 ども？ 阿 

彌陀如 來廣大 無 邊の御 慈悲に て、 四十 八 願の 中に 第三 十， 五の 願に のた まゆく、 設我得 i 

Jy-f-^  、-  .  >j しょ； J* つせ .S -、. -こ *7  二よ 二 乞 もんが.^ やう：^. r  くれん きしんら く ほつ S だぃしんぇんぁくにょしん^^-ゅしゅし な ふなによ 

しわ^ ^可 思 歡 liiCiw ^人聞き 名號觀 喜 信樂發 菩提. か 厭. 悪女 身 壽終之 後 1 爲女 

i ず^ i^i ぃ說 きた ま へ り， 此 願の 心 は、 たと へ われ 佛を えたらん に， 十 方 無 f 直の 不可 思， - 一 

議諸佛 の 世界に、 それ 女人 ありて 我名號 をき.^ て 喜び. U のしみ、 菩提心 を. おこして 女.^:; 

をい とひに くまん に、 命 終りて 後、 又 女 像と ならば 正覺を とらじと 誓 ひ 給へ り、 まさに 、 

知るべし， 又 女人 成 佛の願 成就の 文に 云く、 すな はち 彌陀の 本願 力に よる. か I ゆ ゑに. 

女人 g が 名 號を稱 して、 まさしく 命 終の 時、 女 身を轉 じて となる 事 をえ て， 彌陀の 御； 

手 を さ づけ IB 身 をた すけ、 法 華の 上に まします 佛 にした. かひて、 往生ん て 佛の大 <1 ^曰に； 一 
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三 六 七 


たね 

女人 は 地獄の 使 永く 佛 子の 種 をた つ、 外面 は 菩薩に 似たり と 云へ ども、 內心は 夜叉の ご」 

とし、 同じき 經の 二十 一 卷 にの たま はく， 諸 有 三千 界 男子 諸煩锱 合築以 一 人：^: 

業 障との たま へ り、 此 文の 心 は あらゆる 三千世界の 男子の もろく の 烦惱を 合せ 第め て 一 

もって、 女人 一人の 業 障と すとの たまへ り、 同じき 經の 二十 三卷 に、 女人 火 魔王 1が一し 

さいにん 5? んせ さ てん はく ごしゃ、 r'.o  ,?|ん てき  この もん  一 

切 人 現世 作纏縳 後生 爲 怨敵との たま ふ、 此 文の 心 は 女. <  は大 魔な り、 よく 一切の 人 をく 一 

らふ、 現世に は纒 縛と なり、 後に は 怨敵と なるとの たまへ り、 心地 觀經の 文 一の^ 四 丁： 

せ しょぶ つゆん に らくお たいち ほふ かいしょ じょじん ャ、 r- ひ じ 0-ぅ；1, つぐわん 

めに とき 給 ふ、 三世 諸 佛眼墮 落 於 大地 法界 諸 女人 永 無成佛 願との ベ 給へ り、 此 文の 6 一 

おん まなこ  ぐ. P  n.  - 

は、 三世の 諸 佛の御 眼 は 大地に 墮落 すと 云へ ども. 法界の 女人な がく 成佛の 願な し、 又： 

£ し - - - .  いっけんお にょにん えいけつさん づ ごふ かき ャ-< 'お いち ぼん xpsir- だ ひ けんごく. 

阿 朗經の 一 の卷 一 一十  一 丁に のた ま はく， 一 見 於 女人 永 結三途 業、 何況於 一 犯 定^ 無 ii 獄： 

とのた まへ り、 此 文の 心 は 一度 女人 を 見れば、 長く 三 途の業 をう く、 いかにい はんや 二 

度 を かし ぬれば、 定めて 無間獄 におつ と 云へ り、 法 華經の 五の 卷 にもい 一つ 射ず- き I^HThfH 

じ ，：> やたいし やく さんしゃ ** ゎラ し しゃ てんりん しゃ 3 わう y しゃぶつ しん  一 

二者 帝釋、 三者 魔王、 四 者 轉輪聖 王， 五者佛 身との たまへ り、 此 文の 心 は 女人 一に は梵ー 

天 王と なる 事 をえ す、 二に は帝釋 とならす、 三に は 魔王と ならす， 四に は 輪 el^ 王と な 一 

らす、 五に は佛 身と ならす とのた まへ り。 されば 女人 は 三世の 諸佛に 捨てられたり、 女； 


御 伽、 -紙   三 六 六  

者箭を 射出した らんが 如く、 東西 ^.1 北 をめ ぐり、 おこたらす 百 千年 吹き ゆきた らん 遠 さの 

問に、 金銀 七寶の 堂塔 を ひとしく 造りた らんと、 一念の 功 德と對 すれば * 毘閬 風の 吹き ゆ 

きたらん 跡の 堂塔 は、 十分 一 も 一念の 功德 によりつ くべ からすと 見えて 候 ふ。 さて 十 

念の 功德は 天竺に 恒 河と 云 ふ 河 あり、 無熱 池の 池より 流れた る 河 也、 廣さ 四十 里、 深さ 

四十 1 あり、 水上より 湊 まで 百 萬 三千 六 百 里 流れた る 河な り、 此 河の いさごの 數の 金銀 

七寳の 堂塔 を 造 立したら ん功德 とくら ぶれば、 かの 1m 河の 沙の數 の 堂塔 は、 千分の 一 も 十， 

念の 功 德には 及ぶ ベから すと こそ 見えて 候へ、 又 一 大 三千世界の 草木 を あつめて 灰に や 一 

きて、 是は： H (山の 木の 灰、 かれは 草の 灰と 佛は しろしめせ ども、 一念 十 念の 功德 とは說 

きつく しがた しと 佛は說 きた まふ、 中に も 此法は 女人の ためにお こし 給 ひたる 願に て 候 

ふ， 三業 を しづめ て 耳 を そば だて 御 間 召し 候 へ 、 女人 は 三世の 諸 佛に棄 てられて、 佛と成 

るべき ことなし、 吾 朝 は小國 たりと いへ ども、 女人の ま ゐらぬ 所お ほく 候 ふ、 吉 野の 奧 

に は 不動 院、 比歡 山に は 坂 本 をかざる、 高野山に は 不動 坂、 天 王 寺に は寶 塔、 善 光寺に は 

堂の 內へ はま ゐれ ども. 御 格子の 內へ はま ゐらす 候 ふ、 あさましと 云 ふば かりなし 。さ I 

ねはんぎ や，.' にょにん ぢ I*  一く し えう だん メ. つし ひ めんじ "ぼ さつ. M いしんに よ や しゃ  , この も. f  一 

れば？ レ槃經 に は 女人 地獄 使 永斷佛 種子 外面 似 菩薩. 2： 心 如 夜叉との たま へ り 此 文の、 乇は 


ふら 間る 佛 阿五 
し 思 時と 彌： 


ひ分大 り佛惟 


を を P 艮は未 間 

この ざ だ I 


極 樂の阿 彌陀佛 は 十惡五 逆の 衆生 永く 三途に しづみ て 浮ぶ まじき かとな ゆかせ 給 ひ、 五 

こふし ほる  けっかふざ  ぐわん  fcv うが 5 

劫 思 愤の間 結跏跌 座し 給 ひて、 四十 八 願 をお こさせ 給 ひ、 第 十八の 願に 六 字の 名號を 造ら 

ないし  ぐわん 

せた まひ、 乃至 十 念の 願 をお こした まへ り。 そ もく K 劫 思惟と S. す は、 一 切の 深き 事 高 

ほんじ やく  はごろも  さ 

さ 八十 里の 磐石 を 天人の あまの 羽衣 をき て， 三年に 一 度 あまくだらせ 給 ひて、 此岩を 撫で 

て はの ほりく、 皆な でつくす を 一 劫と 申す 也、 又 八十 里の 箱に 芥子と いふ 物の 菜種より 

も 小き を、 此 箱に 満ちた らん を、 天人 三年に 一 度 下りて、 一 つづつ 取りつ くせる を 一 劫と 

申す 也、 如レ 此方 八十 里 の 岩 をな でつくし、 八十 里の 箱の 芥子 を 取りつ くす f  J と を、 五 劫 思 

惟と は 申す 事に て 候 ふ、 是 ほど 久しく 案じ まします 功 能 いかほど とか 思 召し 給 ふ、 念佛を 

ば 立つ 子 這 ふ 子 を さなき 者まで、 陶無阿 彌陀佛 と. E. す はやす き 事に て 候へ ども、 佛の兆 載 

永劫の 問 衆生 を佛 になさん として、 案じ ましけ る あり 難 さよと て、 南無 阿 彌陀佛 と 申す こ 

そ 八十 億劫の 罪の 重罪 消滅す ると こそ 候へ、 中に も 一 念 十 念の 功 能の ふかき 事、 喩を とつ 

か、.' けんじゅ 

て. さんに、 高 堅 樹と云 ふ 木 はお ひの ほる こと 一 日に. HII 丈づ V 百年お ひの ほる、 此 木の 

高さに 金銀 七 寶の塔 をく みたらん と、 一 念の 功 能と 對し 候へば、 高 堅樹の 高さの 七寶の は" 

く さく  び らん ふ i 

の 功德は 十分の 一 も念佛 一念に 及ぶ ベから すと 見えて 候 ふ。 又毘^ 風と いふ 風 は 大力の 
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毘闌 ー迅猛？ 

譯す 
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ョ 業- 


口、 意 


善導— 唐の 高僧 

は て猙土 教を究 

む、 法 然の敎 は 

w 琉を繼 承す 


らんと する 時、 北 斗 さきだち 座 を はなれ 出で 給 ふ、 玉の いづる を 人 光物の 出づ ると S. す 

事に て 候 ふ、 か i る めでたき 法 も 七 年の 兼行 五 年 三年して、 いかに 悟る といへ ども、 百 

日の 精進 潔齋 にて こそ、 傳法灌 頂 はっか まつり 候へ、 かくの 如く 候 ふ閒、 下界の 衆生 この 

法 をい かで かた も 4^ 候 ふべき。 又座禪 修行と. e. す は、 達磨い にしへの 智 人達、 樹 下石 上 

にこ もり、 岩の 上 を 座と 定め、 膝 をく み 手 を むすびて、 三業 を しづめ 身 を はたらか さす、 

七 年 五 年 三年 通して 得 法 仕り 侯へ どもに 末世の 衆生 は 風の 梢 を 鳴らす がごと く、 海の 波 

の 荒れた る ごとく， 散亂疎 動の 心なれば、 いかで かたす やく か i る座禪 をば 仕る ベ き、 此 

ことわり を 存知し 給 ひて、 釋尊 世に出で させ 給 ひ、 すでに 八 萬 四千の 敎法を 說き給 ふ、 

巾 にも 大無量 壽經に 云 ふ、 末法 萬 年 餘經悉 減彌陀 ー敎利 物：； ito? と說 きた まへ り。 此經を 

- J  めっしき や 、つ ぢ. r- ね 八に し も 八 ね A かいた. r- ミ くしゃう ひ 

善導 釋 しての たま はく、 萬ハゃ 三寶減 此經住 百年 爾時聞 一 念 皆 當德生 彼と 說き たまへ りひ 

か. -る御 事に て 候へば、 源 空 淨土門 を 取り立て 候へば、 外道の 法 をと りたて て、 衆生 を 

地獄へ おとさん と ると あって、 山中 を 追 ひいだ されて 候へば、 いかで か 聖敎の 所 判の 

たつ ！i  さんぜ 

まこと 尊き 處を肯 くべき、 三世の 諸 佛は十 萬 佛土を 建立して、 衆生 をみ ちび かんと 誓 ひ 

まし ませ ども、 餘佛は 顯密兼 擧淨行 持 律の もの を こそ 迎 へんと は 誓 ひまし ませ、 西方 


しれう— 宋 St 


んふ れん & 


胸に は 八 葉の 莲華 あり、 佛 みなこれ に ましく 給へ り、 かるが 故に惡 業 もとより 常にな 

し、 妄想 轉 倒より おこる、 心藏 みなき よければ、 衆生 もとより 佛 なり、 かるが 故に 法 花經を 

そしらん は、 只 我 身の 體を やぶる に 似たり C そ もく 法 花經と 申す は 中 天竺の あるじ 淨 

飯 大王の 御子 悉達 太子、 十九 歳に て 大道 心 をお こさせ 給 ひ、 御ち ぎり 深 かりし 耶修 多羅 夫 

ら ；., ら  にん ミ くせん  あ し せんにん 

人 を そむき、 いと をし みの 御子 羅岷羅 を ふりすて、 檀特 山に いたらせ、 阿 私 仙人に つかへ、 

難行 六 年 苦行 六 年し 給 ひて、 三十 成 道 御-ぐし 剃 除し 給 ひて、 釋 尊と あら はれ 給 ふ、 一字 

一 點 なりと も、 この 御經を あだに. & すべき 事な し 。されば 甞寫 供養して 筒に 奉納し 侍らん 

に、 口に 覆面 をして 臭き 息 を あてじと 奉納した てま つるべし。 か i る御經 をば 末代 惡世 

しん  一 *J ん 

の 衆生 等い かで かよく 保ちた てまつ. ら ざらん。 又 眞言の 敎と S. す は、 たと へば 人と なる 

事 は 父の 搖 母の 搖をも つてな り、 いか なれば 父母の 搖を もって 人と 成るべき ぞゃ、 北 斗 

七复 延命 經に は、 九曜 七曜の 星の あつまりて， 作り こしら へる 事 なれば、 大骨、 小骨、 肉 

肝、 目、 口、 耳、 鼻、 六 根 六境佛 ならす と 云 ふ 事な し、 出入の 息 は 金剛 界 * 胎藏界 、動き 

はたらくこと印^^ならすと云ふ事なし、就中北斗七星は 頂 を 座と せり、 最後 臨終の 時 ま 

でも しれう を 定め、 常に 其 人 を 守護し 給 ふ。 九曜 七曜 は、 酒 飯 ともなれ り、 その 人 を は 
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 御 伽， 草， 紙  ^  三 六 二   

て、 高 野 日 笠を顏 にあて、 いと 事 もな けなる 體 にて 入 堂し 給 ふ。 御供に は 小 坂の 善惠 坊、 

長樂 寺の 隆寬 引接 坊、 筑 紫の 聖光坊 を 初めと して、 御 弟子 十一 一人に てぞ 侍りけ る。 聖人の 

い す  こしく る ♦* 

倚子ち かく つらなり 給 ふ 若殿 三人、 あない やしゅの 御 房 や、 輿 車に てこ そま ゐら るべき 

もミ 

に、 かち や は-たしで 見苦し さよ、 是は 本よりの 貧 憎 かなん どと さ. - やき 笑 ふ。 聖人 柬西を 

しづかに 御覽 じて、. 幾千 萬 ともなき 聽 衆 を、 皆 死人 ぞ かしと おほしめ し， 御淚 をな がさ 

せ 給 ひければ、 北面の 下菔 どもの いひけ る は、 あれ 見 給 へ や、 說法 すべ き智 分が 無くて こ 

そ 泣き 給 ふに やと、 笑 ひ あ ひけり。 聖人 かね 打ち鳴らし、 東西 を ごらん じ、 人の 身の 欲心 

はお そろし きものに て 候 ふ、 碩學 達の 御說 法の あとで、 源 茶が ま ゐり候 へ ば、 何 條の法 を 

せ もつ  おぼしめ 

說 きのぶべき、 いかさま 施物に こそ 心 を かけて 參り たるら めと 思 召し 候.^ らん、 それ もつ 

ともに て 候 ふ、 又聽 ii 衆の 御 耳 才學宏 才馎覽 の 人 あまた 御 わたり 候 へ ば、 はづ かしき 御 事 

にて 候へ ども、 一座の 說法 はっか まつるべく 候 ふ、 定めて 山の 大衆 はいか さまに も淨土 

a 衆 ー 餘 宗の衍 門 を ほめて、 餘衆を きら は r 恥に あた へんと ぞ 思しめ し 候 ふらん、 八 萬 四千の 法 はみ な 

恥に あた へん- 衆生の 機根に したが ひて 說き 置きた まへ る 法な れぱ、 いづれ を そしり、 いづれ を 正しと す 

を あた 《んの  たい  こんり ふ 

該 か  べき やらん おほえす 候 ふ、 中に も 我 身の 體は 妙法 蓮華 經の五 字 を も 建立し 給へ る 事な り、 


洳陀 I 譯 して頌 

と h ふ 偶に 同 t 


^ き ず み， I 息 を 

凝らし 澄ま ナ意 

四 王 ー 持國、 廣 

目、 增長、 多 聞の 

四天王 を h ふ 

八 郁— 天、. 籠、 夜 

叉、 乾 闘 嬰、 1: 修 

羅、 迦 樓羅、 緊那 

羅、 眠羅迦 を 


六靑 I 綠靑の 宛 

字 か 


たち、 廻る 錫杖の 役に は 山より 圓入 房に 定まりぬ。 伽陀の 役に は +1 都より 率の 法印俱 

の阿闍 梨、 戒壇 院の大 夫 房 • 圓明院 の 式部の 阿 闍梨を 初めと して、 十二 人と ぞ きこえし。 

鏡 鉢の 役に は 寺より 覺 乘坊， 道 永坊、 この 淸佾 たち 我 劣ら じと いきす みける は， 人 も 影 

向し、 堅牢 地 神、 梵天 四 王 龍神 八 部 も 御 納受 まします らんと ぞ おほえけ る。 去 程に 上 藤 

達 輿 車に 乘 りつれ て 御聽聞 せらる。 座主の 御說法 始まる に、 近き 遠き の もの 一文 一 句に 

て も御聽 開と おほしき 事 もなかり けり。 是を 始めと して 三 座の 御 説法 は 過ぎ 侍れ ども、 

たが 耳に 入る 御聽聞 更にな かりけ り。 鎌 倉 殿の 北の 御 方、 大將 殿へ 御 使 を もって 仰せ あ 

りけ る は、 東國 より 佛の御 說法聽 間の ために はるぐ 上りて！^ へ ども、 何事の 聽間事 も 候 

はねば、 法然 聖人の 御 說法聽 聞. m. して 下向し 候 はでと 巾 させ 給 ひければ、 頼 朝 もさ こそ 

存じ 候へ とて、 御 使^ まゐら せけ る。 聖人 も 今 こそ 參り候 ふと 御 返 寧 ある。 さる ほどに 

山の 大衆 是 をき i て 不思議の 法然 房の 振舞 かな、 碩舉 達の 御說法 ありつる 後に、 何條の 

法 をのぶべき、 必す淨 土 門 を ほめて 餘宗を そしらん とぞ思 ふらん、 もし さも あらば 倚子 

より 引きお とし、 恥 を あた へん 物 をと て、 あらき 大衆 一二 百 人、 姿 を かへ て聽問 衆に ま 

ろくし や 5  てい  ころも 

じ はる。 聖人 是を しろしめされ たれ ども、 六靑の 小袖の さる 體な るに 薄墨 ぞ めの 衣め し 
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？ W 海な llf 原 不 

比 等の Slgfg 


相 諸-. 举 論の 意 


御 心せば き 御 事に て 御座 候 ふ、 賤 しき 荐 さへ 富貴の 家に 生れ つれば、 堂 を 作り 塔 をく み 

て、 二 座 三 座の 說法 をば せ さする 事に て 候 ふ、 いはん や 大日 本 一番の 大佛の 御供 養に、 

1 座の 御說法 はすけ なき 御 事に こそ 候 はんすれ、 只 m 人ながら 召され 候へ と 巾し ければ、 

然るべ しとて、 三 座の 說 法に 定まりぬ。 又 1 1 一番 をぞ あらそ はれけ る。 さて たれ か 一 番 

の 御 導師 を せらる べきと. e. されければ、 山の 大衆 我 山の 上 をば たが 期すべき、 座 ま 一番 

とぞ. S. しける。 又奈良 法師の 申しけ る は、 花 族 をた てんす るに たれ か 山に 劣るべき、 東 

大寺 は聖武 皇帝の 御 願 所、 興 福 寺 は 淡 海 公の 氏寺な り、 花族榮 葉、 南都の 上 をば たがお 

すべき、 得 業 一番と ぞ S- しける。 又 寺の 佾綱 申しけ る は、 其義 ならば 我 寺の 法 印 こそ 九 

おんで し 

條 殿の 御子 息に 壽樂院 の 寛明佾 正の 御 弟子 也、 顯密兼 學淨行 持 律の 御 事 也、 法 印 御 導師 

とこ そ 巾し ける C 相 論に よって いづれ を 一 番に定 むべ しと もお ほしめ さす。 又梶原 申し 

はかりつ J  W 

ける は、 さらばく じ を 取らせ 候へ、 くじの 籌 はかた 很み候 はじと て、 三人の 御 代官 をめ 

して， 足 立の 藤九郞 くじ を 持ちて とらす。 ゆに 山王權 現の 御 はから ひに て や 候 ひけん • 

山 は 一番に 取り あたる、 - 南都 は 二 悉に 取り 常る、 寺 は 三番に 定まりけ る。 さて 法 會の儀 

式に は 山の 大衆 一 千 人、 奈良 法師 一 千 人、 寺の 佾綱 一 千 人、 そぅじて三千人は大行^^に 


りしに、 死 出の 山より 郭八ム に 女御の 御 歌を誦 みて、 .t-^ へ 一；..：： 傳 られ. -事 ありし ぞ かし，" 一 

其 歌に 云く、  1 

わくら はに 問 ふ 人 あらば ほと よぎす 死 の 山 をば ひとり こそ 行け  丄 

と 假名に 寄き て、 郭公の 足に ゆ ひつけて つか はされ ければ、 卯月 八日に 内裏の 上 を 鳴. 

めぐる を、 公卿 殿上人 鞠の 會 ありけ るが、 初音め づ らしく 閒 ゆる 物 かなと、 雪 井 を 御菜 

すれば、 文 をく ひきって 落したり ければ、 大臣 達 不思議と 思 召し、 是を とりて 带 王に 義 

し. & しければ、 是を 開き 御覧す るに、 女御の 御手 跡に て此歌 をよ み 給へば、 御淚 にむ：^ 

ばせ 給 ひ、 あらむ ざん や 御 存生の 時 は 百官 萬乘の 位に そな はり、 國 母女院 とか しづか 4jj 

こん さ.，'  4 しやな _ 

まし まし けれども、 死 出の 山 をば 只 ひとり 行き 給 ひけん 事よ とて、 金 銅 十六 丈の 遮 M 

佛 を手づ からみ づ から 鑄た てまつ り， 行 基 菩薩 を 御 使と して、 中 天竺より 婆羅門 尊者な 

請 じ 渡し 奉りて、 供養 をと けさせ 給 ひたりし 事ぞ かし、 我 寺の 本願 を 思うて 得 業 こそ 蓬 

師 をば せらる ベ けれと. E. しければ、 寺の 佾綱是 をき. -て、 さらば 我 寺の 誦源法 印 こそ』 

顯密の 家に てまし ませば、 御 導師 は せらる ベ きと ぞ 申されけ る。 帝王 を 初め まゐら せて . 

いづれ を 導師に 定 むべき とぞ 仰せけ る。 か. -る 所に 梶原、 縑倉 殿の 御前に 參 りて， 地體 
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 御 伽— 草 誦紙  三 五八  

供養の 御 導師に 源 茶 をめ され 候 ふべき. H 候 ふ、 尤も 導師に めされん 事 面目と 存じ 候へ ど 

も、 淨土門 をと り 立てて、 愚癡闇 鈍の 衆生 を佛 道な さんと 營み 候へば、 山の 大衆 不思議 

の法然 房、 外道の 法 をと り 立てて、 衆生 を 地獄へ おとさん とせら る. - 不思議 さよと て 

せんち 0- く かた ，ざみ 

撰擇の 形木 をう ちわり し 刻に、 黑谷を 返 出せられ、 常時 は大 原に すみ 膀ふ、 まして 導師 

つかまつ ると 閗 えて は、 廣座 とも 揮る 亊は候 はん， 狼藉 仕り 候 はん 哉、 かよる 大事の 御 

供養に 障碍 をな さん 事 口惜し かるべき 事に 候 ふ、 餘の御 導師 をめ され 候へ、 源 空に おき 

うて は 叶 ひ 候 ふま じきょし を 巾され ければ、 縑倉殿 頼 朝の はから ひたる ベ からすと. て、 

常 帝へ 奏問 せらる。 帝王 を 初め まゐら せて 公卿 殿上人、 さてい か あるべき と 誇義 した 

まふ。 大宮の 左 大將忠 光の 公の されけ る は、 白 河の 院の 仰せに も 何事 も 丸が 心に そむ 

ける 事 はな けれども、 賀茂 河の 水と 雙 六の さいと 山 法師の 心、 これ 三つ は 丸の 心に 叶 は 

得 業丄暴 良の ぬ 物ぞと 仰せられし 事 なれば、 今 も かく こそ 候 はんす らんめ、 さ 候 は 天台 座主 をめ さ 

にて 維摩 會最膀 れ候 へと 申されければ * しかるべ しとて、 天台 座主 を 召さる べしと ぞ 聞く。 奈良 法師 此 

會法 華 會を 勤め  いよれ 

^n^,^  . 事 を 承り 謂 候 はす、 其義 ならば 我 寺の 得 業 こそ 御 導師 は せらる ベ けれ、 ゅ^o-ぃかん.vな 

(る ^ 臺し K§!f な るに、 聖武 皇帝の 御ち ぎり 淺 から ざり し三臺 女御に 過ぎお くれたて まつり、 御 歎き 深 か 


五祖 I 善導 和尚 

を 指す 


日み す 達 ー 設字 

あさか 
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春 乘房重 源 東大寺 やう やく 勸め つくりて 人 唐す。 歸 朝のと き 極 樂の曼 陀羅、 五 祖の眞 影 

を わたし 奉り、 東大寺 半作の 軒の 下にて、 法然 聖人 御 導師と して、 供養 あるべ きょし 風閒 

あり。 しかる 間 建久六 乙 巳 十 一 月廿 八日と 定めお かれし 事な れぱ、 東 國大將 殿 を 初め 

まゐら せて、 宗徒の 大名 千 葉、 北條、 白 田 山、」 宇都 宮を 初めと して、 大名 高 家 三 八十 四 人、 

、ひち さま  うちかた 

其 外數を しらす。 又 鎌 倉 殿の 北の 御 方 を 初め まゐら せて， 畠 山の €： 樣、 宇都 宫の， S: 力 は 


鎌 倉 殿の 北の 御 方に は 妹 御前に てまし くければ、 申す におよ ばす、 大名 小名の 女房 

達、 法然 聖人の 御 説法 聽閗 せんとて、 六 百 人と きこえし。 京 上 藤 達に は 帝王 を 初め まる 

こも. 2' ゐ  こし くるま 

ら せて、 闢白殿 卿 上 雪 客 籠居 日み す 達 を 始め まゐら せて、 商 都人 輿雖を やりつ *i  くる， そ 

おびた r しき。 其 外 大和、 山城、 和 泉、 河內、 近 江、 越 前より まゐ りつ どふ聽 ii^ は、 い 

くらと 云 ふ數を しらす。 かよる 所に 法然 聖人 縑倉 殿へ 案内 を 巾され ける は、 承り 候へば， 
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大 
佛 
供 

養 
物 

語 
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が 思 ふ 事 はよ し 

人の は あしく 候 

て わが 身 さ へ $ 

々しく 候 ふな ど 

と 人每に 申し あ 

ベり」 と あり、 I 

本に よりて 改む 


ら あだ 事 や、 よくく ェ^< ありて 見 候へ、 世の中の ことわり は、 能 智慧 も、 又 千 兩の黃 


金 も、 其 身の ながらへ 候 ふ 程 也、 一た び 無常の 風に おもむかん 時 は、 た r 一念の 發心こ 

そ、 まことの 道に 入る なれと、 御 心得 候へ と 申し 合せけ り。 はんかい も かの 女房に 逢 ひ 

たてまつらす は、 いかで 發 心有るべき、 色 こそ か はれ、 何れも 思 ひ よらざる 道心 也。 あ 

ながち に惡を も 嫌 ふべ からす、 善の うら 也、 戀をも 嫌 ふべ からす、 心の ほそき よりお こ 

り 候 ふ、 かの 一大事 は、 心 ほそく 候 はで は、 いかで 御 入り 候 ふべき、 か i る ことわり も、 

皆 心 を 知らし め、 佛 道なら しめた ま はん 方便なる とぞ 侍りき。 . 


もの， fj しに. I 人 

づて にの 意 


今より 後 II 本 


わがな す 事 はよ 

しと 思 ひ 人の わ 

ざをばぁし/^.-と 

思 ふ I 原本 「わ 


n ハ寢 ても覺 めても、 念佛 三昧に て、 月日 をお くり 候 ふ、 めんく に まじ はり 申す 事 も- 

け ふ はじめにて 候へ、  過ぎに し 春の ころ、 河內 よりこの 山へ 參 りて 候 ふ 人の、 ある 人に 

あ ひて 物が たりし 候 ひつる は、 かれらが 事 を、 くす の 木が 閒 きて ふびんが り、 その 時 六 

なんし  びくに 

つに なり 候 ひし 男子 を 取りた てて、 德崎を 取らせら る.. 也。 又姊は 比丘：：^ になり て 候 ふ 

よし、 ものごし にうけ 給り 候へば、 心安く こそ 候へ と 語りければ、 二人の 佾、 ありがた 

き御發 心に て 候 ふ、 ことさら 殊勝に おほえ 候 ふとて、 おの-/^ 袖 をし ほりけ り。 さて 御 

ゆんほい  ：£>んし よ、 r- 

身 をば 何 と 申す ぞと 問へ は、 立 梅と 申す 也、 はんかい 入道 をば 玄 松と 中し、 荒 五郎 入道 

を は 玄 竹と 中す 也。 三人の 佾】 度に 手 をう ちて、 あら 不思議 や、 上の 字の か はらぬ 殊 

しも  しょ， ちく はい  こんじ ャ、 r- 

勝 さよ、 下の 字 は 松竹梅の 字な り、 さて は 我等 今生ば かりの 契に て は 無 かりけ り、 たと 

ひ 同じ 知識の 下にて、 心 を 給 はり 候 ふと も、 か i る 事 はよ も あら じ、 誠に ありがた きしゅ 

くし ふ ども かな、 此ぁ ひだ 此山 にありながら、 かくと も. m- さで 過ぎつ る 事 こそ 悔し けれ、 

今より 後 は 同心 あるべき 事に 侍らん、 かへ すぐ も 皆 世の中の ありさま、 前世の 業因き 

ぼんぶ 

たり 迷 ひとなる 也、 こよ を 知る を禪 とい ひ、 知らざる を 凡夫と. E. す、 位 も樂み も、 智 1^ 

も 愚痴 もみな 過去の 行 ひ 也、 わが 爲す事 はよ しと 思 ひ、 人の わざ をば あし i と 思 ふ、 あ 
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見る たびに 淚ぞ まさる 玉手箱 ふたおや ともに 無しと 思へば 

玉手箱 ふたと かけごの 黑髪 をい ふかた もな き 身 をい か ごせん 

おんころ も  だ、.' * ちゃ-..'  ちゃ， ウ 

是を 上人 あそばし も はてす、 御衣の 袖 を 顔に あてさせ 給 ひて 泣き 給 ふ、 道場のう ちの 聽 

衆、 貴賤 上下 道俗 男女、 袖 をし ほらぬ 人 はなし。 是を iw き 見る 人、 あるひ はもと ゆ ひ を 

I  によし や，.，' 

切り かたなに 添へ て 上人の 御 かたへ まゐら せ、 御 弟子になる も あり、 或は 女性 はか さの 

下より 髪 を 切りて 上人に 參ら せ、 「發 心する 人 も あり、 そのほか 遁世す る 人 かす を 知らす。 

其 時の 愚 僭が 心の 內思 ひやら せ 給へ、 しばらく 御 說法を も聽閒 申した く 候 ひし か ども、 

あは ゃ棄 てし きづな に、 繫 がれん 事ぞと 驚き、 目 をふさぎ 思 ひ 切り、 た r 合戰揚 にて 千 

騎萬騎 が 中へ 斬り 入り 候て、 一命 を捨 つる も かく やと 思 ひ. 篠崎を 出で しよりも、 猶大 

事に 候 ひし 也。 さて はるぐ まかり 出で 候て、 ある 木の もとに 休み、 思案つ かまつ る 事 

f ぜんく ふ. フ 

は、 座禪 工夫 も 道なる ベから す、 所詮 高野山 は 弘法 大師の 入定のと ころ、 諸佛 くんじ ゆ 

の靈地 也、 いかなる 所と e. すと も、 此 御山に まさるべ からすと 存じ 候て、 奥の院の かた 

はらに、 柴の いほり を 結びて、 一大 寧 を 修行せば やと 思 ひし 心 を さきと して、 此 山に 上 

りて よ. sS このかた、 更に 他念な し。 われ を も 人 を も 知らす、 まして 故 鄉の事 を も 知らす、 


とりあげさせ §g 

ひて I 此 下に 一 

本 「ひとへ に 請 

誦願^^<などょむ 

やうに」 の 1 ft. 


奥に 一首の 歌 を 

かきたり， I 一本 

「奥に かう こそ 

かきた り し」 と 


く、 御淚 にむ せび 給 ひ、 しばらく 物 を も 仰せられす、 上人 御 t 洛淚 はかぎ りなし、 聽 衆の 

ま きちの 

人々 も、 遠き も 近き も 袖 を ぬらさぬ 人ぞ なき。 さて 姊が 快より、 一 つの 卷物を 取り出し 

上人に 奉る、 上人 是を 取り あゆ させ 給 ひて、 たか-^ と あそばし 候 ひし を、 うけた ま は 

り 候へば、 それ 人間の さか ひ を 間けば、 閻 浮の 衆生 は 命 不定な りと. E- せど も、 その 巾に 

も 成人す る 迄、 親に そふ 人の子 多く 候へ ども、 いかなる 宿 執の 報に よって、 われら 三歲の 

時、 父に は 生きての 別れ、 母に は 死しての 別れと なりぬ らん、 今 はは や 頼む 方 なくなり 

はてて、 迷 ひの 心 はやる かた もな し、 思 ひのけぶ り は 胸 を こがし、 かなしび の淚 かわく 

まもな し、 わが 身の やうなる 人し あらば、 うれへの 道 を 語り なぐさむ かた もお るべき 

に、 まどろむ 事 もな き 程に、 夢に だに も 見た てま つらす、 只 身に 添 ふ もの は、 有る か 無 

きかの 陽炎ば かり 也、 三日 をす ごし けん 思 ひ は、 た r 千年 萬 年 を 暮すも かく やと 思 ひ 知 

られ たり、 まして や 行末の かなしき 事 はやる かた ぞ なき、 露の命い く 秋 を か 保つべき と 

もお ほえす、 かやう に みなし子と なりはてて * 誰か あはれ とも 問. ふべき、 た r 願 はく は 

われら 二人 を あはれ み 給 ひ、 母 もろ 共に 一つ はちす の臺 にむ かへ 給へ と * こざかしく，^^ 

號 日付まで 書きて， 奧に 一 首の 歌 を かきたり、 
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し 候へば、 いとけ なき 人の 有る まじき 事と， 叱り 候 ふ 程に、 思 ひながら 参らす 候 ふと 

申す。 さらば 御と も 申し 候て、 上人 を も をが み 申し、 結 綠をも 申し 候 はんとて、 つきて 

行き 候 へ ば、 なかく 物 も 申されす。 道す がら 此姊 申し 候 ふ は、 われらが 父い まだ 生きて 

まし まさば、 御 僧の 年頃に こそ 渡らせ 給 ふべき に、 淺ま しゃ、 いかなる 罪の むくいに や、 

父に は 生きて はなれ、 母に は 死して 別れ をな す 事の 悲し さよ、 せいちゃう しゃの 事なら 

ば、 父御のお も かゆ は 身に そ ひて、 うき 心の 友と もなる べきに、 なさけなの 父御 やと 申 

し、 聲も惜 ます 泣きし 時、 弟が 申す やう、 父御 は佛 になり てまし ますと、 朝夕^ 御の 仰せ 

候 ひつる もの を、 さの み 泣き 給 ひそと • こざかし ゆに 申せし 程に、 それがし 前後 を 失 ひ 

て、 行く 道 も 見えす 候 ひし 也。 さても 此 御寺と 申す は、 聖德 太子の 御 建立 也。 元 、建 fg 

の動亂 に、 所領 こと，^ く相續 して、 はいでん だう すたりし を、 くす の 木が 代に なりて、 

所領 を 元の ごとく 返しつ け、 修理 をな し、 京都より 妙法 ヒ人を 請 じく だし 申して、 供 

養 をのぶ るよ し 申す あ ひだ、 見ば やと 思 ひて ゆく 程に、 ほうにん じ も 近くな りければ、 

こし  くら 

けに 貴賤 上下 袖 を つらね、 道俗 男女 市 をな す、 輿 ちりとり 鞍お き 馬、 いく 千 萬と も數し 

らす、 すでに 三 ケ國の 人々 群集す 。木の 下萱の もとまで も、 皆 人なら すと いふ ことな 
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に W  { &程 もも 


草木まで われ を あはれ と 思 ひて ゃ淚に 似た る 露 を 見す らん 

此歌 をき i て、 强き心 も 失せ はてて、 せんかた なくして、 露霜なら ばす でに 消えぬべき 

心ち して、. いやく 今 は 包む とも 叶 ふま じ、 われ こそ 汝が 父の 六 郞左衞 門 入道よ と、 い 

は r やと 思 ひし かど も、 心よ わくて かな ふま じ、 年 來思ひ 立ちて、 遁 W したる 身の， 

け ふ 子と いふ 首枷 をに な ふべき か、 かく 思 ふ； s?!- は 甲斐な き 心 かなと * 我と 心 を恥ぢ しめ 

て 後に、 それがし 申す やう、 此歌 こそ 首 語道斷 にあ そばして 候へ、 まことに 神も佛 もい 

かで あはれ と 思しめ した ま はざる べき、 父母 も 草の かゆに て、 いかに 媳 しく 思 ひた ま は 

ん * 我ら は 物の あはれ も、 なさけの 道 も 知に す、 か- -る賤 しき 身に て 候へ ども， 今の 御 

歌 をき.. て は、 淚も せき あへ す、 いかで 心 あらん 人き i 給 ひて、 御 心の- 2： を あはれ み 給 は 

で 候 ふべき、 u (今 i 疋を まかり 通り、 かよる 御いた はしき 事 を 見 ま ゐらせ 候 ふ も、 思へば 

前^の 宿 執に てこ そ 候 ふらん、 はなしが たく 忍 ひ 參らせ 候へ ども、 巾々 いとま .5- すと 

て 立ち 出で 候へば、 姊が 中す やう、 仰せの ごとく 一樹の 蔭に やどり、 一河の 流れな 汲む 

も、 皆 他生の 緣 とこそう け 給 はり 候へ、 またい つの 世に か、 めぐりあ ひ 參らせ 候 ふべき、 

返す ぐ も 御名 殘を しく こそ！^ へ、 ことさら 御經 あそばして たま はり 候 ふ 事、 申し 翁 
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I 御， 伽 匿 草 紙  三 四 八  

て これらが 玉の 手箱の 蓋 をば、 姊が もち、 かけごをば^^がもちて、 たれ か敎へ けん、 竹 

と 木との はし を もちて、 骨 を ひろ ひける が、 尙 いふ 言の葉 もな く、 袖 を かほに おしあて 

て 泣き 候 ひし 時、 はるぐ ありて， それがし 中す やう、 上 藤た ちはいと けなく わたり 候 

ふが、 何とて おとなし きもの は 候 はぬ か、 みづ から： をと り 給 ふ L^s- せば、 我等が 父に 

て 候 ふ 人 は 遁世し、 いまだ 行く へ も 知らす 候 ふ、 其のち はた. r 下のお うぢと 申す もの 一 

人 候 ひし も、 け ふ は 供 を もせす とて、 詞 すくなに なりて、 淚に むせび、 物 を も 言 は ざり 

しとき、 愚佾 陀羅尼 をよ み 候 はんも 聲も 出です、 古鄉へ 二た び來 りけん 事の 悔しさよ 

と、 我が身 を うらめしく 思 ひし 也。 いや/^ かくて は 叶 ふま じ、 陀羅尼 をみ てんと 思 ひ 

て、 みて 候 ひし をり 節、 時雨 さっとして、 木の葉の 露 も、 涙の ごとく 見え 候 ひし を、 姊 

が 見て 申す やう は、 母に て 候 ひし 人 は、 京の 人に てわたり 候 ひしが、 わら はに 敎 へさせ 

おに か& 

^ひし は. 歌の道に はいかなる 恐し き 鬼神 も、 又う とき 人 も、 閒 きて は 心 もや はらぎ、 

佛も 納受し 給 ふ 也、 女の 身と して 歌の道に 心 をつ けす ば、 淺 ましき 事と 仰せ 候て、 わら 

は 七 歳の 年よりも、 かた， の ごとく 文字 を つらね 候 ふ、 た r 今 思 ひいだ されて 候 ふとて、 

1 首 力くな ス 


て 思 ふやう、 發 心して 家 を 出で 候 ふ 時、 初めは 妻子 を ふりすてて 出で ゆきし に、 今 は 死し 

てす でに 三日に あたり 候 ふ、 荼毘所 を 見ながら 通らん 事、 無道 心 也、 知らす は 力なし、 た 

また ま 法師の 身と はなり て、 立ちより 陀羅尼の 一 べん も满 てす して、 通らん 事 は 邪見 也、 

かつう —且 一 かつう は 利益 も かけ、 かつう は、 亡者の 草の 蔭に て 怨み も あらん、 かへ りて 見ば やと 存 

じ 候て、 たちより 見る に、 木 かゆに いとけ なき 一 一人の 者つ くば ひゐ たり。 あれ それよ と 思 

ひて 申す やう、 上 藤た ちはい かなる 御 事 なれば、 かやう の 所に 御 わたり 候 ふ ぞと問 ひ 候 

へば、 其 返事 をば いはで、 あら 嬉し や、 これ. はわれら が 母の 御 他界に て、 け ふ 三日に な 

り 候 ふ 程に、 骨 を ひろ ひ 候 ふ 所に、 け ふし も 御 憎の 御 通り 候 ふ 事の、 うれし さよ、 恐れ 

ながら 御經 あそばして 給 はり 候 は r、 御利益に て 候 ふらめ と、 かきくどき 申す あ ひだ、 そ 

の 時 目 も くれ 心 も 消えて、 さらに 夢う つ. M とも 思 はす 険 ひし 也。 しばらく 心 をと りな ほ 

し、 此を さなき 者 をつ くぐと 見 候へば、 姊は 九つ 弟 は 六つ 也。 さすがに 下菔の 子ども 

にも 似す、 かたちい たいけに 見えたり。 親子 恩愛の 道 なれば、 いだきつ き、 父よ と名乘 

しんら う 

らば やと 思 ふ 心 は、 ちたび も M たび 候 ひし かど も、 いやく 心 弱く 候て は、 此 程の 辛勞 

無に なり、 佛 道に 入りが たしと 存じ 候て、 こらへ て 候 ひし 事、 思 召し やらせ 袷 ひ 候へ。 さ 
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子孫 1 1 本 「子 

息 や 孫 達」 と あ 

末 ー 一 本 「行末」 


ゆき 過ぎ， I 一  本 

「か へ り 過， ぎ」 と 


そその 六 郞左衞 門人 道よ と、 言 は やと 思 ひし かど も、 いやく さて は此 間の 修行いた 

ぞ、 7 さの 

づら ごと 也と 存じ 候て 申す やう、 まことに 有難く こそ 候へ、 いかなる 人 か、 尉 殿の やう 

なる 心 ざしの 人 か 候 ふべき、 あらいた はしゃ、 世の中に かよる あはれ なる 事 も 候 ひける 

よと、 その を さなき 人の 御な けき 思 ひやる も、 ともかくも 申しが たく 存じ 候 ふ、 此僧 もさ 

ほどの 事まで は 候 はね ども、 さやう の 思 ひ をして 候 ふ 也、 何よりも を さなき 者の 父母に 

おくれた る 程の、 世に 悲しき 物 はな かりけ りと 申して、 衣の 袖 を 顔に あてて 泣き 候 へ ば、 

は 御 憎 もい にしへ さやう の 思 ひ をして 御座 候 ふやと 申し 候て、 聲も惜 ます 泣 きゐたり。 

や i 久しく ありて， それがし 申す やう， 尉 殿よ、 これより のち も、 見 はなし 給 ふなよ、 い 

かにく 父母の 草の かけに て 嬉しく 思 ひ 給 ふらん、 又 尉 殿の 子孫に むくい 候て、 末 もめ 

でた く あるべし、 返す ぐ も 其 を さなき 人た ち、 いと をし み 給 は、 r、 佛神三 寳も尉 殿 を 

まもり 給 ふべ し、 いとま 申して 尉 殿、 日 も くれ 候へば とて， たち 行きけ るに、 はるぐ 

と 送り ねんごろに 物語り 申し、 何に つけても 此尉 は、 泣く より ほかの 事 はなし。 われら も 

淚を おさへ て、 尉 殿 はは やと まり 給へ と 申せば 、とまりぬ。 少し 行きて 見れば， ゆに あろ 

木の下に、 人 を茶毘 して 見え 候 ふ 程に、 中々 と 存じ 候て ゆき 過ぎ 候 ひしが、 又 心 を か へ し 
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御 方便 候て I 手 

段 をめ ぐらして 


^やしき I 一本 

淺ま しきと あ り 


樣を見 ま ゐらせ 候て， あまりに 御いた はしく 存じ 候て， わたくし を 打ちす てて、 此 五六 

年が あ ひだ 官仕ひ 申し 候 ふ、 六 郞左衞 門 殿御 遁世の 時、 三歲 になり 給 ひし 姬 l^fs ；、 いとけ 

なき 若君 を ふりすてて、 御 遁世 候 ひし 程に、 母御のと かく 御 方便 候て、 御 はごくみ 候 ひ 

しが" 此 h 菔さ まも 飽かぬ 別れの 思 ひに や、 病 者と ならせ 袷 ひ 候て、 こぞの 春の ころよ 

りいた はらせ 給 ひ 候 ひしが、 此程は 食事 をた やし 給 ひ 候て、 はや 御 他界 候て、 今日 三 


日に なりた まひ 候 ふが、 此 公達の 御な けき 見 申し 候 ふに、 中々 に 目 も くれ 心 も.^ ゆるば 

かりに 覺ぇ候 ふ 也、 あれに 見えて 候 ふ 松の 本に 荼毘し 申し 候て 候 ふ、 この を さなき 人 は 

に び さ ころ 

1 一人ながら、 毎日 泣く く荼毘 所へ 御 參り候 ふ、 け ふ も 御供 申すべき 由 して 候へ ども 

よし 今日は ともをせ すと もと 仰せ 候 ふ 程に、 人な み./^ にこの 田 を 打ち 候 ふなり、 是も 

靴が ために は あらす、 君達の 行末 を 思 ひやり 候て、 御いた はしく 候 ふ 程に、 此田を 打ち 

候 ふ、 此尉 をば お うぢと 申し、 お うぢなら では 御 頼み ありがたく 候 ふ 程に、 け ふ も 君達 

のお そく 御 歸り候 ふ 程に、 あなたの みま ほり 巾し 候 へ ば、 田 を 打つ も 身に そます 候 ふと 申 

し 候て、 さめぐ と 泣きに けり 。- 其時餘 りに 不便に おほえ、 か- -る いやしき 养だ にも、 か 

やうの 情 は 知りたり ける に、 わが 身 は あまりに 邪 にて 棄て ける 事よ と 存じ 候て、 是こ 
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さる 程に 河内の 國德崎 を まかりいで 候 ひし 時、 三つに なり 候 ふ 女子 一人 男子 一人、 ふた 

りの 幼き もの、 妻に て 候 ふ もの 共 を 打ち捨て いでし 時 は、 さすがに 多 平の 夫妻の よしみ 

と 申し、 なごり をし き 事 千 萬に 候 ひし かど も、 是ぞ 十分の 遁世と 思 ひきり、 やがて ilia^ 

へ 修行に いで、 松 島の 會 下に 三年 候て、 その後 北國を 修行の 心 ざし 候 ひし 問、 とても か 

やうなる 半 出家の もの は、 諸國 をめ ぐり、 いかなる 知識に も 結綠を もな けき、 名所 雜跡 

を も 見て、 心 を もな-ぐ さめ， 又とても あり はつべき 浮世の 中なら ねば、 ありき た ふれて 

と 存じ 候て， 日本 國を めぐり、 西國を さしての ほり 候 ふ 程に、 不 m 心 議に河 內の國 を 通り 

候 ふ ii、 古猶德 崎の ありさま を も 見ば やと 思 ひ 候て、 身が いほりの ほとりへ 立ち^りて 

旯 候へば、 (タ地 は あれ ども、 お ほひ も 無し、 門 は あれ ども 扉 もな し、 庭に は 草 ふかく 生- 

ひしゅり、 家 ども は 皆 こ ほれ 失せて、 ゎづ かに あやしの 賤が いほり 二つ 三つ 殘 りたり、 

夫 さへ 雨風た まるべ くもなし。 no- るに 目 も あてられす、 淚を 流し まかり 通り 候 ひしが、 
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所存の ほか 13*- 


ゎ气 かり— 非難 


師 I 君と あるべ 

き なれ ど 諸 本 皆 

此の 如し 


ふ 程に、 所存の ほかに 存じ 候 ふ 間、 くす の 木に あ ひ 候て 申せし こと は， まことし からす 

候へ ども、 足 利 殿へ 御降參 あるべき 由う け 給 はり 候 ふ、 まこと さやう に 思 召し 候 ふやと 

申して 候へば、 あまりに 君の 御 うらめしき 事 ども 御座 候 ふ 程に、 さやう に 思 ひ 立ちて 候 

ふと 申せし 程に、 身が 申す やう は、 君 を 御 うらみ 候 は *i、 我が身 をす てて， 遁世した ま 

ひて こそ、 まことの 御 うらみに て は 候へ、 足 利 殿へ いで させ 給 ひ 候て は、 君に 弓 を qp; き 

給 はん 事、 御 うらみに て は 候 はす、 君の 御運盡 きさせ 給 ひ 候 ふ を， 見限り 巾し 候て、 わ 

が 身 を 立てん がた めに、 足 利 殿へ 降 參と人 申すべし， 降 參の事 は ゆめく.；；； る まじく 候 

ふ。 など ゃ是 程の 大事 を 思しめ し 立ち 候 は V.. 、まづ わが 身 かひぐ しく 候 はすと も， うけ 

たま はり 候 はすと せし なり。 くす の 木が 申す やう、 御 分 さだめて 此事を わろ がらせ 給 

はんと 存じ 候て、 申さす 候 ふと 申す 程に、 わが 身 わろ がり 申し 候 はんする を 思 召して 候 

ふ 御 心 を もって、 諸人の あざけり を 思 ひやら せ 給へ、 一代なら す宫 方に て 討死つ かまつ 

こうだい  y ぶんよ  みれん 

り、 名 を 後代に あけ 給 ふが、 御 分の 代と して、 未練の ふるま ひ 口惜しき 事に て 候 ふなり。 

何の 御 うらみが 御 入り 候 ふべき、 今の 拜領 も師の 御 恩に てこ そ 御 わたり 候へ、 ^^«きみた 

らす といへ ども、 臣を もって 臣 たりと いふ 古人の ことば あり、 只 思しめ し，^ まり^へ と 
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隨 分の もの 1 相 

應の 位地 ある も 


ゆ <? せき一. 遺跡 

か 


はやく 語り 候へ と せめられて 申す やう、 めんく の御發 心の： や う をう け 給 はり 候 ふ 

、- 一ん- *J だラ だん  しゅくし ふ 

に、 言語 道 斷に覺 えて 候 ふ、 前世の 宿 執と 存じ 候 ふ、 それがしが 遁世 はさ ほどの 事 

まで は 候 はす、 語り 申しても 中々 無益に て 候へ ども、 御 兩人御 か； i り 候 ふに、 語り 申さ 

ねば、 同心 申し 候 はぬ に 似たり、 工夫の いとま 惜しく 候へ ども、 きこしめし 候へ。 わが 

身 は 河内の 國く すの 木に は 一族に て 候 ふ、 德 崎の かもんの すけと 5. す ものの 子に、 六郞 

左衞 門と 申す ものに て 候 ふが， 親に て 候 ふ もの は、 くす の 木の 正 成が ために は， 隨 分の 

ものに て 候 ふ 間、 一 大事 を も 内談し、 何事 を も あ ひ はから ひ 候 ひし 程に、 一 門 他 門、 く 

5 ちじに 

すの 木に さるもの あると、 人に 知られた る ものに て 候 ふ 也。 正 成 討 处の時 も、 一所に て 

腹 を 切りぬ、 正 行 もゅゐ せきに て、 われらが 事 をば、 陳略 なく 候 ひし あ ひだ、 われら も 

是が事 をば 一 大事に 存じ 候 ひしな り。 その後 正 行 うちじにし 候 ひし 時 は、 一 所に て 奢 も 

討 たれ 候 ひし かど も、 かたきに 首 を 取られす して、 少し i| のかよ ひける を、 知れる 僧 見 

あ ひて、 或 所に かきて 行き、 看病 せられて、 不思議に 命い き 候て かへ りて 候へば、 今の 

まさのり 

くす の 木 正 儀悅喜 をな し、 親に て 候 ふ もの を、 正 成が 存じ 候 ふごと く、 たが ひに 思 ひ あ ひ 

候 ひし 處に、 人づ てに うけた ま はり 険 へば、 足 利 殿へ 降參 申すべき 由 をう けた ま. はり 候 


寸々. I 一木 「ぶ 

ん、 / ヽ」 と あり 

侖を しみ. &ナべ 


本 「命 をし む £i 

似 たれ ども」 と 


七條 —架 裟の名 

だう ぎ やう I 道 

行に て佛道 修行 

をね ふ 


の ほり 候 ひし 也。 さ こそ 無 〈ふに おほしめ し 候 はん、 いか やうに も 愚佾を 殺した.^ へ、 身 

を寸々 に 斬り 給 ふと も、 さらにい たみ. m. すべから す、 R 愚惽を ころし 給 ふと も、 ヒ 藤の 

御た めに は 巾々 業 W なるべし。 かく 巾し 候へば 命 をし み S. すに は あらす、 三 寶も御 示現 

候へ、 中し いづるう へ は、 ともかくも 御 はから ひたる ベ しと 語りて， 衣の 袖 をぬ らしけ り。 

糟谷 人道 申しけ る は、 たと ひ 世の常の 發 心なり とも、 たが ひに この 姿に なり 候て、 なに 

の 心が 候 ふべ き、 まして 此人ゅ ゑの 御發 心なれば、 ， ^ とさら になつ かしく 思 ひ 巾す 也、 ま 

ことにさ も 候 は r、 この 人 は 菩薩の 變化 なり、 かよる 女人と あら はれて、 無綠 S われら 

を 助けん がた めに、 大慈大悲の 御 方便と 思 ひ 候へば、 なほく いにしへ こそ 忘れが.；，： く 

候へ、 か i る 事 候 はで は、 いかで われら 出家して 浮 M をい とひ、 かの 無 ほの らく を 受け 

ん 事は薆 ひの 中の よろこび 也、 け ふより 後 は 道心なる べき 事 こそ、 かへ すぐ も しく 

候へ とい ひて、 墨 染の袖 をぬ らしけ る。 

さて 今一 人の 僧の、 發 心の 出來 うけ 給 はり 候 はんと 申せば、 是も老 偕な り、 衣の 破れた 

るに、 七條を かけて、 看經 ありし が、 だう ぎ やうに 瘦 せて 色く ろみ、 その さま 衰 へて あ 

れど も、 さすがよ き 人に てぞ あるらん、 誠に 道 奢と 15^ えて、 いねぶ りて まし-^ し を、 ； 
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り 候 ふべ し、 小袖に は換 へべ からすと て、 茶碗に 湯 をう めて ふりす. * ぎ、 竿に 掛け ほし 

を どり はね 嬉しがり 喜ぶ 事 かぎりなし。 さても 女の 寶ま うけたり、 あら 嬉し やと 申し 候 

ひし、 此 女の ありさま をつ くぐと 見て、 あら あさまし や、 不 得心 や、 前世に 佛 法の 結 

t  じんじん 

緣 あれば こそ、 人と も 生れて あるらん、 たまく 人身 をう けたる 時、 佛-法 を も 修行し 

て、 善人まで こそ 無くと も、 せめて 世の中の なさけ を だに も 知らぬ 身と なり、 大惡 人と な 

りて、 よるひる 思 ふ 事 は、 た r 人 を ころし、 盗み を せんたくみ ならでは 思 ふ 事な く、 因 

果 のがれす、 つ ひに は 無間地獄の 業因と 思 ひ 知られたり、 かやう の惡業 をつ くり、 露の命 

をつな ぎ、 ゆめの 夢 を 知らぬ 事よ と、 わが 身ながら も 口 をし や、 又め のこらが 心の 內不 

道 さよ、 屮々 申せば おろかな り。 か i る 女に 枕 をなら ベ、 契 を 結びし 事 こそ. かへ す，^ 

も 悔し けれ、 あら 淺 ましの 女の 心 やと 思 ひとり、 なにし に 此上菔 を も 殺し 參ら せつら 

ん、 いた はし さよと 思 ふば かりにて、 肝心 も 消え入る 心地して 候 ひしが、 いやく かく 

て は 叶 ふま じ、 是を 菩提心の 善知識と して 髻を きりて、 此上 藤の 御 跡 を もと ぶら ひ、 又 


なさけ を だに も 

知ら &身 とな リ 

1 なさけ を だ！^ 

知らん 身と なる 

ベ きにな ど ある 

ペ き なり 


我 身の 菩提 を も 願 ひ 候 はんと 思 ひ^ち、 やがて その 夜のう ちに、 一條 北 小路へ ゆき、 玄慧 

法 印に 逢 ひたて まつり、 御 弟子に なり、 名 をば けんちくと 付けられ 申し、 やがて この 山に 


たてまつり、 袋 を ふところ におし 入れて 申す やう、 いかに 女 どもの よろこび 候 はんと、 ひ 

とり 言 を 申し、 家に いそぎ 歸り、 戶を たよき 候へば、 女に て 候 ふ もの 申す やう、 あまりに 

早き は 何事 もせぬ かと 申しけ る。 はやく 戶を あけよ と 申して、 袋 をう ちへ 投ゅ 入れ 候へ 

ば、 いつの まに 取りつ らんと て、 袋の 口 あくる をお そしと、 つ *i り を 引き 切り、 取りい 

いき や、,.'  おんし ャ， ぞく  こうく わりよ く ん ふ  ,^なくれなゐ 

だし 見る に、 異香 くんじたり。 十二 一 重の 御 装束な り、 紅花 綠葉 のきぬ、 皆 紅 の 袴 取 

りいだ せば、 に ほひ 満ちたり。 小路 を ゆく 人 も あやしめ、 となりあ たりの 家まで も、 お 

めの こら. I 春 子 どろく g のに ほひ 也。 めの こら よろこぶ 事 限な し。 女房 かたじけなくも 御 はだぎ をば 打 

等の 養 

ちきて、 この やうなる 小袖き たる 事、 いまだ 生れて よりこの かた はじめな り、 かほ どの 

装束き 給 ふ 女房の、 年 も 若く こそ 御 わたりあるらん、 いくつば かりの 人ぞと 中す 程に、 な 

さけ を も 知りて 問 ふぞと 心得て、 ^1-目に見っれども、 今一 一 十 一 一三まで はよ もな り 給 はじ、 

十八 九の 人な りと 申しければ、 中々 と 申し、 是非 をい はす、 そとへ 出づる ほどに、 た *t い 

あら" か はと— かやう の 用に もいで 候 ふかと 思 ひ 候へば、 やよ 久しく ありて 來り 申す やう、 あらい かに 

お 名 はて 候 ふ も と 御身 は、 大名に て 候 ふ もの かな、 とても 罪つ くるならば、 少しも 得の ある やうに はさ 

度な りとの 意 せ 給 はで、 現在 わら は 行きて、 髮を 切りて 取りたり、 是 程の 髮 こそな けれ、 かづら に ひね 
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上の 力より 異香薰 じて 有りし かば、 す はやさり ぬべき 人の くるよ と 思 ひ、 され どもい ま- 

だ わが 身が 運 はありけ るよ と、  うれしくて 見れば、 あたり も か V. やく 程の 上 藤の、 異香 

くんじて さ， r めき わたりたり。 下女 一 一人 つれて、 一 人 をば さきに 立て、 一 人 をば 跡に、 う 

は ざしの 包 もたせて， 身が 候 ひし をば、 見ぬ やうに て 通り 給 ひし を、 やりす ぐし 中して 

おっかけたり。 まへ に 立ちた る 女房 は、 あら 心う やと 申して、 行く かた 知らす、 あとな 

る 女房 は 御 包う ち棄 てて 助け 給へ とて 走りに けにけ り。 され ども， J の 上菔は 少しも 騷ぎ 

給 はす、 聲をも 出 ださす おはしぶ を、 太刀 をば ひき そばめて つ つと 寄り、 なさけな くも 剝 

ぎた てまつ り、 はだ 小袖 を も 給 はらんと 申し 候へば、 いかで か はだ 小袖 は、 女の はぢ にて 

候へば、 許した まへ とお ほせ 候て、 御 まほり を 持ちて、 是を はだ 小袖の か はりと 仰せ 候 

て， 投 けいだ させ 給 ひしが、 異 1^ くんじて 咽ぶ ばかりに 候 ひし 也、 さらに 人間の たぐ ひに 

て はなし、 天人に て 御 わたり 候 ひし 也。 かやう に は 候 へ ども 不 道の ものの 悲し さは、 f J れ 

ばかりにて はかな ふま じ、 御 はだ 小袖 を もた ま はらんと 申せし かば、 は、 たぎ を脫 ぎて は、 

命い きても 甲斐な し、 た、 を 失 ひ 給 <f とのた まふ。 それ こそ 本より 好む 所 なれば と 申 

し、 た， r 1 刀に さし 殺した てまつ りて、 はだ 小袖に 血 をつ け じと • あわてて 肌 著 を剝ぎ 


のう さ く， I 接 作 


S 

(チョウ ハウ) か 


な M の 訛 


くるま だち 1.5 

かなる 太刀 をれ 

ふに や 


-1 屋根 

のな き ir 

すがる やか I す 

は 接頭 辭 にて 輕 


抉 持すべき 營 みし 候 はん、 もとより 所領 も 持ちた ま はす、 あきな ひもせ す， のうさく も 

なし、 只 一 圓に 人の 物 を 取り 給 ひし も 今 はかな はす、 子どもの 行末 も 知らす、 あまつ さへ 

家 をもう ち棄 てて、 よそ を { 永と し 給 ひし も、 た r みづ から 故な りと 覺 えたり、 たと ひ 家 を 

こそす さま じく 思 ひ 給 ふと も、 など や 子どもの 渴命を も はからせ 給 はぬ ぞ、 此ニ 三日 は 

われら も あさゆ ふて うほう 盡 きて、 けぶり を も 立てす、 あの を さあい # どもが、 泣き 悲 

む 事、 見る も いかほど 悲しく 候ふぞ と、 かきくどき 申し 候 ふ 程に、 わが 身巾す やう は、 ^1 

世の 因果 やつ もりた るらん、 さりと もと 思 ふ 事 も 皆ち が ひ 候 ふ 程に、 此ぁ ひだ は ほかへ 

行きて ありし かど も、 子どもの 事 ゆかしく ありし 程に、 歸り來 て あるな り、 やすき 事な 

り ti^ ち 給へ、 け ふ あすの 程に 何事 も 候 はんと 申して、 それがしが 心に 思 ふやう、 こよ ひ 

におき て はと 存じ 候て、 日の 暮る t をお そしと 待つ 程に、 寺々 の 鐘 も ひ r き、 たそがれ 

時に もな りし かば、 例の くるま だち を 持ちて、 ある ふる 築地の 陰に たち、 性き くろ 人 を 

今やお そしと ぼち ゐ たり。 その 時の 心の. s:、 いかなる 樊喰張 良な りと も、 た r 一  太刀の 勝 

負と 存じ 候て、 手 を 握り 待ち ゐ たり。 さる 程に ちりとり 一ち やう、 すがる やかに いでた 

ち、 何れも 若き もの 雜談 して 通る 。これ は 心なき よと 心得て やりすごしぬ。 又 一 町ば かり 
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づ まり 候へ、 事の 子細く はしく 語り 中さん といへば、 はんかい 思 ひな ほし、 はやとく と 

くと ありければ、 あら 入道 申す や う、 京の 人とう け 給り 候 へ ば ( 定めて き， ，1 しめしても 候 

ふらん、 それがしが 名 をば 三 條の荒 五郎と 中す ものに て 候 ふ、 九つの 年より 盜み をし そ 

めて、 十三の 年 人 を 切り そめ、 その 卜： 藤まで は 三百 八十 餘人 也、 夜 打 强盜を 身の 能と 思 

ひ 候 ふ 也。 然るに しゅくしゃう 因 栗の つもりけ るか、 其 年の 十月の 頃より、 ぬすみ を すれ 

ども かな はす、 山 だち をす る も 取りえ す、 是ぞと 思 ふ^も、 に はかに 違 ふ 事の みに て、 

苦勞 せし ほどに、 朝夕の けぶり も 立た す、 妻子の ありさま も すさまじく 候 ふ あ ひだ、 心 

うく 候て、 霜月の 比より よそ を 家と し 候て、 こ- "やかし この 古き 御堂の ひさし、 あるひ 

は 都の やしろの 拜殿 などに て、 夜 を あかし：：： をく らし、 ま はり 行く ほどに、 あるとき 

家の ありさま を も 見ば やと 思 ひ， さし 入り 冕れば、 女に て 候 ふ もの、 それがしが 袂を 

ひかへ、 さめ ^と 泣きて 申す やう、 あら うらめし や、 など なさけなく 候ふぞ や、 夫婦の 

ふ 11。 や..' 

ちぎり 不定なる 事、 めづ らしから ぬ 事 なれば、 あながち 歎くべき にも あらね ども、 今 は 

はや 綠 つき 心 か はり 候へば、 なにと 慕 ひ悲み 申す とも かな ふま じ、 はや^,^ いとま をた び 

給へ、 女の 身 ひとつ は 過ぎ わび まじく 険ふ、 正月 も 近くな り 候へば、 を さなき 者 ど- も、 


近くな り 候へ ば 

—原本 「近く 候 

へ ば」 と あり、 1 

本 Si よりて 稀 ふ 


はんか hi かす 

ハ分を 半 谷と S5 蚩曰 

しそれ を はんが 

P と IS みたる は 


髮をだ にん. 切りて 候 ふ 程に、 ともかくも 申す ばかりな く 呆れ はて 候 ひし 也。 いかなる 罪 

の 報に や、 かよる 憂き め を 見る 事の 悲し さよ、 逢 ふ を 嬉しと 思 ひし も， 今 はかへ りて う 

よたち 

ら みなり、 さきだち 行きし 人 ゆ ゑに、 なにし に 心 を盡 しつらん、 我 ゆ ゑに！ _s もい まだ 廿 

にも 足らす して、 女房の 身と して、 邪見の つるぎの さきに か- -り給 ふ 事よ と 思 ひし、 そ 

の 時 わが 身が 心のう ち をば 思しめ しゃら せ 給へ、 いかなる 鬼神、 乃至， 五 kn 騎 三百 騎が中 

へ わって 人り、 心ば かりの はたらき、 棄 つるい のち 露ち り 程 も 惜しから す 候 ひつれ ども、 

知らねば 力お よばす、 やがて 其、 夜に 髻 をき りて 佾 になり、 この 御山に はや 廿， 平ば かり、 そ 

の 女房の 菩提 をと ぶら ひ 候 ふなり と 語りければ *  i 一人の 佾、 墨 染の袖 をぬ らしけ り。 

又】 人の 佾、 年 五十ば かりにな りけ るが、 たけ は 六尺-ばかりにて、 くびの 骨ぬ け 出で 

3.1 ぼ. ね  ほ；！ 

て、 おとが ひそり、 頰骨 あれ、 唇 あつく 目鼻 大きに * 色く ろく， き はめて 斜 がちなる 

ごろ も  じ » ザ 

が、 やぶれた るぬ の 衣に、 おなじく くわら ふところ におし 人れ て、 大きなる 數^ をつ ま 

ぐり て. 5. す やう、 此次 をば それがし 語り 申さん とい ふ。 さらばと く. 語り 給へ とい ひ 

ける。 不思議 やな， その上 菔 をば それがしが 殺し まゐら せし とい ふ。 はんかい^ きてき 

つと るな ほり、 色 か はりて 思 ひきり たる 體 なり。 その 時 入道 僧 申す やう、 し， はらく 辦し， 
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せ、 綠の まゆす み、 丹花の 脣、 まことに むつまじき 御 姿に て、 椽へ 立ちいで させた まひ、 

一首 かく こそ あそばし 候 ひし ぞゃ。 

なら はすよた まに 逢 ひぬ る 人 ゆ ゑに けさ は 置きつ る 袖の 白露 

かへ し 

、 J ひえて は 逢 ふ 夜の 袖の 白露 を 君が かたみに 包み てぞ 置く 

さて 其のち は 御所 へ も 參り候 ふ、 又 身が 宿 へ も 忍びて ときぐ 御 入り 候 ひし 事 なれば、 定 

めて 御 ひろうに も あるらん とて、 將 軍より 近 江の 國に千 石 千 貫の 所 を まゐら せられ 候 ひ 

しなり。 次に われら は 北 野の 天神 を 信じ 申し 候て、 毎月 廿 四日に 參籠 仕り 候 ひしが、 此女 

房 ゆ ゑに 懈怠 申し 候 ふ 程に、 をり ふし 頃 は 十 I 一月 廿 四日の 夜に て 候 ふ 程に、 歳末と 申し、 

此 程の 懈怠 を も 懺悔 申さん がた めに 參 りて、 夜の ふくる まで 念誦 申し 候 ひし 處 に， ある 

かたはらに、 あらいた はしゃ、 何れの 人に て 御 わたりある やらん と 申す を、 あやしと 聞き、 

よくく 尋ね 候へば、 都 近くなる ところに、 年 十七 八 ほどの 女房 を ころし、 衣裳 を剝ぎ 

とりた ると 申す 程に、 あまりに 怪しく 思 ひ、 取る もの も 取り 敢 へす 走り 行きて 見 候へば、 

少しもた が はせ 給 はす、 かの 女房に て 候 ふ あ ひだ、 夢う つ- "ともお ほえす、 あまつ さへ 


御ち う！ 

中妗か 


ゆつ 乙 う 1 結！ S 


. 厳重に 

てお かめし くの 

意 


女房 ズ| 女房 ま 

だの 衍か 


なき 世 力な たと へ をのへ 殿に 逢 ひたて まつり 候 ふ. 0 も、 た. r 1 夜の 夢の ちぎりな るべ 

し、 是 こそ 遁世す る 所と 存じ 候 ひしが、 又 打 返し 思 ひ 候 ふ 事 は、 糟谷 こそ ニ條 殿の 女 

房た ちを戀 ひゆし， 將 軍の 御ち うさくに ておりけ るが、 臆して あ ひ 申さで 遞 世した るな ど 

と 言 はれん 事、 生涯の 恥と 存じて、 せめて 一 夜な りと も 逢 ひ 申し、 そのの ち は ともかくも 

と 存じ 候て、 ある 夜お も ひ 立ち、 さしてけ つこう すると はお ほえす 候 ひし かど も、 けて う 

いでた  あんないし ャ 

に 出立ち て、 若黨 三人め し 具して、 案 內者を もって、 夜 ふけが たに I 一條 殿の 御所へ 參 りて 

から ゑ 

候へば、 きょうがる 座敷 を 屏風 廣艙 にて かざり、 同じ 程の 女房 達 四 五 人、 花やかに いでた 

たせ 給 ひて 有りし 所へ 入りぬ。 さておの く 酒 二三 獻 すぎ 候て 後 は、 茶昏 のあそび さま 

ざまに 候 ひしな り。 只 一 目 見 申せし ことなれば， 何れが をのへ 殿に て 御 わたり 候 ふやら 

ん、 いづれ もく うつくしく 御 入り 侯 ふ 程に、 迷惑 仕り 候 ふ 所に、 きこしめ したる 御盃を 

持ちながら、 我 身が 候 ひし 所ち かぐと さし 寄らせ 給 ひて 人 一人へ だて 候て 御 思 ひざし 

候 ふ 時 こそ、 是が尾 上 殿よ と 心得て、 御 さか づき 給 はり 候 ふ。 さて 夜 も 明けが たにな りし 

や こ ゑ 

かば、 八 のとり も告け わたり。 寺々 の 鐘 もき ぬぐの わかれ を もよ ほし、 行く へ 久しく 

契りお き、 女房 又 夜 ふかきに かへ り 給 ふ。 ねみ だれ 髮の ひまよりも、 花やかなる かほば 


三人 法師 上 


三 二 九 


御伽 草紙 


三 二  < 


を もせ させ、 心の 內をも 尋ね 候 へ と御^{^なれば、 佐々 木まゐ り、 ま づ身を うらみ 候 ひしゃ 

うは、 傍輩 多き その 中に、 御邊 とそれ がし は 深き 契約 申し 候て、 兄弟の 如くに 候 ひつる 

に、 など ゃ是 ほどの 御いた はり をば うけた ま はり 候 はぬ と、 色々 に 怨み 候 ひし 間、 それ 

がしが 返事に は、 さしてい たはり なく 候 ふ 程に、 一人 もちて 候 ふ 老母に さへ 知らせす 疾 

ふ、 御 うらみ は 御 ことわり にて 候 ふ、 その上 大事 候 は r. これより 中すべく 候 ふ、 事々 

しく 候 ふに 御 かへ り 候へ、 身 こそ 候 ふらめ、 御所 巾の 事 は 不思議なる 事 も 候て はと， か 

さねて 中し 候 ひし かど も、 看病すべき よし. & し 候て、 四 五日 打 添 ひて、 わが 心の 內を問 

ひ 候 ひしに、 しばらく は 包みし かど も、 あまり 心 ふかしと 思 ひ 候て、 ありの ま i に 語り 

候 へ ば、 ^^々 木此ょしをiEき候て. さて は 御 分は戀 をし ける もの を， あら 易き 事 やとて- さ 

らぬ やうに て 座敷 をた ち、 やがて 御所 へ 參り、 此 よしを 申 上け けり。 さて は 易き 事よ と 仰 

せ ありて、 かたじけなくも 御所 樣 1： 文 を あそばして、 佐々 木 を 御つ かひに て、 一 一條 殿へ 參 

ら せられけ る. 御 返事に は、 をのへ と. &す 4^ 房に てわたり 候 ふ 程に、 地下へ くだす まじ 

きに て 候 ふ、 その 人 を こなたへ 給 はり 候 ふべき よし あそばされ 候 ひし 文の 御 返事 を、 

我らが 宿へ 給 はり 候 ふ、 御所 樣の御 恩 報じ. S. すべき やう もな し。 これにつ きても ぁぢき 


めた は！ 

病氣 


—所勞 


昔なら ば戀 S 

—戀 情を卑 み. 

時世 を 兄る ベ. 


さる 程に 將軍も 還 御な りぬ、 わが 身 も 宿所に かへ り 候 ふ。 さて そのの ち 上 藤のお も かけ 

忘れが たく 候て， 食事 をた やし 打ち 臥して、 四 五日 出仕 を も 申さす 候 ふ ほどに * 御所 樣ょ 

り、 何とて 此程 はかす や はま ゐら ぬ、 ぞと御 尋ね 候 ふに、 違例の よし. a. して 候へば、 やが 

て 藥師を 召されて、 療治 を もせよ と 仰せられ 候 ふ 程に、 くすしゎが^？へ參りぬ。 起き直 

り 烏帽子 直垂 うちかぶ り 候て、 對面 つかまつり 候へば、 脈 をし ばらく 取りて、 もとの 

座敷へ なほり. 申す やう は， あら 不思議 や、 ベち に 本 病と はお ほえ 候 はす， 人 を 怨み さ 

せ 給 ふやらん、 または 大事の 御 訴訟 を 御 もち 候 ふかと 申しけ り。 其 時 さらぬ 體 にもて な 

し. われら 幼少に 候 ひし 時、 かやう のいた はり をして 候 ひしが、 養生 つかまつり 候て、 

十四 五日に てな ほり 候 ひし 程に、 其 曰かす を 待ち 候ぶべし、 何の 大事 を もち 候 ふべき と 

申して 候へば、 くす し 御前へ ま ゐ り 申しけ る は、 さすが ゎづら ひとは 存じ 候 はす、 身に 

大事 を もちた る 人に て 候 ふか、 ゆに や 昔なら ば戀 とも 申す ベ きいた はりに て 候 ふと 申し 

上け ければ * 將軍 仰せけ る やう は. 今 なれば とて 戀と いふ 事の ある まじき にても なし、 か 

す やが 心のう ち を 問 はせば やと 仰せ 出されけ る。 佐々 木 三 郞左衞 門 こそ、 深き 知 音に て 

候 へ と 申し 上け ければ、 佐々 木 を 召されて 仰せ付けられ ける は、 かす やが 方 へ ゆき、 ^；？病 
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御 伽 _ 草， 紙  三 二 六  

京 中の 事に て 候 へ ば、 定めて き、 J しめしても 候 ひ つ らん、 尊氏將 軍の 御 時、 それがし は糟 

谷の 四 郞左衞 門と 申して、 近習に めしつか はれ 候 ひしが、 十三のと しょり 御所へ まゐ り、 

靈佛靈 社の 御と も、 月見 花見の 御と もに、 はづれ 申す 事な く 候 ふ ほどに、 ニ條 殿へ 御 

成 候 ひし 程に、 をり ふし 傍輩 ども 會合 仕り、 身が もとへ 使 を 二三 度た て、 おそし と 申し 

候 ふ ほどに、 それに 心 を ひき 候 ひて よりも、 御と もの 過ぎ 候へ かしと 存じ 候て、 御座 敷 

の體を のぞき 見し 所に、 御酒 二三 獻 目と おほえ 候 ふ 時、 御 引出物と 見えて、 廣 蓋に 御 小 

はたち 

袖 をお きて、 女房た ちの もちて 御 出 候 ひしが、 御 年 はい まだ 二十に はなら せ 給 ひ 候 はじ 

と 見えさせ 給 ひしが、 ねりぬ きのは だ 小袖に、 紅花 綠 葉の 一 かさねに、 くれな ゐの袴 

を ふみ、 ， たけなる 髮を ゆりかけ て、 何と 申す ばかりな くう つくしく 御 わたり 候 ひしが、 

そめ >| の  によう-ごかう 

ものに 謦 へ ば 楊 責妃、 漢の李 夫人、 我 朝の そと ほり "败、 小 野の 小町、 染殿 のきさき、 女御 更 

衣と 申す とも、 いかで かこれ に は 勝るべき， あはれ 人間に 生まれば、 かやうな る 人に 詞を 

まじへ、 枕を拉 ベば や、 せめて 今 一 たび 出で させ 給へ かし、 一 目な りと も見參 らせんと 思 

ひ 染めし より、 心う く 胸の けぶりと なり、 心 あこがれ 忘れん とすれ ども わ すられす、 更 

にう つ i ともなき 戀 となりぬ 0 
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御 
伽 
草 
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王城 1 1 本 帝 城 

とぁジ 

三 會の あかつき 

1 彌勒 菩薩 

の 時 をお ふ 


を ひ 3 なる I 未 

^わら I 掛羅、 

禪 僧の 用 ふる 装 

裟の名 


そ もく 高野山と 申す は、 王城 を さって 遠く、 舊里を 離れて 無人 聲、 八 葉の 峰峨々 とし 

て 高し、 八の 谷 しんくと して 靜 なる 所 なれば、 弘法 大師 入定し 給 ひて、 世 尊の 出世、 三 

會の あかつき を 待ち 給 ふ靈地 なれば、 或は 坐禪 入定の 床 も あり、 あるひ は念佛 三昧の 所 

も あり、 思 ひくに 浮世 を 厭 ひ 給ふ處 に、 半 出家の 僧 三人、 所々 にす まひし 袷 ひしが、 

ころ 

所に よりあ ひて 物語 をす る 程に、 一 人の 佾 申されけ る は、 われらみ な 半 出家 也、 何 ゆ ゑ 

に 遁世し ける ぞ、 いざ 坐禪 のめん く 懺悔 物が たり 申し 候 はん、 懺悔に 罪 を 1 すると 申 

す 事の 候へば、 何 か は 苦し かるべき と 申しけ る。 其 中に 年頃 四十 二三 計りなる 偕の、 難 

行 苦行に 身は瘦 せて 衰 へたれ ども、 かね ふかくと じんじゃ うなる 憎、 ころもの こ i や 

かしこ 破れた るに、 を ひろなる くわら かけて、 まことに 思 ひ 入りた る體 なる が、 さらば 

愚 佾まづ 語り 申し 候 はん。  - 
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御伽 草紙.  三 ニニ 


書 

林 

ill 

右 
衞 
門 

大 
坂 
心 
齋 

m 

順 
慶 
町 

乘物 にて、 人々 を 都へ 送り 給 ひけり。 都に は 此事を 聞く よりも、 頼 光の 御上り を 見物せ 

ん とて、 ざよ めき 渡りて ひかへ たり。 

その 中に- 姬を 取られし 池 ffl の 中納言 夫婦の 人 も 出で 給 ひ、 いづく まで も 逢 ひ 次第と、 迎 

ひに 出で させ 給 ひしが、 賴光を 見つけつ V す はや 是 へとの 給へば， はや 姬君も 御覽じ 

て、 母上 さまと て 泣き 給 ふ。 母う へ此 由御覽 じて、 する くと 走り 寄り、 姬 君に とり 付 

きて、 是は夢 かや 現 かと、 消え入る やうに 泣き 給へば， 中納 言も閒 しめし、 一度 別れし 

わが 姬に、 二た び 逢 ふこ そ 嬉し けれと、 急ぎ 宿所に 歸らせ 給 ふ。 頼 光 は參内 あり、 帝歡 

覽 ましくて、 御感は 申す ばかりな し。 御 褒美 限りな かりけ る。 それよりも 國土 安全 長 

久に、 治まる 御代と ぞ なりに ける。 彼の 賴 光の 御手 柄、 ためし すくなき 弓 取と て、 上 一 

人より 下 萬 民に 至る まで、. 感ぜぬ もの はな かりけ る。 


酒吞 童子 


三 二 


ば、 父母に よきに 阔 けて 参らすべし、 姬君 いかにと ありければ、 此 由を閗 しめし、 羡 しの 

人々 や、 かく 淺 ましき 露の 身の、 早く もさき に 消え もせで、. かやう の 姿 を 人々 に 見せ ま 

ゐら する 恥し さよ、 都に 上らせ 給 ひつ.^、 父母の 此事 をし ろしめ されて あるならば、 わ 

が 身の 事 を 中々 に 歎き 給 はん 悲し さよ、 記念 は 思 ひの 種 なれ ど、 姬 がかた みとの 給 ひて、 

わが 黑髮を 切りて たべ、 又此 小袖 はみ づ からが、 最後の 時まで 著た る 小袖との 給 ひて， 

その 黑髪 をお し 包み、 母上 さまに. 參ら せて、 後世 をば とうて たび 給へ と、 よく^,: \>屆 け 

てた び 給へ、 いかに， あれなる 客佾 達、 歸らせ 給 はぬ その さきに. みづ からに はと r め を 

さして 給 はれと て、 消え入る やうに 泣き 給 ふ。 賴光此 .roii 召し、 けに 道理な り、 ことわ 

ち ~は{  みや、！' にち 

りなり、 さりながら 都に 上りて 候 は， V.,* 父母に 此事 をよ きに 案 5： .5. しつ *-、 明日に も 成 

るなら ば、 迎 ひの 人 を 下すべし、 暇 ゆして さらばと て、 物憂き 洞 を 立ち 出で て、 谷嶺過 

/5 みつ 

ぎて 急がせ 給へば、 程 もな く大 江山の 麓なる しも むらの 在所に つく。 賴光 仰せけ る は、 

いかに 所の 者 どもよ、 急ぎ 傳 HI を觸れ させて、 女房た ち を 都へ 送るべし、 いかにく と 

ありければ， うけ 給 はる ど 申す とき、 ， 其 頃、 丹 淡の 國司 をば 大 {a の 大臣 殿と. ぞ 巾 しける が、 

此由を 聞 召し、 さても めでたき 次第と て、 ^ぎ 雜餉 かまへ まゐら せけ り 。その ひまに 馬 
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ども、 更に 勝負 は 見え ざり けり。 おし 竝べ てむ 

すと 組み、 うへ を 下へ ともて 返す。 綱が 力 は 三 

百 人、 茨木 カゃ强 かり けん、 綱 を 取って おし 伏 

する。 賴光此 由御覽 じて、 走り 掛 つて 茨木が 細 

首ち うにう ち 落せば、 いしく ま 童子、 かね 童子、 

其 外 門 を 固めた る 十 人 あまりの 鬼 どもが、 此由 

を 見る よりも、 今 は i 子 もまし まさす、 いづく 

を 住所と なすべき ぞ、 鬼の 岩屋 も 崩れよ と、 を 

めき 叫んで か i りけ る。 六 人の 人々 は、 此巾を 

見 給 ひて、 やさしの やつばら や， 手な みの 程 を 

見せん とて、 習 ひ 給 ひし 兵法 をと り 出-たさせ 袷 

ひて、 あなた こなたへ 追 ひつめ て、 數 多の.^ ど 

も 悉く 平 ゆて、 姑く 息をぞ つがれけ る。 頼 光 仰 

せけ る やう は、 いかに 女房た ち、 早 々出で させ. 


吞 

童 
子 


參 りたり、 さりながら 心 やすく 思 ふべ し、 鬼の 足 手 を われ./,^. か 鎖に てつな ざつ *•、 四 

S  ょ，-=- みつ 

方の iili に 結 ひつけて、 働く 氣色は ある まじき ぞ、 賴光は 曾 を 切れ、 殘る..^-人の者どもは、 

あと やさきに 立ち ま はり、 すん^^に 切りす てよ、 子細 は あら じとの たま ひて、 門の 扉 

をお し 開き、 かき 消す やうに 失せ 給 ふ。 さて は 三 社の 神 達の、 これまで 現れ 給 ふかと、 感 

らいく  しら 

淚 肝に 銘 じつ i、 たのもしく 思 ひつ. -、 敎 へに まかせて、/ 賴光は 頭の 方に 立ち ま はり、. 

ちす ゐを するりと 拔き給 ひて、 い W 無 や 三 社の 御 神、 乃 を 4n せて たび 給へ と、 三度 禮 して 

切り 給へば， . ^神 眼 を 見開きて * なさけなし とよ、 客 憎 達、 いつはり なしと 聞きつ るに、 

鬼神に, 道な き 物 をと、 起き あがらん とせし かど も、 足 手 は 鎖に つながれて、 起くべき 

； J お ml ご. 樣の あら ざれば、 おこ ゑ を あゆて 叫ぶ 聲ノ 雷電い かづち 天地 も 響く ばかりな り。 

^^0^^ もとよりも 兵 共 刀 はつる ぎ、 太刀ば やに すん くに 切り 給へば、 首 は 天に ぞ舞ひ 上る。 

y  らいく ゎラ  ひミ. ？",？！ 

意力  賴光を 目に かけて、 只ー嚼 にと ねら ひしが、 星 胄に 恐れ をな し、 其 身に 子細 はな かりけ 

り。 足 手 胴まで 切り、 .K 庭 さして 出で 給 ふ。 數 多の 鬼の 巾に 茨木 童子と 名のりて.、 主.^ 

やつ ほら  おもて 

討つ 奴 原に 手 拉の程 を 見せん とて， 面 も ふらす か. - りけ る。 綱は此 .£ 見る よりも、 手な 

もうつ I 追 0 つ みの 程 は 知りつ らん、 目に 物見せ てく れんと て、. おうつ. まくりつ、 暫 しが 程戰 ひけれ 


御 伽， 草 I 紙   三 一 六 

と ありければ、 姬君 たち は 聞 召し、 是は夢 かやう つ i かやと、 其 儀に てあるなら ば、 

の 臥所 を われく がよ きに 案内. a. すべ し、 御用 意 あれと ありければ、 賴光斜 に 思 召し、 其 

ものの ぐ  よりみつ 

儀 二て 候 は *i、 面々 物 具し 給へ とて、 まづ 傍に ぞ 忍ばれけ る。 賴 光の 出で たちに は. ら 

ん でん 鎖と 申して、 緋 おどしの 鎧 を 召し、 三 社の 神の 給 ひし 星 育に、 同じけ の 獅子 王の 

11^ がし かさねて 召されつ i、 ちす ゐと 申せし つるぎ を 持ち、 南無 や 八幡 大 菩薩と * 心 

のうちに 祈念して 進み出で 給 ふ。 殘る五 人の 人々 も、 思 ひくの 鎧 を 著、 いづれ も 劣ら 

ぬつ るぎ を 持ち， 女房た ち を 先にた て、 心靜に 忍び 行く。 廣き 座敷 を さしす ざて、 石橋 

をう ち 渡り、 內の體 を 見 給へば、 皆々 酒に ゑ ひふして、 た ぞと咎 むる 鬼 もな し。 乘り越 

えく 見 給へば、 廣き 座敷の その 中に、 くろがね にて 館 をた て、 同じ 扉に 鐵 の 太き くわ 

ん ぬきさし 立てて、 凡夫の 力に 中々 內へ 入るべき やう はなし 。廊の 隙より 打 見れば、 四 

ミも し，  さか！ ^二 

方に 燈火 高く たて、 鐵 杖逆鋅 立て 拉べ、 i 子が 姿 を 見て あれば、 宵の 形と か はり はて、. 

そのたけ 二 丈 あまりにして、 髪 は 赤く  * 倒に 髮の 問より 角 生 ひて、 鬢髯も 眉毛 も 繁り合 

ひ、 足 手 は 熊の 如くに て： 四方へ 足 手 をう ち投 ゆて ふした ろ 姿 を 見る 時 は、 身の. 毛 もよ だ 

つば かりなり。 ありがた や、 三 神 あら はれ 給 ひつ i、 六 人の 者 どもに 能くく これまで 


I 

名 

代 


て 花 を 散らさん、 おもしろ やと、 これ も 又お し 返し 二三 べん こそ 舞うたり けろ。 此軟の 

心 もち、 これに ありあ ふ 鬼 ども を、 嵐に 花の 散る 如くに なすべし との 耿の心 を、 鬼は少 

しも 間き 知らす、 あらお もしろ やと 感じつ V 次第々々 に ゑ ひ ほれて、 i 子. S- されけ る 

やう は、 いかに ありあ ふ 鬼 どもよ、 容 たち をよ きに 慰め. E. すべし、 それがしが 代官に 

は 二人 の^を 殘し 匿く、 それに 姑く おやすみ あれ、 明日 對面 巾すべし とて、 童： 十 は 奥に 

ぞ人 りに ける。 殘る鬼 ども 童子の 歸らせ 給 ふ を 見て、 此處ゃ 彼處に 臥した る は、 さなが 

ら 死人の 如くな り。 賴光此 由御覽 じて、 二人の 姬君を 近づけて、 御身た ち は 都に て は 誰 

の姬 にて まし. ます ぞ。 さん 候 ふ、 みづ から は 池 £^ 中納 言く にた かの ひとり 姬 にて あり 

ける が、 近き 程に とられ 來て， 戀 しき 二人の 父母 や、 お 乳 やめのと に 逢 ひもせ で、 かく 

淺 ましき 姿 をば、 あはれ と 思 召せ やとて、 只 さめぐ と 泣き 給 ふ 。今一. < の. 她君 はと 問 

はせ 給へば、 さん 候 ふ、 み.. つから は吉 田の 宰相のお と姬 にて さ ふら ひしが、 屮々 命の 消 

え やらで、 悅 しさよ とかき くどき、 二人の 姬君 諸共に、 聲 も をし ます 消え入る やうに： a 

き 給 ふ。 賴光此 ^聞し めし、 道理な り、 さりながら 鬼 を 今夜 平け て 御身た ち を 都へ 御と 

も 申しつ V 戀 しきふた りの 父母に 旯參 させ 申すべし、 鬼の 臥所 を われく に 導き 給へ 

酒吞 童子  11 二 五 
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v> 粹の迦 と 

本 ふに か *は\、 


ちり 程 も 惜しから じと、 さも 有り さう にの 給へば、 童子 はこれ にたば かられ、 おもての 

色 をな ほしつよ、 仰せ を 間けば ありがた や、 彼の 奴 原が 是ま ではよ も來ら じと は 思へ ど 

ほ Aif  くりこぐ J 

も、 常に 心に かよる ゆ ゑ、 ゑ ひても 本 地 忘れす とて、 御 持參の 酒に ゑ ひ、 只 繰言と お ほ 

しめせ、 赤き は 酒の 咎ぞ かし、 鬼. 0 な 思しめ され そよ、 われ も そなたの 御 姿 打ち 見に は 

おそろし けれど、 馴れて つ ほい は 山伏と、 歌 ひ 奏でて 心う ちとけ、 さしう けさし うけ 吞 

じ， ,* 一、 ん tf. さく 

む 程に、. これ ぞ神便 鬼 毒の 酒 なれば、 a 朦 六腑に しみわたり、 心 も 姿もう ち 亂れ、 いか 

にあり あ ふ 鬼 どもよ、 かくめ づ らしき 御し ゆ 一 つ 御前に て 下されて、 客僧 達 を 慰めよ、 一 

よりみ つ 

さし 舞へ とぞ 仰せけ る。 うけ 給 はると 起つ ところ を、 賴光此 由街覽 じて、 まづ 御し ゆ 一 

つ 申さん とて、 5g び 居たり し 鬼 どもに 件 S 酒 を 盛りた まへば、 五矇 六腑に しみわたり、 前 

後 もさら に辨 へす。 され ども その 中に、 いしく ま 童子 はすん と 立って 舞うたり ける。 都 

よりい かなる 人の 迷ひ來 て、 酒肴の かざしと はなる、 おもしろ やと、 おし 返し 二三 べん こ 

そ は 奏でけ ろ-。 此心を 能 く^けば、 是 にあり ける 山伏 ども を、 酒 や 看に なすべし との 歌 

の 心と 覺 えたり。 やがて 賴 光お 酌に こそ は 立 たれけ る。 童子が うけた る盃 を、 綱 は此由 

見る よりも. すん と 立って ぞ舞ラ たりけ る。 年 をへ し 鬼の 岩屋に 春の 來て、 風 やさ そ ひ. 


性 1K れ ずの 意 

つ は T 強；： か 


の を はは 語と か *編 

腋 追！: 織らて 釋の 

下 t» はに ひ m 迦粹 
に 鳩 變變毗 首 を I 
かが 首 竭試帝 

く  3^ て 帝!^ 磨み 3^ 

れ迦; 2 釋磨 をん 天 


ロハ 今 仰せ を 能く 聞けば、 惡逆 無道の 人と きく、 あら 勿體 なや、 あさまし や、 さやう の 人 

に は 似る もい や、 われらが 行の なら ひとして、 物の 命 を 助けん ため、 山路 を 水と すろ 事 

-, 、餓 ゑた 6 虎狼に 身 を あたへ、 有情 非情 を 救 はんため、 釋迦ホ M 如来の >:! はしう ふう 

と 名 をつ けて、 諸國を 修行に 出で 給 ふ、 或 時 山路 を 通らせ 給へば、 深き 符の 底よりも 何 

者なる と は 知らね ども， 諸行無常と 唱 ベければ、 ハ 合 に 下りて 御覽 する に、 九 足 八面の 鬼 

神と て、 かしら は 八つに 足 九つ、 さも 恐し き 鬼に ぞ ある、 し. フ ふう 彼に 近づきて、 只今 

唱へ しはんけ の もん、 われに 授けよ かしと ある、 鬼神 答へ て 云 ふやう は、 授けん こと は 

易 けれど、 饑に のぞみて 力なし、 人の 身 を だに 服す るなら ば、 唱 へんと こそ 巾し けれ、 

しう ふう 此. wig 召し、 それ こそ やすき； SJ- なるべし、 殘 りの 文 を唱 ふるならば、 汝が W 食 

に 某 成らん と 仰せければ、 .m 神斜 によろ こび， 殘 りし 文 をぞ唱 へけ る。 是生 滅法 生滅 

滅已 寂滅 爲 樂と唱 へければ、 しう ふう：： y をさづ かりて、 あら ありがた やと； 緒し つ V 鬼 

神が 口に 入らせ 給へば、 則ち 菩薩と 現れ、 鬼神 はすな はち 毗廬遮 那佛， しう ふうは 釋迦 

佛 なり、 又 ある 時 はこれ や この、 鳩の 秤に 身 を かけし も、 皆 これ 生ける を 助けん ため、 

是 にあり あ ふ 山伏 も 同じ 行に て 候へば、 文 を 一つ さ づけつ-、 早く I 命 をめ さるべし、 


はんげ の もん 1 

半 の 


御伽 草 欲  三  一 二   

なり、 これら 六 人の 者 ども こそ 心に か. -り候 ふなり、 それ をい かにと 申す に、 過 ざつる 

いまら ぎ さ，？ じ 

春の 事なる に、 某が 召しつ かふ 茨木 音：..^ とい ふ 鬼 を、 都へ 使に の ほせし とき、 七 條の堀 河 

にて 彼の 綱に 渡り あ ふ、 茨木、 やがて 心得て、 女の 姿に 樣を かへ、 綱が あたりに 立ちよ 

り、 髻むづ と 執り、 つかんで 來ん とせし ところ を.、 綱此 よし 見る よりも. 三尺 五寸 する 

りと 拔き、 茨木が かた 腕 を 水 もた まらす 打ちお とす、 やうく 武略 をめ ぐらして、 かひな. 

を 取り かへ し、 今 は 子細 も 候 はす、 彼奴 ばらが むつ かし さに、 われ は 都に 行く ことなし 0 

I 其 後 酒^ t; 子は賴 光の 御 姿 を 目 を も 放さす 打ち 詠め、 さても 不思議の 人々 や、 御身が 眼 

をよ く 見る に、 賴光 にて おはします、 さて その 次 は 茨木が 肘 を 切りし 綱に て あり、 のこ 

さ；.： みつ すゑた け きん ミ A  は 5 しゃう  ちが 

る 四 人の 人々 は、 定光、 季武、 公 時 や、 保昌 とこ そ覺 えたり、 われらが 見る目 は 違 ふま. 

じ、 いぶしう 膀ふ、 お立ち あれ、 これに ありあ ふ 鬼 どもよ、 心 ゆるして 怪我す るな、 わ 

れ らも まかり 立つ； てと て、 色 を かへ てぞ； t> しめきけ る。 賴光此 .E 御覽 じて、. こ. -を陳 じ 

損するならば、 事の 大事と 思しめ し、 元より 文武 二道の 人 なれば， 少しも 騷 がぬ けしき 

にて、 からく と 打ち わら ひ、 さても 嬉しの 仰せ かな、 日本一の つ はものに 山伏 共が 似 

らいく わ、 f  す たけ 

たると や、 その 賴光 も、 季武 も、 名を閒 くだに も 初めに て まして 目に 見る 事 はなし 


ふしう. Ih, ふ 

せく の 意 か 

陳 t 損ず る I 辯 

解し ぞ 乙な ふ 


わがた つ 柳- 1 新 

古今、 傳欽、 比歡 

山の 中堂 建立の 

とき 「阿 耨多, 

llilli 提の佛 

たも わが 立つ 柳 

に 冥加 あらせた 

ま 《」 

まの 前 —目の前 


大惡人 I 大 勇士 


だし、 座. 敷に おく。 賴光此 由御覽 じて、 これ は 又 都よりの 上菔 たちに 參 らせんと、 お 酌 

にこ そ は 立 たれけ る。 童子 あまりの 嬉し さに、 ゑ ひ ほれ. E. しける やう は、 それがしが 古 

ちご  ね み 

を かたりて 聞かせ 申すべし、 本國は 越後の 者 * 山寺 そだちの 兒 なりし が、 法師に 妬 ある 

により， 數 多の 法師 を 刺殺し、 その 夜に 比截の 山に つき、 我. か 住む 山ぞ とほ、 5 ひしに、 傳 

敎と いふ 法師、 佛 たち を かたら ひて、 わがた っ杣 とて 追 ひ 出 だす、 力 及ばす 山 をいで、 

又此 峰に 住みし とき、 弘法 大師と いふ えせもの 封 じて、 こ-を も 追 ひいだ せば 力お よば 

に ふぢ や、 

ぬ處 に、 今 はさ やうの 法師 もな し、 高 野の 山に 入定す、 今 叉 こ i に 立ち 歸り、 ：！： の 子細 

も 候 はす、 都よりも わが ほしき 上 菔達を 召しよ せて、 思 ひの ま-に 召しつ かひ、 座敷の 

體を 御覽ぜ よ、 ^璃の 宮殿 玉 を たれ、 甍 をなら ベ 立てお きて、 萬 木 千草 まの 前に、 春 か 

と 思へば 夏 も あり、 秋 かと 思へば 冬 も あり、 か i る 座敷の その 內に、 鐵の 御所と て、 く 

ろが ねに て 館 を. U て、 よるに も なれば その 內 にて 女房た ち を 集めお き、 足 手 を さすらせ 

起き 臥し 申す が、 いかなる 諸 天 王の 身なりと も、 これに はいかで 勝るべき、 され ども 心 

にか.. る は、 都の 中に 隱れ なき 賴 光と S. して、 大惡人 S つ はものな り、 力 は rn 本に なら 

らいく わ、.'  さ だみ つ すゑた け きん i つな は，^-しゃラ 

びな し、 又賴 光が 郞黨 に、 定光， 季武、 金 時、 綱、 保昌、 つ いづれ も 文武 二道の つ はもの 
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てこ そま ゐり けれ。 綱 は此由 見る よりも、 御 心 ざしの ありがた さ を、 某 も 給 はらんと、 

これ も 四五寸 おし 切りて、 うま さう にこ そ 食 はれけ る 0 童子 此由 みるよりも、 客僧 達 は 

いかなる 山に 住み 馴れて、 かくめ づ らしき 酒肴 を ま ゐる事 こそ 不思議 なれ。 賴光は 聞 召 

し、 御 不審 は 御 ことわり なり、 われらが 行の なら ひに て、 慈悲と て 給 はる 物 あれば、 た 

とひ 心に うけす とも、 いやと いふ 事 更にな し、 殊に かやう の 酒肴 をく うに 浮み しい はれ 

あり、 討つ も 討た る i も 夢の 中、 卽神 卽佛是 なる ゆ ゑ、 くう に 二つの 味 ひなし、 われら 

もと もに 浮ぶな り、 あらかた じけ なと 禮 すれば、 鬼神に 橫道 なきと かや、 童-子 も 却り て 

賴 光に. 禮拜 する こそ 嬉し けれ。 i 子 されけ る やう は、 心に 染まぬ 酒 着 を參ら せけ る 

こそ 悲し けれ、 餘の 客僧へ は 無益と て， 心と けて ぞ 見えに ける。 其 時賴光 座敷 を 立ち、 

件の 酒 をと り 出 だし、 これ は 又 都よりの 持參の 酒に て 候へば、 恐れながら 童子へ も 御 

しゅ 一つ まゐ らせん、 御 こ i ろみの 爲に とて、 賴 光一つ さらり とほし、 酒吞章 ；子 にさよ 

,  じん べん 

れ けろ。 i 子盃 うけとり、 これ もさら りと 乾されたり。 けに も 神 便 ありがた や、 不思議 

の 酒の 事 なれば、 その 味 甘露の 如くに て、 心も詞 もお よばれす。 斜 ならす に 喜びて、 わ 

が 最愛の 女 あり、 よび 出 だして^ ません とて、 くにた かの 姬 君と、 花阅 の- 姬君を 呼び出 


もたせの I 持参 

したる 


こめ 立ち 出づ るが、 せんの だうよ り 踏み迷 ひ、 道 ある やうに 心え て、 これまで 来りて 候 

ふなり。 童子の 御 目に か- 1 る 事、 ひとへ に 役の 行 希の 御 W 合せ、 何より. w て 嬉しう 候 ふ、 

1 樹の蔭 一河の 流 を 汲む 事 ..^1 皆 これ 他生の 綠と ii  く、 1>M を 少し かし 給へ、 御酒 を も 

たせて^へば、恐れながら^^3^子へも御しゅ 一 つ 巾さん、 我等 も是 にて 御酒 給 はり、 終夜 酒 

盛 せんと ぞ. £■ されけ る。 音； 子 は此由 聞く よりも、 さて は 苦しうな き 人 かと、 椽 より 上へ 

呼び あけて、 猶も心 を 知らん ため、 素： 子. & されけ る やう は、 もたせの 御し ゆの ありと^ 

く、 われら も 又 客 憎 達に も 御し ゆ 一 つ. E- さん、 それく と 有りければ、 うけ 給 はると 申 

して、 酒と 名 づけて 血 を 搾り、 跳 子に 入れて 盃 そへ、， 直 子が 前に ぞ 置きに ける。 I 子盃 

らいく. 0 う  よりみつ  ほ 

とりあ ゆて、 賴 光に こそ さしに けれ。 賴光盃 とりあけ て、 これ もさら りと 乾されけ り 0 

酒荐 i 子が 是を 見て、 その 盃を 次へ とい ふ。 うけ 給 はると て 綱に さす。 綱も盃 一 つう： b:- 

さらり とこ そ は 乾しに ける 。衆，.！^. E 'しける やう は、 肴 は 無き かと ありければ， うけ 給 は 

かひな も- 

ると  巾して、  今 切りた ると おほしくて、 肘と 股と を 板に すゑ、 .^aj. 一子が 前に Si?l きに けろ。 

童子：^. S 見る よりも、 それ こしら へて 參ら せよ。 うけ 給 はると て 立つ 所 を、 頼 光 は御覽 

じて、 某 こしら へ 給 はらんと、 の 差 添す るりと ぬき、 戴 四五寸 おし 切りて、 舌打ちん 
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三 〇 れ 


 . 御 —伽 ，草 紙   三 。八  

り 申しけ る は、 あわてて 事な 仕 損すな、 かくめ づ らしき 肴 をば、 わたくし にて は 叶 ふ. え 

じ、 上へ ことわり、 御意 次第に 引き さき 食 はんと. ぞ 申しけ る。 けに 尤もと て、 それより 

奧を さして まゐ りつ i、 此. E かくと いひければ、 i 子此由 聞く よりも、 こ は 不思議なる 

次 r みかな、 柯 さま 對面 中 すべし， こなたへ 請 じ 中せ と ありければ、 六 人の 人々 を 椽の上 

にぞ請 じけ る。 せ、 後 醒き風 吹き 來り、 雷電 いなづま 頻 にして、 前後 を 忘す る その 中に、 色 

お ほが うし  てつ S ャぅ 

うす 赤く せい 高く、 髮 はかぶろ におし 亂し、 .K 格子のお 勺 物に、 紅の 袴 を 著て、 鐵杖 

を：^ にっき、 あたり を 睨んで 立った る は、 身の 毛 もよ だつ ばかりな り 。童子 申しけ る や 

せきがん I 石 as う、 わが 住む 山 は 常なら す、 せきがん 峨々 と聲 えつよ、 谷 深く して 道 もな し、 天 を かけ 

/  つ. S き  けだお の  く 

る 逃、 地 を 走る 獸. まで、 道が 無ければ 來る 事な し、 况ゃ 面々 人と して、 天 を かけりて 

來る かや、 語れ、 閒 かんと 申しけ る。 

賴光は 聞 召し、 われらが 行の 習 ひに て、 役の 行者と 申せし 人、 路 無き 山 を ふみわけて、 

ごき、 ぜ き. あ ごき、 ぜんき、 あっきと て 鬼神の ありし に 行き あうて、 呪文 を 授け W 食 を與 へ、 今に 

つき. ー 後 鬼 0  ミし， \  がれ 

鬼、 惡鬼か 絕 えせぬ 年々 に 餌 を あたへ 憐む なり、 此客憎 も 流 を 汲む、 本 國は出 羽^ 羽黑 の^な り 

しが、 大峯 山に 年 ごもり、 やうく 春に もな りければ、 都 一見 そのために、 ゆ ふべ 夜 を 


鬼が 集りて 番をして こそ 居る ベ けれ、 いかにもして 門より. 2： へ 忍び入りて 御覽ぜ よ、 

り くうでん  いら か  てつ 

ま|^^#1て 璃の 宮殿 玉 を たれ、 甍を1^べ て^て^^^きたり、 四 節の 四季 を まなびつ よ、 鐵の 御所と 名 

元 a ふ" ふ づけて、 くろがね にて 館 をた て、 よるに なれば その 內 にて、 われら を 集めて 愛せ させ、 足 

らう —廊か 手 を さすらせ、 起き 臥し 申す が、 らうの 口に は 眷族 どもに ほしく ま i 子、 熊 童子， 虎 熊 童 

子、 かね 童子、 四天王と 名 づけて 番をさせて おきけ る， 彼ら 四 人の 力の 程 は、 いか 程と も 

謦 へん 4:^ なしと 聞く、 酒^ 童子が その 姿、 色う す 赤く せい 高く、 髮 はかぶろ におし 亂し、 

晝の間 は 人 なれ ども、 夜に も なれば 恐し き * そのたけ 一 丈餘 にして、 譬 へて いはん 方 もな 

し、 かの 鬼 常に 酒 を^む、 ゑ ひて 伏した る 時 なれば、 わが 身の 失する も 知らぬな り、 い 

かに もして 忍び入り、 酒吞 童子に 酒 を もり、 ゑ ひて 臥した る 所 を 見て、 思 ひの まよに う 

ち 給へ、 鬼神 は 天命 つきはてて、 つ ひに は 討 たれ. S. すべし * いかにも 才覺 おはし ませ、 

客佾 たちと ぞ 仰せけ る。 さて 六 人の 人々 は、 姬 君の 敎 へに まかせて、 河 上 をの ほらせ 

給へば、 程 もな く 鐵 の 門に つく。 番の鬼 ども これ を 見て、 こ は 何者 ぞめづ らしゃ、 此ほ 

愚人 夏の 蟲ョ ど 人を喧 はすして、 人を戀 ひける 折 ふしに、 愚人 夏の 蟲、 飛んで 火に 入る と は、 今 こそ 

10 

思 ひ 知られたり、 いざや 引き裂きく はんとて、 われも^,^ と 勇みけ る。 その 巾に 鬼 ひと 

, 酒 呑 童 子  • ，三〇 七 


三 〇 六 

きて：：：：： 後 は、 身のう ちょり 血 を り 酒と なづ 

けて 血 をば 吞み、 肴と 名 づけて し. -むち を、 剡 

そ は 

ぎ 喰 はる 悲み を、 側に て Bs^ る も あはれ なり、 

堀 河の 屮納 言の ，败 君 も、 今， 朝 血を伟 ら れ 給 ひ 

しぞ や、 その かたびら を われく が、 洗 ふこと 

こそ 悲し けれ、 まことに物憂き：9^;'ぞとて- さめ 

ざ め と 泣き 給 へ ば、 鬼 を 欺 くん々 も、 けに こと 

わりと て、 共に 涙に むせび 給 ふ。 賴光 仰せけ る 

やう は， 鬼 をた やすく 平け、 御身 達 を 悉く 都へ 

返さん 其爲 に、 是 まで 尋ね 參 りたり、 鬼の 栖を 

懇 にかたら せ 給へ と 有りければ、 -啦 君此山 g. 召 

し、 是は夢 かや 現 かや、 其義 ならば 語り. 5. さん 

と， 此河上 をの ほらせ 給 ひて 御覽ぜ よ、 くろが 

ねの， # 地 を 築き、 くろがねの 門 をた て、 口に は 


みつぐ 1 助力す 

る 意 - 


細、 合 川に 出で 袷 ひ、 翁 仰せけ る やう は、 此河ヒ を 上らせ 給 ひて 御覽ぜ よ， 十七 八なる 上菔 

のお はすべし， く はしく 逢 ひて 問 ひ 給へ、 鬼神の 討つべき その 時 は、 なほく われら も 

みつぐべし、 住吉、 八幡、 熊 野の 神 これまで 現じ 來る とて、 かき 消す やうに 失せ 給 ふ。 

六 人の 人々 は 此由を 見 給 ひて、 三 社の 神の 歸らせ 給 ふ 御 あと を 伏し 拜み給 ひつぶ、 敎へ 

に まかせて 河 上 をの ほらせ 給 ひて 見 給へば、 をし への 如く 十七 八の 上菔 の、 血の つきた 

る もの を 洗 ふとて、 淚 と共に まします が、 賴光此 由御覽 じて、 いかなる も のぞと 問 はせ 

袷へば、 君此. S 聞 召し、 さん 候 ふ、 みづ から は 都の 者に て 候 ふが、 ある 夜 鬼神に つか 

まれて、 M:^ まで まゐ りて 候 ふ.. か、 戀 しきふ，；^ りの 父母 や、 お 乳 やめのと に 逢 ひもせ で、 

かく 淺 ましき 姿 をば、 あはれ と 思 召せ やとて、 只 さめぐ と 泣き 給 ふ。 おつる 淚の ひま 

よりも、 あら 淺ま しゃ、 此所は 鬼の 岩屋と 中して、 人 更に 來る 事な し、 客惜等 は" 一疋 ま 

で 来らせ 給ふぞ や、 いかにも してみ づ から を 都へ 歸 してた び 給へ と、 仰せ も あへ す 只 さ 

めぐと 泣き 給 ふ。 賴 此 .£ 聞 召し、 御身 は 都に て 誰の 御子と 間 はせ 給へば、 さん. 候 ふ、 

みづ から は 花園の 巾納 言の ひとり 姬 にて 有りけ るが、 われらば かりに 限らす、 十賒 人お 

はします、 此程池 田の 中納 言く にた かの 姬君 も、 怖られて これに まします が、 愛して お 
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三 〇 五 


御伽 草紙  三 〇 四  」 

-删-  ュ 

ill 此 三人の 翁 こそ 妻子 を とられて 候へば、 是非 先達 を 申すべし、 笈を もお ろし 心と け、 座 

れを やすめ 給 ふべ し、 客佾 達と ぞ 中され ける。 賴光此 由 聞 召し、 仰せの 如く 我々 は 山路； 

に 踏み迷 ひ くたびれて 候へば、 さらば^^れを休めんと、 笈 ども をお ろし 置き、 さよへの 一 

酒 をと り 出 だし、 三人の 人々 に 御酒き こしめ せとて 參ら せけ る。 翁 仰せけ る やう は、 い 一 

かに もして 忍び入らせ 給 ふべ し、 かの 鬼 常に 酒 をのむ、 その 名 をよ そへ て酒吞 童子と 名， 

付けたり、 酒 を もり 醉 ひて 臥した る 時 は、 前後 もしら す 候 ふなり、 此 三人の 翁 こそ こ-. に 一 

ん べんき どく 不思議の 酒 を もつ、 その 名 を じん べんき どくしゅと いひ、 神の 方便 鬼の 主烁 酒と 讀む 文字 j 

しゅ. 15f;p 奇 ひぎ や-つじ ざい  一 

を 祌便鬼 毒と も ぞ かし， この 酒 鬼が 吞 むなら ば、 飛行 自在の. R も 失せ、 切る ともつ くと も 知る まじき、 ； 

御身た ちが 此酒を 飲めば、 かへ つて 藥 となる、 さて こそじん べんき どく 酒と は、 後の世 一 

まで も. 5. すべし、 なほ-^ 奇特 を 見すべし とて、 星胄 をと り 出 だし、 御身 は是を 著て、： 

鬼神が 首を切り 給へ、 何の 子細 も ある まじき と、 件の 酒 を 相 添へ て、 頼 光に ぞ 下されけ 一 

る。 六 人の 人々 は 此由を 御覧 じて、 さて は 三 社の 御 神の これまで 現じ まします かと、 一 

感淚 肝に 銘 じった か ねじけな しと も 中々 に 言葉に もい ひがたし。 その 時 翁 は 岩屋 を 立 一 

せんだち  1!- ん if やうに け  \ 

ち 出で、 なほく 先達 巾さん と， 千 丈嶽を 登りつ-、 喑き 岩穴 十 丈ば かりく  *i り 出で、 ； 


つけだけ I 附木 

あまが み一雨 を 

防ぐ 油紙 


破ノ dlK の 王の 

名、 殺 者と 譯す 


覺束 なし I 原本 

無 朧の字 を あて 

たり 


を笈の 中に ぞ 入れに ける。 さ. i へと 名 づけて 酒 を 持ち、 火 打、 つけだけ、 あま. かみ を^の 

うへ に 取りつ けて、 思 ひくのう ち 刀、 § ^巾、 鈴懸、 法 蝶 S 貝、 金剛杖 をつ きつれ て、 日本 

國の神 iti 深く 祈誓 を 申しつ.^、 都 を 出で て 丹 波の 國 へ と 急がせ 給 ふ。 此人々 の 冇樣、 い 

かなる 天魔 破 旬 も 恐れ をな すべきと 覺 えたり。 いそがせ 給へば、 程 もな く 丹 波の 國に閒 

よりみつ 

えたる 大 江山に ぞっき 給 ふ。 柴刈り 人に 行き 逢うて、 賴光 仰せけ る やう は， いかに 山人、 

此國の 千 丈 ii は いづく ぞゃ、 鬼の 岩屋 を 懇 に敎 へて たべと、 ぞ 仰せけ る。 山人 この. a 承 

り、 此峰を あなたへ 越えさせ 給 ひつよ、 又 谷 峰の あなた こそ， 鬼の 柄と 巾して、 人 問. 史 

に 行く ことなしと 語りけ り。 賴光閒 召し- さらば 此峰 越え やとて、 谷よ 峰よ と 分け 上り、 

い Jo  おきな  らいく わう 

と ある 岩穴え 給へば、 柴の 庵の せ、 中に 翁 三人 ありけ る を、 頼 光此. S 御覽 じて、 いかなる 

人に てまし ます ぞ、 覺束 なしと 仰せけ る 。翁 答へ てせ 仰け る、 我々 はまよ ひ變 化の 物に 

てな し、 一人 は 津の國 のかけ の 郡の 者に て あり、 一人 は 紀の國 のおと なし 里の 者に て あ 

しゅてん さう じ  つまこ 

り、 今一 人 は 京 近き 山城の 者に て あり、 此 山の あなたなる 酒吞 童子と いふ 鬼に， 妻子 を 

とられ 無念 さに、 その 敵 を も 討たん ため. この頃 こよに 来りたり、 客佾 たち をよ く 見る 

に、 常の 人に てまし まさす、 勅 誰 を 蒙りて、 酒顚 童子 を 亡 ほせとの 御 使と 見えて あり、 
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三 〇 三 


御伽 草紙 


三 〇 二 


詳 


一んで ん錢 I 宋 


き、 急ぎ わが 家に 歸 りつよ、 人々 を 召しよ せて、 われらが 力に 叶 ふま じ、 佛 神に 祈 を か 

I  より &っ  や はた  つ i4 

け 神の 力 をた のむべし。 尤も 然るべ しとて， 賴 光と 保昌は 八幡に 社參 ありければ， 綱 

きん さき  さ •  たみつ すゑた け 

金 時 は住吉 へ、 定 光と 季武は 熊 野へ 參籠 仕り、 さまぐ の 御 立願。 もとより 佛法 神國に 

て、 神 も 納受 ましくて、 いづれ も あらたに 御 利 生 あり、 喜び これにし かじと て、 皆々 

わが 家に 歸 りつよ、 一つ 所に 集りて、 色々 詮議 まちくな り。 

よりみつ  やま 

頼 光 仰せけ る やう は、 この度 は人數 多に て 叶 ふま じ、 以上 六 人が 山伏に 檨を かへ、 山路に 

通 ふ 風情に て、 丹 波の 國.^ が 城 へ 尋ね 行き、 栖だ にも 知 るなら ば. いかにも 武略 をめ ぐら 

して、 討つ ベ き、 J と は 易 かるべ し、 面々 笈を！ 6 へ て 具足 胄を 人れ 給 へ、 人々 いかにと あり 

/  らいく わう  ぐ さ り 

ければ、 うけ 給 はると 申して、 面々 笈を 鮮 へけ る。 まづ賴 光の 笈に は、 らん でん 鎖と 申 

ひ を し  つろ ぎ 

して 緋烕の 御鎧ぺ 同じ 色の 五枚胄 に、 獅子 王と こそ. © しける、 ちす ゐと 中し ょ劍ニ K1 

寸候 ひし を、 笈の 中に ぞ 入れ 給 ふ。 保 昌は紫 を どし の 腹^に、 同じ 毛の 胄を 添へ、 岩 切 

こ なぎなた ふたへ かね  ね 

と 申して 二 尺 ありけ る小錄 刀、 二重に 金 を 延べつ けて、 三 束 あまり 摸ぢ 切りて、 笈の中 

へぞ 入れ 給 ふ。 綱 は 萠黃の 腹卷に 同じけ の胄を そへ、 鬼 切と 云 ふ 太刀 を笈の 中に ぞ 入れ 

給 ふ。 定 光と 季武、 金 時 も、 思 ひくの 腹卷 におな じけ の胄を そへ、 いづれ も 劣らぬ ほん 


賴 光- 铷誘 兩樣 

な g は 原本の ま 


見えて あり， 觀 音へ 御 まゐり あり、 よきに 御 祈誓 まし まさば. ^君 左右な く 都に か へら 

り • 

せ 給 はんと、 見 透す やうに 占 ひて、 博士 はわが 家に かへ りけ り。 

中納：  一一 C も 御 臺所も 問 召し、 これ は 夢 かや 現 かやと 駄 かせ 給 ふ 御^ 樣、 何に 譬 へんかた も 

なし。 中 納言殿 はおつ る淚の 隙よりも、 急ぎ W 裏へ 奏聞 ありければ、 . 帝歡覽 ましくて * 

<ム 卿 大臣 集りて、 色々 詮議 まちくな り。 その 中に 關白殿 進み出で て， 嵯峨の 天皇の 御 

代の 時、 是に 似たり し 事 有りし に、 弘法 大師の 封 じこめ、 國. fl を さって 子細な し、 さり 

ながら 今 こよに 賴光を 召されつ i、 鬼神うて よとの 給 は v.、 定光、 季武、 綱， 金 時、 保 

レ T 

昌を はじめと し、 此人々 に は 鬼神 も怖ぢ をの. - きて， 恐れ をな すとう け 給 はる。 此者共 

に 仰せつ けられ 候へ かし。 帝け にもと 思 召し、 賴光を 召されけ る。 賴光^ をう け 給 はり、 

急ぎ 參內 仕りければ， 帝敦覽 ましくて、 いかに 頼 光う け 給 はれ、 丹 波の 國大 江山に は 

鬼神が 住みて 仇 をな す、 わが 國 なれば 卒 土のうち、 いづく に. ％ 神の 住むべき ぞ， 況 やま 

ぢ かき あたりに て、 人を惱 ますい はれな し、 平け よとの 宣 旨な り。 賴光： 命う け 給 はり、 

天晴 大事の 宣旨 かな、 . ^神 は 變 化の 物 なれば， 討 向 ふと 知るならば、 塵 や 木の葉と 身 

を變 じ、 我等 凡夫の 眼に て 見つけん 事 は 難 かるべし、 さりながら 勅 をば いかで 背く ベ 


酒呑 童子 


三 〇 


御伽 草紙 


三 〇〇 


まよ ひ 1 迷 はか 

し祌 


お 乳 や 母 や 女房た ち、 その外 ありあ ふ 者まで も、 上 を 下へ とかへ しけり 。中納 言 は餘り 

のことの 悲 さに、 左 近 を 召され、 いかに 左 近、 うけ 給 はれ、 此程 都に 隱れ なき、 村 岡の 

まさとき とて、 名譽の 博士の ありと 聞く、 つれて 参れと 仰せけ るに、 うけ 給 はると 申し 

て、 つれて 御所へ ぞまゐ りけ る。 いた はしゃ、 父く にた かも 御臺所 も、 恥 も 人目 も 入ら 

ぱ こそ、 博士に 對面 めされつ よ、 いかに まさとき うけ 給 はれ、 それ 人の なら ひに て、 五 

人 十 人 ある 子 さへ、 いづれ おろか は 無き なら ひ、 みづ から は 只 ひとりの 姬を、 咋 夕の くれ 

れ ほどに * 行きが た 知らす 見失 ふ、 ことし 十三 寅の 年， 生れて よりも このかた は、 椽ょ 

下へ おる. M さへ、 お 乳 やめのと のっき 添 ひて、 荒き 風 を もい とひし に， まよ ひ變 化の 業 

ならば、 みづ から を も 諸共に、 など や 連れて は 行 かざりし と、 袂を顏 におし あてて、 ト 

ひ 給へ、 博士と て、 料 足萬疋 博士が 前に 積ませつ よ、 姬が 行方 を 知るならば、 數の寶 を 

えさすべし、 よくく トひ給 ふべ し。 もとより 博士 は 名人に て、 一つの 卷物 とりい， だし、 

件の SI を 見渡し 橫手 をち やう どうち、 "晚 君の 御行 方 は、 丹 波の 國大 江山の 鬼神が 業に て 

候 ふなり、 御 命 には子 細な し、 猶 某が 方便に て、 延命と 祈らん、 何の 疑 ひ 有るべき ぞ、 

お をよ く 見る に、 觀世 音に 御 祈誓 あり、 誕生な りし その 願い まだ 成就せ ぬ 御 咎めと 


宮- つき- 1 かし， ゥ 

きの 意 


酒… 吞 童： 子 


むかし 我 朝の 事なる に、 天地 開けし このかた は神國 とい ひながら、 又は 佛法 盛に て、 人 

みか 9j  *♦ つり- -js 

皇の 始めより 延 喜の 帝に 至る まで、 王法と もに 備 はり， 政事すな ほに して、 民 を も憐み 

給 ふこと、 堯舜の 御代 とても、 是に はいかで 勝るべき。 然れ ども 世の中に 不思議の 事の 出 

できたり、 丹 波の 國大 江山に は 鬼神の 住みて、 日暮 るれば 近 國他國 の 者まで も、 數 をし 

らす 執りて 行く。 郡の うちにて とる 人 は、 みめよき 女房の 十七 八 を 頭と して、 是 をも數 

多と りて 行く。 いづれ も あはれ は 劣らね ども， こ i にあ はれ をと， r めし は、 院に宫 づき 

奉る 池 田の 中納言 くにた かとて、 御お ほえ めでたく し、 寶は內 に 満ちくて、 富貴の 家 

にて まします が、 ひとり 姬を 持ち 給 ふ。 三十 二相の 形 をう け、 美人の 姬君を 見 間く 人、 

ふたり 

心 を かけぬ 者 はなし。 二人の 親の 御 寵愛 斜 ならす。 かほ どに やさしき 姬君 を、 或 日の 暮 

方の ことなる に、 行き かた 知らす 失せ 給 ふ。 父く に たかを 初めと し、 北の 御 方の 御 欺き、 


酒吞 童子. 


二 九九 


呑 

童 
子 


御伽 草紙 


二 九 八 


軒 をて ち •  さる— 

軒 を 照ち さ- ^さ 

の 意 


とお ほす らん. よし 恨みと も 思 ふなよ、 ゎづ かの 夢の 世に、 たれ か 永ら へ はつべき ぞ. 

ことさら 中に も 若き が 先立つ あはれ さよ、 又 かやう になら せ 給 ふ も， 此 世なら ぬ 因果 ぞ 

とお ほしめ し、 今 こそうら みの 淵に 沈む とも、 わが 命の あらんかぎり は、 後世 をば とぶ 

らひ 申すべし、 さらぬ だに 女人 は 五 障 三し よに えらばれて、 罪 ふかし、 かたぶく 日 は 中 

空に かへ る 事な し、 人 はさら に 死して 再び か へらす、 さぞ 苦み の 思 ひ やられて いた はし 

や、 さても いにしへの 姿 はっき はてて、 耔を てらざる 夕顔の 花の 色 こそ 悲し けれ。 

かくて あるべき にあら ざれば、 程近き 鳥 部 野の 邊 にて. ゆ ふべ の 煙と なし はてて、 骨 を 

ば ひろ ひ， もとの 庵室に かへ り、 いよく 道心お こしつぶ、 なほく とぶら ひ 給 ひけり。 

さろ ほどに 都に 此事 かくれな し、 小 松 殿 も 女院 も， あはれ と 思しめ し、 やさしき 者の ふ 

る まひ や、 人の 契 をな すなら ば、 かやう にこ そ あるべ けれと て、 女院を 初め まゐら せ、 閗 

く 人々 も 袖 をし ほらぬ もの は 無し。 小 松 殿の 御 大臣、 御所へ 仰せられ ける やう は， 瀧 口 

を 召しいだ し、 いかなる 寺 を も 御 造り 候て， 御 とらせ 候へ と ありければ * 瀧 口き よて、 

都 近く 住めば こそ、 かやう の 事 をば 聞き 給へ、 仰せな きその 先にと て、 橫 笛が ためにと 

て、 高野山に 上りつ i、 案じす まして ゐ たりけ り。 


とほると て、 友人に かたる やう、 近頃 あはれ なる 事 を こそ ロハ 今み て 候へ、 大井 e: へ 十七 

八の 女房の 身 を投ゅ 給へ る を、 あれよ くと 言 ひつれ ど、 川より こなた を 通る 事 なれば、 

あはれ さ 中す ばかりな しと、 こまぐ と 語りければ、 友人 是 をき.. -、 あはれ なる 事 かな 

と、 泪を ながし 通りけ る。 瀧ロ是 をき-つけて、 胸う ち さわぎ、 もし 横笛なる らんと、 取 

る 物 も 取り あへ す、 本尊 首に かけ、 しもの 佾 j 人め しぐ して、 身の 憂き かす は大 井川、 淚 

のみち はかき 暮れて、 いそぐ とすれ ど 程遠く、 泣く く はしり 行く ほどに、 法 輪 寺の 攪 

になり しかば、 峯の 梢に 薄 衣 か より、 嵐に ひらめけば、 われ を 招ぐ かと、 おの づ からい 

と r あはれ ぞ 勝りつ V やうく 大 井川に つき、 かなた こなたと 尋 ぬるに、 川の 末に 流 

れ とまりて ありつる が、 昔の かたち は 失せ はてて、 空しき 死骸 をと りいだ し、 泣く より 

ほかの 事 はなし。 さても 今朝 注生院 にて、 柴 の編戶 をへ だてつ V 此人は 外、 われ は 内 

にて、 悶え こがれし ありさま を、 今の 姿に くらぶれば、 物の かすに て かすなら す。 あだ 

なる も、 つれな きも 命、 うきに 限らぬなら ひか や。 いかなる 過去の 因 51^ にて、 かよる 思 

ひ をす る やらん。 瀧 口 あま^の 悲し さに、 膝のう へに かきの せて， 無慚の ものの 有樣 や、 

かく あるべし と 知りたら ば、 など か は 見 もし、 見え ざらん、 さ こそ は 草の 陰に て^めし 

橫 ffi 草紙 . •  二 九 七 


御， 伽， 草 欲   二 九 六 

阵弓 そる を 何し に うらむべき 引きと r むべき 道に あらねば 

と、 泣く く 打ちな がめ、 悶え こがれて 泣 きゐたり。 

今 ま 領み も盡き はてて、 かくて こ i に 在る ベ き 身な ら ねば. 泣く，/,.^ 迷 ひ 行く ほ ど に、 又 

£ ちかへ り忸 しゅに 見て、 a も 瀧 口な さけな く、 みづ から を 何に なれと て、 かほ どに 捨 

て はてけ るぞ と、 うたて やと 思へば、 いと r あとへひく 心地して、 いそぐ 心 はさ. - がに 

の、 絲 より 細き わが 身 かな、 跑 の 貝の 片思 ひ， 人 はか ほどに つれな きを 思 ふ も 苦し、 と 

にかくに つれな き 命 あれば こそ， 飽かぬ 別れ も戀 しけれと， 只 一す ぢに思 ひきり、 大井 

川の 汀が る 岩間 づた ひの 細 路を三 町ば かり 行きす ぎて、 千鳥が 淵と いふ 所に， うへ なる 

紀を 木の 枝に かけ、 踏み 馴らした る 草履 をば 岩の 上に ぬぎすてて、 嵐の 山のお と、 友よ 

ぶ 千鳥 潢 笛が、 いま を 最後の. 泣く 聲は、 いづれ ともな，^ 哀 かな。 むざん や、 撗笛 西に む 

*r- てな 

かひて 手 を あはせ、 南無 函 方彌陀 如来、 あかで 別れし 瀧 口と、 同じ 臺に迎 へさせ 給へ と 

是を 最期の 詞 にて、 終に 身 を こそ 投 けにけ る。 惜し かるべき よは ひかな、 年 十七と 申す 

に、 に 空しくなりに けり。 かよりけ る 所に、 つま 木と る 山人、 川 向 ひに て あれよ/^ 

とよ 、まよ， れど， 程遠ければ 終に はかなく なりに けり。 かくて 山人 は、 瀧 口の 庵室の 魄を 
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御 伽， 草 I 紙   二 九 四 

もがな と 思 ひし 所に， 瀧 口の 聲と覺 しくて、 かく こそ 詠 じ 給 ひける。 

ひとりねて 今宵 も あけぬ 今 こんと たのまば こそ は 待ち もうら みん 

と 詠 じて， 鉦 打ち鳴らし * や. - ありて 法 華 經の提 婆 品 を 高 聲に讀 み 給へば、 瀧 口と 聞く か 

らに、 やがて 消え \ る ばかりに 思 ひし かど、 しばし 心 をと りな ほし、 よろ，/^ と步 みよ 

り、 柴の扉 を ほと- --と 叩きければ、 内より 下の 佾 をいだ し、 いづく よりと？ I ひければ、 橫 

笛と 申す 者に て 候 ふ、 瀧 口 殿に 物申さん と 申す。 橫 笛と 聞く よりも、 胸 打ち さわぎ、 障 

子の ひまより 見 給へば、 裾 は 露，' 袖は淚 にし をれ つよ、 誠に Is- ね わびた ると 打 見えて， 柴 

の 戸に 立ち そ ひて、 しづくと したる 有樣 なり。 いにしへ. の有樣 にな ほ 勝りて、 ぞ覺 えけ 

る。 見れば 目 も くれ， 心 も 消え入る ばかりな り。 いづれ を 夢と も 思 ひわ かす、 又 思 ふや 

うは、 此上 ははし り 出で、 變る姿 を 一目み せば やと は 思へ ども、 心に 心 を 引きと *i め、 逢 

はぬ 恨み は 中々 に、 二た び 物 を 思 はせん、 むざん や、 橫 笛が 三年ば かりの 愔を 忍びて、 

尊ね きたる 心 ざし、 何に たと へん 方 もな く、 袂を顏 におし あてて、 泣く より 外の 事ぞな 

き。 下の 僧 申す やう、 此 寺へ は 女人の ま ゐらぬ 所な り、 そのうへ 瀧 口と やらん は、 閗き 

もなら はぬ 人ぞ かし * はやく 歸り 給へ とて、 柴 の編戶 をお し 立てて， 其 後 音 もせ ざり， 


今生の 對面は 思 ひも よらぬ 事と、 懇ろに のた ま 

ひ、 かき 消す やうに 失せた まふ。 夢 打ち さめて 

潢笛 は、 淚を ながし 申す やう、 もとよりも 叶 は 

ぬ 事 は 是非 もな し、 さりながら 叶 はぬ 事 を 叶 へ 

させ 給 ふこ そ、 神 ゃ佛の 誓な りと、 泣く より 外の 

事 はなし。 今 はは や 頼み もつ きし 事 なれ ど、 丧 

も ほの ぐと 明けければ、 窳空藏 を ふし 拜み， た 

どり たどりと 行く ほどに、 道行く 人に あ ひ 給 ひ、 

往生 院 とやらん は いづく の 方と II ひければ、 是 

より 乾の かたに 見えて、 住み あらした る 寺 あり、 

草 々と 露 ふかしと * こまやかに こそ 敎へ けれ。 

注 生院と ii くから に、 さき へ とば かり 急 ざけ り。 

やうく 尋ね 行く 程に、 敎 への ごとく， 住み あ 

たより 

らした る 寺 あり。 あたり をめ-ぐり やすら ひ、 便 
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聲き" ョと詳 三 さなよ 風 花 春 

のん is  く さな し 梅に I を 

fff の霪せ うし との,3 道: e 
か聲， I ま て 花 ひ眞れ 

I のと ん 春 あ も， つ) 

奪衍な I 

の かせ 未 忘 t せ 


つ 松に 吹く 風 も 心細く ぞ覺 えけ る。 北を遙 になが むれば、 春 を 忘れぬ 梅の 花， あるじ 忘 

に ほひ  たま こ 

れ. ぬ 句に で， 思 ひ やられて 玉鋅 の、 道 さだかに 見えね ども、 ならびの 里に か i りつ V 

そめさの きさき 

染 殿の 后 御山 莊 ほう ゑ院を さし 過ぎて、 つり 殿 三 さう まんの 嵐の、 おの づ から ぎんの 聲 

を しらべ、 谷の 水 音 すさまじく、 とくせの 瀧の ながれ も、 筏 をく だす 大 井川、 ゐぜ きの 

水 を 詠めつ >\ かき 集め 仁る 藻歸 草、 やる かたなき の餘 りに、 かく ぞ詠 じけ る。 

せき あ へ ぬ淚の 川の 早き 瀨 にあ ふより 外の しがら みぞな き 

とい.^ 古歌 を 思 ひ 出 でられけ る。 たどろ くと 行く 程に， 嵯峨の 道 をば 知らす して 北山 

さ ころ，^ 

に 迷 ひける。 所々 に 立つ けぶり、 すゑ 消え はてて 跡 もな し。 行き かふ 人 は絕ぇ はてて、 人 

を咎 むる 通の 犬、 聲 澄む 程に 成りし かば、 やうく 迷 ひ 行く 程に • 法 輪 寺の 橋う ち 渡り、 

其 夜 は 虛空藏 に參り 通夜 を 巾して、 夜もすがら 申す やう こそ 哀 なり。 ねが はく は御佛 

納受 ましくて、 夫婦の道 を かなしみて、 野に ふし 山に 住む まで も. 翼 を かさね、 契 を 

なすと かや 承り 候へば、 衆生 を 助け まし まさば、 飽かで 別れし 瀧 口 を、 一目み せて たび 

給へ と淚 をな がし、 夜もすがら 少し まどろむ 所に、 八十ば かりの 老僧、 墨染の 衣に 香の 

裝裟を かけさせ 給 ひしが、 橫 笛が ii^ したる 枕に たちより、 北の方 往生 院 にさ ふら へ ど、 


祈 か 


：!： とた 笕の 水の 絕ぇ くにお とづれ きて は 袖 ぬらす らん 

と 口 すさみて， よるひるの 勤 ひまな くこ そ えけ る。 さても 橫 笛が かよる 事 をば < 々にも 

知らす、 空しき 夜半の ひとり 寢も、 思 ひそめし 初めより、 野の 末、 山の 奧、 千尋の 底に 

至る まで、 か はら じと こそ 契りし に、 我なら す、 いかなる 人に あ ひ 馴れて、 いつしかす 

さみ 給 ふらん、 うらめし やとて 思 ひ しづみ し 所に、 爰に 人の 申す やう、 ちかき 頃 物の 哀 

をと r めし は、 三條齋 藤左衞 門の f 息 瀧 口 殿 こそ， 親の 不輿を かう ぶりて 遁^し ける が、. 

行方 しらず と 首 ひければ、 此由潢 笛 ii きつけて、 あな 淺ま しゃ、 是は夢 かやう つよ かと、 

委しく これ を尋 ぬるに、 嵯 峨の奧 とやらん にお はします と： 一一 一 C ひければ、 淺ま しゃ， みづ 

からが それ をば 夢にも 知らす して、 悦み 申す ぞ悲 しけれ、 かくと だに も 知りたら ば、 野の 

すゑ、 山の 奧 なりと も、 おなじ 道に 入るならば、 莲の綠 となりて、 さ こそ は 嬉しから ま 

しと、 天に あこがれ 地に ふし 給 ひし その 風情、 譬 へんかた も 無 かりけ り、 餘 りのお も ひ 

いねる 

に堪へ かねて、 むざん ゃ橫 笛、 御所 を 忍び 出で 給 ひ、 あこがれ 行く 程に、 乾の かたと^ 

く なれば、. 內 野に 迷 ひ 出で て、 南を遙 になが むれば、 內 裏の あとと おほしくて、 羅 城門 

は 荒れ はてて、 礎 ばかり ぞ殘 りけ る。 又 鳥 羽院の 西へ 行き、 春 夏 過ぎて 秋の 山、 むらが 


えそ 生へ 

て ふ 力 i  Art 
の ゑ し 
衍て や 
か 1 う 
そ 1 
ひ' 年 
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よりも 睦 じゅなる 風情に て、 名殘 をし さは いかばかり。 いた はしゃ 橫 笛が、 われが 思 ひ 立 

つ 事 を、 露 ほど も 知るならば、 いかに 悲 むべき 物と、 橫 笛が 心のう ち 思 ひそめつ る 始め 

より、 こよ ひの 今に 至る まで、 思 ひつ r けて よもすがら、 包む とすれ ど淚 川、 袖の しがら 

み堰 きかね て、 千夜 を 一夜と ちぎる 身の、 たれに とて か は， 雞の夜 深き に 音 をば 鳴きぬ 

らん、 へいしゃ うの やもめ 烏のう かれ 聲、 耳に そふ ゑて、 夜 も ほの ぐと 明けければ、 何 

となく 出で立ちて、 笛 をば とり 忘れた る 風情に て、 枕に 置きて 出で ける が、 又 立ち 歸り 

一目 見て、 又よ とい ひし 言の葉 は、、 何となく いひし かど、 それが 限の 言葉な り。：^ V 、後橫 

笛、 け ふ も 過ぎ 明日 も 空しく 待ち かねて、 暮 るれば 門に 立ち 出で て、 ふけ ゆく 月 ももろ と 

もに， ロハす ご- とひと りゐ の、 うらみの 數ぞ つもりけ る。 扨 も 瀧 口 墨 染に身 を かへ て、 

if はつ もりて 十九と 巾す に、 嵯峨 の奧に ii えたる、 往生 院と. S. すに 閉. ち こもり、 行 ひす ま 

して ゐ たりけ り。 瀧 口が 心のう ち 褒めぬ 人 こそな かりけ る。 たまく 言と ふ 物と て は、 

3^ に 木づ. U ふ 猿の こ ゑ、 松の 嵐、 後 枕に きけば 鹿の こ ゑ、 夜寒に^る 蟲の音 も、 篦の水 

の絕 え/ \ に、 かけても 習 はぬ 煙に そめな し、 うき 世の 事を觀 じつ i、 いと r 哀ぞ增 りけ 

る。 


かの 一節 も 契り そむれば、 ある 時 は 里へ 出で、 忍びて 通 ふ 時 も あり。 又 風の 心ち とい ひ 

ねんらい 

なして、 忍びく に 通 はれけ る。 比翼連理の 契 を こめ、 ことかり そめと は 思へ ども、 年来 

年月 かさなり ける。 さる 程に 父の もちより 此事を 聞きて、 瀧 口 を 召しての たま ふやう、 汝 

！ £xqf い 意 g をば いかなる 人の 聱 にもな し、 互にた よりと も 成るならば、 見る目 も 心 やす かるべき に、 

通ぜず  世に なし 者に あひなれ、 身 をい たづら になす 事 こそ 口惜し けれ、 やがてお くり 候 へ と， た 

びた び敎訓 しけれ ども、 用 ひす 通 ひ 給 へれば、 重ねて 中され ける やう は. さの み 間 かれ 

給 はすば、 恨み. S- すべし とて、 不興の 使 ありければ、 髓ロ此 由 聞く よりも、 つく  <\« 物 を 

案す るに、 此世 ばかりの 夢ぞ かし、 かよる 思 ひ をす る 事よ、 東方 朔が九 千歳、 西 王 母. か 一 

萬歲 も、 名の^ 殘 りて 跡 もな し、 浮世 を 物に たと ふれば、 岸の 額の 根な し 草、 人 江の 水 

に捨 小舟、 波に ひかれて 行く へな く、 花のう へなる 露よりも、 あや ふき 人間の 知らです 

むこ そ 拙 けれ、 大梵 王の 樂み も、 思へば 夢のう ちぞ かし、 か 程 かりなる あだし 世に、 思 

ク. >  ねん I で 

なり、 i^^ ふ 人に なぐさみて こそ、 思 ひ 出と は 成る ベ けれ、 又い かに 榮 ふると も、 思 はぬ もの はいか 

想 も 五 百 生の 間  むり T 

にせん、 親の 命 を 背かん も 罪深 かるべし， 女の 心 を やぶれば、 一念 五 百 生けん ねん 無量 

は 無量の 長 時に ごふ 

ほりて 其 報を受 劫の 罪 たるべし、 是を 菩提の 心と 思 ひつよ、 殊更 その 夜 は 靜に橫 笛に 打ちむ かひ、 いつ 

橫笛 草紙  •  ，  二八 九 
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ふみ かへ I 路 

みは^Kをかく 


文參 りて 候ふぞ や、 御 返事と りて 得させよ と 申す 人の 候 ふなり、 されば 人間の 習 ひ は、 一 

樹 のかけ 一河の ながれ を 汲む 事 も、 他生の 綠と S すなり、 ひと 村雨の あまやどり、 いづ 

れ もこの 世なら ぬ綠と ， J そ 聞き 傳 へ 候へ、 いつ ぞゃ小 松 殿の 御 使に 參り給 ひ し 瀧 口 殿 

の、 君 を 一目 見 參らせ 候 ふより、 御 面影の 忘られが たくて、 遂に 息の 通 ふば かりにて 候 

へば、 人 をば 人 こそ 助けさ ふらへ、 されば 小 野の 小町 は、 人の 思 ひの すゑと ほり、 後に 

は淺 ましき 身と なりたる. S うけ 給 はる、 殊更 わりな き は 此戀の 道と こそ 申し 侍れ、 中 川 

の逢瀨 はしらせ 給 はすと も、 一筆 はやす き 御 事 なれば、 御 返事 あそばし 袷へ かしと、 こ 

まご まと 申し 侍りければ、 橫笛思 ひ よらす とて、 みやまぎ の ふみた がへ たるに やとて、 

埋 火の 下に こがる と 聞く からに 消えなん 後ぞ さびし からまし 

と あそばし、 引き 結びて、 よに 恥し ゆに 出 だした る 有樣， 誠にう つくし さ 何に たと へん 

方 もな し。 殿の 戀 ひける もこと わりと こそ 思 ひけれ。 

御 返事 取りて 歸 りけ り。 さて 瀧 口 今やく と 胸 打ち さわぎ 待ち 給 ふ 心の中 ぞ哀 なる。 さ 

る 程に 乳母 ひそかに 立ちより、 かの 文 取り出 だして 奉る。 瀧 ロ是を 見て、 うれし さは 何 

に譬 へんかた もな し。 その後た びく 文 ども ありて、 あ ふせの 巾と なり 袷 ふ C 小笹 のな 
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へと て、 やがて 懸想 詞をぞ かけに ける。 

秋の 田の かりそめ ぶしの みなり とも 君が 枕 を 見る よし もがな 

橫笛顏 うちあ かめて ぞ 受取り 參ら せけ る、 御 返事 をば よの 人して ぞ 出-たし ける。 瀧 口 御 

所よりか へりて、 心 そらに あこがれて、 寢 もせす、 起き もせす、 いづれ を か 夢と も 思 ひ 

分けた るかた もな し。 いかにと 問へ ども 言 はすして、 只 寄り 臥して 見えければ、 ある 時 

乳母 枕に そ ひ 給 ひ、 御 心の やう を懇に 御物 語 候へ、 つやく さやう に ロハなら ぬ 御 煩 ひと 見 

まゐら せて さ ふら ふ、 御 心を殘 さす 御物 語 さ ふらへ と 申しければ、 瀧 口 打ちと けの たま 

1 一 よ、, ゐ 》^ 

ふ は、 いつぞや， 院の 御所へ 御 使に 參り候 ひし 時、 橫笛 とやらん を 一目み しょり かた 

時 も 忘る t ひま もな く、 つ i む 思 ひ は うづみ 火の、 けぶり は 胸に せき あへ す、 いと r 思 ひ 

はます 鏡、 かき 曇りた るば かりなり と、 懇に 語りければ、 その 御 事に て さ ふら は r、 やす 

き 御 事に て 候 ふぞ、 御文 あそばし 候へ、 女院の 御所へ 常々 みづ からこ そ參り 候へ、 御 機 

嫌よ ききに 申さん とて、 世に たのもしく 申し 侍りければ、 瀧 口 あまりの 嬉し さに、 急ぎ 

起き あ ひ、 紅 の 短冊 樓た みつけた る を 引き 重ね、 墨す りなが し 筆 を そめ、 心のう ち を 書 

きつけ、 ひき 結びて ぞ出 だしけ る。 めのと 文 給 はりて、 女院の 御所へ ぞ參 りけ る。 瀧 口 


横笛 草紙 I 


中 ごろの 事に や、 建禮 門院の 御 時、 刈 藻、 潢笛 とて、 二人の 女房 侍りけ り。 刈 藻 は 平家 

のとき、 越 前の 前 司 もりつ ぐと 最愛して 下り 給へ り。 今 一 人の 橫 笛が 行く へを尋 ぬるに、 

まことに あはれ なる 事 どもな り。 その かたち、 容顏 美麗に していつ くしく、 霞に 句 ふ 春 

の 花、 風に みだる i 靑 柳の いとた を やかに、 秋の 月に 異ならす。 彼の 頃 都に Si え 給 ひし 

淨海 入道 どのに うへ こす 人ぞ なかり ける。 津の國 兵 庫に 都 を 立て、 後の世までの かたみ 

と 思 召し、 築 島 を ぞっかれ たる、 殊に 末代まで 絶えす とか や。 其 御子 小 松 殿の 御う ちに、 

たきぐち ミ  より  をの こ 

三 條の齋 藤、 瀧 ロ時賴 とて、 花やかなる 男子 あり。 小 松 殿の 御つ かひに 女院の 御所へ 參り 

つ V からが きの. 2： へ 入り、 面鄺 にや すら ひ、 物申さん と 窺 ひたる 所に、 橫 箱 樱 重ねの 薄 

衣に 紅の 袴の そば をと り、 身 を 押しの けて 出で たる 形、 をん けんとして 楊 貴妃李 夫人 も、 

是に はいかで 優るべき と- ぞ覺 えけ る。 さて 灘ロ 文と り 出 だし、 とく 御 返事 御. & しさ ふら 

橫 ffi 草紙  二 < 五 
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が與 へし かたみの 箱、 あ ひか まへ て 明けさせ 給 ふなと 言 ひけれ ども、 今 は 何 かせん、 あ 

けて 見ば やと 思 ひ、 見る こそ 悔し かり けれ。 此箱を あけて 見れば、 中.^ り 紫の 雲 三 筋の 

ほりけ り。 是を みれば 一 一十 四 五の よは ひも 忽ち 變り はてに ける。 

扨 浦 島 は 鶴に なりて、 虛 空に ^ びの ほりけ る 折、 此浦 島が を 娘が はから ひとして、 箱 

の 中に た み 入れに けり、 さて こそ 七 百年の 齢 を 保ち けれ。 明けて 見るな と ありし を 

明けに ける こそ 由な けれ。 

君に あ ふ 夜 は 浦 島が 玉手箱 あけて 悔しき わが 淚 かな  . 

と 歌に もよ まれて こそ 候へ。 4^ぁるもの、 いづれ も 情 を 知らぬ とい ふこと なし。 いはん 

や 人間の 身と して、 恩 をみ て 恩 を 知らぬ は、 木石に たと へたり。 情 ふかき 夫婦 は 二世の 

契と. & すが、 憲 にあり 難き 事 ども かな。 5^ 島 は 鶴に なり、 蓬萊の 山に あ ひ をな す。 は 

甲に 三せ きのい ゎゐを そな へ、 萬 代を經 しとな り。 こそ めでたき ためしに も 鶴^ を こ 

そ 申し 候へ。 只 人に は 情 あれ、 情の ある 人 は 行末 めでたき 由. &し傳 へたり。 ：^、 のち 浦 島 

太 郞は丹 後の 國に浦 島の 明 神と 顯 はれ、 衆生 濟 度し 給へ り。 龜も 同じ 所に 神と あら はれ、 

夫婦の 明 神と なり 給 ふ。 めでた かりけ るた めしな り。 


御伽 草紙  二八 二   

かりそめに 契りし 人のお も かゆ を 忘れ もやらぬ 身 をい か r せん 

さて 浦 島 は 故 鄉へ歸 りみ て あれば、 人跡 絕ぇ はてて、 虎 ふす 野邊 となりに けり 。浦 島 こ 

れを 見て、 こ はいかなる 事 やらん と 思 ひける。 かたはら を 見れば、 柴の 庵の ありけ るに た 

おきな  たれ , 

ち、 物い はんと 言 ひければ、 內 より 八十ば かりの 翁いで あ ひ、 誰に て^たり 候 ふぞと 申せ 

ば、 浦 島 申しけ る は、 此 所に 浦 島の ゆく へ は 候 はぬ かと 言 ひければ、 翁 申す やう、 いか 

なる 人に て 候へば、 浦 島の 行方 をば 御 尋ね 候 ふやらん、 不思議に こそ 候へ、 その 浦 島と 

やらん は、 はや 七 百年 以前の 事と 申し 傳へ候 ふと 申しければ、 太郞 大きに 驚き、 ，> はい 

かなる 事ぞ とて、 そのい はれ を ありの ま- -に 語りければ、 翁 も 不思議の おも ひ をな し、 

淚を 流し 申しけ る は、 あれに 見えて 候 ふ ふるき 塚、 ふるき 石塔 こそ、 その 人の 廟 所と 申 

し傳 へて さ ふらへ とて、 指 を さして 敎へ ける。 

太郞は 泣く く、 草 ふかく 露し けき 野邊を わけ、 ふるき 塚に ま ゐり淚 をな がし、 かくな 

ん、 

かりそめに 出で にし 跡 を來て みれば 虎 ふす 野邊 となる ぞ かなしき 

さて 浦 島 太郞は 一 本の 松の木 陰に たちより、 呆れ はてて ぞゐ たりけ る。 太郞思 ふやう、 龜 
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かん つれ 
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くや あらんと、 心 をつ くし 中せ しに、 今 別れな ば 又い つの^に か 逢 ひま ゐらせ 候 はんや、 

二世の 緣と 申せば， たと ひ此 世に てこ そ 夢幻の 契に て さ ふら ふと も、 必ず 來世 にて は 

一 つ はちす の綠と 生まれさせ おはし ませと て， さめ 人、 \ と 泣き 給 ひけり。 又 女房 e. しけ 

る は、 今 は 何 を か 包み さ ふら ふべき、 みづ から はこの 龍せ 城 S 龜 にて 候ふ. か、 ゑ じ まが 

磯に て 御身に 命 を 助けられ まゐら せて 候 ふ、 其 御 恩 報じ 巾さん とて、 かく 夫婦と はなり 

まゐら せて 候 ふ、 又是 はみ づ からが かたみに 御覽じ 候へ とて、 ひだりの 脇より いっくし 

き 苜をー つ 取りいだ し、 相 構へ てこの 営 を 明けさせ 給 ふなと て 渡しけ り。 

會者定 離の なら ひとて， 逢 ふ もの は必す 別る >A と は 知りながら、 と め 難くて かくなん， 

日 かすへ て かさねし 夜半の 旅 衣た ち 別れつ. - いっかき て 見ん 

浦 島 返歌、  . 

別れ ゆく うはの 空なる から 衣ち ぎり 深く ば 又もき て みん 

さて 浦 島 太郞は 互に 名殘 をし みつ. -、 かくて あるべき 事なら ねば、 かたみの 営 を 取り も 

ふるさ ミ  ゆく すゑ 

ちて、 故鄉 へこ そかへ り けれ。 忘れ もやらぬ こしかた 行末の 事 ども 思 ひつ *i けて、 はる 

かの 波路 を かへ ると て、 浦 島太郞 かくなん、 

浦 島. 4< 一郎  .  .  二八 一 


御 伽 草、   二八 〇 

あけて 見ければ、 春の けしきと 覺 えて、 梅 や 櫻の き 亂れ、 柳の 糸 も 春風に、 なびく 霞の 

、つぐ ひ. u  こ ず幺  みなみお もて 

うちよりも、 黄鳥の 音 も 軒 近く、 いづれ の 木末 も 花 なれ や。 南面 をみ て あれば、 夏の 景 

色とう ちみえ て、 春 をへ だつ る 垣穗に は、 卯の花 やま づ咲 きぬらん、 池の はちす は 露 か 

けて、 汀 涼しき 漣 に、 水鳥 あまた 遊びけ り。 木々 の 梢 も 茂りつ >4、 空に 鳴きぬ る皡の 

聲、 夕立 過ぐ る 雪 間より、 聲 たて 通る ほと よぎす、 鳴きて 夏と は 知らせけ り。 西 は 秋と 

うちみえ て、 四方の 梢 紅葉して、 ませの ラ ちなる 白菊 や、 霧た ち こもる 野べ のす ゑ、 まさ 

きが 露 を わけ /、て、 聲 ものすごき 鹿の ねに、 秋との みこ そ 知られ けれ。 さて 又 北 をな が 

むれば、 冬の 景色とう ちみえ て、 四方の 木末 も 冬 がれて、 枯葉に おける 初霜 や、 山々 や 

ロハ 白妙の 雪に む もる.. - 谷の 戸に、 心 ほそく も 炭 竈の 煙に しるき 賤が わざ、 冬と しらする 

景色 かな。 かくて 面白き 事 どもに 心 を 慰め、 榮 華に 誇り、 あかしく らし、 年月 を ふる ほ 

どに、 三年になる は 程 もな し。 浦 島太郞 申しけ る は、 我に 三十日の いとま をた び 候へ 

かし、 5^ 里の 父母 をみ すて、 かりそめに 出で て、 三年 を 送り 候へば、 父母の 御 事 を 心 

もとな く 候へば、 あ ひ 奉りて 心安く ま ゐり候 はんと. & しければ、 4^ 房 仰せけ る は、 三と. 

せが 程 は、 篤鴦の 衾の したに 比翼の 契 をな し， 片時み えさせ 袷 はぬ さへ、 とや あらん か 


浦 島太郎 


二 七 九 


房の 申しけ る は、 一 樹の 影に 宿り、 一 河の 流 を 汲 

むこと も、 皆 これ 他生の 綠ぞ かし、 まして や は 

るかの 波路 を、 遙々 とおくら せ 給 ふ 事、 偏に！^ 

生の 緣 なれば、 何 か は 苦し かるべき、 わら はと 

夫婦の 契 を もな し 給 ひて、 おなじ 所に あかし 暮 

らし 候 はんやと， こま < ^と 語りけ る。 

浦 島太郞 申しけ る は、 ともかくも 仰せに 從 ふべ 

しと ぞ 申しけ る。 さて 偕老同穴 のか たら ひも 

淺 からす、 天に あらば 比翼の鳥， 地に あらば 連 

理の 枝と ならん と、 互に 鴛鸯 のちぎ り淺 からす 

して、 明かし 暮らさせ 給 ふ。 さて 女房. e. しける 

は、 これ は 龍 宮城と 申す 所な り、 此 所に 四方に 

さ 5 ち く 

四季の 草木 を あら はせ り， 人ら せ 給へ、 見せ 申 

さんと て、 引 具して 出で にけ り。 まづ 東の 戶を 
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二 七 六 


素懐 I 本意 


の 深き ゆ ゑ なれば、 共に 出家 せんとて、 やがて 髪 切り捨てて、 同じ 庵室に とぢ 籠り、 行 

ひすまして ゐ たりけ り。 

きビり 

佐 伯 は 二人の 女房に 捨てられて、 あるに 甲斐な き 身の ほどと て、 髻 きりて 西へ 投ゅ、 高 

野 山へ ぞ 登りけ る。 是も淸 水の 觀 音の 御 方便に て、 三人と もに 救 ひとら せ 袷 ひて、 いづ 

れも行 ひ 澄まして、 注 生の 素懷 をと ゆ、 彌陀， 觀音， 誓 至と あら はれ、 三尊是 なりと い 

へり。 誠に ありがたく たっと かりけ る惠 みなり。 —— . 


く 御 嬉しくな がめ 入り 候 ふ、 すな はち 御む かひ ま ゐらせ 候 ふま V 急 ざ 御 下り 候べ く 

候、 く はしく はとても 御み づ からにて と 寄 かせたり。 さる ほどに 程なくむ かひ は 京/上 

りつきけ り。 その 間にう つくしく 御所 をた て 待 たれけ り。 京に は 嬉しく 思 ひて、 やがて 

下られけ る 間， 程なく 豐 前の 國 にっき 給へ り 。御 下りと ておのく ひしめき、 やがて i 

造へ 入れ 奉りて、 女房いで あ ひて、 あらいつ くしの 女房 や、 李 夫人、 楊 貴妃、 衣 通姬、 

小 野の 小町と 聞きった へし も、 是に はいかで 勝るべき、 われさへ 見れば 餘 りのうつ くし 

さに、 たち ども 更に 覺 えす、 かほ ど 美しき 人 を さへ 肯 ひ 出 だす 事 もな し、 まして わら は 

な 力 Jtfc"  タ  ふ ミ くじ 4* 

が 事と て は 年月 長々 の 在京に 一度 も 思 ひ 出 だす まじ、 かほど無得心なる5|^^賴みしゎ 

れ こそ 淺 まし けれと て， 髮 剃り 落し 出家 せんと、 た r 一す ぢに思 ひ 定めし 女房の、 心の 

うちこ そや さし けれ 0 かくて 夫に いふ やうば、 是迄 京の まれ 人 を 呼びく だして 候 ふうへ 

は、 いそぎ 御 見參候 へ かしと 言 ひければ、. ー1 すな はち 新造 へ ぞうつ りけ る。 

=tn: (あとに 女房 は髮を 切り 文に そ へ おき、 やがて 家をぞ 出で にけ る。 京の 女房 此. m を^き、」 

やさし やな、 高き も賤 しき も 妬むなら ひの 候 ふに、 かやう にやさし き 人 をい かで か 一 に 

おくべき ぞ、 ：5^- 伯に 二た び見參 して、 過ぎに し戀を はれつる も、 偏に 彼の 本妻の なさけ 

さ い き  二 七 五  -. > 
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3 さ ー赛 さ、 宇 

佐 


た のめられて一 

たの もしく せ ら 

れて 

もやう— 領城屋 

の 主人 を 長と W 

ふ 事 あり、 そこ 

は ある 女 を h ふ 

にや 

もちやみ I 假病 


空なる 事まで も、 契りと けば うらやまし、 行きが た 知らぬ あま 小舟、 獨り物 を や こが 

るらん、 野 寺の 鐘の 入相 も、 心つ きぬる うき 身 かなと 赛 きて、 あまの みるめ もはづ かし 

や， いそぎ 煙と なし 給へ とて、 おくに 歌 あり、 

見る たびに 心つ くしの かみ なれば うさに ぞか へ す もとの 社 へ 

とか-. れ たり。 伯く だり の 時、 かたみと て 一 ふさ 切りて 置きつ る髮 の髮 を、 卷 きそへ 

て あり。 うちの 女房 是を 見て、 あらう つくし や、 おもしろ や、 か i る 優なる 女房 を 呼ばで 

はいか r あるべき ぞ、 かほ ど 福 人なる a- に、 かくと 物い は r いか r あるべき、 たばかり 

ごと を 言 ひて 見ん と 思 ひて、 ^^伯魔野ょり歸りけろに、 4„< 房い ふやう は、 みづ からが 妹 

都に 人に た のめられて 此稈候 ひしが、 夫の 心のう たてさ は、 と あろち やうに 思 ひっき 

いとま を 出 だして 候 ふ 程に、 萬 事た のみて 下り 候 はんと * 文 を f  J とづて 下し 候 へ ば， むか 

ひ を 上せて たび 候 へ と 言 ひければ、 やすき 程の； 8^ なりと て、 いそぎ 迎ひを 上す ベ きとい ひ 

て、 やがて 言 ひつけて， 人 を 上せん と ありし かば、 その IT 此 女房 は そら やみ をして、 文 

を 書きえ す 候 ふ、 殿に 一筆 あそばして 御 やり 候へ と； K ひければ、 ともかく もとて 書かれ 

けり。 久しく 御お とづれ も し 候 はで、 心より 外に 候ふ處 に、 御文 袷 はりう ち 置きが た 


七 


野 
？守 


夜よ の 
ビに 我 


じと 巾し 給へば、 此文 ロハと r きて 候 は v.、 よろこび 入り ま ゐらせ 候 ふべ しとて、 さめ，^ 

と 泣き 給へば、 佾も あはれ に 思 ひ 給 ひて、 いかなる 御 事の 御文に て 候 ふやらん， いた は 

しゃと 思 ひて、 いそぎ ゆく 程に、 程なく豐前の國^^伯の销にたづね人り、 此文 都より 御 

ことづて 候 ふと ありければ、： 折ふし^^伯は鷹野に出で、 二三 H も か へられす。 たしかに 

と r けて * 佾 はすな はち 歸られ けり。 

內の 女房 此文 をと りて 見て あれば、 便 直 よろこび 申し ま ゐらせ 候 ふ、 さても く 御 下り 

ら  タ ころ 

の その後 は. よもの 荻 原 霜枯れて、 たよりの 風の 音 もな し， 下 紫の 露 も 秋す ぎて、 おき 所 

なき 葛の 葉 を、 うらみん とすれ ども 枯れく の、 かつらば かりの 身に そ ひて、 しがら む 今 

心、 せめて 思 ひも 慰む と、 傾く 月 を 見お くれ ども、 ながむ る 人の あら ざれば、 空しき 

の あか 月 は、 したしき 寢屋 にたち かへ り、 あくる も 遲き戀 衣、 ^？；が姿を夢にても、 

せめて 見ば やと 思へ ども、 ねられぬ 夜 はの 癖と して、 夢 さへ うすくな りに けり、 かたし 

く 袖の ひとりね は、 雪 居の 雁の ひとつら も * つが はぬ 鴛 *| のこ i ちして、 霜 さむし ろ 

の 鶴が 音 は、 あ ふと 見る 夜の 夢 もな し、 思 ふ 心のお も かけ は、 身に そふば かります か r 

み、 Et- てと 巾す 人 も あらば こそ、 さな. から 夢の 心地して， 空飛ぶ 烏の 一つが ひ、 うはの 
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ひけり。 

かくて 筑紫 にっきければ、 安堵の 喜び かぎりな 

にち f- や I ら つぶ さかもりび I 

し。 日々 夜々 の亂 舞、 酒 盛 美々 しき 事 かぎりな 

し。 かくて 日數 をお くりし かば、 三と せに なり 

けれども 迎 ひもの ほせす。 京の 女房 は 今やい つ 

やと 待ち けれども 音 もせす。 そよ. 0 風の 吹く も 

此 おとれ づ かと 待ち かねて、 餘 りの 苦し さに 淸 

水に まゐ りて、 此 いのり をぞ. & されけ る。 ある 

とき 鎌 倉へ 下りけ る 僧の ありけ るに、 文 一 つか 

きて ことづて、 下さん とかたら ひければ、 此僧 

やすき ほどの 御 事な りと ありければ、 うれしく 

思 ひて、 ふみを かきて 此御佾 に 奉る。 御 佾は文 

うけとりて、 行脚の 事に て 候 ふ ほどに、 居け 參 

らせ候 はんすれ ども、 御 返事まで は 本望 候 ふま 


さん らうかん- 

未詳 


いそ ざ歸 り、 ありの ま i に 巾し ければ、 ^^伯iiき給ひて、 うち 案じつ よ |2 く ありて， さ 

て は 嬉しき もの かな、 歌の 木 歌に さる 事 あり、 

物 かゆに ありと 見えな ば おきなせ そこよ ひすぐ す な鵑 の草宽 


此 歌の心な りと 思 ひて， 事 尋常に 出で立ちて、 彼の 所へ ぞい そがれけ る。 もとより 彼 

の 女房 も、 今宵と いひし 事 なれば、 今やい つやと 待ち ゐ たり。 さる 程に 佐 伯、 このうち へ 

つかく と 人る ほどに、 とかくの 事 もな く、 偕老同穴 のかたら ひ淺 からす。 此女房 は 世 

にある 人に て、 禁中 さまへ も だい./ \» さんら うかん を 參らせ 給 ひけ る^に、 伯の 本領 

も 程なくみ ちゆき て、 豐 前へ 下らん と ぞの給 ひて、 こしら へられけ り 0 比 女房， すこしの 

あ ひだ， 

間 もた ち 離れん 事を悲 みつ- -， 下り かねて ぞ ありし が、 あるとき 此 4^ 房に. & されけ る は、 

只今 もつれ まゐら せて 下りた く は 侍れ ども * 竹 松 一人 候へば、 とかくの 事に も 及び 候 は 

t やがて 御迎 ひに 上せ 候 ふべ し、 それまで 離れが たく 思 ひま ゐらせ 候へ との 給 ひ、 た 

が ひに 御 心 も 一つに て 候 は r、 道す がらの 事 も おしはからせ 給 ひて、 御 忘れ もせす お ほ 

しめし 給 は r、 御む かひ をまゐ らせんまで、 是を かたみに 御覽 じて 御 待ち 候へ と、 髮の 

髮を すこし 切りて， 女房に 參ら せけ り。 女房 も 離れが たく 思 はれ けれどもと ばかりの 給 


御伽 草紙  二 七 〇  

間かぬ 顏 にて 候 ひし 程に、 も. し 主ば しあたり に 在る やらん と、 しづ 心 もなかり けり。 0 

夜 もやう く 明けければ、 けうが る 下女に 包 を 持たせ、 舞臺を さして 出 でられけ ろ 程に.、. 

あま.^ の名殘 をし さに， 立 寄り 袂を ひかへ て * 一  曾 かくなん， 

別 るれば われ こそう けれ あか 月の 鳥 はなに しに 音 をば 鳴 くらん 

きて 見て ぞ 宿の つら さも 知られけ る 君 ゆ ゑぬ る i 袖と お. へば 

かやう によみ ければ、 女房 も 打 案じ、 歌の 返事せ ぬ もの は、 舌な きものに 生 るよ とき 

けば、 ふり かへ りて なん、  , 

われ も 只 おなじ 心に 旅 衣き てこ そ 宿の つら さ を も 知れ 

斯樣 によみ 捨てて 歸 りければ、 あまりの 名殘 をし さに、 竹 松 をよ びて、 今の 女房の あと 

に 行きて、 宿 を 見て 歸れ よと 言 ひければ、 此童 みえがくれに 行きければ、 四條高 食に て、 

ひろえん 

さもい うなる 所へ 人り ける ほどに、 つ *i きて 人り みれば、 廣椽に うちあが り、 妻戸へ 入 

らせ給 ひけろ が、 うしろ を 見 給へば わら はの 来りし を、 つくぐ と 見 給 ひて、 うち 笑み 

わら は  しラ 

て 立た せ 給 ひける 程に、 此童 さしより ければ、 この 女房の 給 ひける やう は、 汝が 主に は 

もす のく さぐき と 言 へ とば かりにて、 內 へ 入らせた まひけ り。 


さ. s き一原本 

「 さかき」 ともれ 

ど 誤な S こ と 明 

なれば 改む 


沙汰— 

みちゆかず 1 は 

かどち 


さ 


さ 


ほ 3 たん一牡丹 

力 


豐 前の國 うだの 伯と 中す 人、 一 族に 所領 を とられ、 京都 へ 上り 沙汰 するとい へ ど も、 

更に みちゆかす して、 年月 をお くれ ども 甲斐な し。 かくて は 叶 はじと 思 ひ、 淸 水に ま る 

りて • 一七 日 こもりて、 御 夢想に まかせ、 とにもかくにもな らんと 思 ひたち、 竹 松と 巾 

す 童 を】 人 具して まゐ り、 祈念 を 深く 巾せ ども、 さした る 御 夢想 もなかり けり 0 ぁヒり 

をき つと 見て あれば、 年の ほど 二十ば かりの 女房の、 みめかたち 世に すぐれて、 I^J^ の 

かん ざし は 靑黧が 立 板に 唐墨 を かけた るに 異ならす。 かつらの まゆす み靑 うして、 おお 

の 唇う つくしく して、 ほうたんの かさね をに 異ならす 0 三十 二相の かたち は、 月 をね た 

み 花 を そね むば かりなる 女房の、 みな 水晶の 珠數 をつ まぐ り、 ビ 見えけ るに、 ^ 

伯 心に おも ふやう、 おなじ 人間に すむならば、 かやう の 人と 一夜の 枕を拉 ぶる よし もが 

なと， あまり 心の 堪へ かねて， 詞を かけんと 思 ひ 立ちより、 御 こもり！^ ふかと 申せ ども、 
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意 か 


おう， ち. I 乙 »^ 

ては^l^ハ久とhふ 

程の 意 

うば ー?K" 母 


のきて、 是 はた， r 者なら す、 た 地獄に 亂 こそいで きたれ、 た， r 逃け よと 首 ふまぶ に、 打 

出の 小槌， 杖し もつ、 何に 至る まで 打 捨てて、 極樂淨 土の いぬ ゐ の、 いかにも 1? き 所へ、 

5 ちで  こ づら 

やうく に 逃け にけ り。 さて 一寸法師 は 是を旯 て、 まづ打 出の 小槌 をらん ばう し， われ 

つ-.  . t 

われが せい を 大きに なれと ぞ、 どうと 打ち 候へば、 程なくせ いお-は きになり * さて 此程 

つかれに のぞみた る ことなれば、 まづ^^ 飯 を 打ちいだ し * いかにもう まさうな る 飯. 

いづく ともなく 出で にけ り。 不思議なる 仕 合と なりに けり 。せ、 後金 銀 うちいだ し. 姬 

君と もに 都への ほり、 五條 あたりに 宿 をと り、 十日ば かり ありけ るが、 此事 かくれな け 

れば、 -k: 裏にき こしめ されて、 急ぎ 一 寸法 師をぞ 召されけ り。 すな はち 參内 つかまつり、 

大王 御覽 じて、 まことにい つくしき わら はに て 侍る、 いかさま これ は賤 しからす。 先祖 

を 尋ね 給 ふ。 お うぢ は 堀 河の 中納 言と 巾す 人の子な り、 人の 讒言に より， 流され 人と な 

ゐ なか 

りた まふ、 田舍 にて まう， けし 子な り、 うば は 伏 見の 少將 と. E. す 人の子な り、 幼き 時より 

父母に 後れ 袷 ひ、 かやう に 心 もい やしから ざれば、 殿上へ 召され、 堀 河の 少將 になし 袷 

ふこ そめで たけれ。 父母 を も 呼び まゐら せ、 もてなし かし づき 給 ふ 事、 世の 《5 にて はな. 

かりけ り。  -. 
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給 ひかし. I 給へ 

かしの si 


さようが る 島 1 

1 風 か はりた る 

島 


一 寸 法師 申しけ る は、 わら はが 物 を 取らせ 給 ひて 候 ふ 程に、 とにかく にも はから ひ宾 、 と 

ありけ ると て、 心の、 フ ちに 嬉しく 思 ふ 事 かざりな し。 姬君 はた r 夢の、； 1 地して、 つ 呆れ は 

てて ぞ おはしけ る。 一寸法師 とくく とす i め 申せば、 闇へ 遠く 行く ふぜいに て、 都 を 

出で て 足に まかせて 歩み 給 ふ、 御 心のう ち おしはかられて こそ 候へ。 あらいた はしゃ、 

1 寸法 師は. 败君を さきに 立てて ぞ S でに けり。 宰相 殿 は あはれ 此事 をと r め 給 ひかし と 

ま は t 

思し けれども， 繼母 のこと；：^ れば、 さしてと r め 給 はす、 女房た ち もつ き 添 ひ 給 はす。 

姬君 あさましき 事に 思しめ して、 かくて いづかた へ も 行くべき ならね ど、 難 波の 浦へ 行 

かば やとて、 鳥 羽の 律より 舟に のり 給 ふ。 折 ふし 風 あらく して、 きょうがる 島へ ぞっけ 

にけ る。 舟より あがり 見れば、 人 住む とも 見え ざり けり。 かやう に 風 わろ く 吹きて、 か 

の 島へ ぞ 吹き あゆけ る。 とや せんかく やせんと 思 ひ 1^ ひけれ ども、 かひ もな く 舟より あ 

がり、 一寸法師 はこ- - かしこと 見め ぐれば、 いづく ともなく お 二人 来りて、 一人 は 打 出 

の 小槌 も 持ち、 いま！^ 人が 申す やう は、 ^みて あの 女房と り 候 はんと 申す。 くちより 

み 候 人ば、 目のう ちょり でに けり。 鬼 中す やう は、 あは 曲者 かな、 口 をふさ ゆば 目よ 

り出づ る。 一寸法師 は 鬼に 吞 まれて は、 目より いでて 飛び ありき ければ、 鬼 もお ぢ をの 


ミき やう- 1 


みつもの. I 未詳： 

うち まき— 散 米 


わら は lit- 法 

師みづ から をお .. 

ふ  ； 


とい ひければ、 宰相 殿 はき こしめ し、 面白き 聲と 問き、 椽の はな へ たち 出で て御覽 すれ ど 

も 人 もな し。 一 寸 法師 かくて 人に も 踏み 殺されん とて、 ありつる 足駄の 下にて、 物 巾さん 

と. S. せば、 宰相 殿 不思議の ことかな、 人 は 見えす して、 おもしろき 聲 にて よば はる， 出 

あしだ  i 

でて 見ば やと 思しめ し、 そこなる 足駄 はかん と 召されければ、 足駄の 下より、 人な 踏ま 

せ 給 ひそと. &す。 不思議に 思 ひて みれば、 いっき やうなる ものに て 有りけ り。 宰相 殿御 

覽 じて、 けに も 面 由き 者な りと て、 御 笑 ひなされ けり。 

かくて 年月 をお くる 程に、 一寸法師 十六に なり、 せいは 元の ま i なり。 さる 程に 宰相 殿に 

十三に ならせ 給ふ姬 君お はします。 御 かたちす ぐれ 候へば、 一 寸法 師顺君 を 見た てまつ 

りしより 思 ひとなり、 いかにもして 案 をめ ぐらし、 わが 女房に せば やと 思 ひ. ある 時み 

つもの のうち まき 取り 茶袋に 入れ、 姬 君の ふしてお はしける に、 謀 事 をめ ぐらし、 姬 君の 

御 口にぬ り、 さて 茶袋ば かり もちて 泣 きゐたり。 宰相 殿御 覽 じて、 御 尋ね ありければ、 姬 

君の、 わら はが 此 とり 第め てお き 候 ふうち まきを、 取らせ 給 ひ 御 ま ゐり候 ふと 申せば， 

宰相 殿 大きに 怒らせ 給 ひければ、 案の ごとく 姬 君の 1: 口につ きて あり、 まこと ii 偬なら 

す、 か i る 者 を 都に おきて 何 かせん、 いかにも 失 ふべ しとて、 一 寸 法師に 仰せつ けらる る？ 
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御 af M 


 n 六 四  

いづ 方へ も 行かば やと 思 ひ， 刀なくて はいか、 r 

と 思 ひ、 針 を 一 つうばに I 乙 ひ 給へば、 取りいだ 

むぎわら  つかさ や 

したびに ける。 すな はち 麥禪 にて 柄 鞘 を こしら 

へ、 都へ 上らば やと 思 ひしが、 自然 舟なくて は 

いか， i あるべき とて、 又う ばに 御 器と 箸と たべ 

な 々一 り  つ -、 

と 中し うけ、 名殘 をし くと むれ ども、 たち/出で 

にけ り。 住吉の 浦より 御 器 を 舟と してう ち乘り 

て、 郤へぞ 上りけ る。 

すみなれし 難 波の 浦 をた ちいで て 都へ いそ 

ぐ わが 心 かな 

かくて 鳥 羽の 津 にもつき しかば、 もこ もとに 乘 

りきて て 都に 上り、 こよ やかし f  J と旯る ほどに、 

四條 五き の I5:si、 心 も詞 にも 及ばれす 。さて 三條 

のぎ 相 殿と S. す 人の もとに 立 寄りて、 物申さん 


寸 法師 


1 ,5 も. < ならす 

-身長 もの， ひず 


中頃の 事なる に、 津の國 難 波の 里に、 お うぢとう ばと 侍り。 うば 四十に 及ぶ まで、 子の 

なき こと を悲 み、 住吉 にまゐ り、 なき 子 を 祈り 申す に、 大明神 あはれ とお ほしめ して， 

四十 一 と 申す に、 た、... ならすな り ぬれば、 お うぢ 喜び かぎりなし。 やがて 十月と .5. すに、 

い つくしき 男子 を まう けけ り。 

さりながら 生れお ちて より 後、 せい 一 寸 あり ぬれば、 やがて 其 名 を 一 寸 ほうしと 名 づけ 

られ たり。 年月 を ふる ほどに、 はや 十二 三になる まで 育て ぬれ ども、 せい も 人なら す。 つ 

ほけ もの ふ ぜぃ 

くづ くと 思 ひける は、 .ur 者に て は あら ざれ、 た， i 化物 風情に てこ そ 候へ、 われらい か 

なる 罪の 報に て、 かやう の 者 をば 住吉 より ぽ はりた るぞ や、 淺 まし さよと、 見る め も 不便 

なり。 夫婦 思 ひける やう は、 あの 一 寸 法師め を いづ 方へ もやら ば やと 思 ひける と 中せば， 

やがて 一寸法師、 此出 うけ 給 はり、 親に も かやう に 思 はるよ も、 くち をし き 次第 かな， 
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御 
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暗きょ リ. 1;^ 歌 

正しく は 「暗き 

より 喑き 道に ぞ 

入りめ ぺき遙 に 

照らせ 山の端の 


ぎ 雪 を わけ、 播 磨の 國書寫 へ 上り、 性 空 上人の 御 弟子と なり、 六十 一 の 得心し 給 ひける 

とき、 書 寫の鎭 《寸の 柱に、 御 歌を霄 きつけ 袷 ひ， かくば かり、 

喑 きょり 喑き やみ ぢ にうまれ きて さやかに 照らせ 山の はの 月 

とよみて、 書きつ け 給 ひける によりて、 歌の 柱と いふ こと は、 ^磨の 國窖寫 よりこ そ は 

始まりた ると. E. すなり。  一 


和 泉 式部 


二 六 一 


御伽 草紙 


二 六 〇 


なり 候 ふと 語りければ、 產衣は 何に て 候 ふと 問 

ひ 給へば、 あやめの 小袖の つまに. 一首の 歌 を 

書きたり。 いかにと 仰せければ、 やがて 道 命、 か 

くと あり、 

も i とせに 又も？ I とせ は 重ぬ とも 七っ^ \ - 

の 名 をば たえ じな 

とよみ 候 ふ 歌な りと いへば、 和 泉 式部 は 捨てし 

時、 鞘 をば とめ 給 ひて、 是 をば わがみの かたみ 

と 思 ひし 故に、 身 を はなた す 持ちたり し 程に、 

鞘 をと り 出 だして あは すれば * 疑 ひもな き 元の 

鞘な り。 こ は 何事 ぞ 親子 を 知らで あ ふ 事 も、 か 

かる 浮 W にす む ゆ ゑな り。 是を 菩提の たねと し 

て、 都 をい まだ 夜 深に 出で て、 をのへの 鐘のう 

らづた ひ、 ひ. r き は 何とし かまがた、 霞 をし の 


養子の 父 I 卷ハ久 

と， 5 ふに 同 t 


じつけ て、 下女 一人 つれて 内妻 をいで、 道 命が 宿へ 行きて， 戶を ほと くと 叩きて かく 

なん、 

出で て ほせ こよ ひば かりの 月影に ふり ぬ ら す 戀の袂 を 

Ivr- めい  おもて  *w 

とよみ 給 ひければ、 道 命 うちにて 是を きょ、 夢の こよち して 表の 戶を あけて、 さらば 外 

へ も 出です して、 かこち 顔なる 風情して かくば かり、 

出です とも 心の あ らば 影 さ して 闇 を 一ば てらせ 有 明の 月 

とよみて、 うち ほれた る 風情， もとより 彼の 女房な さけ 深き により、 うちに さし 人り て、 

ゑんれ ラ 

其 夜 は 鴛鴦の ふすまの したに 比翼の 契 を こめ、 夜 もやう く 更け、 きぬ <\- なりし 折し 

たうめ い  まもりがたな  1  >  •  • 

も、 道 命が もちけ る 守 刀 を、 など やらん 心に かけ 給 ふけし きに て、 仰せけ る やう は 女 

♦♦.IP りが たな  た.7 めい 

房の 身 こそ あれ、 男の 守 刀 を かけた るた めし はいかに と 仰せければ、 道 命、 これ は 由 あ 

る 刀に て 候 ふ、 いかにと. & すに、 われ は是 五條の 橋の 捨子に て 候 ふ を， 養子の ハ< の そだて 

て， 人と なされ 候 ふなり、 又 われに 此刀を そへ て 捨てられし 刀 なれば、 これ を 母と 思 ひ， 

身 を も はなた す 持ちた ると 申しければ、 女房な ほ 怪しく 思 ひ、 さて は 御身 はいくつ にな 

り 恰ふぞ と 問 ひ 袷へば、 道 命、 子に て 捨てられ 候 ふよし うけ 給 はり 候 ふ、 今 はは ゃ大に 


和 泉 式部 


二 五 九 


I 御隱伽 草紙 I  二 五八  

二十 1 と， 1 度の なさけ こめんと て 多くの ことば 語りつ くしつ 

と 詠み てんければ、 彼 下女 道 命 をつ くぐと 見て、 かほ どや さしき 業 をして、 かんし 寶 

り 給ふぞ とい ひければ、 ふり^^し てと 答へ ける。  ， 

下女 は 心え す 思 ひける。 さる 間 禁中 此事 をき こしめ され、 只今の 商人の 歸る さき 見よ と 

て、 人 を そへ て 見せ 給 ふに、 道 命 內裏を 出で て、 心に 思 はれけ る は、 今日は 日 も くれぬ、 

あすこ そと 思 ひ 宿 を とりけり。 さる 間 下女 { 伯 をよ く 見お きて 歸り、 此由 かくと まし あぐ 

れば、 禁中より 仰せけ る やう は、 彼の 商人の いひつ る ことば をよ も 知ら じ、 伊勢が 源氏 

を こ ひて よみし 歌な り 0 

君 こ ふる 淚の 雨に 袖 ぬれて ほさん とすれば 又は ふりく 

とい ふ 歌の心ば へな りと、 仰せ ごと ありければ、 彼の 局の 女房 • さて は淺 からぬ 心 あこ 

がれけ るよ と、 つく と 思 ひつ 5,. けて、 小 野の 小町 は 若 盛の 姿よ きに よりて 人に 戀ひ 

られ て、 せハ 怨念 解け ざれば、 無量のと がに よりて、 その 因果の がれす、 遂に 小町 四 位の 

少將 おも ひ はなれす、 いひす つる 言の葉まで もな さけ あるな り、 只い たづら に 朽ち はつ 

る 身 をと いふ 歌の心 を 忘れす して、 常に 人に わりな きな さけ を、 こめた き 事に てと 案 
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和ノ泉 /式 部. 


中 ごろ 花の 都に て、 一條の 院の御 時、 和 泉 式部と 申して、 やさしき 遊女 あり。 內离に 橘 

の保昌 とて 男 あり。 保昌は 十九、 和 泉 式部 は 十三と S. すより、 不 S 心 議の契 を こめ、 なさ 

け 深く して、 十四と 中す 春の 頃、 若 一人 まう け 給 ひ、 あ ひの 枕の 睦言に、 はづ かしと や 

、* 'ぶぎ a 

思 ひけん、 五條の 橋に 捨てに けり。 產衣 あやめの 小袖の つまに、 一首の 歌 を 寄き、 精な 

まもりがたな  まち にん 

き i 寸刀を そへ て 捨てけ る を、 町人 ひろ ひ 養育して、 比 散の 山への ほせけ り。 

さる 程に 摹問心 ざし 深く、 ならびなく、 みな 心 を かけぬ 法師 もな く、 其名總 山に かくれな 

く、 なさけの 色 も わりな きさまな り。 總 山の もて あそびの みならす、 佛 道の 道 をた の も 

しく， 其 名 天下に 廣 まり、 道 命阿閡 梨と て、 世に かくれな くして. 道 明 十八のと し、 内 

裏の 八講 をつ とめ 給 ひし 時、 風 ふきて つ ほねの 簾 を 二三 度 吹き あゆて、 年の 程 二十ば か 

りなる 女房の、 眉 はこ ほれて よし ありて、 論議 聽^ して、 おも ひ 人り たる 風情に てお は 


和廒 式部 


一 五 五 
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二 五 四 


しく わう そだち 

1 未詳 

め^とう I 名 童 

りん feh は一輪 

蔓の衍 か、 輪臺 

は 唐 樂なリ 

乙と りしよ， 1^ 

鳥 蘇 か、 乙れ も 

唐樂 

？ゃ うたう I 


ゆ もんかく ち 1 

玄 X 學 地に て幽 

玄 なる 佛道を 學 

修 せんとす る 輩 


の 役 をば、 北の 御 方 ひきた まふ。 一面の 琵琶 をば、 北條 殿の 御 €： 樣、 上總の 介の 御 內樣， 

b  ^^)ん  じ や、, 'Ji. 

和 琴 を しらべ 給 ひけり。 けんく わん いづれ も 名に し 負うた る 上手な り。 舞臺 のうへの 舞 

ちごに、 秩父 殿の 二 男 ふぢい しどのと 申して、 十三に ならせ 給 ふ、 しく わう そだちの め 

いとうな り。 左の 一た う うけとりの， 高 坂 殿の 鶴 若 どの、 總 じて ちご は 十八 人、 九 人づっ 

に 分ち て、 左右の 舞 を まひ 給 ふ、 いづれ も 舞 は 上手な り。 

ひ W  けんじゃ、 つ らく  は ミラ 

龍王に 一 を どり 還城樂 のさし あし、 枝 頭の 舞の はち かへ し、 りんたい はに はさす かひな、 

靑海 波に は ひらく 手、 ことりし よに 羽が へし、 いづれ も 曲 を もらさす。 夜 日 三日 ぞ 舞う 

たりけ る 01 打つ も 吹く も 奏づる も、 菩薩の 行 これな り。 天人 は 天降り， 龍神 は 浮き あが 

り、 船き やうた うにめ ぐるらん。 け もんかく ちのと もがら、 浮かれて こよに 立ち 給 ふ。 

御 まへの 人々 御 所領 袷 はり、 所 知 入りと こそ 聞え けれ Q 


濱 
出 
草 
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したんく わり ほ 

く 擅、 ^^梨 

太 

み， つ ひき. I 水引 

の * 


けんく わん— 絃 

管 か 


かす を そろへ， 思 ひくに 引かれけ り。 三日の 

13 つし T 

日の 雜餉に は、 江の 島 まう でに 事よ せて、 御 は 

まいで とぞ 聞え ける。 かたじけなくも 御 の 北 

の 御 方いで させ 給 ふ。 そのうへ 人々 の 北の方 も 

皆 御供 とこ そ 閒ぇ けれ。 船のう へ に舞臺 を-: :2 

く 飾りた て、 したんく わり ほく やり 渡し， 高欄 

ぎ ほし 磨きた て、 舞臺 のうへ に錢 をし き、 みづ 

ひきに 錦 を さ ゆ ぬれば、 浦 吹く 風に k 翻して、 

極 樂淨土 は 海のお もてに 浮き出で ぬる かと 疑 は 

る。 おん 賀の舞 あるべし とて、 けんく わんの 役 

をぞ さ. -れ ける。 秩 父の 六郞 どの は ffi の 役と ぞ 

間え ける、 なかぬ まの 五郞 はとび やうし の 役な 

り、 梶 原の 源 太 景季は 太鼓の 役と ぞ閒 えけ る。 

御簾中^2は、 琵琶 三面， 琴 二ち やう、 きんの 琴 
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二 五 二 


もはや I 巫女の 

きる 小 忌 衣の 類 


左 近の 右大將 I 

文！ s な る 語な 

り、 右 大將は 40 

近の 大將 なれば 

左 近なる ベ き は 

くわん ど I 官途 

力 


てうし やう I 未 

，さっし やう. I 雜 


り ふ t ん， -资 W 

の 一種に 李 夫人 

i 稱ォる もの あ 

さう ふの し. 

SI 未詳 

しゅみ をな す 1 

未詳 

ちんの ほた I 沈： 

の搰 にて 沈香の - 

根 株なる べし 一 

t やかう の へ そ 

I 麝香の 臍 ！ 


もがら は、 諸， 願必す 満足せ り。 ていと ラの 鼓の 音、 さつく の 鈴の こ ゑ ぐに、 ち はや 

の 袖 を ふりかざす、 神慮す r しめの、 御 神樂の 一音 は ひま もな し。 

か i るめ でた きをり ふし、 頼 朝 上洛 ましくて、 大佛 供養 をのべ させ 給 ひ、 御身 は 左 近 

の右大 將に經 あがらせ 給で、 兵衞づ かさ 十 人、 左 衞門づ かさ 十 人、 廿 人の くわん ど を 申 

し 給 ひて、 そのころ ちう の 人々 に、 當て行 はせ 給 ふ 。中に も 左 衞門づ かさ をば、 梶 原の 

平 三景 時に 下されけ る を、 嫡子の 源 太に ゆづる。 源 太つ かさ をた ま はり、 いそぎ 國 にく 

だり、： 此事 披露 巾 さで あるべき かと、 大名 小名、 てうし やう 申し、 いっき かし づき 奉る。 

ま づ初番 の ざっし やうに は、 蓬 萊の山 をから くみ， 中に せ 露の 酒 を， いれ、 不死の 藥と名 

づけ、 しろがねの 竿に、 こがねの 釣瓶 をむ すび、 はねつるべに てこれ を 汲む。 酒に あま 

たの 威德 あり。 うとき 人 さへ 近づき、 親しき 中 はな ほし, U しむ。 をち こちの たづき も. 知 

らぬ 旅人に、 馴る よも 酒の 威德 なり。 蓬萊の 山のう へに は， りふじんが 橘， けん ほの 梨、 

さう ふの しゐか i くる ゆとう、 なんせいの くりと かや。 皆い ろ/ \» になり つれて、 その 

味 ひ はしゅみ をな す。 まことに 不死の 藥ぞ と， 醉 をす i めて まゐら する。 二日の 日の 雜 

餉に は、 看の かす を 築め、 ちんの ほた、 じ やかう のへ そ、 鎧、 腹卷、 太刀， 刀、 名馬の 


た h ふ-.. 大分 か 

給 はりし ー 給 は 

りての 衍か 


はっか 須彌 

山 說に九 山 八 海 

あり それに かに 

どり て S へ るに 

キ 


濱出 草紙 


そ も 鎌 倉と 申す は. むかし は 一足 ふめば 三 丈 ゆるぐ たいふの 沼に て 候 ひし を、 和 田， 烏 

いしきり つ  <- はし  ね 44 

山、 總 奉行 を 給 はりし、 石 切、 鶴の 嘴 を もって、 高き 所 を 切りた ひら ゆ、 たいふの 沼 を 

うめ 給 ふ。 上 はっかい、 中 はっかい、 下 はっかい とて 三つに わる。 上 はっかい は 山、 ゆ 

はっかい は 在家、 下 はっかい は 海な りけ り。 上 はっかいの 一段 高き ところに は、 源氏の 

氏神 、正 八幡 大 菩薩 を あがめ 祝 ひ 奉る。 中 はっかいの 在家 を、 鎌 倉 やつ 七 鄉にぞ わられ 

ける。 あら おもしろの やつ- ^や。 春 はま づ さく 梅が 谷、 つ *i きの 里に 匂 ふらん。 夏 は 

涼しき 扇が、 4:, 秋 はつゆく ささ. - めが やつ、 冬 はけに も 雪の下、 1® がえ やっこ そ 久し 

れ。 

はるかの 沖 を 見渡せば、 船に 帆 かくる 稻 村が 崎と かや、 いひ 島、 江の 島、 つ r いたり 0 

蓬 萊宮と 申す とも、 いかで これに は 優るべき。 かろが ゆ ゑに 名 づけて、 あゆみ を 運ぶ と 


御伽 草紙，  二 五 〇 


たるまで、 ありがたき 御 事な り、 君 も ゆたかに 民 さかえ、 久しく めでたき 事ば かりにて. 

心 ゆるがせな るの みなり。 


猫の 草紙  二 四 九 


御伽 草紙 


二 四 八 


きん へ ん I 近お？ 

力 


つ、 白 鬚の 明 神 きん へん、 うちおろし、 今津、 海津、 しな づ、 志賀の 浦， 便船 あらば 

*f  くぷ： し-は、 )  >  , , 、  ミころ わらび  たんし、 みや •r' 

竹 生 島 ちゃう めんじ おきの 島な どへ もお し 渡り、 野老 蕨な ど を 掘りく ひ、 ー且 身命 

をつな. かんと 存じ 候 ふ、 何より 心の 殘り候 ふ は、 やがて 正月に、 か ぐみ、 はなびら、 煎 

餅、 あられ、 かき 餅、 おこし 米な ど、 春雨の 中 徒然 なぐさみに かぶりく ひて、 じょめい 

て 遊ばん とたく みしに、 大敵の 猫 どのに、 おつ 立てられ、 のき 返く こそ 無念 なれ、 さり 

ながら 猫 どの も 犬と いふ こ はものに， あそこ こ i を 追 ひま はされ、 辻 川 にた ふれ ふし 

雨露に しほ たれた る を 見れば、 報い はありと 勇みつ-、 方々 へのき 返く。 その 中に 公家 

門跡な どに 久しくす みける 鼠、 三 首の 腰折 を つらねたり。 

凰と る 猫のう しろに 犬の ゐ てね らふ もの こそ ねら は れに けり 

あら ざらん 此 世の 巾の 思 ひで に 今一た び は 猫な くもが な 

じ i とい へば 閒耳 たつる 猫 どのの まなこの うちの 光お そろし 

憎 心に 思 ふや ラ、 かよる ことわざ 人に 語るならば-狂 氣 とや 風閉 せん、 深く つ. - しむべし 

と 思へ ども、 まれなる 夢の たは ぶれ は、 近き 友に 語り 傳へ、 笑 草 かなと いへば、 仰せの 

,  、 1  くら もミ  ーゾ せいた ラ 

ごとく 凰う すくなり 物 を も ひかす * 枕 本 を も ありかす、 かやう の鄉 政道 は 昔が 今にい 


忍な りが たしと て、 上京 下 京の 凰 どもより あ ひ、 ふれ を ま はし、 にし ぢん組 は 舟 同 山の す 

こ が はぐみ -. '一 ひや；  しゃ J* こくじ  じゅらくぐ ふ 

そ、 小川 組 は御靈 の蔽、 立寶組 は相國 寺の 藪、 聚樂組 は 北^の 森、 下 一：： 小 組 は 六角堂のう 

ちへ、 よりあ ひく 談合す。 其 中に 分別 顔す る 鼠、 す. -み 出で て 申す やう、 所詮 此體な 

l^w^,^^ リ らば， 命と 中た が ひの 外 は あるべ からす、 いか r して か此 度の 命の びなんと、 いろく 

評 定 したりけ り。 はや 都の 御 ふれ、 五十 日になる といへ ども、 魚の 骨 を 一 っ齒 にあて 

、  じねん ひじじ 

か .さ— に ほひ す 油 あゆ、 やき 鳥の かざ を だに も か r す、 猫 どのに 參り あはねば、 自然に 千 死に まか 

りなるな り 0 

めん あ？ 宋詳 きっと 案じいだ したる 事 あり、 此程 聞 き 及びし は、 近 江の 國御檢 地 ありし かば、 めん あ 

ひに ついて、 百姓 稻を 刈らぬ よし、^ に 聞きと. V.- くるな り。 まづ 冬 中 はま かりこし. 

g ねむ^ I 伊香 稻の 下に 妻子 共 を か r ませ、 年 を こえ 暖 になら ば、 きたの 郡 、木の もとの 地藏 をた のみ、 

ゆんでめ ての 山々、 I. 香鄉 山、 おく だに 山、 おそろし けれど 膽吹 山に 關が 原、 まが 井、 摺 

^和 山， たかの はた 所の 山、 はくさん じ 山、 かみ かまう のこな りの はた、 ふせ 山. 布 

み かみや しがら き 

引山， 觀音 寺、 八幡 山、 鏡 山、 朝日 山、 こうの 郡 わしの 尾の 山、 村々 里々、 コ 一 上 山、 信樂 

や **  んじ や、 じ えんり やくじ 

山、 石山、 粟津、 まつ もと、 打 出の 濱、 長柄 山、 園 城 寺、 延曆寺 * 坂 本、 堅 田， 比 良、 こま 

猫の 草紙  ■  二  七 
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二 四 六 


々う. I 南 泉 一 一 一明 

あっか ひ|:|； 裁 

さんりん 111 一輪 


くごに かつう を 

I.- ご は 供御よ 

り轉 t て 食物の 

義、 かつ 3 を は 

たつく！ yl どま 


堪忍の 乙と. I 鼠 

を 食 ふ を やむ る 


やうの 心 を 思へば、 きる i ともい かで かへん、 さりながら こ- -に餘 びた き 事 あり、 出家の 

役に て、 かやう の 事 を 見て はおかぬ 法な り， あっか ひに 入りた きとの ことわり なり、 殺 

生ば かり をす る もの は、 因染 車輪の 如く、 死して は 生じ、 生じて は 死し、 流轉 にさんり 

ん して は、 其 因粱 のがれ 難し、 一切の こくう をし らんに よって、 生死 もろく の 諸惡を 

はなれ、 三界 六 趣 輪廻 生滅して， すな はち 解脫を 得る と 見えたり、 殺生 を やめられ 候へ、 


にしんから ざけ 

其方の 食物に は、 くごに かつう を を まぜて 與へ、 ま たをりく はたつ くり 鯡 乾 鮭な ど を、 

朝夕の 辄 食に は， いか、 r と 問 ひ 給へば、 御 読の 如くに て は 候へ ども、 まづ /\ 案じても 

御覽 ぜられ 候へ、 人間 は 米 を もって こそ、 五臓六腑 をと よのへ、 足 手 達者に 利口 を もの 

たまへ、 山海の 珍 物 は、. 飯 をす-めんが ためなりと うけ^り 候へば、 われく も その 如 

しょくぶ つ 

く、 天道より 食物に あたへ 下され 候 ふ 故に、 嵐 をた ベ 候へば、 無病に して 飛び ありく 二 

と、 鳥に も 劣る まじと 存じ 候 ふなり、 また ゆる と晝寢 つかまつる も、 凰 をた べんと 

存 する ためなり、 しかる を 今より 堪忍の こと， 同心 申しが たし.、 御 分別 候へ と せば， さ 

しも 廣大 無量の 御佾 なれ ども、 返答し かね、 感淚肝 を 消す ばかりな り。 

夢 さめて、 曉が たにま どろめば、 例の 鼠き たって. S. す やう、 とかく 此體 にて は、 京 中の 堪 


外道の 上據 IB 


その子^ I その 

理由 

柏 太の もと. I 源 

氏 物語の 柏 太 右 

衝門督 の 事 をお 

ふ 


た h りゃく I 大 

赂 にて 機しての 

意 

は弋か く  I 宋詳 


なんせん さんみ 


す は、 外道の 上 盛なる べし、 御 佾の御 慈悲 を 垂れ 袷 ひても、 やがて 物 を ひかん ¥ 必定な 

り， 又 我らの 系圜を あらく 語り 申すべし、 閗 召し 候へ、 箇樣に 中し 候へば、 鼠と た 

け くらべの ゃラに 候へ ども， いはれ をし ろし 召されす ば、 いやしめ 給 はん ま-"、 猫背 中 

まなこ  たラ！ 

におし つぐば ひ， 大の 眼に 角 をた て す やう、 われ は是 天竺 唐土に おそれ をな す 虎の子 

孫な り、 日本 は小國 なり、 國 に相應 して これ を 渡さる i、 その子 細に よって， 日本に 虎 

これな し、 延 喜の 帝の 御代より、 御 寵愛あって、 柏木の "も と、 下籐 のうちに おき 給 ふ， 

又 後白河の 法皇の 御 時より、 綱 を 付けて 腰 もとに 置き 袷 ふ、 綱の つきた る ゆ ゑに、 一寸 

. ゆ みづ 

さき を 鼠 徘徊 するとい へ ども、 心ば かりにて 取りつ くこと ならす、 湯水の たべた き 時 も， 

咽 を 鳴らし 聲を出 だしてた ベた けれども、 あたま を はりいた めら るれば 是非な し、 詞 

IX んご  やま ミ びミ 

を 通す といへ ども， 天 笠の 梵語 なれば、 大和 人の 閒き 知る ことなし、 たいりゃく  ざ 殺 

しづ ふせや 

さるぶ ばかりな り、 に ふがくの 御 慈悲 廣大 にて、 賤が 伏屋に s: の 宿り 給 ふが ごとく、 猫 

風情までに 御 心 をつ けさせ 給 ひ、 綱 をと き、 苦 を ゆるさる- - こと、 ありがたき 御 事な り、 

此 君の 御代、 五 百 八十 年の 御 齢 をた もち 給へ と、 朝日に むかって 餘念 なう、 のん ど を 鳴 

しんべ， 7 

らし 拜み 申すな り。 佾 答へ ていはく、 猫の いはれ やう、 近頃 神妙な り、 なんせん さんみ 
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二 四 五 


御 

草 
敏 


てな さんと て、 いり 豆 座禪豆 をた しなみ 置けば、 一夜の うちにみ なにな し、 裟衣 

ほん は. 9 つけび やうぶ  に 5 わ じ A; じ-、 * じ や 

いはす、 扇、 物の 本、 張 付 屏風、 かき 餅、 六條 など をた まらせ す、 いかなる 柔和 忍 辱の 阿闍 

梨な りと も、 命 を 絶ちた き 事 勿論な り、 いはん ゃ大 俗の 身に て は 道理 至極せ り。 北ハ 畔鼠 

答へ ていはく、 我ら も 御た とへの 如く 存じて わかき 凰 どもに？ 見 をな すと いへ ども、 

忠言 耳に さか ひ、 良藥 口にに がしと 申せば、 中々 閒 きも 入れす、 なほ//.. 惡逆 つかまつ 

らんと 申す、 そのな かに も、 まづ 第一、 人に 憎まる i こと 勿れ、 お 東 どの、 お 北 どのの、 

まへ ビれ  .f-tl ぎね 

あら ひほうし やうつ きお ひ、 ちやこ、 おはした の 前垂、 かたびら、 足袋. また 袴、 肩 衣 

の はし、 唐櫃の すみ、 つ.. み、 葛籠の 中へ とりこ もりて 家 を 作り、 餌食に もなら す、 手 

柄に もなら ざる 物 をく ふこと 勿れ、 壶の はたな どま はるな と、 あかはだか、 つけ 紐の 時 

よりも 申し^かせ 候へ ども. かぶきた るな りば かり を 好み、 人の 枕 もと、 こも 天井 ふる 

屋根な ど をす みかと して、 惡逆 ばかり を 仕り 候 ふ 事、 是非な き體 と， 語り 申す うちに 夢 

さめて、 旣に その 夜 は 明けに けり。 又つ ぎの 夜の 夢に、 虎 毛の 猫 来り、 ゆにく しく 語 

やつ ほら 

り. m. す やう、 御佾樣 たっとき により、 鼠 根性と て、 人の 憎む やつに て 候 ふ、 か. -る奴 原 

まゐ りて、 いろ. の 事 を 申す よし、 やがて 告け 知らす るかた あり、 總 じて かの 鼠と. & 


佾答 へて いはく、. 汝らが ふぜいと して， か t る やさしき こと を 巾す もの かなと、 なのめ 

ならす 思 ひ、 草木 國土 悉皆 成佛 となれば、 非 草木 も成佛 すと 見えたり、 況ゃ生 ある 物 

3jiO しん A  r- こ しん じ やう さ 

として、 一念 彌陀佛 则減無 看： 罪、 难 ふの 彌陀、 己 身の 淨土 なり、 爱を 去る こと 遠ら すと 

說き 給へば、 たと ひ 鳥類 畜類たり とい ふと も、 .一 念の 道理に よって 成佛 せす とい ふ 事 や あ 

るとの たまへば、 さらば 儀悔の 物語 を e. し 候 はんとて 、鼠鳴きの なんだ を 押 拭 ひ 巾す やう 

は、 今度 洛中の 猫の 綱 を はなされ. & す ゆ ゑ、 . 我々 一門 悉く 影 を かくし、 或は 逃け、 或は 亡 

び、 今す こし 殘り. S. す もの ども も、 け ふ あすの 命と 思 ひ、 心細く いしす ゑの かけ、 椽の 下に 

か r むと いへ ども- 寸の讪 斷も候 はす、 又 穴の 住居 を 仕りて 見る といへ ども、，  一 n 二 曰 

の亊 にも あらす、 中にば かり も 息 ごもり て ゐられ 申さす、 たま^^ 曼き 世間へ まかり 出 

でんと すれ ども; しゃ 取って おさへ、 あたまより 嗨み ひし がれ、 し i おら を 引き さかれ、 

か i るいぶ せき 事に 逢 ひまつ. る 事、 前世の 因 sl^ 悲しう こそ 候へ と 申せば， 偕 答へ てい は 

で レ さう ぜん 

く、 汝ら がし ほ たれて 言 ふ 所いた はしく 思 ふなり、 殊に 一句 を も 授け たれば、 ^子 同前 

に 甲 5 ふなり、 まづ -,, \» くせごとに. 人に 憎まる- -事 を、 語って ii かすべし、 わら は 如きの 

からかさ ....：• 

ひとり 法師、 たまく 命 を はりた てて. 置けば • やがてし まもと をく ひ 破り、 又 日； 那をも 
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二 四 二 


けうく わんの ふ 

たつ I 敎觀の 二 

つ に て 敎相觀 心 

の 二 門 を h ふ 


れんく I 建 1 

か 


さんぎ —vu.<5ff; 

i) か 


なりし に、 よにたつ とき！： 發心者 あり。 惡を捨 

てて 善に すよみ、 あしたに は 天長地久、 夕に は 

J  ：  しや-' ぜん レょ  ほ かいび や 3 さ-. 'りゃく 

現世 安穩、 後生 善 所の いたり、 法界 ギ等 利益と 

願 ひしけ うくわん の ふたつ 明かな り。 お 俗 S?; 

女， 殊勝 感淚 をな がす、 誠に 大日 如来と もい つ 

べし。 か.. る 殊勝の 道理 をば、 鳥類まで も 知り 

はんべ るか、 ある 夜 不思議の 夢 をみ る。 嵐の 和 

尙と おほしき が、 進み出で て 申す やう、 御僭樣 

へむ かひ 詞をか はすこと、 禪 りに 存じ 候へ ども、 

御敎 趣の ほど， れんく 椽 のした にて、 曰 夜 朝 

暮御 談義 を聽^ 仕り 候 ふに、 纖悔に 罪 を 威す と 

仰せられ 候 ふに ついて、 まかり 出で て 候 ふなり、 

さんぎ 懺悔 を も 仕り 候 は r、 一 句の 御 道理 を も、 

御 授け あ つて 下 され 候 へ かし と 申しければ， 


慶 長 I 傍訓 原本 

のま *> 

^としく 1 同時 

は 


遊山と 5 ひ I 自 

由に 遊行 來 


小 鳴の 意に て 音 

せ； « ことか 

きのう まき 事 I 

さは 機なる ペレ 
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天下 太： 牛國土 安穩， か-る めでたき 御 代に あ ふこと、 人間 は 3. すに 及ばす、 鳥頻マ ま頻に 

至る まで、 ありがたき 御 政道な り。 まことに 堯舜の 御代に も 勝れた る ことなり。 まづ 

長 七 年 八月 中旬に、 洛中に 猫の 綱 を 解きて 放ち 給 ふべき 御沙汰 あり。 ひとしく 御 奉行よ 

り、 一條の 辻に 高札 を 御 立て あり。 そのお もてに 曰く、 一、 洛 屮 猫の 綱 をと き、 放ち. か 

ひに すべき； 3$-。 一、. 同じく 猫う りか ひ 停止の 事。 此旨相 背く において は、 堅く 罪科に 處 

せらるべき ものな り、 よって 件の 如し。 右 かくの ごとく 御 政道 ある 上 は、 々祕藏 せし 

猫 どもに 札 をつ けて. はなち 巾 せば. 猫斜 ならす に 喜びて * こ i かしこに 飛び ま はる こと， 

遊山と いひ、 鼠 を 怖る にたより あり。 ^なく 鼠お ぢ 恐れて 逃 ゆか くれ、 析梁を も はしら 

す、 ありく といへ ども； さなり もな く、 忍び ありき の體 なり 0 か- - るき のうまき 事な し、 

願 はくば 此 御法度， つ.^ がな く澥 怠す る 事な かれと、 萬 民 かくの 如し。 爰に 上京 透の 人 
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の^ ざ る 草紙  .  二三 九 
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二三 八 


をち こちの 云 マ 

Itt 歌 「をち こ 

ものた._^きも知 

ち & 山中に 覺束 

* くも 好 子 為 か 


れ P 

乙ん， \.1 孤の 

m 聲を 来ん にか 


をち こちの たづき も 知らぬ 山猿のお ほつ かなく も われ を 問 ふか や 

筆 もし どろに 書きな がし、 さしおき 給 ふ を、 取る 手 もうれ しくて、 やがて こん/ \ と 言 ひ 

ちらし、 狐の ゐ なか は歸り けり 。いそぎ 苦 丸 どのに 持ちて ゆき 見せければ、 うれしくて 

ふと 起き あがり、 三度いた. r き 見て、 うつくしの 御手 やと、 胸に あて 顏 にあて、 それよ 

りな ほい やましに 思 ひつ i、 たびく の 御文 を やり 給へば、 ふ たかはの 行末 はやが て 逢 

せ  を ？ さひミ ふし  y X 

瀨 となり！^ ふ。 けに や 小简の 一節 も、 なれての 後 はしの びくに 通 ひつ. 1、 今は淺 から 

ぬ屮 とならせ 給 ふ。 父い きのかみ、 北の方き i 給 ひ、 ゆに も 丹 波の のせの まし をの ごん 

の， >  の 萏丸殿 は、 聞き及びし 色好み、 いかなる 公卿 殿上人の 中に も 無き 姿な り、 今 は 御 

；^, r* ざん  & やま くわし 

見参と て、 いろく 深山の 菓子と り 集めて もてはやさせ 袷 ふ。 此第丹 波の ごんの かみ 間 

召し、 此頃 いづかた へ も 渡らせ 給 ふ ぞと思 ひしに、 さて はか やうの 事に て ありし を、 知 

ら ざる 事よ とて、 御む かひに 馬乘 物、 木 葉 猿北ハ を、 おびた よしく つか はし 給 ふ。 こけ まる 

どの、 たまよの 姬君を 引 Hie し 丹 波へ 越え 給 ふ。 父母 吉日 を えらび、 御見參 ありて 見 給 ふ 

に， 世に はか i るう つくしき. 败君も あるか や、 こけ 丸の 心 をつ くしつ る もこと わり やと 

て， とり はやさせ 袷 ふ。 その後 御子 あまたい できさせ， 洽ひ、 末 繁昌に 榮 えさせ 給 ふ。 昔 も 


によ-,' •* 一き さき 


けし やうの まひ 

15^ はま へ の 

靴なる ペレ 


岩 木；^ あら &身 

1 白 氏芡築 「人 

非木石£さ有情」 


文たまづさの通ふ^;|>、 ふる 雨より しけ^, \- しく さ ふらへ ども、 女御 后、 もし は 公卿 殿上 

人なら では、 御 婿に とらじと て、 祕藏し 給ふ姬 にて さ ふら ふが、 御 こと はた r ならぬ 術 

方と 見 參らせ 候 ふまた 叶へ てま ゐら すべし、 御 心 やすく 思しめ せ、 幸 わら はが 娘 を， そ 

の姬 君へ 御宮 仕に 參ら せ、 けし やうの まひと 召され さ ふら ふ、 みづ から もさい. かの 

姬の御 方へ 参り 候 ふ、 御文 あそばせ、 届けて まゐ らせんと いへ は、 * 苔 丸 殿い とうれ しく 

て、 

君 ゆ ゑに かき 棠め たる 木の葉 どもの 散りなん のち を たれ か 問 はまし 

かやう にあ そばし 渡し 給へば、 ゐな かどの 快に 入れ、 やがて 彼方へ まゐ らせんと て、 白 

河の 御所へ まゐ りければ、 姬君 つく-^ と 見させ 給 ひ、 何とて 此程 は、. うちた え 給 ひし 

と、 雪 を あざむく 御顔 を もた けさせ 給 ひ、 いとなつ かしけ に 仰， せ さ ふらへば、 ゐな かど 

おん ふみ 

の、 御 まへ に 人の 無き をり を 得て， しかぐ の 御文と て そばに IS く。 姬は耳 を そばめ、 

恥し ゆにう. つぶき 給へ ども、 ゐな かどの、 人たら しの h 手に て、 音より つれな き 人 は， 

淺 ましく なりはて 候 ふ。 い たづら になり し 小酑の 小町が まで 言 ひき かせければ、 さす 

が心づ よき も 罪 ふかし、 岩 木に あらぬ 身 なれば とて、 かく ぞ かし、 •  „ 
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二三 六 


物 や 思 ふ 

上句 「忍 ぶれ ど 

色 出に けり 吾 

戀は」 

色 を も 香 を も S 

一 1-1. 信 明 集 「君 

なら V 誰に か 見 

せん 梅の 花」 


を御覽 じて、 しづ 心なき 戀に 沈ませ 給 ふと 見 參らゼ 候 ふ、 心のう ちを殘 さす 語り 給へ と、 

たのもし ゆにし みぐ と .& しければ、 苔 丸 殿、 淚を はらく と 流し、 物 や 思 ふと 人の 問 

ふまでと、 ^ふこと さ ふら ふとて、 御 恥し ゆに 顏を 赤らめさせ 給 ひ、 うち ふし 給へば、 そ 

の時ゐ なか どの、 色 を も 香 を も 知る 人ぞ しる、 みづ から も わかく 候ら ひし 時 は、 さやう の 

事 も 候 ひしな り、 おも ひも 戀も、 若き ときの なら ひなり 、つよます .& させ 給へ、 命と とも 

に 頼まれ. S. さんと 言 ひければ、 たのもしの 人の 詞 やな、 かくて 消えな ば 罪 ふかし、 今 は 

何 を か 隱し參 らせん、 過ぎに しころ 白 河の 花木の まを迎 りしに、 思 ひも よらぬ 君 を 見て、 

今 は 命の 玉の緒の、 絕 えなん 後に たれ 人 か、 つゆ も あはれ と 思 ふま じき、 もしも 此事叶 は 

すば、 猿澤の 池へ も 身 をな ゆて、 死なん 命 は をし から じと、 た r さめぐ とば かりなり。 

ゐな かどの 聞き 給 ひて、 さて はいきの 守 どのの ひとり 姬 にて さ ふら ふべ し、 心 を碎き 思し 

めす もこと わり や、 此 君と 申す は、 いきの かみ 御 ふたり 四十 ぢ になら せ 袷 ふまで、 子の 

無き こと を悲 みて、 八月 十. k 夜の 月に 向-ひて 祈らせた まへば、 北の方の 右の 袂へ 月の 宿 

らせ給 ふと、 御 示現 あらたに 蒙らせ 給 ひ、 出で きさせお はします 姬に てまし ませば、 う 

こミ わり  かた 

つくしき こと は 理 なり、 御名 をば たまよの •  嗽と. e- しさ ふら ふ、 いかなる 方 さまよりも 


になり つよ、 まだた きもな くま ほらせ 給 ふ。 かや- -に心 をう つし 給 ふ も 道理 かな、 鬼の 

いきの かみ 殿の、 ひとり. 她 にて ぞ おはしけ る。 その かたち 尋常に、 耳の あたり ぬれく 

おんす がた 

と 色白く. 世に は拉 びな き 御 姿に てぞ ありけ る。 こけ まる どの はっく と 見 給 ひて、 

世の中の 人に はか やうの 姿 あら じ、 いかにし てっても がな と， それより 踏む 足 もし どろに 

て、 夢に 道 を迎る やうに して、 日吉の 御社に まゐ りて、 餺 口 打 鳴らし、 歸命 -3^ 山 王 二 

十一 社、 白河邊 にて 見し 君のお も かけ 忘れ やらで、 -今は 露の命 も 消え失せ なんと 思ふ此 

身 をた すけ、 かの. 晚に逢 はせ てた び 給へ と、 肝膽を 碎き淚 ながら 口説き 袷 ひて、 御 まへ. 

ふ る さ 

をた よせ 袷 ふが、 目 もま ひ 心き えぐと なれば、 故里へ 歸 らん 事 もな りが たく、 木の葉 

かきょせ 枕と して、 苔路 のむ しろに 倒れ ふし、 ほれぐ として 明かさせ 袷 ふ。 しかる 所 

に 狐の ゐな かどの まゐり あはせ 給 ひ、 かのこけ まる 殿 をつ くぐと 見て， 御！ ni 元、 手足 

じんじゃ、 r-  おんかた 

の 尋常 さよ、 いかなる 御 方 なれば かくて こ i に 渡らせた まふ ぞ， 定めて 此 みやし ろへ ま 

うで 給 ふが、 旅 やつれに くたびれさせ 給 ふかと、 打ちと けて 問 ひし かば、 苦 丸 殿、 いや こ 

れは 行く へ もな き 下菔の 子に て さ ふら ふと 答 へ させ 給 ふに、 ゐな かどの、 いや， それ は 

そら rjji 

空言と 思 ひま ゐら する、 いかさま 此御 神へ まう でさせ 給 ふ 人の なかに、 たれ ぞの姬 など 

のせざる 草紙  ニ！1 一 五 


さも あ D- げに I 

尋常に 


  二三 四  

いなお ほせ タり 

の說 にも、 われみ- 稻員 鳥、 ましら の聲 などと てよ 

みおく 和歌 を 人 しらす や、 おそらくば 系圄 にお 

たれび ミ 

きて は 誰 人に か 劣るべき、 なまじ ひなる やから 

に 身 を そめ、 何 かせんと 思しめ し、 春 は 岩の は 

ざまに て 花 を 見、 秋 は 木々 の 梢に て は 月 をな が 

め、 萬の 木の み を 愛し、 いと やさしき 色好みて お 

はしける。 さる 間 立願の 子細 ありて、 日 吉の御 

神に ま ゐらせ 給 ふが、 をり しも 都 は 柳樓を こき 

まぜた る 春に て ありければ、 こよ かしこ 柬 山の 

あたり を 眺め ありかせ たま ふ。 こ. -に北 白 河の 

へん  くさき 

邊に、 さも ありけ に 造りた る 草木の 御所 あり。 

是 はいかなる 人の すみか やらん と、 立ちより 霞 

のた えまより 眺め 給へば、 うつくしき 姬君、 琴 

ひきて ゐ給 へり。 いかなる 方 やらん と， 心 そら 


の ゼ ざる 草紙 


さる ほどに 丹 波の 國 のせの 山に 年 をへ し 猿 あり， 名 をば まし をの ごんの かみと 申しけ る。 

その子に こけ まる どのと て， 世に 超えて 智餘 才覺、 藝能 すぐれけ るかた あり。 此 こけ ま 

る どの 扇お つと り 1 さし 舞うて 人り 袷 ふ を、 ぃかなる^1<;も11!1^るょり心そらになし、 おも 

しろ がらすと いふ 事な し。 さる 間 こけ まる どの やう/^ 二十ば かりに 成らせ 給 ふ。 父母 

いかなる かたよりも 御 嫁 ご をと. 5. させ 給へ ども， 耳に も 聞き入れ 給 はす、 われ 思 ふ 子細 あ 

り、 なみくな らん 者 をい かで か 妻に 迎 へん、 いかなる 公卿 殿上人の 娘なら では、 久し 

からぬ 浮世に 何 かせんと 思しめ しける。 世の中の 人た ち、 身の程 しらぬ 望と 思 ひ 給 はん 

-  か じん 

やから も あるべし、 こ ともおろ かや、 われらが 先祖 猿 丸太 夫 は 皆 しれる 歌人な り、 

奧山 にもみ ぢ踏 みわけ 鳴く 鹿の 聲きく 時ぞ秋 はかなし き 

とよみ 給 ひし 歌 は、 これ を 小 倉の 色紙の 和歌に 定家も 入れられ しなり、 其 外 世 々の 歌人 

の せ ざ る 草紙  二三 コ 1 


の 

ざ 
る 
草 
紙 


御 

草 


羅刹國 にて 御宿 かしま ゐら せし、 翁 媪は成 相 寺の かきとりの 御前 これな り。 當 代まで 

よ やらせ 洽ふ。 成 相の 觀音、 くせのと の 文 珠の御 本 地， すな はち 此 御^な り。 


梵天 國 


御伽 草紙 


二三 〇 


レん せき I 親戚 

か 


きうた. 5 —奮 苔 


みすち か I 前に 

S で ざれ ど中納 


くせ il 久世戸 


り。 さても 二人の 人々 は 鰐の 口 をの がれ、 鬼神の 門 を 去って、， 夢の 道行く こ. - ちして、 五 

條の 御所へ ぞ おはしけ る。 いつしか 御所 は 荒れ はてて 門 は あれ ど 扉な し、 庭に はしん せ 

き 道た えて、 軒に は あさが ほ、 しのぶ まじりの 忘 草、 たれ まつ 風の 音 も 心細 さぞ まさるら 

ん。 岩閒 をく r る 忘れ 水、 絕ぇ < ^傳 ひて 流れ 行く。 嵐 は 簾 を まき あけて、 靑萏 きうたい 

かゆ 見えて いと r あはれ ぞ まさりけ る。 や- - ありて 奧の 方よりも 人 一人 出で て、 あやし 

ゆに 咎めけ る。 中納言 や-みすち かにて ある ぞ、 物い はんとの たまへば、 御聲 にお どろ 

き 御 ま へ に參 りけ り。 御淚 にむ せびて、 とかく 仰せ 出 だ さるよ， J ともなし。 藏人. & し 

ける は、 そ も/ 君の 御 出家 ありし より 後、 今日まで 六十 六 ケ國を 尋ね まゐら せぬ 所な 

く 候 ひつる が、 いづく にお はし まし けんと， ぞ 申しけ る。 いそぎ 内裏へ まゐ らんと 仰せけ 

れば、 御 車なん ど 奉り、 御參內 あり。 もとの 御身 を かへ やして、 梵天王の 故に 羅； S 國まで 

御覽 じけ る こと、 ありがたき 事と おほしめ すなり。 本領 なれば 丹後伹 馬の 兩國を 下さる 

るとの 宣旨 なり。 中 納言か  > -る 物憂き 都に あと をと、 V.- めじと て、 いそぎ 丹 後へ 下り 給 ひ 

て、 御 年 八十と 申す に、 姬君は 成 相の 觀 音と あら はれ 給 ふ。 中納言 はくせ のとの 文珠と 

なり 袷 ひて、 衆生 を濟 度した まふな り。 かたじけなし とも 中々 申す ばかり はな かりけ り。 
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御伽 草紙 


ニニ  < 


ねれ ども— 眼； 


もし 月 もしる け 

れば I 此 旬の 下 

は 股 文 ある ペレ 


巾し 給へば、 只 つれて 落ちさせ 候へ、 三千 a かける 車に は、 はく もん 王が 乘 りて 行きぬ、 

二 千里 かける 車 あり、 これに 召させよ とて、 車 寄に 立ちいで をぞ 引き 給 ふ。 屮納 fpic 

は 夢う つ i とも 覺 えす 車に 乘り給 ふ。 飛行 自在の 車と は. S- せど も， はく もん 王の 車な 

れば、 ぬしの 心 を や 憚り けん、 更に 飛ぶ 事な かりけ り。 二 千里 を 飛びす みて こそ、 徒歩 

はだしに もなる ベ けれ、 いまだ 二 千里 を さへ 過ぎ ざれば、 かよる 所に はさら 女と て色黑 

くして 夜叉の 如くなる 女 あり、 人 は ぬれ ども まどろます、 笛の ね も ii えす、 姬君も 御 心 

もとな く 思 ひて、 かっぱと 起きて 走り ま はりて 見る に、 后 も 修行者 も 見え ざり けり。 い 

かに せん、 じんつう 女、 あくとく 女， 二三 人 起き あがりて、 もし 月 もしろ ければ、 ^二 

千里 かけろ 車 もし。 

猪 はくち をし き 事な り、 はく もん 王の いかばかり 怒り 給 はんすらん、 われく 薆 きめ を 

見ん すろ 悲し さよと 叫びけ る。 中に も 叉 女が. S. す やう は、 自然の 事 も あらば とて、 合 

圖の 太鼓 を 一 里に 一 つづつ 置かせたり ける を、 打た せば やと 巾して、 打ちつ *i けけ る ほど 

に、 けいしん 國 へ の 道の ほど 五百里の 所な り。 四 五 百 打ちつ， r けければ、 けいしん 國 へ ぞ 

閒ぇ ける。 はぐ もん 王 きこしめし， 羅； 1 國には 何事の いでき たるらん、 合圖の 太鼓 鳴る 


ゆで. SI け になら びの 國の けいしん^の みかど は、 りうき 王と ぞ. E. しける。 はく もん 王へ 勑使を 奉 

設か 、然もば 印 る。 うけた ま はると て 一千 人の 勢に て 三千 里 かける 車に 乘り、 后に は 修行^に 笛 を ふか 

度の 西北 境の 地 

ず  せ 御 なぐさみ 候へ とて、 五十 日と 申さん に は、 必す 歸り參 らせんと て、 女房た ち * 后の 

御 SS. & すべし、 もし さもな き 物なら ば、 八つ ざき にすべし とのた まひて、 吹く 風の ごと 

- くにて、 羅；^ 國を うち 出で て、 けいしん 國へぞ 御 つきある。 さる 程に 姬 君の 仰せに は、 眞 

砂のう への 修行者 はさ こそ 冷え ぬらめ、 又み づ からが 母の 孝養の ために 七 曰 笛 を 吹きて 

供養 せんと 思 ふなり、 皆々 女房た ち も 心 を 一つに して 聽閗し 給へ と 仰せければ、 うけた 

ま はると ぞ 申しけ る。 七： n の 間 酒 をす-め 給 ひける。 女房た ちも醉 ひふし ぬ。 さる ほど 

にわれ こそ 中納 一一 一一 E よと 名のりた く は 思し けれども、 いかにして 見え 奉るべき やう も 無 か 

りしと ころに、 折 ふし 風 一 とほり 吹き、 廉を 吹き 上け ける 0  君と 目と 目と 見 あはせ 給 ひ 

けり。 姬君さ 夜更け ぬれば， 問の 障子 を あけ、 いかにみ づ から をば 連れて 落ちさせ 袷へ 

とのた まへば、 我 もさ こそと 思へ ども、 心に まかせぬ 事 なれば、 落ちす まし 候 はん 事、 

なか-.,, \> 叶 はぬ もの 故、 とり かへ されて 憂き目 を 見せ. 5. さん こと、 あしかるべし、 わ 

が 身 はと も かく も 成りぬ ベ し、 た. if- かくて いつまでも 笛 を 吹きて、 g かせ まゐ らせんと、 

梵 天國  ニニ 七 . 


御伽 草紙 


ニニ 六 


しゅんし や 女と て， 數 多の 女房 を 后に つけ 申され 候 ふ、 其う へ 修行者 をば はく もん 王 も 

御 寵愛 候 ふ， ぞ、 參らせ 給へ とぞ. & しける。 さる 程に はく もん 王より 御 使 あり、 今宵 不思 

議の嗚 る 物 あり、 吹きつ る # を 急ぎ C 裏 へ まゐら せよ との 仰せな り、 すな はち 內裏 へ 參り 

けり。 はく もん 王御覽 じて、 今宵 吹きつ る 物 を 吹け とのた まへば、 则ち 吹き 給 ふ。 おも 

しろし との 仰せな り。 后の 宮の あさ 夕 は 葦原 國を戀 ひ 袷 ふ 御 慰に とて、 しんけん 殿へ ぞ 

召されけ る。 さる 程に こよ を せんと ぞ 吹き 給 ふ 0 姬君は ii 召し、 中納 言の 笛の 音と き 

知り 給へば、 扨 もい かやう にして、 此 所まで はお はし まし けんと *  E、o 召して まろび 出 

で、 とりもつ かんと 千度 百度 思しめ しけれ ども、 あしかるべき 事 なれば、 心なが く 間き 給 

ふ。 じんつう 女が. & しける は、 此修行^^か參りてょり* 后の 例なら すと ぞ腹 だち ける 0 

中に もしゃ こん 女が 中し ける は. さる 事 もお はします らん、 葦原 國には 笛 を 吹き、 いや 

しき 賤ま でも 管 終の 道 をた しなむな り、 又 梵天王の 池の 汀に あそぶ 驚鴦 や、 迦 陵頻、 孔 

くわ Vi3 ん  こき や， r- 

雀、 靄 鵜と いふ 鳥 は、 皆 管 絃の聲 を まなぶな り、 今 この 笛 を 閒き給 ひて， さ こそ 故鄉の 

こミ わり 

父 大王 も戀 しくお ほしめ し 候 ふらん、 御け しきの 變 りたる も 道理 ぞ かしと 申せば、 けに 

もと ぞ 申しけ る。 壺 のうちの 白 州に て， 夜と ともに 笛 を 吹きて ぞ おはしけ る。 さる ほど 
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ニニ  S 


よもめ all や 


袷 ふ 事なければ， 夢に だに も 見た ま はす。 さる 程に 篠の 小笹の 一 ふし も、 あくる かと 思 

しくて、 よもめ 烏のう かわ 聲、 森 を はなる. 1 けしきに て、 ほの ぐと えければ、 も 

と ゆ ひ 切り 給 ひて 滂 水へ ぞ 參られ ける。 さもい とけな き 時よりも、 月 ごとに 七日の あゆ 

み を 運び 奉りつ る 御 利 生に、 今一度 今生に て-術に 逢 はせ てた び 給へ、 とてもの 對而叶 は 

すば、 命 をめ して 後生の 緣 となして たべと、 淚 と北ハ に 祈られけ り 。曉 がた の 事なる に、 

八十ば かりの 老佾 の中納 言の 枕に 立ち 給 ひて、 汝姬 君の 行く へ 聞きた く 思 は v*、 是 より 修 

行 をして、 筑 紫の^ 多へ 行き、 便船こう て 千日と 申す に は、 必す 間え 候 ふべ しと あり。 夢 

ともう つ i とも 覺 えす、 則ち 觀 音の 御告 ぞと思 ひ、 すぐに 筑 紫へ 行く 唐 船， ぶね に 便船し 

て、 蒼海 萬 里の 波路 を經て • いづく を は. かり ともなく 忍 ひ 給 ふ 御 心の中 こそ 哀れ なれ。 此 

土み 離れて 十三 日と 中 すに、 大 かぜ 吹きて 波 荒く、 光り もの 飛び わたり、 二十 四 艘の舟 

の^ あ ひの 綱 も 吹き 切りて、 散り  になり けれども、 中納 言の 召された る 船 をば 吹き 

も 切らす して、 羅 國へぞ 吹きつけたり 。ある 湊に 上り、 心 ほそく 笛をぞ 吹き 給 ふ 。折 

ふし 此 世の 人と も覺 えす、 頭 は 空へ 生 ひの ほり、 色黑くせぃ高き^|<?ぁまた集りて、 吹き 

ける 物 はお もしろ やと、 感に堪 へて ぞ ig きに ける。 いか 樣 これ は 葦原 國の 人に てお るら 


秋 はれ かなる 色 

なれ ば —新 古 

今、 西 行 「覺束 

な 秋 はお かなる 

故の あれば す 

K! に 物の 悲し か 

るらん」 

所せ くまで I 所 

せき ま y の m 


のた まへば、 中納言 しらぬ 國と はお もへ ども、 姬 君の 父 S 御 許と おもへば 名殘 IE しさ は 

限な し C 遙々 日本へ 歸 りても、 .姬 君のお はし まさば こそ 頼み も あれと、 淚に哂 び 給 ひけ 

り。 梵天王 もい と あはれ に 思 召して、 さりと も- #も その 音信な かるべき と， 慰め 仰せら 

れ ける。 官人 あまた 門前まで 送り 奉り- はじめの 駒 今まで はありと も覺ぇ ざり ける が， 

まゐ りて 嘶い ける。 猶 ゆく すゑ は 頼もしく てうち 乘 りた まふ。 や- "ありて 陸地に 駒 は 

1^ びつ きぬ。 御 目 を ひらき 御覽 すれば、 花の 都 五條の 館に つき 給 ふ。 すぐに 內 裏へ 參. s: 

あり、 梵天王の 自箪の 判 を まゐら せければ、 不思議 さよと て、 內匠 の 食に 納められけ 

り。 さて 中納 言わが 御所へ 歸 り御覽 すれば、 た r 其 まよに て • もしゃ 巾納言 ふ. り 來り給 

ふとて、 女房た ち 走り ま はる。 はく もん 王が 入りた る 跡 もさながら なり。 女房た ち、 御 乳 

母、 中 納言を 見つけて， 彌 悲しく して 伏し 沈みて ぞ 泣き 給 ふ。 姬 君のお はしました る 御 

座に、 いまだ 御 枕 も、 ふるき 衾 もさながら あり。. 夢 かう つよ か、 夢なら ば さめての けと、 

伏し しづみ 給 ひけり。 頃 は 八月な かばの 頃 なれば、 いつしか 庭の 落葉 も そよ めきて、 松 

ふく 風 も 関 寒く 聞え つ V さらぬ だに 秋 はいかなる 色 なれば と. & しった へ たる 悲し さに、 

わが 身 ひとりの たぐ ひぞ と、 淚の露 も 所せ くまで 浮く ばかりな り。 夜な/ \- もま どろみ 
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中納言 心に 思 はれけ る は、 梵天の なら ひに か るく ひ 物， 酒 更に \1 ^めど も醉 はざる なり、 

欲しき 程 は^むと 間く 物 を、 ^まば やと 思 ひの むな り。 折 敷に 入れた る 物 を めて 御 

する に、 芳しく せき 物な り。 执又 後に 二十 四 五ば かりの 天女 瑠璃の ごきに、 長さ 一尺^ 

る 米の 白く 美しき 飯を備 へて 來 りたり， 御前に おきぬ。 中納肯 まゐ らんと する 所に、 份 

ま  V-U  くさ 9 

なる 閒を 御覽 すれば、 骸骨の やうなる 物 あり、 人に も あらす、 また 鬼に も あらす。 金の 鎖 

にて 八方へ つながれて 居たり。 彼の 傲 を Gs- て， あら 養 まし、 あれ 一 口 給 はり 候へ かし、 わ 

が 食物に 餓 ゑて、 旣に 存命 極まりぬ、 しばし が 程の 命 を 助かり 候 はんと 欺きけ り。 巾納 

ミが 

-言 もとより 大 慈悲 ふかき 人 なれば、 すな はち 日本に て咎 ある 者 を牢に 入れた るが ごとし、 

さ こそ 食に かつえて、 悲し かるらん と憐 みて、 汝舌を さし 出 だせとの 給へば、 斜 ならす 

喜びて、 鎖 を ゆすり 舌 を 出 だした る を御覽 すれば、 長さ 一 尺ば かりなり。 あな 恐し や、 こ 

の 者の ありさま、 せいに も 似す して 舌の 大きさよ， いかさま 只者なら じと、 身の 毛 もよ だ 

ちて. 此顥 をす くひ 投ゅ 給へば、 立 所に て 忽ち 八方の 鎖 を 皆々 引き 切り、 くろがねの 格子 

を蹈み 破り、 殘 りの 顿をも 攫んで 打ち 喰 ひ、 さし も 玉の 如くなる 内裏 を 踏み やぶり、 大 

風 大雨 を ふらせて、 虛空を さして 飛び出で にけ り。 ありつる 天女 あわてて 来り、 あな 淺 


梵 天 


國 


ニニ 


御伽 草紙 


漫々 たる 砂の 地に ぞ 著き 給 ふ。 此馬 三度い ばえ て、 人なら ば 暇 を 乞 ふと 忍し くて、 虛空に 

行きぬ。 さて 何となく 細道 を しるべに 迎 りくと あゆみ 給 ふ 程に、 人に 逢 ひて 此國を 

ばい.. ひくと 申す ぞと問 ひ 給へば、 梵天 國と ぞ傳 へけ る。 さて 梵天 國の內 裏 は いづく に 

て 候 ふ ぞと問 ひ 給へ は、 是 なる 道 を 南へ 行きて 御覽ぜ よ、 卽ち內 裏なる べしと 答へ け 

る 。嬉しく 思しめ して、 行き 給 ふ 程に、 野に てもなく、 山に てもなく、 満々 平々 として、 

又 里 もな く、 限り ほとり もな し。 次第々々 に 砂の 色 を 見れば、 皆黃 がの 如くな り。 白銀の 

門 をた て、 黃 金の 門 をた て、 見れば 金の 砂 一 町ば かり 敷きみ てり。 その 內 にきり の 柱、 瑪 

瑙の 石、 七 寶莊嚴 のす ベて、 極樂 世界 を 音に 間き しに 違 はす。 歩み 人り て御覽 すれば、 玉 

のき ざ はし、 玉の 床、 玉の ラ てな、 玉の すだれ あり。 やうく ありて 三十ば かりなる 天 

や ラらく 

女 瓔珞を 垂れて 来り、 南へ 指 を さし 給 ひける 程に、 执は參 れと御 をし へ ありと 思 召して、 

南へ めぐり 御覽 すれば、 日本の 內 裏紫窟 殿と おほしくて、 きりの 柱 二三 本立てた る 御殿 

あり、 玉の 床數を 知らす ありけ るが、 其 向 ひなる 座敷の 中に 中 納言居 給 ひけり。 又廿四 

五ば かりなる 天女、 金の 折 敷に 瑠璃の 盃を すゑて 来り、 又 三十ば かりの 天女. 金の 瓶 子 白 

銀の 銑 子 を 持ちて 出で、 うちお きて 何とも 物 を もい はで 歸り けり。 


しま II* 磨か 


やすき 程 W 事と て、 北の 倉なる 色よ き 金 三千 兩 

とり 出 だし、 大豆 三 石 三.^ にさせて、 此 "ii に 飼 

はせ 給 ひける。 喰 ひ はてて 水の みて、 三度 身ぶ 

ろ ひして 立ちければ、 しまの 如くに なりに けり 0 

め す  ひがし ひき 

此馬 明日の 卯の 刻に 束 向に 引 立 てて めさる ベ 

し、 しばし おりて 此 馬身ぶ る ひして 足播 せば、 

兩眼 を强く 塞ぎ 給へ、 あな かしこ、 道に て 御 目 

をば し 開き 給 ふな、 此瑪 取りつ きて 身 濃 ひせん 

時 御 目 を 開きて 御覽ぜ よと， 、 3 ま . ^と 仰せけ 

れば、 敎 への 如く 兩眼 をつ よく 塞ぎて、 鞭 をし 

と i あてられ ける とき、 馬は盧 空へ あがりけ 

る。 

やよ ありて 陸地と お II- しき 所に て、 身ぶ る ひ を 

三度したり ける 時 * 兩服を 開きて 御覽 すれば、 


御 —伽 I 草， 紙   一  1 1 A 

ひて 淚を， 流して * 誠に 是は たやす からぬ 事な り、 みづ から 葦原 國に契 あるに よって、 し 

ばし 人間に て 候 ふ 間、 又 梵天 へ 上らん 事た やすから す、 又 中 納言殿 はるぐ の 道 なれば 

梵天 國へ おはし まさん 程の 別れい か r 有るべき とて、 伏し 沈み 泣き 給 ふ。 中 納言閒 召し 

御身 内裏へ 參り給 はすば、. 震 且百濟 に 流されて、 一た び は 失せぬべし、 た r 內裏 へま ゐ 

らせ 給へ と、 泣く くの たまへば、 姬君、 それ 日本 葦原 をばぬ す 人國と 申して、 人の 心 

が 人間に あらす、 梵天 國 のなら ひに て、 人に 契 を 結び， 又と 契 叶 はす、 情なく も か よる 

仰せ を 承る こそお ろか なれ、 虎 ふす 野 fT 火の 中、 水の 底まで も、 おくれ まる まじき な 

り、 さりな がらみ づ からが 申さん やうに おはし ませ、 今日より 七日 精進に 身 を淸め 七 

度の iii 離 を かき 給へ、， 其 後 愛宕山の 嶽 にあ. かりて 御覽ぜ よ、 乾の 方へ 細道 あり、 七 里ば 

かり 行きて、 大木 一本 あるべし、 その 木の本に 馬三疋 あるべし、 中に も瘦 せた る 馬 を 率 

きて おはし ませと 仰せければ、 中 納言敎 へ の 如く 行きて 見 給 へ ば、 實 にも 六 つ の 道 あり、 

i が 道 を 七 里程 步 みゆきて 大木 あり、 葦毛の 馬、 月 毛の 馬、 鹿 毛の 馬三疋 あり、 葦毛 馬の 

P  ♦*  くさ 

痩せた る を 率き て歸 り、 姬 君に 此由 仰せければ、 秣 なくて はいか *i すべきとの たま へ 

ば、 中納 言、 いかなる 草の 入り 候 ふ ぞと宣 へば、 黃金 三千 兩 入るべし と 中 させ 給へば、 


耳の < 

事 か 


-ぉ 5- の 


しんさ 1. u んき 

ん 宸襟) の設股 

力 


,w よ 中將 どの、 さして 神 鳴らば、 耳の こもぬ け、 稻光 まなこ を 取るべし とて 泰り給 ひ 

ける。 さる 程に 初めは かみなり 一 つ 二つ 鳴り ま はる。 それ だに 膪を 消しつ るに、 四つ 五 

つ ともなり しかば， 傘 ほどの 光り もの 1 つ 二つ こそ 飛びち が ひ、 のち は 一 二 千 こそ 光り 

ナ り。 

か なり 、なづ ♦*  , 

雷 稻妻 のみなら す、 國 土の 岸 を 穿ちけ る 事に がくしく、：^? 鎖， 若き ハ： Jg、g^_. ん. が^ 

水 を 叶-き 倒れ伏し、 半死半生の 人數を しらす。 天皇ば かりこ そ 院宣 汗の 如く 七日 をば 待 

つべ しと * 御 心に 思しめ せど も、 耳の こもぬ け、 御 心 もま どひて、 すべて しんさな つ、 ま 

おんき ね  • 

しく 御 命 も危く 御お を かづきて 臥し 給 ひける。 中將 殿の 耳に は 更に^ えす して 大事 も 

なし。 さの み 皇子 をな やまし 奉るべき ならねば、 龍王た ち鎭 まり 給/と、 ぉ將 どのの ヒ 

かみなり，. づ 

まへば すな はち 雷 鎭 まりけ り。 さる 程に 黑雪 消え、 綠の 雪に なりけ り。 中 將殿も わが 

御所へ 歸り給 ひて、 其 後中納 言に 成り 給 ふ。 かくて 五十 日ば かり ありて、 內 裏へ 中 納言を 

かりよ ラび. <  \  、でん 

召して 迎陵^ 丑 雀、 鬼が 娘の 十 郞姬、 雷電に いたる まで、 只事と も覺 えす、 ありがた 

きまる が宣 iH にした がふ 事 神妙な り、 然り といへ ども 梵天王の 直の 御 判 を 取りて たべと 

ぞ宣 旨なる。 かしこまって 候 ふとて 御所へ 歸り、 姬 君にぞ 中 させ， 洽 ひける。 ！^君^^き給 
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5 なし一未詳 

なんだ ー 難陀， 

敏喜 と譯す 

はつなん だ. I 拔 

雛陀、 善歉 喜と 

譯す 

しかつち I 沙喝 

羅、 滅 海と 譯す 

しゅきつ I. 和修 

きの 衍、 多 頭と 

謁 す 

とくしゃ か I 德 

叉迦、 多 舌と 鐸 


那^ 達 多、 無熱 

と譯す 

まな し I 摩那 

^. 大力と 譯す 

うはつち In 鉢 

羅， «| 色 連！ * 池 

と譯す 


震旦 鬼界 へ も 中將を 流罪して， 姬君 をと らん とこ そ 思 召 しける。 さて 中 將を召 して、 

鬼が 娘の 十 郞姬を 見 たれば、 猶々 戀 しく 覺 ゆるな り、 思 ふが 中 を さくるな る 天の 鳴る 神 

をよ びく だして、 七日 内裏へ 参らせて、 鳴らせて 見せよ、 まるが 戀の心 を 慰 さまん との 

宣旨 なり。 中將殿 畏まって 候 ふとて、 わが 御所へ 歸り給 ひ、 叶 ひがたき 事 なれば、 左右 

なく 姬君 にものた ま はす。 姬君 立ち寄りて、 又 何事 か宣 旨ぞ、 みづ からに 仰せられ 候へ 

とのた まへば、 ありの まよに 仰せけ る。 それ こそい と 易く 候 はん、 天の 鳴る 神と 葦原 國 

に は 申せ ども、 梵天 國 のうなしの 下づ かひに て 候 ふなり、 やすき 程の 事と て椽に 立ち 出で 

て， 扇 ほ， C ビ、 と 打ち鳴らし.. なんだ 龍王、 はつなん だ 龍王， しかつら 龍王、 しゅきつ 

龍王、 とくしゃ か 龍王、 あな はたつ 龍王、 まなし 龍王、 うはつら 龍王、 八 龍王 達と ぞ召 

it ら かさ  くろくも 

されけ る。 いづく よりと は 見えね ども、 命 ほどの 黑雲 愛宕の 嶽に 飛び 来り、 姬 君の 御前 

なる かみ 

に 舞 ひさが る。 いかに 龍王た ち 聞き 給へ、 葦原 國の みかど、 あまりに 御 心さう にて、 嗚神 

內裏 へ 參ら せて、 七日 鳴らせよ との 宣旨 なり、 急ぎ 内裏 へ 參り、 七日 鳴りて 御 目に かけよ 

と、 實に うらめし ゆに ぞの たま ひける。 八 龍王、 各 御 暇. &し、 すな はち 雨風と なりて. 

裏の 御殿に 飛び移り けり 。中 將殿も 參り給 ひぬ。 姬君 かぶり 取りいだ し、 これ を 召さ 


じけ る o 

かくて 七日 も 過ぎければ、 かき 消す やうに 失せに ける。 漸う 廿日 も 過ぎざる に、 巾 將殿を 

召されて、 鬼が 娘の 十 郞姬を 呼び寄せて、 七日. 2： 裏へ 参らせよ、 それが 叶 はぬ 物な. りば 汝 

が 夫妻 を 召さる べしとの 宣 旨な り？ うけ 給 はって 歸られ ける。 面目無き ことにて 候へ ど 

も * か. -る 次第と 申されけ る。 晚君 うち 笑 ひ、 それ こそ 易き 事 なれ、 わら はが 父の 召し 仕 

ふ はした の 物に て 候 へ ば、 みづ から 召し 候 はんに、 まらぬ 事 は あら じと て、 南面 へ 立ち 出 

で、 十郞姬 とて 召されけ る。 钊那が 程に 參 りたり。 葦原 國の 御門 あまりに 御心敏 うにて， 

十 郞姬が 姿が 見た きょし 宣旨 なり、 急ぎ 5： 裏へ 參り、 七：！：！ぁそび^^らせょ、 七 n も 過ぎ 

ば 御^ 申せとの たま ひて、 中將 殿に 奉れば、 連れて 參 5： ましく ける。 みかど 歡覽 まし 

まして、 公家 大臣 集まりて、 十 郞姬を 見 給へば、 いづく にて 著 かへ たると は 見えね ども、 

七日の 間 七 度 衣裳 を 著 かへ、 色々 の 御遊 ども 心 言葉 も 及ばれす、 一つ も洩 したる ことな 

かりけ り。 七日 も 過ぎければ、 かき 消す やうに 失せに けり。 天皇 御 心に 思しめ しける は、 

たと へに こそ 聞きつ るに、 十 郞姬を 始めて 見る、 彼 を はし たのものに 仕 ふなる 梵天王 

の姬君 は、 さ こそと こそ 思しめ し、 いよ-,^ 戀 しく 思 はるれ、 卟 はぬ 事 を 言 ひかけ て 
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かう を 穿き、 くれな ゐの袴 ふみく よみ、 すべて あだなる 言の葉まで は、 ありぬべし とも 

覺 えす。 待從 こなたへ とのた まへば、 經の 前に 錦の 褥の 上に 居 給へ り。 互に 見えつ 見え 

られつ， 鴛鴦 比翼の かたら ひも、 淺 からすと ぞ^え ける。 か i る めでたき 折 ふしに、 み 

かど 此由 きこしめし、 我 十 善の 位 を 受け、 一天四海 を たなごころに まかす といへ ども、 

梵天王の 婿に はならぬ と 御 歎き あり。 或 時待從 は中將 になり 給 ふ。 中將急 ざま ゐれ とて 

召されけ るが、 天皇よりの 宣 旨に は、 汝が 夫妻 七日 內 裏へ まゐら せよ、 それが 叶 はすば 

伽 陵領と 孔雀の 鳥 を 召しよ せて、 七日 内裏に て 舞 はせ て 見せよ、 まるが心をなぐさめん- 

それに も 叶 はすば. 日本 國には 叶 ふま じきとの 宣旨 なり。 うけた ま はると. S. し 急ぎ 館へ 

歸られ けろ。 姬君を 近づけ、 此. E かくと 語らせ 袷へば、 それ こそみ づ からが 父の 內 裏に 

みな A お b て  .V ゥょ 5 びん 

いか 程 も 候 ふぞ、 呼びよ せて 舞 はせ 候 はんとて、 南面に 出で て、 迦陵頻 の御聲 にて、 梵 

天國の 鳥をぞ 召されけ る。 那が 間に 參り ける。 姬君斜 に 思 召し、 中將 殿に 奉れば 、みか 

どへ つれて 參内 あり。 みかど §5 覽 ましくて、 ことの 謦 へに こそ 迦陵頻 の 聲とは しつ 

たへ たれ、 おもしろく 囀りて *  二つの 鳥が 人り 亂れて 舞 ふ 程に、 物に よくく 譬 ふれ 

ば、 かの 極樂の 七寶淨 土の 御池 かと、 煩惱 のね ぶり を さまし、 おのく 感淚を 流して 御覽 


とうかうた 

未詳 


s かう I 宋詳 


さる 程に 北の 御 方 は 無常の 風に さそ はれて、 あしたの 露と 消え 給 ふ。 大臣 殿 は 此^ 君に 

のみ 慰みて、 明し 暮し給 ひける に、 十三と す 春の 頃、 大臣 殿 も 空しくなり 給 ふ。 待從 

の. 御欵き e. すば かり もなかり けり。 父の 御 孝養に は 笛 を 吹き、 梵天" 份釋 まで もお もしろ 

く、 とうかう たいの 上に 手 向け 給 ひける。 七日と 申す 午の 時ば かりに. 紫の 雲ー 村 あま 

くだりけ る を 見れば、 天女と 童子 十六 人、 玉の かぶり、 黃 金の 舆を かたぶけ て、 ゆ. 'し 

き官人 一人 天く だり、 待 從に向 ひ 御淚を 流して、 汝七 S の 間 吹き 給 ふ 笛、 则ち 梵天 國へ 

通じ ノ 孝行の 心 ざし 二つ ともなき を， 上品 上 生、 下界の 龍神まで も 納受した まふな り。 我 

一 人の 姬を もてり、 來る 十八 日に 床を淸 め、 鳴 を しづめ て 待ち 給へ、 姬な 1! 身に 参らせん 

われ こそ 梵天王に て 侍れと て、 紫の 雲た ち 上りぬ。 待從は 夢と も 現と も わきよ へす， ゆか 

よりおり 袷 ひて、 經を讀 誦し 給 ひて、 父母の 御菩 IS の爲と 回向した まふ。 さる ほどに 

約釆の 日に もな りし かば、 まことし からぬ 事 なれ ども. 床 を 淸め香 を 焚き、 嗚を しづめ 

て 笛 を 吹き 袷 ふ。 十八 日の 月漸ぅ 澄み 昇り、 千里 萬 里に あきらか なり。 いと 芳しき 風 吹 

きて、 花 ふり 異香薰 する うちよりも、 十六 人の 童子 玉の かぶり を 戴きて *  k 金の 舆をさ 

しょせ、 十四 五ば かりの 姬君、 額に は 天 冠 を あて、 身に は 玉の 瓔珞を 垂れ、 黃 金の ひつ 一 
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しゃう めう I 浮 

名 居士 郎ち 維摩 


具足 I 同伴す る 

こ i 

童 殿上 I 攝關大 


少 にて 昇 f お を 許 

さるく 者 を. S ふ 


すべし、 金泥の 觀音經 三千 三百 三番 書かせて 參ら すべし と、 祈られけ る 程に、 七日と 申 

か ラ ころも 

す曉、 いと 氣 高き 御聲 にて、 こなたへ と 召されけ るが、 寶 殿なる 所に 香の 衣に 同じ 裝裟 

かけて * いと かう ばし き 高僧お はします。 彼のし やうめ う、 うしろの 方丈の 間に、 三 萬 六 

千の 床 を 前べ ける も 思 ひ 知られて、 いとたつ とくて、 いづく に 立ち寄るべき とも 覺 えす 0 

高僧 重ねて それへ くと 召されければ、 御前に 畏まり 給へば、 いかに 汝が 中す 所の け 

うしなるべし とて、 磨け る 玉 を 取り出 だし、 すな はち 大臣の 左の 袖に 移させ 給 ふと 御覽 

じて、 夢 さめぬ。 其 後 下向 ありて、 程なく 北の 御 方懷妊 あり、 若君 一人 生み 給 ひ、 やが 

て 玉 若殿と て 喜び 給 ふ。 日に 增 して 成人し 給 ふに つけて、 光る やうに ぞ おはしけ る。 父 

の 大臣、 一時 も 御身 を 離さす かし づき 給 ふ。 二 歳と S. す 時、 -2： 裏へ 參. 2： ありけ るに も 具 

わら は てんじゃ 5 

足し 給 ふ。 天皇 聞し めして、 いまだ 例 も 無き ことかな、 七 歳の 童 殿上と 申す 事 は あれ ど 

も、 二 歳の 殿上 は 珍しき 事な り、 たか ふぢが 子の 事 なれば とて、 四 位の 待從 になし 給 ひ 

て、 公卿の 座へ ぞ 召されけ る 。昇殿の 始めに しるしなくて はいか r とて. 丹後伹 31 兩國 

を 給 はりけ る。 大臣 斜 ならす 御喜び ありて、 いよ^. - いっき かし づき 給 ひける 程に、 や 

う/, -七歲 にもな り 袷 へ ば、 殊にす ぐれて 笛をぞ 吹き 給 ひける。 


梵天 國 


淳和 天皇の 御代に 五條の 右大臣た か ふぢと てお はしける が、 容顔 美麗に ネ覺 いみ じきの 

みならす、 四方に 四 萬の 載 をた て、 乏しき 事 まし まさす、 年月 を 送り 給へ ども、 一 人の 

-ぁ子 を 持ち 給 はで あけくれ 歎き 給 ふ。 或 時つ くぐと 案じ 思しめ しける は、 われ 前の世 

にい かなる 罪 を 作りて か、 一 人の子 を ももた す、 七十 八十の よは ひ を 保つ とも、 つ ひに 

SJr  たれ  かみ ほ w け 

止まるべき にあら す、 亡 からん 跡 を 誰かと ふべき、 昔より 今に 至る まで 神佛に 申す こと 

叶へば こそ、 萬の 人 も 申 すらめ とて、 夫婦 諸共に 淸 水に 參り、 五體を 地に 投け、 三千 三 

百卅 三度の 禮拜 を參ら せて、 願 はくば 一人の 孝子 を與へ 給へ と. 種々 の 願 を 立て 給 ひけ 

る。 . 

このぐ わん  やつ はながた おんち や、 7ii い こ がね しろが：^  ,  ，： >  >、  ，  V-  ■ ： . 

此願 成就せば、 八 花形の 御帳臺 を、 黄金 白銀に て 三十 三枚. つつ 月 ごとに かけて 參らす 

まん _f>J 、フ 

ベ し， 又 毎日 萬燈を 三年と もして、 百 人の 佾 にて 法 花 三昧の 不斷經 を、 三年 讀 ませて 參ら 
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る なれば、 其 外の 孝行 推し量られた ると て、 此 人の 孝義 天下に あら はれた ると なり。 こ 

の 山 谷の こと は餘の 人に か はりて、 名の 高き 人な り. - 

陸 饋 字 公紀 

孝悌 皆 天性 人間 六歲兒 袖 中 懷，， 綠橘， 遺レ母 報，, 含 飴， 

陸績六 歳の 時、 袁 術と いふ 人の 所へ 行き 侍り。 袁 術陸績 がた めに 菓子に！ S を 出 だせり。 

陸績 これ を 三つ 取りて、 袖に 入れて 歸る とて、 袁 術に 禮 をいた すと て、 袂 より 落せり。 袁 

術 これ を 見て、 陸績 どの は 幼き 人に 似合 はぬ ことと 言 ひ 侍りければ、 あまりに 見事なる 

ほどに、 家に かへ り 母に あた へん ためなりと. &し 侍り。 袁術 これ を閗 きて、 幼き 心に て 

かやう の 心 づけ 古今 希な りと ほめた ると なり。 さて こそ 天下の 人、 かれが 孝行なる こと 

を 知りたり となり。 


释芳 總不. SI 原 

木 _16 芳總 不知」 

と あり、 1 本に 

よりて 改む 


1 を 以て 离を知 


田眞 田廣 田慶  ♦ . 

海底 紫 珊瑚 群芳總 不レ如 春風 花満樹 兄弟 復同レ 居 

此 三人 は 兄^な り。 鋭に おくれて のち、 親の 財寳を 三つに 分けて 取れる が、 庭前に 紫荆 

樹 とて、 枝葉 榮ぇ花 も 喚き 亂れ たる 木 一 本 あり。 これ を も 三つに わけて 取るべし とて、 終 

夜 三人 詮議し ける が" 夜の 旣に 明けければ、 木 を 切らん とて、 木の もとへ f ければ、 昨 

日まで 榮 えたる 木が 俄に 枯れたり。 田眞之 を 見て、 草木 心 ありて 切り わかたん といへ る 

を ii いて 枯れたり、 まことに 人と して、 これ を辨 へざる べし やとて、 分た すして おきた 

れば、 又 ふた i び もとの 如く 榮 えたる となり。 

山 谷  . 

貴顯間 n 天下， •  平生 孝 事レ親 汲 レ泉涓 n 溺器- 婢妾豈 無レ人 

山 谷 は宋の 代の 詩人な り、 今にいた りて 詩人の 祖師と いはる i 人な り a あまたつ かひ 人 

も あり， 又 妻 もお りと い へ ども、 みづ から 母の 大小便の 器物 をと り 扱 ひて、 汚れた る 時 は 

手づ からこれ を 洗 ひて 母に あたへ、 朝夕よ く 仕へ て 怠る 事な し。 さらば 一 を 以て 离を知 
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らは にして 蚊に 喰 はせ たらば、 蚊 も わが 身 を 喰 ひ 親 を 助けん と 思 ひ、 すな はちい つも 夜 

もす がら 裸體 になり、 わが 身 を 蚊に く はせ て、 親の 方へ 蚊の 行かぬ やうに して 仕へ たる 

となり。 いとけ なき 者の かやう の 孝行 は、 不思議な りし 事共な り。 

張 孝張禮 

偶 値 二 綠林兒 1 代 レ烹云 n 瘦肥， 人 皆 有 ご兄弟， 張 氏 古今 稀 

,  あまり  •  このみ 

張 孝 張禮は 兄弟な り。 世間 饑饉の 時に、 八十 餘の母 を 養へ り。 木 實な拾 ひに 行き たれば、 

一人の 民 疲れたる 者來 りて、 張禮を 殺して is はんと 云へ り。 張禮 云ふ樣 は、 われ 老いた 

る 母 を もてり、 け ふはい まだ 食事 を 参らせ ざり つる 程に、 すこしの 暇 を 賜 はれ、 母に 

物 を參ら せて、 やがて 參 らん、 もし 此 約束 をた がへば、 家に 來 りて 一族まで を 殺し 給へ 

と 云うて 歸る。 母に <M 事 を 進めて、 約束の 如くに 彼の 者の 所へ 至りけ り。 兄の 張 孝是を 

聞きて、 又 跡より 行きて 盜 人に いふ 樣は、 我 は張禮 より 肥えた る 程に、 食す るに よかる 

べし， 我 を 殺して 張禮を 助けよ と 云へ り。 又 張 禮は我 はじめよりの 約束な りと て、 死 を 

爭 ひければ、 彼の 無道なる 者 も 兄弟の 孝義を 感じて、 共に 死 を 免し、 かやう の 兄弟 古今 

稀な りと て、 米 二 石 鞭 一駄と あたへ たる。 是を 取りて 歸り、 いよく 孝道 をな せる とな 


南齊 ー 原本 「南 

亭」 と あ り、 1 

本 よりて 改む 


たへ、 又み づか らも 常に 食 すれ ども、 一期の 間盡 きすして おりたる となり。 これ 孝行の 

しるしな り 0 

て 质黔婁 、 

到 レ縣未 二 旬日， 椿 庭 逢ニ疾 深， 願將レ 身代 レ死 北 望 grn 憂心， 

ゆ ，ん ろう  くわん にん 

庾^ 5f„ 、は 南齊の 時の 人な り。 陵と いふ 所の 官人 になり て、 すな はち 驛陵縣 へ 至りけ る 

むな 

が いまだ 十日に もなら ざるに、 忽ちに 胸 さわぎし ける ほどに. 父の 病み 給 ふかと 思 ひ、 

官を 捨てて 歸 りければ、 案の 如く 大に 病めり。 ^赛、 醫師 によし あし を 問 ひければ、 醫 

師病 者の 糞 を 嘗めて みるに、 甘く 苦からば よかる べしと 語りければ、 ^宴 やすき 事な り 

とて、 嘗めて 見ければ、 味よ から ざり ける 程に、 死 せんこと を悲 み、 北 斗の 星に 祈 を か 

けて、 身が はりに た i ん事を 祈りた ると なり。 

吳 猛 ， 

夏 夜 無 n 帷帳， 蚊多不 n 敢禪， 恣 n 渠 膏血， 飽く 免 レ使レ 入 n 親闈， 

吳猛は 八 歳に して 孝 ある 人な り。 家 まどし くして よろ づ 心に 足ら ざり けり。 されば 夏に 

いちや. ひ  ころも 

なり けれども 帷帳 もな し。 吳 猛みづ から 思へ り、 わが 衣 をぬ ぎて 親に 著せ、 わが 身 は あ 
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み を かなへ たく 思 ひ、 すな はち 鹿の 皮 を 著て、 數多 むら. かりたる 鹿の 中へ まぎれ 入り 侍 

まこ S 

れば、 獵人 これ を 見て、 實の 鹿ぞと 心得て、 弓に て 射ん としけ り。 其 時 剡子是 は 實の鹿 

に は あらす、 剡 子と いふ 者なる が、 親の 望み を 叶へ たく 思 ひ、 僞 りて 鹿の 形と なれり と、 

聲を あけて 言 ひければ、 獵人 驚いて 其 故 を 問へば、 ありすが たも 語る。 されば 孝行の 志 

深き 故に、 矢 をの がれて 返りたり。 そ もく 人と して 鹿の 乳 を 求 むれば とてい かで か 得 

さすべ き。 され ども 思 ひ 入りた る 孝行の ひ やられて あはれ なり。 

蔡 順 

黑椹奉 n 親闈， 啼レ飢 淚满レ 衣 赤 屑 知 二 孝順， 牛 米贈レ 君歸 

蔡 順は汝 南と いふ 所の 人な り。 王 莽 といへ る 人の 時分の 末に 天下 大に 亂れ、 又 飢饉して 

食事に 乏しければ、 母の ために 桑の 實を拾 ひける が、 熟した ると 熱せざる と を 分けたり。 

このと き 世の 亂 により、 人 を 殺し 剝ぎ 取りな どす る 者 ども 来って、 蔡 順に 問 ふ樣 は、 何 

とて 二色に 拾 ひ 分けた る ぞと言 ひけれ は * 蔡順 ひとりの 母 を もてる が、 此 熟した る は 母 

にあた へ、 いまだ 熟せざる は 我が ためなりと 語りければ、 心づ よき 不 道の 者 なれ ども、 

かれが 孝 を 感じて、 米 二 斗と 牛の 足 一 っ與 へて 去りけ り。 その 米と 牛の 腿と を 母に あ 
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I 御 ■ 伽 I 草 I 紙  二 OS 

づき ii 拜 して、 柏の 木に 取り付きて 泣き 悲む 程に、 淚か i りて 木 も 枯れた ると なり。 I* 

植 うる 習俗な リ は 平生 かみなり を 恐れた る 人な りければ、 母むな しく なれる 後に も、 雷電の しける 折！ i_ 

は、 急ぎ 母の 墓所へ ゆき、 王裒 これに ありと て、 【墓 をめ ぐり、 一 死した る 母に 力 を 添へ た 一 

り。 かやう に 死して 後まで 孝行 をな しける を 以て、 生ける 時の 孝行まで 推し はかられて、 一 

有りが たき 事 どもな り。  一 

郭 巨-  " 

光. お I 原本 「t 貧乏 思コ 供給， 埋レ兒 願 一一 母存- 黃金天 所レ賜 光彩 照-寒 門，  _ 

c-tn  t -、 1  ま、)」  ひ ！-』 り 

f に 郭互は 河内と いふ 所の 人な り。 家 貧しう して 母 を 養へ り。 妻 一 の 子 を 生みて 三 歳に な.？^ 

り 。郭互 が 老母、 彼の 孫 をい つくしみ、 わが 食事 を 分け 與 へ けり。 或 時、 郭 互 妻に 語る 樣 は，〕 

貧しければ 母の 食事 さ へ 心に 不足と 思 ひしに、 其內を 分けて 孫に 賜 はれば 乏し か るべ し. 一 

是 偏に 我 子の 有りし 故な り、 所穀汝 と 夫婦たら ば 子 二度 有るべし、 母 は 二度 有る ベから 一 

夫 ¥1 ゆければ す、 とかく 此 子を埋 みて 母 を 能く 養 ひたく 思 ふなり と 夫婦 云 ひければ、 【妻 もさす がに 悲し j 

！夫婦^^^^^した  ちご  一 

るに  く 思へ ども、 夫の 命に 違 はす、 彼の 三 歳の 兒を 引きつれて、 埋 みに 行き 侍る。 則ち 郭 g 

わ ん かま  ノ 

淚を 押へ て、 すこし 掘り たれば、 黄金の、 #: を 掘り出 だせり。： J»i ハ 釜に 不思議の 文字す わ 
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たれば、 主 もこれ を 感じて、 萤 永が 身 を ゆるしたり。 其 後 婦人 董 永に いふ 樣は、 我 は 天 

,",3 め I 負惯 上の 織女なる が、 汝が孝 を 感じて、 我 を 降して おひめ を 償 はせ せりと て、 天へ ぞ あがり 

ナ り。 

黄 香 

に はめて. V5.- にす  に は で .5^ うす  る 

冬 月 溫レ衾 燥 夏 天 扇 レ枕涼 兒童知 n 子 職， 千古 一黄 香. 

黃香は 安 陵と いふ 所の 人な り。 九 歳の 時 母に おくれ、 父に 能く 仕へ て 力 を 盡. せり。 され 

？ しめ- 谅レ ば 夏の 極めて 暑き 折に は、 枕 や 座 を 扇いです r しめて、 また 冬の 至って 寒き 時には、， 衾 

の つめたき こと を悲ん で， わが 身 を もって 暖めて 與 へたり。 かやう に 孝行なる とて， 太 

{寸11 謹と いひし 人、 札 をた てて 彼が 孝行 を ほめた る 程に、 それょりして人皆黃^^！こそ孝 

行 第一の 人な りと 知りた ると なり。 

王 裒 

慈母 怕レ 閒レ雷 氷 魂 宿 二 夜臺， 阿 香 時. 一 震 到 レ墓遶 千 廻 

法度に 行 はれ ー 王 衷は營 陰と いふ 所の 人な り。 父の 王義、 〔不慮の 事に よりて、 ^^王ょり法度に行はれ死 

刊罰を 蒙り  あ ひだ は •，  はか-どころ 

にけ る を 恨みて、 一期の 間 その 方へ は 向うて 坐せ ざり しなり。 父の 墓所に ゐて、 ひざ ま 


 二 。二  

の 奇特 を あら はせ るなる べし。 

董 永 . 

葬 レ父貸 n 方 香 1 天 * 陌 h 迎 

織 レ絹償 n 債 生， 孝感盡 知レ名 

ミ、 え ,J 

董永 はいと けなき 時に 母に 離れ、 家 まどし くし 

て 常に 人に 雇 はれ 農作 をし、 賃を とりて 日 を 送 

りたり。 父 さて 足 も 起た ざれば 小 車 を 作り、 父 

を乘 せて、 田の あぜに おいて 養 ひたり。 ある 時 

父に おくれ、 葬禮 をと i の へ たく 思 ひ 侍れ ども、 

もとより まどし ければ 叶 はす 0 されば 料 足 十 貫 

に 身 をう り、 葬 禮を營 み 侍り。 诸 かの 錢 主の 許 

へ 行きけ るが、 道に て 一 人の 美女に あへ り。 か 

の董 永が 妻になる べしと て、 ともに 行きて， 一 

ねし 

月に かとり の 絹 三百 疋 織りて、 主の かたへ 返し 


镌 nl 原本 「饞 

甲」 と あり、 一 本 

R よりて 改む 


尾 をす ぺ て. I 尾 

をす ぽ めて 


唐 夫人 は 姑 長 孫 夫人 年た け、 よろ づ 食事 齒に叶 は ざれば、 つねに 乳 を ふくめ、 あるひ は 

朝 ごとに 髮 をけ づり、 其 外よ く 仕へ て、 數年養 ひ 侍り。 ある 時 長 孫 夫人 ゎづら ひっきて， 

このたび は 死 せんと 思 ひ、 一 門 一 家 を 集めて い へ る 事 は、 わが 唐 夫人の 數 年の 恩 を 報ぜ 

すして、 今 死 せん 事殘り 多し、 わが 子孫 唐 夫人の 孝義を まねて あるならば、 必す 末も繁 

しう め 

昌 すべし とい ひ 侍り。 かやう に 姑 に 孝行なる は 古今 稀なる とて、 人み な 之 を ほめたり 

と。 されば やがて 報いて、 末 繁昌す る 事き はまり もな く ありた ると なり。 

楊 香 

深山 逢， も 額， 努力 轉ニ腥 風, 父子 倶無 レ恙 脫 n 身饞 口中, 

楊 香 は ひとりの 父 を もてり。 ある 時 父と 共に 山中へ 行きし に、 忽ち あらき 虎に あへ り。 

楊 香、 父の 命 を 失 はんこと を 恐れて、 虎 を 追 ひ 去らし めんと し 侍り けれども 叶 はざる 程 

に、 天の 御 あはれ みを賴 み、 こ ひねが はく は 我 命 を 虎に あたへ、 父 を 助けて 給へ と、 心 

たけ 

ざし 深く して 祈りければ、 さすがに 天も哀 とお も ひ 給 ひける にや、 今まで 猛 きかたち に 

て 執り， くら はんとせ しに、 虎 俄に 尾 をす ベ て 逃け 返き ければ、 父子と もに 虎口の 難 をまぬ 

がれ、 つちかな く 家に 歸り 侍る となり。 これひと へに 孝行の 心 ざし 深き ゆ ゑに、 かや. フ 
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した i めて Is 

理レて 


轉び、 いとけ なき 者の 泣く やうに 泣きけ り。 この 心 は 七十に なりければ、 年より て 形 麗 

しからざる ほどに、 さ こそ この 形 を 親の 見 給 は *i、 わが 身の 年より たる を 悲しく 思 ひ 給 

はんこと を 恐れ、 また 親の 年より たると 思 はれざる やうに との 爲に、 かやう の舉動 をな 

したる となり。 

姜詩. 

舍側甘 泉 出 一朝 雙鯉魚 子 i 知 レ事レ 母 婦更孝 n 於 姑， 

姜詩は 母に 孝行な ろ 人な り。 母つ ねに 江の 水 を 飲みた く 思 ひ、 又な まい をの 鮪 を ほしく 

思へ り。 すな はち 姜詩妻 をして、 六 七 里の 道 を 隔てた る 江の 水 を 汲まし め、 又い をの 鎗を 

よくした.. めて 與へ、 夫婦 共に 常によ く 仕へ り。 或時姜 詩が 家の 傍に、 忽ちに 江の 如く 

して 水 湧きいで， 朝 ごとに 水中に 鋰 あり、 すな はち 之 をと りて 母に あたへ 侍り。 かやう 

の 不思議なる 事の ありけ る は. ひとへ に姜詩 夫婦の 孝行 を 感じて、 天道より 與 へた まふ， 

なるべし。 

唐 夫人 

の  して にに. T  して ず ろ  は ん かくの-ご ミ くす る こミを 

孝敬 後家 婦 ^レ姑 晨盥梳 此恩 無，： 以報， 願 得 n 子孫 如- 
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まどし I 貧レ 


ありすが fel あ 

りの ま- i の樣子 


閔子骞 いとけ なくして 母 を 失へ り。 父 また 妻 を もとめて、 二人の 子 を もてり。 彼の 妻， 

我 子 を 深く 愛して 繼 子を惡 み、 寒き 冬 も 藤の 德を 取りて、 著る 物に 入れて 著せ 侍る あ ひ 

だ、 身 も 冷えて 堪へ かねた る を 見て、 父， 後の 妻 を 去らん としければ、 閔子騫 がい ふやう に 

は、 彼の 妻 を 去りたら ば、 三たり の 子 寒 かるべし、 今 われ 一人 寒き を こらへ たらば、. 弟 

の 二人 は あたぶ かなるべし とて、 父 を 諫めた る ゆ ゑに • これ を 感じて 繼母も 後に は 隔て 

なく 慈しみ、 もとの 母と おなじく なれり 0 只 人の よしあし はみ づ からの 心に ありと、 古 

人の 言 ひ 侍りけ る も、 ことわりと こそ 思 ひ 侍る。 

售參 

a 指 織方嚙 兒 心痛 不レ禁 員レ薪 歸來晚 骨肉 至情 深 

せ參 ある 時 山 巾へ 薪 を 取りに 行き 侍り、 母留 主に ゐ たりけ るに、 したしき 友 来れり。 こ 

れを もてなし たく 思へ ども、 せ 參は うちに あらす、 もとより 家 まどし ければ 叶 はす。 曾 

參 が歸れ かしと て、 みづ から 指 を かめり。 耆參 山に 薪 を 拾ひゐ たるが、 俄に 胸 さわぎし け 

る 程に、 急ぎ 家に 歸 りたれば、 母 ありすが た を 具に 語り 侍り、 かくの 如く 指を嚼 みたる 

しんし  そう 

が、 遠き にこた へたる は、 一段 孝行に して， 親子の なさけ 深き しるしな り。 總 じて 奮參 


^5たはり|苦痛 

する 意 


の 音して 木像 はみ づ から 內へ歸 りたるな り。 それより して かりそめの 事 を も、 木像の 

けしき を 伺 ひたる となり。 かやう に 不思議なる 事の ある ほどに、 孝行 をな したる はたぐ 

ひすくな き 事なる べし。 

孟 宗 字恭武 或子恭  、 

泪滴 朔風 寒 蕭々 竹數竿 須臾 春笋出 天意 報，, 平安， 

孟宗 はいと けなく して 父に 後れ、 ひとりの 母 を 養へ り。 母 年老いて 常に 病みいた はり、 

の 味 ひもた び ごとに 變 りければ、 よしなき 物 を 望めり。 冬の 事た るに 竹 子 を ほしく 思 

へり。 すな はち 孟宗 竹林に 行き 求 むれ ども、 雪 ふかき 祈 なれば など かた やすく 得べき。 

ひとへ に 天道の 御 あはれ み を 頼み 奉る とて、 祈 を かけて 大きに 悲み、 竹に よりそ ひける 

所に、 俄に 大地 ひらけて、 竹の子 あまた 生 ひ 出で 侍りけ る。 大に 喜び、 乃ち とりて 歸り 

あつ ものに つくり、 母に 與へ 侍りければ、 a 是を 食して その ま-病 もい えて 齢 をのべ け 

り。 是 ひと へ に 孝行の 深き 心 を 感じて、 天道より 與 へ 給へ り。 

閡子騫 

閱氏有 n 賢郞， 何 曾 怨ニ晚 娘, 尊 前 留レ母 在 三 子？？ 風霜， 
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四 孝 
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奇特 I 霞 妙不思 

議の意 


漢の文 帝 は漢の 高祖の 御子な り。 いとけ なき 御名 をば 恒とぞ 申し 侍りき。 母 薄 太后に 孝 

行なり。 よろ づの 食事 を參ら せらる ぶ 時 は、 ま づみづ から きこしめし 試み 給へ り。 兄弟 

も數多 ましく けれども、 此帝 ほど 仁義 を 行 ひ 孝行なる はな かりけ り。 此 故に 陳平、 周 勃 

などい ひける 臣下 等、 王に なし 參ら せたり。 それより 漢の文 帝と 申し 侍りき 0 然るに 孝 

行の 道 は、 上 一人より 下 萬 民. 15^ であるべき 事な りと 知る といへ ども， 身に 行 ひ 心に 思 ひ 

入る 事 はなり 難き を， かたじけなくも 四百 餘 州の 天子の 御身と して、 かくの 如き 御 こと 

たつ ミ 

わざ； S 尊 かりし 御 こよろ ざしと ぞ。 さる 程に 世 も ゆたかに 民 も 安く 住みけ ると なり 0 

丁 蘭 

i レ木爲 n 父母- 形容 在日 新 寄レ言 諸 f 姪 間 inf 孝 n 其 1, 

丁 蘭 は 河 內の野 王と いふ 所の 人な り。 十五のと し 母に おくれ、 永く わかれ を悲 み、 母の 形 

を 木像に つくり、 生ける 人に 事へ ぬる 如くせ り。 丁 蘭が 妻 ある 夜の 事なる に、 火 を もって 

こが  かさ  うみち 

木像のお もて を 焦し たれば、 瘡の 如くに はれいで、 膿 血な がれて、 二日 を 過し ぬれば、 

妻の 頭の 髮が 刀に て 切りた る樣 になり て 落ちた る 程に、 驚いて 詫 一一 一一 をす る 問， 丁 蘭 も？^ 

特に 思 ひ、 木像 を 大道へ うつしお き、 妻に 三； 牛 わび こと を させ たれば、 一夜の 内に 雨 1^ 


十四 孝 


大舜 

？ S して す に  W して でに るに  す  を 

隊々 耕 レ春象 紛々 耘 レ草禽 嗣レ堯 登 n 寶位 1 孝 感動 n 天心， 

こ そ，..'  か くな  ^^1 

大舜は 至って 孝行なる 人な り。 父の 名 は瞽叟 といへ り、 一 段 頑 にして、 母は鵑 しき 人な 

り。 弟 はお ほいに 傲りて、 い たづら 人な り。 然れ ども 大舜は ひたすら 孝行 をいた せり。 

ある 時歴 山と いふ 所に 耕作し ける に、 かれが 孝行 を 感じて、 大 象が 来って 田 をた がへ し、 

又 鳥 飛び 来って 田の 草 をく さぎり、 耕作の 助け をな したるな り。 扨 其 時 天下の 御 あるじ 

をば 堯 王と 名 づけ 奉る。 姬君 まします。 姊 をば 娥 黄と 申し、 妹 は 女英と 申し 侍り。 堯王 

すな はち 舜の 孝行なる こと を きこしめし 及ばれ、 御 娘 を 后に そな へ、 終に 天下 を ゅづり 

給へ り。 これひと-へに 孝行の 深き 心より おこれり。 

漢文 帝 

仁 孝 臨- 1 天下， 巍々 冠，， 百 王， 漢廷事 n 賢母， 湯藥 必親嘗 
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御.. 伽 醫草匿 紙  一九 四  

をば 記念に 見た く は 思 へ ども、 見れば 中々 ものうき に、 法然 上人 へ 返さば やと 思しめ し、 

うきこと に また 憂き こと を 思 ひつ、 5.. けて * 泣く^^ こそ 別れた まひけ り。 かくて 今 はは 

や 我 身 一 つに 成り 給 ひ、 いつまで 物 を 思 ふべき， いかなる 淵 瀨へも 身を投 ゆば やと 思へ 

ども、 柴の庵 を 結び、 敦 盛の 菩提 を 弔 ひ、 御 骨 を もさめ、 水 を 手 向け 花 を 折り、 行 ひす ま 

して、 終に 往生 を 遂け袷 ふ。. いよく 是を 見る 人々、 よくく 後生 肝要なる べきな り。 


よ CM 袖に の 

衍か 


しるべ に 行き 給 ふ。 さて 左の 袖より 一 首の 歌 を 遊ばしけ る。 

何な けく こやの 生 田 の 草枕 露と えに しわれ な 思 ひそ 

此歌を 顔に あて、 伏し 沈み 歎き 給 ふ。 暫く ありて 蘇生し 給 ひけり。 かくて 有るべき にあ 

ら ざれば とて. 御 歌と 膝の 骨と を 首に 掛け、 泣く^ \» 都 へ ぞ 上りけ る。 さて 御 歌 を 母御 5.1 

に まゐら せられ 給 へ ば、 敦 盛の 日頃 遊ばした る 御手な り。 わかれの 時の 御 面影、 今 見る や 

うに 思 はれて、 二た び 物 を 思 はする、 歎きの 中の 喜びな り 。とにかくに いかにも 成らば 

やと 思しめ すが、 待てし ばし 我心、 みづ から 空しくなるならば、 若君 何とかな るべき. ぞ。 

また 薆き 人の 後世 を も、 たれ か 弔 ふべき と 思 召し、 思 ひ 返して と r まり 給 ふ。 さる ほどに 

北の 御 方 はよ くく 物 を 案じた まふに、 い たづら に 月日 を 送らん よりも、 いかなる 所に 

も 堂 を 立て、 敦 盛の 御 あと を 弔ら は r やと 思しめ し、 都 あたりに 柴の庵 を 結び、 わが 身 

は 二た び 憂き 世に かへ る こと 難し、 まこと ゃ此 世に て、 敦 盛に 逢 ひ 奉らん 事 は 及びな し 

と、 流涕 こがれ 給へば、 共に 若君 も 天に 仰ぎ 地に 伏して 悲み給 ふなり。 北の 御 方 思しめ 

しける は、 釋迦佛 の御敎 に、 後世 を 願 ひて 極樂 に參れ ば、 同じ 建に 生る.^ と說 かせ 給 ふ 

とうけ 袷 はる、 是を 菩提の 種と して、 御身 を 引き か へ て、』 花の 快 を 墨染の 袖と なし、 若君 


小敦盛 


九 111 一 


御， 伽.. 草， 紙  一九二   

1 たび 見えさせ 給へ と 申され けれ. ば、 敦盛 御淚を 流しの たま ふやう、 あらむ ざん やな、 生 

れ てより して 此道 は、 さなき だに 名殘 惜しき なら ひぞ とて、 髮搔き 撫でて 淚を 流しの 給 

ふやう、 若君 はさて これより 都へ はの ほる まじき とて、 流涕 こがれ 給 ひけり。 敦盛 思し 

めしけ る は、 心 弱くて 叶 ふま じ、 ことに 時う つりい か r せんと 思しめ しけり 。若君 はい 

まだ 習 はぬ 旅の 疲勞 に、 敦 盛の 膝 を 枕と してす こしま どろみ 給 ふ。 さる 程に 敦 盛名 殘の 

惜し さは 限な しと は 思 へ ども、 よき 序と 思しめ して、 心づ よくな して、 腰より 矢 立 を 取り 

出 だし、 若君の 左の 袖に 一首の 耿を 遊ばして， さて 行きて は歸 り、 歸 りて は 行き、 名殘 

を ぞ惜み 給 ふ。 さて あるべき にあら ざれば、 かき 消す やうに 失せに けり。 やよ ありて 若 

君 起き あがり 給 ひ、 父に いだき 付かん とし 給へば、 ありつる 堂な り。 夜 もやう く 明け 

ければ、 やもめ 烏 も告け 渡る。 こ はいかなる ぞ. 不思議 や、 父の 膝 を 枕と して 臥したり 

と 思 ひしが、 五寸 ばかりの 膝の 骨の、 苔 蒸した る を 見つけて、 さて はわが 父の 骨に て 有 

るよ と 思しめ して、 天に 仰ぎ 地に 伏して 流涕 こがれ、 いかなる 事ぞ とて 悲み給 ふ。 た r 

われ を も 連れて、 死 出の 山、 三途の川の 御供 中すべし とて、 聲も惜 ます 泣き 給 ふ。 さて 

有る ベ きに あら ざれば、 爲ん方 もな く 力 及ばす、 父の 膝の 骨 を 首に 掛けて、 泣く く淚を 


者ぞ との 給 ふ 時、 小人 仰せけ る は、 父に て 候 ふ 人 は、 平家の 一門 修理の 大夫經 盛の 御子、 

無官の 大夫敦 盛と 申す 人な り、 一 の 谷の 合 戰に討 たれさせ 給 ひ 候 ふ を、 みづ から 戀 しく 

思 ひ 申し、 賀 茂の 大明 神へ 參り、 百日 祈りければ あらたに 靈夢を 蒙り、 足に 任せて 迷 ひ 申 

すなり とぞ のた まふ。 敦盛 聞し めして、 やがて 倒れ ふし 泣き 給 ふ。 やよ ありて 起き あが 

りて、 泣く く 小人の 手 を 執り 引きよ せて、 召した る 物の 雨に 濡れた る を、 脫ぎか へ させ 

給 ひて、 ほと くと 抱き付かせ 給 ふ。 敦盛 仰せ 有りけ る やう は、 むざん ゃ汝 は、 いまだ 

見ぬ 父 を かほ どに 思 ひける こそ あはれ なれ、 汝 胎内に して 七月と 申す に、 一の 谷の 合戰 

に 出で、 熊 谷が 手に 掛り、 十六の 年 討れ て此八 年が 間、 他生の 苦 患 申す ばかりな し、 まこ 

とに 汝心 ざし あらば、 善根 をして 敦 盛が 後生に 得さすべし とぞ のた まふ。 其 時 若君、 さ 

て は 我が 父に てまし ます かとて、 斜 ならす 喜びて とり 付き 給 ふ。 其後敦 盛の たま ふやう、 

我. か 事 を かほ どに 思 ひ 給 ふべ からす、 汝肝膽 を碎き 祈り 申す 心 ざし を、 賀 茂の 大明神 あ 

はれに 思しめ して， 閻魔 王に 仰せ ありて、 那の暇 を こ ひて、 今 汝に見 ゆる ぞ、 かまへ 

て 今より 後、 わが 事 を かほ どに 思 ふべ からすと のた まふ。 若君 仰せけ る は、 閤 魔王に 仰 

せ ありて、 みづ から 御前に 參る べし、 父は是 より 都へ 御上り ありて、 みづ からが 母に 今 
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誦 經念佛 などし 

つ > ^歩む こと 


やう こそ あはれ なれ。 願 はくば 父の 敦 盛に 今一度 逢 はせ てた び 給へ と、 肝 膽をぞ 碎き給 

ふ。 満 する 曉、 年の 齢 八十ば かりの 老佾、 かせ 杖に すがり、 彼のち ごの 枕が みに 立ち、 

仰せ 有りけ る は、 あはれ ゃ汝、 いまだ 見ぬ 父 を かほ どに 思 ひける か、 これより 末 津の國 

昆 陽の 生 田と 尋ねよ との 御 夢想 ありけ り。 

さる ほどに 小人 は 起き あがり、. 斜 ならす 喜び、 あくれば やがて 下向 申し、 足に まかせて 行 

く ほどに、 都 を 出で て十餘 日と 申す に は、 津の國 一の 谷に ぞっき 給 ふ。 折 ふし 雨 はふる、 

かみなり 電 繁 ければ、 心 ほそ さは 限な し。 磯う っ浪 のこ ゑ * かれ を 聞き これ を 見る に、 

W もしび 

いと r つらき は 限な し。 それより 行く すゑ を 見 給へば、 小き 堂 あり、 燈火 かすかな り 。い 

かなる 天魔 縻緣の 者の 火 か、 または 人 も あらば と 嬉しくて 行きて mj^ 給へば、 薄化粧に 眉 

えんぎ！； •-r' だ 5 

つくりた る氣 色に て、 いかにも 花やかに 出で立ち たる 人の 椽行 道して おはします なり。 

若君 ほと/ \» と 叩き、 物申さん と ありければ、 たぞゃ この 人 も 住まぬ 所に、 物申さん と 

いふ はいかなる 者ぞと ありければ， 小人 泣く くの たま ふやう、 これ は 都の 者に て 候 ふ 

が、 父の 行方 を 尋ねて、 此十餘 日と 申す に 足に まかせて 来り 候 ふが， 雨 はふる 喑 さはく 

らし、 行くべき 方 もな し、 今宵 一夜の 御宿 を 御 かし 候へ とのた まふ。 さて 父 はいかなる 


上に のせ 愛し 給 ふが、 幼き 人 はは や 目 も 塞がり 消え 人り 給 ふやう に 見えければ、 i 谷 顔： liK 

り., てい 

麗の 女房 も、 流涕 こがれ 給 ひけり 。上人 も 椅子より 轉び 落ち、 流涕 こがれた まひけ り。 

其 時 女房 仰せけ る樣 は、 みづ から をば いかなる^ とか 思しめ す、 御 恥しながら、 大將の 

つぼね 

人道 しんぜいの 爲には 孫の 局の 妹、 ならの ないでんと はみ づ からが 事な り、 敦盛 は十コ 一、 

みづ から. 十の 年より、 便の ふみを 取り か はし、 妹 背の 中と 成りし に、 はかなく も 元 暦 元 

年 一の 谷の 合 戰に討 たれさせ 給 ひし 時、 みづ から 只なら す ありし を、 男子に て 有るなら 

ば、 これ を 記念に 取らせよ とて、 その 刀 をお かせた まふ、 また 女子に てあらば とて、 十 

くれな a 

一面 觀音を 紅 の ほろ に 包み 給 ひて 留めた まふ、 かやう に 色々 あり、 さて やうく 産の 

紐 を 解きし かば、 見れば 敦 盛に 少しも 違 ひ 給 はぬ 男子 なれば、 いづく にも 隱し gd き、 記 

念に 見ば やと 思へ ども、 feh 家の 末 をば 堅く 探しと り 出 だし、 おとなし きをば 首を切り， 

幼き をば 水に 人れ、 二た び 物 を 思 はする、 歎きの 巾の よろこび なり。 さる 程に 若 11^、 母 

の名殘 のこ ゑ を 聞 しめし * 佛神 三寶の 加護と おほしくて、 よみが へりし 給 ふかと、 愛き 

にも 淚、 嬉しき にも 淚、 さきだつ もの は淚 なり。 

さる 程に 其、 後、 若君 人目 を 御 包み あり、 賀 茂の 大明祌 へ 御 まゐり ありて、 祈誓 巾し ある 


敦 盛 


八 九 
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—長 恨 歌 「大液 

芙蓉 未央 柳、 芙 

1^1 如 面 枷. S 眉」 

はく t ゆつ I 白 

朮か — 


やうに もてなして 歸らせ 給 ひける を、 見 まゐら せて こそ 候へ と 中し ければ、 上人 聞し め 

し， さらば 明日より 說法 をのぶ べしと あり。 必 すその 屮に此 ちごの 母と おほしき 人 有る 

おんころ も 

べしと 思しめ して， 御 説法 をぞ のべ 給 ふ。 其 時 上人 やがて 淚を 流し、 御衣の 袖 をぬ らし 

給 ふ。 やよ ありての たま ふやう、 此 中の 聽 聞の 人々 閒 しめせ、 一とせ 賀 茂の 大明神 へま 

ゐり候 ふとき、 さがり 松に て 幼き 者を抬 ひ、 乳母 を 添へ 育てて 候 ふが、 七 歳に まかり 成 

り 候 ふが、 此程 何と やらん 父母 を f ひて、 け ふ 七日が 間 物 をも喻 はす、 湯 水をさ へ 吞み給 

はす， はや 存命 不定に て 候 ふ、 この 聽 聞の 中に 行す をし ろしめ された る 人 や 御 人り 候 ふ、 

幼き 者に 行方 を 知らせて 給 はりた る 事なら ば、 何 か は 苦し かるべき、 明日に なり 六 波羅へ 

開え、 平家の末 なれば とて 殺し 給 ふとても 苦しから す、 行方 を 知らせて 心安く 殺して た 

び 給へ と 仰せ も あへ す、 御衣の 袖 をぬ らし 給 ふ。 見る 人 ii  く 人、 共に 淚を 流し 給 ふなり 0 

その 時 左の 方より、 十二 ひとへ に 出で たちた る 女房の 參 りた まふが、 此 人の 御 姿 を 見れ 

ば靑 黛の まゆす み、 丹花の 唇に ほや かに、 あやめの 姿に て、 大 液の 芙 § くれな ゐ、， 未 

がの 柳の 綠、 まゆす み 句 ひきて、 はくじゅ つの 肌、 蘭麝 のに ほひ、 容顔 美麗に して、 心 

も 心なら す、 いつくしき 女房の 參り袷 ひて、 此 小人 を 見 ま ゐらせ 袷 ひて、 その まよ 膝の 


小敦盛 


から はいかな らん， 父母 とても 無 かりけ ると て、 

伏し 沈み 泣き 給 ふ。 上人と もに 淚を ながし、 む 

ざん ゃ汝は 父母と いふ 人 もな ，0: みなし子 にて 

有りし を、 この 愚僧. か 今まで 育てお きぬる ぞ、 

か や うに 言 ふ 言の葉 を汝が 父母と も 思 ふべ しと 

ぞ のた まひけ る。 若君 聞 召し、 あら 父母 戀 しゃ 

と 伏し 沈み、 湯 水をさへ 吞み給 はす、 煩 はせ 給 

ふ 事、 七日に ぞ 成り 給 ふ。 上人 仰せ 有りけ る は、 

もし 面々 の 中に、 怪しき こと を 見出だし たる 人 

も 有る かと， 御 尋ね ありけ る。 さる 程に 御う ち 

の 熊 谷 入道 申す やう、 六 歳の 年說 法の 御 時 年の 

齢 一 一十ば かりの 上 藤の、 容顔 美麗に 御 わたり 候 

ひ へ 

ふが、 十二 一重に 出で立ち たる 御 方の、 此 小人 

を 召して 愛し 侍りけ るが、 人目 繁 ければ さらぬ 
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小敦盛 


さても 敦 盛の 北の 御 方 は、 都 西 山の 傍に 深く 忍び 給 ひける が、 敦 盛の 討 たれさせ 給 ひぬ 

ると しめし、 夢 かう つよ か、 こ はいかなる 事ぞと 伏し 沈み 泣き 給 ふ。 W の 常の 事なら 

ねば、 叫べ ど聲も 出で ざり けり。 身に 餘り 悲しく 思しめ し、 衣 引き かづき 臥した まふ 0 

U ほん  あづま.？ -ミこ  ， 

いた はしゃ 敦盛、 源氏 謀反 を 企てて、 みづ から はいかな らん 束 男 に 見 飘れ給 ひて、 敦盛 

が 事 をば 忘れ こそ 候 はんすらん とた はぶれ 給 ひけり。 又 御身 は 只ならぬ 身なり、 男子に 

てあるなら ば、 これ を 記念に とらせよ とて、 金づ くりの 太刀、 女子に てあるなら ば、 十 

一面 觀音を 取らせよ とて、 取 出 だし 留め 給 ふ。 かやう に 色々 あり。 又 何に つけても あは 

れさ を、 これに 譬 へんかた もな し。 さて 月日 を 送りた まふ 程に、 御產の 紐をぞ 解き 給 ふ。 

見れば いつくしき 若君に てまし ますな り。 さる 程に いかなる 所に も 預けお き、 記念に 見 

ば やと 思しめ せど も、 平家の末 をば 堅く 探し出 だし、 十 歳 以後 は 首を切り、 ニ^！^三歳を 

小： 敦， 盛  一 八 H4  , 


小 

敦 
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八 四 


現當 —現世と 赏 

ォ (未す) 


して 富貴 繁昌して、 親 を 心 やすく 養 ひ 給 ふ。 さてし ら はおの づ から 成 佛 得道の 綠をぅ 

け、 佛の 位と なり、 七 千年と 申す に 天に あがり 袷 ふ。 其陆 紫雲た なびきて、 いき やう 四 力 

にみ ちくて 花 ふり、 不老不死 の 風 ふきて、 音 樂の聲 ひ まもなく、 廿 五の 菩薩 三十 一 二の 童 

じ  てん f>i う  こ くう 

子、 廿 八ぶ しゃ 三千 佛 みないろ めき、 十六の 天童、 四 天 五大 尊、 みなく 虚空に みち， 

給 ふ。 是 ひとへ に 親孝行の..：^ るし なり。 後々 とても 此 草子 見 給うて 親孝行に 候 は r、 が 

くの 如くに 富み 榮 えて、 現當 二世の ねが ひたち どころ に 叶 ふべ し。 まづ 現世に て. は 七難 

卽滅 しさ はり もな く、 しゅにん 愛敬 ありて、 末 繁昌なる ベ し。 後の世に て は 必す佛 果を得 

べき 事 疑な し。 偏に 鋭 孝行に して、 此 草子 を 人に も 御讀み 聞かせ， あるべし. 


此布 おり 出 だし 候て、 金錢 三千 貫に 寶りま ゐらせ 候て おき 候 ふ 事 も、 ことなる 如く 思し 

めす まじく 候 ふ、 是 にて 一世 を 御 過ぎ 候 はんな り、 是 ひとへ にし r ら 親孝行なる しるし 

なり、 カ普陀 落^ 界の觀 音の 淨 土より、 御つ かひと して ま ゐめ候 ふ、 今 は 何 を かつよ 

むべき、 われ は 童 男 童女 身と いふ、 觀 音に 仕へ 奉る ものな り、 布賫 りに おはせ し 所 は、 献 

方普陀 落^ 界の觀 音の 淨土 なり、 これより のち は 七 千年の よは ひなり、 これ は七德 ほう 

しゅの 酒 七 杯の み 給 ふゆ ゑな り、 此のち はいよ く 富貴 繁昌に て、 佛神 三寶の 加護 ある 

べし。 かの 酒 ま ゐり候 ふとき、 三人 出で てし やく 取り 候 ひし こそ、 我々 と 肩 をなら V た 

る 人に て 候 ふ、 名 をば 聲間 じんとく どしゃ、 一 人は毘 沙門 じんとく どし り、 一.^ よ， 婆羅 

門 じんとく どしゃと 申すな り、 これ も ひとへ に 親孝行の 德 により， かくの 如く あはれ み 

給 ふ 事 まぎれな し、 さらばと言ひてし^-らが宿をたち出でて. 門に ていと まご ひさせ 給 

ふ 事、 四 鳥の 別れの ごとくな り。 名殘 をし やとて、 南の 空に あがらせ 給 ふかと 見れば に 

雪に のり 給うて あがらせ 給 ふなり。 虚空に 音樂ひ r きて、 異香 四方に 薰じ、 花 ふ：. ss、 

もろく の 菩薩た ち迎 ひに ま ゐらせ 給 ふ 0 さても し r らは 呆れた よすみけ るが、 何と 

思 ふと も かさねて 逢 ふべき 事なら ねば、 思 ひきり つ-. 親子 わが 宿へ 歸 りけ る。 それより 

袷の 草紙  ，  1 AH  . 
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き fe りければ— 

接り ければ の衍 

か 


此 三人に 仰せつ けさせた まひて、 三千 貫の 金錢 を、 た r 一度にし r らが 宿へ きたり けれ 

ば、 其 時し r ら御 いとま 申さん と 言 ひければ、 老人 仰せけ る は、 今飮 みたる 七德 ほうし 

ゆの 酒 は、 觀 音の 淨 土に ある 酒な り 一杯の めば 一 千年の よは ひ を 保つな り、 まして ゃ汝 

は、 七 杯の む 間、 七 千年の 齢 あるべし、 此後は 物 を 食 はすと も ほしく も ある まじき、 物 を 

著す ともさむ く ある まじき なり。 是ぞ 親孝行の しるしよ とて、 御 立ちまし^/ » て 雲の上 

にの りて 行き 給へば、 五色の 光 さして、 南の 天に あがり！^ ふと 思へば、 し- i ら我 宿へ 歸 

るな り。 女房に とく 語らん としければ、 其 時のお 樣を いはぬ さきに、 少しもた が はす 女房 

じん づ 5  f し、 

語りた まへば、 し r ら 心に 思 ふやう、 おそろしの 事 や、 是は神 通 を さとる 化身 ぞ やと 思 ふ 

所に、 此 女房 仰せけ る は、 さらば われく は 御い とま 申し 候 はんとの たまへば、 母き ぶて 

うたて しき 御 ことかな、 此程は 思 ひの ほかなる 人を迎 へま ゐら せて、 し r ら ともに 嬉し 

く 思 ひま ゐら せ、 何に たと へんかた も 候 はぬ に、 かやう に 仰せ 候 ふ 事、 あら 情な やと て、 

天に 仰 ざ 地に 俯して. なけき 給 ふ 事 はかぎ りなし。 女房 仰せけ る は、 かやう に 永々 しく 

居候 はん づる 事なら ば、 いかなる； を も かせぎ 出 だし 候うて、 後の かたみに も 見せ まる 

らせ， 又 過ぎに しかたの 事 を も、 御 忘れ 候 ふやう にと 思 ひ 候へ ども、 われく が 業に は 


くわう るん—廣 らも 誘 ひ 給うて、 それより 南の 方へ さして 行く。  くわう ゑん. まん/.^ として、 雪に 聳え 

て 門 あり 。見れば 瑪瑙の 礎に 水晶の 珠を 柱と し、 璃の たるき、 It 碟瑪 描に てう はぶき 

し、 なかく 目 を 驚かす ぱ かりなり。 門のう ちへ 入りて 見れば、 異香薰 じて 花 降り、 音 

樂 のこ ゑ 天に 満ちくて、 心 も 若く よは ひも 久しく ある 心ち して、 歸 らんこと を 忘れた 

り。 此 馬に のり 給 ふ 老人、 椽 のき は 迄の めつ けて おりさせ 給 ひ、 うちべ 人り て金錢 三千 

賞 三人して もちて 出で たり 0 あら か i る 力の 强き人 も ある やと、 し 5i ら恐 しく 思 ひけり 0 

ざ しき 

扨 今の 布寶を こなたへ 呼べ と て、 座敷に 呼び あけ 給 ふ。 し 、. -ら足 ふる ひて 心 も 亂れ、 

大床 —緣  身のお き 所 もな く 思 ひゐる 。餘 りに よび 給 ふ ほどに、 階段 を あがり 大床 にあがる 。心 

ほうしゅ —保壽 はさながら 薄氷 を ふむ が 如くに て 上りけ り。 さて 老人の たま ふ は、 其七德 ほうしゅの 

力  さけ  はい 

酒飮 ませよ とのた まへば、 もとよりし V- ら上戶 にて、 一杯 飲みて 見れば、 中々 甘露の 味 

つ J んご 

言語 I 首 語 道斷 ひみち くて、 言語え こらへ ぬ 酒な り。 いかほど 飲む ベ けれども， 老人お ほせけ る は、 七 

の 意  杯より 多く 飲む ベから すとの 仰せ なれば、 七 杯 飲ませけ り。 

さて 金錢 三千 貫 をば、 是 より 送り 候 はんとて • おそろし ゆなる 人 三人 呼び出 だされけ 

り 。名 をば 聲聞 じんとく どしゃ、 毘 沙門 じんとく どしゃ、 婆羅門 じんとく どしゃと 申す。 
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御伽 草紙 


AO 


持ちて ゆき— 持 

もて ゆく の衍か 


候 ふ 布 は、 よの 常 やすく 候 ふが、 是は餘 りに おびた ぶしく 候 ふとて、 を かしゅに 申しけ 

れば、 女房 仰せけ る は、 R よのつねの 布に て 候 はす、 われく が 織る 布 は、 定めて 鹿 野 

園の 市に て 見知る 人 も あるべ し、 代 は 限る ベ からす 候 ふ、 はやく 市 へ 人 も 立つ らん * 行 

き 給へ と 仰せければ、 し r ら 持ちて ゆき、 鹿 野 園の 市に て、 是 はいかなる 物に て 候 ふと 

て 笑 ひ、 又は 不審 さう に 見る 人 も あり。 一日 もちて ま はれ ども.. たれ にても 取りて 見る 

人 だに もな し。 し r ら 心に 思 ふやう、 されば こそ 知らぬ 事 をして、 か- -る物 を 市へ 出 だ 

わら ひぐ さ  みち 

しノ 人の 笑 草になる 事の 無念 さよと て、 持ちて 歸 らんと する 所に、 道に て 年の よは ひ 六十 

に餘 りたる 老人の、 鬢鬚 いかにも 白く、. 其 身 は 人に すぐれ、 葦毛の 馬に のり、 ともの 人 

1 二十 三人 あるに、 行き あ ひたり。 此 馬に 乘り給 ひたる 老人 仰せけ る は、 汝は いづく の者ぞ 

と 問 はせ 袷 へ ば * われ は，. r>t らと 申す ものに て 候 ふが、 鹿野圃 へ 布を寶 りに まかりて 候 ふ 

が、 買主な くして 持ちて 歸り候 ふと 申す 0 汝は 間き 及びた る 者な り、 其 布 みん とのた ま 

ひ 候 ふ ほどに、 馬の 上へ さし あけたり。 三 七三 人の 人々、 此布を ひろけ ければ、 長さ 三 

十三 尋 なり。， 近頃め づ らしき 布 かな 。われ 買 はん、 代 はいか ほど も 仰せければ、 金錢 m 一 

千 貫に 寶り候 はんと 申しければ， あらやす の 布 やとて，. さらば われく が 所 へ とて、，， もず 


なし o いざ 機 を 織らん とて， し *i らに のた まひけ る は、 此家 ははた ばりせば くて 織らる 

i たや  くろき  はた 

UI 皮の つき まじく 険ふ、 そばに 機屋 をつ くりて たび 給へ とのた まへば、 し， i ら 俄に 黑木 をと りて、 機 

たるま の 木 ャ 

屋を つくりて まゐら せけ り 0 

其 時 女房 仰せけ る は、 かま へ て此 機お り 見ん ほど、 此方 へ 人 を 入れ まじき と 仰せければ、 

し r ら 心得 候 ふとて、 母に 此由 語りけ り。 夕 ぐれに 若き 女 一人 いづく よりと も 知らす 來 

りて、 宿 を かり 給 ふ。 し V- らの 女房 やがて 此 機屋 を かしけ り。 し *i らの母 仰せけ る は、 

此 機屋 へ 人 を 入れ まじと 仰せ 候 ふが、 何とて 宿 を 御 かし 候 ふやと 仰せければ 此人は 苦し 

からぬ とて. 二人して 機 を 織り 給 ふ 音 こそめ づら しけれ 。妙法 蓬 華 經觀世 昔 菩麇、 ^門 

品 第二 十五の 菩薩、 玉の 御 はた を 織り 給 ふ。 誠に 法華經 の、 一の 卷 より 八の 卷に 至る ま 

で、 二十 八 品 こと. く 織り 入れ 給 ふ 御 こ ゑ. 耳に 聞え て ありがたく、 よるひるの 境 も 

しらすして、 十二月の 間に 織り出 だし 給 ひて、 女房 仰せけ る は、 今お りいだ し 候 ふとて、 

こばん 盤 か こばんの 如くに 厚さ 六寸 ばかり、 廣さニ 尺 四方に た. -み給 ひて、 し r らに 仰せけ る は、 

あす 摩ぎ 多 國鹿野 園の 市に もちて 行き， 御寳り 候へ とのた まひければ、 し、 r ら代 はいか 

程と 申し 候 はん。 金錢 三千 貫に 御寶り 候へ と 仰せければ、 あら 不思議 や、 此程 費り かひ 

給の 草紙  . 1 七 九 


越 鳥 云 マ ー 文選 


鳥 巢南 核」 

四 鳥の 別れ —孔 

子 家 語 「桓出 M 

鳥 生 四 子焉、 羽 

«SK 成、 將分于 

四海、 其 母 悲鳴 

而送さ 


しゅにん I 衆人 

力 


5 んく 1 滿々 


御， 伽 草-紙  一七 r<   

泣く より 外の 事 はなく 候 ふと 語り 給へば、 女房 翔き 給 ひての たま ふやう、 誠に 羨ましの 

し r らの心 や、 いかなる 佛の 御惠み もな どか 有ら ざらん、 か 程に 親孝行の 人 は 世に めづ 

ゑって 5  す  つ ほさ 

らしき 事 やとて、 やがて 物語 を ぞし給 ひける。 たと へば 越 鳥 南 枝に 巢を かくる 翼 も、 親 

おも  す  もろ ミも  し てラ  は t こ 

の はごくみ を 思 ひ、 巢を たてられて 諸共に たっとき、 四 鳥の 別れと て、 母子の わかれ を 知 

らぬ 妄執の 雲に へだたれ ども、 親孝行の 鳥 は、 生まれた る 木の 枝に 百日が 間、 日に 一 度づ 

っ來 りて 羽 を やすむ る を、 母の 鳥、 さて は是 こそ 我 子よ とて 喜びけ ると て、 やがてし V. 

らを 慰め 袷 ひける。 孝行の 鳥の 奇特 は、 何と 怖らば やとて 網 を かけ ぬれ ども、 とられ ま 

じきな り、 ことに 鷹 鷲な どに も 怖られ まじき なり、 まして 人間と 生 をう けて、 親に した 

が はぬ 人、 この 世に ては禍 をう け、 七難 あやまち にあ ひて、 その 身お も ふ 事 叶 ひ 難し、 

親孝行の 人に は 天より 福を與 へ， 七難 刖威 七福刖 生と て、 何事 も 思 ふ 事の 日のう ちに 叶 

あい や. つ  め け らく 

ひ、 しゅにん 愛敬 ありて、 おの. つから 今生に て は、 上ぐ う 菩提の 道に ゆきて、 安 穩快樂 


の氣 をう け、 九 品 蓬 臺の座 を さして、 東方 藥師 の淨 土、 西方 阿彌 陀の淨 土に て、 諸佛の 

じ ゆん じん づ うりき  ね び くれん おん 

上の 淨土 にもと づき、 おの づ から 示現 神通力の 身と なりて、 念彼觀 音と 唱 へ させん 事 疑な 

しと 語り 袷 ひける。 息のに ぼひ は 異香薰 じて、 まんく と满 ちくて、 丧晝 のさ かひ も 


具足 I 器具 


本 I 手本 


くわう しゅち は 

ぅぺん のせつ 1 

未詳 


叉て がいと. &す物 をと り 給 ふ 時 は、 南無 妙と 響き、 つむがせ 給 ひける ほどに、 二十 五月 

と 申す につむ ぎ 出、 たし 給 ひて， さて 機の 具足 ほしき と 仰せければ、 さらばと て、 J しら へ 冕 

ん とする を、 御覽 じての たま ひける は、 よの 常の 機の 具足に て はわろ く 候 ふ、 われく 

が 機の 具足 は 常のに か はり 候 ふとて、 本 をい、 おし 給 へ ば、 御 好みの やうに， しら へ て參ら 

じ  >ん じ A づ、 ひりきし 

せければ、 此 女房よ ろ， J び 給 ひて、 何として 卷 きたてみ んと宣 ひける 所に、 示現 神通力 者 

はやが て 心え させ 給 ひ、 くわう しゅち はう べんの せつなれば、 いかで かわろ かるべき ぞ 

や。 一 度 も 見ぬ 人 I 一人 来りて、 一 夜の 宿 を 借りた まふ。 此機 をと もに 卷き給 へ り。 是を 

始めて し r らの母 不思議の 事 かなと て、 いよく あがめさせ 給 ふこと 限な し。 し *i らは 

はた  ，ま i 

此機 たちて、 母の なぐさまれ 候 ふ 事の 嬉し さよ、. いつよりも 心 やすく 過ぎ ゆかれ、 又營 

みの わざ をし、 此程 は心勞 とも 覺す、 是 ほど 天竺の 飢饉 世に すぐれ けれども、 我々 心 や 

すく 候 ふ 事 こそ 嬉し けれと て、 母の 御 足 を わが 額の ヒ におき て、 寢 させ まゐら せり。 

其 時し r ら がそば に寢 させ 給 ひたる 女房、 し らに 尋ね 給 ふや、 CS は、 何とて 泣き 袷 ひ 候 

ふぞと 仰せければ、 若き 時 御 ふとり 候 ふころ は. 御 足 を 額に ねさせ 申す に、 重く おはし ま 

し 候 ひしが、 はや 御 年 もより 給へ は、 次第に 身 も 細らせ 給 ひて、 ことの 外に 瞎く候 ふ^に、 
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七 六 


ふり 人 I 天より 

降 リレ人 

くまし ね I 洗米 


とより 行く へ も 知らぬ 身 なれば、 いか やうに もし r らと 置かせ 給へ、 われ 人 しらぬ 營みを 

もして、 諸共に 浮世 を わたり 候 はんとの たま ひければ、 母な のめに 賓び給 ひて， さらば 

とい ひて、 し r らに此 由い ひければ、 もとより 親孝行の 人 なれば、 ともかくも 母の 刺 は 

から ひと 御 返事 申されければ、 天竺 も 人の 心の 甚 しきと ころ なれば、 みなく 人 申しけ 

る は、 し r らの 所に こそ 不思議の ふり 人 わたり 候 ふ、 いざや ま ゐり拜 まんと て、 道俗 男 

女に い. U るまで、 くまし ね を 包みな どして まゐ りけ り。 さる ほどに 白米 三 石 六 斗， 日の 

うちによ りたり。 其 時まゐ りたる 女房に のた まひけ る は， われ はさ だかなる もの なれば、 

ぜ宁と 申す 物 あらば くれよ と 仰せければ、 その 次の 日 は を もちて まゐ りけ り。 し r ら心 

に めでたき 事の ありて. まへの 日より ま ゐらせ 候 ふ 米に て、 母 をす ごし 候 はん 事の 嬉し 

さよと て 喜びけ り。 また 此 女房 は^を こしら へて ひそかにし 給 ふ ほどに、 いつう ませ 給 

ふと は 見えね ども、 夥しく うませ 給 ひけり。 さる 程に つむと いふ 物 ほし-き 由の たまへ 

ば、 し r ら やがて 尋ね 求めて 參ら せけ り 0 此ゃ をつ むぎ 給 ひし 音 こそ 面. H  く 間え けれ。 

よく./^ きょて 文字に 寫 して 見れば、 やる てに は 南無 常住 佛と饗 き、 引き いれ よれる 

な むじ や、 ri?,.- ほふ  あのく た ら  みゃく 

てに は、 南無 常住 法と 響き、 卷き給 ふとき は、 阿溽 多羅 三 親 三 菩提と 卷 きを さめ 給 ふ。 


つむ— 紡錘 


阿 溝 多羅 s々ー 

無上 正 151 知と 譯 


棚 を かき. I 棚 ％ 

懸けの 意に て 1 

段 高き 座 を設く 


よそへ は 更に まゐ りたく も 無し， そなたの すみかへ ならば 行き 候 はんとの たまへば、 す 

こし 御 待ち 候へ、 先づ われく 宿に ゆきて、 母に 伺 ひ G. して 御む かひに 參り候 はんと 

て、 し r らは すみかに 歸 りて、 母に 此由 申しければ、 母な のめなら す 喜び 給 ひて， いそ 

ぎ 座敷 を淸 め、 こなたへ 迎へ 申さん とのた まひければ、 し *i ら喜 びて、 いそ；^., 海の はた 

へ 御む かひに ぞまゐ りけ る。 此 女房 待ち かね 給 ひて わたりけ る。 道の ほとりに て 行き あ 

ひ 奉りけ る。 し *t ら申 しける は， 御 はだしに て は 御 足いた く 候 はん 程に、 此賤 しき 賤の 

男が うしろに 員 はれ 給へ と 申せば、 よろこび 給 ひて 負 はれさせ 給 ひけり。 さて 我 宿へ 行 

きつき おろしければ、 やがて 母 出で あ ひ 見た てまつ りて、 あら 冥加 もな や、 是ぞ 天人と 

申す 人な りと て • わが ゐる 所に はいか r とて 俄に 棚 を かき、 われより 高く 置き 舉 りて、 あ 

がめ させ 給 ふ 事 かぎりなし。 其 時し r らが 母の 申す、 冥加 もな き 申し 事に て 候へ ども， な 

どし r らが 妻に ならせ 給 ふ 人に てお はし まし 候 はす や、 し r らも はや 四十に なり まゐら 

せ 候 ふが、 いまだ 妻 ももた す、 子の 一人 も 候 はぬ こそ、 明暮 わび ま ゐらせ 候 ひつれ、 我 身 

はは や 六十に あまり、 明日 を も 知らぬ 身の、 此事 をのみ 案じさ ふら ふ、 あはれ く 似 あ 

はしき 妻 もがな とて 歎きければ、 女房 仰せけ る やう は、 われ はこれ 來 りし 方 も 知らす * も 
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物の ゆく へ _ 物 


母 を 無沙汰に あっか ひ 申さん 事 もや 候 はんと 思 ひ、 母の 氣を そむく と 存じ 候へば、 妻 を 

もつ 事 思 ひも よらぬ 事 やとて、 けしから す 聞え ければ、 此 女房 仰せけ る は、 なさけな 

き 人 かな、 物の ゆく へ をよ く 聞き 給へ、 袖の ふり 合せ も 他生の 綠と 聞く ぞ かし、 たと へ 

ば 鳥類な ど だに も、 綠 ある 枝に 羽 を やすむ るぞ かし、 まして ゃ是 まで そなた を賴 み參ら 

せて、 此舟 にもと づきし 甲斐 もな く、 歸れと 仰せ 候 ふことの 淺ま しさよ とて、 誠に 思 ひ 入 

りたる 氣色 にて、 淚に むせび 袷へば、 し^-ら是を見てっらく思ふゃぅ、 さらばせ めて 

陸へ おろさん とて， いそぎ 舟 を 潜ぎ、 汀に つきて 舟より いそぎお ろし まゐら せて 申しけ 

る は、 われ は是 まで 屆け 申す ことにて 候 ふ、 さらば 御 暇. 5- さんと て、 歸 らんと しければ、. 

此 女房 袖に すがり 歎 かせ 給 ふやう、 せめて そなたの 宿まで 御 つれ 候へ、 一 夜 を 明かさせて 

たび 給へ、 明けな ば いづかた へ も 足に まかせて 行き 候 はんとの たま ひけり。 し r ら 申さ 

れ けろ は、 われく が 家と 申す は、 たピ 世の常の 家に てもなく、 誠に しづの 男の ね やの 

有樣、 目 も あてられざる 所 なれば， おき 奉らん 所 更にな く 候 ふ、 常の 座敷に 置き ま ゐらせ 

ん事 は、 冥加 もな き 事に て 候へば、 家 をつ くり まゐら せて 置き 奉らん、 御 まち 候へ と 申 

し^こ め £5 

せば、 女房の たま ひける は、 いかなる 金銀 璃碑碟 瑪瑙 を もって 作りた る 家な 


給 

の 

草 
紙 


t つ はう I 十 方 

はて 只 十の 接 飾 

語と して 用 y3 た 

る はや 


姿 を 見れば 春仍 花、.. 形 を 見れば 秋の 月， じつは 

う 十^ 指まで も、 i?^.^ のべた る 如くなる 女房 

の、 海より あがらせた まふ 事の 不思議 さよ ノ若 

しも 龍 女な どと 申す 人に て. おはし まし 候 ふか、 

此しづ の 男の 舟に 上り 給 ふ 事、 冥加 もな き 事な 

り. た r 御す みかへ 歸り 袷へ と 申す。 其 時 女房 

仰せけ る は、 われ は來 たる かた も 知らす、 又 ゆく 

すゑ も 知らす さ ふらへば、 そなたの 宿べ つれて 

御 ゆき 候へ、 たが ひの 營み をし. て 浮世 を わたら 

ん とのた まへば、 し "t- ら. &す やう、 あらお そろ 

しゃ、 思 ひも よらぬ 事な り、 われ はは や 四十に 

なり 候へ ども、 いまだ 女房 ももた す 候 ふ、 其い 

はれ は 六十に 餘 りたる 母 を 一 人 もち 候へば、. も 

しわれ 女房 を もち 候 は r、 、いも そばに なりて， 


御伽 草紙 


一 七 二 


钩する 心 も そば 

^なりて. I© す 

る 心 もよ そ Si な 


給 はんとて、 釣す る 心 も そばに なりて、 の 事 をのみ 案じ ゐ たりし が、 釣竿 も 心の あり 

ける にや、 す は 魚 こそ かよりた るら めと 思 ひ、 ひそかに 釣り あゆて 見れば、 うつくしき 蛤 

一 つ 釣り あけたり。 し * …ら 心に 思 ひける は、 是はぃかなる^^-ゃらん、 何の 役に たつべき 

とて、 海へ 投ゅ 人れ たり。 さて こよに は 魚な きとて、 西の 海へ 舟 こぎて 行き， つり たれ 

しかば、 又 以前の 南の 海に て 釣り あけたり し 給な り。 し r ら 心に ふやう、 あら^,. > 

不思議の 事 やとて、 父 とりはなして 海へ 投 ゆ 人れ たり。 それより 又、 北の 海へ 濟ぎ 行き 

て、 つり を たれし 所に、 又 西の 海に てつり 上け し 蛤 あがりけ り。 その 時し r ら思 ふや 

う、 曰 y は 希代 不思議の ことなり、 一度なら す 二度なら す、 三度まで つりあけ たり、 た r 

かりそめながら も 三 W の 契 を 得た る 物 かなと て、 此 たび は 取り あゆて 舟のう ちべ 投け入 

れて、 又つ り を 垂れければ、 波の 給 俄に 大きにな りけ り。 あら 不思議の 事 やとて、 し r 

ら 取りて 海へ 人 れんと する 所に、 この 蛤のう ちょり 金色の ひかり 三 筋 さしけ り。 是 はい 

かなる 事 ぞ やとて、 目 を 驚かし、 肝 を 消し、 おそれ をな して 遠ざかり ける。 此 給が ひ 二 

つに 開き、 其 中より 容顔 美麗なる 女房の、 年の よは ひ 十七 八ば かりなる が 出で たり。 し 

じら これ を 見て、 潮 をむ すび、 手水 をつ かひつよ 申しけ る は、 是 ほどい つくしき 女房の 


蛤の 草紙 


天竺 摩 迦多國 の 傍に、 し r らと 申す 人 あ. b、 世に すぐれて まどし き 人に てお はしけり 0 

父に は 早く 離れ、 ^親 一人 もち 給 ひける が、 その 頃 天竺 ことの！ « か 飢饉 ゆきて， 人つ か 

れて 死す る 事 かぎりなし。 し *t ら母を 養 ひかね て、 よろ づの營 み をして 母 をす ごさんた 

めに、 天に 仰ぎ 地に 俯して 營め ども、 更に 其 甲斐な かりけ り。 こよに 思 ひいだ したる 事 

ありと て、 浦 回に 出で て 釣 をして、 うろく づを 取りて 母 をす ごさんと て、 浦へ 出で て 小 

舟に 乘り、 沖 中へ 漕き いだし 釣 を たれ 給へ り。 色々 の 魚 をつ りて、 毎日 母 を 養 ひけり。 

されば し r らは是 を 嬉しき 事に 思 ひける が、 ある 時 又 浦へ 出で て 釣 を 垂れ 給 ひしが、 其 

くれがた  - 

日 もはや 暮カ になり けれども、 魚】 つも りえ ざり き。 し， r ら 心に 思 ふやう、 此程 いく 

らの 殺生 をして， 母 を 養 ひたる 報に や、 更に 魚 つられ ざり ける とて、 し r ら 心に 思 ふや 

う， いかに 母の 我 を 侍ち かねさせ 給 ふらん、 今まで 物 を まゐら すして、 さぞ 御 心つ かれ 


給の 草 欲 


七 一 


給 

の 


 御 伽， 草 I 紙  一七 〇  

八、 苦 —生 苦、 老、 契 深き 人 は、 目の前に 拉み 居つ i 、何事 も 心の まぶの 極樂 なれば、 さの みはい かで 八苦の 一 

ほ S 、離  151,5? 世界に あらんと て、 いはほの 宫を 東方 淨 璃批界 に 導き 給 ふ。 其 身 を も かへ すして 成佛ー 

怨僧會 苦 し 給 ふこと、 稀代 不思議の ためしと かや 。上代 も 末代 も かメる めでたき ためしな し 。今一 

は 末世の こと、 か 程に こそ はお はせ すと も、 神 ゃ佛を 念す る 人 は、 や はか 其 しるしの 無 一 

かるべき。 南無 藥師 璃 光如 來く、 おんころ くせんだり まとう きそ はかく。  \ 


功 皇后、 應神 天皇、 仁德 天皇、 履 仲 天皇、 反 正 

天皇、 允 忝 天皇、 安康 天皇、 維 略 天皇、 淸寧天 

皇、 十一 代の 間、 いつも か はらぬ 御 姿に て、 榮 

えさせ 給 ふなり。 さ r れ石 の宫、 あるよ もす が 

ら燈 火を掲 ゆ、 藥師眞 首 を 念じお は. しける に、 

かたじけなくも 藥師 如來、 いと も 貴き 御 姿に て、 

いはほの 宮に對 ひのたま ふ は、 汝 はいつ まで 此 

世界に あらん、 人間の 樂 はわ づ かの 事な り、 それ 

淨 iF 璃 世界の 地 は、 すな はち iF 璃 なり、 汝を 移さ 

ん淨土 は、 七 寶の蓮 花の 上に 玉の 寶殴を 立てて、 

黃 金の 扉 をなら ベ、 玉の すだれ を かけ、 床に は 

錦の しとね を 敷き、 綾羅 莊嚴を 以て 身 を 飾りた 

によく わん 

る、 数千 人の 女官、 時々 刻々 に 守護 を 加へ、 百 

味の 飲食 を さ..^ ぐる 事 ひま もな し、 此は界 にて 

一 六 九 


御伽 草紙 


六 < 


. わん 55； ん— 官 


人 


あまた 11"* だの 

意 


めし、 獨 りた i すみ 給 ふに、 御前に 虚空より 黄金の 天 冠 を 額に あてた るく わん にん 一人 

まるり、 さ r れ 石の 宫に 瑠璃の 壶を捧 ゆ 申しければ、 薬師如来の 御つ か はしめ. 金毘羅 

大將 なりと ぞ 申しけ る 0 

此^^に妙藥ぁり、 これすな はち 不老不死の 藥 なり。 これ をき こしめ されば、 御 年 もより 

たま はす、 ゎづら はしき 御 心ち もな く， いつも 變らぬ 御 姿に て、 御 命の 終 もな く、 いつ 

まで もめで たく 榮ぇ給 はんとて、 かき 消す やうに 失せに けり。 さ r れ 石の 宮、 此壺 をう 

らい  らう やく 

け 取らせ 給 ひ、 あら ありがた や、 年月 願 ひ 奉る しるし かなと て、 三度 禮し、 良藥 嘗め 給 

ふに、 あまた 味 ひ 言 ふば かりなし。 靑き壺 に 白き 文字 あり、 よみて 御覽 すれば、 耿な 

わ 0 

君が代 は 千代に 八千代に さ、 r れ 石の いはほと なりて 苔の むすまで 

と あり。 これすな はち 藥師 如来の 御詠歌 なるべし。 それより 御名 を 引き かへ て、 いはほ 

の 宮とぞ .& しける。 

其 後年 月 を 送り 給 ふに、 聊か 物の 悲しき 事 もな く、 いつも 常 磐の 御 姿に て， 榮 花に ほ 

こり 袷 ふ。 御 命 長く 渡らせ 給 ふこと は、 すべて 八百餘 歳な り。 成務 天皇、 仲哀 天皇、 神 


さ r れいし 


神武 天皇より 十二 代成務 天皇と .5. し 奉る は. 限な くめで たき 御世な り。 此 帝に 男み こ、 

姬宫 三十 八 人の 皇子お はしげ る。 卅八 人め は姬宮 にて 渡らせ 給 ふ。 數も 知らぬ ほどの 皇 

おんか ち 

子た ちの 御 末 なれば とて， その 御名 を さ r れ 石の 宫とぞ 申しけ る。 御 容貌 世に 勝れて め 

でた くお はしければ、 數 多の 御中に もこえ て、 御 寵愛 斜 ならす いっき かし づき 給 ひける。 

さる ほどに 御 年 十四に て、 攝政 殿の 北の 政所に 移し ま ゐらせ 給 ふ。 めでたき 御お ほえ、 

一 天 四海のう ちに 上 こす 人 こそな かりけ り。 

さ r れ石 の宫、 世間の 有 爲轉變 のこと わり を， つくぐ 思 召しより て、 それ 佛道を 願 ふ 

に、 淨土は 十 方に ありと 聞け ども、 中に もめで たき 淨土 は、 東方 淨 瑠璃 世界に 若く はな 

しと 思しと りて、 つねに 怠らす、 藥師の 御名 號、 南無 藥師 瑠璃 光如 來と唱 へ 給 ふ。 ある 

夕暮の 事なる に、 月の出 づる 山の端 打ちな がめ 給 ひ、 わが 生れん 淨土は そなた ぞと 思し 

さ-^ れいし  一六 七 


御 

草 


せん 人 は， 財寶 にあき みちて、 さい は ひ 心に まかす べしとの 御 誓な り。 めでたき 事な か 

なか 申す もお ろかな り。 
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申す 人、 信 濃へ 流されて、 年月 を 送り 給 ひしが、 一人の 御子 もな し、 これ を 悲み給 ひて、 

善 光寺の 如來 にまゐ りて、 一人の 御子 を. &し うけ 給 ひて、 御 年三歲 にて， 二人の 親に お 

くれ 給 ひて、 其 後 凡夫の 塵に まじ はり 給 ひて、 か i る賤 しき 身と なり 給へ り。 みかど 叙 

覽 まし./^ て、 皇子 を はなれて 程近き 人. にて おはしけ るよ とて、 信 濃の 中將 になして、 甲 

斐信濃 兩國を 給 はりて、 此 女房 相 具して 信 濃へ 下り、 あさひの 鄉 にっき 給 ふ。 あたらしの 

鄉の 地頭 左 衞門尉 をば、 忠 ふかき 人 なれば とて、 甲斐 信 濃の 兩國 の總 政所に 定めた まふ。 

又 三年 養 ひたる 百姓に も、 みな ノ、 所領 を とらせて、 我 身 はつる まの 鄉に 御所 を 建てて、 

眷族 をお き、 貴賤 上下に か しづかれ、 國の 政事 おだやか にあり しかば、 佛神 三寶の 加護 

ありて、 百廿 年の 春秋 をお くり、 御子 あまた 出で きて、 七 珍 萬寶に 飽き 充 ちて、 長生の 神 

あたが— 御多賀 となり 給 ふ。 殿 はおた がの 大明 神、 女房 は あさひの 機 現と 現れた まふ。 是 は文德 天皇の 

しゅくぜん I 宿 御 時な りし。 かれは しゅくぜん むすぶ の 神と あら はれ、 男女 を きら はす、 戀 せん 人 はみ 

善 力  ほん ぢ 

づ からが 前に 參らば 叶 へんと、 誓 深く おはします なり。 およそ 凡夫 は 本 地 を 申せば 腹 を 

ョ熟 の 苦み II たて、 神 は 本 地 を あら はせば、 三 熱の 苦み を さまして、 直に 喜びた まふな り。 人の 心 も 

日 度 づっ受  さ 

くる 熟の 苦み かくの 如く、 物く さくと も 身 はすぐな る ものな り。 毎日 一度 此 草子 を 讀 みて、 人に 聞か, 


もっかう 車— 帽 

額の 簾 を かゆた 

g 車 を" ふか 


此は由 間し めし、 旯參 のために 召さる。 ひきつく ろ ひて ま ゐられ たり。 豐前の守是を111^ 

て 男 美男に おはしけ る、 苗字 は： U れと問 ひ 給へば. 物く さ 太郞と 答へ ける 。殊の外なる 

御名 かなと て、 はじめて うたの 左衞門 になし 奉る。 かやう にと かくする 程に、 此事 内裏 

へ閗 召して、 いそぎ 參れ との 宣旨 なり。 辭返 申せ ど 叶 はす。 もっかう 車に のりて 院參す 

る。 大極殿に めし、 汝 はまこと に 連歌の 上手に て 侍るな る、 歌 二 首つ かま つれと 宣 旨な 

り。 折 ふし 梅花に 鶯 のとび ちりて 囀る をき よ、 かくなん、 

鶯の ぬれた る聲 のき こ ゆる は 梅の 花 笠 もる や 春雨 

みかど 是 を歙覽 ありて、 汝が 方に も 梅と いふかと 宣旨 なりければ、 うけた ま はり も あへ 

信 濃に はばい かとい ふ も 梅の 花 みやこの 事 はいか r あるらん 

みかど 是を きこしめし、 御感に 入りて、 汝が 先祖 を 申せと 宣旨 なり。 先祖 もな き 者に て 

候 ふと. & しけり。 さらば 信 濃の 國の目 代 へ 尋ねよ とて、 その 所の 地頭 へ 宣旨 をな し、 御尋 

も，， J しょ 

ね ありければ、 こもに 卷 いたる 文書 をと り 寄せて、 見參に 入れ 奉る。 これ を 開き 御覽す 

れば、 人 王 五十 三代の みかど、 仁 明 天皇の 第二の 皇子 深 草の 天皇の 御子、 二位の 中將と 


物く さ太离 


六 = 
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1 六 二 


乙と わり— 道理 

と 奪 破と Si かけ 

てめ ふ 


して かくなん、 

け ふより はわが 慰みに 何 かせん 

物く さ 太郞、 いまだ 起き も あがらす、 あさましと 思 ひて、 女房の かた を 打 見て、 

ことわり なれば 物 もい はれす 

と 申しければ、 あな やさしの 男の 心 やと 思しめ して、 よし/^ 是も 前世の 宿緣 なり、 箇樣 

に 物 思 ひか けらる-も、 今生なら ぬ緣 にて こそ、 かく も 有る らんと 思しめ して、 比翼の か 

たら ひ をな した まふ。 今 脊も旣 に 明けければ， いそぎ 歸 らんと する 時、 女房 仰せら るよ や 

うは、 力 及ばす、 かやう に 見參に 人り ぬるう へ は、 一 われ 人 この 世なら ぬ緣 なり、 心 ざし 思 召 

めさば、 一 是 にと r まり 給へ、 われら は宫づ かひの 身 なれ ども、 何 か 苦し かるべき と ありけ 

れば、 承る とてと r まりぬ。 其 後は此 女房 下女 一 一人 そへ、 よら ひる これ を こしら へて- 七 

日 湯 風呂に 人れ ければ、 七日と 申す に はう つくしき 玉の 如くに なりけ り 。其 後 は 日々 にし 

たがって 玉の 光 あるに 似たり 。をと こ 美男の 名 をと り、 うた 連歌 人に すぐれたり。 女房 か 

しこき 人に て、 男の 禮法 を敎 へけ る。 しかるに 直垂の 衣紋が かり、 袴の け ま はし 、烏帽子 

の 著ぎ は、 鬢 つきまで も、 いかなる 公卿 殿上人に も 勝れたり。 か.^ る 程に 豐 前の 守の 殿 


大口 I 拷の 一 種 


ちはやぶる かみ をつ かひに たびた る はわれ を やしろと 思 ふか や 君 

此 うへ は 力なし、 具して まゐり 候へ とて、 小袖 一 かさね， 大口、 直垂 *  .all! 子、 刀と よ 

のへて、 是を 召して 參られ よと ぞ申 しける。 ひぢ かす 大きに 喜び、 めでた や とて、 此 

程 著たり ける 重代の きる 物 を、 竹の杖に まきつけて、 - 小袖 をば 今宵ば かりこ そ 貸し 給 は 

ん すらん、 あした は 著て かへ らんす るぞ、 いぬ、 ゑの こ 喰 ふな、 ぬす 人と るな とて、 橡 

の 下へ 投ゅ 入れて、 其、 後 大口 直垂 きる やう を 知らす して、 首に あて、 肩に かけ、 是を煩 

はしく しける を、 下女 とりつくろ ひて、 烏帽子 をき せんとす。 髪 を 見る に 塵埃 li^ など、 い 

つ の 世に 手 を いれて、 解き あけた るけ しき もな し。 され ども 漸ぅ， J しら へ て、 .21 帽子 をば 

おしかぶ せ. なでしこ 手 を ひきて、 こなたへ くと つれて 行きければ、 物く さ 太郎、 我 

國信 濃に て は、 山 岩石 を こそ ありき 習 ひたれ、 かやう に 油 さした る 板の 上 をば 歩みなら 

はす. こなた かなたと、 にり まゐ りけ り。 され ども 障子の 內へ おし 入れて、 なでしこ は歸 

りけ り。 上菔の 御前に まゐ ると て、 踏み すべりて あ ふの きに まろびけ り。 さらば 餘の所 

にても なくして、 上 藤の 寳 とも 思 召す て ひきまる とい ふ 琴の 上に 倒れ か t りて、 琴 をば 

微塵に 損 ひぬ。 お 房是を 見て、 あさまし、 いかに せんと 淚ぐ みて、 顔に 紅 薬 を ひき 散ら 
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レほ I 原本 「し 

め」 と あり、 後 

ズ によりて 改む 

たんし I 擅抵か 


うみ- Is- み、 海 

^の 連 5々1 泥 

中の 連、 薬 S に 

包める 萁 金と h 

ふ該 


鑾 きゐたり けり。 かなた こなた 身 を も だへ、 ありき くたびれ、 あはれ 何に てもとく くれ 

よかし、 何 をく るべき やらん、 栗 を くれられ なば 燒き てく ふべ し、 柹、 梨、 もち ひなん 

ど を くれたら ば、 すき もな く 食 ふべ し、 酒 を くれたら ば 十四 五六 七 八 杯も吞 まう、 何に 

てもとく くれよ かしと、， 心 を 色々 になして 待ち 居た る 所に、 栗、 姊、 梨、 鬚 籠に 人れ て、 

しほと 小刀 取り そへ て 出 だしけ る。 物く さ 太 郞是を 見て、 あな 淺ま しゃ、 女房の みめに 

は 似す、 あまたの 木實 を、 箱の 蓋、 たんしに も 入れて くれよ かし、 馬 牛な どに 物 をく る 

る 如くに、 一つに とり 具して くれたる 事よ、 まさな や、 た *t し 子細 あるべし、 このみ あ 

また 一つに し、 くれたる は、 われに 一つに なり あはん と 思 ふ 心 かや、 栗 をた びた る は、 く 

りごと すなとの 心に や、 梨 をた びた る は、 われ は 男 もな しとい ふ 心、 柹と しほと はな どや 

らん、 いづれ も 歌に よまば やと 思 ひて、 

津の國 のな に はの 浦の かき なれば うみ わたらね どし ほ はっきけ り 

/  でい はちす わら づ ミこ がね  か 7 

女房 これ を 聞き、 あな やさしの 者の 心 や、 泥の 莲， 藁苞 黄金と は， 笛 樣の事 にても や 侍 

らん、 是 とらせよ とて、 紙 を 十 かさねば かり 出-たされたり 0 是は 何事 やらん と 思 ひける 

が， 水蹇の あとな き 返事 をせ よと いふ 心 ござん なれと 思 ひて、 かくなん， 


大空なる. |范然 

たる 
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き 逢 ひたらば、 命 も あら じな どと 語り 絵へば、 いまく し、 何の ゆ ゑに， か是 まで は 来り 

候 ふべき、 なかく 仰せ さ ふらへば、 面影に たちて 候 ふと 申しければ、 物く さ 太 郎橡の 

きた かた 

下にて 是を きょ、 是に こそ 我 北の方 は あれ、 ^も緣 はっきぬ も のぞと 嬉しくて、 橡の下 

より 躍りいで， いかに や 女房， わ ごぜ 故に 心 をつ くし、 骨をぱ 折る ぞ とて、 椽 より 上へ 

S もこ-ろ  しゃう じ 

あがりけ る 。をみ なへ し是 をき よ、 肝心 も 失せ はてて、 ころび まろびて、 障子のう ちへ 

きもた まし ひ  お ほ みら 

にけ 入りて、 しばし は 呆れて 肝 魂 も 身に そ はす、 秋の 夜に 夢み る 心ち して、 大空なる 

けしきに てお はしける が、 や i ありて、 あな 恐し の ものの 心 や、 是 まで 尋ねて 來る 不思議 

さよ、 人こそ多きに、ぁれ程きたなけにぃぶせき^|^に思ひかけられ、 戀 ひられた る こそ 

悲し けれと て， なでしこに 語り 歎き 給 ひける。 か i る 所に， 番の荐 ども 立ら 出で いふ やう 

は、 人の けしきの ある やらん、 犬が 吠 ゆると いひて、 人々 さわぎけ り。 

女房お ほしめ しける は、 あら 淺ま しゃ、 あの 者 を 打殺さん も 恐し や、 さなき だに 女 は 五 

障さん しゅに 罪深き にと て、 淚を ながし 給 ひける。 今宵ば かり は 何 か 苦しき、 かり { 伯し 

て あけ ほのに すかして やれと て， ふるき 疊を しきて 居よ とてた びたり。 下女 來 りて、 明 

けなば 人に if^ えす、 とくく 歸れ とて、 ある 妻戶 のき はに、 いとなら はぬ 高麗 綠の € れを 
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も 人 もな し。 注來の 人に 問 ひければ、 知らす と 答へ て 通りけ る。 淸水 にて 立ったり し 所 

へ歸 りきて、 こなたむ きに こそ 女房 は 立ったり つれ、 あなたへ 向きて こそ、 かやう の 事 を 

ば 言 ひつれ、 いづかた へ 行きつ らんと、 も だ へ こがれ けれども 詮ぞ なき。 ゆにく 思 ひ 出 

だした る 事 あり、 から たちばな 紫の かどと ありつる に、 尋ねて 見ば やと 思 ひて、 紙 一 か 

さね を 竹に はさみ、 ある さ ぶら ひ 所へ 立ち入りて、 是は 田舎の 者に て 候 ふが、 門 ふみ 忘 

れて候 ふが、 さいじょから たちばな 紫の かどに こそ 仰せられ しが、 それし きの 門 はい 

づ くに 候 ふらんと 尋ねければ、 七條の 末に 豐 前の 17， の 殿の 御所 f  J そから たち ばな 紫 は 

こ うぢ  げ 

有りし ぞ、 其 小路む きて 尋ねよ と敎 へけ る。 たづね 行きて 見れば、 實 にも それなり けり 0 

はや わが 女房に あ ひたる 心地して、 うれしき 事 申す ばかりな し。 彼の やかたに は、 犬 追 

かさ かけ  い や .f' さ， f が  • 

物、 笠懸、 まりあ そび、 或は 管 終 碁 將棊雙 六 をう ち、 今樣早 歌、 思 ひくの あそびな り。 あ 

なた， J なた へ 行きて 見れ ども、 わが 女房 はな かりけ り。 もしも 出づる f  .1 とも ありなん と、 

つぼ ft  . 

橡 のした に隱れ ける。 此 女房 御所に て は 侍從の 局と 申しけ る。 更け ゆく まで 宫づ かひし 

つぼね  ひろえん 

て、 わが 局へ 人ら せた まふが、 廣椽 にたち 出で て、 なでしこと いふ 下女 を 召して、 いま 

だ 月 は 出で させ 給 はぬ か、 さも あれ、 淸水 にての 男 は、 いかに これ g くらき に、 それに ゆ 


しさよ と、 思しめ して、 

はなせ かし 網の 絲 目の し ゆければ この 手 を はな れ 物語 せん 

物く さ 太 郞是を 聞き、 さて 手 を 許せと ござん なれ、 いか r せんと 思 ひて、 又 かく ぞ、 

何 かこの 網の 絲目 はしゅく ともく ち を 吸 はせ よ 手 をば ゆる さん 

とよみ かへ し. & しければ、 女房 時刻う つりて 叶 はじと 思しめ して， 又 かくなん， 

思 ふなら 問 ひても 來 ませ 我 宿 はから たちばなの 紫の かど 

物く さ 太郞此 御詞を 案じ、 少し ゆるす 所に ふりはなし、 笠 を も 御衣 装な どまで も 打ち 捨 

てて、 裏な し を も 踏みぬ ぎ、 かち はだしに て 下女 を もつれす、 散りぐ になり て 逃 けられ 

けり。 物く さ太郞 あな 淺ま しゃ、 わが 女房 取りに がしつる 事よ と 思 ひて、 唐 竹の杖く き 

みじかに おっとり、 女房 いづかた へ 行く ぞ とて 追 ひま はりけ り。 

女房 は是を 最後と 思しめ して、 案內は 知り 給 ひたり、 あなたの 小路、 こなたの 辻、 こよ 

かしこ を 巡りち がへ 逃 ゆ、 春の 風に 花の 散る 如く 逃 ゆか くれ 給へ り。 物く さ 太 郞是を 見 

こ うぢ 

て わ ごぜ はい.. つくへ 行く どと て、 あなたの 小路へ つよと 寄り、 こなたの 辻へ 行き あ ひ 

たり、 すき を あらせす 追 ひつめ けり。 ある 所に て 追 ひ 失 ひ、 あとへ 返りて さき を 見れ ど 

物く さ太郞  .  一 五 七 
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ぞ。 日く る-里 も 心得たり、 鞍馬の 奧は どの ほど ぞ。 これ も わら はが 故里よ、 ともし 火 

の 小路 を たづね よ や。 油の 小路 は どの ほど ぞ 0 是も わら はが ふる 里よ、 はづ かしの 里に 

候 ふよ。 しのぶの 里と は どの ほど ぞ 0 これ も わら はが 故里よ、 うはぎ の 里に 候 ふ。 錦の 

ふろ さミ 

江 —逢 ふ 身に 小路 は どの 程ぞ。 是も わら はが 故里よ、 なぐさむ 國に候 ふ は。 それ はこ ひして、 近 江の 國 

は どの 程ぞ。 けし やうす る 曇な き 里との たまへば、 鏡の 宿 は どの 程ぞ。 秋す る 國に候 ふ 

葉 はか よ。 因幡の 國には どの ほど ぞ。 これ も わら はが 故里よ、 はたちの 國に候 ふよ。 若 狭の 國 

に は どの ほど ぞ 。かやう にと かくい ふ 程に、 此ラへ は 吾 身の がるべき やうな し、 いやい 

ゃ此 者に、 歌 をよ みかけ、 それ を 案ぜぬ 折 ふしに、 逃け 去らば やと 思 ひて、 男の もちた 

る 唐 竹の杖に よそへ て、 かくなん、 

ふレ —節、 臥し から 竹 を 杖に つきた る 物 なれば ふし 添 ひがたき 人 を 見る かな 

物く さ太郞 これ を 聞き、 あなく ち をし や、 さて われと 寢 じと ござん なれと 思 ひ、 御 返 ご 

む^と 1 節 毎、 よろ づ W の 竹の よごとに 添 ふ ふしの などから たけに 節な かるべき 

あなお そろし や、 此男は 吾と ねんと いふ、 又 姿に は 似す、 か i る 道 を 知りた る こと やさ 
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てうし の 言 菜 I 

調子 か 

ふくせん I 首 

伏せん との 意 か 


くしけ なる 笠の 內へ、 きたな ゆなる 面 を さし 入れて， 顏に顏 を さし あはせ て、 いかに や 

女房と いひて、 腰に 抱きつきて 見 あゆければ、 東西 くれはてて、 更に 御 返事 もの 給 はす。 

ゆききの 人是を 見て、 あな 恐し や、 いた はしゃと て、 おのく 見て は 通れ ども， よりつ 

く 者 は 更にな し。 男と りつめ ていふ やう は、 いかに や 女房， 遙に こそお ほえて 候へ、 を 

せ れラ  ちゃ、 らく じ 

はら、 しづ はら、 ^生の 里、 かう だう、 か はさき、 中 山、 長樂 寺、 淸水、 六 波羅、 六角 

ほふりん じ 、ひづ まさ  くるす  こ はたや ょタ や は » 

堂、 嵯峨法 輪 寺、 太秦、 醍醐、 栗栖、 木幡 山、 淀、 八幡、 住吉、 鞍馬 寺、 五條の 天神， 貴 

船の 明 神， 日吉， 山 王、 祇圊、 北 野、 加 茂、 春 日、 所々 にて ま ゐりぁ ひて 候 ひし は、 いかに 

いかにと 申しけ る。 女房 是 をき-、 此者 はいか さまに も 田舍の 者に て ありけ る を、 宿の 男 

の敎へ て、 辻と り をせ よと 申して せ さする よと 思 ひ、 あれ 體の者 をば すかさば やと 思 ひ、 

それ はさる 事 も 候 はん、 今 はこれ にて は 人目 もしけ し、 わら はがさぶ らふ 所へ、 訪ラて 

入らせ 袷へ と ありければ、 いづく にて 候 ふ ぞと問 ひければ、 てうし の 言葉 を かけ、 それ 

を ふくせん その 內に， 逃 ゆば やと 思しめ し、 わら はが 候 ふ 所 をば、 松の 本と いふ 所に て 

候 ふ。 物く さ 太郞是 をき V 松の 本と は 心得たり、 明 石の 浦の 事。 か-" るきたい の 事 は 

なし、 是 一つ を こそ 聞き 知る とも、 よの 事 は 知ら じと 思 ひて、 た r し 曰くる よ 里に 險ふ， 
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よけ 道 をして 通れ ども、 近づく もの は 更にな し。 あるひ は 十七 八、 I 二十より うちの 女房 

五 人 十 人、 うちつれく 通れ ども、 一目より 外み ざり ける。 かやう に 立ちた る 事、 朝よ 

ひミ かず 

り 其 日の 暮る やまで. 人數 幾千 萬と 云 ふ 事な し。 あれ も わろ し， 是も わろ しとた めら ひ 

ゐ たる 所に、 女房 一 人出で 来り、 年なら ば 十七 八 かと 見え 侍り、 形 は 春の 花、 薪 零の かん 

ざした を やかに、 靑黛 のま ゆすみ は 花やかに して、 遠山の 櫻に 異ならす、 嬋 研た る兩 5ii 

は 秋の 蟬の 羽に 異ならす。 三十 二相 八十 種 好の 飽き 满 ちて、 金色の 如来の ごとし。 踏み 

たる 足の つまさきまで も、 屑の 愛敬と-のへて、 いろくの 一重 衣に、 紅の 千 入の 袴 ふ 

みし だき、 うらなし うち はきて、 たけに 餘れ るかん ざし を、 梅のに ほひに よせて、 われ 

に 劣らね 下女 一人 供に 具して ぞ參 りたる。 物く さ 太郞是 をみ て、 爰 にこ そわが 北の方 は 

出で きぬれ、 あつば れ疾く 近づけ かし、 抱きつかん、 口 を も 吸 は r やと 思 ひて、 手ぐ す 

ね を ひき、 大手 を ひろけ て 待ち 居たり。 4^ 房是 を御覽 じて、 ともの 下女 を 近づけて， あ 

れは 何ぞと 問 ひ 給へば、 人に て 候 ふと 申しければ、 あな 恐し や、 あの あたり をば いかにし 

て 通るべき ぞ とて、 よけ 道 をして 通りけ る。 物く さ 太 郞是を 見て、 あら 淺ま しゃ、 あな 

たへ 行く ぞゃ、 手の びに して は 叶 ふま じと 思 ひて、 大手 を ひろ ゆて、 つ. -と 寄り、 いつ 


物 

く 

太 
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わ を^き いかなる 者 かお のれが 女房になる べきと； K ひて 笑 ひける。 さりながら かれが 

首 ふこと にっきて 言 ふやう、 尋ねん こと は 易き 事 なれ ども、 夫妻と い ふ^は、 大 寧の 勿 

ぞ、 色 ごのみ 尋ねて 呼べ かし。 いろ 好みと は 何事 ぞ、 いかなる 物 を. 5. す ぞと問 ひければ、 

主な き 女 を 呼びて、 料 足 を 取らせて 逢 ふ 事 を * 色 ごのみ とい ふなり。 其義 ならば たづね 

てた び 候へ、 下り 用意に つか ひ錢 十二 三文 あり、 是を とらせて たび 候へ と. & しければ、 

宿の 亭主 は是 をき よ、 ^も，， 一-是 程の たくら だは 無しと 思 ひて、 又い ふ樣 は、 その 義 なら 

ば、 辻と り をせ よと いふ。 辻と りと は 何事 ぞ や。 辻と りと は 男 もつれす、 舆琅 にも 乘ら 

ぬ 女房の みめよき， わが 目に かよる を 取る 事、 天下の 御 ゆるしに て あるな りと 敎へ けれ 

ば、 其義 にて 候 は r 取りて みん と 申す。 十一月 七 八 曰の 事なる に、 淸 水へ 參 りて ねらへ 

と敎 へければ、 さらばと て 出で たつ。 其 日の 有 樣は信 濃より 年 をへ て 著たり ける さゆみ 

のかた びら の， 何 色と も 文 も 見えぬ に、 藁繩帶 にして、 物く さ 草履の やぶれた る を はき、 

CJI^ 竹の杖 をつ き、 十一月 十八 日の 事 なれば、 風 烈しく 吹きて、 いかにも 寇 きに、 鼻 をす 

すりて 淸 水の 大門に やけ そとばの 如く， 立ちす くみに して、 大手 を廣 けて 待つ ところに、 

參り 下向の 人々 是を 見て、 あなお そろし や、 何 を 待ちて かやう に は あるらん とて、 皆々 


御伽 草紙 


五 


都へ 上り、 心 あ- -ん 人に も 相 具して、 心 を もつ き 給 はぬ かと、 やうく に敎訓 すれば、 物 

くさ 太 郞是を 聞き、 それ こそ 候 ふなれ、 その 儀に て 候 は *i 、いそぎ 上せて たび 給へ とて、 

出で た. -ん とする。 百姓 ども 皆々 大きに 悅び、 料 足 を あつめて 京への ほせけ り。 

ひがし やましな 

東 山 科 を 上りに 宿々 を 通りけ るに、 更に ものく さき 事な し。 七日と 申す に 京へ つき、 是 

は 信 濃の 國 より 參 りたるな がふに て 候 ふと 申しければ、 人々 是を兒 て 笑 ひけり。 あれ 程 

色黑くきたなけなる^^も、 ^に はありけ るぞ とて 笑 ひける。 大納言 殿は閒 召し、 いか や 

うに も あれ、 まめに て 使 はれな ば 然るべ しとて 召しつ か はれけ る。 都に ての ありさま、 

信 濃の 國に はま さりけ り。 東 山、 西 山、 御所 內裏、 堂、 宮、 社、 面白く たっと さ， 申す ば 

かりなし。 少しも 物く さけなる けしき もな し。 是程 にまめなる 者 あら じと て、 三月の な 

がふ を 七月まで 召しつ か はれ、 やうく 十一月の 頃に もな り ぬれば、 いとま を 給 はりて 

國に 下りなん と， 此 程の 宿に かへ り、 我 身を觀 じて 思 ふやう、 都へ 上りた らん 時 は、 よ 

き 女房に あ ひつれ て 下れなん どと 言 ひしに、 ひとり 下らん こと 餘り にさび しからん、 女 

房 一 人 たづねば やと 思 ひ、 宿の 亭主 を 近づけて、 信 濃へ 下り 候 ふ、 しかるべ くば 我等が や 

うなる ものの 妻に なり 候 はんする 女、 一 人 たづね てた び 候へ と. & しければ 宿の 男 はこ 


もせで、 地頭 殿の 通り 給 ふに、 取りて 給へ とい ふ 程の^ なりと 申しければ， f る 人：：： 

聞き、 それ 體の者 をす かせば、 よき 事 も あり、 いざ 寄 合 ひて すかして 115- ん とて、 おとな 

みく  til 蹈 しき 人 四 五 人より あ ひて， かれが 許に 行きて、 いかに 物く さ 太郞殿 * われら か 大^の み 

くじに 當 りて 候 ふ を 助けてた ベ。 何事に て 候 ふぞと 申しければ、 なが ふとい ふ もの を あ 

たりて 候 ふ。 それ はいく ひろば かり 長き 物に て 候 ふぞ、 おびた よしの 事 やと 言 ひければ， 

いやさ やうに 長き 物に て はなし、 わがやう なる 百姓の 中より、 都へ 人 をの ほせて つか は 

せ參ら する をな がふと は 申すな り、 御身 を此 三年が 間 養 ひたる 情に、 の ほり 給へ とい ひ 

ければ、 それ はさら^, \> 殿 ばらの 志に あらす、 地頭 殿より 仰せに てこ そ あれと て、 上る 

かつ 51 且 べき やうな し。 また ある 人 申しけ る やう は、 かつう は 和 殿の ためなり、 それない かにと 

心 つく —心の 勇 申す に、 男 は 妻 を 具して 心つ く、 女房 は 夫に そ ひて 心つ くな り、 かくて いぶせき 賤か伏 

み 3 つも b ふ 9.  .  したく 

屋に、 只 ひとりお はぜん より、 心つ く 仕度 をし 給 はぬ か、 それい はれ あり、 男 はみ たび 

くわん I 官 の晴 業に 心つ く、 元服して 魂つ く、 妻 を 具して 魂つ く、  くわん をして 魂つ く、 または 海 

るな だ  なさけ  みやこ 

道なん ど を 通る に、 殊更 心つ くな り、 田 舍の人 こそ 情 を しらぬ、 都の 人 はなさけ ありて 

いかなる 人 を も 嫌 はす、 色 ふかき 御 人 も、 互に 夫妻と 賴み賴 まる. - なら ひなり、 されば 

物く さ太郞  一 五 一 
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あはね は 君の 仰 

せ一. 無理な さは 


ふ 意 はて 議 なり 
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意 か 
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せ 者 かな、 いで さらば 助かる やうに せんとて、 硯 

を 取りよ せて 札 を 書きて、 わが 領內を ま はす 0 此 

物く さ 太 郞に每 日 三 合 飯 を 二度く はせ、 酒 を 一 

度の ますべし， さなからん 者 はわが 領には 叶 ふ 

ベから すと ふれられ けり 0 まことに/^ これ ぞ 

あはぬ は 君の 仰せ かなと は 思へ ども、 かくの 如 

く ある ほどに、 三年 ぞ養 ひける。 三年と 申す 春 

の 末に 信 濃の 國の國 司 一 一條の 大納言 ありす ゑと 

申す 人、 I この あたらしの 鄉 へな がふ を あてらる。 

百姓 共 寄り あ ひて、 たが もとより 誰 をの ほせ 

んぞ、 遙 にたえ て 習 はぬ こと、 ぃか^-せんと歎 

く。 ある 人 申す やう、 いざ 此 物く さ太郞 をした 

てて 上せん と 言 ひけれ ぱ、 思 ひも よらず、. もち 

ひ を 大道へ ころば かし、 おのれ は^ち 出で 取り 


くれ 候 はん I, 

れ 候は& の！ i 


もち 候 はん， J 

ち 候 は&の it 


鎌首 もちあけ て、 のう 申し 候 はん、 それに もち ひの 候 ふ， 取りて たび 候へ と. S. しけれ ど 

も、 耳に も 間き 入れす うち 通りけ り。 物く さ 太 郞是を 見て、 世間に あれほど 物く さき 人 

しょち 

の、 いかにして 所 知 所領 をし るらん、 あの もち ひ を 馬より おりて、 取りて つた へん 程の 事 

はいと 易き 事、 世の中に 物く さきもの、 われひと りと 思 へ ば 多く ありけ るよ と、 あらうた 

ての 殿 やとて、 斜 ならす つぶやき、 腹をぞ 立てに ける。 兵衞尉 あらき 人なら ば 股 を も 立 

て、 いか 樣 にも あたり 給 ふべき に、 馬 を ひかへ て 是を閒 き、 き やつめ が 事 か、 間 ゆる 物 

くさ 太郞 とい ふ もの か。 さん 候 ふ、 ふたりとも 候 は， t こそ、 是が 事に て 候 ふ。 さておの 

れ はいか やうに して 過ぐ るぞ。 さん 候 ふ、 人の 物 を くれ 候 ふ 時 は、 何 を もた ぶる、 くれ 

候 はん 時 は、 四 五日 も 十日ば かり も、 た、 r 空しく 過ぎ 候 ふと 申しければ、 さて は 1^1^ の 

次第 かな、 命た すかる 仕度 をせ よ、 一樹の 影に 宿る とも、 一河の 流れ を 汲む こと も、 他 

生の 綠と なり、 所 こそ 多き にわが 所領の 內に 生れ あ ふこと、 前世の 宿綠 なり、 地 をつ く 

りて 過ぎよ と ありければ、 もち 候 はんと. e. す。 さらば 取らせん と あり。 物く さく 候 ふ^ 

に 地 も ほしから す 候 ふと 申せば、 商 をして 過ぎよ と あれば、 もとで 候 はすと 巾す。 ^ら 

せんと ありければ、 今更 習 はぬ *r 知らぬ 事、 成りが たく 候 ふと 申せば、 さて はか. M るく. 
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ふるに も， 闩の 照る にも、 習 はぬ すま ひして ゐ たり 0 かやう に 作り わろ しと は. S- せど も、 

あし 手の あかがり、 のみ、 虱、 ひぢの 苔に いたる まで、 足ら はすと いふ 事な し。 もとで 

なければ 商 ひせす。 物 を 作らねば 食物な し。 四 五日のう ちに も 起き あがらす、 ふせり ゐ 

たりけ り 0 

ある 時な さけ ある 人の、 もと あいき やうの もち ひ を 五つ、 いかに ひだる かるらん とて 得 

させければ、 たまさかに 待ち 得た る 事 なれば、 四つ をば 一度に 喰 ひ 侍り。 今 一つ を 心に 

思 ひける やう は、 ありと 思 ひて 喰 はねば， のちの， 賴 みあり、 無しと 思へば ひだる くな け 

れ ども 賴 みなし、 まほら えて ある も賴 みなり、 いつまでも 人の 物 をえ させんまで は、 も 

たば やと 思 ひて、 寢 ながら 胸の 上に て あそば かして、 鼻汕を ひきて、 口にぬ らし、 ぎに 

いた r き、 とりあ そぶ 程に とり すべらかし、 大道まで ぞ ころびけ る。 その 時 物く さ太郞 

見渡して 思 ふやう、 取りに 行き かへ らん も 物-ぐ さし、 いつの 頃 にても、 人の 通らぬ 事 は 

あら じと、 竹の 棹を捧 けて、 犬 烏の よる を 追 ひのけて、 三日まで 待つ に 人み えす。 三 曰 

と 申す に、 た r の 人に は あらす、 その 所の 地頭 あたらしの 左衞 門の 尉の ぶより とい ふ 人、 

小 魔 狩 まじろ の 鷹 をす ゑ させて、 其 勢 五六 十騎 にて とほり， 洽ふ。 吻 くさ 太^ これ を 見て、 


物く さ ー. 無精 者 


しゅてん 1 主 殿 

か 


さ 太 郞_ 


i§ 道 11- の 末、 信 濃の 國十 郡の その 內に、 つるまの 郡 あたらしの 鄉と いふ 所に， 不思 

議の男 一 人 侍りけ り。 其 名 を 物く さ 太 郞ひぢ かすと 申し 候 ふ。 名 を 物く さ 太郎と 申す 事 

は， 國に ならびなき 程の 物く さしな り。 た し 名 こそ 物く さ 太郞と 申せ ども、 家.. つくり 

の 有樣、 人に すぐれて めでたく ぞ 侍りけ る。 四面 四 町に 築地 をつ き、 三方に 門 を 立て、 柬 

つ  ろく  * ち  そりはし 

西南 北に 池 を 掘り、 島 を 築き 松 杉 をう ゑ、 島より 陸地へ 反 橋 を かけ， 高欄に ざ ほうし を 

磨き、 まことに 結構 世に こえたり 。十二 間の 遠 侍、 九閒の わたり 廊下、 釣 殿、 細 殿、 梅 

壺、 桐壸、 離か壺 にいた るまで、 百 種の 花もう ゑ、 しゅてん 十二 間につ くり、 檢皮廣 に 

ふかせ， 錦 を もって 天井 を はり、 桁う つばり たる 木の くみ 人に は、 白銀 黃金な 金物に う 

ち、 瓔路の 簾 を かけ、 厭 さ ぶら ひ 所に いたる まで、 ゆ. - しく 作り立てて 居ば やと、 心に 

ま 田5 へど も、 いろく 事足らねば、 た 竹 を 四 本た て， 薦を かけて ぞ 居たり ける。 雨の 
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たは 歌の道 淺か ざり し 故 なれば， かへ す，^ 人 毎に 舉び給 ふべき は 歌の道 なるべし。 
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一 


ながめ lat ル 


ひ內 にあれば 


I 資語敎 に 「倉 

內財 有朽、 身內 

才 無朽、 雖積千 

兩金、 If 如 一 日 


となが め 袷へば、 保昌 間き 給 ひて、 色 をな ほして 言 ひける は、 はだへ を溫 め，. ことに 女 

がんしょく  く  4* り 5 を 

の 顔色 をます 藥魚 なれば、 用 ひ 給 ひし を 咎めし ことよと て， それ..^ りして なほく 淺か 

らす 契りし となり、 しかれば 此心 はめ づら しかるべ しと 思 ひめぐ らして、 案じ 煩 ひし ほ 

£ がめ ご ミ 

- どに、 いわしと いふ 寢言 も. S. しつらん、. あらむ つかしの 咎言 や、 今 は 何と？ I ひ 給 ふと も， 

返事 を も 巾す まじと 言 ひけ- れば、 螢火 其 時お も ふやう、 まことの 鰯寶 ならば、 かやう に 

さまぐ の 軟の逬 をば よも 知ら じ. けに や 宇都 {：3 はじめて 上洛し 給 ひつれば、 殿中の 御 

ことばに まじ はり 給 ふこと 一大事と， E 心 ひ 内に あれば * 色 ほかに 現れ、 かやう に 寢言を 

し 給 ふらんと、 いとこと わりに m 心 ひな ほして、 互に 下紐う ち 解けて、 比翼連理 のかたら 

ひ淺 からす 見えに ける。 これと 云 ふ もな あみに つか はれ 、常に 歌の道に 心がけし ゆ ゑ、. 當 

んぃ  *0 ミく 

座の 恥を隱 すの みならす、 及ばぬ 戀の 本意 をと ゆし 事、 ひと へ に 物 を 知りた る威德 な. 

されば 孔子の いはく、 倉のう ちの 財 はくつ る 事 あり、 身のう ちの 財 はくつ る ことなし 

と ありし こと、 今 こそ 思 ひ 知られ けれ。 さても 宇都 宮 そのの ち は嫋寶 の 名 を あら はし 

給へ ども、 高き も賤 しき も戀の 道に へだてなければ、 この 世なら ぬ 契 なれば とて、 阿 潜 

が 浦へ うちつれて 下りつ ぶ， 富み 榮 えて 子孫 繁昌な りし も、 たが ひの 志 ふかき ゆ ゑ、 ま •： 


御 參詣の をり ふし、 猿 澤の池 を 御 見物 ありし に、 いにしへの 采 女が 身を投 ゆし 事 をお ほ 

I 座 I 郎 席の 歌 しめし 出で て、 常 座な ど 遊ばして、 御と ぶら ひ ありし 時、 よみ 人 しらす， 

猿澤の 池の 柳 やわき もこが 寢み だれ 髮 のかた みなる らん 

とよみ 侍りし 其 心 を 思 ひよ せ 案じければ、 猿 源氏な どと 寢言 申しつ らん、 あらむ つかし 

や、 とくく 寢 させ 給へ と 中し けり。 螢火 又 申す やう は それの みならす、 鰯 かう えい 

陳. -I 辯解レ との 給 ひし 寢言 はいか、 r 陳じ給 ふべき ぞ やと 言 ひつ V を かし さに 登 火から メ. \» と 笑 

•  せきめん  き は 

ひければ、 其 時 は 宇都 宫 赤面して、 旣に 鰯寶に 極まらん としけ るが、 心 を 沈めて 申す や 

*f ご r をい. S ョ う、 さやう の 寢言を も. & しつらん、 連歌 やう，/ \» なごり をり のうら 返しめ と 思しき に、 

ョ 1 It 頃, 歌 の 

Hs^ 男 山な に をい のりの いはし 水 

とい ふ 句 あり、 人々 の 付け ふるし は 面白から す、 ロハ 今. & すごと く • 和 泉 式部い わしと. & 

すう を を 食 ひ 給 ふ 所へ、 保昌來 りければ、 和 泉 式部 はづ かしく 思 ひて， あわた， r しく 麟を 

かくし 給へば、 保昌 みて 鰯と は 思 ひ よらす、 道 命 法師よりの 文 を かくし 給 ふと 心え て、 

何 を 深く かくさせ 給ふぞ や、 心 もとな しとて、 あながちに 問 ひければ、 

日の 本に いは よれ 給 ふい はしみ づまゐ らぬ人 は あら じと ぞ思ふ , 
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しゃう がい をの がれけ る も、 道 命、 和歌の 道心 得たり し 故な り、 此心 もち を もって 思 ひ 

しこと をば、 此心 をめ づら かに 付けば やと 思 ひて、」 案じ 煩 ひし 程に、 はしと いふ 寐言も 

申す ベ しと 言 ひければ、 璺火 それ もさう あるらん、 猿 源氏と いふ 寐言 はいかに とい へ ば、 

宇都せ ：！ きょて、 さやう の 事 も 申すべし、 さる ほどに 中の きさきに 參 りければ， 神 紙、 釋 

敎、 戀、 無常、 述懷、 き やうに 至る まで、 心 をく ばりし 折 ふしに、 

うらみ わびた る 猿 澤の池 

とい ふ 句 あり、 これ は 昔 あめのみ かどの 御 時、 采 女と いひし 女に 淺 からす 契り 給 ひし 

程なく 思しめ し 捨てさせ 給 ひし を、 采女 うらみ 奉り、 夜半に まぎれ 立ち 出で て 猿 澤の池 

に 身 をな ゆ， 、空しくなりければ、 みかど 世に 悲しく 思しめ し、 いそぎ 猿澤の 池に 御幸 あ 

りて、 すな はち 采 女が 屍骸 を さがし、； 取り あけさせ 給 ひて、 御覽 あれば、 さし もい つく 

ひ すゐ  せんけん  びん 

しかりし 薪！ t. のかん ざし、 嬋娟 たる 鬢、 かつらの まゆす み、 柔和の 姿 引き かへ て、 池の 

藻屑と りつき、 か はり はてた る有樣 を御覽 じて、 かたじけなくも、 みかど、 

わき も 子が 寢亂 れ髮を 猿. 像の 池の 玉藻と 見る ぞ かなしき 

と 御と ぶら ひの 御 歌な り、 かの 句は此 歌の心 を まねび t> る、 そのの ち 源氏 春 日大明 神へ 


みちの くの さよ やきの 橋 巾た えて ふみ だに 今 はかよ は.. さりけ り 

さ，. やき I 原本  熊 野なる お となし 川に 渡さば やさ t やきの はし 忍び -/^ に 

「さ く さ」 と あり 

Ipxffi と あり、 此ニ 首のう ち を 取りて 付けば やと 忍 ひしが、 いやく これ は 都の 上手 衆の つけ 

^^^^H ふるま ひて、 めづ らしから す， こよに 和 ，3^ 式部と す 女に， 保昌 とい ふ 人 通 ひはんべ り 

ねる し.^ の て、 淺 から や 契りし に、 又 道 命 法師と いふ もの 通 ひて 契 を こめし に、 保 昌此事 をき M て、 

和 泉 式部に いはく， わがい ふ 如く 文 を かき 給へ といへば、 和 泉 式部 はいかな ろ 文 を かけ 

と はの たま ふぞ やとお りし かば、 保 昌も此 程 は 見え 候 はす、 御身 は 急ぎ こし 給へ、 ^命 

ほ； し 

法師へ まゐ る、 和 泉 式部と 窗き 給へ と ありければ、 和 泉 式部 は顏 うちあ かめて， これ は 

ふみ 

思 ひも よらぬ 事 をのた まふ もの かなと ありければ、 力お よばす して、 文 を かよれ ける 

が、 いつの ひまに かしたり けん、 箸 を 五つに 折りて、 文に そへ て やりけ り、 ^命 法師 此 

文 を 見て、 不 議 やな、 W 今き たれと 薺 かれけ るが， はし を 五つに 折りて 添へ し 事の 不 

思議 さよ、 ある 歌に、 

やる はし を まことば しして きばし してう たれば しして くやみば しすれ 

とい ふこと あり、 一 定此 心なるべし、 さて は 保昌ゐ たま ひて、 かくなん と 悟りて 行かす， 
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れ&、 かさ かけ * 

レ >^、  i る もの 

|4<、^懸、 草 鹿、 
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ば、 われ は 宇都 宮の彈 正と こそ 申し 侍れ、 鰯寶 とい ふ 名 は 知らす 候 ふ、 今 こそき よ 侍れ 

と せば、 螢火 思 ふやう、 一度にい は r、 あまり 恥が まし かるべし とて、 一 つづぶ 問 は 

れけ るに、 まづ阿 潜が 浦の 寐言 はいかに と 中し ければ、 宇都 宫& せし は、 其 事に て 候 ふ、 

それがし 上洛 は， 此 度が いまだ 初めに て 候 へ ば. かたじけなくも 御所 樣御諌 にて、 何に て 

も 宇都 {a を 慰めよ、 いぬ、 かさ かけ、 し-、 まる ものの 遊び はめ づ らしから す、 常世 人 

の もて あそぶ は、 詩歌 連歌の 道な り、 ことに 宇都 宫は 歌の道す きなるよ し 聞きたり、 そ 

あんない 

れ それと ありし かば、 佐々 木 四郞、 はんかい 四 郞左衞 門う け 給 はり、 天下の 宗匠へ 案內 

中し， 各 連 衆 ま ゐられ けり、 執筆 は 德大寺 殿の 御舍 弟、 十三に ならせ 給 ふ 御ち ご、 靑 11^ 

fO ん 0」 の  しゅせき  ご ほっく 

院 殿の 御 弟子に て、 手跡 世に こえ 給 ふ、 旣に將 軍 御發句 をいだ されければ、 それより 次 

第に、 おの，/^ あそばし、 1 順 もす ぐる をり ふしに、 「いとま あらす も巍 木と る 浦」 とい 

ふ 句 ありし に、 「しほき とる 阿 潜が 浦に ひく 網 も たびかさなれば 露れ ぞ する」 とい ふ 歌の 

心 をつ けば やと、 くり かへ し- ^案す る ま V あこぎの 浦と いふ、 寢言も 申しつ らんと 

陳 じければ、 それの みならす、 はしと いふ 寢言 はいかに とい ひければ、 その 事に て 候、 

「渡り かねた る かくれがの はし」 とい ふ 句 ありし に、 ある 歌に， 


かば、 さまぐ 慰めけ り。 發火 心に 思 ふやう、 あら 不思議 や、 宇都 官は 大名と こそ iw きし 

さラ みや ラ 

にち が ひ、 家の 子. 又は 同 苗な どもな くして、 た r 一人 座敷に いで、 よろ づ賤 しきお 樣 

^^^^n にて， 內の者 ども は聲 高に して、 うへ なし ゆなる 事の を かし さよと ひ、 しばし うち も 

ねの. ひ —寢忡 寢 人ら すして、 案じ 烦ひ しをり ふし、 宇都 宮 酒に 醉ひ、 さ 夜 ふけね のびして、 大 あくび 

をす る ま.. に、 寢 言に 阿漕 か 浦の 猿 源氏が、 鰕 かう えいと 言 ひければ、 整 火是を 間き、 

されば こそ 初めより 何と やらん を かしゅに 見えし が 違 はす、 鰯賣 にち ぎりし ことの 悲し 

さよ， さて これ は 何とな り 行くべき ぞ， 此事 かくれ ある まじければ、 鱗 赍 に 契 を こめし 

心の ほどきた なさよ、 なまぐさ やとて， 召さる i 人 も ある まじければ、 髮 おろし， 是ょ 

ホ W7£ り いづく へ も 足に まかせて 行かば やと 思 ひつよ、 さめぐ と 泣く 淚、 宇都 宮 かほに か i 

t^lsB 力 力； Bsis"  しぐれ 

力  りければ、 時雨が すると 心得、 やれく 雨が ふるさうな、 子ども 苦 を ふけと！；  一： ：！ ひも あへ 

す、 起きな ほりて あたり を 見れば、 か *i やくほ どの 女房^、. さめぐ と 泣 きゐたり。 は 

ちん する しゃ 3 だい 

づ かしゃ- 淺ま しゃ、 まさしく 寐言 をし つると 覺 えて 申す や、 フ、 今の 沈醉 に正體 もな く醉 

ひ 伏し， 何事 を& したる も 知らす 候 ふ、 何とて いね 給 はぬ ぞゃ 。螢火き i て、 何 寧 をの 

たま ふぞ や、 御身 は鰯寶 にて まします ぞゃ、 とにかくに 怨 しき はな あみな りと 言 ひけれ 
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螢火 まぎれ や、 かほ どに 多き 螢火 なれば、 一定 盃を さし 損すべし、 さし 損する ものなら 

ば、 笑 はれ 候 はん 事の 口 をし かるべし と 思 ひ 亂れ、 彼是 見 ま はしける 屮に、 いうく と 

したる 遊君に 盃を さしければ、 螢火に てぞ ありけ る。 螢火 時の 興 を もよ ほし、 めづ らし 

の 御盃さ ふら ふやと て， 取り あけて 次第にめ ぐらし ければ， のこりの 君 ども 是を 見て、 あ 

な うらやましの 螢火 かな、 今より 後の すて 盃、 さ よれても 詮なし とて、 座敷 をた ちし 遊 

君 も あり、 居殘 りて もてはやす も あり。 その 時な あみ 申す やう、 いかに 宇都 宮殿、 洛中 

は 日 くれ ぬれば、 小路 物騒に 候 ふ閒、 まづ く御歸 りなされ、 あすまた 必す 御いで 候 

へと 申しければ， 宇都 宫. まことに ことの 外のお ほ 酒に て * たちば を 忘れて 候 ふ、 いとま 

.& さん 人々 とて， 宿へ こそ 歸り けれ。 な あみ はやが てきたり 給 ひて、 さても 宇都 宫 はよ 

くもし あはせ たる もの かな、 さりながら 夕 さり 螢火 来るべし、 座敷よ ろづ あるべき や、 フ 

にこ しらへ て 待つべし、 又つ かふ 者 ども 醉 ひたりし まぎれに、 問 はす 語り をして、 われ 

も 鰯 を寶り そこなうた * われ もけ ふ は 本 を 失うた などと 言 はせ て は、 恥が まし かるべ し， 

又寢 言な どして、 いやしき 風情 をして は淺 まし かるべし などと、 ねんごろに 言ひ敎 へて、 

な あみ は 宿へ 歸り けり。 案の ごとく 螢火た そがれ 時に、 宇都 宮殿の 宿と たづね て 来りし 


とて、 餞に 取りつ きければ、 かのに せ 宇都 宮 -i^ より ゆらり とおりて、 仰せの ごとく 内々 

は、 それへ おと. つれ. S- さんと 存じ 候 ひつれ ども、 とかく まかり 過ぎ、 ことさら 出仕な ど 

の 樣體を も 談合 申さん と 存じ 候へば、 急ぎ まかり つべき よし 仰せいだ され， ー兩 日 以 

前に 出仕. S. して 候 ふ、 無沙汰の いたり、 御 ゆるし あれ、 必す御 {伯 所へ まゐ りて 巾すべし 

； いぐ わ 


とて、 馬 ひき 寄せて 乘 らんと せし 處に、 螢火、 簿 雲. 春雨と て、 その外の 遊君 十 人ば か 

り 立ち 出で て、 いかに や，/ \ -、 情なく もまの あたり を 通らせ^ ふとて， 打 過ぎん とし 給 

ふぞ やとい ひて、 快に すがりつ v 座敷へ 手 を ひかれ、 心ならぬ 風情に て 、座敷へ 入りに 

けり。 かくて 字 都せ： ふやう、 あら 恥し や、 思 はす や， われ 洛巾 をめ ぐり、 鰯寶 りし；；： 樣、 

ひき かへ たる さま かなと、 思 ふに つけても、 な あみの 心の うちこ そ 恥 かし けれ。 

4<ん ごく 

さる ほどに 亭主 は、 物の ひまより 宇鄱 をつ く < ^と 見て さても 宇都 {a は 遠國ざ ぶら 

ひなれ ども、 器用 骨柄 尋常なる 人 かなと 感じけ り。 さて あるじ は 蒔糌の 盤に こうろぎ の 

盃を すゑて、 いかに や 宇都 宮殿、 一つき こし 召されて、 たれに も 御 心 ざし ある 方へ さし 

給へ と 巾 しければ、 宇都 宫た ぶく と 受けて、 心に 思 ふやう、 われに 心 をつ くさせけ る 

然巾 火と やらん は、 いづれ ならん と 見る に、 いづれ も 螢火に 劣らぬ 遊 1;;^ ども なれば、 あら 
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れ らも 閼 東に てま ゐり逢 ひたる 人に て 候 ふま V 定めて お とづれ 給 ふべ し、 上洛 は fl^ 

にて 候 ふま i、 其 時 わがみ 出で あ ひで、 ない く 御 上洛の 事う け 給 はり 候 ふゆ ゑ、 御宿 を 

しや,，  しお-く 

申しつ け 候 ふま t、 こなたへ 御 入り 候へ とて、 請じ入れ まゐ らせん ま- -、 その 支度 を 御 

おんさ、 っぢ  た、， -4/ ん 

こしら へ 候へ、 座敷な どの 御 掃除， また 大軍 にて 候 はん ま V 小姓、 若黨、 道具 持， そ 

の 外 家來の 者まで も、 みなく 入れ 巾す 所な ど、 假屋 なりと も 御た て 候へ よ、 其 上座 敷 

の 飾 物、 なにく 御 こしら へお き 候 ふや、 御馳走の しなぐ を いかにも 結構め されつ 

つ、 御 慰めの 人々 はたれ くにて や 候 ふらん。 其 時 亭主 申す やう、 いか やうに も、 な あ 

み 頼み. S. すうへ は、 女房 ども どれ かとて、 物 ごとに これら を も 御 見立て 候 ひて 給 

はり 候へ とて、 三十 人ば かり 出で た.. せて、 な あみに 見せ 候へば、 な あみこれ を 見て、 

いづれ もうつ くしく 候へ ども、 其 内 を 十 人え り 出 だし. S. す 所に、 門の ほとり を 見れば、 

.  IV のこ  レら 3 

廿 二三ば かりなる 男子、 月 毛の £| に 梨 地の 蒔 精の 鞍お かせ、 白木の 弓の まん 中に ぎり， 

腰より 暮 E をいだ し， 犬 を 追 ひつめ 駒 を 引き かへ す 所 を、 な あみやが て 巾す やう、 宇都 

宫 殿と こそ 免 巾して 候へ とて、 はしり 出で て 見れば、 件の 宇都 宮な りければ、 な あみ い 

かに やい かに 宇都 宮殿と 見 中して 候 ふ、 亭主の うらみ も 候 はんに、 まづ 立ち寄らせ 給へ 


八ム方 I 將軍 


殿の みうちに、 親類 を もちて 候 ふ ほどに、 かの 殿の ふだんの 行儀 を 委しく 知りて 候 ふと 

！ *J の はら こしゃ ラ f 

申せば、 な あみ、 さ-て は 事と i のへり、 さりながら 宇都 宫は 大名 なれば、 殿原、 小姓、 同 

朋、 其 外 小者 中間に いたる まで、 次第々々 の 人な くして は 成る ベから すとの 袷へば、 そ 

れは御 心安く おほしめ せ、 鰯寶の 傍輩 二三 百 人 もさ ふら ふ、 彼等 を それぐ に 出で たよ 

こ もの  ひがし さなり 

せ、 さ ぶら ひに も、 小者に もな し 申すべし、 われらが 東 隣の 六 郞左衞 門と 巾す 人 は、 よ 

き 人物 なれば、 これ をお となに なし 申すべし と 申しければ、 な あみ、 もっともと ぞ. E. し 

ける。 さる ほどに 猿 源氏 は、 まづ 五條へ 行きて. e. す やう、 宇都 宮殿 は 上洛と て、 近 江の 

國鏡守 山に 宿 をと り 給 ふと、 風聞 させけ； ば、 宇都 宮殿 大名 なれば、 京 中の 遊君 ども 定 

めて お とづれ あるべし とて、 座敷 を 飾り 心待ちして ゐ たり。 さる 程に 又 二三 曰す ぎて、 

猿 源氏 五條 あたりに て 申す 樣、 宇都 宫は はや 京 入し 袷 ひて、 旣に けさ 公方 樣へ 出仕な り 

と 風聞 させて、 な あみ はま づ 螢火が もとへ 行きければ、 亭主 出で あ ひて、 何とて 此程は 

久しく 御 is- ねな され 候 はぬ ぞゃ、 只今 は いづく への 御 通りに 候 ふか、 さだめて 御 道た が 

ひならん と、 戲 れつよ、 はや 若き 女房 十 人ば かりいだ し、 盃を ひかへ、 主 巾す やう、 誠 

やらん、 宇都 宫 どの 御 上洛と 風聞 候 ふが、 いか r と 尋ねければ、 その 御 事に て 候 ふ、 - わ 
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ぞゃ： それ は 皆々 主 を たれと. その あり 所 を 知りての 戀 なり、 汝が戀 はたれ とも 知らす、 

其す みか も 知らす して、 五條の 橋に て かりそめに 行きち がふと て、 簾の ひまより ちらと 

IJ  くラ 

見たり し 人 を、 慮 空 を さす 如くなる 戀を する 物 かなとの たまへば、 猿 源氏 申す やう、 人 

に たづね て 候へ ば， 五條の 東の 洞院に 螢火と 申す 上臈に てお はします と敎 へ 侍る と 申し 

ければ、 な あみ 聞き 給 ひて、 それ こそ 洛中に かくれな き 遊君に て、 日の くるれば、 光り 

けいぐ わ  ほ C るび 

か r やく 女 なれば、 螢火と 名 づけたり， けいぐ わと は * 醤 火と 書きたり、 た， i し 公家 門 

跡な どの 御 娘なら ば， いかなる 量 見 もお よぶ ベ かりし が、 これ は 流れ をた つる 川 竹の 遊 

女 なれば、 大名 高 家より ほか へ は 出です、 汝は 洛中 を ま はり、 隱れ もな き鰯賫 なれば 何 

として か 引き あはすべき、 所詮 大名の まね をせ よかし と ありければ、 猿 源氏 かしこまつ 

て、 われく もさ やうに、 かねぐ 思 ひ 候 ふと 申しければ、 な あみの 給 ふ は， ふ ゑい、 細 

川、 白 田 山、 一色、 赤松、 土岐、 佐々 木、 これら を はじめ きんない 近國の 大名 は、 1^ 斷 知り 

たる 事 なれば 似せが たし. 關東ざ ぶら ひに は 宇都. 宮の彈 正 どの は， いまだ 上洛な し、 し 

かも 近き うちに 在京 あるべき よし 聞きて あれば、 よき 仕 合な り、 宇都 i 呂 のまね をして 見 

よかし との 給へば、 猿 源氏 申しけ る は、 われら もさ やうに 存じ 候 ふ、 もの 子細 は 宇都 宮； 


孝養 I 供養の 窓 


九泉 ls!.H 

i3 きがたな 1 拔 

きたる 刀 


• の ゆ ゑなら v- 

1 下に やの 字 股 

落 か 


ひければ、 天女の たま ふ は， 御身に 靡き 候へば、 臾 女の 法 を そむく、 又い なと 中せば 人 

の怨を 被る とい ひ、 旣に はや 御身 空しくならん とのた まへば、 思 ひわけ たる かた もな し • 

. 所 sil^ ロハお も ふ 事 あり、 只 < 「夫 を もちながら， 御身に 靡く こと もい か r なり、 さほどに 思 

ひよ る 事なら ば、 つまの 左 衞門を 殺し 給 は 其 後は淺 からす 契りなん と ありし を、 ま 

ことと 思 ひ、 御身 を 討つ と 心得て、 かやう にたば かられし ことの 口 をし さよ、 急ぎ それ 

がしが： la をうた せ 給 ひて、 天女の 孝養に もし 給 ひて、 御身の 胸の 炎 を も 消し 給へ とい ひ 

て. を さしのべ 待ちければ、 左衞門 あまりの 無念 さに、 旣に 討たん としたり しが、 巾 

にて 心 を ひき かへ し、 いかに 盛 遠 殿、 御身 を 討ち たれば とて、 天女が かへ るべき にあら 

す、. Kぅへ九^3^にかょりし女なれば、 ゎが菩提を弔はすば， たれ か は 跡 を 弔 ふべき、 助 

け參ら すと て、 そのぬ きがたな にて 元 結 をき り、 墨 染の身 を やつし、 天女 御前 を-^ ひけ 

り、 盛 遠 もやが て そこにて 元 結 をき り、 天女の 菩提 をと はんとて、 同じ 樣にぞ なりに け 

はたち  もんが く 

る、 盛 遠 は 十九 ，左衞 門は廿 にて、 もんし やうと 名 をつ き、 盛 遠 は文覺 とい ひて、 かく 

れ なき 智識と なり 給 ふ、 すな はち 一 目 見し 戀のゅ ゑなら すと e. しければ、 な あみ 此. S 間 

き 給 ひ、 汝 はさて：、 たれ やの 人 か 言 ひし を 開きて， さやうな るた とへ ども をば S. しけろ 
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御伽 草紙 


三 二 


朱に そめて I 朱 

に そみ てと あり 

たし 


天女 御 姿.. 天女 


あり、 盛 遠 腰の 刀 を ひきぬき、 首 を 打 落したり と 思 ひつた しのびて 宿に かへ. 0、 さる 

ほどに 天女の 夫の 左衞門 は、 目覺 めて あたり 見れば、 天女 はなし、 不思議 さよと て、 一 

まさころ  あけ 

問 所へ ゆきて 見れば、 天女 は 空しくなり， 朱に そめて ぞ 臥しに ける、 左衞門 あまりの 悲 

しさに、 屍 に 抱きつき、 さても これ は 天女 かや， いかなる 者の しわざな りと も、 うつ 

つに も 知るならば、 かく 憂目に は あはせ じ 物 を、 夢 かやう つよ かと、 流涕 こがれ 悲 みけ 

り、 盛遠此 由き くよりも、 あら 不思議 や、 左 衞門を こそ 討ちたり しか、 天女と いふ こそ 

不思議 なれ、 もし 天罰 も あたり、 天女 を 殺した る も 知らす とて、 行きて 見 つれば、 疑 ひ 

もな く 天女に て ありけ る、 盛 遠心に おも ふやう、 天 t にたば かられし 事の 口 をし さよ、 

腹 を 切らん と-思 ひしが、 待てし ばし わが 心、 夫の 左衞 門が 心のう ち、 おし 量られて あは 

れ なり、 死 せん 命 を左衞 門が 手に か i り 死なば やと 思 ひて， 盛 遠 は 天女の 首 を もちて、 左 

衞 門が 所へ ゆきて， いかに 左衞門 どの、 心 を しづめ て阳き 給へ、 天女 御前 をば 某 が 手に 

かけ 殺し 巾し 候 ふ、 その子 細 は 過ぎに し 頃、 難 波の 橋の 供養の 時、 天女 御 姿 を 一目み し 

より 戀 となり、 ある 時 不思議の たよりに， われく が 申す やう、 夢ば かり 枕 をなら べズ 

たび 給へ、 さもな き 事なら ば、 御身 故 li: か 命 を 惜し かるべき、 爰 にて 空 しくな らんと い 


易き あ y3 だ —易 

き 程と お ふに 同 


が の 左 衞門を 討ち 給へ、 さも あらば 御身と 二世までの 契 を こむべし、 只今 かりの 枕な 

ならべな ば、 後の 思 ひもの こるべし、 さもな く 左衞門 をお きながら、 御身に なびく 物な 

らば、 貞女の 道 もちが ひ、 夫 をう ちての 後 は、 心 やすく 契るべし と， ことこまやかに 語 

りければ、 その 時 盛 遠 よろこびて、 さて は 左 衞門を 討ちな ばノ われに 薛き給 ふべき と 

や、 それ こそ 易き あ ひだの 事 なれ、 さりながら いかにして 討つべき ぞと言 ひければ、 天 

•  ひ！ ころ  I  . 

女の 給 ふば、 酒を强 ひて 醉ひ 臥した る 所 を， 一間 所へ 忍び入り、 うたせ 給へ，^. 約束 

し、 天女 は 宿へ 歸り ける、 心細く おほえて、 御身に い. つまで 添 ひたて まつらん などと 語 

りければ、 左 衞門は 何となく 胸う ち さわぎ、 尼 御前の： 風の 心ち はいか r 御 入り 候 ふや、 

さ 月 あめ 降りつ r きて、 時鳥の 鳴く をり ふし は、 たれ もさ やうに 物 さびしく 心細き ぞか 

し、 いざく 慰まん とて、 かすの 肴 を 調へ させて、 互に 盃と りか はし. さ 夜 もなかば 

になり ぬれば， 袖に 袖 をと りちが へ 睦^ ゆに ぞ 臥しに ける、 左 衞門は 酒に ゑ ひふし、 前 

後 もしら す 臥し ゐ たり、 その 時 天女 靜に 起き、 左衞 門が 小袖 をと り、 天女 これ を 著 給 ひ 

て、 左衞 門が 姿 を まねび て. 臥したり けり、 盛 遠 は 約束の 如く、  .^ より 忍びん りて • 一問 

あぶら？ S 

所 を 見け： れぱ、 油 火 かすかに かき 立てて、 左衞 門と おほしくて、 前後 もしら す 臥して 
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もなる ベければ、 ^し 上け 候 ふ、 すぎに し 頃、 難 波の 橋の 供養の ありし 時、 御身の _败 天 

女御 ぜん を 一 目み 参らせし よりも、 御お も かけ 忘れが たくて、 かやう に 成り ゆき 候 ふ、 

せめて 此門 のほとりに 佇みな ば、 もし 天女 御前 を も 見 奉る こと もやと 語りつ よ、 われ 空し 

くな り 候 は *i、 天女の 君に かくと 傳 へて たび 候へ と 語りければ、 尼 御前 このよし を 開き 

給 ひて、 こ は そも淺 まし や、 我 子に 人の 思 ひ を かけし とすれば、 貞女の 法に 背く、 又は 

てな ば 長き 怨を歸 すべし、 いか r せんと 思 ひ 煩 ひ 袷 ひしが、 いやく ものの 命 をた つ 事 

は、 ことに 佛の 戒め 給 ふなり、 死して 二た びか へらぬ 冥途 黄泉の 路ぞ かし. 人 を 助く る 

は 菩薩の 行なり とお ほして、 俄に 尼 御前風の 心地の よし 告 けしら せ 給へば、 天女 御 ぜん 

こし  ひミ *SJ ころ 

は 取る もの も 取り あへ す、 輿 を はやめて 来り 給へば、 尼 御前 はいそぎ 盛 遠 を 一間 所へ 忍 

ばせ 人れ おきて、 天女 御前 をお なじ 所へ 入れ ま ゐられ 給 ふ。 盛 遠 ゆめの 心ち して、 はじ 

めよりの 事 ども を こま --と 語りければ、 天女 は此 由き こしめ し， こ は そ も 何と ゆ ふが 

ほの 露と も 消えば やとお ほしけ るが， 又 引き かへ し 思 ふやう、 待てし ばし 我心、 母の 仰 

せに 從 へば 貞女の 法 を そむく、 母の ぎ を 背けば 不孝の いたり 淺 からす、 とかく 詐 らば や 

とお ほしめ し， いかに 盛 遠 殿き こしめ せ、 ゆにみ づ からに 御 心 をよ せ 袷 は みづ か. 4, 


-覽 じて、 

たが 世に か 種 を まきし と 人 問 は r ぃノ  *t 'いはまの 松 は， 〕 た へん 

と あそばし、 其 後 は 御お とづれ も 無 かくし かば. 女 三の 宫御檨 を かへ させ 給 ふ、 右衞門 

督は、 せ、 思 ひの つもりに や、 やがて はかなく なり 袷 ふと. 源氏物語に 見えたり、 それ 

の， みならす、 一とせ 難 波い り 江に 橋の 供養 ありし 時、 渡 邊左衞 門 盛 遠 は， 時の 奉行に て 

ありし が、 貴賤 群集して かの 供養 を聽 間し ける 中に、 ^屋形 をした る 舟 一艘、 供養 のき 

t たす だれ 

はまで is ぎよせ て、 聽 間し 侍る に， をり ふし 浦風 はけし くて. 下 簾 ふき あゆけ る、 その 

ひまより 簾の 内の 上菔を 一目み しょり 戀 となり、 都へ も 上らす、 それより すぐに 山に 

まゐ り、 難 波の 浦に て 見 そめし 人の 行く へ 知らせて たび 候へ と、 ； S 誓 を 巾し ければ、 か 

**  くらが み- 

たじけ なく も 八幡 枕 上に たち 給 ひ、 汝が戀 ふる 女 は 鳥 羽の 尼 御前と いふ ものの 娘に、 天 

女と て渡邊 の左衞 門が 妻女な りしと 敎へ給 ひて、 夢 は 醒めぬ、 それよりも 烏 羽の 尼 御前 

の 家の 門の ほとりに、 ひれ 臥して 居たり ければ、 尼 御前 御覽 じて、 これ は いづく より， 

いかなる 人に て、 何故 わら はが 門に うち 臥し 給ふぞ と、 たづね 給へば、 盛 遠 苦し ゆなる 

息をつぎ、 その 御 事に て 候 ふ、 恥し き 申し ごとに 候へ ども、 このま 消えな ば 其途の 障と 

猿 源氏 草子  .  一二 九 


御伽 草紙 


二八 


腹の 中より こまぐ と 書きた る 文いで にけ る、 君御覽 じて、 いと あはれ に 思しめ し、 か 

くもる 

たじけ なく も、 雪 居 を すべらせ 給 ひ、 かの 魚 寶に契 を こめ 給 ひしと なり、 されば その 心 

を ある 歌に、 

いにしへ はいと も かしこき 堅 田鲋っ i み燒 きたる 中の たま-つ さ 

とよみし も、 魚 ゆ ゑの 事なら す やと 申しければ、 な あみ 閒き給 ひて、 さても 汝 はたと へ 

を 申す もの かな、 さりながら、 それ は 御 立 姿まで よく 見ての 戀. た r 一  目み ての 戀 はお ほ 

つかな しとの 給へば、 猿 源氏 申す やう、 一 目み ての 戀 したる ためし-われに 限らす、 源氏の 

大將は 女 三の 宫を御 寵愛 ありし に、 程なく 思しめ し棄て させ 給 ひ、 葵の 上に 御 心 をう つ 

させ 給 ふ、 源氏い か *i と 思しめ しけん、 ある 夕暮 に、 みやの 車 を やり 入れさせ 給 ひて、 緣 

を あそばし ける、 御つ めに は 柏木の 右 衞門督 參り袷 ふ、 女 三の 宫は、 みす 近う かけさせ、 

鞠 を御覽 ありし に、 其 頃 猫 を 御 寵愛 ありし に、 あけの 綱に てつな がせ 給 ひしが、 折 ふし 一 

その ひま  ゑ もんの かみ  j 

か i りへ かけ 出 でんと せし 程に、 猫の 綱に てみ す 上 ゆければ、 其 隙より 右衞 門督、 女 三 

たま づさ 

の 宵 を 一目み 給 ひしょり、 心 も そらにな り 給 ひて、 風の 便に 玉章 を 參らせ 給へば、 御 

返事 ありて、 其 後 は 互の 御 心 あさから す、 あまつ さへ 御子いで き 給 ふ、 源氏 此 若君 を 御 


みやの I みや へ 

か 


あけの 網 I あけ 

は 赤色 


戀 をしたり とい ふためし いまだ 閒 かす、 かまへ 

てく 風陶 すべから すとの 袷 ひける。 猿 源氏 申 

しける は、 これ は御詞 とも 覺 えぬ もの かな、 魚 

賫の戀 をした るた めしに は、 近 江の 國に堅 田の 

浦より、 鮒と いふ 魚 を 都に て寶 りしに、 あると 

き 内裏へ もちて まゐ りしに， 折 ふし 今 出 川の！ 15 

と 申す 上 藤を拜 みまつ り、 肝 も 魂 も 消え はて 

て、 あまり 思 ひやま さりし に. 御 まへの 女房た 

ちを賴 みま ゐら せて、 まことに 賤の 身と して、 

恐れ多き 申し 事に て 候へ ども、 此魚を 今 出 川の 

君 さまへ 奉り 候 ふま-、 燒 かせ 給 ひて 参らせら 

れ候 は， ど、 いかばかり かたじけなく 思 ひ 奉らん 

と 申しければ、 下 藤の 身と してや さしき 心 ざし 

かなと て、 かの 鮒を燒 きて 參ら せければ、 鲋の 


猿 源氏 草子 
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御伽 草紙 


1 二 六 


あらめ か * きり l 

あちん かぎ o- の 


一とく  I  b た 

.、 其し く 


し、 一首、 

われば かり 物 思 ふ 人 は 又も あら じと 思 人 ば 水の したに も 有りけ り 

と、 ふるき 歌な ど 思 ひ 出 だし、； 又 かくなん、 

命 あらば 又もやめ ぐり 見 もやせん 結ぶ の 神 の あらぬ かぎり は 

とよみ、 淺 ましき 有 樣、. 天命 不定に 見えに けり。 な あみだぶ、 此 由き- -給 ひて、 かれが 

宿へ ゆき、 ありさま HI^ 袷 ひて、 「それ 病と いふ もの は、 寒 熱 二つより 起り て、 五體を 苦む 

るな り、 汝が氣 色 は 何とも 見分けす、 た， ふとく 物 を 思 ふと 見えたり、 いかにもして 養 

生すべし と、 ねんごろ にの 給へば、 猿 源氏お も ふやう、 此 人と 申す は、 才學 世に こえた 

りし 人 なれば、 此事を 語りな ば、 いかなる 量 見 も あり やせんと 思 ひ. 申す やう、 かやう 

の 申し 事、 間柄に こそより 候へ、 はづ かしき 申し 事に て 侍れ ども、 申さす して 果てな ば、 

まラ しふ  ふ りよ 

妄；^ ふかき 身と なる ベければ、 恐れながら 申すな り、 わたくし 不慮に 戀と いふ 病に を か 

されて こそ 候へ、 いつぞや i をに な ひ 候て、 五條の 橋 を 通りし に、 網 代の 輿に ゆき 合 ひ 

しが、 輿のう ちなる 上 藤 を 一目 見し より、 その 面影 忘れ かね、 かりそめながら かやう に 

なり 險 ふと、 恥 をす てて 語りければ， な あみ 間き て、 からく とうち 笑 ひ 給 ひ、 鰯 費の 


猿 源氏 草子. 
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買へ と ^ ふ 賣 聲 


中頃の 事 にゃあり けん、 伊勢の 國 阿漕が 浦に 颳寶 一人 あり。 もとは 海老 名の 六 郎左衞 門 

とて、 闢柬ざ ぶら ひに てぞ ありけ る。 妻に おくれて 娘 を 一人 もちたり し を、 日- S 召使 ひ 

さろ ゆん じ 

ける 猿 源氏と いふ ものに 取らせて、 すな はち 鰯 寶の職 をゅづ り、. わが 身 は 都への ほり， も 

ミん せいじゃ 

と ゆ ひ 切り、 えびな のな あみだ ぶっとて、 隱れ なき 遁世 者に ぞ ありけ る。 大名 高 家 近づけ 

給へ り。 さる ほどに 婿の 猿 源氏 餸賫、 都へ 上りて、 洛中 を 伊勢の 國に 阿濟が 浦の 猿 源 

氏が、 鰯 かう えいと いひて、 商 ひければ、 人々 これ を 聞きて、 面白き 鰯資 かなと て、 人 

人 買 ひとる 間 * 猿 源氏、 程なく^ 德の 身と なりに けり。 猿 源氏 鰯寶 ると て、 五條の 梳を 

あ じろ こし  したす だれ 

わお りしが、 折 ふし 網 代の 舆に 行き あ ひしが、 川風 は ゆしくて、 下 簾 をば つと 吹き あ 

けたる 其 隙より、 輿の 內の上 藤 を 一 目み しょり 戀 となり， あけくれ 思ひ烦 ひて、 心 も そ 

ぞろ 14 成り はてて、 明 くれば 五條、 暮 るれば 橋へ 出で て、 商賫 更に 身に しま T うち ふ 
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のために なると かや。 大 しう 親 を 深く あはれ みける 故に、 大王の 御 位に なり 給 ふ。 あり 

がた き 事な りけ るた めしな り。  - 


:— 前に 

はとう こ うせん 

と あり、 案ずる 

にとう せん は 東 

山、 とうこうせ 

んは i 山 か 


は、 たびら ことい ふ 草、 ？？： "の 時には 佛の 座と いふ 草、 寅の 時にはす なと いふ 草、 卯の 

時にはす r しろと いふ 草 をう ちて、 辰の 時には 七 種の 草 を 合せて、 東の 方より 岩 井の 水 

をむ すび あゆて 若水と 名 づけ、 此水 にて 白 鵞鳥の 渡らぬ さきに 服す るなら ば、 一 時に 十 

年づ i の 齢を經 かへ り、 七 時には 七十 年の 年 を 忽ちに 若くな りて、 その後 八千年までの 

壽 命を汝 親子 三人へ 授 くるな りと、 敎へ 給ふぞ ありがたき。 大 しう 大きに 喜び、 とうせ 

ん より 立ち かへ り、 をり しも 頃 は 新 玉の 元日より、 この 草 を あつめて、. 父母に こそ 與へ 

はたち 

ける。 すでに 正月 七日に は 一 一人の 親の 御 姿を旯 奉れば、 忽ち 一 一十ば かりに 經か へりけ り。 

大し うこれ を 見て、 喜ぶ こと 限りなし。 七草 を 正月 七日に、 みかどへ 供 ふる 事 は、 この 

時より 始まれり 。又 若菜、 若水な どと いふ こと も、 このい はれなる べし。 さる ほどに 此 

事 天下に かくれな し。 帝 も： a 聞 ましまして、 世に たぐ ひなき 事な りと て、 いそ ざ大 しう 

を 雲上へ めされ、 長 安城の みかどの 御 位 を、 大し うに ゆり づ給 ふ。 これすな はち 親に 孝 

ある ゆ ゑな りと、 聞く 人 殊勝に ありがたく、 皆 感淚を もよ ほしけ り。 正月に 筋 もな き 者 

を 位. になし 給 ふ を、 あるた めしとい ふ 事 あり。 これ もこの 時より 始まれり。 今の 世まで 

も、 親孝行の 人 は 天道の 惠 にあ づ かるべし。 必す人 を あはれ めば、 其 報 早くして わが 身 
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りん しんか h ほ 

ん Inv ん しん は 
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つての 給 ふやう は、 汝淺 からす 親 を あはれ み、 

偏に 天道に 訴 ふる 事、 上 は 梵天 帝釋 上品 上 生、 

下 はりん しんかい ほんまで も、 納受 を 垂れ 給 ふ 

によって、， われ これまで 来るな り、 いでく 汝 

が 親 を 若くな さんと て、 藥を與 へ 給ふぞ ありが 

たき 。しかるに 須彌の 南^ 白 鵞鳥と いふ 鳥 あり、 

か^ 鳥の 長生 をす る 事 八千年な り、 この 鳥 春の 

ぶく  ながいき 

初 ごと 14 七色の 草 を 集めて 服す る ゆ ゑに、 長生 

をす るな り、 白 鵞鳥の 命 を、 汝が 親の 命に 轉じ 

かへ て 取らせん、 七 種の 草 を あつめて、 柳の 木 

の 盤に のせて、 玉 椿の 枝に て、 正月 六日の 酉の 

時より 始めて、 この 草 をう つべ し、 酉の 時には 

it; とい ふ 草 を うつべし、 戌の 時には 薺と いふ 草 

をう ち、 亥の 時には、 五 形 3 とい ふ 草、 子の時に 


七草 草紙 


そ も-^ 正月 七日に 野に 出で て、 七草 をつ みて、 みかどへ 供御に 備 ふるとい ふなる. E 來 

を尋 ぬるに、 もろこし 楚國 のかた はらに、 大し うとい ふ 希 あり。 かれは 親に 孝 ある もの. 

なり 。旣に はや 百 ^ に 及ぶ 父母 あり、 腰な ども か ぐみ、 目な ども かすみ、 言 ふこと も 開 

えす。 さる ほどに 老いければ、 大し うこの 朽ち はてた る 御 姿 を 見 まゐら する たびに、 f 

き悲 むこと 限りなし。 犬し う 思 ふやう Ji 、  二人の 親の 御 姿 を、 二た び 若くな さま ほしく 

思 ひて、 あけくれ "is^i に禱 りけ る は、 わが 親の 御 姿 ふたよ び 若くな してた び 給へ と、 佛 

i 三 寶に訴 へ、 これ 叶 はぬ ものなら ば、 わ-か 姿に 轉 じかへ てた び 袷へ、 わが 身は老 とな 

りて 朽ち はつる とも、 二人の 親 を わかくな し 給へ と、 あたり 近き とうこ ラ山 によ ぢ 上り 

て、 三七日が 間つ まさき をつ まだて て、 肝 膽を碎 き 祈りけ る。 さても 諸 天諸佛 は、 これ を 

憐み給 ひ、 三七日満する^！究に、 かたじけなくも、 帝 釋天王 は 天降り 給 ひ、 大し うに 向 
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只 この 御 別れの み 歎 かせ 給 ひけり。 かやう にして 年月 を 送り 給 ふ ほどに、 若君 はとり ど 

り 繁昌 させた まひ、 すゑ 繁昌と 聞え 給 ふ。 さる ほどに、 かの 庵室に は 都の 事の み戀 しく 

てす ごし 給 ふ。 さりながら 若君の 御滎 えよ そくながら 見 給 ひて、 嬉し さかぎ りなし 。若 

君 はいよ く  3# に 上り、 花 を 折り、 谷の 水 をむ すび、 少納言 もろともに 彌陀の 名號唱 へ、 

行 ひす まし 給 ひけり。 か i る 畜類 だに も、 後生 菩提の 道 を 願 ふなら ひなり、 いはん や 人 

間と してな どか 此道 をな け かざらん。 かやう にやさし き 事 なれば、 書きった へ 申すな り 

書きった へ 申すな り。  ，， 


しくて、 さらく 浮世に 御 心 もとまら す、 樣を かへ させ、 菩提の 道に 入らん と 案じ. 又 

こはたの 嫁 を 立ちいで て， 嵯峨 野の かたへ 分け入りて、 庵室 を 結び， みどりの 髮を 剃り 

しゃう じりん ゑ 

おとし、 この 世 は假の 宿、 電光 朝露 ゆめ まほろし の 事 なれば、 今此時 生死 輪廻 を？^ れ、 未 

來は必 す 一 つ はちす の臺に 生れん と 願 はれけ り。 さても 都に は、 中將殿 内裏より 御い と 

-  f  めの S 

ま 申して， わが 御所に 歸り給 ふが， 御前 も 少納言 も 見えた ま はす、 若君 は 乳母の 膝に よ 

り ふして、 母上のう せ 給 ひし 御 事、 深く 歎きた まひけ り。 中將殿 はいかなる 御事ぞ やと、 

御 歎きな かくた と へん 方 もな し。 常に 住み 給 ひし 所御覽 やれば、 さまぐ の 御名 殘を 


しき 御 事、 かきつくし 給 ふ 御 事 かぎりなし。 われ こそ 綠っ くると も • 若君 さへ 生 ひたちた 

ま は r、 何の 怨 にか 出で たま ふぞと * 御 歎き かぎりなし。 春 曰の， 御 局、 若君の 御 乳の 人 

に 事の 子細 を たづね 給へ ども、 何とも 知り ま ゐらせ 候 はす、 若君 さまへ 犬 まゐり 候て よ 

り、 少納言 殿 ことのほか 顔の 色 か はり、 世に 怨 しけに のた まひし より ほか は、 見 ま ゐらせ 

す 候 ふ、 何事 も 候 はす 候 ふと 申しけ り。 中將 殿き こしめ し、 よしく その 身 は 何 にても 

あれ、 せめて此若七^§までは、 など か 一 つに あら ざらん と、 御 歎き は 申す ばかりな し。 し 

かるに 其 後 こ-! かしこよ 力、 北の方む か へ させ 袷べ と 申し けれども、 其 色 もまし ま， さす。 
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で、 稻 荷の 明 神 さま、 れれ ふるさとへ 歸ら ぬまで は、 難なく まほら せ 給へ とて、 淚と共 

に 出で たま ふ、 心のう ちぞ あはれ なる。 深 草 を 通る とて、 都の 方 を 見送りて、 た， r すみ 

たまへば、 折 ふし 荻の 葉に 露し めぐとう ち 置きて、 いと もの あはれ に、 

おも ひ いづる 身 は 深 草の 荻の 葉の 露に し をる よわが 袂 かな 

かやう にう ちな がめ、 やうく 行く 程に、 古塚に こそ 著き に けれ。 きしゅ ごぜんの 歸ら 

せ 一 給 ふと、 はした 狐の いひければ、 父母き. -も あへ す、 こ はいかに とて 鼷 けいで、 此 

K> させ  かりび ミ  た 

三年が 程み えた ま はねば、 いかなら ん獵 人な どに も 行き 遇 ひ 給 ひて、 雁 股の 一 筋 も あ 

たり 給 ふらん か、 ま 11 は 鷹 犬な どに もく はれさせ 給 ふらんと、 さま <\« 歎き くらせし に、 

これ は 夢 かや、 うつ. - かや、 嬉しき 中に も淚 にて、 袂に すがりつき、 あらめ づ らしゃ、 こ 

ん^^  、 いづく にお はせ しぞ、 こん-/^ と、 のみ 首 ひければ、 めのと 少納言 はじめ を は 

りの 事 ども を， こまぐ と 語りけ り。 父母き- -て、 さて はか やうに 近き あたりに 住みな 

がらへ てお はせ しに、 今まで 知らせ ざり し 少納言 こそ 恨し けれと て、 一 門眷 屬 さし 集り 

て、 よろこびの 酒 盛 はこと わりと ぞ閗 えけ り。 

かやう に めでたき 事 限りなし。 中に もき しゅご ぜん は、 た、 r 若君、 中將 殿の 御 事の み戀 


是非 叶 はぬ 事 なれば とて、 淚に むせび 給 ひけり。 

さる ほどに 中將 殿み かどより 御 召 ありて、 七日 

の 管鉉と ありし かば、 .aMsi にの たま ふやう、 われ 

笛の 役と て、 内裏へ ま ゐり候 ふ、 留.！ サの 程よ く 

よく、 若君 なぐさめ 給 ふべ しとて 出で させ 給 ふ C 

姬 君御覽 じて、 これ ぞ 限りなる、 よそ/.^ ながら 

は 見 ま ゐらせ 候 ふと も、 詞をか はし 中さん こと 

は、 今ば かりなり。 视 そのの ち 少納言 をち かづ 

けて、 これ こそよ きひ まよ、 いざ 出で 候 はんと 

て、 少納言 御 装束な ど 取り ひそめければ、 g. 君 御 

覽 じて、 淚の ひまより かく ぞ よみ 給 ふ。 

わかれても 又も あ ふせの あるならば 淚の淵 

に 身 をば しづめ じ 

かやう に 詠 じ 給 ひて、 少納言 もろともに 都 をい 
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との 給 へ ば、 憚りながら かやう にの 給 ふう へ はとて、 とり-^ の 御 装束な どこ しら へ て： 

士ロ日 御と り 御見參 ありけ り。 

大納言 殿 北の方 御覽 じて、 かぶる 美しき 女房 も、 世に はありけ るよ、 いかなら ぬ宫 腹の 

姬 君と いふと も、 かよる 姿 は ある まじ、 中將 殿の 思 ひ 給 ふ もこと わりと ぞ 思しけ る。 か 

くて 思 ふ 事なくて、 月日 をお くり 給 ふ 程に、 若君 三 歳に ならせ 給 ふ ほどに、 御内の 人々 

も， 此 若君の 御機嫌よ き やう 1^ とたし なみ、 いろく 御 もてなし、 御 あそび 物な ど 奉る。 

あるとき 中將 殿の 御め のと 中務の もとより とて、 世に たぐ ひなき 逸物と てうつ くしき 犬 

を 進上いた しけり。 少納 言此由 をき よて、 身の 毛 もよ だつ ばかりにて、 急ぎ 姬 君の 御前に 

まゐ りて 中し ける は、 不思議の 御大 事 in 来さ ふら ふぞ や、 この 犬 かくて さ ふら はす は、 大 

事 これに 過ぎ 候 はすと て、 淚に むせ ふば かりなり。 姬君 きこしめし、 まことに 是 こそ 限り 

なれ、 この 內 いづるより 外の 事 あら じ、 中將 殿、 若君の 御 なごりい かどすべき とて 淚せ 

き あへ す。 やよ ありて 仰せけ る は、 たと ひ 千年 萬 年 を ふると も、 なごり は盡 くる 事 あら 

じ. ひま を 窺 ひ 立ちいで， 是を 菩提の 種と して、 世 を 厭 ひなん こと は、 いと 易き 事 なれ 

ども、 中 將殿さ こそば 歎 かせ 袷 はんすらん、 若君の なごり、 かへ すぐ も 悲し けれども、 


お 3 かなら 

かな ちんの 
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姬君か へ し、 

思 ひき や こよ ひ はじめの 旅寢 して 鳥の なく 音 を 歎くべし と は 

よもすがら 

かやう にさ まぐ ながめさせ 給 ひ、 よる も 終夜 ひる は ひめ もす にた はぶれ て、 明かし 暮 

らし 給 ふ 程に、 月日に 關守 あら ざれば、 水無月の 頃 かの 姬君惱 み 給 ふ。 中將 殿御 覽 じて、 

心苦しき 有樣 かな、 いかな らん 事ぞ やとて、 さま < ^御 祈 ども 言 ふば かりなし。 此事を 

のみ 歎 かせ 給へば、 た *i ならす 見えた まふ 。巾將 殿 もめのと も 御 よろこび にて、 その 年 

きさらぎ 

も 過ぎ あらたま 如月 もた ち * やよひと 申す に は、 さもう つくしき 若君 を まう け 給 ふ。 屮 

將 殿御 覽 じて、 たぐ ひなき 御 事に 思 ひ 給 ふ。 御め のと 數々、 その外お のく 參り、 いつ 

きかし づき 給 ふこと 限りなし 0. かくて 日に そ へ て、 光 さした まふ 心ち して、 うつくしく 生 

ひたち 給 ふ。 大納言 殿の 北の 御 方 もよ そくながら 聞 召し、 中 將殿は 何とて かやう の 御 

事、 つ. * ませ 給ふぞ や、 其 身 はいか やうの 人 にても あれ、 中將 殿の 御覽 ぜん 人、 その ラ 

へ 美しき 若君 も 出来させ 給へば、 我々 いかでお ろかなら ぬ、 君に も對 面して、 諸共に 

かし づき まゐ らせんと 思 召し、 中將 殿へ こ. まぐ と 仰せられければ、 なのめ ならす に 喜 

び 給 ひ、 是 よりかく と 申し入れ たく 候へ ども、 は かりに 存じ 険 へばと て、 姬君 にかく 
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かやう のまよ n- 

I かやう のた よ 

りの 衍か 


ひて、 是 まで まゐ りて 候 ふが、 憚お ほく 候へ ども、 一夜の 御宿 を 仰せ付けられ 候 ひて た 

び 給へ と、 さも あり^,. -と 申しければ、 中將 嬉しく おほしめ し、 此年 月色 ごのみ し 侍り 

しかば、 かやう の 人に 逢 はんとの 事に てこ そ ありつらん、 よしく 誰 にても あれ、 これ 

も 前世の 宿緣 とお ほしめ し、 こなたへ 入らせた まへ とて、 わが 御館へ 伴 ひ、 斜めのと に 

春 日の 局に 仰せつ け、 さまぐ に 御 もてなし かし づき 給 ふ 事い ふば かり は 無 かりけ り。 

其 後お のく 休みた まべば、 いと r 中將 殿の あこがれさせ 給へば、 姬 君の 御 枕に 寄り そ 

ひて、 かやう のまより、 二世なら ぬ さき < ^の 奇綠 とこ そ 思 ひ 侍れ、 何と 御 心 深く のた 

まふと も、 この 內を ばいだ し 申す まじと て、 さまぐ 御言 葉 をつ くし 給 ふ。 もとより 姬は 

たくみた る 事 なれば、 嬉し さかぎ りなし。 さりながら いと 恥し ゆなる 風情して、 うち 靡く 

けしき もなくて 居 給 ひけり。 夜 もやう く 更けければ、 鴛鴦の ふすまの したに たは ぶれ 

けり。 たが ひに 御 心 ざし 淺 からす、 生きて は 偕老の 契と おほしめ し、 ょるの明けゃすき^!^ 

半に て、 程なく 鳥 も 音 づれ、 寺々 の 鐘 もはや 明けぬ と 響きけ り。 中將 殿は餘 りな ごり 惜 

しさの あまりに， 一 首 かくなん、 

むつごと もま だ盡 きせぬ に いかばかり 明けぬ とつぐ る 鳥の 音 ぞうき 


ていかに =  ぼき 給へ、 われ 思 ふ 子細 あり、 いざや 都に 上り さ ふら ふべ し、 さりながら 此姿 

にて 上りな ば、 人目 もい か r さ ふら はん、 十二 ひとへ 祷 きせて たべ 0 めのと 此 巾 をき 丄、 

今程 都に は 鷹 犬な どと 率して、 家々 ごとに 多ければ、 道の 程 も 御大 事に て さ ふら ふぞ や、 

とく わち はが ョ そのうへ 御 父み やうぶ どの、 御 二 所 さまき こしめ し、 とく わら はが 仕業との たま はん 事 

51 阜 くも 妾が 

所 S なりと 疑な し、 忍し めしと まり 候へ と 申しけ る 。姬 君き こしめ し、 いかにと， i め 給 ふと も、 わ 

- れ思ふ 子細 ありて、 思 ひ 立ちぬ る 事 なれば、 いかにと r め 給 ふと も 止るべき にて あらす 

とて、 美しく 化けな して こそ 出で にけ り。 さる 程に 中 將殿は 此姬君 を御覽 じて、 麥かぅ 

つ i か， 覺束 なしと 御覽 じけ るに、 その かたち 言 ふば かりなく、 まことに. J;^ 宗 皇帝の 湯贵 

妃， 漢の武 帝の 世な りせば 李 夫人 かと 思 ふべ し、 さて 我 朝に は 小 野の 良 實が娘 小 野の 小 

たより 

町な どと いふと も、 是程 にあり つらん、 いかさま いづく の 人 にても あれ， よき 便ぞ とお ほ 

しめし、 めのと と覺 しき 女 一房に、 これ は いづく より いづかた へ 通らせ 給 ふ 人 やらん と、 御 

尋ねさせた まふ。 めのと 嬉しくて 申しけ る やう は、 これ はさる 人の 姬君 にて まします が、 

繼毋 にい ひ 隔てられ させ 給 ひ、 父の 不 を 蒙りた まひ 、これ を 菩提の 種と して、 いかな 

らん 山寺に も 引きこもり 給 はんとの 御 事に て 候 ふが、 是を はじめの 旅 なれば， 道 ふみ 迷 
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I 伊勢 物語 「花 
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かおぎ やう I 戒 

行 


の 世の中に、 心 をと めて 何 かせん、 いかなる 深山の 奧 にも 引き籠り、 浮世 を 厭 ひ、 偏に 

後世 を 願 ひ 侍らば やと 思 ひ、 あかしく らし 給 ふ ほどに、 十六 歳に ぞ なり 給 ふ。 父 ほ御覽 

じて 多き 子どもの 中に も、 此 きし § ごぜん は 世に すぐれ 見えた まふ、 いかなる 御 かたさ 

ま を も 婿に とり、 心安き さま を も 見ば やと 思 ひて、 さま-^ 敎訓 した まふ。 

さて また 爰に 三條 大納言 殿と てお はします。 其 御子に 三位の 中將 殿と て、 容顔 美麗に し 

て. ま， J とに 昔の 光源氏、 在 原の 中將 殿と えし も、 是には 勝る ベ からす、 高き も賤 しき も 

心 を 惑 はしける 程に、 父 大納言 殿に 仰せ あはせ て * さる かたさ まより 御 使 ありし かど も. 

中將 殿御 心に そむ 色 もまし まさす、 いかな らん 賤の女の 子な り ふ， も、 その かたち 勝れたら 

ん 人なら ばと 思しめ し、 常 は 詩歌 管鉉 にの み 心 をす まし： ^ふ。 頃 は 三月 下旬の 事なる に、 

花^に たち 出で 給 ひ、 散りなん 花 を御覽 じて、 業 平の け ふの 今宵に と 詠みけ る も、 か. - 

る 折に やと 眺め 給 ふ をり ふし、 かの きしゅ ごせん 稻 荷の 山より 見お ろして， うつくしの 

中將殿 や、 われ 人間と 生れな ば、 か i る 人に こそ 逢ひ馴 るべ きに、 いかなる かいぎ や うに 

よりて、 かやう の 身と は 生れけ るぞ や、 淺 まし さよと 思 ひける が、 よし. ひとま づ人 

間の かたちと 化け、 一旦の 契 を も 結び さ ふらで はと 思しめ し、 めのと の 少納言 を 近づけ 


^に 思 ひ 

思 ひ 5!i 乳母の つ 

て を 求めて 


木 一 


お， つれ 


中頃の 事 にゃあり けん、 山城の 國木幡 の 里に 年 を經て 久しき 狐 あり。 稻 荷の 明 神の 御 使 

な 八し  じょし 

者た るに よって、 何事 も 心に まかせす とい ふ 事な し。 殊に は 男子、 女子、 その かす 數多 

もち 給 ふ。 どれく も 智慧、 才覺， 藝能 いふば かりなく、 世に ならびなく 開え ありて、 と 

りぐ にさい は ひ 給 ふ 中に も、 弟 姬 にあたら せ 給 ふ はき しゅご ぜんと ぞ 申しけ る。 いづ 

れ よりも 殊にす ぐれて、 容顔 美麗に うつくしく、 心 ざま 拉び なく 侍りて、 舂は 花の もと 

にて 日 をく らし、 秋は隈 なき e: かゆに 心 をす まし、 詩歌、 管 舷に喑 からす 。閒 きった 

へし 人々 は、 心 を かけすと いふ ことなし。 御め のと 思 ひくに 綠を とり、 我 もくと か 

すの 文 をつ か はし、 心 をつ くす と 申せ ども、 行く 水に かすかく 如し、 うち 靡く けしき も 

てんじゃ うび <>J  てんか 

まし まさす。 姬君 うき 世に 長ら へば、 いかな らん 殿上人 か、 關白 殿下な どの 北の方と も 

す t ひ  ゆめまぼろし 

いはれ なん、 なみくな らん 住居 は 思 ひも よらす， それさな き 物なら ば、 電光 朝露 夢 幻 
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物 
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ばん t の 床— 萬 

事 休す る 程の 重 

病の 床に 泣き伏 

ナ との 意なる ペ 


召し 具して、 萬壽 にこ そ 渡されけ る。 萬壽 なのめ によろ こびて、 母に ひしと 抱きつき、 嬉 

し 泣きに 泣きければ、 母 もろともに 淚を ながす。 賴朝を はじめ 奉り、 大御所 御 棗 いづれ 

もまし ます さ ぶら ひ 達、 人の 寶 には子に ましたる 寶 なし、 さても 萬赛は 女と も 思 はす、 

十二 三の ものが、 これまで まゐ り、 鰐の 淵なる 親 を 助けた る、 不思議な りと、 みな 感淚 

を 流しけ り。 其 後 賴朝は 萬壽に 引出物 をえ させんと て、 信 濃の 圃手 塚の 里 一 萬 貫の 所 を 

ば、 萬壽 にと てぞ 下されけ る。 御臺 さまより 黃 金千兩 ふしの ゆ ひ 綿 一千 把、 1^ 壽が宿 

へぞ 送られけ る。 大御所 さまの 御 ひきに は 砂金 五 百 兩、 美 濃の じ やう ほん 一千 匹 下され 

ける。 これ を はじめて 鎌 倉 中の 諸 大名、 われ もくと 引出物 萬壽姬 にた ま はりけ る。 賴 

朝 仰せけ る やう は * 萬壽 をば 鎌 倉に と r めた く は 思へ ども、 毋が 心の 恐し きもの なれば、. 

いそぎ 信 濃へ か へれと て、 御い とま をぞ給 はりけ る。 萬壽 なのめ に宾 びて， .S 糸 を ひき 

つれて 信 濃へ とて こそ 歸り けれ。 の ほりに は 三十 二日に 上りし が、 かへ りに は： A 日に こ 

そ は 下られけ る。 手 塚の 里に おちついて、 ぅばの尼公をm^^&すに、 ばんじの 床に 泣き ふ 

して、 今 を かぎりと 泣き 給 ふ 所へ、 萬 壽まゐ りて 候 ふ、 いかに や. & さん 尼 公 さま、 われ 

われ は萬壽 にて 候 ふぞ、 これ はき 糸に てお はします と 申しければ、 尼 公 は 親子の もの を 


唐糸 草紙 
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御 伽 I 草 ,M   1 OA 

さかもり 

くるよ まで 酒 盛と こそ 閒ぇ けれ。 其 日 も かたぶけば 皆々 縑 倉へ ぞ歸ら せた まふ。 さて 次 

の 日、 賴朝は 萬壽を 御前に 召し出 だして、 さて 汝は 今樣の 上手 かな、 めでたう こそ は 歌 

うたれ、 國は いづく の 者なる ぞゃ、 親 をば たれと 申す らん、 親 をな のれ， 御 引出物 給 は 

るべき とぞ 仰せ： b る。 萬壽 うけた ま はり、 名のり 申す まじと 思へ ども、 此 たび 名のり 申 

さす は 叶 はじと や 思 ひけん、 思 ひきり てぞ 名のりけ る。 みづ からが 親 は 御所 樣の御 うら 

の 石の 牢 にっき こめ 給 ふ 唐糸に て 候 ふなり、 されば 四つ子に て棄 てられ さ ふら ふが、 去 

年の 春の 頃、 母が 牢舍の よしを、 信 濃の 國 にて 承り、 今 は あるに も あられす して、 母の 

命に 代らん とお も ひ、 これまで まゐ りて 候ふぞ や、 このたびの 今 樣の御 引出物に は、 母が 

命に みづ から を 取 代へ てた び 給へ と、 ぞ しける。 賴朝 きこしめし、 大きに 御 おどろかせ 

給 ひ、 しばらく 物 を ものた ま はす。 稍あって 仰せけ る は、 唐糸 は汝 が：^ にて ありけ るぞ 

か しら 

や、 街 糸 を 助く る 事 は、 烏の 頭が 白くな りて， 駒に 角の は ゆると も 助く まじと は 思へ ど 

みん めい 

も、 此 たびの よろこびに は， いづれ の 物か惜 からん、 唐糸が 露の命、 今まで 存命に て あ 

るなら ば、 急ぎ 召しい-たし、 萬壽に 取らせよ とぞ 仰せけ る。 土屋 うけた ま はると 申し 

て、 石の 牢を 引き やぶらせ、 二と せに 餘る 牢舍 せし 唐糸 をめ しいだ し、 御所 さまの 庭に 


うつ I ち I 未詳 


みなしる. I  sa 白 

R て 全部 白き を 

$ ふ 


たんこ ふしき I 

未詳 


はんで I 設股ぁ 

るべ し 意 妹 通 t 

難し 


だき 參られ た^、 君が代 はさ ビれ 石の いはほと なりて 苔の むすまで、 髙砂ゃ 相生の松 ー妈 

ミ さく  ちゃう A や， r こじ  . 

歳樂 に、 御 命 をのぶ、 束 方 朔の九 千歳、 うつ よらの 八 萬 翁、 長命 居士の 一 千 鼓 西 王 母 

の 11 の 桃 三千 年に 1 度 花 さき、 實 のなる と 中せ ども、 相生の松 にしく こと さ ふら ふま じ、 - 

そ もく 君 は、 千代 を かさねて 六千歲 さかえさせ 袷 ふべき、 かほ どめで たき 御 ことに 和 

ふくじ S ひり や， フ 

生の 松が え、 福壽 無量の よろこび を、 君に 捧け 巾さん と， 小 松の 枝 を ゆりか づき、 みな 

しろの 大 まくへ、 二三 度 四 五 度 まひ か.. - りたり ければ、 頼 朝御覽 じて、 ほうらい にたち 

ゑ ほし、 .EE 鞘卷を さしながら、 - みなしろ の大幕 を、 投け あゆて、 か i る めでたき 御 こと 

に、 相生の松が 枝 を 給 ふらんと て 出で 給 ふ。 もとより 頼 朝 は 今檨は 上手な り、 たつ 波ゐ 

る 波よ する 波、 引きし ほの 拍子 足 を、 たんこ ふしき と 踏んで、 扇 流し を 歌 ひす まし、 离 

壽が 花の たもと へ、 賴 朝の 狩 衣の 御 袖、 まひ かさねく、  二三 度 四 五 度 舞 はせ たまへば、 

風 も 吹かぬ に大宮 のた まの 戶も きり/ \» ばつと 開き. 八幡 も 御 納受 ありと きこえ ける 0 

さろ ほどに 八 百 八つの みす 簾の 几帳 も ざ. - めいて、 貴賤 群集 を 返しけ ろ。 そのの ち賴朝 

は 座敷のう ちへ 人り 給 ふ。 萬壽姬 は樂屋 のうちへ と 引いて 入る。 頼 朝 仰せけ る やう は、 •： 

たれ やの 人 か 計ら ふべ しめで たく もはんで を さめよ とて、 今樣 はまし まさす、 春の 日の 
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あま 小舟 • こがれて 物 や 思 ふらん， ま 弓つ き 弓 ひきまの 宿. さよの 中 山せ と を 過ぎ、 う 

つの 山邊の 蔦の みち、 手 越 をす ぎて 行く ほどに、 月を淸 見が 闢の戶 を、 おし 明けが たの 

空 みれば， 富 士の煙 や 靡く もん， 夢にも みやこ 人 こそめ でた や、 御代に は いづの 國、 0 

島が 玉 手莒. あけて 悔しき 箱 根 山， 縑倉山 をき て みれば、 鷂が 岡と や 申す らん、 鶴 は 千 

年 名 鳥、 松 は 千と せの 名木、 めでたしと 歌うたり。 二番 は黃瀨 川の 龜 鶴. しほり はぎ を 

歌うたり。 伊勢の 濱荻 なに はの 蓆 * 鎌 倉 ゃ武藏 野の， 草 S 名 多し と 巾せ ども、 しほり は 

ぎに しく もの は 候 はじと、 歌うたり。 三番 は ゆやが 娘の 侍從、 太平 樂を ふむ。 四 番は入 

間 河の ほたん、 す *i り わり を 歌うたり。 五番の くじ は萬壽 なり。 御臺 さまより 御 装束 給 

はる。 としは 十三の 春 なれば、 十二 ひとへ を 著しつ ぶ、 花の ま そで を 返し， 樂屋 のうちよ 

り 出で けろ を、 物に よくく 譬 ふれば、 花木に 鶯の はぶき 出で たる 風情 も、 是に はいか 

で 勝るべき， はたと あゆて 歌うたり。 縑貧 はやつ 七鄉 とうけ 給 はる、 春 はま づ さく 梅が 

やつ、 扇の 谷に 住む 人の 心 はいと 涼し かるらん、 秋 は 露お くさ i めが たに、 いづみ ふ 

るか や 雪の した， 莴年か はらぬ 龜が へ の 谷、 鶴のから ご ゑ 打ち か はし、 m 比の 濱 にたつ 波 

ふくじゅ？ - いむり や、 r- はう じ S 

は、 いくしま， 江の 島つ、 どいたり， えの しまの ふく でん は、 福壽海 無量の 寶珠 をい 


づ から 何と 計ら ふべき、 思 ひも よらす と 仰せけ る。 更科 大きに 股 をた て、 かやうな る 時、 

•  おつ ぼね 

今樣 をうた はせ 給 ひて こそ， 御 よろこび もまし まさん とて、 御 ：5 さまへ 參り、 葆禱 こそ， 

今様の 上手に て 候へ と 申し 上ぐ る。 御 局よりも、 御臺 さま、 頼 朝 さまへ 御 披露 あり。 賴 

朝 大きに よろこび 給 ひ、 萬壽 一 目 みん とて 御前に めされ、 御覽 じて 大きに よろこび、 御臺 

さまより 十二 ひとへの 御 装束 をぞ 下されけ る。 もとより 姿す. ぐれたり、 肩 をなら ぶる 女 

はなし。 顷は 正月 十五 日、 御前に 山 をた て、 大宫の ゆんでに は賴 朝の 御座 敷、 八 ケ圃の 

大名 小名の 御座 敷、 かす 八 百 八と ぞ 間え ける。 さて 又め てに は、 大御所 さまと 御裹 さま 

の 御座 敷 を はじめと して、 八 ケ國の 大名 衆のう へがた 上菔 衆の 御座 敷かす を 知らす。 嫌 

倉 中の 貴賤 上下が まゐ りて 見物. & しける ほどに、 鶴が 岡に 駒 を 立つべき かた もな し。 十 

二人の や をと め、.^ 十五 人の 宮人、 神樂を 奏して 奉り、 手 越の 長^が 娘， 千壽の 前と きこ 

えけ る、 貴賤 群 築の 言の葉に、 海道く だり をつ r けたり。 逢坂 山の よるの 月、 くもらぬ 

の ぢ  せき や  いたび さし 

影 を やなが むらん、 勢 多の 唐 橋 野路の 里、 霞に くもる 鏡 山、 不 破の 關屋の 板 庇， 假寢の 

夢 はやが て醒が 井の 宿、 むしの いせい や を はりの 國、 みか はなる 三 河に かけし 八橋の、 

くもでに 物 や 思 ふらん， 知る も 知らぬ も 遠 江の、 濱 名の 梳 のい るし ほに、 さ i ね ど 上る， 
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か、 天下の 亂れ か、 占へ とぞ 仰せけ る。 博士 承り、 そ もく 荻获 の、 花の 命 をのぶ る こと， 

あまたと は 申せ ども、 西 王 母が 園の 桃、 三千 华に 一度 花 さき、 實 のなる と 申せ ども、 見 

る 人 も 候 はす、 ちん やさい かい 八 千世の 年 を ふること も、 ちく さの 八千年 を ふること も 

ii くに、 一千 年の 壽命 も、 相生の松 にしく こと はなし， そ も-/.、 君が 千代 を かさねて 六 

千歳、 縑倉 山に 年 をよ せ、 榮 えさせ 給 ふべき、 かほ どめで たき 御 事に， 相生の松が 枝 を 

鶴が 岡の 玉垣の 御內 に蓬萊 をう つし かへ、 十二 人の 手 弱 女 をう つして、 今 樣を歌 はせ た 

ま は、 r、 神德を 深く 君 もめで たう まし まさん と、 占 ひたる こそめ でた けれ。 

賴 朝な のめに 思 召し、 六本の 小 松 を 鶴 か 岡の 玉垣の 内へ うつし * 十二 人の 手 弱 女 を 抛へ 

ら る..。 まづ 一 番には 手 越の 長者が 娘千壽 のまへ、 二番に は 遠 江の 國 ゆやが 娘の 侍從、 

かめ づ *0  さら 2 ぜん 

三番に は黃瀨 川の 龜 鶴、. 四 番は相 摸の 國山 下の 長者が 娘 虎 御前、 五番 は武 藏の國 人間 川 

の ほたん とい ひし 白拍子、 これ を はじめて 十一 人な り。 鎌 倉中廣 しと 中せ ども、 ひと 1 

人に 事を炔 き、 色々 尋ねら る. -。 其 後 萬 壽の姬 のめのと は、 萬壽を 近づけて、 御身 はみ 

めよ く、 今樣は 上手に てまし ませば、 此度 出で て 今 檨を歌 はせ 給へ、 萬壽 さまと ぞ. B. し 

ける 。萬壽 きこしめし、 このたびの 今樣は 世の常の 今樣 にか はりて、 めでたき 事 をば み 
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して、 浮世の 妄執 はれて あり、 更科を ひとへ に 頼み 巾す ぞ、 つれて 信 濃へ 歸り 申せと 仰 

せけ る。 萬壽 うけ 給 はり、. 信 濃の 國を 出で しょり 此 かた、 御 命に 代らん と 思 ひきり、 ..^ 

ゐ りて 候 ふ、 はった と 信 濃へ 歸る まじと 泣きければ * 唐糸き こしめ し、 その 義 ならば、 お 一 

びく まゐ るな よ、 人に 知られて 候 はヒ、 君よりも 廣 糸が 子な りと て、 我より さきに 死 一 

罪 流罪に 行 はれ 奉らん、 よくく 忍べと 泣かれけ る。 萬壽 承り、 國をも 名のり 候 はね 一 

ば、 存 する 人 も 候 ふま じと、 淚を 流し 語る。 夜す でに 明けければ いとま. & して、 さらばと 一 

て 御所のう ちへ 歸 りつ V 小袖 を 町へ いだし、 しろが へて， めのと が 忍ぶ 時 も あり、 み 一 

づ からが 忍ぶ 時 も あり、 九月が その 間、 母 を 養 ふ あはれ さよ。 次の 年の 正月 二日に、 雜ー 

食 殿の 常に 御 祈念 をな さるよ、 し. -の 間の 御座 敷に 小 松 六本、 Ml のへり に 根 を さし， 生-; 

えいで たる こそ 不思議 なれ。 賴朝 大きに 騷 がせ 給 ひ、 かやうな る 草木. は、 土に こそ 根の 一 

さすに、 疊 のへり に 根 を. さし、 生 ひいでた る こそ 不審 なれ、 縑倉 中の ゎづら ひか、 又は 一 

賴 朝が 身のう へ か、 博士 を 召せとの 給 ひて、 其 頃 鎌 倉 中に 隱れ なき 安倍の 中 もちと 申す 一 

博士 をめ されて 問 はせ 給 ひける。 いかに や、 中 もちう け 給 はれ、 常に 祈念す るし よの 閬ー 

の 座敷に、 今^の 内に、 小 松が 六本 生 ひいでたり、 縑食 中の ゎづら ひか * 頼 朝が 身の上 一 
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淚は 淵と なる。 街 糸 聞きて、 萬 壽は信 濃に こそお きつる が、 今年 は 十二に なると 覺 えた 

り、 夢 かう つよ か 幻 か、 夢なら ばと く 醒めよ、 さめての 後 は うらめし やと、 かき ロ說き 

y ら T- しゃ 

てぞ 泣かれけ る。 萬壽、 お ほせの 如く 信 濃の 國 にさ ふら ふか、 御牢舍 のよ し 風の たより 

に 承り， 御 命に 代らん と、 これまで^^りて候ふぞ。 唐糸き こしめ し、 ^時 萬 壽が手 をと 

り、 嬉し 泣きに ぞ 泣き 給 ふ 。御淚 をお さへ、 うば さまの 御 命 はい まだ めでたう まします 

か、 なつかし さよと 仰せけ る。 萬壽 うけ 給 はり、 何事 もまし まさす， 御 心 やす かれと & 

しければ、 ^^糸間きて. 汝 ばかり 參 りたろ か。 萬壽 うけ 給 はり、 更科を つれて まゐ りけ 

る 。唐糸き こしめ し、 いづく に 忍ばせ 置きけ るぞ や。 萬壽. & しける やう は、 よその 見る 

目の いぶせ さに、 御門の 脇に た i せて おき 申し 候 ふとて、 やがて つれて ぞ 參られ ける。 

街 糸御覽 じて、 更 科め づ らしゃ、 唐糸が ありさま を、 不便と 思ぶべし * 萬壽は 親子の 契 

なれば、 尋ねての ほる もこと わりな り、 汝 はめのと と 云 ひながら、 他人に て 候 ふ ものが、 

これまで 上る は 不思議な り、 昔より はに ある 主 をば 尋 ぬれ ども、 世に おちぶれ たる 主の 

跡 たづぬ る もの は、 上代に も 聞き及ばす、 末代に も あら じと、 互に 流す 淚 S 色. ふる 雨 

の ごとくな り。 其 後 唐糸、 淚を おさへ て 仰せけ る は、 御身 も 人 も. 生きて 浮世の 對面 


を 咎め Asss か 


さわぎ あたる 意 

ゐ なか 1*- 中、 

十 時 


めのと も 喜びの 淚をぞ 流しけ り。 

頃 は 三月 廿日に 鎌 食 山の 花見と て、 をり ふし 御所に は 人 もな し。 萬壽 は、 こよ ひ 45 の 御 

くぎ もん 

ゆく へ を 尋ねて 見ん とて， 御所のう ち をば 忍び 出で て、 釘 門.^ みて あれば、 正 八幡の^ 

方便 かや、 をり ふし 番衆 もなかり けり。 門 も 細目に あいたる なり。 萬壽は 娘し けれども， 

よその 見る目 も あるらん、 人の 咎めぬ 里 犬 ある やとば かり 疑 はれ" i めのと をば 御門の 脇に 

たよせ て、 わが 身 は 内へ たづね 入り、 かなた こなた を， 尋ねけ り。 あま 吹きお ろす 松風の、 

岩が 根 さわぎ あたる をば、 人 や あるかと 疑 はれ、 心を靜 めて あたり を 見る。 廿日 ゐ なか 

の 雪 はれて、 月す こし 見え 給 ふ。 松の 一 むら ある 中に、 尋ね 入りて 見て あれば， 石の 牢 

こそ 見えに けれ 。萬壽 うれし さに 急ぎた ちょり、 牢の 扉に 手 を かけて、 内の 體を^ きけ 

るに、 唐糸 は 人 音 を 問き つけて、 そ もく-門 にお とづる. -は 誰なる らん、 變 化の もの か、 

又は^！？糸が討手にばし向く人か、 御 使に てまし まさば、 浮世の ひま を あけた しと • かき 

くどきて ぞ泣 きに けり。 

萬壽は 承り、 いと r 哀れ はま さりけ り。 牢の すきより 手 を 入れて、 母の 手 をと り、 これ 

は 母の 手に てまし ます か、 わが 身 は萬壽 にて さ ふら ふぞ や、 なつかし さよと 泣きに ける 
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て， 逢 はで はつべき 悲し さよと、 ふし 沈みて ぞ 泣かれけ る 。めのと は 大きに 腹 をた て、 

信 濃 を 御いでの 時 は、 二. 年 も 三年 も， 縑 〈33 中に まし まさん と 仰せ ありし が、 いまだ 廿曰 

も 過ぎざる に、 さやう に御淚 をな がさせ 給 は r、 淚の 色に て 人に 知られ * 必す 死罪に あ 

ひた ま はん、 其 儀なら ばみ づ から は是 にて 憂： m を みん よりも、 あす は 信 濃へ 歸り e. さん、 

御身ば かりにな り 給へ、 萬壽 さまと ぞ股 をた つ。 萬壽 大きに 驚き、 めのと； s„< 料に いだき 

つき、 其 儀なら ば 今より 後 は 歎く まじ * 禹.^^1はとまれと泣き給ふ。 めのと も 主 も 泣き あ 

かす。 夜 も旣に 明けければ、 萬 壽姬は 御中： さまの 御 うらへ 出で て， あたり を 眺めて 御覽 

• する 所に、 いづく ともなく 御み づし 一人 まゐ り、 いかに やのう 萬 壽* 此釘 門の うらへ 入 

らせ給 ふな、 御法度な ると ぞ 申しけ る。 萬壽 きこしめし、 御法度 はいかに と 問 はせ. 給 <： 

ば， みづ しう け 給 はり， 御 所樣 がた の 御 女房、 唐糸の 前と 申す は、 石の 牢 にっき こめら 

で こ 4- んな 

れ しに、 これより あなたへ、 は、 男女に よらす、 御法度な りと ぞ 巾 しける 。禹壽 きこし 

めし、 街 糸と いはれ て、 雪なら ば 消え 人る ばかりに 嬉しくて、 みづし はよ く 敎へ給 ふ， 

われ は 夢にも 知らぬな りと、 喜ぶ 體 にて 御所へ まゐ り、 めのと を 近づけて、 密糸 さまの 

御 ゆく へ を、 ロハ 今き いて 候 ふぞ、 よろこび 給へ と 言 ひながら * 又 かきくどき 泣きた まふ 0 
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人の 返事. N- わが 

にして- —他人の 

返 蓽 したる 用 も 

S 分に て辨 t て 
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は あはせ 給 ふべ けれと 書きと めて、 縑倉 山より 手 嫁の 里のう ば さまへ、 萬 慕 服と 力き て、 

五郎丸 をば 鶴が 岡へ つき、 これまで なり、 さらばと て、 それより 手 塚の 里へ 返さる。 そ 

のの ち 萬 壽姬 は、 御所 さまへ まゐ り、 御 奉行 を のぞまれ ける。 御臺 さまに は iw 召し， 國 

は いづく の 者なる ぞ、 親 をば たれと S. す やらん。 萬壽 うけ 給 はり、 武藏の 國六所 別 常の 

教 にて 候 ふ、 親 を 名のり. E. すま じ、 御 奉公. & すなら ば、 尊ぬ る ものが 親に て 候 はんと ぞ 

.& されけ る。 御臺此^5きこしめし、 親 を 名のり. a. さねば、 御氣づ かひに 2,0 しめす。 まづ 

ま づ侍從 の 局に て 奉公 中せ とのた まひ、 御： IT かたへ }^ け 給 ふ。 萬壽は 侍從の 局に てよ き 

に 奉公つ かまつ り、 人の 返事 を わがに して、 人の 立たん 所へ も、 わがものと 立ち ゆけば、 

御 ：11 がた にも， 萬壽 はきょうの 者な りと て、 御な さけ をぞ かけ 給 ふ。 廿 R! の 過ぐ る その 

間、 萬壽は 人の 物い ふたび ごとに、 わが 母の 街 糸と、 名 にても 人の 申す かと、 間け ども 

聞け ども 言 は ざり けり。 ある 夜の 寢覺に 萬壽、 乳母に 語られけ る は、 いかに や、 更 科う 

けた ま はれ、 今まで 廿日 あまり 過ぐ るう ちに、 唐糸と 名 にても 人の ゆす かと， 問け ど 

も，/,^. 5. さぬ は、 浮世に もな きか、 生きて 浮世に あるならば、 人 をば よかれあしかれ 沙 

汰 する 習 ひなり、 名 を だに. E. す 人 もな し、 必す これ は 死した る 人な り、 卅 二. 日 たづね き 
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はら ふ淚の ひま ぞ なき。 萬 壽の姬 は、 雨の 宮を 立ち 出で て 通る 所 は どこく ぞ。 親子の 

契 は、 ふかしの 里 こそめ でた けれ 。淺 間の 嶽に 立つ けぶり、 身に は 餘れる 思 ひに や、 い. 

ミきは し 9 く 

ま 入 山 をう ち 過ぎて • 上野の 國 に隱れ なき、 常 盤の 宿 をもう ち こえて. 一の 御宮 を ふ 

し拜 み， 二の たま はらに 出で しかば、 親の 名のみ か、 ちよぶ 山、 末 まつ 山 をう ち 過ぎ 

て、 霞の 閼をも わけ こして、 入 問の 郡、 やせの 里、 いくらの 里 を か 越しつ らん 。曇らぬ 

かゆ は 星の 谷の、 とがみ 河原 をもう ち 過ぎて、 嫌 倉 山に つき 給 ふ。 鶴が 岡に 參り， 南無 

や 八幡 大 菩薩、 よろ づの御 神に こえさせ 給 ひ、 親孝行の 御 神と、 フけ たま はりて 候へば、 

わが 母の is 糸の 露の命の うちにめ ぐり 逢 はせ てた び 給 へ と、 肝膽 をく だいて 祈られけ 

る。 

せ： ハ夜 はこ もり ゐて、 明け ぬれば、 文 こまぐ と 書かれけ る。 みづ から 何事な う 鎌 倉まで 

參 りて 候 ふ、 とにかくに、 うば さまの、 御 命 をよ く/ \>惜 ませた まふべ し、 命 を またう 

持つ 龜は 蓬萊 にあ ふと かや， ある 歌に，  _ 

命 あらば いくよの 秋の 月 や 見ん 消えて はいかに 露の 玉の緒 

と 閒 く 時 は、 た 命が せんにて 候ふぞ や， 御 命 まし，/ \- てこ を. 街 糸に もみ づ からに も 又.！ 


こしめ し、 人目 を 忍ぶ 旅 なれば、 多勢 つれて は 

叶 ふま じ、 其 儀なら ば、 いかなる 淵 瀨へも 身 を 

投 ゆて、 浮世の ひま を あけん と 泣き 給へば、 尼 

公き こしめ し、 人の子の 親 を 思 ふこと. 稀な 

る 道と 閒 きつる に、 さても 汝は 親孝行の もの 

かな、 其 儀なら ば 力なし、 尋ねても みよ、 更 

科 を ひとへ に 頼むな り、 よきに 供して くれよ か 

し、 更 科と ぞ 仰せけ る。 めのと は 承り、 御供. e. 

して いづるより、 野の 末 山の 奧、 火の. E. 水の 底 

まで も、 共に 入り、 共に 沈み ホ すべし、 御 心安 

くお ほしめ せ、 尼 公 さまと ぞ しける。 尼 公 は 

きこしめし、 其 儀なら ば縑 食へ 下る まで， 男 

ひとりつ けんとて、 五郎丸 を ぞっけ 給 ふ。 さら 

ばと！ K ひて 立ち 別れ、 そなた、 J なた へ 行く 袖の、 

九 七 
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尋ねき かま ほしく 候 へ 、 更科を ひと へ に 頼む， つれて 縑 食べ 上りて くれよ と 巾され ける。 

更科 うけ 給 はり、 をと こと も 思 はす、 親 をば 何とか 尋ね 給 ふべ き、 禹壽 さまと ぞ S. しける 0 

萬壽 きこしめし、 これ はい はれぬ. e. しごと、 みづ から 鎌 倉へ 上り、 _g 糸 を 親なる と 尋ね 

て參 らば こそ 人 も 不審 をた て 候 ふべ き、 縑倉殿 か、 それな くば 秩父殿 か、 和 田 殿 へ 、 五 年 

も 三年 も、 奉公 を e. し、 縑倉 にあるならば、 いかで か 母の， 御 ゆく へ を^き いだ さ， r るべ. 

きぞ、 更 科い かにとの 給 ひける。 更科 うけ 給 はり、. を さあい の 心， にさへ 親の 御 恩 を 思，^ 

めす、 たと ひ賤 しき 若な りと も、 お 主の 御 恩 を わすれ 申さん や、 野の 末 山の 奥まで も、 

みづ から 御と も. & すべし とぞ 申しけ る。 まんじ ゆ 間し めし. なのめ ならす に 思しめ し. 

さらば 今宵に 思 ひたち、 旅の 装束 せんとて、 萬壽 その 夜の 装束に は、 肌に は 練の あはせ を 

かさいで  きく. 5- め おんこ そで  . * 

召し、 親 を tsl- ぬる 門出 なれば、 めでたき 事 を 菊 染の御 小袖、 しけ むらさきの 織物に 十二 

一重 を ひき かさね、 柳 色の 袴 をき て、 市 女 笠 をめ されけ る。 めのと が 其 夜の^ 束に は， そ 

めつ けにみ のぎぬ の染 小袖. 七つ ひとへ を ひき 重ね、 麻の 袴 をき る まよに、 しけ もんの 

め の ミ  ふろ さ！ i 

つよみに は、 よろ づの物 を 忍ばせて、 乳母が これ をいた r いて、 故里 を 出 でられけ る C 

萬 壽の姬 も更科 も、 あとさき 知らぬ 旅 なれば、 山路の すゑに 行き まよ ひ、 呆れ はてて ぞ 


唐糸 草紙 


九 五 


御伽 草 欲 


九 四 


ふの わるさ I ふ 

は 分に て 天運の 

意、 「ぶが わる h  J 

と h ふに 同 t 


ん とて まゐら せけ る。 頼 朝 は御覽 じて， これ は 何た ろ土產 にもました ると て. 大きに 悅 

び 給 ひて、 いかさま これ は】 ，c 糸が ひとりの 謀叛に て はよ 毛 あら じ、 縑倉 中に て は、 大名 

か 小名の 人數 あるべき ぞ、 松が 崎に て 七十 五 度の 問狀 して 問へ とて， ものよ ふ どもに ぞ 

仰せ；^ る 。松が 岡 殿に は此. S を閲 しめし、 梶 原と 死なん とて、 鎌 倉へ 御輿 かたつ 。頼 潮 

このよし 彻 しめし、 まづく f  J なた へ 引け やとて、 御 うらの 石 6: 牢 へ ぞ 入れられ ける。 唐 

糸が ふの わるさ、. 君の 御 某 報. & すに 及ばす。 其 後 糸 は 信 濃の. 灝. に 六十に あまる 老母と、 

十二になる- # を も おれけ るが， 唐糸 十八 歳の 年、 鎌 倉へ 上りし が、 ことし は 十二に な 

まんじ S  ら、 ひしゃ  たより 

ると 覺 えたり。 名 をば 萬壽の と C. しけり。 唐糸の 牢舍 のよ し.. 信濃の國へ！^の便に聞 

えければ、 そ もこれ は 何事 ぞ とて、 天に 仰ぎ 地に 俯して： 流涕 こがれて 泣きに ける。 if 

壽淚 をお さへ て. & しける は、 我 身 鳥なら ば 飛び も 越し、 母^ 行く へ を 間 かま ほしう こそ 

候へ。 尼 公き こし.^ し、 みづ からが 歎き も 汝には 劣る まじ、 今より 後に 逢 ふ 事 も あり も 

ひミ まさころ  きね  ！ 

やせんと 歎 かれ； る。 萬壽も 一問 所へ 歸り、 衣 ひき かつぎ. て： 流涕 こ： ガれ 泣きけ る 力 さ 

夜 ふけ 方に、 乳母の 更科 をめ され、 いかに や、 更科 うけた ま はれ、 わが 母の 街 糸 は、 縑 倉に 

石の 牢に まします とうけ 袷 はり 候 ふぞ、 わが 身い かや うに も縑食 へ 尋ね こし， 御 ゆく へ を 


さんりん I 宋詳 


舌を哝 はん I 舌 

を喊 みて 自密せ 

んと也 


ちゃうに ち —上 

日. 又は 直 日の 意 

にて 當番の 者 を 

^ ふ 


ために、 出家 は佛舍 をた つるな り、 たと ひ 主に 向って 弓 を 引き、 親に 向って 太刀 をぬ き、 牛 

くび  ！" が 

Bill の M をき りたり とも， さんりん したる 惡 人に 子細 は あら じと 思 ふなり、 さやう に： S: を贲 

むべ くば、 在家に 1 づけて 置かす して、 みづ からに 預け §y き、 咎を せむべき とて 還せ と 

は、 もとす けが 不 届か、 賴 朝の 不 届か、 ゆすに 及ばす、. 殊にみ づ から 出家と 巾し， 女と 

いひ、 賴朝 はもと めて 恥 を かよす るか、 舌 を 喰 はんと 御腹た つ。 力 及ばす、 もとす け は 

御所 さまへ まゐ り、， 此. ra をぞ 申しけ る 。頼 朝き こしめ し、 その 儀なら ば、 松が 闹 殿の 御 

腹の なほる まで 預けお き 奉れと て、 かさねて 子細 はまし まさす。 其 後 松が 岡 殿に は、 と 

にかくに 12 糸 は 大事の ものに て 候へば、 縑倉 巾に 置きて は あしかりなん、 いそいで 信 濃 

へ 下れと て、 ちゃうに ちの 者 を 添 へらる よ を， 忍びて 信 濃の 國へぞ 送られけ る。 武 載の 

國六 所と.. e. すと ころに て、 梶原平 三景 時 は、 上 の國 沼田の 皮に て、 百日の 日 を ふんで、 

いま 鎌 倉へ 上る とて、 街 糸と 行き あ ふこ そ 本意な けれ。 景降 見る よりも、 それなる は 街 糸 

か、 我 君の 御 命 を ねら ひ 奉る ぐせ ものな り、 それく たぞと 下知 すれば、 ちゃうに ちの 

もの も、 西 東へば つと： 散る。 そのと き 景時は 唐糸 をお しこめて、 鎌 食へ 上りけ る こそ 本 

い ►  ,  か •， づけ A9-i> 

意な けれ。 梶原 はわが 家に も歸ら す、 唐糸 をす ぐに 御所へ ひかせて 參り、 上野 土 床-奉ら 


廣糸 草紙 


九 三 


御伽 草紙  九 二 

ざしの 光盛が 娘な り、 ぃかさまこれは我^}5-樣の御命をねらひ奉るなり、 御身 近く 络 せら 

れ 召使 はる i 御 事、 なかく 君の 御不覺 なりと ぞ e. しける。 賴朝 きこしめし 大きに 驚き、 

唐糸 召せと ぞ 仰せけ る。 うけた ま はると 巾 して、 御前へ 召しいだ す。 御 まへ にかし こま 

る。 頼 朝御覽 じて、 何とて 汝は木 翁が 重代に ちゃくいと 巾す 脇差 をば さした るらん と 問 

はせ 給へば、 これ は木會 に 仕へ. S. す 時、 かたみに 見よ とて 給 はりて 候 ふと. e. しける。. 賴 

朝き こしめ し、 女の 形見に 重代 は 似合 はぬな り、 先 きづか ひに E 心しめ すま v  ^の しづ 

まるまで、 松が 岡 殿へ あ づけ 奉れ、 土 屋とぞ 仰せけ る。 土屋 うけた ま はり、 街 糸 を 引き 

具して、 松が 岡に あ づけ 奉る。 其 後 土屋は 唐糸の 前が： 111 にて、 木 曾 殿よりの 御文 を 見つ 

けいだ し、 頼 朝へ 奉る。 兵 衞の佐 殿御 覽 じて • 天の 與 ふる 寶 なりと て、 八幡の 寶 殿に 深 

し si じん 

くこめ おかる。 もとす け はとに かくに、 { 寸護神 なりと て、 武 藏の國 池の 皮、 一 萬 貫の 所 

を土屋 にと てこ そ 下されけ る。 せ： (後 唐糸 召せと ぞ 仰せけ る。 土星う け 給 はり、 松が 岡へ 

まゐ り、 このよし 申し 上-ぐる。 松が 岡に はき こしめ し， そ も. 頼 朝 は 日本の 主と なる 

べき もの. か、 禕儀 法度 を しらで， 日本の 主にな りが たし、 いかにも とすけ 物 をき け、 佛 

は 惡人を 助けん ため、 淨土を たてさせ 給 ふ、 その 如くに この 界 にても、 惡人を 助けん が 


これ を 給 はりて、 縑 倉へ こそ 下り けれ。 

街 糸 御文 見 まゐら せ、 なのめ ならす 喜びて、 かの 脇差 を 肌身 を ゆるさす 差し もって. 賴 

すゐ めん  ねら 

朝の 睡， 眠の たび ごとに、 砠 ひける こそ 恐し けれ。 さすがに 賴朝は 報いみ じき 大將 軍に 

てまし くければ、 とかく 遁れ 給ふぞ めでた けれ。 をり ふし その 頃、 大御所 さま、 御 

臺 さまの、 藥の 風呂の 候 ふに、 かの il2 糸 も 御と も. e. して ま ゐられ ける。 せ、 日の 風呂^ 奉 

行に は、 土星の 三郞も とすけ なり。 もとす け、 唐糸の 前が 小袖の したより、 かの 脇差 を 

見つけつ./ 此 きぬの 主 はたれ 人ぞと 尋ねけ る。 ともの 女房う け 給 はり、 ^糸 さまの 御 

小袖な りと 巾す。 もとす け、 大きに 驚き、 あの 街 糸と. m. す は 木 曾 殿の 内に 手 1^ の 太郞が 

娘な り、 いかさま これ は 我 君 さまの 御 命 を ねら ひ 奉る 女な り、 君に 此事を しらせ 奉らん 

とて、 御所 を さして ぞまゐ りけ る。 賴朝は 御覽^ て、 何とても とすけ は 風呂の 奉行 は 申 

さぬ ぞ。 もとす けうけ 給 はり. 土屋が 風呂の 奉行に、 寶を 見つけて 候 ふぞ、 御覽ぜ よと 奉 

る。 賴 朝御覽 じて、 さても 不思議の 事 ども かな、 これ は 木 曾に 傳 はる 重代に ちゃくいと 

.& す 脇差な り、 何とても とすけ は 見つけた るぞ との 給へば、 御所 方の 女房 1" 糸の 前が、 小 

袖の したより 見つけ 申して 候 ふ、 そ も iSp 糸と 申す は、 木 曾 殿の 御内なる 手 塚の 太耶 かな 


唐糸 草紙 


九 1 
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奏者— 取次 


忠臣 I 忠義の 意 


倉へ 召しの ほせ、 管紘の 座敷 を 預けら る. -が、 唐糸 は此. s をう け 給 はり、 なさけなの 事 

ども や、 木 曾 殿の 御滅 u は、 親 一門の 滅亡な り、 いかにもして 此事 を、 木 曾 殿へ きかせ 

奉らん とて、 ひとま 所へ 忍び入り、 文 こま </» と 書き、 下人の 男に もたせて 都へ とて こ 

そ 上せら る ..。 下人 縑倉を 出で て： 十三 日と £ すに は 都に つきて， 父の 手 塚が 奏者に 

て、 かの 文 を 木 曾 殿へ 奉る。 義仲 ひらきて 御覽 じて、 これ はいかなる 風の たよりと 思し 

めし 讀み給 ふに、 嫌 倉 中に て は 木 I 殿御 退治の 御 評談， 奧. S 國と閼 束 勢が、 一つに な 

り、 十月の 中頃に 都の ほりと 申すな り、 此 たびの よろこびに は， 父の 手 爆に 越後 信 濃 を 

わ，. n し 

くだされよ * これにて 街 糸が いか やうに も 頼 朝の 御 命 を、 一 脇差 あてが ひ 奉らん、 木-!" 

殿の 御 重代に、 ちゃくいと .5. す 脇差 を そへ て 給 はれと こそ 書いたり けり。 義 仲御覽 じて 

なのめ ならす に 思しめ し、 御 返事 を あそばし ける。 そ も/. -密 糸. か 忠臣 をば 山 ほどに 思 

しめす、 此 度の よろこびに は 越後 信 濃 を 取らす るな り、 唐糸 それにて 賴 朝が 命 をと るな 

らば、 關東八 ケ國を 父の 手 塚に とらせ、 あめがしたの 副將 軍と なさう するな り、 糸 をぱ、 

義 仲が 御臺 になす ベ し. もし 又 露の命 を 失 は r、 父の 恩に 報ぜよ かし、 此事 人に しらすな 

と 寄き と r め、 木せ に はろ 重に のち やくいと 申す 脇差 を さし そへ 下されけ る。 下人 は 
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かな. さし I 金 刺 
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壽永ニ 年 S 秋の 頃、 縑 倉の 兵衞^ 頼 朝 は、 八ケ國 のさ ぶら ひたち を、 SE 鎌 食へ 召しの ほ 

せ、 中 門に 出で させ 給 ひて， さ ぶら ひたちに 向って 仰せけ る は、 いかに 方々 ii き 給へ、 そ 

もく： 牛 家、 賴 朝が 威勢に 恐れて こそ、 都 をば おちて 候 ふに、 木 曾の 左 の 頭義 仲、 十 

郞藏人 行 家ら が 高名 顔に 11 白に やならん、 主上に ゃ參 らん、 法皇に やならん と、 天下 を ほ 

しい まよに 振舞 ふこと こそ * きつく わい なれ 、平家 返 治の さきに 戟仲を 退治 せん、 佐 竹の 

冠お も その 由 を 申し. 奥州の 秀衡 も九郞 冠^ 義經 をの ほせんと 巾すな り、 この 十月の 

なるべし、 if?^ をの こさで つれた まへ、 支度せ よと ぞ 仰せけ る。 さ ぶら ひたち はう け 給 は 

り * かしこま ると. & して、 皆國々 へぞくだられける。 をりふし^^吸、 鎌 倉 殿に i^;: 糸の：, i 

と 巾して、 御所 方の 女房 あり。 これ は 信 濃の 國の木 曾 殿の さ ぶら ひに、 手 塚の 太郞 かな 

ざしの 光盛が 娘な り。 あまりに 琵琶の 上手な り、 琴 もす ぐれて あれば とて、 十八の 年、 鎌 
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の 御代に なさん ため、 鬼の 娘に 生れさせ 給 ひ， 兵法 傳 へ ん そのため、 かやう の 方便 ありと 

かや。 さる ほどに 義經、 丘ハ 法の 卷物 取らせ 給 ひて、 土^^の港へっき給ふ。 奥州に 下りた 

まひ 秀衡 にかくと 仰せければ、 秀衡 はう けた ま はり、 さても 御 命の はてさせ 給 ふかと 案 

じ 中す ところに、 兵法 傳 へ 歸らせ 給 ふ 事， 日本 はやす く 切り とらせ 給 ひ、 源氏 IE 代の I 

とならん こと 疑な しとて、 喜ぶ 事 限りなし。 是 ほどの 君 は あら じと て、 いねう 漏 仰. e. し 

けり。 さる 程に 義經 少し まどろみ 給へば、 天女 枕が みに 立ち そ ひての 給 ふやう、 御身 は 

何ともな く 渡らせ 給 ふ 物 かな、 みづ から は 大王の 手に か-. り、 空しくなり 候へ ども、 御 

身 ゆ ゑの 事 なれば、 命 はつゆ も 惜しから す、 二世の ちぎり は 朽ちせ じと、 淚を ながし 絵 

ふかと 見えさせ 給 ひければ、 御曹子 かっぱと 起きさせ 給 ひ、 いかに やと 言 はんとし 給へ 

ども， 夢に て あり。 あはれ と 思しめ し、 淚を ながし 給 ひ、 あ.^ りの 不思議 さに， 天女い 

とま ご ひ ありし 時の 給 ひける 如く、 けんさんに 水 を 入れ、 大日の 法の 一の 卷に ぬれての 

法 を 行 ひて、 あ ふむ の 一 一字 を かきて 見 給 へ ば、 約束に たが はす 血 一 滴う かびたり。 さて は 

疑な しとて、 歎き 給 ふ 事 かぎりなし。 さて 御 僭 を 供養し、 御經 をよ み、 さまぐ 吊 は 

せ 給 ひけり。 昔より 今にいた るまで、 夫 歸の中 ほど 切なる 事 はよ も あら じ、 かくて 兵法 
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てんく わんの ぼ 

31 前に は， て 

ん くわの ぼうと 


きに 驚き、 築地に 腰 を かけ 給 ひ、 つくぐ 物 を 案じ、， かの くわん きょが、 兵法 を 望みて 

これまで 渡りし を、 許さす して ありつる が、 天女が あり どころ を敎へ 取らせけ る ぞと思 

へば、 忽ち しら かみの 卷物、 二三 卷御 まへ に 吹き 降る。 案に も逮は ざれば、 おっかけ よと 

あ は うら *J つ 

ありし かば、 阿 仿羅釗 の 鬼 ども、 千 人ば かり 出で あ ひて、 我 さきにと 急ぎつ i 、てんく わ 

んの ほうに ぶす の 矢 を はめて、 浮沓 とい ふ 馬な どに うち 乘 りて ぞ おっかけ ける。 御曹子 

あと をき つと 見、 案に も 違 はす、 天地 を ひ r かしお つかけ ける。 旣に 御舟 まぢかく 見え 

しかば、 天女の 敎へ給 ひし、 ゑんさん の 法 を 行 ひ、 うしろへ 投 けさせ 給へば、 平々 たり 

おもて  しほ 

し 海の 面に、 潮の 山 七つまで こそいで きたれ。 この 山を尋 ぬる その ひまに， 早 かぜの 法 

を 行 ひつよ、 さきへ 投ゅ 給へば、 俄に 大風 ふき 來りノ 四百 三十 餘日 にわたり し を、 七十 

五日と 申す に は、 日本 土 佐の 港に つき 給 ふ。 

さる 程に 鬼 ども. 御曹子 を 見失 ひ、 せんかたなくて 立ち かへ り、 此. a かくと 一せば、 大王 

大きに 腹 をた-て、 天女が くわん きょに 心 を 合せた る こと 疑な し， 天女が しわざ なれば、 助 

けお きて 詮なし とて、 花の やうなる 天女 を、 八つに さきて ぞ棄 てたり ける。 この 天女の 本 

地 をく はしく 尋 ぬるに、. 日本 相 摸の 國 江の 島の 辨財 天の 化身な り。 義經を あはれ み. 源氏 


けんさん I 建 

盞、 天 目の 一種 

あ ふむ I 阿呍か 


天女 見 給 ひ、 いかに や、 御身き よ 袷へ、 此卷 物の 白紙になる うへ は、 定めて しるし ある 

べし， 大事の 出で 来ぬ その さきに、 はやく 歸り 給へ とぞ 仰せけ る。 義經 きこしめし、 大 

事出來 御身の 命の がれす ば、 われ も 共に 御身の 如くなる べし、 さらす は 萆原國 へいら せ 

給へ、 御と も 申さん と ありければ、 天女 是を 聞き 給 ひ. 葦原 國 へま ゐる 事、 ゆめく 成 

ら ざる 事に て あり、 名殘 をし みの 物語に、 此 兵法の 威德を 語りき かすべし • 御身 を 返し， 

申さん に、 さだめて is 手む かふべ し、 其 時 ゑんさん とい ふ 法 を 行 ひ、 うしろへ 投 けさせ 給 

ふべ し. 海のお もてに、 しほ 山 出 來ぁひ へだたるべし、 山 を 尋ねん その ひまに、 逃 ゆの 

び させ 給 ふべ し、 第三の 卷 物に、 ら むふう. ひらん ふうと いふ 法 を 行 ひ 給 ふ ものなら ば， 

日本の 地に 程なくつ かせ 給 ふべ く、 みづ からが 事 を 思しめ し 給 は r 、大日の 一 の卷 に、 ぬ 

れ ての 法と 申す を 行 ひ 給 ひて、 けんさんに 水 を 人れ、 あ ふむ とい ふ 文字 を 寄き てみ 給 は 

ば、 その 水に 血う かび 申すべし、 其 時 父の 手に か. -り、 最後 ぞと 思しめ し、 御經 よみて 

弔 ひた まへ、 大事いで きぬ その さきに、 とくく 歸り 給へ とて、 天女 はう ちに 入り 給 ふ。 

御曹子 は 忍びて 內裏を 出で させ 給 ひ、 かん ふう 川へ 御舟 を 乘り出 ださせた まへば， 案に 

もた が はす、 内裏に は 火の 雨ふり， いかづち 鳴り、 くらやみに こそな りに けれ。 大王 大 
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はやとく  くと ありければ、 此內 裏に 大日の 兵法の まします 由う け 給 はる、 一 目み せ 給 

へとの 給へば、 それ は是 よりう しとら の 方より 七 里 奥に、 壇 を 築き 注 連 を 張り、 石の 倉 

にこめお き、 金の 箱に 納めつ i、 た， r 世の常の 事なら す、 ことさら 女の まゐる 事、 なか 

なかなら ざる 處 なり、 その 事ば かり は 思 ひも よらぬ 事と ぞ 仰せけ る。 義經 きこしめし、 

こよに たと への 候ふぞ や、 父の 恩の 高き こと 須彌 山よりも なほ 高し、 母の 恩の 深き 事 は 

大海よりも 尙 ふかしと は. &せ ども、 親 は 一 世の むすびな り、 不思議な りと よ. 夫婦 は 二 

世の 契ぞ かし、 一 夜の 枕 をなら べし も、 百 生の 契に て 侍るな り、 御身と 我と はこと 更に 

蒼 波 萬 里 をへ だて たれ ども、 誠に 他生の 契 深き ことなり、 何と ぞ案 をめ ぐらして、 かの 

卷物を 一目み せて たべと ぞ 仰せけ る。 天女 は此 由き こしめ し、 おも ふ 中の 事 なれば、 父 

ま もりが ^  - な 

の 勘當は 蒙る とも、 見せば やと 思 召し、 ふしゃ うなる 身ながら も 守 刀 を 持ち 給 ひ、 七 里 山 

し め  もんじ 

の奧 におし いらせ 給 ひ、 七重の 注 連 を ひき 拂ひ、 石の 土藏を 見た まへば、 文字 三な がれ 

あり、 是に りゃうと いふ 字 を かきて、 こそうの 點を 打ち 給へ ぱ、 石の 土藏は ひらけに は 

り。 金の 箱の 蓋 を 開き、 ふしゃう の 手に とり、 我屋 にかへ り 給へば、 御曹子 斜 ならす に 思 

しら か み 

しめし、 三日三夜に 書きう-つし 給 ふ 。奇特の 兵法 なれば、 あと は 白紙と ぞ なりに ける 0 
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がさね、 街 綾織 一 かさね、 十二 ひとへ を 引き 重ね、 女房た ち 十二 人 ひきつれ、 七重の 屛 

風、 八重の 几帳、 九重の 幔の內 より 出で させ 給 ふ 御お 檨を、 物に よくく たと ふれば、 十 

五 夜の 月の、 山の端 を ほの ぐ 出で し 御 姿、 ませのう ちの 八重 菊， 大廋嶺 の 梅の 花 かと 

疑 はれ、 いで させ 給 ひて、 父 大王の 右手の 脇に なほら せ 給 ふ 御 姿 を たてまつれば、 三 

十二 相， 八十す いかう のかた ち を もたせ 給 ひたる 姬君 にて こそお はしけれ。 御 S:: 子 は 御 

いちや 

覽 じて， たと ひ 命 はすつ ると も、 一夜な りと も 駅れ てこ そ. この 世の 思 出と もなる べし 

と、 心 そらに あこがれて、 樂 はさまべ V 多 けれども， 男 は 女を戀 ふる 樂、 女 は を戀 

ふる 樂、 i 夫戀 とい ふ樂を 吹かせ 給へば， 天女 はこれ を 間き 咎め、 くわん きょが みづか 

きょねん 

らを 心に かける やさし さよと 思しめ す。 大王 仰せけ る やう は、 あの 姬は 去年 三月に 母 

に 離れ， 心 慰む かた もな し， 竹 を 鳴らして 聞かせよ と 仰せ あり。 酒 もす ぐれば、 大王 御 

座敷 をた ち 給へば、 天女 も 共に たち 給 ふ。 御 普 子 も 慕 ひゆ かせ 給 ひ、 1 日 二日と 思へ ど 

も、 曰かす 積り ければ、 天女 も 岩 木なら ねば 靡かせた まひ、 淺 からす 契 を こめ、 心う ち 

とけ 袷 ふ 時、 御曹子 天女に の 給 ひける は、 われ 葦原 國 より 望 ありて ょゐ りたり、 叶へ 給 

は 一-ゆめ ばかり 語り. 5- さん と 仰せければ、 天女 はき こしめ し、 何事な りと も 叶へ 巾さん、 
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は， いづく にある ぞ、 見て ま ゐれと ありし かば.. ゑし やき 立ち 出で 見て、 もとの 處 にあ 

りけ る を、 よく  Z 、見て ぞ歸 りけ ろ。 

大王に かくと 申しければ、 大王 開 召し、 さて は 不思議の もの かな * さらば 出で て 酒 盛し 

て， 竹み 鳴らさせ 問かん とて、 今度 は 姿 を ひき かへ て 出でば やとの^ ひて、 阿 仿羅刹 を 

千 人ば かり 引き 具して 出で させ 給 ふ。 大王の 出で たちに は、 年の 齡 四十ば かりの 男に い 

でた ち 給 ひ、 烏 精子 装束 を 引きつく ろ ひ， 三で う 重ねの た i みの 中程に 、むすと なほり 

•A で 

斜 SG 子 を 左手の 方 へ 暉び 寄せな ほらせ 給 へ ば、 前 見し 姿 はか はりけ り。 御盃 はじめ 給 ふ： 

ぐわん きょは 竹 を 鳴らせとの 給へば、 たいと ラ 丸を拔 きいだ して、 くわい はいらく と いふ 

V/ わい はいらく 

樂を 吹かせ 給へば、 而 白い ぞゃ、 くわん きょ、 as 歪樂 とい ふ 樂は. S をめ ぐらす と 云 ふ 

樂 なり、 さらば 盃 めぐらせ とて、 顧 逆な りと さす 程に、 酒 もなかば と 見えし かば、 大王 

扇と りな ほし、 箱の 暖簾 かき あけて、 あさひ 天女 は sm く かとよ、 葦原 國の くわん きょが、 

竹 を 鳴らす がお もしろ きに、 出で て 間け やとの 給へば、 天女 はき こしめ して、 出づ まじ 

き 物と は 思へ ども、 父の 仰せに て ありければ、 出でば やと 思しめ し、 m でた ち 給 ふ 御 装 

束、 しけ まき 染の 花の やうなる に 唐 卷染、 菊が さね、 むらが さね、 このはが さね、 八重 


字 千金の、 J とわり、 師匠の 恩 は 七 百 歳と 説かれたり、 されば 御身 渡りて 河の 案內 知りた る 

らん、 その 河 をば、 かん ふう 河と 申すな り、 水の 底より 大風 ふき、 n 波た ちて、 ^原國 

の 氷に 百 千 まさりつ めた かるらん， その 河に て、 朝 三 Ki: 卅 三度、 ゆ ふに 三 卅度！ S 離 を 取 

り、 三年 三月 精進 をして、 八月 十五 日に 一度 習 ふ 大事な り、 葦原 國の大 天狗 太 郞坊も わが 

子な り、 四十 一 一 卷の卷 物 を相傳 せんと e. せし が、 やうく に卄 一 卷、 いの ほうまで 行 ひ 

て、 それより 末 は 習 はぬな り、 もし それ を 習 ひて や あるらん、 それ を 習 ひて あるならば、 わ 

れくが 目の前にて、 ことぐ く 語るべし、 其 後 大事 を傳 ふべ しとの 給 ひければ、 御曹子 

は 開 召し、 もとより 鞍馬 育ちの 事 なれば， 毘沙門天 王の 化身. 文珠の W 誕に てまし ます 

うへ、 文字に くらき 事 まし まさす， 鞍馬の 奧 にて 習 はせ たま ひし， 四十 二 卷の卷 物 を、 こ 

とぐ く 行 ひ 給 ふ。 大王 御覽 じて、 誠に 汝は心 ざし 深き ものな り、 神妙な りと 仰せ あ 

りて、 さらば 許し. & さんと て， 師：^ の 契約 をな し 給 ふ 。先 りんし ゆの 法、 かすみの 法， こ 

たかの 法. きりの 法、 雪 井に 飛び去る 鳥の 法な ど を、 御傳へ あり。 是 より 奧は 無益な り 

とて、 卸 座敷 をた よせ 給 ひに けり。 御曹子 はた r 一人、 廣 庭に おはし まし， とや せんか 

くや あらまし と、 佇みた まへば、 大王 は、 ゑし やきと いふ もの を 使に して， くわん きょ 
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0 やうし- し 

か 


油 單-丄 £ の 表 を 
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見 給 ふに、 五色 を ひやう し 出で立ちて、 十六 丈の せいに て、 手足 は 八つ、 角 は 三十 あり 

て、 よば はる 聲は百 里が 問も饗 きわたる なり。 肝た まし ひも 身に そ はす 。大王 は大の 眼に 

角 をた て、 日本 葦原 國 より 渡りた るく わんき よと は 汝が事 かとの 給へば、 まなこ は 朝日 

のか r やく 如くな り。 汝は 竹と やらん を 鳴らす と^く、 吹け きかんと 云 ひし 冇樣、 おそろ 

しき 事 は 限りな けれども. 思 ひ 設けた る 事 なれば、 たいとう 丸 を 取り出 だし、 錦の 油單 

はづ し、 ねとりす まし 給 ひて、 樂 はさま < ^多 けれども、 それ 天竺に て はし i とり、 へい 

とり、 とくてん、 と やか てん、 りんせい、 さう ふれん、 しゅみ やう わう、 にち はんらく、 

驚破霓 裳！^ 衣の 曲と 申せし 樂、 爱を せんどと 吹き 給 ふなり。 大王う つらく と 聞きた ま 

ひて なのめ ならす 喜び、 さても 奇特に 鳴らす もの かな. よき 小く わんき よは これまで 渡り 

たり、 三百 年 以前に 葦原 國 より わたり、 忽ち 道に て 命 を 失 ふ ものの あるが、 汝 はこれ. まで 

難な う 来る 不思議 さよ、 望の ありて 來 りけ るか， 隱 さす e 'せと ありし かば、 御曹子 閒 召し. 

恐れが ましき 事 なれ ども、 此 内裏に 大日の 兵法の まします よし 承りお よび， 是 まで 参りて 

候 ふなり， 御な さけに 御 傅 へ ありて 給 はり 候 へ かしとの 給 へ ば、 大王 問 召し、 あらや さし 

のく わんき よの 心 ざし や、 難なく 是まで 来り、 師弟の 契約と なのる ぞゃ、 七生の 契な り、 一 


靄の 息 IK 々—暇 

勇 人 は 息 を 吹き 

て 薛 となす と 一 H 

ヘリ 


あ ふち 3— 皇 sa 

かんしゅ— 甘 州 

さう ふれん I 想 

夫戀 

まんし ゆち {1 

萬秋樂 

しゅみ やうり 3 

1 春 楊柳の 訛 

や こんちく i 夜 

半 藥の訛 

くわん きょ Iss 

者と 5 ふべ $ 

を、 わざと 暇 夷 

語め かして 曾 *3 

か へ たるる ぁぺ 


十 丈ば かりに 見えに けり。 十二の 角 を ふりたてて、 霞の 息をつきければ、 長夜の 閱とぞ 

なりに けり。 義經 は御覽 じて * 日本に てあるなら ば、 十萬餘 騎が來 ると も、 物の かすと 

も 思 はじに、 か- -る處 にて とや せんかく や あらまし と、 思 ひま はせば 小 車の やる かた 更 

にな かりけ り。 せめての 名殘 とお ほし 召し、 少しの 暇 を 乞 ひ 給 ひ、 たい， 0 う 丸 を 取り出 

だし、 干 五上 勺 中 六 下 九と て、 八つの 歌口 花の 露に て 打ちし めし、 時の 調子をとり 八 "せ、 

わ. 乙き 

黃鐘 にあ ふちう、 かんしゅ、 さう，：^ れん、 まんし ゆらく、 しゅみ やうり うや こんら くと 

あ は-.' ら せつ  ゑ じき 

いふ 樂を、 今ぞ かぎりと 吹き 給へば、 阿 仿羅； ^は 是を閒 き、 W 食に はした けれども • 竹 を 

鳴らす が 面 由ければ、 ゆるして 吹かせ 閗 かんとて. >  霞の 息 を 引きければ、 もとの 空に ぞ 

晴れに ける。 御曹子 は 時の 命 をた すかり て、 こ を せんどと 吹き 給へば、 あまり 而，： a き 

に、 いざや 習 ひて 吹かん とて、 竹 を もとめて 穴 を あけ、 吹きて 見れ ども 鳴ら ざれば、 只く わ 

？ふ" 

ん きょが 吹く ほど 面白き 事よ も あら じと て、 東西 を しづめ て閒 きけ るが、 ある 鬼が いふ や 

うは、 是程 おもしろき 事 を 我等ば かり 聞かん より、 いざ 大王へ. & さんと. & しければ、 もつ 

ともと. e. しつよ、 やがて 奏聞. E. しけり。 大王き こしめ し、 いかなる 事ぞ や、 見 給 はんとて、 

八十 二 間の 廣橡 まで 呼びた まひければ、 やがて ま ゐり給 ひて、 大王の 出で させ 給 ふ 姿. H 
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た，^ せ b めうし 

ゆやし や？ 未 

詳、 m レゃレ や 

さは 夜叉 鬼な タ 


蝦夷が 島と て 観れ もな き 島な りと. & しければ、 御 t? 子 今 こしめ し， これより 千島の 都へ 

ふ M ぢ 

は、 いかほどの 船路 ぞと問 はせ 給 へ ば， これより 都 へ は、 順風よ くして 七十 餘日， 只よ の 常 

の， 船路なら す、 同じく は是 にと *i まり 給 ふべ し、 住めば いづく も 都な り、 竹 を 鳴らして 

きかせ 給へ、 命 を 助く るう へ なれば、 何に 恐れ 給ふぞ や。 義經聞 召し、 と *i まるべき に 

も あらす とて、 暇 ご ひ を ぞし給 ひける。 島人 は 色々 止め 申し けれども、 十日ば かり は 休 

み 給 ひて、 そのの ち 船 をお しいだ し、 あたりの 體を見 給 ふに、 渡るべき やう 更にな し。 御 

曹子！ 離 をと り、 潮 をむ すび 手水と して、 珠數 さらく とおし もみて， 南無 や 梵天" 份 

釋、 四大天 王、 日輪 月輪、 總 じて は 氏神 正 八幡、 ねが はくば， 島 へ 難なく わたして たび 給 へ 

と、 祈念 ふかく 申させ 給 ひ， 艏 がいか ぢを 取りな ほし、 風に まかせて 行く ほどに、 はるかに 

遠き 船路 なれ ども、 祈誓の しるし 現れて， 音に きょし 千島の 都に つき 給 ふ。 大王のう ち 

こミは  つ いぢ 

を 見て あれば、 心 も 言 も 及ばれす。 地より は 三 里た かく、 八十 町の くろがねの 築地、 鐵 

の 網 を はり、 くろがねの 門 を 立てたり けり。 門の あたり を 見て あれば、 牛 頭 馬頭 阿仿羅 

； 1、 たよせ いめう しゅ やしゃき とて、 鬼 ども あまた 居たり しが、 御曹子 をみ つけ、 橫手 

を はたとう ち、 あら 嬉し や、 B: 食に せんとて 巾に とりこめ けり。 彼等が せい を 見 給へば、 


てんく わの ぼう 

I アイイ 語に 得 

物 を ふジま はす 

事 を 「テン 力 コ 

ンナ」 と b へ ば 

それ を 訛りて テ 

ンクヮ の 棒と^ 

ふならん 

ぶす の 矢- 1 附子 

の 毒 を， 遂 りたる 

矢 


打ち、 あら^しゃと いふ ま.. に、 てんく わの ほ 

うに、 ぶす の 矢 を 持ちて、 屮 にと りこめ ければ、 

いた はしゃ 御曹子、 旣に御 命 あや ふかり ける お 

樣 なり。 淺ま しゃ、 かよる 憂目に あ ふ 事 も、 前 

世の 因果 めぐりき て、 か よ る 憂目に あ ふ 事よ と. 

心細くて、 すこし 心 をと りな ほし. 島人に の 給 

ふやう は、 少しの いとま をた び 給へ、 竹を^^.^ 

して 聞かせん と ありければ、 少し くつろけ 奉る。 

其 ひまに たいとう 丸 を 取りいだ し、 ねとりす ま 

して、 萬壽樂 とい ふ樂 を、 しばし 吹かせ 給へば、 

島人 是を きくよりも、 竹 を 鳴らす が 面，： n きに、 い 

かほ ども 鳴らせと て、 皆々 しづ まり 笛 を^き て 

ぞゐ たりれ る。 義經 は御覽 じて、 物語 をし 給 ひ 

ける。 此 島の 名 をば、 何とい ふ ぞと問 ひ 袷へば、 

七 七 


御， 伽草统  七 六  

ベ. ば、 せいの 高さ は 一尺 ニ寸 ばかり. 扇の たけに 等しき ほどの 者， 三十 人ば かり 出で 來 

か- 

れり。 御曹子 は御覽 じて、 此 島の 名 は 何とい ふ ぞと問 はせ 給へば、 島人 まなこに 角 をた 

て、 何とい ふぞ や、 冠者 は、 是 こそ は隱れ もな きち ひさ ご 島と は此 ところな り、 又 ほさつ 

島と も 申すな り、 ち ひさ ご 島と 申す は、 餘 りせいの ち ひさき 故な り、 また ほさつ 島と は. 

よる も 三度、 ひる も 三 4r 南方 極樂 世界より 二十 五の 菩薩た ち、 illfe を 奏し 影 向な り、 異 

香薰 じ、 花 ふり， 紫雲た ちて 殊勝な り、 しかる ゆ ゑに 此島を ほさつ 島と は 中 すなり、 人 

の 命 も 長く して， 八 百歲を 保つな りと. e. す。 義經 きこしめし、 扨 は 菩薩の まします かや- 

一日な りと も留 り、 拜 まば やと 思 召しければ、 案の ごとく 二十 a の 菩薩 影 向なら せ 給 ひ 

て、 管 絃音樂 し 給 ひて、 心 も詞も 及ばれす。 法 華 經に說 かれたり、 らうり くと く あんお 

ん らくと 聞く 時 は、 ありがたし ありがたし、 上品 上 生、 極樂 世界うた が ひなし と 思しつ 

つ、 隨 喜の 淚を 流した まふ。 誠に あり 難しと は 思へ ども、 こ-に 心 をと めても せんなし 

とて、 また 御船 をお し 出 だし、 風に まかせて 行き 袷 ふ。 明 ひぬ 暮れぬ とせし 程に、 九十 

なぎ さ 

五日と 申す に は、 又 不思議の 島に つき 給 ふ。 さる ほどに 御船 を 猪に よせて 見 給へば、 年 

の 程 四十ば かり を 先と して、 二三 十 人いで 來り、 御曹子 を 見た てまつ り、 橫手を はたと 


ん とて、 たいとう 丸を拔 きいだ し、 千、 五、 上、 勺 * 中、 六、 下、 九と て、 八つの 歌口に 花の 

露 を 吹きし めし、 時の 調子 を 取り、 黃鍾 にて 吹き 給へば、 女 共は是 をき ぷ、 面白い ぞゃ 

冠者、 島の まほり にした けれども， 竹 を 鳴らす おもしろさに， しばし 許し a. さんと， 鉢 

を投 ゆすて 笛 を こそ は 聞きに けれ。 さる 程に 御曹子 は、 たばかりた ると so 召し、 その あ 

ひくに 物 詰 を ぞし給 ひける。 われ 日本 葦 國 より、 むくり 退治の そのために、 十 萬餘騎 

のつ はもの を 揃へ て 渡るな り、 これら をと り 給 ふべ し， われく を 斬りて， 少しづつ ま 

ほりに かけ 給 はんより、 ： 男 一人 づっ 夫と 定めても ち 給へ、 十 萬 餘騎の 人 かす はわれら の 

ま >1 にて 候へば、 いそぎ 歸り てわた さんと 仰せければ、 島の 女 ども よろこび * 心う ちと 

じよう 

け 語りけ る。 此島 は隱れ なき 女 ごの 島と ぞ中 しける。 義經 仰せけ る やう は、 女ば かりに 

て、 和合の かたら ひなく して、 種 をば つくる ぞ との 給へば、 されば こそと よ、 是 より 南 

なん ぶラ 

にあたり、 なんしう とい ふ國 あり、 その 方より 吹きく る 風 南 屈と 申す これ ふくみて 

最愛と す、 又 生る よも 女に て、 かやう に 多く 侍るな り。 御曹子 は 召し、 やがて 男 を ま 

ゐ らせんと、 いとま 乞 ひして たばかり すまし、 御船 をお し 出 だす。 風に まかせて 行く ほ 

どに、 三十 餘 日と 申す に は， 义ぁる 島に つき 給 ふ。 さる ほどに 御船 なぎさに 寄せて 見 給 
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のた まふ は、 是 より 千島の 都へ はいか ほどの 舟路ぞ やと 問 はせ 袷へば、 島人う けた ま は 

りて、 ils^s の 都へ ならば、 順風よ くして 三年、 風 あしく ば 七 年に も わたるな りと 申し 

ければ、 御曹子き こしめ し， かなた こなたの 島 わたりして， 心勞を せんより は、 これよ 

り歸 らば やと 思しめ して， 案じ 煩 はせ 袷 ひけり。 島人 ども 申しけ る は、 此 島に 御と ま 

り あれと ぞ 申しけ る。 さる ほどに 義經 案じ かねてお はしける が、 待てし ばし 我心、 此 

ま- M 歸る 物なら ば， 秀衡に 何とい ふべき やう もな し、 見限られて は 叶 ふま じと 思しめ し • 

又 御舟 を 潜ぎ いだし、 日數 つもりて 七十 二日と 申す に、 又 ある 島に つき 給 ふ。 洛 により 

て 見 給へば、 年の 程 四十ば かり を 先と して、 十七 八なる もの も あり、 女 あまた 出で 合 ひ 

て、 御曹子， をと りこめ、 あら 嬉し や、 島の まほり こそ 来れと て 喜び. 旣に 害せん としけ る 

に、 御曹子 仰せけ る は、 いかに 島人た ち， ま づ物を 聞き 給へ と ありければ、 それに は 取 

り あ ひ さすして、 おのれら 互にい ふやう は， 二三 百年が その さきに、 葦原 國 より 男 三 

人來 りし を. おさへ て 斬りて 島人の まほり にし 給へば、 それより 島 はめで たうして 何事 

も 思 ふま. M なり、 皆々 よりて きり 取りて • まほり にせよ と 言 ふま に、 鉢 をよ こたへ か 

かりたり。 義經兮 を 限りと おほしめ し、 少しの いとま をた び 給へ、 竹 を 鳴らして Si かせ 


まほり I 守、 a 

符 


ゑち- 1 越に て 南 

越國の 事に や 

は ん I る 

んは 印なる ベ し 


給へば、 ： 島人う け 給 はり、 是は王 せん 島と 申して、 かくれ もな き！ if 人 島と はこの 所な り 0 

御曹子 はき こしめ し、 面々 の 腰に つけたる は、 いかなる 物 ぞと問 ひ 給へば、 是は 太鼓と 

申す 物な り。 何のた めに 付く るとの 袷へば、 島人 巾す やう、 われく が 背の あまり 高く 

して 倒れて あれば 起き あがる 事な し、 叫べ ど聲の 出で ざる 時、. 是を打 鳴らし 候 ふと 申す。 

義經 しばらく 物語して、 逗留 も 詮なし とて、 又 御舟 をお し 出 だす。 風に まかせて 行く ほ 

どに、 八十 餘 日と 申す に は、 又 ある 島へ ぞ 著き 給 ふ 。港に よせて 見 給へば、 男女の 隔て 

はしらす、 三十 人ば かり 裸に て 居たり し を御覽 じて、 いかに 島人、 この 島 をば、 いかな 

る 島との 給 ひければ、 さん 候 ふ此島 はかし まと. e. して、 かくれな き 裸 島と S. すなり。 御 

曹子 きこしめし、 これ は 神の 誓 かや、 所の なら ひか、 不思議な りと 仰せければ、 神の 誓 

にても まし まさす、 ロハ 昔より 此所 のなら ひに て 候 ふとて、 かくなん、 

風 ふけば さむく は あれ ど 裸 島 麻の 衣の やう を 知らねば 

義經 きこしめし、 やさしき 事 を 申す もの かな、 さらば 麻の 衣 を まゐら すべし とて、 |£ に 

向 はせ 給 ひ、 はた ひ ゐんと 中す を 行 ひ 給 ひて、 三度 まねかせ 給へば、 ゑち の 上品 七 八十 

船中に みえ. たり。 すな はち 是を 島へ 與へ 給へば、 島人 ども 喜ぶ 寧 かざりな し。 其 後義經 
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熊 野 11 一 所 i 本 

宮、 ^0, 那智 


入り 候 ふと せば、 名 船 いかほどとの 給へば、 船頭 共う け 袷 はり、 船の 數は 一千 艘と. & 

す、 その 屮に 七艘さ ふら ふ 、こた か、 はやつ き、 波く r り、 はや かぜ， いは わり、 なみ 

わたし、 いはく だきと て 御座 あると. e. す。 義經 きこしめし * 餘の船 は ほしから す、 はや 

風と 好ませ 給 ひ、 こがね 百 兩に買 ひとり 給 ひ、 御座 船と 號 して、 tsl^ 常に 飾り、 かしらに 

は 鞍馬の 大悲多 ii 天、 ともに 氏神 正 八幡 大 菩薩、 ろかい には廿 五の 菩薩 を 書きた てまつ 

り、 勸 請 し、 祈誓 を 巾 させ 給 ひ、 土^^の港を港ぎ出だし、 蒼波禹 里へ おしいだ す。 潮 

をむ すび 手水と し、 日本の 神々 を拜 みたま ふ。 上 は 梵天 帝釋、 下 は 四大天 王， 熊 野 三 所の 

大權 現、 大小の 神 紙、 ことに は 下界の 龍神、， 鹽竈六 所の 明 神、 ねが はく は 千島へ 渡して 

たびた まへ、 大慈大悲と 祈念して、 風に まかせて 行く ほどに、 通ろ 所 は どこく ぞ、 こん 

ろが 島，. 大手 島、 猫 島、 犬島パ まつ 島、 うし 人 島、. おかの 島、 と. -島、 かぶと 島、 たけ 島、 もろが 

島、 ゆみ 島、 きかいが 島... ひるが 島 を、. 明けぬ 暮れぬ と 行く ほどに、 七十 五日と 申す に、 きょ 

なぎさ 

うがる 島に つき 給 ふ。 洛 より 見 給へば、 高さ 十 丈ば かりの もの 二三 十 人出で 來 りしが、 

腰より 上 は 馬に て あり， 下 は 人な りしが、 腰の あたり を 見 給へば、 太鼓 をつ けて ぞ 居た 

りけ な。 義經見給ひ、ぁまりの^;^-の不思議さに、ぃかに島人たち、 此島は 何 とい ふぞ との 


御曹子 島 わ；^ り 


さ る 程に 御曹子、. 秀衡を 召されて、 都 へ 上る ベ き や う を 問 はせ 給 へ ば、 秀銜、 フけ給 はり、 日 

本國 は神國 にて まし ませば、 ものよ ふの 手柄ば かりにて は 成りが たし、 是 よりも 北 州に 

き けんじゃ ラ 

一つの 國 あり、 千島と も、 蝦夷が 島と も 申す、 その内に 喜 見 城の 都 あり、 其 王の 名 をば か 

ね ひら 大王と 6. しけり、 かの 内裏に 一つの 卷物 あり、 其 名 を 大日の 法と. & して かたき 事 

なり、 されば 現世に て は 祈禱の 法、 後世に ては佛 道の 法な り、 _此 兵法 を 行 ひ 給 ふ 物なら 

ば、 日本 國は 君の 御 まよに なるべし、 何と ぞ御 てう ほふあって 御覽 候へ と 巾した てまつ 

れば、 義經此 由 聞し めし、 とや せんかく や あらまし と、 しばし 物 を もの 給 はす。 やよ あ 

つて 所詮 只 かの 島へ 渡らば やと 思しめ して、 秀衡 にいと ま 乞 ひ、 旅の 装束し 給 ひて、 音 

に間きしゎがてぅ四國土3^の港へ つきた まふ。 船頭 を 近付けて、 是は いづく へ 行く 舟ぞ， 

数 はいか ほど あると 問 はせ 給へば、 船頭 北ハ うけ 給 はり、 これ は 北國、 又は 高麗の 船 も 御 


御曹子 島 われ リ 


七 一 


御曹子 島 われり 


御 

草 
紙 


七 

0 


これ はたし かなる 幽靈 なるとて、 草 幾 を かきわけて 見た まへば、 女 はなし、 たビ 白骨と 

簿 一 むら 生 ひに けり。 これ を 見た まひし より、 いよく 世の中の あはれ、 人 G. うへ と 思 

ふこと をば、 いかにも 山 坂 を 隔てても とひ 袷 ふべ し。 

此 物語 を聽く 人、 まして 讀 まん 人 は、 すな はち 観音の 三十 三體 をつ くり、 供養した るに 


に よ h> くわん おん け しん  めんく わん おん 

も 等しき なり。 小町 は 如意 輪觀 音の 化身な り、 又 業 f61- は 十一 面觀 音の 化身な り、 あだに 

もこれ を 思 ふべ からす、 南無 大慈觀 音 菩薩と 囘向 あるべ し。 
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をう の 心 I 誤字 

あるべし 

名所み ち I 名所 

みんなる ぺ し 

け ふの 都 1K々1 

後 拾 遣、 能 因 「錦 

太 は 3 てながら 

乙 そ朽も ：i2 けれ 

ゆ ふの 綁布胸 あ 

は t とや」 

かの 小町 は— 

「は」 は 「が」 の衍 

なる べレ 


候へ— 原本 「候 

13」 と あり * 今改 

む 


ひたる 絲 薄. よる 風の 吹きに けり。 をう の 心 ある やうに 聞きに けり。 尋 ぬる 人 もな 

きま，， に、 とぶら ふかたら ひ 更にな し。 不思議 やな、 在 原の 業 平 は、 歌の 名所み ちと か 

や、 け ふの 郡、 織る 細 布の 胸う ち さわぎ、 かの 小町 は 朽ち はてし あと をと ぶら は ，とやと 

思 ひしが、 しばし 心に うか r はせ 給 ふこと ありて、 休ら ひ 給へば、 歌の 上の 文字、 吹き 

くる 風に つた はりて、 

くれ ごとに 秋風 吹けば あさな 

と、 さやかに 聲の 吹きければ、 ■ 業 平、 下の 文字 をつ ぎた まふ。 

おのれと は 言 はじす-. きの 一 むらと 詠 じ 給へば、 いづく ともなく、 みめかたち いっくし 

き 女房 出で て、 いかな ろ 人に てまし ませば、 この 草 むらに 立ちより て、 歌の 下 をつ けた 

まふらん、 これ こそ 古 きこえし 色好みの 小町が 老い 衰 へて、 白骨と なりて 失せに しあと 

にて^ へ 、 もし 都人に てまし まさば、 かやうな る 所 ありと、 業 平に かたり 給 へ となり、 そ 

れを いかにと 申す に， 業 平 はなさけ も 深き 慈悲の 人に てまし ませば、 さて 小町 はこの 世に 

はや 無き かと 聞かせ 給 は V- 、とぶら ひに も ありぬ べしと、 業 平と は、 業 をた ひらむ ると 書 

きたれば、 おの づ からこの 業 平 を 呼びた てま つれば、 惡業も 皆 消えに けりと なり。 業 平， 


かけく まの 松 一 K 

一力 1- たけく a の 

該 なり、 後 拾 遣、 

季通 「？ g 限の 松 

はふた 木 を 都 入 

れか^と問は^- 

みきと 答へ ん J 

人なら ば 都の 旅 

S マ ー 伊勢 物語 

「栗 原の 姊 一羽 の 

松の 人なら ば 都 

のっと は b ざと 

な はまし を」 

くるしの の l:g 

歌設股 あるべし 


S を h た-^ きて 

I 此上 に 「頭^ 

の 二字 股せ しか 


ぶ摺、 袖に もうつ しと、 r めばやと、 宮城 野の 小 萩が 花の むらす すき、 靡く けぶり は邂逝 

の、 八十 島 かけて 千ず の 浦波、 淺 香の 沼の かつみ 草， ^絕の 橋 や 阿武 あ 川の わたりし 

て、 ゆきみの 里の ほど 近し。 はな かの 櫻、 かけく まの 松の木 立 もみき ときく、 あこ やの 

松 や あね はの 松、 人なら ば 都の 旅に さそ ふべき と、 よみし 歌の 枕 を. せめて 筆に うつし 

て も、 見ば やと 思 ひし 言の 楚の、 いま は 目に 見る ことの 嬉し けれども、 い たづら に耿枕 

よむ とても、 たれ か 小町が 歌と て、 もて あそぶ 人 もな し。 

くるしの のいた づき やする こものて う ありし 昔に 君 を ととけ る 

と ありし 歌の心 かや。 雪 をい ，^r きて、 額に 苦 海の 浪 をた よへ、 身に は： 1Q までお ひすり 

を かけ、 ねぶりの うちに も染 てよ かしと 思へ ど、 つれな く 殘る有 明の、 影 も 形も衰 へて 

いづく ともなく あこがれて、 細 杖に 草の 衣ひぢ にかけ、 笠と 簑と棄 て も やられぬ 身の は 

てし がな と 思へ ども、 いつの 時 を か 待つべき と、 歎き 悲 みけれ ども、 さすがに 惜しき は 

命な り。 厭 へ ども 厭 はざる をば 老の 坂、 願 へ ども 卟 はぬ は 和歌の 浦の たづ の聲 かなと、 年 

を へ て 今日はみ ちの くの 玉 造の 小 野と いふ 草原に 宿りして、 あさな ゆ ふな を暮 しけり。 

岩 木に も あら ざれば、 つ ひに はかなく 露と 消えに けり。 あたり を 見れば、 草 ふかく 繁りぁ 
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t  „^ 草 t 


六 六 


さ \ ぎ やう tl 

西 行 法師の S8 な 

g ペレ 


さすがに かけ-し 

s々ー 伊勢 物語 

「s 藏錢さ す が 

にかけ て賴 むに 

は 問は& もつ ち 

し 問 ふもうる さ 

し」 

€をばー1^々|後 


ば 霞と ともに た 

もし かど 秋風 ぞ 

呔く白 川の 開」 


ゆるし ほけ ぶり、 われ は 八十路 あまりの 身 なれ ども、 いにしへの 歌人の よみし こと は、 

なほ もお ろかと 思 はれて、 かくなん、 

淸見潟 》 ^  i ろに 闢は なかり けりお ほろ 月夜の かすむ 浪路を 

又 さいぎ やう じの 歌に、 

風に なびく 富士 のけぶ りの 空に きえて 行く へ も 知らぬ わが 思 ひかな 

とよ まれし も、 今 こそ 思 ひ 知られ たれ。 さらぬ だに 物憂き こと は束路 の、 墙 生の 小屋の 

いぶせき に、 都の 空 を 見て、 け ふ はう き 身 を 浮 島が 原に まよ ひ 出で て、 行き かふ 人の 道 

しるべと て、 たどり^ \- 行く ほどに、 ゆく へ も 知らす、 はても なき、 武藏 野の すゑに な 

る、 草葉に おく 露の 玉鋅 の、 道の ほとりの 早 蕨 を、 折りても ち 居たり。 これ もものう き 

露の命た すけん ために、 ひぢ かけが さ、 さすがに かけし 武藏 鎧と、 古歌に も 朽るぞ かし。 

なさけ  ころも 

など か 人の 情の なかる らんと、 ゆ ふべ くの 假枕、 草の 衣に 草む しろの、 深き 心 は あら 

みちの く 

すして * 曰かす 積れば 陸奧 の、 しのぶの 里に ほど 近し、 都 をば 霞と ともに 出で しか ど、 

け ふしら 川の 關 にもつき にけ り。 け にや 命 ほど つれな きもの はよ も あら じ、 遠き あづま 

の 旅 衣、 きつ i 怨む るか ひもな し。 都に て 身の むかし をみ ちの くや、 しのぶの 山の しの 


あしや I 奪 間の 

該か 


よ， ひつ， きの 里. I 

原本 「よ ひ 月の 

里」 と あり、 今 

^^む 


草の 乙 もと i- 


思 ひき や 美 濃のお 山の 一 つ 松 契りし こと はい つ も か はら じ 

とよみし は、 これ はいつ はりな り。 契る こと はか はりきて、 月より ほかの 友 はなし。 は 

や 行末 は みのを はり， 何となる みの 潮干が た， あしや を さして 鳴く たづの、 ゆ ふべ の！^ 

ころも 

まで も 身のう へ かと、 潮 汲む あまの 衣 ほす まもな き、 わが 袖 かなと あらそ ひて、 二よ や 

かしこ を 打 過ぎぬ。 もしも やわが よびつぎの 里 もや あると 聞 きゐたり。 松風の 里の あた 

りさび しゃな、 さよ 千鳥 聲 こそ 近くなる みがた、 かたぶく 月に しほ ゃ满 つらん と、 八つ 檢 

の蜘 手に 物 やお も ふらん、 一 むら 山 や、 みや ぢ山、 日 もはや 旣 にくれ は どり， あやは， か 

なき 身の、 いっか 身の ゆく へ をと ほた ふみ、 さよの 中 山 こえ やすし、 薆き にも かこつ 命な 

りけ り、 露の 枕に かたぶきて、 

たびねす る 木の 下露の 袖に だ に しぐれぬ るな りさよ の 中 山 

と 詠 じけ る こそ やさし けれ。 いかなる 罪の むくいに て、 かよる 憂き身の 旅 をす るが なる、 

宇津の 山路 を こえに けり。 昔 は 夢 かう つ. -の 山路 を、 あと も 見えぬ 蔦の 細道 かきわけて、 

草の こもと もし をれ けり。 今 はまた 何 を か 身に も纒 へんと、 なく^\»ぉきっの_你千^|*淸 

見が 閼 にっきに けり。 富士の 高嶺に 立つ けぶり をな がめ、 濟ぎ ゆく 舟 をみ ほの 沛、 松 •  原 こ 
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W  •  さ 立ちより て 

s々ー 古今 十七 

「鏡 W  ？  VH ュも 

上りて 見て ゆか 

ん 年へ &る身 は 

老 h や し&る 

と」 


山路 をた どり ゆく 程に、 遠き あづまに 思 ひきぬ。 をち こち 人に 問 ひ 給へば、 はや 逢坂 山 

にっきに けり。 これ や この 蟬丸 のす てられし 跡 かとよ。 たづ ぬれ ど 小町に 答 ふる 人 もな 

ま ャ  せき も. 0 

し。 たづき も 知らぬ 旅人 を、 とむ る 關屋は あれ ども、 小町 をと 5i むる 闢 守 はなし。 わが 

身一つの ひとりごと、 よしや 人 をも怨 むま じ、 た r わが 身の ありさま を、 ゆ ふつけ 鳥の 

聲ま でも、 泣く 淚 おち. そ ひて、 賴むカ は 竹の杖、 ふす かとすれば 草 筵、 枕と なる は、 この 

宿の なさけの 人 もな きま よに、 立ちよ る 蔭 は 松の した • 休みく ゆく 程に、 鏡の 山に つ 

きに けり。 いざ 立ちより て、 老の形 を-, ^ 見る やとて、 しばし は 足 を 休めつ V いま は賤 

しき 身と はなり ぬれ ど、 一 首 かくなん、 

花の 色もう つし と， r めよ 鏡山舂 よりのち の 影 もみる やと 

かやう に 詠 じ、 又 小町、 

人影 もせぬ もの ゆ ゑに 呼子 鳥 何 を 鏡の 山 になく らん 

とうち ながめて、 人 伴 はね ども、 又と ふ 人 もな けれども， むかひの 里に つきに けり。 さ 

だめし 宿 はな けれども、 雨 はふり きぬ 美 濃の 國、 みののお やまの 一 つ 松， 語ら ふ 友 はま 

れ にして. いそぎ/ \-ぞ 下りけ る。  ノ 


た-!^そふ|た-^ 


さてし,？ あ ちぎ 

る I さてし も あ 

ら， されば の 祈 か 

そん を ひ SC げ物 

をたて給へ 1そ 

でをひる^^物を 

たぺ 給へ の 誤 は 

や 


夢に つた はりた る ことわり、 明け くれ 思 ひすつ る 言の 紫、 誰か は 老の坂 を 越え ざらん、 の 

がるべき 道 もな し、 花 もさす が 蒼め るラ ちに、 嵐 は ゆしく して、 さそ ひぬ る 時 も あり、 入 

ら すして 雪に た そふ 月 も あり、 これ 生死の境に ひとしく して、 よろ づ 身のう へと 思 ひ 

ける、. ある 歌に、 

世の中 を： 1： にたと へ ん あさ ほらけ i9 ぎ ゆく 舟の あとの ほ 波 

とよ まれけ る も、 ことわりな りと 思 ふに も、 ひま もな くして、 淨土を 願 は ざり けり、 い 

かで か 馴れに し 人 も 助から ざるべき、 みづ から も 狂 宵綺 語の ことわり を ふり 棄 てて、 大 

悲を たのみ. E. すべし とて、 かき 消す やうに 失せに けり。 不思議 やな、 夢に たはぶ れつる 

心して、 ゆき 方 しらす 歸り たま ひし 面影 を、 かい 見えさせ 給 はすて、 うせ 給 ひつる は、 是 

は 業 平にて はまし まさ， す や、 觀音 菩薩と 思 ふなり。 さてし も あらざる 草のと ほそ 引きた 

てて、 又 里へ とて 出で にけ り。 こ i やかし この 門に 立ちて、 そん を ひろけ 物 をた て 給へ 

と、 聲を あゆて 立ち ゐ たり。 見る 人 ごとに、 いにしへの 小町が なれる 姿 を 見よ やとお り 

ければ、 集り こぞり て さよ やきけ る。 

あさまし や、 あまりに 都の ほとり は， われ を 知らぬ 人 もな しとて、 足に まかせて、 足曳の 
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みづ からが、 衰へ はてた る 有樣、 譬 へんかた もな き 心なり とて、 叉 袖 を 顔に おしあてけ 

れば， 業 平、 むかし を 忍び 給 ふなよ、 逢 ふ は 別れの はじめ， 生る. -は 死すべき はじめ、 た 

だ 水の 泡なる 世に、 何事 をい ま 語り 給へ る • ふみの かす を 打 忘れ、. 思 ひし こと を拂 ひす 

く ゆん  なさけ 

て、 南無 西方 極樂 世界へ 迎 へさせ 給へ と 念じ 給 ひて、 わが 苦 患 を もの がれ、 酈れ にし 情 

の 人 を も 助け 給へ と、 在 原の 業 平く どき 給へば、 小町、 いよく 心 を ひるが へし、 あら 

しゃ、 ひじる らう  »  、 

嬉しの 御詞ぞ や、 生死 流浪の 迷 ひの 道し るべ、 -敎へ 給 ふことの 有りが たさよ よくく 

思 ひつ r ベる に、 妄執の 深き は，^ 人な り、 觀音 とも、 地藏 とも、 御身 を 頼み 申さん と あ 

ム.？ 

りければ、 まことの 道 を 願 ふこ そ、 怫も 慈悲 を 垂れ 給へ、 われ も 過ぎに し 古事 を 語りて 

きかせ. & さんと て、 同じ 瞻悔 をし 袷 ふ。 われ も 心 をう つし、 身 をす てて 色 ごのみ は數を 

そめ <5j の 

しらす 逢 ひ 馴れし かど も、 その 巾に も ひとめし はわ づ かなり、 以上 十三 人、 第一 染殿 

の 后、 第二に は 紀の有 常が むすめ、 第三に は 齋宮の 女御な り、 そのほか 伊勢 物語に かき 

つけし 筆の あとに 見えぬべし。  . 

みづ から も 千 人と しるしたり、 これ 皆 いつはり の 情なり、 まことに 妄執の 雲 晴れに け 

り、 など か 4^ 佛 なら ざらん や、 されば 世の中の さだめし こと は 定め ありと、 むば たまの 


ます だのれ けみ 

lis 田の 池 を、 

生けみ 殺しと か 

ゆた リ 

鮒 包燒き I 鮒の 

包 燒は近 江の 名 

物な リ、 それ を 


たり i- 


なば たの 逢瀬の 中の ふみ も存 り、 妹 背の 中の ふみ も あり、 思 ひ あかしの 文 も 有り、 宇治 

の柴 舟の ふみ も あり、 戀を する がの ふみ も あり、 富士 のけぶ りの 文 も あり、 難 波 津の細 

道た えし 身 をつ くしの ふみ も あり、 すみよし や、 きくに 人な きふみ も あり、 溶の眞 妙の 

ふみ も あり、 よみつ くしえぬ ふみ も、 歌に そへ たる ふみ も あり、 やどりの 文 も あり、 お 

も ひます だのい けみ 殺しの ふみ も あり、 堅 田の 鮒包燒 きすつ るふみ も あり、 阿 消が 浦 

に ひく 網の、 目にあ まりた るふみ も あり、 藻に うづ もれした まがし はの 文 も あり、 あは 

れ みても 兒手 柏の 文 も あり、 蓬生の 荷と かきたる 文 も あり、 淺 香の 沼の かつみぐ さ. か 

つ 見し より 思 ひの 種と 書きた るふみ も あり、 珍しき 初 雁が ねのお とづれ の ふみ も あり、 う 

はの 茶に も 聞く やい かにと 窨 きたる ふみ も あり， さも かにの いと はかなき 文 も あり、 逄 

坂 山の さね かづら. くる 人 もな きふみ も、 お ほつ かなく も 呼子 鳥の ふみ も あり、 八つ 

橋. や、 蜘手 にち かひた るふみ も あり， へだても あら じ杜 若. 色 紫の ふみ も あり、 箒 木の よ 

そながら 見し 文 も あり、 風の たよりの 文 も あり、 細 谷川の 丸木橋の， ふみ も あり、 室の 5<： 

し ♦*  し みづ  く. *、4 も 

島に 立つ けぶりの 文 も あり. 野中の 淸 水と かきたる ふみ も あり、 雪の したが さねの、 紅 

みめ 

梁の ふみ も あり われ 知らぬ ふみ も あり、 山 時鳥き かま ほし さは ー聲 をと、 戀 ひそめし 


小町 草紙 


山ハ 1 


御伽 草紙 


K〇 


？ 上 ふたす き 

く ゆ ふだす 

さの 設 にて、 幾 

多の 木綿 It の 意 

にや -^. 


ゆなる 心地して、 おちぶ るう ちに も 誰に か 靡かん と、 うしろめ たく も 思 ひしに、 いつの 

まに 變り はてた る 花園の、 かれ < ^になる 草の葉 をと ぶら ひ 給 ふ は 不思議 さよ。 その 歌 

び.； 一  しらたま  ふみ  あまた 

人の 色に ふけりし こと、 かす を 白玉の、 手に とる 文の かす 數多 ありし かど も、 身の て 

しまで はなさけ の つま は 無 かりけ り。 

たより  あい ねん 

ありがたの 在 原 や、 これ こそよ き 便 なれ、 いで 過ぎに し 愛 念のう ち を かたり. S- さんと、 

恥しながら いくへ ふたす きかけ て、 頼み はあり そ 海の 底 ひなく、 懺悔 申さん と 有り けれ 

ば、 淚に むせび 給 ひて、 業： 牛 仰せけ る は • さらぬ だに 女 は 罪 ふかくして、 業 障の 雪 あつ 

く、 眞 如の 月 も 晴れ やらす， 心の 水 も 濁りつ i 思 ひと 思 ふこと は、 惡業烦 惱の胖 なり、 

されば 佛も經 に 第一 嫌 ひた まふ、 しかりと はいへ ども、 男な くして 女な し、 佛 なくして 

は 衆生な し、 愛別離苦の ことわり、 皆目の 前ぞ かしと 語り 給へば， 小町 は 手 を あはせ て 

禮し、 その後 懺悔 を かたりけ り。 それ 戀路に まよ ひし 人 は、 第一に みかどの 御 歌. 第二 

に 貫 之が 玉章. さて は 花に 結びし 文 も あり、 あさが ほの 黃昏 時の ふみ も あり。 よそめ を 

包む ふみ も、 淚 おとした るふみ も 有り、 岩 もる 水の ふみ も あり、 うき を 名 を しどりの 文 

も あり、 覚の 水の 文 も あり， つまの を じかの 文 も あり、 うらみ を 葛の 葉の ふみ も 有り * た 
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音む か へ させ 給 へ とて 念じ つ --、 ありがた や、 は 

や 行末 は 近く、 なぎさの 法の 舟う かぶ、 たより 

は 六つの 文字、 唱 ふる it は ひま もな し、 いかで 

か 諸佛も 助け 給 はざる らんと 思 ひつよ、 をり ふ 

し 小 野の 細遒 かきわけて、 おのと ほそ を. うちな 

らし、 いにしへの 色好みの 小 野の 小町 はこれ に 

渡らせ 給 ふかと と はれければ、 はづ かしゃ、 こ 

は そ も 夢 かう つ i か 幻 か、 いかなる 人に てまし 

ませば、 いやしき 柴の戶 に 竹の 注の ふしど ころ 

をば 問 はせ 給 ふ は、 こなたの 事 か、 よその ため 

か * 何事 ぞゃ、 よくく 思へば 同じ 色好みの、 な 

さけ も 殊に 在 原の、 おも かけ は 業 平の， あら は 

づ かしわが 姿、 さし もこ そ、 花の 姿の 袖 かさね * 

、1 めつ！ ろ も  J-A なへ し 

に ほひ も 深き 梅 衣、 たち 姿 は女郞 花の、 露お も 

五 九 
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ちりぐ 袖 やし ほる らん、 戀 しの 昔 や、 しのばし の 心 や。 いにし へ はかりに 住みに し 宿 ま 

でも、 玉 をみ がき 庭に は 環珞を かけ 、戸に は 水晶 を つらね、 臥し 待つ 月の 床のう へに は 

花のに しき， 玉 を つらね、 戶を そば だてて， 枕の 塵を拂 ひ、 心に かよる 人 あまたね て 

狂 in 綺 語の 身 なれ ども、 今 は只朽 木の 柳い と r しく、 姿 は 女の 耿、 此 小町が 歌 は 衣通姬 

のな がれな り、 あはれ なるや ラ にて 强 からす。 されば よみし 歌に も、 

思 ひつ- - ぬれば や 人の 見えつ らん 夢と 知りせ ば さめ ざ ら まし を 

またうた に、 

色み えで うつ ろ ふ もの は. 世の中の 人の 心の 花に ぞ 有りけ る 

と 詠 じ 給 ひし も、 ゆに ことわりと 詠みし なり。 今 も 思 ひ あは すれば、 業 平の 歌に、 

月 や あらぬ 春 や 昔 の 春なら ぬ わがみ 一 つ はもとの 身に し て 

とえい じ 袷 ひし もけ にこと わりと、 口す さみして 泣く より 外の 事ぞ なき。 . 身の 有 樣を思 

ひつ r けて かくなん、 

わび ぬれば 身 を 浮 草の ねを絕 えて さそ ふ 水 あらば いなんと ぞ思ふ 

かや ラに 詠みお ける 言の葉まで も あはれ なり。 今 は 只た のむ かたと て は、 南無 大悲觀 世 


御 さう みやう し 

1 設股 ある ぺ 

し、 意義 逋ぜず 


來の御 さう みやう し、 され ども 一 の 御 さう は あまりに 巾し いだす も 恐れな りと て 殘し給 

へり。 されば 歌 をよ くよ めば、 佛を つくり、 供養した てまつ り. e. すと 同じ 0 わるく よめば、 

佛を つくり 損 ざする と 見えたり。 又 小町 は 51- にあ ふこと， まづ千 人と しるし たれ ども、 あ 

うて 逢 はぬ とも 見えたり。 かたちの よき こと， 李 夫人、 衣通姬 にも 異ならす。 見る もの、 

聞く もの、 これ を俱 ぶこと 筑波 根の この もの 繁 きこと 數を 知らす して、 ありし 事 も 今 は 

淺香 山の 淺 ましき 身と なり、 難波津 にさく や この 花と、 さかりに ありし こと も 失せ はて 

て、 あはれ 催す 秋の 野に、 鳴く 虫の 聲ま でも、 わが 身のう へと 思 ひつる、 いつまで 命の 

露、 草の いほりに 1  檑 りして、 昔 をし のぶ 草の 垣に しゅく、 露のお ちぶれ いでたる 我 身 か 

なと、 視 をなら し 筆 を そめて， 藻賺 草の すける 道と て、 八そぢ あまりに てかき 集めた る 水 

荦 一の あと はかなく 成り ゆく 世の中に、 長ら へ はつべき 身 ともなき に、 など か は 人の 願 は 

ざるらん、 知らす してつ もれる こと は 罪の 業 を しづの めが、 明くる を も 知らす、 ロハいた 

づらに 年月 を、 つくも 髮の われらが 有樣 は、 かほ どに 鶯の 音に はや 夏に うつりき て. 次 

第々々 よわりはて たる 身なりけ り、 さりながら 心 は 花に なりに けり。 

まさ 

色に つき 香に ふける こと は、 いにしへ より は 擦りつ i と 思へ ども、 か へらぬ は老の 彼の 
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も禮 せす、 神 をも拜 ますして、 い たづら に 月日 をお くり 給 ふこと を悲 び、 色 ごのみ の 遊 

女とう まれ、 飛 花 落葉の 世の中， ひとたび は榮 え、 ひとたび は衰 ふ。 妙なる 花の 散り 

はてて、 苔の したに 朽ち はつる 有樣 をみ せ、 よろ づの 心に まかせぬ 言の葉 を、 空 ゆく 月 

のく もりな き 夜 も、 しぐれの 空の たち 迷 ひて、 さはり となれ る を も. これにて 眺め、 これ 

につけても 歌の 姿、 人 丸の 歌に、  . 

ほの ぐ とあかし の 浦の 朝霧に 島が くれゆく 舟 をし ぞ おも ふ 

と 詠 じ 給 ひし 歌 も 衆生の ためなり。 明 石の 浦と は 衆生の 迷 ひの 心なり、 島. かぐれ ゆく と 

は 三界 流轉の 心なり、 舟 をし ぞ おも ふと は、 大慈大悲の あはれ み 袷 ふ 心なり。 されば 神 

つち  す さの のみこ ミ 

世に は、 あらがねの 地に して、 素 蓋 男 尊より 起り ける。 いまだ 文字 も 定まらす • すなほ 

にして ことの 心 も わき ま へ がた し、 人の 世と なりて 文字 もさ だまりぬ。 f  J  £ に 出 雪の 國 

に 八 色の 雪の 立ちけ る をよ み 給 へ り。  善 

八 雪た つ 出 雲 八重垣 つま ごめ に 八重垣 つく る その 八重垣 を 

これより して 文字の かす 三十 一 字に 定まりぬ。 花に あそぶ 驚. 水に すめる 蛙まで も 知れ 

り。 ましてい はんや、 人と してい かで か 歌 をよ まざらん。 三十 一字 はこ ともおろ かや、 如 
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そ もく 淸和 のころ、 內 裏に 小町と いふ 色 ごのみ の 遊女 あり。 春 は 花に 心 をつ くし、 秋 

^^^^^u は 月の 前の 雪 を 厭 ひ、 あしたに 一 さいの 曙の けしき を 眺めて、 言葉の 種と なれり、 ゆ ふ 

となせ りの 誤 か 

べに は 哀れ を さそ ふ 鐘の 聲、 つくぐ と 世 S 中 を 思 ふに も、 た r 夢 まほろし の 心地して、 

つゆ ごろ も  に ほん 

草葉に おける 露 衣、 尙ぁだ なる は 命な りと 思 ふに も、 日本の 歌の道 ほど、 もて あそぶ ベ 

き 物 はなし、 よろ づの 言の葉と なりに けり。 歌の 德 あまた あり、 世の中の 曼き にもつら き 

やみ まミけ  C めつ ち 

紳佛 のた まふげ にも 詠 じ、 神佛 S たま ふゆに もな り、 又は 力 を も 入れす して， 天地 を 動かし、 目に みえ 

I 怫ょリ 人に  おに かみ  を ミニ をん. M 

給 はる 谒€ 意に ぬ 鬼神 を も あはれ と 思 は： K 男 女の 中 を もや はら ゆ、 猛 きものよ ふの 心 を も 慰む る は 歌 

や  すぐ 

なりと て、 この 小町 は 歌 をよ むこと 勝れたり。 

M ま |^『 いにし への 衣 通姬の 流と も. し、 觀 音の 化身と も 申す。 かりに この 世に うまれ 給 ひて、 有 

あく、 無 あく、 衆生の、 まよ ひ 深き 女人、 餘 りに 心 もな き 者の、 あはれ を も 知らす、 佛を 
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せ 給 ふ。 さて また 宰相 どの は、 伊賀の 國に 御所 をつ くらせ、 子孫 繁昌に すませ 給 ひけり 0 

これた r 長 谷の 觀 音の 御 利 生と. ぞ閒 えけ る。 今に 至る まで 觀昔を 信じ 巾せば、 あらたに 

御 利 生 ありと 申し 傅へ はんべ りけ る。 この 物語 をき く 人 は、 《おに 觀 せの 名 號を十 返. つつ 

御唱 へ あるべ きものな り。 南無 大慈大悲 観世音 菩薩。 

頼みても なほ かひ あり や 観世音！ 一世 安樂の ちか ひ 聞く にも  ， 
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身 はた r スとは 思 はぬな り、 御名の り 候へ と ありければ、 ありの ま i に 語らん と は 思し 

めし けれども、 まよ は- -の名 を 立つ る にゃあた らんと 思 ひ、 かれこれ とりま ぎら かし 名 

のり 給 はす。 其 後 姬君は 母上の 御 菩提 懇に とぶら ひ 給 ふ。 かくて 過ぎ ゆく 程に、 公達 あ 

また 設け 袷 ひて、 御 よろこび 限りなし。 これにつ けても 捨てられし 故鄉の 父御 前 を戀し 

く、 御 公達 を も 見せ まゐら せた く 思しめ しける。 さる ほどに 故擲 のま. -は i 御前 は、 ^贪 

しゃ 

者なる ゆ ゑに 召使 はる- f もの も、 かなた こなたへ 逸け はしり、 後に は 貧しくな り、 ひと 

り もちた る姬を もと ふ 人 もな し。 御 ふたりの 中 も あしくな りければ、 貧しき すま ひ 何 か 

せん、 心に のこる 事 もな しとて、 父御 ぜん は いづく とも 知らす、 修行に たち 出で 給 ふ。 つ 

くぐ 物 を 案す るに、 さりに し 北の方、 子な き 事 を悲 みて 長 谷に まう で 、さまぐ 祈り、 

觀 音の 御 利 生に より、 姬を 一人 まう けしに、 母むな しくな り 給 ひて 後、 あらぬ かたはつ 

きけ る を 不思議に 思 ひしに、 親なら ぬ 親と て、 おそろし や、 いろ-,, \> に ざんそう を 首 ひ 

ける を、 ま， J とと 思 ひ 追 ひいだ し つ る 事の 不便 さよ、 お 身が 人の やうに も あらば こそ、 い 

づ くの 浦に 住み、 いかなる 憂き め を も 見る らん、 不便の もの かなと 思しめ した まふ 0 さる 

ほどに 父御 ぜん 長 谷の 觀 音へ 御 まゐり ありて、 鉢 かづ き の姬 いまだ 浮世に あるなら ばぶ 
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たちあ そばされ 候へ、 其 後 は ともかくも 申して 見ん と ありければ、 御 ぜんた ち 仰せけ る 

は、 姬君 はけ ふの 御 客 もじに てまし ませば、 まづく 一 首 あそばし 候へ と 責められ ける。 

その 時姬君 一首 とりあへ す， 

春 は 花 夏 は. たちばな 秋 は 菊 いづれ の 露に おく もの ぞうき 

と、 かやう にあ そばし ける。 御 筆の す さび、 道 風が 震 ひ 筆 も かく やらん と 目 を おどろか 

すば かりなり 。人々 これ を 見て、 いかさま 此人 は、 古の 玉藻の 前 か、 恐し やな どと. a. す。 

さる ほどに また 御盃 いでければ、 しう と 御 ぜんき こしめ し、 姬 君に 御 さし ありて、 御 肴 

中さん とて、 我 所領 七 百 町と は 中せ ども、 二 千 三 fen 町のと ころな り、 一千 町 をば 姬 君に 

まゐら する、 また 一千 町 をば 宰相の 君に とらすべし、 殘る 三百 町 をば 一 二人の 子どもに 取 

ら するな り、 百町づ i わけて 取れ、 これ を 不足に 思 ふ もの あらば、 親 とも子と も 思 ふべ 

からすと 仰せければ、 兄 御た ちき こしめ し、 あはぬ 事と は 思へ ども、 貴 命 なれば 力なし、 

今より して は， 宰相の 君 を 總領と 思 ふべ しと、 三人 同心し 給 ひけり。 さる ほどに 姬 君に 

はれん ぜぃを 初めと して、 女房た ち 二十 四 人つ； &. り、 宰相 殿の すませ 袷 ふたけ の 網 

へう つらせ 給 ふ。 かくて 過ぎ ゆきけ る 程に、 ある 時 宰相 殿 仰せけ る やう は、 いかさま 御 


に は 敎へ給 ふと も， 今夜のう ちに は 敎へ給 ふこと なる まじ、 いざや 始めん とて， 兄嫁 御 

ぜん は 琵琶の 役、 次郎 よめご は笙を 吹き 給 ふ。 とのう へ は 鼓う ち、 姬君は 和 琴 御 しらべ 候 

へと K めら れ ける。 其 時顺 君お ほせけ る やう は、 かやう の 事 はい まだ 間き はじめにて 候 

へば、 すこしも 存ぜす 候 ふと 御辭返 あり。 宰相 殿御 覽 じて、 我 身を姬 君と 見よ かし、 ゆ 

きて ひかん もの をと 思しめ しける。 其 時 姬君御 心のう ちに 思す やう は、 われ を賤 しき も 

のと 思 ひ、 かやう にして 笑 はんため と 思 召し、 われ もむ かし 母に か しづかれ し 時には， 朝 

夕 手 なれし 樂の道 なれば、 ひかう す ものと 出- ^ 召し、， さらば 引きて み 巾し 候 はんとて、 そ 

ばなる 和 琴 ひきよせ、 三 べんしら ベ 給 ひける。 宰相 殿御 覽 じて * 嬉しき ことかぎ りなし。 

御 ぜんた ち御覽 じて、 歌 をよ み、 手 かく こと も、 後に は 宰相 殿御 敎へ あるべし、 只今の 

うちに は敎 ふること もなる まじ、 さらば 歌 をよ ませ 笑 はんと、 談合な され、 これ 御 覽ぜょ 

姬君、 櫻が 枝に 藤の 花、 春と 夏と は 隣な り、 秋 はこと さら 菊の花、 これにつ き. 她君 一首 あ 

そばし 候へ と 仰せければ、 姬君 きこしめし、 あらむ つかしの 事 を 仰せ 候 ふ もの かな、 わ 

れ くが 能に は、 此 ほど 湯殿に さ ぶら ひて、 朝夕て なれし 水車、 汲み あゆし より 外の こと 

はなし、 歌と いふ こと はいか やうなる 物 やらん、 すこしも 存ぜす 候 ふ、 ま づく御 ぜん 
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こがね 十兩、 唐 綾、 織物の 御 小袖 三十 かさね、 唐錦 十 反、 卷絹 五十 疋、 廣蓋 につませ まゐ 

ら せらる。 しう とめ 御前への 御 引出物に は. 染物百 端， 黃金 のまる かせ、 しろがね にて 作 

りたる けん ほの^の 枝 をり、 こがねの 臺に すゑて 參ら せらる- -0 人々 みて みめかたち、 

目 を 驚かす I 原 衣裳、 御 引出物に いたる まで、 勝り はすれ ども 人に 劣らす と、 目 を 驚かす ばかりな り。 

^目き の 二字 

なし、 I 本に よ 三人の 兄嫁 御 ぜんた ち を も， 初めはう つくしく 思 召し けれども、 此姬 君に あは すれば、 

ゆ .た，7  あにご 

佛の 御前に 惡魔 外道が ゐ たるに 異ならす。 兄 御た ち 仰せけ る は、 いざや のぞきて 見ん と 

て、 のぞき 見 給へば、 あたり も か r やくほ どの 美人な り 。皆々 不思議に 思しめ して、 何 

と 申すべき 言の葉 もな し。 楊 貴妃李 夫人 もこれ に はいか r 優るべき、 とても 人間に 生れ 

なば、 かやう の 人と こそ 一 夜な りと も 契りお かま ほし けれと、 人々 うらやみ 給 ひけり。 三 

fe え b り 1?^、 む 位の 中將 殿お ほしめ しける は、 このほど 宰相の 君た えいり 思 ひつる ことこ そこと わりな 

れと 思しめ しける。 さて 御盃 まゐ りければ、 しう とめ 御前き こしめ し、 やがて 姬君 にさ 

し 給 ふ。 其 後獻々 ま はりければ、 三人の 兄嫁 裨 ぜんた ち、 談合 ある やう は. みめ は下臈 

くわ ゆん  わ つ 一ん  わ ん  Att もミ 

によらぬ なり、 管 絵 を はじめ、 和 琴 を しらべさすべし、 和 琴 はこと に その 源 を 知らせ 

ざれば、 左右な くひ かれぬ ものな り、 宰相 殿 は そのみな もと を も あきらめ 給へば、 のち 


翡舉 のかん Vv し 

II 


.5 とほし きに I 

.5 とほし さはの 

衍か 


ば、 宰相 殿き こしめ し、 只今 それへ まゐ ると 仰せければ、 人々 見て 笑 はんと ぞ じょめ き 

ける。 出で させ 給 ふ ありさま、 物に よく/ \»醫 ふれば、 ほのかに 出 でんと する 月に 雲の 

か. -る 風情に て、 御 かほば せ氣 高く いつくしく、 御 姿 は 春の はじめの 糸 櫻の、 露の ひま 

よりも ほの 見えて、 朝日のう つろ ふ 風情に 異ならす、 霞の まゆす みほの ぐと、 鮮妍 たる 

b ャ、 ん  は  えんでん 

兩髮は 秋の 蟬の 羽に たぐへ、 宛轉 たる 御 かほば せ は、 春 は 花に ねたまれ、 秋 は 月に そね 

まれた まふ 御風 情なり。 御 年の よは ひ 十五 六 ほどに 見えさせ 給 ふ。 御 装束に は、 肌に は 

白き 練の きぬ、 上に は 唐 綾、 紅梅. 紫、 いろくの 御 小袖、 くれなる の 千 入の 御 袴 ふみ 

ひ す 6  や 5 が...' 

く. -み、 薪翠 のかん ざし ゆりかけ て 歩ませ 給 ふ 御 姿、 偏に 天人の 影 向 も かく やと 思 ひし 

られ けり。 待ちう けて 見た まふ 人々、 みなく 目 を 驚かし、 興さめ てぞ おはしけ る 。宰 

相 殿の 御 心の中の 嬉し さ 限りなし。 さる ほどに 御座 敷 一段 さがりて、 こしら へたる 處に 

なほらん とし 給 ふ 時に、 しう と 三位の 中將 殿、 いかで 天人の 影 向 を 下座に おくべき とて 

請 じさせた まふ。  ノ 

あまりの いと ほしき に、 S 御前の ひだりの 膝元へ 呼び ま ゐらせ 給 ひける。 さてし うと 殿 

人の 御 引出物に は，、 しろがねの 臺に黃 金の 盃 すゑ、 黃金 にて つくりた る 三つな りの 橘、 


はち かづ 
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き 御 小袖、 上に はいろ くの 御 小袖め し、 くれな ゐの袴 ふみく よみ、 御ぐ し はたけに 餘 

り、 あたり も か *i やく 計りな り。 御 引出物に は 唐 綾 十疋， 小袖 十 かさね、 廣蓋に 人れ ま 

はたち  じ 八 じ や、 r- 

ゐらせ 給 ふ。 次 の 嫁 ご は 御 年 二十ば かりにて， 尋常に して 氣 高く、 人に す-ぐれて 見え 

給 ふ。 御ぐ し はたけと 等しく、 御 装束 は 肌に はす r しの 御 袷、 上に は 招 絡の 御 小袖. 紅梅 

の 縫物の 御 袴 ふみく. ^み， さて 引出物に は， 小袖 三十が さね ま ゐらせ 給 ふ。 三男の よめ 

御前 もっとも 御 年 十八ば かりとう ち 見え、 御ぐ したけ に は 足らね ども、 月に 嫉 まれ 花に 

そね まれ させ 給 ふ ほどの 御風 情なり。 御 装束 は 肌に は 紅梅の 御 小袖、 k に は 唐 緩 著た ま 

へり。 御 引出物に は染物 三十 反 ま ゐらせ 給 ふ。 三人の よめ 御前， いづれ も 劣らぬ 御 姿な 

り。 さて 遙 にさが りたる 處に、 破れた る疊 をし かせ、 鉢 かづき 置かん とこ しらへ ける。 人 

人 申し あ ひける は、 三人の 嫁御 前 は 見 奉りぬ、 鉢 かづきが 淺 ましき 體 にて 出 でん を 見て 

笑 はんとて、 軒端の 鳥に は あらね ども、 羽づ くろ ひして 待ち ゐ たり。 さて 三人の よめご 

ぜん 等 も、 今や，^ と 待ち 給 ふ。 又し うと 御前 仰せけ る は、 いづく へ も 行かす して、 只 

今 恥 を かくべき 事の 悲し-さよ、 何し によめ 合な どと いはす とも、 善き も惡 しき も 知らぬ 

體 にて、 おくべき もの をと §： せけ る。 さる ほどに 鉢 かづき 遲 しと、 たび/ \» 使た ち けれ 


千 入の 拷 I. 幾度 

； めて 色 き 袴 


世間 さケ めきけ 

gl 世間の 物苷 

騒し くなる 


ネ 得心！. 心得の 

無き こと 


れなゐ の 千 人の 袴、 かすの 寶物を 入れられたり。 

姬君 これ を 見た まひて、 わが 母 長 谷の 觀音を 信 

じ 給 ひし 御 利 生と おほしめ して、 嬉しき にも 悲 

しきに も、 さきだつ もの は淚 なり 0 さて 宰相 殿 

これ を 見 袷 ひて、 これほど いみ じき 粜 報に てま 

します 事の 嬉し さよ、 今 は いづく へ も 行くべき 

にあら すと て * 嫁 4n の 座敷へ いでんと こしら へ 

給 ふ。 旣に はや 夜 も 明けければ、 世 問 さ *i めき 

ける。 人々 いひけ る は、 これほどの 御座 敷へ あ 

の 鉢 かづきが 出 でんと 思 ひ、 いづく へ も 行かぬ 

ふ ミ くしん 

ことの， 不 得心 さよと 笑 ひける。 さる 程に とく 

とくと ふれければ、 嫡子の 御よ め 御前 は 尋常な 

る 御 装束に て、 御 年の 程 二十 二三ば かりとう ち 

見えて、 頃 は 九月な かばの 事 なれば、 肌に は 白 
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と、 かやう に 遊ばし 立ちい でんと し 給 ふ 時、 鉢 かづき かくば かり、 

わが 思 ふ 心のう ち も 湧き か へる 岩間の 水 を 見る に つけても 

などとう ちな がめ、 また 鉢 かづき かくなん、 

よし さらば 野 邊の草 ともなり もせで 君 を 露と もと もに 消えなん 

と あそばしければ、 また 宰相 殿 かくば かり、 

路 のべ の 萩の 末葉の 露 ほ ども 契りて 知る ぞ われ もた まらん 

と あそばして、 旣に出 でんと し 給 ふが、 さすが 御な ごり をし く、 悲しく 思 ひ 給 ひて， 左 

右な く 出で やらす、 た r 御淚 せき あへ す。 かくて 留まるべき にも あら ざれば、 夜 もやう 

やう 明 方に なり ぬれば、 急ぎい でんと て淚 とともに、 一 一人ながら 出 でんと し 給 ふ 時に、 い 

た r き 給 ふ 鉢 かっぱと 前に 落ちに けり。 

宰相 殿お どろき 給 ひて、 姬 君の 御顔 をつ くぐと 見 給へば、 十五夜の 月の 雲間 を 出づる 

に 異ならす、 髮 のか. -り、 姿 かたち 何に 譬 へんかた もな じ。 若君 うれしく 思 召し、 落ちた 

九 かせ I 巾蓍 る 鉢 を あけて 見 給へば、 二つ かけごの 其 下に、 金の 丸 かせ， 金の 不 f 銀 のこ ひさ ゅノ砂 

s^l のな し I 金に て 作りた る 三つな りの 橘， 銀 にて つくりた る けん ほの なし、 十二 ひとへの 御 小袖、 


しと、 口々 に ふれさせ ける。 さる ほどに 宰相 殿 鉢 かづきが もとへ 御 人り ありて、 あれ^ 

きた ま へ 、 われく を 追 ひ 失 はんため に、 嫁 くらべと いふ こと 申しいだ して ふ れ候 へ ば、 

いか r せんと 淚を 流し 給 ひければ、 鉢 かっき もと もに 淚を 流し 巾 す やう、 われ ゆ ゑに^ 

をい たづら になし 申すべき か、 われく いづく へ も 行かん と 申しければ、 宰相 殿 仰せけ 

かた ミき 

る は、 御身に 離れて は 片時 も ゐられ 候 ふま じ、 いづかた へな りと も 共に 出 でんとの 袷へ 

ば、 鉢 かづき 何と 思 ひわけ たる 方 もな く、 淚を 流し ゐ たりけ り。 さてと かく 過ぎ ゆく 程 

あはせ  ふ ii り 

に、 よめ 合の 日に もな り ぬれば、 宰相 殿 鉢 かづきと 二人、 いづく へ も 立ちい でんと W 心 召 

わら-,' づ 

しける こそ あはれ なり。 さる ほどに 夜 も 明 方に なり ぬれば， 召し も 習 はぬ 草 |6 しめ はき 

給 ひて、 さすが 父母す みなれ 給 ふこと なれば、 御名 殘 惜しく おほしめ し、 おつる 淚 にか 

きく もり、 今一度 父母 を 見 奉りて、 いづく とも 知らす 出 でん ことこ そ 悲し けれと 思 召せ 

ども、 遂に 一 度 は 離れ まゐ らせん もの をと 思 ひきり 給 ふ。 鉢 かづき この. H みたて まつり、 

われひとり いづ 方へ も 出で まゐ らせん、 契 ふかく 候 は r 又 めぐりあ ひ 候 はんとの 給へば、 

うらめしき 事 を 仰せられ 候 ふ もの かな、. いづく 迄 も 御と も. S. し 候 はんとて、 かくなん、 

君 思 ふ 心のう ち は 湧き か へ る 岩間の 水に たぐ へ て も 冕よ 
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親の 御 不審 かう ぶりて、 たちまち 無 間に しづむ とも、 おも ふ 夫婦の 中なら ば 何 か 苦し か 

るべき ぞ、 とのう への 御 耳に 入り、 たちまち 御手に か i ると も、 かの 鉢 かづき ゆ ゑなら 

ば、 すつ る 命 は 露ち り 程 も をし からす、 かの 人を棄 てんこと 思 ひも よらす、 この 事 用 ひ 

巾さぬ とて、 鉢 かづき もろともに 追 ひいだ し 給 ひなば、 いかなる 野の 末、 山の 奧に 住む 

とても、 思 ふ 人に 添 ふなら ば、 ゆめく 悲し かる まじと て、 わが 御 かた を 御いで ありて、 

柴 つむと ほそに 入り 給 ふ。 日頃 は 人目 をつ-ませ 給 ひしが、 乳母 まゐ りて 申して よりの 

ち は、 終日 鉢 かづきが もとに ぞゐ給 ひける。 さる ほどに 御 兄た ち も 一 門 ざしきに 叶 ふま 

じと あり けれども、 默 ふけし きも まし まさす、 いよ-/^ 人目 を も 揮ら す、 朝夕 通 はせ 給 

ひける。 母上 仰せけ る やう は、 さも あれ 鉢 かづき は、 いか 樣變 化の 者に て 若君 を 失 はん 

と 思 ふやらん、 いか r せん 、れんせいと 仰せけ る。 れん ぜぃ 申されけ る は. かの 君 はさな 

らぬ こと さへ、 色 深く 物はぢ をし 給 ひて、 お ほろ ゆ 事まで もつ- - ましけ なるみた ちに て 

渡らせ 候へ ども、 此事に 於て は 恥ぢ給 ふけし きも 候 はす、 さあら ば 公達の よめ くらべ を 

し 給 ひて 御覽 候へ、 さやう に 候 は r、 かの 鉢 かづき 恥し く 思 ひて、 いづく へ も 出で 行 

くこと 険 はんと 申されければ、 けに もとお ほしめ し. いつ 公達の よめ くらべ あるべ 


で ひま 人り、 遲く 入らせ 給 ひければ、 鉢 かづきお ほつ かなく 思 ひて、 かくば かり、 

人 まちて うはの 空の みなが むれば 露け き 袖に 月ぞゃ どれる 

と、 かやう に 打ち ながめければ、 いよ， やさしく 思 召し、 ちぎり 深く はなり けれども、 捨 

つべき やう はまし まさす。 昔が 今に 至る まで、 わが 身に かよらぬ 事まで も、 人の いふなら 

ひに て、 宰相 殿 は 世に も 人 なきやう に、 か- -る御 ふるま ひかな、 を かしき 御 心 かなと 笑 ひ 

ひが こ W  めの 

ける ほどに， 母上き こしめ し、 みな/、 僻言 を や. & すらん に、 めのと 見せよ との 給へば、 ^ 

き 見て、 まことにて 候 ふと 申しけ る。 父母 呆れし ばし 物 を ものた ま はす、 やよ あってい 

めの 

かに 乳母き け、 とかく 宰相の 君 を 諫め、 鉢 かづきに ちかづかぬ やうに 計らへ とのた まへ 

おんえ 

ば、 めのと 若君の 御前に まゐ り、 何となく 御物が たり. &し 慰めて、 ぃかに若1^|^さま、 ま 

ことしく は 候 はね ども、 湯殿の 湯 わかし 鉢 かづきが もとへ 通 はせ 袷 ふよし、 母上き こし 

めして， よも さやう に は 有る まじ けれども、 もし まことな らば、 父の 耳に 人らぬ さきに 

鉢 かづき を 出 だすべし との 仰に て 候 ふと 申しければ、 若君の たま ふやう は、 思 ひまう けた 

る 仰せ かな、 一樹の かゆ 一河の 流 を 汲む こと も、 他生の 緣と こそ 問け、 いにしへ もさる 

事 あれば こそ、 主の 勤當 かう ぶり、 千尋の 底に しづむ とも、 いもせ の 中 はさ も あらす、 ： 


御伽 草姚 


四 0. 


ば ま-フ^^と して、 口より した は 見 ゆれ ども、 鼻より うへ は 見え もせす、 朋輩 衆に も 笑 は 

れ、 なか./,^ 恥し やと 思 ひも よらぬ ぞこ とわり なる。 さる ほどに 春の 日な がしと 思へ ど 

も、 其 日 もやう くくれな ゐの、 たそがれ 時 や、 ゆ ふが ほの 人の 心 は花ぞ かし、 彼の 宰 

相の 君、 いつよりも 花やかに 装束して、 湯殿の 側 の柴 の臥戶 にたよ すみ 給 ふ。 

鉢 かづき これ を 知らす して、 暮 はと 契りし かねごとの、 はやよ ひの まも 打 過ぎぬ、 人 を 

とがむ る 里の 犬、 聲 する ほどに なりに けり。 來ん までとの かたみの 枕と 笛 竹 をと り そへ 

もちて かくなん、 

君 こんと つ ゆ の 枕 や 笛 竹の など ふし 多き ちぎり なる らん 

とうち ながめければ、 御曹子 とりあへ す， 

いく 千代と ふし そ ひて 見ん くれたけの 契 は絕ぇ じつ ゆの 枕に 

さて 宰相 殿 は， 比翼連理と 淺 からす 契らせ 給 ふ。 包む とすれ どくれ なゐ の、 洩れて や 人の 

知りぬ らん、 宰相 殿 こそ、 鉢 かづきが もと へ 通 はせ 給ふ淺 まし さよ、 もとより 高き も賤し 

きも、 男 はあるなら ひ、 立ちより 給 ふと も. あの 鉢 かづきが 近づき 參 らせんと 思 ふ 心の、 

ふとく じん さよと、 惡まぬ 人 はな かりけ り。 ある 時よ そより 客人き たり、 夜 ふけが たま 
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かばの 絲 柳の 風に 亂るぷ よそ ほひ も、 離のう ちの 撫子の 露 重け に 物よ わく、 はづ かしゅ 

にて そばみた る 顔の 愛敬の いつくしく、 楊 貴妃李 夫人 もい かで か是に まさるべ きと、 不 

思議に おほしめ しける。 同じく は此鉢 をと りの けて， 十五夜の 月の 如くに 見る よし もが 

なと ぞ思 はれけ る。 さて 若君 は 湯殿の かたはらの、. 柴 つむ 臥戶を たちいで て、 わが 御 か 

たへ 歸 りつ-、 軒端の 梅 を御覽 じても、 いつしか 鉢 かづき 如何に さびしく 思 ふらん、 今 

日の 募る- -を 待つ ほど は、 住吉の 根ざし そめに し姬小 松、 千代 まつよりも 尙 久しく ぞ思 

はれけ る。 鉢 かづき は 黄楊の 枕と， 御 笛 をお くべき 處の あら ざれば、 もち 烦 ひて ゐ たり 

しの t め  せ/ -ぢ 

ける。 かくて やうく 東雲 も あくると 告 ぐる 關路の 鳥、 まだ 橫雪も 引かざる に、 御行 水 

よ、 鉢 かづきと 貴め られ て、 御 湯 はわき さ ふら ふ、 取らせ 給へ と 答へ つよ、 いぶせき 柴 

を 折りく ベて、 かく こそ 詠 じ けれ、 

くるしき は 折り 焚く 柴のゅ ふけぶ り戀 しき かたへ など 藤く らん 

とうち ながめければ、 湯殿の 奉行き. - つけて、 かの 鉢 かづき はつぶ りこ そ 人に は 似す、 

ものい ふ聲色 わら ひぐち、 手足の は づれの 美し さは. 、 ) れに疾 くから 住ませ 給 ふ 御 女房 衆 

も、 究めて これに は 劣りな り、 ちかづきて 彼の 人と 契らば やと は 思 へ ども、 あたま を 見れ 
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に緣が あれば こそ、 かくまで 深く 思 はるれ、 思 ひそめに し 昔より、 今 逢 ふまでの 言の葉 

こそ、 末 たのもしく 思 はるれ、 鯨の よる 島、 虎 ふす 野邊、 千尋の 底、 五 道 輪廻の あなた 

なる 六道 四 生の こなたなる、 妹 背の 川の みなかみの、 涅槃の 岸 はか はると も、 翁と わが 

中 か はら じと、 深く 契 を こめ 袷 ふ。 さて 鉢 かづき は 潜ぐ 舟の ゐる 風情して、 君の 仰せの 

强 きま V 思 はぬな がら 靡き そめ、 その 夜 はこ-. に ふし 竹の 、よ-. の 契 も あらがねの、 末 

いかな らん わが 思 ひ、 知られぬ その さきに、 いづく へ も 足に まかせて 出でば やと、 かき 

くらし 思 はれけ る。 あはれ なれば、 宰相 殿 はいかに 鉢 かづき、 さほどな に を 歎 かせ 給 ふ 

ぞょ、 見 そめ 馴れに しよりも * 露ち り 程 もお ろかに 思 ふま じ、 暮れな ば やがて まゐ りなん 

つ 6  まくら to- うぢ ャ、 f> 

と、 ひる も をり く 通 ひ、 これ を 見て 慰みた まへ とて、 黃揚の 枕と 橫笛 をと り 添へ てぞ 

おかれけ る。 

其 時い と、： i 恥し さは、 やる かた もな し。 わが 人の やうに も あら ぱ こそ、 人の 心 は 飛鳥 河、 

夜の まに か はる 習 ひの あるまで も、 頼まん ともお も ひなん、 あるに 甲斐な き ありさまに 

て、 見えぬ る ことの 恥し さよと、 かきく らし 泣き 袷 ふ。 御曹子 は御覽 じて * この 鉢 かづきの 

,  やう はいた-ひり  か  きさらぎ 

風 ii? を ものに よくく 譬 ふれば、 楊 梅 桃李の 花の香に、 雪 間の 月の さし 出で て、 一 一月な 


なる かた も あらば、 逢 はで 空しく 消 ゆると も、 君 ゆ ゑなら ばな か^., -に、 うらみ tj 更に 

思 ふま じ、 いかにく との 給へば、 野 飼の 駒の 人馴れで、 心 はたけく 思へ ども、 妹 背の 

川の 中 だち に、 よしや あしや を 知ら ざれば、 何と. & さん こ ともなし。 よそに 引く手 も あ 

る やらん と， の 給 ふことの 恥し さに、 調べ の絲 みな 切れて、 よそに ひく 手 もさ ふら はす、 な 

みのた ちゐに 悲しき は、 空しく 別れし 母の 事、 さて は此 身の さえ やらで、 いつまで 命な が 

して  ら へて、 あらぬ 浮世に すみ 染の、 色に もなら ぬ 怨めし さ を、 歎き はんべ りけ ると. & しけ 

れば、 宰相の 君 は^ 召し、 ゆに もこと わりな りと 思 召して、 かさねて 仰せ ある やう は * さ 

5 ゐ てん べん 

れば とよ、 有 爲轉變 の 世の中に 生れ あ ひぬ る はかな さよ、 憂き はむ くいと 知らす して、 神 

ゃ佛を 怨みつ i あかし 暮らして すごすな り、 . 御身 もさき の 世に 野邊の 若木の 枝 を 折り， 

思 ひし 中 をお しへ だて、 人に 歎き をせ させつる 報の ほどの 事 ありて、 親に も 早くお くれ 

とれ^ ほ， つ. -、 いまだい とけな き 心に、 物 をお も ひねの 淚 とこせ く 風情な り、 みづ から 二十の き 

"うが T 境 一 やうが いまで、 定 むる 妻 はい まだな し、 ひとり 片敷 くうた よねの、 枕 さびしく 住む こと 

も、 さきの. 世に 御身と 契 ふかくして、 その 業因の つきねば こそ、 めぐり^, \» てと にかく 

九ん 

一 に、 今 こ- - にお はすらん 世に いつくしき- < なれ ど， 綠な きかたへ は 目 も ゆかす、 御身 
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て、 ひとり 湯殿へ 入らせ 給 ふ。 かの 鉢 かづき 御 湯う つし さ ふら ふと 申す 聲 やさしく 聞え 一 

ける。 御行 水と てさしい だす 手足のう つくし さ、 尋 常 ゆに 見えければ， 世に 不思議にお j 

御揚 殿して. I 堤 ほしめ し、 や あ 鉢 かづき、 人 もな きに 何 か は 苦し かるべき、 御 湯殿して まゐら せよ との ^ 

給へば、 今更む かし を 思 ひいだ して、 人に こそ 湯殿 させつれ、 人の 湯殿 をば いか ぐする： 

やらん と 思へ ども、 主命 なれば 力なし、 御 湯殿へ こそ まゐ りけ る。 御曹子 は御覽 じて * 河 

內の國 はせば しとい へど も， いかほどの 人 を も 見て あれ ども、 かほ どに ものよ わく 愛敬； 

,  お むろ  一 

世に すぐれ、 うつくしき 人 はい まだ 見す、 ひととせ 花の 都へ 上りし 時、 御室の 院の花 一 

き ザん く， CCS  , 

の ありし 時、 貴賤 群集して 門前に 市 をな しつれ ども、 その 時に もこの 鉢 かづき ほどの 人 一 

はなし、 いかに 思 ふと も 此人を 見捨てが たしと 思 はれけ る。 いかに 鉢 かづき、 思 ひそめ 一 

くれな £  せ 人し、 r- 

にし 紅 の、 色 はう つろ ふこと なりと、 君と わが 中 か はら じと， 千秋の 松に 契り を はるか 一 

^0^,10 にかけ、 松の 浦の 龜に 久しく むすばれ ける。 今よりの ち はかの 鉢 かづき は、 軒端の 梅に 一 

改 i 本に よ 鶯の、 または なれえぬ 風情して、 かく かへ りごと を ものた ま はす。  一 

ひい かかに.? は ご 「ひ かさねて 御曹子 は、 これ や この 龍 田に は あらね ども， くちなし 色に たと へつ V 物 をい .1 

4 し」 折 はねの 松 やらん、 引きす てられし 琴の ねの、 よそに 引く手 も ある やらん、 もし ふみか さ 一 


ありつき 給 ふ- 

妻 常し 給 ふ 


とのう へ 1 殿， 

奥方 


苦しき は 折りた く 柴のゅ ふけぶ りうき 身と ともに 立ち や 消え まし 

と、 かやう に 打ちな がめ、 いかなる 因 sl^ のむ くいに や、 か- -る 浮世に 住み そめて、 いつ 

まで 命ながら へ、 かほ どに 物 を 思 ひねの、 昔 を 思 ひいでの さと、 胸は駿 河の 富 土の だけ、 

袖は淸 見が 關 なれ や、 いつまで 命ながら へて、 憂き には絕 えぬ 淚河、 流れて 末 もた のま 

れ す. 菊の 裏 葉に おく 露の、 何とな り ゆく 此身ぞ と、 ひとりく どきて、 かくば かり、 

松風の 空 吹き はら ふよに いでて さやけ き 月 を いっかな がめん 

かやう に 詠 じ、 足の 湯をぞ 沸かしけ る。 

さる 程に 此中將 殿 は 御子 四 人 持ち 給 ふ。 三人 は 皆々 ありつき 給 ふ。 四难 めの 御子、 宰相 

殿 御曹子と 巾す は、 みめかたち 世に すぐれ、 優に やさしき 御 姿、 むかし を. S- せば 源氏の 

大將， 在 原の 業； 牛 かと ぞ 巾す ばかりな り。 春 は 花の もとに 日 をく らし、 散りなん こと を 

悲み、 夏 はす r しき 泉の 底. 玉藻に 心 を いれ、 秋 は 紅葉 落葉の ちりしく 庭の もみ ぢを眺 

め、 月の 前にて 夜 を あかし、 冬 は 慮 間のう す 氷、 池の はたに 羽 をと ぢて k 鴦 の、^ 寢 もも 

のさび し、 かさぬ るつ まも あらば こそ， ひとりす さみて 立ち 給 ふ。 御 兄た ち も、 とのう 

へ も 御 湯殿へ 人ら せ 給へ ども、 かの 御曹子ば かり 殘らせ 給 ひ、 さよ 更けて はるかに なり 


御伽 草紙 


三 四 


結 旬 I お 末 


ふし なれ &| 臥 

しと 節と にかく 


巾將殿 は御覽 じて、 鉢 かづき は いづく へぞ との 給へば， いづく ともさして ハ t くべき 方 も 

なし、 母に はなれて 結句 かぶる かたは さへ つき 候へば、 見る 人 ごとに ぉぢ 恐れ、 憎が る 

人 は 候へ ども、 あはれ む 人 はなしと e. しければ、 中將 殿き こしめ て、 人の もとに は不思 

議 なる 物の ある もよ きものに て 候 ふとの たま 人ば、 仰せに 從 ひて おかれけ る。 さて 身の 

能 は何ぞ との 給 ひければ、 何と S. すべき やう もな し、 母に か しづかれ し 時 は、 琴、 琵琶、 

和 琴、 笙、 箏榘、 ： 古兮、 萬 葉、 伊勢 物語、 法華！^八卷、 かすの 御經 ども 讀 みしより ほかの 

能 もな し 。さて は 能 もな くば、 湯殿に おけと ありければ、 いまだ 習 はぬ ことなれ ど、 時 

にした がふ 世の中 なれば、 湯殿の 火 を こそた かれ けれ 0 明け ぬれば 見る 人 笑 ひなぶ り、 に 

くが る 人 多 けれども、 なさけ を かくる 人 はなし。 あけくれ、 御行 水よ、 鉢 かづきと て、 三 

更四更 も 過ぎざる に、 五更の 天 も 明けざる に、 責め 起されて、 いた はしゃ、 ふし なれぬ 

篠 竹の、 おのれと 雪に 埋れ て、 ふし 倒れた る 風情して、 もの はかなけ に 起きな ほる、 思 

ひ を 柴のゅ ふけぶ り、 立つ 名 を も くるしと 打ちな がめ、 行水 は 沸き ま ゐらせ 候 ふ、 は io- 

とり 給へ と 催促す る。 くるれば 御 足の 湯 わかせ や、 鉢 かづきと 下知 をす る。 うき 身な が 

らも 起き あがり、 みだれた 柴を 引きよ せながら、 かく こそ つらね 袷 ひける。 


久しき ほ ー 年 ふ いかなる もの やらん、 かしら は 鉢、 した は 人な り、 いかなる 山の 奥よりか、 久しき 鉢が 變 

化して、 鉢 かづいて 化けけ るぞ， いかさま 人 問に て は 無しと て、 指 を さして 恐し がりて 

笑 ひける。 ある 人 申しけ る やう は、 たと へ 化物 にても あれ、 手足の は づれの 美し さよと、 

とり ぐに. e. しける。 さる 程に その 處の國 司に てまし ます 人の、 御名 をば. E 蔭の 三位 中 

えんぎ やう だう 將と こそ 中し ける、 折節えん ぎ やう だう して 四. 一 刀の 稍 を ながめつ よ、 溢に 遠 里の P 

i 綠 散歩 

する 乙と  蚊 遣 火 さし も 草、 そこ ひにく ゆるう すけぶ り、 うはの 穴ェ にて たち 薛き、 面白 かりけ る ゆ 

ふぐれ は、 戀 する 人に 見せば やと、 眺めいだ して 立ち 給 ふところに、 かの 鉢 かづき 歩み 

よる。 中將殿 は御覽 じて、 あれ 呼びよ せよ との 給へば、 若 ざ ぶら ひど も 二三 人 走りいで、 

かの 鉢 かづき を つれて まゐ る。 いづく の 浦い かなる も のぞとの 給へば、 鉢 かづき. 5. す や 

う、 われ は 交野の 邊の 者に て 候 ふ、 母に ほどなく 後れ、 思 ひの あまりに か i るかた はさ 

へつきて 候へば、 憐む もの も 無き ま よに、 難 波の 浦に よしな しと、 足に まかせて 迷 ひ あ 

りき 候 ふと. & しければ， さて/ \» 不便と おほしめ し， 戴きた る 鉢 を 取りの けて 取らせよ 

とて、 皆々 よりて 取り けれども、 しかと 吸 ひっきて なか-/^ 取るべき やう もな し。 これ 

を 人々 御覽 じて. いかなる くせ 者ぞ やとて 笑 ひける。 
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ひなき うき 身の いのち、 とくして 迎 ひとり 給へ、 同じ はちす の綠 となり、 心 やすく ある 

ベ きと、 流涕， .> がれて 悲み給 へ ども、 生 を へだつ る 悲し さは、 さぞと 答 へ る 人 もな し。 

ま i はよ 此由 きょ 給 ひて、 鉢 かづきが 母の 墓へ まゐ りて、 殿 を もみ づ から 親子 を も 呪 ふ 

そら ご！； J 

ことこ そ 恐し けれと， まこと をば 一 つもい ひ 給 はす、 虛言 ばかり を 父に たび，/^ 言 ひけ 

れば、 男心の はかなき は、 まことと 思 ひ、 鉢 かづき 呼び出 だし • 不 道の ものの 心 やな、 あ 

ら ぬかた はの つきぬる を、 よに 痛 はしく 思 ひしに、 咎も なき 母御 前 兄^も 呪 ふこと こそ 

不思議 なれ、 かたは もの を內 におき て は 何 かせん、 いづかた へ も 追 ひいだ し 給へ とのた 

まへば、 繼母 これ を 間き て、 そばへ うちむ きて、 さも 嬉しけ なる 風情して 笑 ひける。 さ 

ていた はしゃ、 鉢 かづき を 引 寄せて、 召した る もの を剝ぎ 取りて、 淺 ましけ なる かたび 

らー つ 著せ 參ら せ、 或 野の 中の 四つ辻へ 捨てられ ける こそ あはれ なれ。 さて こ はいかな 

る 浮世 ぞと、 嗜に迷 ふこ.. - ちして、 いづく へ 行くべき やう もな し， 泣く より ほかの 事 は 

なし 0 や-. しばし ありて かくなん、 

野の 末の 路ふ みわけて いづく ともさして 行きなん 身と は 思 はす 

とうちな がめ、 足に まかせて 迷 ひ あるき 袷 ひける に、 お ほきなる 川の はた へ うちつ き 給 


は ち かづ 
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三 0 一 


く、 「をの 乙の 1 

人す まんと て欽 

さ 明か レ給 ふと 


移 つれば か はる 

世の中の 

小町 「色 見えで 

うつ 3 ふ もの は 

世の中の 人の 心 

の 花はぞ ありけ 


金 葉 七 「あ ふ 事 

はねつと 猪の 濱 

千鳥 彼の ^^1 居 は 

ね をの みぞ 鳴 

く」 の 語 を 取れ 

-講訴 


きか-我 身に 

も KS そかな り 


も かたら ひて、 憂き に 別れし なごり を も 慰み 給へ とす i めら れ、 さきだつ 人 はとに かく 

に、 殘る うき 身の 悲し さよと、 思 ひご ともよし なしと て、 ともかくも 御 はから ひと ありけ 

れば、 一門の 人々 よろこびて、 さるべき 人 をと たづね、 もとの 如く 迎 ひとり、 移れば か 

もみ ズ  C 

はる 世の中の、. 心 は花ぞ かし。 秋の 紅葉の ちり 過ぎて、 その 而影 は姬 君ば かり ぞ歎 かる 

る。 かくて かの 繼母、 此姬君 を 見た てまつ りて、 か- -る 不思議の かたは もの、 浮世に は 

ありけ る ことよと て * 惡み給 ふこと かぎりなし 。さて まよ は. --の 御腹に、 御子 一人いで 

きた まへば、 いよく 此鉢 かづき を 見 じ 聞か じと， なみの 起居の 事まで も、 そらごとの 

みば かりの 給 ひて、 常に は 父に ざんそう 中す。 鉢 かづき は餘り やる かたなき まよに、 母 

の 御 墓へ まゐ りて、 泣く く 申させ 給 ふやう、 さらで だに 憂き にかす そふ 世の中の、 わ 

かれ を 慕 ふ淚 川、 沈み も 果てすな がらへ て、 あるに かひな きわが 身ぞ と、 思 ふに いと r 

不思議なる かたはの つきぬる 事の うらめし さよ、 繼母 御前のに くみ 給 ふ もこと わりな り、 

したしき 母上に 捨てられ まゐら せ、 わが 身 何ともな りての 後に、 父御 ぜんい か r 御 歎きの 

あるべき と 思 ふば かり を、 心ぐ るし く 思 ひし に、 今の 御 母に 姬 君いで き 給へば、 はや 思 

召しお かんこ ともなし、 ま-は i 御前の 惡み給 ふゆ ゑ、 たのみし 父お ろかな り、 今 はか 


孝養 I 佛事 供養 

梅が 枝 sstrl 

文耷 つたかず、 

1 本 はは 「春 は 

軒端の 梅の 花 櫻 

は 風に ちり &れ 

ど 又く さ 春^ 開 

き ゆり 月 は 山の 

端 5- 入り &れど 

又 こん ゆ ふべ に 


そ，てまくら一；^ 

を 枕に 歎く 意、 

1 本に は 句な 


ふ。 父 大きに 驚き 泣き 給 ひて、 いとけ なき 姬 をば 何とて 棄て おき、 いづく とも 知らす か 

くな り 給 ふと， 泣き 給へ どか ひぞ なき。 かくて さして 有るべき ならねば、 なごりつ きせ 

す 思へ ども、 むなしき 野邊に 送りす て， 花の すがた も 煙と なる、 月の かたち は 風と なり、 

散り はつる こそいた はしけれ。 かくて 父御 前姬君 をち かづけ まゐら せて、 いた き 給 

ひたる 鉢と らんと しけれ ども、 吸 ひっきて 更に とられす。 父 大きに 驚きて、 いか r はせ 

ん、 母上に こそ は 離れ まゐら せめ、 かよる かたはの つきぬる ことの 淺 まし さよと. 歎き 

たま ふこと 限りなし。 かくて 月日 をた てければ、 あとの 孝養と り 行 ひた まふ。 おも ひ は 

姬 君の 御 まへ にこ そと r まり けれ。 春 は 軒端の 梅が 枝の、 さくら は 晚 きて 梢 まばらの 靑 

葉と ぞ、 名殘 をし く は 思へ ども、 又 こん 春 を 待ちて さく。 月 は 山の端に 人り ぬれ ど、 今 

夜の 闇と へだ つれ ど、 又 こん ゆ ふべ に 出で 給 ふ。 わかれし 人の 面 かゆ、 夢路に だに も定 

かなら す、 いつの S のい つの 募に かわかれ ぢを、 いかなる 人の 踏み そめて、 現に も 逢 ふ 

ことな かるらん。 思 ひま はせば 小 車の やる かた もな き 風情 かなと、 よその 見る め も あは 

れ なり。 さる ほどに 父御 前の 一族、 親しき 人々 よりあ ひて、 いつまで El^ 子の ひとり 住み 

がた しと、 この そで まくら、 欵き くどき 給 ふと も その かひ はよ も あら じ、 いかなる 人 を 


はち かづき 
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しほ どに、 今 を かぎりに 見えければ、 姬君 をち 

かづけて、 綠 のかん ざし を 撫で あけ、 あらむ ざ 

ん やな、 十七 八に もな し、 いかなる 綠 にもつけ 

おき、 心 やすく 見お き、 とにもかくにも ならす 

して、 いとけ なき 有檨 をす て 置かん こと、 あさ 

まし さよと 淚を ながし 給 ふ。 姬君 ももろ ともに 

淚を ながし 給 ひける。 母上 は 流る i 淚を おしと 

どめ、 そばなる 手 営 を 取りいだ し、 中には 何 を 

か 入れられ けん、 世に おもけ なる を姬 君の 御ぐ 

しに 戴かせ、 その上に 肩の 隱る よほどの 鉢 をき 

せま ゐら せて、 母上 かく こそ 詠 じ 給 ひける。 

さし も 草 ふかく ぞ賴む 觀世音 誓の ま にい 

た r かせぬ る 

かやう にう ちな がめ 給 ひて、 遂に 空しくなり 給 


はち かづき 


中 昔の事 にゃあり けん、 河内の 國 交野の 邊に 備 中の 守 さねた かとい ふ 人 ましく けり 0 

かすの 寶を 持ち 給 ふ。 飽き 満ちて 乏しき こと もまし まさす、 詩歌 管 絃に心 をよ せけ るが、 

花の もとにて は 散りなん こと を悲 み、 歌 をよ み 詩 をつ くり、 のどけ き 空 をな がめ 暮らし 

給 ひける。 北の 御 方 は 古今、 萬 葉、 伊勢 物語、 かすの 艸子 を御覽 じて、 月の 前にて 夜 を 

あかし、 入りなん こと を悲 み、 あかし 暮らし 給 ひつよ 心に 殘るこ ともなし。 駕衡 のむ す 

び 隔っ事 もまし まさす、 思 ふまよ なる 御中なる に 御子 一 人 もな し。 朝夕 悲み給 ひしに、 い 

かなる 事に や、 姬君 一人 設けた まひて、 父母の 御 よろこび S すば かり は 無 かりけ り。 か 

くて いっき かし づき 給 ふ 事 かぎりなし。 あけくれ 觀音を 信じ. & されけ る ほどに、 長 谷の 

觀 音に 參 りて は、 かの 姬 君の すゑ 繁昌の 某 報 あらせ 給へ とぞ 祈りた まふ。 かくて 年月 を 

ふる ほどに、 姬君 十三と 申せし 年、 母上 例なら す it の 心地との 袷 ひて、 一日 二日と. £■ せ 
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らんが 子に 生れ 給 ふらん、 ひとへ に 天人の 影 向かと、 御 寵愛 かぎりなし。 こんどの 御よ 

ろ こびに とて、 常 陸の 國を 大宮司に たびにけ り。 さて 中將 殿み かどへ まゐり 給へば、 此 

程は戀 しき をり ふしに、 御 よろこび 譬 へんかた なし。 やがて 大 將にぞ なし 給 ふ。 さて 此 

みか 

程の 事 ども 御 尋ね ありけ るに、 いちく 語り 給 ふ。 帝お ほせ ありけ る は、 妹 さだめて よ 

かるらん との 給 へ ば、 姊 よりも まさりて 候 ふと. &し給 へ ば、 やがて 宣 33 をく だされけ り。 

文正此 由き. -、 宣旨 かたじけなく は 候へ ども、 姊は 力なし、 妹 は此國 におき 候うて、 あさ 

ゆ ふ 見參ら せで は 叶 ふま じき 由. & しければ、 そのよし 奏しけ るに、 さらばと て父毋 とも 

に 都へ 召しけ り。 帝御覽 すれば、 姊 君よりも いつくしく 思 召し、 御 寵愛 かぎりなし。 よ 

き 子 を もち ぬれば、 文 正 七十に て 宰相に ぞ なされて、 引き あゆ 給へば、 五十ば かりに ぞ 

見えに ける。 姬君は 女御に なり 給 ふ。 さる ほどに 例なら す惕み 給へば、 帝 を はじめさ わ 

ぎ 給へば、 ひき かへ 御 よろこび 限りなし。 十月と. E. すに、 御產 平安し 給 ひて、 皇子 をぞ 

產み給 ふ。 御め のとに は、 關白 殿の 姬君 、中宮に ま ゐり給 ひぬ。 又お ほぢ この 宰相 は、 や 

がて 大納言に なされけ り。 賤 しき 鞭 賫の文 正 なれ ども， かやう に めでたき^ 報 ども、 中 

中 申す におよ ばれす、 母 も 二位 殿と ぞ. & しける。 いかなる 過去のお こな ひに やらん、 み 
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$ つの 用ぞ I 今 

此時 使用せず 

して b づれの 時 

は 用 ふべき か 


え b その 唐衣- 

え，  ひぞめ  (葡萄 

B の 唐衣の 衍 

なる ペレ 


冥加に つきなん と 申し 給へば、 文 正う けた ま はり、 肝た まし ひも 失すろ 心ち して、 この 

ほど 商人と 思 ひつる に、 てんかの 御子に てわたら せ 給 ふ を、 夢にも 知らす と 赤面して、 又 

ひこ さの 

うちへ りけ り。 聱 どの は 天下 ぞ、 天下 は 顰 殿よ と、 ものに 狂 ふば かりに 悅び ける。 大 

宮司 どの は、 手づ から 御輿 を かき、 ゎが^^へぅっし中し、 八 箇國の 大名に ふれければ、 わ 

れ も/^ とま ゐり 集りけ る。 これほど めでたき 幸 を ひき 給 はんとて， 諸人 を 嫌 ひ 給 ひけ 

ると 申しけ る 。中 將殿は 姬君を 具して、 都への ほらん と 思 召し、 御いで 立ちた まふ 。當 

國の 大名】 萬 餘騎、 御と もに 參^ けり。 御 かいしゃくに は、 大宮司 殿の 北の方 を はじめ 

として、 われ もくと ぞまゐ りけ る。 文 正が 四方の 倉の たから 物 はいつ の用ぞ と、 御 車 

をば 金銀に て 飾り、 女房た ち をい つくしく 飾り、 都へ 上り 給へば、 見る 人き く人羡 まざ 

る はな かりけ る。 

三月 十日 あまりに、 都へ つかせ 給 ふ。 天下の 北の 政所 も、 た *i 夢の 心ち せ させ 給 ひて、 嬉 

しさ かぎりなし 。たと ひ 如何なる ものの 子な りと も • おろかに は 思 ふべ からすと て、 も 

からぎ：！ 

てな し 給 ふ。 姬君は 藤が さねの 七重ぎ ぬに， えい その 唐衣、 さくらの くれな ゐ袴、 に ほ 

やかに 著な し 給へば、 姿 か.^ り 誠にい つくし さ譬 へんかた なし。 いかなる 故に 文 正と や 


わ， か 君 1 大宮司 

を 指す 


がと ころに こそ、 都より 下りた る 商人 を 愛しお きて 管 終させる よし、 大宫司 殿き こしめ 

し、 御つ かひ ありし かば、 文 正う けた ま はり. かしこまって 候 ふとて、 商人に 申しけ る 

は、 大宮司 殿御 聽閗 あらんとの 給 ふ あ ひだ、 いつよりも ひきつく ろ ひて、 管紘し 給， へと 

申しければ、 今日 こそ あら はれん と 思 召し、 皇子に ての 御し やう ぞく、 いづれ ももた せ 

袷へば、 御 かぶり 束帶の 姿に て V かねつけ 眉つ くり 給へば、 心 も詞も 及ばす、 いっくし 

く 見えた まふな り。 文 正が うちの 者 これ を 見て、 商人 は いづれ やらん、 た r 神佛の 現れ 

たま ふかと 驚きけ る。 大宮司 殿、 公達 五 人 つれ 給 ひて、 奥に て 人ら せ 給 ひ， 御堂の 正面 

を 見 給へば、 中將 殿と 見 給 ひ、 肝 をけ し 輿より ころび 落ち， 执も. 天下の 御子に、 二位の 

屮將殿 うせさせ たま ふとて、 固々 を 尋ね ま ゐらせ 給 ふとうけ たま はり 候 ふ、 これに まし 

ます を 夢にも 知り たてまつらぬ こと、 淺. まし さよと 呆れて、 かし， J まりて ぞゐ給 ふ。 

さる ほどに 兵衞 のす け 立ち 出で て、 いかに さ だみ つ、 これへ まゐれ との 給へば、 文. 正い 

そぎ 家に か へ り、 あさまし や、 人の 目 を， みすま じき もの は 京の 商人な り、 かたじけなくも 

わが 君 をな め ゆに すと、 ふる ひ 泣きけ り。 大宮司 殿 は 文 正 を 召し、 汝 知らす や、 かた. 

じけ なく もてん か 殿の 御子に、 二位の 中將 殿と 申して、 拉 ぶかた なき 御 人な り、.. さても 
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H^^^ 中將 殿み なく 嬉しく おほしめ し、 ひきつく ろ ひて 御堂へ うつらせ 給 ふ 。姬 君た ち も ひ 

1 同の 意 きつく ろ ひ、 女房た ち、 はした ものに いたる まで、 心 も 及ばす 出で たよせ、 御堂へ 入り 

. かたるな ぢんじ やか、 7 

給 ふ。 片田舍 とも 覺 えす、 心に くき 風情に て、 沈 藤 香のに ほひ 満ちくて、 由 ある さま 

なれば、 いつよりも 御 心 を 澄まして、 琵琶 を ひかせ 給 ふ 。姬君 はき ぷ しり 給 ひて g 韵の 

けだか さ、 愛敬つ きたる 手 あっか ひも、 たと へんかた なし。 御身 を やつし 給へ ども、 g 

にけ だかく いつくしく， いかなる 風の たよりも がな と 思 召しけ る。 をり ふし 鼠 烈しく 吹 

きて、 簾 を さっと 吹き あゆたる ひまより * 姬君 と中將 殿の 御 目 を 見 あはせ 給 ひける。 

彼の 姬 君の 御 ありさま、 姬の李 夫人 楊貴妃 もこれ に は 過ぎ じと ぞ 見え 給 ふ。 いよくた 

しなみ、 琴 琵琶 を ひきあ はせ 吹きなら し 給へば、 聽閗の 人々、 あまりの おもしろさに 隨 

^^^^^^ 喜の 淚を 流しけ る。 姬 たちの 心のう ちた と へんかた なし。 文正乂 ^をば しらめて、 中將 

MM バ^ ふる 意 殿に さしに けり 。力なく まゐ りて、 又つ ね を かに 給へば、 いつぞや も して 候 ふ、 御き 

らひ候 ふか、 姬 のかた に みめよき 女房た ち 多く 候 ふ、 いづれ にても 召され 候へ、 これよ 

り 北に 候 ふとて 指 を さして 敎 へけ る。 人々 目 を 見 あはせ て、 御 心の中 おしはかり、 嬉し 

く 候 ふとて 笑 ひ 給 ふ。 さて その 夜 をす ごし 給 ふべ しと も覺 えねば • 人 しづ まりて 忍び入 

文 正 ざ う し  ニー. 
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かねてより！ 前 

以て 


らす。 文 正 不思議に 思 ひて、 いそぎ 行きて みる 

しらす 

に 二三 百 人 白， 辨 になみ 居たり。 近くより てき 

ければ、 管 終の 音、 耳に あきれた る 風情な り。 お 

もしろ さ 尊 さ、 心 もお よばす 0 これほど 面白ぐ 

ありがた きこと.^、 今まで 閒 かざりし 事のう た 

て さよ、 ありが.； i く 罪 もき え 候 ふ、 御 引出物 e. 

さんと て， さま < ^の 物 まゐら せければ、 此人 

人 かねてより IH. 引出物 取り 給 ふとて 笑 ひ 給 ふ。 

君 はありし 硯の 下の 文、 人 しれす 心に か. -り 

けれども、 いひ 傳ふ べきた よりもな し。 其う へ 

ひととせ 下り 給 ひし^ 司よりも、 したの 人に て 

有らん と 思 ひ 亂れ給 ひけり。 文 正つ かひ を 立て 

て 申しけ る は、 わが 姬 たち、 今度 は 聞かすべく 

候 ふ あ ひだ、 今 一 度 面白く 引き 給 へ と 巾し ける。 


遅く かへ る 程 Si 

1 宋だ歸 ちざる 

は 


いまだ 見馴れぬ なり、 此 月 多くの 文 を： Hi- つれ ども、 これ 程い つくしき は 見 ざり ける。 物 

を寶 りつる 詞 つき、 されば こそと 思 ひて、 姊姬 はかへ し 給 ふ を、 かいしゃくの 女房た ち • こ 

れ程ゃ さ しきもの を、 御 か へし 候へ ば、 色 を も 知らぬ や うに 覺ぇ候 ふ、 た r 御と め 候へ と 

巾し ければ、 ゆに もとお ほし けん、 と r め 給 ふなり。 又 妹、 此 いろく を御覽 じて 羡 みけ 

れば、 文 正. S. しける は、 つね を か 娘 を 二人 もちて 候 ふ、 さきに 袷 はり 候 ふ もの を、 いもう 

と 羨み 巾し 候 ふ、 これに も 給 はり 候へ と 申しければ、 かねてより 用意して おき 袷 へ ば、 

劣らぬ いつくしき 物 ども を 贈り 給 ひける OP 文 正 申しけ る は， 殿 ばらたち、 つれぐ に ま 

しま さば、 此 西の 御堂へ まゐ りて、 なぐさみ 給べ と 申しけ り。 やがて 御堂へ 參り 御覽す 

るに、 まことに 尊く ありがたき 心ち して、 かなた こなた 見 給へ， は、 琵琶 琴た て拉 ベお き 

たる を御覽 じて、 めづ らしく 召し、 琵琶 を ひき 寄せ ひかせ 給 ふ。 兵衞 のす け 琴 を ひき、 

とう まの すけ 笙を 吹き、 式部の 大夫笛 を 吹き、 おもしろく 感淚 をな がしけ る。 文 正が S. 

の もの これ を 聞きて、 よしなき 人 を 御堂へ 入れ 給 ひて、 垣 壁 を やぶる らん、 ひしめき 候 

ふと 申しければ、 文 正. &す は、 見て 来れと. & しける。 十 人ば かり 行きて、 遲く かへ る 

ほどに、 又 二十 人 ほど 行け ども か へらす。 あれ 行き これゆき、 行く 程に 皆々 ゆきて かへ 


文 正 ざう 


1 九 
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一八 


つね を か. 1{5<正 


君 ゆ ゑ til 此歌 

1 本に 「君 ゆ ゑ 

に 迷 ひきはけ る 

陸 奥の 忍ぶ 心 を 

あはれ とも 思 


心ち して、 戀 ほど 悲しき もの はなし、 院 より ほか は、 たれ か 君より さきに 盃を とらせ 給 

ふべき とて、 おの/, -淚 をな ，かす。 中 將殿も あさましく 思 召し けれども、 力なく まゐり 

ける 。さて 文 正、 酒の ゑ ひの ま- -中 しける は、 つね をか賤 しきもの にて. 候へ ども、 鹿 島 

の大明 神より 給 はりて、 みめよき 姬を 一 一人 もちて 候 ふが、 主な どの やうに もてなし 候 ふ、 

八 箇國の 大名た ちわれ もくと. & され 候へ ども、 更に 靡かす、 つ. ね を か 主の 大宮司 殿、 

よめに とお ほせ 候へ ども、 從ひ. m. さす 候 ふ、 又國 司に 下り 給 ひし 京 上 藤 も、 とかく 仰せ 

候べ ども、 只 一筋に 佛道を 願 ひ 申すな り， その 女房た ちに みめ 能 きがあ また 候 ふ、 傾城 

ほしく ば、 十 人 も 二十 人 もま ゐらせ 申すべし、 しばらく これに 御 逗留 候うて， 御 あそび 

候へ と 中し けり。 

中 將殿を はじめて， を かしく ぞ 間き 給 ふ。 其 後い つくしき 物 ども、 箱の なかに 人れ て姬 

君-のかた へと てっか はされ ける。 姬 たち 御覽 じて、 多くの 物 を 見 つれ ども、 これ 程め づ 

らしき 物 をい まだ 見す とて 見 給へば、 観の 下に 紅葉が さねの 薄樣 に、 . 

君 ゆ ゑに 戀路に まよ ふ 道 芝の いろの 深さ をい かで 知らせん 

姬君 これ を 見 給 ひて、 顏 打ち あかめて、 つ-. ましながら 恰 へば、 筆の ながれ、 墨つ き 


ねり ね き I. 生絲 

を經 とし 練絲 を 

縛と して 繒 りた 

る 絹 


ある t 關白 I 主 

人 は 最も 貴き も 

のとの 諺 


黉 りた まふ。 あまりお もしろ きに、 二三 度まで ぞ竇ら せけ る。 いかにして か此 人々 を こ 

れ にと r めんと リ ^ ひ、 あの 殿 ばらたち、 { 伯 は いづく にて 候 ふと 問 ひければ、.： g は 候 はす、 

是へ すぐに まゐ りて 候 ふと 申し 給へば、 うれしと 思 ひ、 やがてな かの 出 居に 入れた てま 

つり、 御 足の 湯な どいだ しければ、 と うまのすけ 御 足 をす ましければ、 丘ハ衞 のす け、 ね 

りぬ きの 御手ぬ ぐ ひに ての ご ひ 申しけ り。 中 將殿は 御身 も衰 へやせ 袷へ ども、 なほ 人に 

はす ぐれ 見え 給 ひけり。 文 正が うちの 者 ども 巾し ける は、 せんだんび つもち たる 男、 大 

事の はん ざう 盥に足 を 入れて、 一 人 は 洗 ひ、 今一 人 はいつ くしき 絹に ての ご ひ 候ふ惜 

しさよ とて 笑 ひける。 文 正、 京 商人 はは づ かしき ぞ， 顿 など 尋常に して まゐら せよ と 首 

ひければ、 高坏に 八 種の 具足し、 皆々 同じ ゃラ にして 据ゑ ける。 おの/ \» は 取りお ろし 

ければ、 都人 は を かしき もの や、 あの やせ 男に 物 をく はせ て、 ひれふす やうに して、 食 

ひもなら はぬ やらん、 そな へ を 皆と りおろ して 食 ひける を かし さよと. 笑 ひける 0 文 正出 

居に 出で て， 此人々 に 酒 をす- - めんと て、 色々 の 肴 を こしら へいだ し、 橫 座に 直り、 さ 

かづき を 取りて. &す やう、 あるじ 闢 S と. &す 事の 候へば， ま づ飮み 候 ふべ しとて、 三度 

のみて 後に、 中將 殿に まゐら せければ、 力なくて まゐ りけ り。 御と もの 人々、 目 もく るよ 
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豐の あか 

11 本に r 豐の 

あかりの 節會の 

0, 墨 街に とり 

て は 1H々」 と あ 

S よるし 


やまがつ I 原本 

「やまし KSj と あ 

り、 一本に より 

て改む 


豐の あかりの 節食に は、 くし、 疊紙、 紅、， むらさき、 色 ふかき 薄樣、 すみ. 筆、 沈 *  0 

香 • たき 物な ども 候 ふなり。 枕の すぐれて 覺 ゆる は、 殊に やさしき 花 枕. こす ゆの 枕、 か 

ら枕、 戀路に 迷 ふうき 枕、 沈の 枕 を^べ つ V 人に はじめて 新枕、 鏡に とりて は、 しろが 

ねの うらなる、 とりの むかひた る 唐の 鏡 や、 ひわ、 小鳥、 鶯、 ひよ 鳥な どまで も、 數を 

つくして 禱 つけたる 鏡 や 召され 候 ふと、 詞に花 を かせつ i、 かや ラに やさしき 寶物ど 

も 戀の心 をた よりと や、 閒 きしる 人 も ある やとて 寶り給 ふ。 文 正が- s: の もの ども 多 けれ 

ども、 やまがつ なれば 閗き 知らす。 女房た ちの そのな かに 都人に て ありけ るが、 情 も 深 

く、 讀 みかき 和歌の 道に くらから す、 みめかたちい つくしき 人と て、 姬君 のかい しゃく 

に 付けたり しが、 此 商人 をう ち 見つ -^、 姿 ありさまに 至る まで. た，.^ 人なら ぬ 風情な り、 賫 

物の 言葉つ r き、 いと やさしき 人な り、 不思議な り、 もし 若殿 上人た ち 間き 及び あこが 

れて、 是 まで 下り 給 ふかと、 あやし ゆに こそ 思 ひけれ。 いまだ かやう のお もしろ き 寶物こ 

そ 候 はね。 閉 かせ 給 へ と 言 ひければ * 文 正 も 出 居の 窓 あけて 聞き つれば、 さも おもしろく 

ぞ覺 えけ る。 あの 殿 ばら は、 いづく の 人に てまし ませば、 かく 面白く は 寶り給 ふぞ， 今 

一度 賫り 給へ と 申せ。 人々 目 を 見 あはせ て、 これ こそ 閣 ゆる 文 正よ とて、 又 さきの 如く 


文 

正 
ざ 

ラ 


ぁ让 させ —愛さ やうの 事 を こそ 是 にあい させ 給 ひ 候へ、 .& し 入れ 候 はんと 首 ひければ、 媳 しくて やがて 

一 つ 5,. きて 人り 給 ふが、 寶 物に とりて は、 かぶり 装束. 紫の 指貫、 笏、 あ ふぎ、 女房の 装 

一 . 束、 春秋の 吉野 泊瀨の 花， いろく をつ くし 織りた る 紅梅、 うめ、 さくら、 柳の 絲の舂 

一  お V 

一 風.. にみ だれて 物ぞ思 ひける。 契の ほど は 知らね ども， 音に のみき くの 水、 心つ くしぶ ね 

一 こが： れて 出で にし 山吹の • 色 を しるべに あこがれて， 逢 ふに 命 もながら へて、 結び かけ 

一 たる 契 を もめした くや 候 ふ。 夏 は 涼しき 泉 殿、 鴨 や をし どり 織り かけて、 菖蒲 かさねの 

ごろ も 

衣に、 戀の百 首 を 縫 ひつく し， その はなが さねの 十五夜の こ ひしき 人 をみ ちの くの、 しの 

くらで 

ぶの 里は尋 ぬれ ど、 あはれ を 誰か さよが にの、 蜘 手に 物 や 思 ふらん を も、 めしたく や。 秋 

はもみ ぢの色 ふかき、 思 ふ 心の ぁゐぞ めか は、 名のみ して 袖 は朽藥 にあ こがれて、 戀路 

に まよ ふ 道 芝の、 露 うちはら ふ 白菊の、 うつろ ふ 道 もめした くや 候 ふ。 冬 は 雲 Si に 根 を 

ませば、 やがて か 人 を 見るべき、 富士 のけぶ りの 空に 消 ゆる 身の ゆく へこ そ あはれ なれ、 

風の たよりの ことづて もがな、 心のう ちの 苦し さも、 せめて はかくと 知らせば やと、 色 

具足， II 具 一本 おりたる もめした くや 候 ふ 。舂 にと りて は 白き あかき かけお び、 几帳 ひきも^な どもめ 

「.？.r の っぽ』 と "したく. や 候 ふ 。さて 具足の いろ は、 手営硯 にかけ ごな り、 又み のつ ほに あ ひそへ て. 
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四 


て 候 ふ、 戀路に 迷 ひいでさせ 給 ひて 候 ふか、 此 くれに おほしめ す 人に 必す逢 はせ 給 ふべ 

し、 此翁 よく 見 巾して 候 ふぞと 申しけ るに、 そらおそろしく 思 召しながら、 思 ふ 人に ひ 

き 合せべき とい ふが 嬉しき にと て、 御 小袖 一 かさね 取りいだ して、 彼の 翁に たびけ る。 

み タほ  じ ±5 

これ は閒 ゆる 見通しの 尉に て 候 ふとて、 かき 消す やうに 失せに けり。 

さて その後 はたの もしく 思 召して、 御 足の いたさ も覺 えす いそぎ 下り 袷 ふ。 都に は 二位 

の中將 殿う せ 給へ ると て、 院 中の さわぎな かく 申す もお ろかな り。 北の 政所の 御 事 は 

.& すに 及ばす、 京 中の さわぎ 限りなし。 いっとな くむす ほほれ てお はし ませば、 いかな 

る 御 怨み もやと て、 住み 給 ひし かた を 御覽じ 給へば、 ぬぎお き 給 ひし 直垂の 袖に、 あそ 

ばした る を御覽 じて、 すこし たのもしく 思 召しけ る。 さる ほどに 常 陸の 國 へつき 給 ふ。 

まづ鹿 島の 大明 神へ ま ゐり給 ひて、 御 通夜 申させた まひ、 願く ば 文 正が 娘に 引き合 はせ 

よもすがら 

給へ と、 終夜 祈念. 5. させ 給 ひて、 あくれば 下向し 給 ひけり。 ある 家に たちよりて 尋ね 給 

たち  つ いぢ 

へば、 あるじ 道 しるべして 敎へ 申しけ るに、 文 正が 館 七十 町の 築地 をつ き、 かよる 田舍 

にも めでたき 處 ありけ りと 思 召し， 立ち やすら ひて おはしけ るに * 下女の 出で て 申しけ 

る は、 いかなる 人 ぞと問 ひければ、 都の 方より 物う りに 下りて 候 ふなり との 給へば、 さ 


く..？ らん. I  くも 

ちめ の衍か 

から 衣 s々l 伊 

勢 物語、 「から 衣 

きつ I 馴れに し 

つまし あれば は 

る，？ き &る旅 

をし ぞ思ふ J 

蜘 手に 物 を s々 

—樓 古今、 十 一 

「戀 せよ となれ 


若殿 上に て、 いっくし かりけ る 御 姿に て、 御身 を やつし 下り 給へ ども • まが ふべき かた 

もな し。 十月 十日 あまりの ころ、 都 をた ち 出で させ 給 ひて、 常 陸の 國へ ぞく だり 給 ふ。 道 

すがら 歌 をよ み、 心 をす まし、 物 あはれ にお ほしめ し、 よろ づ 草木まで も、 御 目 をと *i 

めて、 人々 と 伴 ひく だり 給 ふ 程に、 ある 山 を御覽 じて、 

身 を しれば 戀ぞ くるしき も のぞと て さ こそ は 鹿の ひとり 鳴く らん 

有 明の くまな き 空 を 御らん じて、 ラら やましと おほしめ し、 

うらやまし 影 も か はらす すむ 月の われに は 曇 れ 秋の そら かな 

しきぶの 大夫、 

めぐりあ はん 程 こそく もらん s: 影 はつひに 雲井の ひかり ましなん 

かくて 物 ごとに 祝 ひ 申し、 行く ほどに 三 河の 國 八橋 を 過ぎ 給 ふに、 から 衣き つよ なれに 

し 古 も、 今の やうに 思 召しつ， どけて、 蜘 手に 物 を こそお も ひ 給 ひけれ。 ある 山中に て、 年 

のよ は ひ 七 八十ば かりなる 翁の、 見た てまつ りて. おの^^い かなる 人に てまし ます ぞ 

あきび ミ 

と. & しければ、 これ は 都より 物う りに くだる 商人に て 候 ふが、 常 陸の 國へ くだり 候 ふと 

の 給へば、 いやく 商人ら と は 見 中 さす 候 ふ、 此頃 天下の 御子に 二位の 中將 殿と 見 巾し 


文 正 ざう 


三 


御伽 草 欲 


一 二 


せんだんび つ I 

千駄櫃 とて 商人 


東路の I 此歌 1 

本 Si 「逢 ふまで 

のかた みなりけ 

り 股-ぎ もく を か 

けれる 袖と 思 ふ 

なよ 君」 と あり 


より 戀の道 かく こそ 候へ、 た r 常 陸の 國へ 御と も 申して くだり 候 はんと 申しければ、 中 

將 殿の 御 よろこび は 限りなし。 かくは 申しながら、 いか *i して 下り. & すべき、 都に て だ 

にも まぎれな く、 いっくし くまし ますに、 あづまの 奧 にて は、 いよ-^ まが ふかた も 有 

あきび ミ 

るべ からすと、 案じめ ぐらす に、 た *t 商人の まね をして、 いろくの 寶物を もちたら ば 


然るべ しとて、 さま <\» の 物 を もちて、 各々 せんだん びつ を 背負 ひ、 旣に 下らん とぞし 

給 ひける。 中將 殿、 さすが はるぐ の 道に 赴き 給 はんに、 今 一 度 父母た ちに も 見えた て 

おぼしめ 

まつらん と 思 召し， 御前に 參り 給へば、 此程は 何と やらん 惱 みがち にて おはし ませし 

4 -ん ごく 

が、 立ちいで 給 ふうれ しさよ と， よろこび あ ひ 給へば、 中將殿 は、 遠國へ 下らん 事 もし 

ろしめ さす、 f あとに て 歎き 給 はんこと よと、 な ゆき 御淚 ぐみ 給へば、 御 ふたと ころな が 

ら、 袖 を 顔に あて 給 ふ。 中 將殿思 ひきって いで 給 ひけり。 御 心のう ちかき くれて、 御 装 

東なぬ ぎお かせ 給 ひて、 御 直 衣の 袖に かくなん， 

あづま ぢ 

凍路 のかた みとて こそぬ ぎ 置く にか はるまでと は 思 ふなよ 君 

かやう にあ そばして、 いつ 召し なれたる 事 もな き 草鞋 直垂 をめ して、 御身 を やつし 給 ふ。 

御と もの 人々、 同じく やつれく だり 給 ふ。 中 將殿は 十八、 式部の 大夫 二十 五、 いづれ も 


月見れば I 化 歌 

I 本に 「月見れ 

どやる かた もな 

く 悲しき は 人 も 

と^ 乙ぬ 秋の 夜 


み と<^ ^め I みと 

おめの 衍か 

御う ち I 御 こ 


御 事 I 原本 「御 

申」 と あり、 今 

改む 


日 もた ちければ、 秋の なかば なれば、 隈 なき 月に あこがれ、 中將 殿た ちいで 給 ひければ、 

なぐさみ 申さん とて、 管 絃をぞ はじめ 給 ひ、 さまぐ の 御 あそび 共 あり、 中將殿 かくな 

ん、 

月見れば やらん かたなく 悲しき を ことと ふ 人の など 無 かるらん 

かやう によ ませ 給 ひて、 袖を顏 にあて 淚ぐ ませ 給 ひて、 又う ち ふし 給 ふ を、 兵衞 のす け 

みと r め. & して、 此 ほど 君の 例なら ぬ 御う ち、 いかなる 御 事に やと 思 ひ 候へば、 人 しれ 

す 物 思 はせ 給 ひける を、 今まで さとり. & さぬ 事よ とて、 兵衞 のす け、 式部の 大夫、 とう 

まの すけ、 三人 御 まへ にまゐ りて 申しけ る は、 これ 程に おほしめ し 候 ふ 御 こと を、 仰せ 

もろこし 

もいだ させ 給 はす、 いかなる 唐土まで も 尋ね .& すべし、 何 か 苦しく 候 ふべき などと. e. し 

そら 

ければ、 包め ど 色に いでけ る ことの 恥し さよと おほしめ し、 われながら うはの 空なる や 

、フ に、 憚り 多く 侍れ ども、 今 は 何 を か 包むべき、 過ぎに し 春の ころ、 衞 府の藏 人. か 物語 

り 候 ひし 大宮司が うちの 雜 色に、 文 正む すめに、 かたちす ぐれた る.^ 持ちた る. E をき よ 

しょり、 一す ぢに思 ひ 侍るな り、 人 をく だして 召した けれども、 世の そしり も 憚り あれ 

ば、 た r 思 ひに 身 をく だき 候 ふとて、 御淚 にむ せび 給 ひければ、 人 々ゆされ ける は、 昔 
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まで 語り 給へば、 此 よし 聞 召し、 此程は あ ひみん 事 を 思 ひて、 ものうき 鄙の 住居 もな ぐ 

さみぬ、 今 は その かひな しとて、 都への ほり 給 ひける。 日數 かさなりて、 都へ つかせ 給 

ふ。 まづ 天下の 御所へ 參り ける。 折 ふし 國々 の 物語 ども 侍りし に、 衞 府の藏 人、 わが 心 

にかよる まよに. & しける は、 いづれ の國 と. B. すと も、 常 陸の 國 ほど 不思議なる 者の ある 

國は候 ふま じと 申しければ、 てんかの 御子に 二位の 中將 殿、 此由 きこしめし、 何事 や 

らんと 御 尋ね ありければ、 鹿 島の 大宮司と. e. す ものが 雜 色に、 文 正と す もの、 いかな 

る 前世の いはれ にや、 七萬寶 たからに 飽きみ ち 樂み榮 ゆるの みならす 候 ふ、 かの 大明神 

より 御 利 生に 給 はりた る姬を 二人 もちて 候 ふが、 優に やさしく 光る 程の みめかたち、 心 

ざま 藝能 にいた るまで、 人間の わざと も覺 えす 候 ふとき よ、 みちし ゆもと かく 申して 候 

ひし かど も、 更に 靡く けしき もな く 候 ふ、 中： の 大宮司 を はじめて、 國々 の 大名 共、 われ 

も^.^ と 申し けれども 聞き いれす、 ふたりの 親が. &す こと も聽 かす 候 ふと、 語り 申しけ 

れば、 中將殿 はっくぐ と 聞 召し、 やがて 見ぬ 戀 とならせ 給 ひて、 いっとな く 惱み給 ふ。 

その 頃し かるべき 公卿 殿上人の 姬君 たち を、 われ もくと 申され けれども、 更にき- - 

いれ 給 はす、 うち ふし 袷 ひける。 殿下 もき たの 政所、 御 祈り さまぐな り。 やうく 月 


よる こ， ひ ー 返禮 もちた る. ra うけ 給 はりて 候 ふ、 御 はから ひに て 給 はり 候へ、 そのよろ こび は國司 をゅづ 

り. 5. すべし との 袷へば、 かしこまって 候へ ども、 すべて 人の 巾す こと を も 聞かす、 親の 

命に も從 はす 候 ふなり、 さりながら 申して み 候 はんとて、 御 まへ をた ち 給 ふ。 文 正 も 御 

とも 申しけ る を 召して、 か i る めでたき 事 なれば、 汝が 娘を國 司の 御み だいに 參ら せよ 

と 仰せ あり、 さあら ば 國司を われに 給 はらんと なり、 汝 をば 大官に なすべき なり、 面目 此 

うへ は あるべ からすとの 給へば、 文 正 うれしけ にて、 かしこまつ てうけ 給 はり 候 ふ、 さ 

りながら 親の. &す こと を 用 ひぬ ものに て 候へば、 いか *i 巾し 候 はんとて 歸 りけ る。 

門の 程より、 あなめ でた や 女子 は 持つべき 物な り、 國 司の 御 舅になる ぞゃ、 みなく 用意 

めでたき 事な り して 御と も 申せと 申しつ ぶ、 娘に 向 ひて 中す やう、 さて^^ めでたき 事な り、 いち，/^ 

—此下 £1 股玄ぁ 

るべ し  に 申せば これ を も 受けで さめぐ と 泣きて 居たり ける。 母 も 文 正 もこれ を さ へ 嫌 ひ 給 ふ 

ことの 淺ま しさよ、 此事叶 はぬ ものなら ば、 つね を か 何となる べきと 言 ひて、 いろ-/ 

中せ ども 返事 もせす。 あまりに ロ說 きければ、 姬 たち は 大宮司 殿の 公達 を 嫌 ひて 候へば、 

大宮司 殿 も 心のう ち は、 さ こそ 思 召さん、 た，^,.*身を^ゅんとぞ.&しける0 

此 うへ はとて、 大宮司 殿へ ま ゐり此 よし. m. しければ、 大宮司 殿 は、 國 司へ はじめより 終 

文 正 ざう し  ， •  九. 
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思 ひっき 候 はんすれ、 さなく ば 尼に なりて 後世 菩提 を 願 ふべ しと 申しけ る。 文 正面 目な 

く、 大宮司 殴に 此有樣 を 申せば、 大宮司 殿 は 腹 をた て、 汝が子 共の 分と して、 みづ から 

を 嫌 はんこと 不思議 なれ、 いそぎ まゐら せす ば汝を 罪科に 及ばす べしとの 給へば、 文 正 

又 娘の かたへ 行き、 此 よし. & しければ、 姬 たち 仰せけ る は、 かやう の 道 はたかき も賤し 

きに も よらぬ 事に て 候へ、 た r 尼に なりて、 うき 世 を 厭 ふか、 さなく ば 淵 河へ も 身 をい 

れんと 歎きけ る。 文 正さめ ぐと 泣きて、 又 大宮司 殿へ まゐ り、 此 よしを. & しければ、 そ 

れ ほどの 儀なら ば， 力なし とぞ 仰せけ る。 さて その後、 衞 府の藏 人み ちし ゆと. &す 人、 常 

陸の 國司を 給 はりて くだり 給 ひけり。 此人 はなの めなら す 色好みに て、 いかなる やまが 

つ 賤の女な りと も， みめかたち 世に すぐれたる 人 をと 心がけて おはしけ る。 國 中の 大名 

たち、 われ も./,^ と 見せ けれども、 心に あはす して、 あかし 暮し給 ひけり。 ある 人 申す 

やう、 鹿 島の 大宮司の 雜 色に 文 正と 申す もの、 光る ほどの 娘 を 持ちて 候 ふ、 國中 大名 わ 

れも くと 申され けれども、 用 ひ 候 はす、 これ は 天人の あまくだり 給 ふかと、 おほえ 候 

ほどの 娘 二人 もちて 候 ふ、 主の 大宮司 仰せられて 召され 候へ かしと 申しければ、 よろこ 

び 給 ひ， 大宮司 を 召し、 まこと やみうちの 雜 色に、 文 正と やらん もの、 ならびなき 娘 を 


阿 彌陀の n 一  零 I 

中央に 彌陀 左右 
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國の 大名た ち、 われ もくと 心 をつ くし、 文 玉章 かぎりなし。 姬 たち 思 ひ 給 ふや、 フ、 


力 


じょうご  >  さ さ 


る あづまに 生れけ るぞ や、 都の ほとりに も 生れな ば、 世に あるか ひに は、 女御 后の 位 を 

も 心がけ、 さて 世の常の こと は 思 ひ よらす と 思 はれけ る。 文 正は國 中の 大名、 いづれ も 

仰せ を かう ぶり、 面目と 思 ひて、 姬に此 よし. & せば、 耳に も 更に 間き いれす、 あかし 暮 

し 給 ふ。 父氣も 子ながら 心に たが はじと、 もてなし 給 ふ。 此姬 たち は 来世の 華まで 深く 

思 ひいり て， 常に もの まゐ りし 給 ひける を、 大名た ち 道に て 取るべき よし^え ければ， 文 

正此 よしをき V 西の方に 御堂 をた て、 阿 彌陀の 三 尊 をす ゑ 奉り、 心の まよに 姬 たち を 

まゐら せけ り。 かやう に 用心深く いたせば、 道に て 奪 ひとる 事 も かな はす。 大官 司殿此 

よしを 聞 召し、 文 正 を 召して、 汝 まこと や 光る ほどの 姬を もちた ると 間く、 大名た ちの 

がへい だすべ からす、 わが 子に いだす べしとの 給へば、 文 正 うれしく 思 ひ、 やがて わが 

家に かへ り、 あなめ でた や、 大宮司 殿の 公達 を、 婿に とるな り， 皆々 御と もせよ との i 

しりけ る。 やがて 姬 たちのか たへ 行きて、 めでた や、 大宮司 殿よ めに すべきよ し 仰せ 候 

ふと. & しける。 姬た ちは淺 ましけ なる けしきに 一，^, 淚の 色み えければ、 呆れ はてて ぞゐた 

りけ る。 姬 たち §: せけ る は、 いかなる 女御 后に も、 又は 位た かき 公達な どこ そ、 もしも 
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りけ る。 文 正腹 をた て、 約束 申せし かひ もな く、 女 を 生. みたる 事よ とて 叱りけ る。 その 

なかに、 おとなしき 女房た ち 申す やう、 人の子に 姬君 こそ 末 繁昌して めでたき 御 事に て 

め 2、J 

候へ と 申しければ、 さらばう ちへ 入れ 申せと て、 寵愛 申しけ る。 氛母 かいしゃくまで も、 

みめよき をす ぐり 付けに けり。 又つ ぎの 年も尙 光る ほどの 姬 御前 を まう けけ る。 文 正な 

にぞと 申せば、 いつもの ものと 申しけ る 。文 正腹 をた て、 さきこ そ 約束た がへ め、 さの 

みはい かで 人の 命 を 背き 給 ふぞ、 その子 を 具して、 いそぎ 出で 給へ と、 叱りけ る こと 限 

りなし。 その 時 御前に ありし 人々 申しけ る は、 男子に てまし まさば、 大宮司 殿に こそつ 

か はれさせ 給 はんに， 御 かたち 勝れた る^た ちに て 候へば、 國々 の 大名、 いづれ か 婿に 

ならせ 給 はざる べき、 又は 大宮司 殿の 公達と. &す とも、 御む こに ならせ 給ぶべし、 これ 

ほど 然るべき ことなしと 申しければ、 その 時文 正け にもと 思 ひ、 さらばと く./^ 入れ 申 

せと ありければ、 見る に姊 御前よりも いつくしく 有りければ、 又 乳母 かいしゃくまで も、 

みめかたちよ きを 揃へ てつけに けり。 姬 たちの 御名 をば 夢想に まかせ、 れんけ を 給 はる 

と 見 たれば， 姊は 蓮華 妹を莲 御前と 付け、 いっき かし づき 給 ふ ほどに、 年月 かさなり、. 光 

る ほどの 君に 見え 給 ふ。 よみ 書よ ろづ 利根に て 歌 草子なら ぶかた なし。 これ を 聞き 八箇 


む w なき ー 果報 それ こそった なき ことなれ、 人の 身 には子 ほどの 寶 よも あら じ、 た r その 寶を ボ搬 ti ま 

是非な く —遮 二 ゐ らせん、 一人 にても 子 を. e- すべし との 給へば、 文 太け にもと 思 ひ、 家に 歸 りて 是非な 

ffi  く 女房 を 叱り、 旣に追 ひいだ す。 女房 これ はいかなる 事 ぞと騷 ぎければ、 文 正 巾し ける 

は、 大宮司 殿 一 人の子 を もたぬ 事 を、 本意な くお ほしめ すなり、 いそぎ 子を產 みて たび 

候へ と 申しければ、 廿卅の 時 だに うまぬ 子が、 四十に なりて 何として 叶 ふべき、 その 俄 

ならば. R なしと 言 ひければ、 文 正け にもと 思 ひ、 大宮司 殿 も神佛 にも 申せと こそ 仰せら 

れつれ と 思 ひて、 さらば 神佛 へ まゐ りて 申しう くべ しと 申しけ る。 女房け にもと 思 ひ、 七 

日 精進して、 鹿 島の 大明 神へ ぞまゐ りけ る。 いろくの 寶を まゐら せ、 コ不 三度の .^11^ 

をして、 ねが はく は 一 人の子 をた び 給へ とぞ 祈り. & しける、 七日と 申す. 半に、 かた じ 

さり 雜き ー 否み けなく も御寶 殿の 御戶を 開き 給 ひ、 誠にけ だかき 御聲 にて、 汝中 すと ころさり 難き によ 

がた き 

り この 七日のう ち らぬ處 なく 求 むれ ども、 汝が 子になる べき^な し、 さりながら こ 

れん t- 

れを たぶ とて、 蓮華 を 二 ふさ 給 はりて、 かき 消す やうに 失せに けり。 

さる ほどに、 文 正 よろこび、 八 箇國に すぐれたる 男子 を 生まし め 給へ とぞ. & しける 。九 

月の 苦み 十月の すゑに は、 產の紐 をと きたる。 三十 二相たら ひたる いつくしき 姬 にて あ 

文 正 ざう し  五 
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色、 草 刈、 しもべに 至る まで 、その かす 知らす 。たから はいかなる 十 善の 君と. &す とも. 

これに は 過ぎ じと ぞ覺 えけ る。 

さりながら 男子 にても， |：5？ 子 にても、 子 はな かりけ る。 あるとき 大宮司 殿此 よしき こしめ 

し、 さても 不思議に おほしめ し、 彼 を 召して 尋ねん と 思 ひ 給 ひ、 文 太をぞ 召されけ る。 久 

しくま ゐり候 はねば、 うれしく 思 ひて. いそぎ まゐ りけ る 0 大庭 にかし こまりて ゐ 申し 

ける。 大宮司 殿御 覽 じて、 その 身 こそ 賤 しきと も、 めでたき もの なれば、 いかで 庭に は 

置くべき とて、 これ 人 とこ そ 召されけ る。 さる ほどに 文 太 は廣椽 まて ぞまゐ りけ る。 

大宮司 殿の たま ひける は * 文 太 はまこと や 限りなき 長者と なり、 十 善の 君に てまし ますと 

まさ 

も、 われに はいかで 勝り 給 ふべき と、 かたじけなくも. & すと かや、 さやう に 冥加な きこ 

と、 何とて か. e. すぞ とのた まへば、 文 太 かしこまって 申す やう、 わが 身の いやしき 有樣 

にて， これ 程の 寶を 持ちて 御 事お ほえす、 あやなく 申して 候な りと 申しければ、 いか 程 

のた から なれば、 かやう に 思ふぞ とのた まへば、 金銀 綾錦、 七 珍萬寳 かす しらす、 四方 

につく り ベた る 倉 を 中す にかす 知らす とぞ 申しけ る。 大宮司 殿き こしめ し、 誠にめ で 

たきものの 果報 かな、 さて 末を繼 ぐべき 子 は あるかとの 給へば、 未だ 候 はすと 申しけ る。 
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を 思 へ とな P 


おは せんより 鹽 やく 薪な りと も、 取りた まへ と 言 ひければ、 いと 易き 事な りと て 薪 を 

ぞ 採りけ る。 もとより 大ぢ から なれば、 . 五六 人して 持ちけ るよりも 多くして ぞ きたりけ 

る 0 

あるじな のめに 悦びて、 又な き 者と 思 ひける。 かくて 年月 を ふる ほどに 文 太. & しける は、 

われ も鹽 やきて 寶 らば やと 思 ひ、. あるじに. &す やう、 この 年月. 奉公 つかまつり 候 ふ 御 

しほが 》* 

恩に、 鹽竈ー つ 給 はり 候へ かし、 あまりに たよりなく 候へば、 あきな ひして み 候 はんと 

& しければ、 もとより いと ほしく 思 ひければ、 鹽釜 二つ とらせけ るに、 鹽 やきて 寶 りけ 

れば、 此文 太が 靈と S. す は、 こよろ よくて く ふ 人 病な く 若くな り、 また 鞭の 多 さつ もり も 

ミ くじん 

なく、 三十 層 倍に もな りければ、 やがて 德人 になり たま ふ。 年月 ふる ほどに、 いま は 長 

者と ぞ なりに ける。 さる 程に つの を かが 磯の 鹽屋 ども 皆々 從 ひける。 さる ほどに 名 を か 

へて、 文 正つ ね を かと ぞ 申しけ る。 堀のう ち 七十 五町に かいこめて、 四方に 八十 三の 倉 

をた て、 家の 棟 かす 九十 間つ くり 旅べ たり。 昔の 須達 長者 も かく やと 思 ひける。 されば 

常 陸の 國の もの ども 此頃 のこと なれば、 主な 嫌 ひそ、 恩 を きらへ、 なに か 苦し かるべき 

とて、 皆々 文 正に ぞ使 はれけ る。 しかれば 家の 子 郞黨に 至る まで、 三百 餘 人の ほか、 雜 


文 正 ざ 


H 


.s づ くに 乙 とも 

るか ョ々 I 何 


を 疎略に 思 ふこ 

となし 


うはの 空なる J 

の 1 風 來の者 


二 

り、 いかな らん 處へも 行きて 過-ぐべ し， また 思 

ひもな ほした らんに は、 歸り まゐれ との 給 ひけ 

れば、 文 太お も ひける は、 たと へ 千 人 萬 人 あり 

とい ふと も、 わが 命 あらんかぎり は、 奉公 申す 

べきと 存じ 候 ひつる に、 か i る 仰せく だるう へ 

は 力なし • さりながら いづく にこ ともおろ かに 

思 ひ 申す ベから す、 又 やがて こそ まゐり 申す ベ 

しとて、 いづち ともなく 行く ほどに、 つの を か 

が 磯、 鹽燒く 浦に つきに けり。 ある 鹽屋に 入り 

て 申す やう、 これ は 旅の ものに て 候 ふ、 御 目 を 

かけて 给 はれと 申しければ、 あるじ 聞きて、 う 

はの 空なる もの なれ ども、 見る よりそ *i ろに い 

とほし く 思 ひて、 その 家に おきけ る。 日數 ふる 

ほどに、 あるじ 申しけ る は、 かくて つれ < ^に 


年頃の もの I 多 

年 仕へ しもの 


文芷ざ う 


し 


それ 昔より 今にいた るまで、 めでたき 事 を 聞き 傳 ふるに、 賤 しきものの 殊の ほかにな り 

ぶんしゃ ラ 

いでて、 始 よりのち まで も、 物憂き ことなく めでたき は、 常 陸の 國に、 歸燒の 文 正と 申 

す ものに てぞ 侍りけ る。 その ゆ ゑを尋 ぬれば、 國中 十六 郡のう ちに， 鹿 島の 大明祌 とて、 

靈社 ましく けり。 かの 宫の 神主に、 大宮司と. &す 人お はしける が、 長者に てぞ まし ま 

しっちん i んはラ 

しける。 四方に 四 萬の 倉 をた て、 七 珍萬寶 のた から 満ちくて 一 っ缺 けたる こ ともなく、 

よろ づ 心に まかせて、 いろく あり。 家の かす は 一 萬 八 千 軒な り。 郞黨に 至る まで 數を 

なんし 

しらす、 女房た. ち 仲居の もの、 八 百 六十 人な り。 男子 五 人と もに、 みめかたち 藝能 人 

にす ぐれたり。 又 大宮司 殿の 難色に、 文 太と いふ 者 あり、 年頃の も^なり。 下郞 なれ ど 

レラ  &ゃづ か 

も 心 は 正直に、 主の 事 を 大事に おも ひ、 よるひる 心に たが はじと、 宮仕 へし けれども 

心 を みん とや 思 はれ けん， 主の 大宮司 殿、 汝 年頃の ものと いへ ども， わ. か 心に たが ふな 
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草木に 因み たる 地口 も颇る 巧な り、 思 ふに 德川 時代の 作物なる べし。  i 

耿 舞妓 草子 (寫 本) お 國が北 野の 社頭に て 念 佛細を 興行せ し 際、 見物の 中より 名 古 屋山三 運 

の亡靈 現れいで て、 互に 懷舊の 情を述 ぶる こと を 綴れり。 小町 草紙と 似寄りた ろ 趣向 なれ ど、 一 

彼の 和歌に 代 ふるに これ は 小唄 を 以てし たれば、 近代的の 情味 豐 にして、 本棠中 この 一 篇を； 

見る は 恰も 累々 たる 頑 石の 間に、 撫子の 一 もと 咲き出で し！ なくば あらす。 山 三郞ぉ 國死盘 

の 作なる ベく、 元 和寬永 頃の ものな らん か。  .  一 

大正 四 年 四月 春雨 花 を 催す 夕  校訂 者 藤 井 紫 影 ユー 


携へ もちし 黄金に て 家 を 作り、 下人 多く 召使 ひて 樂 しく 日 を 送りし に、 國守宫 崎 某遊獵 のつ 

いで この 上 藤 を 垣間見て、 軍兵 を 以て ま、 家 を 園み 之 を 奪 はんとす、. 時に 空中より 鷲雕 等の 鳥 

類 群り 来りて、 宮 崎の 軍を惱 まし 退く。 宰相 は 始めて 上菔 のた 人なら ぬ を 知り、 その 素性 

を 問 ふ、 上 藤 今 は 父母の許に 歸 るべき 時節 到来せ り、 また 生を替 へて- # び 君に 契るべし、 誠 

は 君に 助けられし 澤邊の 鶴な りと て、 虚空 高く 飛び去りぬ。 其 後 宰相 は三條 2: 大臣の 女た ま 

づる姬 と 二世の 綠を 結び、 めでたく 繁昌す となり。 

草木 太平 記 (刊 本) 吉 野の 里 近き 一 むら 簿、 八重 櫻の 花の 姿 を籬の 隙に 見 そめし より、 色 深 

き戀 となり、 小 萩 を i: 立と して 言 ひ 寄り、 いつしか 花の 下紐 打 解けて、 草の 枕 をと りか はし 

たるに、 梅 きて 大に 怒り、 薄が 野 邊に火 を かけて 燒き拂 はんと、 一味の 木の 勢 を 催せば、 

薄 も 草の 一 類 を 集めて 相戰 ひ、 互に 勝敗 ありし が.、 楠の木の 加勢に 薄 敗北して、 はら 一 文 宇 

に搔 切って 淺 茅が 原の 露と 消えに しかば、 櫻 は 花の 衣 を 改めて 墨染 とな.^ 菩提 を 弔 ひしと な 

り。 こは鵠 鷺合戰 物語、 魚 鳥 平家の 系統 を 引ける ものに て、 武器の 名稱 などい と詳 かにして、 
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 緒 言  八  

の 時代 は 明かなら ね ど、 或は 國學 者な どの 手に よりて 修整せられ しものに あらす や、 猶考ふ 

べし。 

ふくろ ふ (刊 本) 中む かし 加 賀の國 かめ わり 坂の 麓に ふくろ ふ 鳥 あり、 鴛姬を 戀ひ山 がら を 

媒 として、 さまぐ かき ロ說 き、 終に 思 ひを遂 けけ るに、 かねて 鱟姬に 心 ありし 上 見ぬ 鷲、 

嫉妬の あまり 鱟姬を 殺害せ しかば、 ふくろ ふ 悲歎の 情に 堪 へす、 法師と なりて 其 菩提 を 弔 ふ。 

三浦爲 春の あた 物語 (寬永 十七 年) は 之 を敷演 せし もの なれ ど、 和漢 儒 佛の引 事うる さく、 德 

川 期の 色彩 いちじるし。 

胡蝶 物語 (寫 本) 都 近く 妻子 もな く、 只 春秋の 花に うき 身 を やつし、 さまぐ 草木の 種 を 集 

め、 前栽に 植 ゑて 之 を樂む 胡蝶と 譚 名せられ し隱. H あり、 一 朝 母 を 失 ひて 會者定 離の 理を感 

じ、 草木の 色香に めでて 道心 を 失 はんこと を 憂 ひ、 これ をも棄 てて 東 山の 邊に墨 染の衣 を 纏 

ひ 行 ひ 澄まし. -に、 或夜數 多の 上 藤の 草庵 を 叩きて 敎化を 請 ふより、 庵主 は 懇に怫 道の 難 有 

き 旨を說 きたる に、 いづれ も 感動して、 まこと 我等 は 嘗て 上人の 寵愛 をう けたる 花の精な り 


らんと いひて 诀 せす、 終に 花鳥風月と いふ 姊 妹の 女 巫 を 招き、 梓に かけて ト はしむ。 刊 本と 

寫 本と は 文辭に 異同 少 からす。 

紫 式部の 卷 (刊 本) 紫 式部が 上 東 門院の 仰せ をう け、 石山 寺に 籠りて 大齋院 のために 源氏 物 

語 を 作りし こと、 安居院 法 印 澄憲佾 都が 源氏 供養と して 石山 寺に て 表白 文を述 ぶる こと を 記 

す。 謠 曲の 源氏 供養、 宇治 加賀 緣の淨 稱の 源氏 供養 等と 同種の ものにして、 源氏 表，： n に侬 

據 したる 作物な り。  . 

伊香 物語 (寫 本) 近 江 伊香 郡の 郡 司 某の 妻 美に して ォ藝 あり、 國 守 某 此女を 得 まほし く 思 ひ、 

郡 司 某 を 招き 酒興のう へ、 賭事に 託して 郡 司 勝た ば 我 所領の 华を與 ふべ し、 勝た ざれば 汝の 

妻 を 得さす べしと 約して、 堅く 封 じたる 文 営 を 出し、 此 内に 和歌の 上の句 あり、 此 下の句 を 

つ どけよ、 和歌の 上下 付合 ひたらば 汝が 勝な りと いふ。 郡 司 家に 歸 りて 妻に 謀る、 妻 石山の 

觀 音に 參 籠して 夢想 を 請 ふべ しとい ふ、 郡 司 之に 從ひ 満願の 日 神託 を 得て、 首尾よく 下の句 

をつ けて、 所領 を 得て 富み 榮 えしと なり。 文章よ く 調 ひ 同類の 書中に 一 頭 地を拔 けり、 著作 
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大佛 供養 物語 (寫 本) 柬大寺の俊乘坊重源入^^^して、 極樂の 曼陀羅、 五 祖の翼 影 を將來 せし 

を、 源賴 朝、 法然 上人 をして 東大寺に 供養せ しめんと す、 上人.^ 山を俾 りて 辭 退せ しかば、 

歡山、 園 城 寺、 奈 良の 僧 をして 三 座の 説法 をな さしむ る 事と なり、 道俗 男女 来り 集る もの 無 

數 なりし が、 北 ハ說法 いづれ も傾聽 する に 足る ものな く、 群衆 皆慊焉 たり、 賴 朝の 北方 も 亦 失 

望して、 法然 上人の 說法 を聽閒 せんこと を 請 ふ、 頼朝强 ひて 上人 を 請す、 是に 於て 上人 来り 

て、 唱名の 功德を 述べ 念佛 往生の 事 を 説きた るに、 聽衆皆 感に堪 へたり と。 享祿四 年の 寫本 

なり 0 

俵 藤 太 物語 (刊 本) 田 原 藤 太 秀鄉が 龍神の 仇敵た る 三 上 山の 蜈松を 返 治して、 龍宫 より 取れ 

ども 盡 きぬ 米俵と 紙 園 精 舍の佛 供養の 時に 續し 釣鐘 等 を 返 鱧と して 贈られ、 义 龍神の 加護に 

よりて 將門を 减す事 を 記せり。 

秀衡入 (寫 本) 牛 若 奥州に 下りて 秀衡の 館に 入り、 平氏 追討の 事 を 託する に 終る。 十二 段 草 

子の 後 を 受けた る ものにして、 牛 若の 威光と 秀衡の 豪 富と を 寫すを 主と せり。 
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その 當を 得ざる ものな ど 疵瑕 百出、 加 ふるに 一 定の塑 式に 陷 りて 摸倣に つぐに 摸倣 を 以てし、 

使樣葫 蘆の 弊 を 極む。 美人 は いづれ も 丹花の 唇、 靑 黛の 眉、 薪 翠の髮 ざし あざやかに、 唐土 

の 楊 貴妃、 李 夫人、 ^^朝の衣通姬、 小 野の 小町、 染 殿の 后と 引 較べられ、 悲歎の 時 はいつ も 

天に 仰ぎ 地に 伏し、 流涕 焦れ 泣きて 是は夢 かや 現 かやと かこち、 徒らに 陳 奢の 極 文句 を つら 

ねて、 語格 調 はす 文脈 通せす、 a 作者の 文盲なる、 頼 朝 を 左 近の 右大將 とい ひ、 公卿の 私邸 

に 曰の 御座 あるな ど、 創意 もな く 知識 もな き 衰世の 文學た る陋態 を遣憾 なく 暴露し つ くせり。 

されば その 文 擧的價 俯 は 固より 多くい ふに 足らね ども、 平安 文舉の 末路 を迎 り、 江 戶文擧 の 

發程を 知らん とする 者に とりて は、 之に よりて 王朝の 戀 愛小說 がいか 程まで 墮 落せし か、 江 

戶の淨 璃小說 は いづく より 萌 えいで しか、 その 源 委を尋 ぬる 好 史料 たるべく、 又 今昔 物語 

以後の 口碑 傳說を 保存す る ものと して 其價値 少しと せす。 

本集收 むる 所す ベて 三十 九 種、 そのうち 文 正 草子より 酒^ 童子に 至る 二十 三種 は、 ， 明治 二十 

四 年 今 泉 皇山ニ 氏の 校刊 せられし もの あれ ど、 誤 脫も少 からす、 且 文章に 修正 を 施した る箇 
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